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長 

時 

代 
人 

の 


に 書の 斷禁 


けん を ゆ.：： さず 

禁斷の 書、 不許 他見と 

レ, もて 

表紙に 書きて、 さびしく 笑 ふ。 

つ ひに 人に は 見せぬ 詩 を 

われ も 書きし が、 生きの びて。 

ひとり 書きつ け、 ひとり 歌 ひ、 

涙ぐみつつ、 くり かへ す。 

禁斷の 詩人と なりて、 

われ も かへ りぬ、 いにしへ に。 


今 はよ しなし、 生 も 死 も、 

戀も 仕事 も、 あだなれば。 

いかに かせむ と 夕 影に 

消え ゆく 風に こと 問 はむ。 

さて、 わが 命、 斷 たば そのと き、 

人 は 見よ、 かかる 惱み を、 

あはれ めよ、 このお ろか さ を。 

ただ 言 ふなかれ、 善し 惡 しと。 

昭和 三年 四月 十九 日 


る 破 * 斷禁 


禁斷を 破りて 生 さむ。 

自れ にも、 世に も、 人に も、 

抗 ひて， 戰ひ 生きむ。 

敗れて は 禁斷の 人、 

恥の 外に 生く る 術な し、 

苦の 外に 生く る 道な し。 

罪 も 恥 も、 われに 尊し。 

力く ありき、 かく 生きたり と 

の 

あからさまに 世に 告り 立てて、 


嗤ふ とも、 むちうちぬ とも 

昂然と 面 上げ 云 はむ、 

汝 等の うち 罪な き 者 我 を 打 て と。 

禁斷の 人 なれば われ、 

破る 外に 生く るみち なし。 

世に 敗れ、 人に 傷つき、 

死 を 求めし 人 なれば われ、 

よし、 今 は 赤裸の 人ぞ、 

打て われ を、 打つ とも 生きむ。 

昭和 三年 五月 二十 1 日 


第 一 卷 

死と 戀の曲 

I— わが 半生の 挽歌 11 


All   my  faults  perchance 
thou  knowest, 

All   my  madness  none 
can  know. 

Byron. 


第 一 編 


X 


潮は滿 ちた よ、 月の出 だ。 

もう 舟 を 出すべき 時 だ" 

今 出さねば、 どうなる ぞ。 

行け！ 行け！ 行け！ 

ゆく へ .5 づこ .5 づこ 

行方 は 何處、 何處の 岸？ 

身の なり 行き は、 身の 果て は？ 

何處 であらう と、 何で あらう と、 

かま ふ もの か、 かま ふ もの か、 

ただ、 前き へ、 前き へと 

荒浪 切って、 まし ぐらに 行け。 

来る は 死 だ、 待つ は 死 だ、 

長い あこがれの 死 だ、 

愛する 死 だ。 

そこに、 わが 戀、 

死 VJ 戀の曲 


わが 女 11 

冴えて、 冷たい 瞳 を あげて 


さそ 


その 瞳の 淵へ とわれ を 誘 ふ、 

深い、 深い その 隱ょ、 

溺ら すか 

死なす かわれ を。 

君 ゆ ゑに、 

け ふの 舟 出よ —— 


この 荒れに 

ちかい 

櫓 濯 もな しに。 


X 


僕の 詩 を 罵った 詩人よ、 

君た ち は 正しかった ょハ 

僕の 詩なん ぞに 

ね 5 ち 

何の 値 打が ある もの か、 

それ はた だの インキ だ、 

血ではなかった。 


七 


だが 今、 やっと 今、 . 

僕 は 血で 書 くんだ、 

死 を 書 くんだ …… 

つく ゑの 上で 詩 をつ くる、 

まったく バカ げた 事 だね え。 

ぺ ンを 捨てろ よ、 

紙 を 捨てろ。 

書くなら 書く で 

もっと 大膽 こ、 

もっと 奔放に、 

もっと 强烈 に、 

もっと 直接的に 書け。 

お ま へ の 愛する ものの 上に、 

その美し い 肉の 上に、 

お まへの 心の 血で もって。 

僕 は 女性の 心と 肉镫 とに 


詩 を 書 くんだ、 生の 詩 を。 

女性の 心に この 靈を、 

女性の 肉に この 肉 を、 

書 くんだ、 書 くんだ、 . 

注ぎ込む の だ？ 

溶かす の だ、 

生命 を 籠め て、 

生命 を 懸けて。 

そして、 死 ぬんだ、， 

二人で か …… 

1 人で か …… 

1 人で も 二人 だ、 

二人で も 一人 だ。 

なぜ だって？ 

僕 は 旣に詩 を 書い たんだ。 

詩 を 生きよ、 


八 


死 を 生きよ、 

わが 詩、 ただ わが 肉で あれ、 

わが 死、 また わが 生で あれ „ 

戀は肉 なれ、 

肉 こそ は 

心の 手形、 

しっかり 捺 した 

印判よ. 

愛の 誠め —— 。  , 


愛する 女、 

登記ず みの 

その 肌に 

觸 るる i^l^- は 

劍が峯 

越 ゆる 思 ひ、 


デゾ ドラ イン を 

今ぞ 越す と、 

.5  P ち 

生命 を かけて 

跨ぐ かな 

その 生と 死 を。 


戀は肉 なれ、 

肉 こそ は 

誠の かため、 

け らく 

快樂 にあら で 

ただ 痛苦、 

る ひ 

陶醉に は あらで 

死の 思 ひ、 

され ども 捺 さむ 

.5 のち 

生命 もて、 

心の、 愛の 證 書の 

印判 なれば。 


X 


ビア ヅ レイの 女よ、 

黑と 白との 線が きで 

冷たく 細く 銀 線の 

る へ る やうな その、.： J、 

その 冷た さが 燃える と は、 

冷たい 火 だよ、 お まへ は、 

燃える 氷 だよ、 お まへ は、 

そんなに 無 邪氣で 

そんなに 魔性で、 

あまりに 細い そのから だ、 

あまりに 鋭い その 心、 

お まへ は ビア ヅ レイの 女 だ。 

赤と 黑の 女よ、 

羽 t の黑 に、 着物の!^^ 

帶も 赤と 黑 との 晝 夜帶、 

フ， <  ルトの 苗； 履 さへ 黑ぃ 表に、 


鼻緒 も 赤い 黑 との 裏お もて、 

なんて 赤と 黑 との 好きな 女、 

お まへの 心 も 赤と 黑だ、 

黑 がお まへ をお びき 出し 

赤が お まへ を 痛ませて、 

口 マ ン ティ プクな 夢 をみ る 0 

ス タンダ アル を覺 えて ゐ るの、 

「赤と 黑」 の 悲しい 戀を、 

戀と歸 心の 赤と 黑、 

わたしの 黑 をお まへ はとが め 

お まへの 赤 を わたし は^ふ。 

マ ティ ルド •* ト *ラ， モォ ル、 

あの 傲 な 令孃に 

お まへ は實 によく 似て ゐ るね。 

やつば りお まへ は 敵 だね え、 

おれ を 滅ぼす 女 だね え。 

かま ふ もの か、 可愛い お まへ、 


0 


なんとで もしろ 0 

十八に して 君 を 知り、 

十九のと きに また 會 ひて、 . 

ff.f に 長く 別れし が、 

二十 五に して 君 を 得ぬ。 

され ど 悲し や、 その ひまに 

君 はむかし の 君なら ず、 

いま は 人妻、 人の 母、 

おきて は 二人 を かき 分く る。 

心 抑へ て經 ぬる 間に 

君 は をと めの 君なら ず、 " 

など 空しく も 過せ し と 

い つと せ 

その 五年ぞ 恨なる。 


いま はやむな し、 やみがたし、 

他家の 垣根に 忍び入る 

世に あさましき たはれ をと 

なりて ぞ われ は 果てな むか。 

X 

妻よ、 ゆるせよ、 この 戀を、 ， 

やむ にや まれぬ この 迷 ひ、 

丁度 十 年 目 だ、 病 氣の再 發だノ 

あんなに そなた を 苦しめた 

十 年 前の 狂 ひ 心が 

また 起きた の だ。 やみ 難く。 

ああ、 十 年の あの 刻苦、 

あの 信念 は 何處へ 行った のか？ 

男と 思へ ぬ生眞 面目 さよと、 

働きの ある 人た ち はわら うた 程の 

その 品行方正 も、 謹嚴 も、 


1 朝に してく づれ しか。 

げ にや、 さだめよ、 世の g お、 

一歩 また 一 歩と 追 ひ つめられて ノ 

すべての 望 は 穴』 となり 

すべての 夢， > -碎 かれた 

あはれ な 男の El^ 後の 夢 だ、 

行かし めよ、 せめて 一期の ほ 3 出に。 

そなたの 親しい 女の 友が 

「どうしてもい らっしゃ います か」 と 

ぢ つと わたしの 顏を 見て 

涙ぐみつつ 云った とき、 

胸 を しめられる 思 ひ をした が、 

行かせて 下さい、 I 生 悔いの ないやう に。 

-、 つまで も、 いつまでも、 昔の ままの 

わたしの 尊敬して ゐる 方で 


I  二 

ゐ らして 下さい まし」 とい ふ、 

若い 女の 友 だち、 どうぞ 許して 下さい 

罰しないで 下さい、 この 惱み、 

行かせて 下さい、 行かねば 死ぬ に。 

ああ、 この 外に 何 をしょう、 

社會 改造なん ぞは 僕の 任で な 、，、 

あ ひにく 

生 僧 僕 はそんな えらい 男ぢ やない、 

僕 はつ まらない、 つまらない 蟲 けら，：. こ、 

あ こ ひ 

なんの 尊敬なん ぞに 値する もの か、 

そんな 價 値の 幻影なん ぞ はぶち こ はせ。 

苦痛に よって 苦痛 を 殺す、 

これが おろかな わたしの ぎ、 

さて は 絕望的 飛躍と はこん な ものだった か 

匹夫匹婦の このみち だけ か、 

わらへ、 わらへ、 自ら わらへ。 

でも、 その外に 何 をしょう。 


妻よ、 ゆるせよ、 この 1- を、 

戀 より 外に この 傷 

癒 やし 忘れる みち 知らぬ 

おろかな 5k を あはれ みて。 

無事に かへ つて 來た とき は 

兩手を 突いて：！； ゆ ひる ゆ ゑ。 

三十 七で 斃れる 身 か、 ： 

これが 一期の 蓮 だめし。 

せめて 此 世の 見納めに 

思ひ殘 しのない やうに ■ 

T> のび？ S 

十 年 忍んだ、 忍 駒、 . 

その 忍び音 も 洩れ 出で て、 

戀 もよ かろよ、 旅 もよ かろ、 

酒 も 女 も かま やせぬ、 

へど を 吐く まで、 血 を 吐く まで。 

ただ、 本 だけ はおよ しょね え、 

死 ミ 0 の 曲 


ただ、 哲學 だけ はおよ しょね え、 

そんな もので は 救 はれぬ， 

そんな もので は 死なれぬ ぞ。 

勘 平樣は 三十に 

なるや ならず を、 

なんの まあ、 

三十 七まで 生きた と は 

命冥加な 奴 だね え。 

ああ、 よくも まあ、 お まへ さん は 

この せちがらい 世に、 この 年まで 

貧乏 詩人で 生きて 來 たねえ" 

X 

梅 川 忠兵衞 冥土の 飛脚、 

君と われと は戀 飛脚、 

東海道 を 西 ひがし。 

君 は 上りて、 われ を 呼び、 


われ は 下りて、 君 を 呼ぶ。 

君 をば 追 ひて 夜 を 下り、 

君に 追 はれて 晝 上る。 

上り下りの その 果て は 

梅 川 忠兵衞 冥土の 飛脚、 

近投が 好きと い ふから 近 松で 

二人 道行きし たくと も、 

君 は 特急、 われ は 急行、 

何處ま で 行つ て も 追 ひ つけぬ。 

ああ、 飛行船 はない もの か、， 

飛んで、 飛んで、 飛んで、 

落ちて 碎 けて、 塵と なる、 

それが 出来ず ば、 なすな 戀、 

戀の中 {1|、 飛ぶ 小鳥 * 

啼 いて、 歌って、 死ぬ とき は 

それが 二人の 極樂 だのに、 


君 は ひとりで 飛び去る か、 

われ は ひとりで 死ぬべき か 0 

不義 は 法度よ 

この 世の 地獄、 

どうせ この 身 は 

さらしもの。 

鎗の權 三 は 

刺されて 死んだ、 ， 

おさん 茂 兵衞は . 

打 首に。 

死んで 花實は 

咲かず とま まよ、 

とめて とまらぬ 

戀 のみち リ 


四 


重ねて 四つの 

おきて は うれし、 

戀 の天國 

それ そこに。 

晝の 間の 妻よ、 そなた は、 

晝の 間の 夫よ、 われ は。 

いつも 白日の 光の もとで 

なんて まぶしい、 

燃え 上る パ ッショ ン i . 

あんまり 明るす ぎる 

この 部屋 は、 

ひと.； S 

そなたの 隱の やうに。 

ただ、 閉ぢ よ、 その 眼 を、 

われ も閉づ る、 この 窓、 


かくてな ほ 夜が 來 ずば、 

人 もや 來 ると、 安ら はで、， 

盜む 接吻、 つと 離れて、 

ささやき も、 ひそめき も、 

ままならぬ 人の 世の 道、 

人のお きて を かこちつつ。 

夜 とても、 あかりの もとに 

この 宿の 電燈 はよ しくら くと も、 

並なら ず は ぢらひ 深き 

君が 肌つつ むに あまる、 

君が 膝、 おもく 押す とき 

安からで、 皮肉に ゆがむ 

わが 口の 苦き 言葉よ、 

バ ッ シ ヨン • アン ダ *ゼ. ランプ — 

そんな 言 薬、 あるか しら、 

あの人に 訊いて みる わと、 


負けない でか へす 言葉、 

その j>|n さ、 好 もしと いふ、 

この 心、 われ も あやし や。 

戀人 とその 戀 人の 

抱擁 は、 かく も 內氣で 

力く も ひか へ 目にあるべき もの か- 

うちとけて ひと 夜 かたれず、 

かき 抱き 抱き 寢られ ず、 

道ならぬ 戀 はくる しも。 

人妻 をお も ふ は 罪よ、 

罪 ゆ ゑに 夜毎 ひとり 寢、 

夜す がらの 罰 は あさまし。 


世に 多き そ は ひと 夜 妻、 

君 はいな、 わか ひと 日 1_$1、 

いつもた だ 日影の もとこ 


その 睫毛の ゆらぐ を 見つ つ 

その 頸の 垂 るる を 見つつ 

くちづけ てかき は 抱け ど、 

いつの 日に かたく しめたる 

その 帶を 君と りた まふ。 


ひと 日 妻、 朝 も 夕 も 

わが 宿の わが 妻 ごころ、 ， 

わが 膝に 膝 を かさねて 

わが 肱に 肱 を つらねて、 

いそいそと 思 ひたの しく 

身の ま はり 世話 をた まへ ど- 

あかりつ く 夜と しなれ ズ 

更けぬ まに か へらむ とい ふ、 

道ならぬ 戀 はくる しも 

人妻 は 人の もの ゆ ゑ。 


むかしの 蘆屋 をと め は、 

二人の 男に おも はれて 

どちらも 苦し めた くな い と 

自分で 自分の 身を棄 てた のに、 

今の 蘆屋 をと め は 賢い ねえ、 

ど ち らも 苦し めたくない から 

二人 を 同時に 愛する とい ふ。 

蘆 屋の濱 にと 寄る 波 は 

今 もむ かし も、 變らね ど、 

あはれ にし をら しかった 

あの 蘆屋 をと め はもう ゐ ない、 

心 は 二つ、 身 は ひとつ、 

わけて 愛して 世に 生きる 

今の 蘆屋 をと め は 賢い ねえ。 


「なんにも しないで- 


ただ、 ぼんやりして ゐ たいの …… 」 

お まへ は 夢み る 女 だね え、 

この せちがらい 世に 生きて 

何とい ふ 口 マ ンテ イツ クな夢 をみ る „ 

北濱 から 道頓 堀まで 

道頓 堀から 北濱 まで、 

澤 山の 若い 男 を 引き連れて 

カフェ ェ から カフ ェェ へと、 

二十歳の 夏のお も ひで に 

女王 さまで あつたの だね え" 


その 日、 二人 も 歩いた ねえ、 

お まへの 勝利と 夢の あと 

つくづく 見て は淚 ぐむ、 

「おばあさんに なりました わ」 と 

五 年 振りで 會 つたと き 

ためいき をして 云った お まへの 


あはれ はわれ も 知る もの を _= 


X 


い たづら な 女 だ、 

わるい 女 だ、 

靜 かに ぢ つと 籠って ゐた 

, . .f た P む リ 

この 臆病な 蝸， を 

殼 から 引 張り出して、 

どうす るの だ？ 

何處へ 捨てる の だ？ 

靑桐 つもとの 詩人 を、 

打 出 ケ濱の 

砂濱 のまった だ 中に 

はふり 出しと いて 

わら ふの だね え、 

JVIS  く 笑 ひで。  


われに 選ばれ、 われに 滅ぼされ むと 

イソ ルデの 言葉、 イソ ルデ の戀、 

選び 選ばれ、 戀ひ戀 はれ、 

喷 みつ 喷 まれて、 血 を 流す。 

それが 戀 かや、 呪 ひか や。 

殺して あげる と 女 は 云 ふ、 

殺し文句 は それだけ か、 

そんなに 冴えて 澄んだ 跟ぢゃ 

ながしめ はちと きかない よ。 

そんな 冗談い ふとき も。 


花 間にと まる 蝶の 夢、 

はかない 影の たは むれに 

生命 をお とすお ろか さよ U 

それが 飛べない 戀の蟲 

おろか なれ ぱぞ、 われ なれ や。 


あなた はわた しと 一緒に 死ぬ と 

あのと き 約束して くれた、 

死にた くお なりに なったなら 

すぐ わたし を 呼んで 下さい、 

どんなに 遠方に ゐ ましても  、 

わたし はすぐ に 行きます からと  

ええ、 そのと き はきつ と 呼びます よ、. 

いつの 事 か は 分らない けれど …… 

いま は 行かねば なり ませぬ 

あの人が わたし を 待って ゐ ます、 

許して 下さい、 かう 云 ふと、 

ああ、 ぜひ もない、 お行きなさい、 

でも、 わたしの 言葉 を 忘れな でいで と、 

さう 云って、 二人 は 手 を 握った、 

しっかり 手 を 握って、 誓 ひました ねえ。. 

あなた はお 芝居の 好きな 人、 . 

死 ，ーレ 接の 曲 


もはや 四十と いふ 年で 

まだ 千代紙 を 折る 氣 もち、 

あなたの 顏も 身の こなし も 

まこと 道行きに はふ さはし い、 

あなたの 戀は クラ シ カル だ、 

つ ひに いっか は あなたと 一 緒に 

最後の 芝居 を 打ちたい と 

ふと、 ある ときには、 わたし も 思った- 

思 つ た こ と は ある の だけれ ど …… 

いや、 いや， それ は 一 期の 不覺、 

僕 はやつ ばり 男で ありたい、 

心中 だなん て 古く ッ さい、 

それに あんまり めめし いぢ やない か、 

1 人で 死ぬ 事が 出来ない なんて …… 

男らしく もない、 意氣 地の ない 話 だ。 

死ぬなら やつば り、 一人が いい、 

あの 聰明な、 知的な A が 

1 九 


1 人で 死んだ 氣 もち は 分る。 

だから I 人で、 きれい さつば りと、 

あの人 も殘 してお いて、 

あなた も殘 してお いて、 

妻 もい としゃ 殘 してお いて、 

やつば りひと り で 死んだ 方が 

孤獨 なわた しに はふ さはし い、 . 

それが わたしの 死に 方です。 

僕 だって 男の はしくれ だ、 

ゆるして 下さい、 

マダム！ 

われ 自ら をい たんで 云へ らく、 

あらゆる 流行 品 の 敵た る こと、 

これ わが 運命な り、 

わが 誇りな り、 


二 〇 

わが 悲しみな りと。  - 

ああ， 淹 行に そむく こと、 

流行に 抗 する こと、 

流行 を！！ むこと、 

今 こそ、 それ はわが 死で ある。 

時代に 逆行す る もの は、 

時勢に 順應 せぬ もの は、 

よく 世に 共に 移らぬ もの は、 

みな、 滅びなければ ならぬ の だ、 

いな、 敢て 自ら 進んで 滅びる の だ。 

この 世 を 去って 

不易の 世に、 

その まどけ き 夢の 世に、 

無 何有鄕 に歸ら むた めに。 

今、 親しくな つかしく 思 ひ 出 づるは 

ィサ ドラ. ダ ン カン の 若き 愛 入、 


あの 勞農 CI シャの 百姓 詩人， 

セ ル ゲイ .ェ セ 1- ンだ。 

その 利 巧な 友の ピリ ニヤ クが、 

彼 は 時代と 歩調 を 合せる 事が、 

出來 なくなつ たから 死んだ の だと、 

たくみに 評した あの 自殺者の、 

あはれ な 詩人の ェセ， ニン だ。 

綠の 口 シャの 夢 を 追 ひて、 

鐵と達 業との 新 B シャの 

冷たく 銳ぃ { 痊氣に 傷つ けられて、 

したが ， » 

そ の {昼 氣に いかにして 順 ふべき か 

それ をば 知り 得ず、 . 

もう 耐 へ られ ず、 

汝は 死んだ の だ、  . 

死ぬ 外に 汝は 生きる 道 を 知らなん だの だ 《 

友よ、 汝は よく 死んだ、 


汝 はさす がに 詩人であった。 

友よ、 汝の 苦惱を 知る、 

汝の 幻滅の 苦 をば 知る、 

わが 惱 みまた 汝に 似る。 

汝 こそ 我が タヮ リシ チ、 

時代の 車輪に 礫き 殺された、 

我れ も 汝の苦 をば 知る。 

愛する 友 ェセ- ニンよ、 , 

われ を迎 へ よ 

その 冷け き 土の 下に.' 

握手 をしょう、 

そして 1 緒に 飲まう、 

汝. SJ 我れ との 好む 酒、 

死と 幻滅との 苦い 杯 を。 

今年 はおれ もこれ きりか、 

年貢の 納め どきが やって 來 たか 


その 生涯の 失敗 を 

いさぎよく 自認して、 

いっそ ひと 思 ひに 投げ出す か、 

ここが 思案の 瀨戶際 だ。 

さあ、 ようく 考 へろ、 

もう そろそろ 引上げて もい い 

潮 どきな ので は あるまい か？ 

死ね、 死ね、 死ね. 死ね、 

死ね、 死ね、 死ねと、 

すべ てが 今 はさ さやく やう だ、 

すべてが 催促す る やう だ。 

これで も か、 これで も か、 

これで もお まへ はま だ 生きたい のか 

なんて 意氣 地な し、 

卑怯者、 隨 病 者と！ 

見ろ、 お まへの 影の 薄い こと を、 


ニニ 

お ま へ の 信念 は壞 れたぢ やない か、 

お ま へ の 立場 はく づ れたぢ やない か、 

お まへ の 努力 はフィ になった ぢ やない か。 

見ろ、 みんなお まへ を嗤 つて ゐる、 

お まへ を憫 れんで ゐる、 輕 蔑して ゐる 1 

なさけない 男、 無能な 男、 

死ね、 死ね、 死ねと！ 

我が 半生 を かへ り みれば 

はづ かしい、 醜 さ、 嗜さ、 

何處 に魏爽 たる ものが ある？ 

何處に 高朗の 風が ある？ 

空し、 {1^ し、 すべて は {1^ し、 

ただ 1 場の 夢で ある、 

痴 人の 痴 夢よ。 

出來ぞ こない の 詩 を 書いた、 

ろくで もない 小說を 書いた、 

滅茶苦茶な 評論 を 書いた、 


それつ きりだ、 一1 

所詮、 ひどい 恥 を かいたんだ。 

お まへの 思想？ なんの 思想？ 

お まへの 抱いて ゐ たもの は 

みな 形の ない 泡で はない か。 

ネ 一虚な 唯心論の 殘骸を 

後生大事に 抱きしめて、 

時代 後れの 個人主義 を、 

卑怯 未練な 懷疑 主義 を、 

どうしても、 どうして もぬけ きれぬ のか > 

時代 は 動く、 事大の 風が 

塵 も芥も かき 寄せる、 

お まへ は ひとり 取り 殘 されて 

何 處に迷 ふんだ， 何とす る？ 

機 を 見る にあ まりに 純に、 

何の 自信 もないならば 

生きる に 足らず、 生き る に 足らず。 


生きん がた めに は、 何の 思想？ 

田 S 想 は^ょ、 

むしろ 女の 肉 を 抱け、 

そ の 生涯の 失敗 を 帳消し にせよ 

この 戀の 受難 を もって。 

女性の 肉に 藝術を 書く つて？ 

禁斷の 女性の 肉 なれば 

それ は 容易なら ぬ 事 だ。 

わ ざ 

恐ろしい、 危險な 業 だ。 

けれど、 女性の 心に 詩 を 書く は、 

それが こんなに 冷たく 燃える 

熱く も 凍る 謎の 心なら、 

さらに さらにむ づ かしい、 

尸^ 業の 及ばぬ 事 だ。 

それ をお もへば、 萬 年 筆で、 

原稿紙に 書く 詩ゃ藝 術なん ぞ 


なんの 他愛 もない はなし。 

ああ、 萬 年 筆の 詩人と して 

原稿紙の 薛術 家と して 

むざんな 失敗した ものが、 

みぢ めな 蹉跌 をした ものが、 - 

ど 5 して こんな 大 それた 

大事 業が 成し遂げられう ぞ、 

身の程 知らず のバカ モノ！：！ 

夢 だ、 夢 だ、 浮世 は 夢 だ、 

君が ゑ まひ も、 ささやき も、 

二人で 步 いた あの 濱も、 

せつない 吐息 も、 目の 濡れ も 

すべ て は 過ぎる、 すべ て は 1^ ぎる、 

ひととき 過ぎれば みな 夢だリ 


夢 だ、 夢 だ、 浮世 は 夢 だ、 

そなた は 夢 を ゆめみろ 女  ： 

われ はいつ でも 影の 夢， ， 

このうへ 何處へ 行くべき か 

このうへ 何の 夢み るか。 

夢の 國 へと、 夢 をみ に 0 

一 

今ぞ、 われ 立つ、 生涯の^^ 111 

過去の すべて を かなぐり 捨てて 一 

痴人の 生を完 うせむ か、 一 

なほ も あやしき^ 文 をと なへ て ： 

賢者の 石 を 求めん か。  一 

薄倖 詩人の 名を殘 して  一 

いな、 おろかな 汚名.^. 蒙って 

巷の 泥に うもれん か、  一 

なほ も かすれた 火 を かき 立てて 一 

冷たく 唁ぃ 世に 生きて、  ； 


豹變學 派の 人となり， 

マ ル キシズ ムの 旗下に つき 

唯物主義に 鞍替 へして 

この 身の 安き を 保たん か、 

今ぞ、 今ぞ われ 立つ この 岐路に 一 

苦し、 苦し、 いかにせ む、 

百 尺 竿頭、 立ち ぐらむ、 

もう 進む 餘地 なし、 一歩 だに。 


百 尺 竿頭、 一歩 を 進めば いかに、 

進まん か、 落つ、 

進まざる も、 落つ、 

その 一 歩、 必死の 一 歩、 

もう その 先き はない 

その 先き への 

その 二 歩 こそ は、 

死への、 破滅への、 完成への、 

敗北の、 その 勝利への 

死 VJ 戀 の 曲 


絕望的 飛躍なら ず や „ 

げに、 絕 望よりの 

その 1 飛びに 

われ は 生きん、 

死によ つて、 

死の 中に 

死の 生 を。 


X 

is. や 5 

死な ふ は 一定， 

忍ぶ 草に は 

なに をし ょぞ。 

譽れ か、 戀か。 

戀は 苦し や、 

譽れは {| し。 

君なくて 生く る も、 

われ は 影の み。 


五 


世の 榮ぇ も、 

影の 譽れ ぞ。 

され ども 苦し、 

i おしや 戀 も。 
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1 人し 行けば、 日は暮 るる、 

中年の 日の あわただし さよ、 

十年の！^^ぁだなれゃ。 

力く も はかなき す さびして 

老いる はくやし、 い たづら i 

書物の 蟲 となり はてて。 

若き 日に ながめし 夢 も 


まぼろし も 半ら こ え、 

まだ 目に のこる 固 影よ。 

三十路 を 越えて、 憂き 秋の 

見果てぬ 夢 を 追 ふ 心、 

何に 力 かけむ、 君なら で。 


君なら で われ を とらへ じ 

憂き われの 秋の 日の 花、 

うすれた る 日 かげの 中 こ 

火の ごとく 燃 ゆる くれな ゐ、 

それ ぞ 死の 色、 君なら で 

誰れ か はわれ を 滅ぼさむ。 

0 ち 

三十 七の この 後 は 

何 をた よりに 生きな むか。 

立てる 足場 も 砂の ごと 

足の 下より 崩れ落ち、 


ねが ひかけ たるた だ 一 つ 

戀も 5^ しき 夢なら ば。 

ただ、 いさぎよく、 この 秋 は 

身 をば 捨てなん、 かの 海に。 

また 來ん 秋の 惜し やとて 

秋 を も 待た で 散りし ひと、 

の 名殘り ぞ 惜しま る と 

おも ひ を かけて 失せし ひと、 

われ は 死な まし、 その 秋の 

{t^: の ひかりに 照らされて。 

そのむ かしわが ま はりに は 

美しき をと め 集 ひぬ- 

, ひとり と リ 

その をと め 一人一人の 

さち 

行く末の 幸 を 祈りて、 

よき 夫 を 求めた まひね 

死 ミ 戀の曲 


よき 母と なりた まひね と 

かつ 祈り、 かつ はい さめて、 

とりなしの^?<を^^書きっ 

なか 5 ど ざ 

月下氷人の 座に もす わりつ、 

年老いし 入の ごとくに 

つくせし も 十 年 あまりの 

まめ やかの われに ありし か。 

その をと め 一 人 一人に 

妻と なり、 母と なりけ る 

今日は など この ii^ し さぞ、 

あたら わがい く 春 あきは 

穴ん しかる 築に ついえぬ、 

その 業の、 そのい そしみ の 

むくいし はこの 傷 手の み、 

いたみた る 心の しばし 

その をと め 一 人 か へりて、 

その 妻の わが 白髮 ぬ？ 


七 


その 母の われ を あやせば、 

、力で 今日く る は ざらめ, 3^  < 


X 


げに 悲しみ を 籤すべく 

神のお くりし 君なら め、 

心に 沁みて、 たま ゆら は 

たのし き 世 と ぞ思 ひし を、 

君が あたへ しその 愛に 

わが 痛みな ほ 加 はらば 

神のお も ひの 外なら め" 


X  - 

一 

「 …… まあ、 いやね え」 一 

ほがらかな 笑ひ聲 が 

遠い 遠い むかう で、 

その 顏が ちらちら、 j 

あの 白い きれいな 齒が i 


ぢ れつたい 電話、 I . 

この 聲が 聞きた さに 

三百 哩の 長旅 を、 

とどめる 人 を ふり 切って 

來 たよ、 來 たのに、 もう 切， ^た„ 


「わたし は 夢に 金む くの 

實 から 生れた 鳥 をみ た • 

いづ この 國に その やうな 

小さな おとりが ゐ ます 5ib  I 

女 はこん なに 歌って 聞かす、 

きの ふ も 今日 も、 かたはらで- 

ほんと に 敬の 好きな 人 だね、 

お まへの 敬 はお まへの 心、 

歌で 心 をみ な 告げる、 

女 ごころ の その 謎 を。 


八 


何處 かこの 世の むかう の 果てに 

歌で ものい ふ國 でもあって、 

二人で そこに 住んだなら、 

暮 しのこと でも、 用事で も 

戀の 言葉で 云 はう もの を。 

いいから、 いちにち 歌って おいで、 

ここで も かま はぬ 歌って おいで、 

いやな 事 をば 忘れる ために、 - 

そなたの 夢 を やぶりに くる 

世間 をへ だてる 網 だもの。 

「ゆうべ わたし は大變 不思議な 

夢を見 ましたの、 それ はね —— 

わたしが 海邊 で、 水着の 上に 

薄い 着物 を 一 枚 羽織って ゐ たら、 

誰かが それ をぬ がして しまったので 


海へ 飛込んだら、 大變 痛かった ので 

びっくりして 眼が さめたら、 

蒲團の 外へ ころげて ゐ たの …… 

隨分を かしな 夢で せう、 

でも， それ はほんと にみ たのよ」 

女 はさう 書いて、 

くつくつ 笑って、 顏を隱 す。 

その 謎 をと けと 云 ふの か、 

謎で はない か、 何て ま はりく どい、 

お まへ は イギリスの レディの やう だ、 

何で そんなに 人 をぢら す。 

さうよ、 わたし ははに かみやな の。 

口で 云へ ない 事 は 書く、 

1 寸 した 事で も 口で は 云へ ぬ。 

男の シャツ ゃサル マタゃ 

着替へ はいかが、 洗濯へ やり ましよ か- 

それ  はな ほさら 云 ひ 出せないで、 


何て 手數 のか かる 女房 振り。 

お あしの 事なら、 一層 云へ ぬ、 

夫の 財布に さへ も、 この 四 年間、 

まだ 手 を 顧れ た 事 さへ ない 

そなた は 何て 變 つた 女房、 

いいねえ、 いつでも 花嫁 だもの。 

砂 も 海 邊の白 さして 

松 も海邊 の色淸  く 

山と は 見えぬ 山の 宿、 

六 甲の 苦 樂圍の 春、 

たった 二人の 客 なれば 

なに を 話す も 勝手 だもの を、 

廊下の 椅子に 腰かけて 

てすりに 凭れて ぼんやりと 

はるかに 茅 淳の海 を ながめて 

いつまでも いつまでも 二人で 默 つて ゐた、 


三 〇 

ふっと そなた は留& して、 

「大抵の 事 は みんな したわ 

道ならぬ 戀 までして  」 と 

かへ りみ て 寂しく 笑うた 

そのと きの あはれ は：. あみぬ 

二十 五の 女の あはれ。 

又の 曰 は、 かの 寶塚、 

みちみちの 川 は 水な き 

君 はまこと や 逆 瀬 川、 

われ も 逆 酒と なり 果てて 

水も絕 ゆる か 行く末 は。 

人目 を 避けて ォ みし 

武庫 川の 流れの ほとり、 

「あなたが ベ ビィの パパさん ならば」 と 

いく 度び 云った その 言- 1、 

又 云 ひ 出で て、 語りし は 

遠く 離せし いとし 子の こと、 


「いや だ、 いや だ、 こんな 話 

忘れ ませうよ」 と 首 振って 

溜息 をした 人の 母， 

君 はかなし や、 われ はな ほ、 

よしなき 人に 馴れ 染めて。 

ひ と！ HT は須 磨の そぞろあるき， 

砂 を 踏み ゆく 四つの 足、 

その 足 あとの はかなし や 

波に 消されて あ ともなし、 

ふたりの 戀 もこの やうに 

消えて あとな き 日が くる か。 

山へ 行ったら 默 つてし まふ、 

海で は 大きな 膣 出して 

喋ったり 歌ったり したくなる わと 

須 磨の 浦から 舞子まで 


歌って、 走って、 平たい 石 を 

波に 飛ばせて、 よろこんだ。 

きみ は 十五の をと めさび、 

海が 好きで、 好きで、 

海に 行ったら 何でも 忘れて しま ふ、 

ある 日はボ オト を 漕ぎ出し て 

沖で 溺れよう としたと いふ 

海の 夫人の ものがたり。 

須 磨の 浦から 舞子まで 

何 を 話して 行った やら、 

淚は 風に 吹き 去られ 

話 は 波に うち 消され 

なんにも 殘ら ぬ、 みんな 夢、 

これが ふたりの 戀な るか。 


あ. f. し 

明 石の 宿の かの 主婦 ぞ 

君 を 妻と ぞ 呼びに けり、 

げに ひと 日 妻、 つれな くも 

づま 

醉ひ 泣き伏せる その 夫 を 

ひとり 殘 して かへ りし か。 


い つも 何處 でも 夜と なれば 

われ を殘 して かへ る 人、 

家の まもりの ためと 見て 

なぐさめ くれし かの 主婦 を 

世に もうれ しき 人と 見ぬ。 


さびしく さびしく 淡路の 島の 

かかげ 見ながら か へ りぬ と， 

君の たより は 悲しく も 

ままならぬ 身 を 語れ ども、 

ひと- < 

かの 一 夜 こそ 堪 へられね。 


11 三 


あした 

その 朝、 飯よ そ ひっつ 


お 子 さま はお ありになる かと 間 ひ、 

且那は 東京と いふ 事な のに 

奧樣 がおかへ りに なれる の は ：： 

では 蘆屋 にとうな づ いて。 

奧樣 がお 待ちで せう に 

早くお 歸 りなされ よと 

せき 立てられて、 悲し かりし が、 

明 石の 宿の かの 主婦 ぞ 

われに うれしき 人な りし。 


X 


つめたい つめたい と 云って ゐ たら 

つめた くないと 燃えて 來た、 

子供 だ 子供 だと 云って ゐ たら 

子供で ない と 寄って 来た、 

あま じゃく 

お まへ はほんと に 天の邪鬼 だね え" 


そんなに 氣輕に 笑つ て ゐても 

お まへ は 寂しい 女 だもの を、 

1 日 留守 をした だけで 

待って、 待って、 待って 

泣いて お まへ は歸 るの だもの を。 

わたし は 冷たい 女ではありません、 

恥 かしがり で、 大變 臆病で、 

小心者な のです、 ほんと を 云 ひます と 

書いて 歸 つた、 お まへ はなん て 

いぢら しい 女に なった のね え。 

でも、 さすがに お まへ だ、 すり 寄って、」 

いつも 女王 樣 であった のに 

*T ち 

今 も 家で はタ イラ ント なのに、 

何て わるい 男 だ、 こんなに 弱く 

してし まうた と 腹 立てる。 


こんな 人の ためにと、 さんざ 惡ロ いうて、 

膝 をつ ねって、 男の 顏の 棚お ろし、 

こんなに 泣かせて 苦しめて 

さぞ や 憎 かろ、 くやし かろ、 

うんと 云へ、 何とで も 云へ。 

そなた は あんまり ねんね えで 

あんまり ふ はふ はして ゐて 

あんまり 罪が なくって 

たよりない、 

それが 二人の 男 を 持った 

女の する ことか。 

ほんと に 驚いた 子供 だね え、 

ねえ、 あそび ませうよ、 

かけつ くら をして 


石 投げ をして、 

戀人 か、 お守り かおれ は、 

何とい ふこと だ。 

いいや 遊ばう、 君が ため 

僕 も 子供に なって しま ふ、 

僕 は 十七， そなた は 十五、 

ぶらんこ でも、 繩 飛びで も 

おもしろければ 何でもす る 0 

これが 戀 かや、 道ならぬ。 

ガ ラ ガ ラ の おもちゃ をた ん と 

ふりま はして 遊びな さるが いい、 

なにが おもしろ くつ てと 

苦々 しげに 云 ふ 人よ、 ゆるせよ、 

この 年で おれ は 遊ぶ よ 

ガ ラガ ラ のお もちや を 持って。 


三 四 

妻よ、 責め ざれ、 病人 を、 

心 病みた る痴れ びと を。 

世に 敗れ、 &に 傷つきて 

ただ かく あるに 耐へ かねし。 

人 は 傷 手の くるしみ を 

熱き 酒 もて 忘る とぞ、 

われ は 冷たき 女 もて 

世の くるしみ を 消さん とす。 

つめたき 女、 この 氷る 

胸と 罎ぞ、 灼 きつき ぬ。 

そ は 火な れ ども 冷た く て 

われ は 燃 ゆなり 水 なれ ど。 

水の性な り、 九 紫な り、 

四綠、 六 白、 ともに 火よ、 

これが さだめ か、 この 三人、 


消す か、 燃やす か、 たぎら すか" 

人 は 傷 手の くるしみ を 

ひと 夜 妻 もて 忘る とぞ、 

われ はよ しなき ひと 日 妻、 

燃 ゆる 焰も下 燃 ゆる。 

妻よ、 責め ざれ、 ひと 日 妻、 

机の わきに すわる とて 

帶を とかざる 戀 なれば、 

火 は 火 を ゆるせ、 燃 ゆると も。 

ちょっと ま 

たと ひ 一 寸の 間で も 

冷たい 女 を 燃えさせ たの は、 

勝利ではなかった か、 

貧しい 生の ゎづ かな 勝利。 


その 誇る 心お ろかよ、 

より 大 いなる 敗北 を 

伴 ひ 来る 勝利 ぞと 

今 ぞ思ひ 知った か。 

人の 心の はかりが たくて 

寂しく 汽車に 搖られ て かへ る 

心の 暗 さ、 佗し さよ。 

あんまり 早く 燃えす ぎて 

みる まに 灰になる 心、 

きみが 心 は 薄紙 か、 

きみが 情 は橐火 かや。 

一 一日み ぬまの くるしみに 

, 追 よじ、 追- H じ、 この 上よ 

齒を くひし めても ひき か へす 

よしなき 誇りと 氣短か を、 


愛 も 足らぬ、 誠 も 足らぬ、 

かたくなな 心よ と 

きみ は 咎めて 罪する や。 

心と、 .11 と、 な こ， ゆ ゑ こ 

か き 抱き つるた まゆら も 

相 合 ふことの なかり L か、 

うたが ひ、 ねたみ、 

底 知らぬ 淵 をみ る ごと 

知りが たく 盡 しがた しょ、 

人の 戀、 人の 心よ。 

世の もたらせし 苦しみ を 

忘れん として、 

戀に 走りし おろかもの、 

戀は など 苦しから ずと 

おも ひし か。 


いないな、 戀は 苦しと は 

疾く 知り たれ ど、 

知れ どよ しなし、 戀 ならで 

など この 深き 苦しみ を 

消しえ むか。 

世の 苦しみ を 逃れ 來し 

この 落人 を、 

はたして 戀 はわが ものと 

とらへ、 いましめ、 うち ひしぐ、 

今 は 死ねと ぞ。 


死なば 死ね、 死なば うれし や。 

死なれず ば、 

このい やましの 苦しみ を 

何 をて だてに 癒 やすべき、 

戀ょ、 あらたの" 


すでに 心 は 火と なりぬ， 

この パッ ショ ンを、 

この 火花、 この 火の 胸 を 

いかに しづめ む、 うち 消さむ- 

女に あらで、 

罪に よって 罪 をつ ぐな ふと 

人 は 云 ひけり、 

1 管の 笛 をば 吹かで、 

キイより キイに 飛ぶ 指に 

戀を たと へて。 

女より 女に 走りし その 入 を 

^むべき われ かよ、 

苦痛 もて 苦痛 を しづめ 

戀を もて 戀を癒 やさむ 

今日の われ。 

死 ,1  レ 0 の 


ああ、 痴れ びと となり はてて 

行くべき 道 を われ 知らず、 

かく 罪に 罪 を かさねて 

はてつ ひに いかにな り ゆく 

身なら むか。 

今年 はおれ も 三十 七、 

九 紫の 長 流水、 

八方塞がりと はよ く 云うた、 

運氣 一時に 破滅して 

お 中に 大 石が 落ちる と は！ 

干支 だと か、 運勢 だと か、 

輕んじ 切って ゐ たもの が 

運勢 早見 を 出して みる、 

迷 ひだ、 迷 ひだ、 血迷 ひだ、 

やっぱり 痴人に なった のか。 


七 


ええ ままよ、 死なう と、 

石に 碎 かれようと、 

好き勝手 におれ は 生き るんだ、 

これまで あんまり 影の 薄い 

あんまりみ ぢめ なおれ だもの _> 

いつも ひかへ 目で、 

いつも 遠慮が ちで、 

いつも 內氣 である わたし、 

人生 を 敷居 高く 暮 して 何になる？ 

ええ、 糞 を、 おれ も 男 だ。 

男と 男 —— 

男と 男が ほんと に會 ふの は 

この 時ば かりだ、 

女 を 中に 


力 * 

對ひ 合って 立つ 時 だけ だ。 

牛と 牛、 

刃物と 刃物 1 - 

男と 男が 

血 をみ る 時 だ。 

なんで その 原始に か へらぬ、 

野蠻 人の 法則、 

力の 裁き、 —1 

瞬間に きまる ぢ やない か 

女 を 中に。 

法律 だ、 

名譽 だ、 

世間 態 だ、 

何て ま はりく ど ，レ 


二十世紀 だ。 

おれの もの を 何とす る、 

いや、 おれの 女 だ、 —— 

獅子と 獅子、 牛と 牛、 

男と 男が 出會 ふとき 

生命が 火花 を 散らす とき。 

そこまで 何で 行かなん だ、 

お まへ は 男でなかった か、 

いやいや、 丁寧に 挨 接して 

世間話 をして 別れた 

男と 男が、 女 を 中に。 

—— 二十世紀 だもの。 

X 


" Is^ow  r ョ ires  m  my  home  ！ 

Owal ム ari  ni  narimasii? 一一 

死 VJ 戀の曲 


わかる よ、 わかる よ、 それ だから 

お まへ は 恐ろしい 女. たねえ、 

だって、 あんまり 無邪氣 だもの を。 

ブロォ クン *ィ ングリ プシュ を 

云 ひわけ して は 書きよ こす 

人に は 見せられぬ 恐ろしい 手紙、 

誘 ひの、 切ない 息 も ふりかかる、 

「蘆： に は い い ホテル もあります よ」 

•  ウイ アルド ォ 夫人の 二階 住み、 

ツル ゲェ ネフの 話 を 聞いて、 

その ツル ゲ ェ ネフ にして あげる 

いらっしゃ いなとお まへ は 招く， 

氣 まぐれ どころ か、 本 もの を。 


三人で 借りる 家よ ともう きめて、 I 


おっと 


あく  6 ひ 


夫と 二人で 見に 行って、 その， 日、 


わたしと 二 入で 見に 行った、 

お まへ は 恐ろしい 女 だね え- 

だ  つ て、 あんまり 無邪氣 だもの を。 

二階に 一 人、 下に は 二人、 

みんなべ ビィ よ、 わたし は ママよ、 

t 一  i 

夢を樂 しむお まへの 傍で 

どんな 夢が はじまつ たやら、 

見る はお そろし、 見なけ り や 見た し 

こち 

ああ. もう 一 日. なぜ 待た なんだ、 

おれ は 男 か、 もう 駄目 だ、 

心 は 殘ろ蘆 屋の濱 よ、 

君を殘 して、 齒を くひし めて 

逃げた この 身 を 何とす る。 

おもへば 十 の そのむ かし、 


四 〇 

もう やめる と 云って やめた 戀、 

あんまり ニニ ケ 四の 女、 

あんまり 勿體 つけす ぎて 

味ない 女の そろばんが 

しん ぞ献 やなり、 なに ッ くそ を、 

1 、 ニイ.、 三！ で やめられた。 

戀は明 石で 終った か、 

心 も 知れず、 身 も 苦し， 

打 切る、 打 切る、 なに ッ くそ を 

云ひ殘 しさへ せで 發 つた。 

ああ、 今度に 敗げ だ、 今度 こそ 

おれ はほんと に 愛した の だ。 

君 は 可愛い や， いぢら しゃ、 

ニニ ケ四 ではない 女。 

など その 愛 を 疑 ひし、 . 

など その 心 を 苦しめし、 


な ど 行く ところまで 行かなん だ、 

あんなに 出て 來てゐ たもの を 

家 を こ はし、 身 もこ はし 

君 も 殺して、 われ も 死ぬ 

それが 出来ない、 出來 ずに 發 つた、 

ああ 氣の 弱い おれ だな あ。 

だが、 これが 愛 だよ、 ほんとの 愛 だ、 

十 年 前 はしん ぞ 厭や、 . 

いま は 君 ゆ ゑ、 いとし さ ゆ ゑよ、 

なんで そなた を 殺して よかろ、 

いとし そなた を 生き地獄、 

罪 だ、 罪 だ、 惡 魔よ おれ は。 

君が なさけ を 思へば いかで 

親に そむかせ、 子 を 捨てさせて、 

世 をば 狹 める 憂き 苦しみに 

君 を しづめ て 何ん とする。 

汽車で 心 は 男泣き、 

死 € 戀の曲 


逃げ て 來た の も そなた ゆ ゑ。 

俺の 愛する 女 はみ な マダム だ、 

俺 を 愛する と 云 ふその 人 も。 

yx, けり, M 

彼等 は みんな 處 女であった、 

あた  くにち の 

鮮 らしい 靑ぃ 果物の やうだった" 

その 若さ * その 淸ら かさ を 

上 もない 寶と 愛でて、 

つつまし くた だ 見守って 

その 手に すら も觸れ ない うちに、 

その をと め は 人の 妻と なって 

人の子 供 を 生んで しまった。 

肉 を もつ て 肉 を 防ぐ と 

須磨 子の 愛 入の 云 へ る 言葉よ、 

四十 歳の 男の 言 紫 . 

それが 俺に は 云へ なんだ。 

四 


道德が 俺の 首 かせ、 

噫 病が 俺の 足 どめ， 

もう 愛する 女 はみ な マ ダ ム、 

今ごろ 何をぢ たばた する、 

今と なって は、 も、 つお そい、 

お まへの 子供 は何處 にもない。 

お ま へ の 出る 幕 はすんだ ぢ やない か、 

それに 今 さら、 何とす る？ 

今 は 死 を もて 債 ふ 罪よ、 

あまりに 道德 をお もうた もの は 

あまりに おのれ を 庇うた もの は、 

世に 許されぬ 不義に 墮ち 

道ならぬ 戀に 死ねと ぞ 

戀の 律法 is さだめられ たか、 

俺 は 四十 歳の ねうちがない、 

子供 だ、 子供 だ、 お まへ が 子供 だ。 


四 二 

俺 は淸閑 だと か、 閑寂 だと か、 

風流 だと か、 枯淡 だと か、 

隨分云 ひ 廻った が、 みんな ゥソ ブパチ だ。 

みんな ゥ ソヴバ チ ではな いまでも、 

少し は 見せかけだった、 ボ オズだった。 

俺 はそんな 柄で もなければ、 年 i でもない。 

まだ 若僧 だよ、 あく はぬけぬ。 

人が 云 はず も、 e: 分で 云 ふサ。 

ただ 俺 を 信じて くれ、 

それ は 決して 自分 をえ らく 見せようと 

たくらんだ 業で はない と。 

ただ、 一生懸命に 身 を 保た うと 

何とか 據り どころ を こしら へようと 

必死の 努力 をした までな の だ。 

生きよう、 坐き ようと、 

肯定しょう としたの だった 0 


それでなければ 生きられ なんだ * 


の 鳥" 


だが、 俺 は 生きる ぞ、 今生き るぞ、 . 

淸 閑で なく、 閑寂で なく、  - 

風流で なく、 枯淡で なく、 

動亂の 中に、 狂氣の 中に、  ： 

悲痛の 中に、 歡 喜の 中に。 

大體、 俺 は西歐 化した 男 だ、 

悟りす ました 東洋人で ない。 ^ 

これが 本 當の俺 だ、 この 激情、 

この 殺氣、 この 捨鉢が、 俺の 姿 だ、」 一 

絕 望の 綱の 一 端に 踊る 俺 だ。 

X  一 

俺 は破產 した、 

確かに 1^ れた。 

幾れ たから は、 

誰も 恐れぬ  - 


失敗 商人の 子で 

失敗 詩人、 

1^ 蜜 者の 子で 

.^裔 者で、 

めでたし めでたし 0 

何も 持たねば 

盗まれ はせ ぬ、 

ままよ、 氣 儘よ、 

今 は 氣樂な 

$ ^の 鳥。 

拳銃 を與 へよ、 

匕首 を與 へ よ、 

おれ は 血で 書いて みせる 


たしかに 血で。 

それが 罪惡 か、 I . 

言葉に すぎぬ 

レ トリ イクに すぎぬ と、 

たしかに 僕の 詩 を 君た ち は 

罵った ぢ やない か。 

罵れ、 罵に、 

あざわらへ、 

ただ、 その代り， J 

死を與 へよ、 

死 を 許せよ。 

死よ、 

お まへ は うれしい か、 

たうとう 此處 まで 追 ひ つ めた ね、 


四 四 

たうとう 此處で 追 ひ つ い たねえ、 

もラ 逃げよう たって 逃がす もの か、 

惡 女の^な さけ だよ。 

死よ、 

だが、 今、 お まへ がー 等 やさしい ノ 

もう 逃げない よ、 逃げる もの か、 

おれ はお まへの ふところで 

お まへの 胸で 眠る の だ" 

死よ、 

僕の 最後の 女よ、 つめたい 女、 

お まへの 氷った 最初の 接吻で 

安ら はしめ よ、 冷却せ しめよ、 

あまりに 苦しみし もの を 

あまりに 燃えし もの を 0 

氷の 床の 結婚式、 


ひとみ ャ- な こ 

瞳な き 眼の 凝視、 

血の 氣 なき 唇のお. 吻、 

影と 影との 抱擁、 

そ はつひに 解く る 時な し、 

とこし へに、 夢 を 夢み て。 


四月 四日 11 五日 (東京) 
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風 は 西から 吹いて くる、 

西の かの 國、 花 ざ かり、 ， 

それに 冷たい 風が 吹く、 

思 ひ 切れとの 風が 吹く。 

風 は 吹け ども、 この 心、 

思 ひ 切らり よか 忘らり よか。 

よしや 夢で も * ただ ひと 度び は 


あんなに 燃えた 人 だもの" 

君が なさけ は 薄な さけ、 

それとも 思 ひの 苦し さに 

耐 へて 忍んで つれな きか、 

二人の ために、 その 心、 

わざと 冷やして おくる のか。 

怨ん でよ かろ か 憎まり よか、 

よしや 夢で も、 その 身 を 一度 

ゆるして くれた 人 だもの。 

燃 ゆる 心 を 冷やして くらす 

われ も そなた も、 おなじの か、 

冷やし 薄めに ゃ飮 まれない 

いのちの 酒の 火の 杯、 

戀は戀 でも、 かくし 戀， 

水の 下行く その 心、 

東から 吹く この 風 も 


ひ 切れと て 吹いて 行く 

土の 上 行く 人、 If 

雲の上 行く 鳥と 蝶、 

ふたりの 心 は 何處を 行く- 

土の 下行く、 水 を 行く。 

人の この 世に 住ま， e ず-よ 

住む によろ しゃ 水の 底、 

君に 抱かれ 君 を 抱き 

いつも 眠りて 夢 をみ て。 


人のお きての ゆるさず ば 

獸 のおき て、 それ も 厭や、 

鳥と 飛ばれず、 とどまらず、 

土の 下行く、 水 を 行く。 


^^"はそなたもゎれも好き、 

住まば たのし や 水の 底、 

水の 底なる 新 床に 

うれしき 夫、 戀の 妻。 


きみ は 罪な き をと めの 心 • 

をと め 心に 世に 生き 一」 

よろ 

うれし- 1^7 日々 を， たのしき 夜 を 

きみ は 夢み てす ごす 人。 

きみ は 死ぬべき 人なら ず、 

きみ はいの ちの 戀の 妻。 

いのち を戀 ふる 死 はくら し、 

死 はもよ みぢ にの がれ 行け。 


いのち はいの ち、 死 は 死 ゆ ゑ 

わかれ わかれの この さだめ、 


それが この 世のお きて ゆ ゑ 

みにくき 罪 は 消えて 行け。 

われ は 光に そむく 影、 

きみ は 影へ とさす 光、 

くるしき 獺戶 をのが れんと 

わかれ も 告げず のがれし が" 

のがれぬ 心、 いやまさる、 

か へらぬ 悔に、 われ 死なば 一 

きみ はいの ちの その 歌 を 

わが 墓の 邊 にうた ふ 人" 

夏と しなれば、 かの 濱に 

きみ は 好みの 水着の 姿、 

水に 遊びて 身 を 冷やし 

砂に すわりて 身 を 焦がし、 


わが かい 撫でし かの 足 を 

しま 

人目に、 li に 浸す らん。 

いかなる 靴に も 入る とい ふ 

こ、 の. *? ん ぶ » .11 S 

九 文 三分の 足よ 幅 狭く 

申 高な りし その 足よ、 

なほ わが キス を 111^ ゆる や、 

515 ほ .  ひ； ， 

潮の ごとく 陽の ごとく 

あつく も 燃えし その キ ス を. 

夏に 來 ませと きみ は 呼ぶ、 

少年少女の 身と なりて 

異人 もま じる 濱 あるき、 

きみ は 笑 ひった はむ れん、 

春の ふたりの 罪すら も 

淸 みたろ 波に 洗 はせ て。 


蘆屋は うれし， きみ 住めば、 

うれしから むと 人 は 云 ふ、 

き！， L 

きみし あらねば 緣 なく 

すごせし 里と お ぼ ゆれ ど、 

きみし 蘆屋を 捨てぬ ま は 

わが 起き 臥し の 里な ら じ。 

きみが ほとりに 佗び 住みて、 

つ らき いのちの 逢 ふ 酒 を も 

せきとめられし そ の 時 は、 

ただゆきず りの たま ゆらに 

ゑみ、 ささやき を 交さむ と 

おも ひし こと も ありし かど。 

され どせ かざる 夫 ゆ ゑに 

きみ も 家 をば 捨て かねつ、 

わ れも きみ を ば 引き出し 

家 持た むと も 思 はねば、 


友 も あやしみ おどろきし 

は か なき 夢 にす ごし け. り。 

都 も、 妻 も、 家 も、 ill も、 

みなう ち 捨てて、 ただ ひとり 

世 を 佗び 住まむ こころざし、 

いま はよ しな や、 濱 蘆屋、 

ふたり 探せし その 家 も。 

きみ は 蘆 屋の人 なれば。 

淚 もろく もな りし. かな、 

風に 搖ら るる 葉の 露の 

こぼる る 如く、 とも すれば 

E ぶち を 濡らす その 水の 

あふれ 落つ る をと めかね つ。 

あまき 涙の 詩人よ と 


世の そしりに 心痛み しも 

まや いくとせ となりに けり、 ， 

その いくとせの いそしみ に 

淚も絕 えし 人なる を 

にがき 皮肉の 詩人よ と 

からき 思想の 人よ とて、 

さみしく 笑 ふ 人との み 

け ふ 

世に おも はるる 今日の 日に、 i 

おも ひも かけぬ この 淚。 

淚は みせぬ きみな ろ を、 

など かかの 夜 は 迸る 

泉の 如く はげしく も 

胸 を衝き 出し 咽び泣き， 

女 ごころ の その 淚" 

うち さしぐ める その髮 に 


手 をば ささへ つ、 かい 撫でつ ノ 

口ごもりつ つも なぐさめし 

かの 夜より ぞ、 われ もまた、 ， 

淚 もろく ぞ なりに けり。 

いのち を かけて 會 ひし 人、 

われ を 引き込む 渦卷の 

はげしき 死ぞ とお も ひし を、 」ー 

あまり を さなき 君 ゆ ゑに 

戀は 童と を とめ子の 

罪な き 夢の たは むれに 

はかなく 過ぎて、 死ぬ とみし 

われ をい のちに とどめけ り。 

いま はこ ころの 妹よ、 

遠く はなれし 妹に 

たより 告げむ とお も ふの み、 


兄と 妹の かたら ひ を 

人 も 咎め そ、 わかれて は 

あまり 罪な き戀 なれば 0 

彌 生の 夢 も、 卯月に は 

、す 

ゆると きな き 傷と なる 0 

詩を謦 きつけて 慰む る 

こ の 日ごろ こ そ しけれ、 

り 出し 叫び すら 

», ま は 吐息と なりに けり。 

さし も 心 を しめつけし 

はげしく 辛き 苦しみ も 

悲しみと こそな りに けり。 

胸 を やぶる とみし もの を、 

日 を經る ごとに 悲しみ は . 

底に 沈んで 深ま さる。 


われ はこの 世に あり わびぬ、 

人の 心の 波立ち を 

求めて 西に 走りし も、 

その 苦しみに 堪 へられで 

わかれ も 告げで 去りし ごと、 』 

, .  ことつ 

世 を も 去り てん、 言 告げで。 j 

死なば やと もに とかたら ひし 

妻の こころ を われ は 知る、 

いのち を惜 むきみ ならで 

われ をい のちに 引きと むる 

妻の こころ は 知る もの を。 

など かく 死へ と 破滅へ と 

あこが るる かな、 この 心、 - 

世の 憂き 事に くづ 折れて 


五 
〇 


なに ぞ やかく も衰 へし、 

なに ぞ やかく も 疲れて し。 

生きる は惱 み、 死ぬ は 死よ、 ， 

戀と 仕事と、 生と 死と、 

西と ひがしに われ を 引く、 ， 

きみと 蘆屋の 人の 手に 

心 二つに さかれし か。 

かくて 生く るが、 人の ため、 ， 

おのれの ためが、 死の みち か、』 

亡者と なりて 六道の 

辻に し 迷 ふこの 日ごろ、 - 

心 は 風 か、 西 ひがし。 


春 はさ くらの 

ちる もの を、 

死 VJ 戀の曲 


など この 春 を 

ながらへ し。 

春 はさび しき 

心 を も、 

戀の おも ひに 

くる はせ し 0 


秋と しなれば、 

日の ひかり 

澄みて、 身に r あむ 

i& のい ろ。 

秋 ぞうれ しき 

ねむり どき、 

肩に 木の葉 も 

散る もの を。 


鵬 


雨の ごとくに 

ちる さくら、 

ふたりの 戀も 

ちる さくら 0 

春の 爾 生に 

さきいで て、 

風 も 吹かぬ に 

ちる さくら 0 

また 來ん春 を 

たのみに て、 

わかれわかれに 

ちる さくら 0 


花 を 稍に 

とどめな ば、 

憂し とみる 日 も 


ありと 知れ。 ； 

秋 は うれし や、， 

菊の つゆ、 

ラ ちらば ふ 

日の ひかり。 _ 

とりいれ どきの 

せ はし さよ、 

中に みのらぬ 

人 ひとり。 


秋 は ひとりの 

旅が よし、 一 

暮 るる 録 もせに i 

醉ひ 死なば。 - 


五 


落つ る 木の葉に 

うづ もる る 

そのな きがら を、 

誰れ と 知る。 

く  るし き 春の ゆく ころ を 

くるしき 人 を あはれ みて、 ； 

吉野初 瀬の 旅に とて 

われ をぎ ひし 人 も あり。 

悲しき 花の ちる ところ 

悲しき 戀を ものがたり、 

やさしき 人の 淚 もて 

しばし 心 をな だめん と 

おも ひ を かけし おろか さよ、 i 

その 弱さ こそ はかられね。 

わが 憂き 事 を 聞き 知れる 


女の 友 をへ めぐりて、 

この くるしみ を訴 へつ、 ， 

女らし さの いた はりに 

やや なぐさむ とい ふ 人 は 

いかにお ろかの 人な らん。 

女 ごころ はかね て 知る、 

愛づる 男に あらず とも 

おのれ をお きて 入 を戀ふ 

男 ごころ を 寂しむ と。 

わが 褒さ 告げし 人より ぞ 

士  ：1 野の 里の たより あり、 

いとしき 人 を 伴 ひて 

いかなる 花の 夢 やみる。 

はなればなれの 花 をみ て 

また 齒ふ日 さ へな きが ごと- 

ち るに 心 を 動かせる 

寂しき 人 を 寂しと も 


憂し とも 思 ふこと なき か、 ， 

あまりの どけき 文 なれば。 

紫のに ほへ る 妹と しるから に、 - 

たち もた ちえぬ この ゑに し。 

人 もい としゃ、 われ もまた、 - 

ま 仁 

身 を 全くす るみち ぞ とて 

蘆 屋の驛 に 傅 を 走らせし 

人と も 見えぬ この 脑 甲斐な さ。 - 

いま は 身の 恥、 世の そしり、 一 

いかに この 身 を 鞭つ も。 

戀の 旅路 は 幾 搾、 ^り { ^"りの 

足惱 み、 さしひく 潮の 寒 熱よ。 

手紙 は來 ず、 もしゃ 變事 でも 

あり はせ ぬか Aft ぶみ し 四月 九日- 

死ぬ にも まさる 苦しき an -。 


いたつ きなら ぬいた つきの 

床に 仰向き、 凝らす 眼に、 頼に、 』 

琉 るる 淚ぞ熱 かりし。 

あるに 堪へ かね、 かねてより 

罪び との 恥 と惱み を うちあけし 

おなじ 惱 みの 女の 友 を 

お とづれ て、 夜 更 くるまで も 

しめ やかに、 苦しき 戀の 苦し さ を 

語りつ 聞きつ、 さしぐ みし 

そのと きなりし、 いつ 入りし か 

部屋 を 飛びつ る、 蝙蝠よ。 

そのく ろき 姿ぞ、 はためき ぞ、 

まが と 

はたと 胸簡 き、 凶事の きざし かこれ と 

恐る る 友 を さりげなく なだめし が、 ， 

蝙蝠の 黑き儈 衣の 壁 を わたるに、 

つ ひに 来りぬ メ フィス ト、 


蓮 かりし、 わが 戀 よりも 蓮 かりし 

おろかなる メフ ィ ス ト よと 

心に 罵りて、 苦く 笑 ひて、 やや 蒼 ざめ し 

友の 面 を ちらと 見て、 寂し かりけ り 0,- 

など 罪び ととな り WK てし、 

など かく 罰に 投げられし、 ； 

罪 こそ われの 罰 なれ や。 

友と かたりし 茶 蘆屋の 

かの カフェ ェ に 聞きし うた、 ； 

みだらの 歌 を あらためて 

われ あまたた び くちずさむ。 

人の 女と いふ ことば、 

ともに 死ぬ との そのことば、 . 

死 VJ 戀の曲 


げに 死ぬ とき ぞ救 はるる 

を やぶる 戀の 罰。 

戀は 罪、 戀は 罰、 

憂き 人の子に 知らし むな、 - 

のがれが たなき この 罪 を、 < 

赦 さるる 日な きこの Ik を— . 

肉 を 底まで 行けば 

心に ぶッ つかる、 

心 を 底まで 行けば 

肉に ぶッ つかる。 

それにぶ ッ つからねば 

まだ 微せ ぬの だ。 

なまぬるい 戀， 

戀 とも 云 へ ぬ 

いろごとよ、 

五 五 


賢い 人の する 

いろごとよ U 

それ は污 ない 

どろどろの どぶよ 

とぶ にもき れいな 

花 は^く。 

花 は 咲け ども 

ふみにじる 

男 ごころ は 

戀 知らず。 

肉 は 心の 表の 心、 ， 

心 は 肉の 底の 肉、 ， 

それが わかれば 

おろかな 戀に 

死んだ 男 も 

莫迦に はでき ぬ、 


戀 と 女 を 

知る 人ぞ。 

19 しほ 

徵の ごとく 

感 りかへ す、 

この くるしみ ま 

何な らん。 

5;- くと しみれば 

また 差し込む 

しま 

潮 か、 いのち か、 

熱 か、 火 か。 

燃えた、 

狂うた、 

あんなに 强く 

燃 ゆる そなたと 

知らなん だ。 


われ も 燃 ゆる ぞ、 

今 もな ほ， 

きみ をお もへば 

血が たぎる。 

どうし よう ぞ 

何とし ょぞ、 

抱 くにはるけ き 

人の かげ。 

今一度、 

もう 一度、 (以下 五行 创 除〕 

生命の 血 を、 

注がむ 生命 を 

生命の 血 を。 

世の みだらなる 

戲れ どきに は 

知ら ざり し 


かのとき めき そ、 

狂 ひ 心ぞ、 

あやし、 心 も 

裂く る ほど、 - 

胸も堪 へえぬ 

高鳴り に 

悶え 悶えて、 i 

死ぬ 思 ひ。 

一 

など かく われ を 一 

苦しむ る、 

そのく ちづけ ぞー 

苦しむ る。 

くちづけよりも - 

なほ 强く、 一 

抱擁よりも 一 

なほ 深く、 

なほ その 底に 


その 奥に 

ひそめる も のぞ、 

われ を惹 く、 

惹き てし 止まず。 


ただ 死 か、 今 は、 

死と 死 もて 

互の 胸に 

や 

恪 きつく る 

その 極印 を 

打ちし 人、 

野 村 隈畔、 ， 

有 島 武郞、 - 

.Tf" コー. 

みな 生きた、 

われ もい つか は 

その 中に、 

おろかの 名 をば 


うた まるる 

人に あらぬ か。 


あら じ、 

あら じ、 

われ は ひとりよ、 

ひとり 行く 

寂しき いのちの 

影ぞ われ、 

I としき 人 を 

いとしき 生に 

とどめて ひとり 

行く 人と 

われ をお もへ ど、 

令 日 まな"」 

5 しほ 

徵の ごとく 

盛り かへ す 

こめ 喘ぎ をば 


何と せん 


X 


髮に眞 白く 光る もの 

老いの つか ひと 知る もの を、 

おそろし いき ざし だ、 

人に 押されて 生きる 身に は。 

鬢の 白髮を 見出して 

むまん 

si 叛を思 ひ 立った 

明智 光秀の 心 もこれ か。 

かう して は ゐられ ぬ 

ぢ つと しちや ゐられ ぬ、 • 

起て、 起て なきや 死ね、 

やりたい 事 はやって 死ね、 . 

男 だ、 男の 死ぬ とき だ。 


思 ひも かけぬ 五 年 振りの 

人のお とづれ、 一目み て 

苑 VJ  S の 曲 


はっと 胸に こたへ たの は 

その 眼、 その 腿の 下 まぶち、」 

黑き隨 こそお そろし や、 . 

われ を とらへ に來た 女" 

五 年む かしの あどけない 

男 恐れぬ 人なら で， 

男の 肌 を 見ても 見ぬ 

いま はなさけ を 知る 女、 

なにと て われに は 現 はれし、 

わが 心 _s しかりけ る その 時に „ 


きみ は 言葉 をた たかはせ、 

心に 迫り、 身に 迫り、 三日 は 四日、』 

むかしな かりし 碎 けた 調子、 

指 をから みつ、 身 をから みつ、』 

わが 身に 觸 るる を うれしき 顏に 

きみ は白髮 をぬ いて くれた、 . 

わが 家の 緣の日 あたりで 

:—  [ililtfe, 


すわれる 後に きみ は 立ち、 

探し 探して、 I 本 一本と、 

その 長い 指 もて かいさぐ る、 

百 本 近い 白髮 であった。 

ゝ -  IH つが 

、つの まに ふえた 白 髮ぞ、 

この 一つ I つに こもる ^ き 苦勞、 

人知れぬ わが 艱難 ぞ はかられね、 

きみ も あはれ とお も ひし か、 

L たまし き人ぞ ときみ もお も ひし か。 

白髮 をぬ けば、 黑々 と、 

房々 と垂 るろ わが 髮の 

いかに 若く も、 はなやぎし。 

そ をば うれしと きみ はみ て、 

われ をい のちに 誘 ひし 

その 夕 こそ、 夢な りき、 

白髮 をぬ き その 指の いとし さ、 

かの 夕に はわが 指と 組み、 


六 〇 

わが 爪と 爪 を くらべて 

愛でし 指、 愛でし その 爪 

い つ まで も 離し ともなく、 

組みし 指、 ふるへ たりし か。 

いま は 離れて 合 ひもえず、 ， 

この ひと 月ぞ 夢と すぎ、 

思ひ暮 るれば、 いつしかに、 

きみがぬ いて くれた 白髮 がまた 生えて、」 

髮の あたりに ちら ほらと 

白く 光る はわが 痛み、 

枯 野の 薄、 三 の 月、 

ああ- かくて 銀髮の 人と なる のか。 

男の 1^ も 成り 得ず て 

戰ひ 敗れ、 せめても の 

愛す る 人 とも 合 ひ 得ず て 

い たづら に朽 つる この 身 か。 

今 一 度、 またもう 一 度 


きみに 白髮 をぬ いて もら ひ、 

若が へるべき 身に は あらぬ か、 

ふと 取りし 鏡 を 捨てて 

春の 夕 を ひとり さしぐ む" 

關 西から 歸 つてもう 二十 曰、 

花は靑 葉と いり か はるのに 

なしで ぼんお りして ゐ るぞ、 

泣く でもな く、 笑 ふで もな く、， 

本も讀 まねば、 仕事 もせず、 

なんで 本意ない 日 をす ごす。 

いや、、 いや、 おれ は 働いて ゐるノ 

戀と いふ 仕事 をして ゐ るんだ。 

笑 はば 笑へ、 莫迦と も 云へ、 

これが おれに はほんとの 仕事、 - 

人の 事業の {〈H しさ を . 

死 ミ 戀の曲 


底まで 知った おれの 事業。 

ついでに 死と いふ 仕事 を も 

おれ は ぼんやり 考 へて ゐる。 

おれ を だました 人生と いふ - 

この 橫 藩な 惡 女から、 

どうして おれ はの がれる か、 

その 手段 をも考 へて ゐる。 

ひとり 書 齋 に閉ぢ 籠って 

靜 かに 知識 を 愛する 人の 

露 理に夠 ずる その 熱意、 . 

その 篤學 をむ く はれて、 

助教授と なり、 敎授 となり、 

獨創 的な 研究論文に 

博士と なる もさ またげず。 

グン ドルフ 敎授は 「ゲ ェ テ」、 

六 一 


おれ は 「色 蕉」、  . 

日本 文學の 精髓は 俳諧、 

俳諧の 權化は 芭蕉、 

それに 目 をつ けたの は 一 隻眼- 

そこに 知力と 理解との 限度 を 見せたい と 

そんな 夢 さへ 見た 男、 

おのれ を 知らぬ 莫： il 者め。 

だが 今、 おれに は それが つまらない、 j 

自分が 誰れ だか 知れ もした、 

出来 もせなん だが， 

今 はした くもない。 

あばよ。 夢よ。 

または 街頭に、 工場に、 

塵と 煙と 齒 車の 軋りの 中で 

渦卷く 階級 戰の猛 鬪士、 

死 を も 恐れぬ XXX、 

俠勇 マラテスタ めく アナ キ スト、 


バ クウ ニン、 クロ ボト キンの 傳統を 

この ボルシェ グイ ズ ムの 世に 支へ、 

十七 歳の 感激の 

その 初戀を 賞くべく 

起た むと 思 ふ 志、 

共產黨 事件の XX に 

福 本 和 夫、 佐 野學、 

みなつ かまった と 聞いた とき、 ， 

さすが 心 は 動いた が 

男の 血 汐も駿 いだが、 

おのれ を 知らぬ 莫迦 者め。 

おれに は それ もつ まらない、 ， 

出来 もせなん だが、 

今 はした くもない。 

あばよ。 夢よ。 

何て 身の程 知らず の 莫迦 者め、 

雲 を摑ん で、 摑 みそこねた。 


さても、 おそろしい 野心だった な ぁノ 

そもそも、 それが おれの 考 へた 事 か、」 

恐れげ もな く、 何と 大 それた 事 を。 、 

野心家、 野心が ありすぎ ると、 

おれの 心 を 知りつ くす 

親しい 友 は みんな 云 ふ。 

今 こそ、 おれが はじめて 知れた ノ 

おれの 本體 はこん な もの、 

こんなち つぼけ な、 瘦せ つぼち、 - 

それが おれ だよ、 あはれ なおれ だ、」 

子供の やうな 女に 惚れて、 

ままごとをして、 

ままごとの やうな 密通 をして、」 

けちな 戀歌 五六 十 

書けば 用事の すむ 男、 

何と あはれ なおれ だな あ、 j 

三十 七に もな りながら。 

あばよ。 夢よ。 


この 人生の 闘技場に 立 現れて、 

いつば し 仕事 を やっての ける 

まづ 一 人前の 男よ と 思って ゐ たのに、 

おろかな 戀の歌 を 書く のが、 

さて は、 おれの 使命だった か、 

とる にも 足らぬ つまらぬ 男 だな あ。 . 

たが、 おれ も 選ばれた 人間だった、」 

痴人と して， 選ばれた の だ" 

そんなら また、 それでよ い、 

人の やらない 事 を やる、 

法外、 無法な 男と して 

それで どうして やり切らぬ？ 

大杉榮 はやった ぢ やない か、 

ブ ル ジ ョ ァ道德 を 足下に ふみにじつ て 

雄 獅子の やうに 吼 えた ぢ やない か。 

g は アナ キ スト、 英雄 兒、 

おれ は 弱蟲、 


おれ は 莫.、 1、 

話に ならぬ、 

話に ならぬ。 

大杉榮 は それでよ し、 

それほど キ ビ キ ビ やらず とも 

もっと 利 巧に、 もっと 上手に、 

掘れば 掘る ほど いくらでも 出て くる 

芋蔓の やうな 色 をん な. 

戀 より 戀の ドン *フ ァ ン、 

今 は 勞農黨 の 代議 土よ、 

少壯 三十 三の 辯 舌、 その 頭 腦、， 

脂ぎった、 はちきれる 肉 づき ノ 

精力 的な その 容貌、 

それが 男 だ、 ほんとの 男 だ。 

戀 なん ぞ ではへ こたれ ぬ、 

ほんの 食後のお 茶受 だ、 

疲れ を やすめる なぐさみ にこ。 


六 四 

それに 何ぞ や、 この 男、 

戀 にいの ち を かける と は！ 

おれ は 弱蟲、 

おれ は 莫迦， 

男で あれ、 

男で あれ。 

おろかな 戀の 歌つ くり、 . 

おろかな 戀の やさ 男- 

そんな 柄 かよ、 色消しで、 - 

金と 力がない ばかり。 

おろかな 戀に 死ぬ るの が 

せめて 仕 甲斐の ある 仕事、 - 

何とみ ぢ めな 男 だな あ 0 

きさま だって 男 1 匹 だ、 

男に 生れた しあ はせ に 

たしか 睾丸 も 二つ は ある 笞、 

ちった ァ しっかり しろと 


背中から どやし つけろ。  一 

きさま も 男 か、 男なら  j 

男らしく 生きろ、 死にた けり や 

なんにも 云 はずに、 默 つて 死ね。 一 

なきごと  一 

何 をぶ つぶつ 泣 言 を、  」 

愚痴 を 並べて 何になる。  一 

死ねず ば 生きろ よ、 うんと 生きろ、 

平氣で 人の 首 をば ちょん ぎって くる 一 

生蕃の やうに、 しゃんと 坐き ろよ" 

エミイル • ヤニングスの メフィ ストが 

そなた は 堪らなく 好きだと 云うた、 一 

グ アレン テ イノ やら、 ナグァ 口 やら、. 

そんな 通俗で はな い 女よ と 

そなた は 自慢 をして 云うた。 

一 

賓 嫁まで 見に 行った その 『ファウスト』、 j; 


そなた は グレヴ チェンではなかった が 

おれ はたし かに ファウスト、 

けちな けちな ファウスト だ、 

あんまり 本を讀 みすぎて、 

世の中が かいもく 分ら なくなって、 

毒を飮 むより 仕方がなくな つたの だ。 

そこに、 メフィ ストが 現れ もせず. 

いきなり 現れた のが そなたであった、 

しかも、 グレヴ チュンで はない 女、 

そんなら おれ はどうしょう？ 

そなた を 捨てて 歸 つてく る， 

歸っ てまた 昔の 本で も讀 むか、 

また 硏究 でも はじめる か。 

さてさて、 なさけない ファウスト、 

あくまで 迷って 行け もせず、 

さりと て ずる 事 も で きず、 


さて、 これから どうす るぞ、 

さて、 どうす るぞ？ 

天に 間へ、 地に 問へ、 

風に 間へ、 

問へ、 問へ、 間へ …… 

四月 十 】 日 1 十七 日 (東京) 
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情熱の 反省と なる 徑路を 

まざまざと 目に 見る 寂し さ、 

われつ ひに 熱し 切り 

燃え 切るべき 人に あらぬ か。 

反省の 情熱に ぶり か へす とき、 

堤 を 切る 水の 奔流 

とどめえ じ、 とどめえ ざれ ど 

つ ひに 一 切 を 押 流し 得 じ" 


たちまちに、 反省の 力 かへ りて 

押しと どめ、 とどめ 支へ てノ 

熱 を 冷やし、 心を鎭 め、 


おろか さ を 見よ とて 笑 ふ。 

われつ ひに 詩人に あらず、 

痴人に あらず、 痴人と も 

なりえざる 痴 なき 痴人よ、 

詩人に あらで、 死人の み" 

心細り て、 今 は 寂しく よすがな く、」 

あはれ な 詩人の 悲しい 戀を 

あまた 思 ひ 出して は、 

せめても の 心 やりと する。 


人妻と ともに 死にた る 

クライスト、 湖畔の 悲 劇、 

人妻に もて あそばれて 

狂 ひ 死にた るかの レ ナウ。 


その 敎へ 子の 母 を 慕 ひて 

アポロに 打 たれし ヘル デル リン、 

ジ ョ ルジュ サンドに きず つきて 

酒杯に 溺れし ミ ュセェ Q 

戀 なれば こそ、 死に もす る、 ， 

戀 なれば こそ、 狂 ひもす る 0 

人妻 ゆ ゑに、 身 を やぶり、 

詩人 なれば ぞ、 世を捨 つる。 

を さな け れ ども 君 も 人妻、 

つたな けれども われ も 詩人、』 

われ も 死ぬ かと、 狂 ふかと、 

その 一 一月 ぞ、 鳴り 立ちぬ。 

ぃまは心の{:^|しさ、 つら さ、 

け む. - 

煙の ごとく 消 ゆる 思 ひ、 

むかしの 詩人の 悲しい 戀を 


思 ひ 出で て は、 ひとり 射む" 

矢 は If を はなれたり ノ 

何 11^ へ 飛ぶ ぞ、 

その 射手の 力 かぎりに 

. かた 

行く 方 知れず、 

ただ、 飛ぶ のみ y 

右 も 見ず、 左 も 見ず， - 

眼な く、 耳な く、 

まし ぐら t  J 

S きすぐる 魂よ 0 

{^!しき生のただ中を 

われ は 矢よ、 

風の 如く 飛ぶ。 

何もの かわれ をと どむ る、 


地の 上に われ をと どむ る 0 

とどむ る は鐵の 手よ、 

♦ めら じ、 鐵 とようら うへ に 

や はら かき * や はら かき 

女の手よ。 

その 手まで、 飛ぶ いのち、. 

その 手 もて 撫でられて 

綿と なる まで。 

女の 眼、 われ を 呼び、 

女の手、 われ をと らふる 

それ も 束の間. 11 

女 すら、 われ をと どめ じ 

魅せられ たる 魂， 

憑かれた る もの.、 

われに、 われに と . 

招く もの あり、 

惹 くもの あり。 
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そのもの ぞ、 われ を 吸 ひ、 

そのもの ぞ、 われ を 吞むリ 

その 果ての 果ての 果てまで 

とどまら じ、 とどまりえ じ、 . 

おのれな きわれ は 矢よ、 

火の 如く 飛ぶ、 風の 如く 飛ぶ。 

美 保の 關 より 隱岐 さして 

死の 船出せ し 人 ありき。 

堂 ビル ホ テルの 七 階に 

わが 戀 聞きし かの 友の 

その をり 呼びし 部下の 人、 . 

なじみの 藝者を 伴 ひて 

行衞 不明に なりたり と. 

思 ひも かけぬ 友の 文。 

胸に 影 ひく 二三 日， 


隱^ にあり きと ぞ、 死 二 も 得で。 

美 保の 閼ょ り隱歧 さして 

死の 船出せ し 人 ありき • 

わが 小說 の、 If: 人 公 

純 1 と敏 子の ごとく、 

美 保に 遊びて 死 を かたり 

海 を ながめて f: きし か。 

われに 代りて 行ォ， -し 人、 

わがな しえ ざり し 死の わざ を 

企てたり し 人なる を、 

その さだめ こそ いとし けれ。 

など かの 二人 はとら はれし、 

われに 代りて 行きた る を。 

かかる 恥 をば まぬがれて 

さち 

生く るが われの 幸なる か。 

須 磨の 浦から 舞子まで 


七 二 

海 を ながめて 行きながら、 

死 を も 語らで たは むれし 

戀 にも 足らぬ、 を さな 戀、 

われより 若き その 人ぞ 

われよりも なほ 生きた る を。 

入の 世の 春 を 踏み-ゆく 春の 足、 

春の 素足 は 風の ごと、 

綠の 中に ふ 花， 

生命の 泉と 溢れつつ" 

大地 は 銀の K 孤よ、 

あ ふるる もの は 生の 13" 

醉 へば ぞ歌 ひ、 歌 ひて は 

を どり も 狂 ふ 春の 人" 

罪と しい ふな、 たはれ とも、 


春の いのちに 舞 ひ 狂 ふ、 

狂 ふ は 罪 か、 めでたき を、 

ただ 擧げ よかし 春の 足。 

うち ひそめけ る ささやき も 

かがやく Ml にこ だまして、 _ 

破る る ごとき 笑 ひすら 

しづ 于き炅 となり は つる" 

白き ただむ き、 白き 足、 

搖 れつ さやげ ろ 風の 歌、 

ああ、 春 なれば ゆるせ かし、 

罪 もめで たき 生の 春。 


X 

躓いても 賞め られる 人、 

飛び越す も 罵られる もの、 

不合理 だ、 いや、 當然ょ _ 

影の 頃く 曲 


みんな 前世の むくいな のサ。 

© 乏くぢ を 引いた 男， 

1^ れ、 默 つて ぢ つと 面へ よ、 

何 をす ると も、 お まへ は 駄：！ I よ、 

やれば やる ほど、 わろ いの サ" 

S てつ 

第一^に して 蹉跌して、 

踏み出した 足の 泥、 

か へす よしな し、 拭 ふよし なし、 . 

も 失旯  

人生 を 凹面鏡と 思へ、 

この 醜 怪な顏 をした 男、 

おれ だよ、 おれさ まだよ， 

それが どうした、 — それでよ し = 


七！ 二 


戀を する 身に、 

7 ル ジ ョ ァ も 

プ 口 レタ リア も 

ある もの か。 

戀に 上下の、 

へだてな し、 

戀は みな ふむ 

人の みち。 

燃える か、 燃えぬ か- 

ま ことか、  うそ か， 

その 差ば かりよ、 

P は戀 Q 


それでも 金 だよ、 

戀は 金、 

金がなければ 


さやうなら。 

色 は 好きで も 

ひも じけ り -、 

戀 をす るより 

を 食 ふ。 

何 を やらう とも、 おれ は 影 だ、 

人力 打た うと. 罵らう と、 

莫迦と 云 はう と、 叩か-つと • 

影の 身 だもの、 かま ふ もの か。 


おれ は 死人 だ、 死んだ の だ、 

おれ は 死んだ よ、 三月が ぎり、 

生の 中で、 死んで ゐる、 

死んで ゐ ながら、 動いて ゐ る。 


みんな おれに は卜ォ テン タン ッ 

^、！ I の酽 から 花が 咲く、 

鬆 骨の 手で 人 を 斬る， 

それが 戀 だよ、 事業 だよ" 

生が 夢なら、 身 は 影 だ、 

影が 泣かう と 笑 はう と 

聲 もなければ、 淚 もない ノ 

影に 死 はない、 恥 はない。 

傍若無人 におれ はやる、 

おれ は 勝手に 彈 いて やる 

影の ピアノで 影の 曲、 

聲 なき 曲で、 神と 魔 を" 

赤裸の 人ぞ、 われ は 赤裸々 ノ 

裸ん 坊で 生れた 赤ん坊が 

彭の SS  く 曲 


なんで ゥ ソの 薄物で 身 を 飾る？ 

なんで 肩書き や 地位 ゃグ， 聲で 

その 醜 さ をお し隱 す？ 

ぬげ ぬげ、 すつ ば だかに なれ、 

赤裸が きさまの 盛裝 だ、 

裸 一 貫 I— それで 男 だ。 

赤裸の 人と して 世に立つべく 

われ はかく あり、 あら しめられた 

人に 見せない ところ を 見せて 

わら はれようと、 叱られようと、 

これが おれ だよ、 おれの 魂 だ、 

見れ、 見て わらへ、 罵れと 

世に さらけ出せ、 禁斷を 破れ、 

おれ はこん な 莫迦 だと； - みって しまへ * 」 

われと おのれ を禁斷 して、 

おのれの 罪と 恥と おろか さ を 

七 五 


世に 押 隱し， 臭い ものに 蓋 をして ： 

口を拭って Br ふる、 

何たる 1^ 惡， 何たる 愚.. • 

何のた めの 禁斷、 何のた めの 顧慮？： 

それ は 卑怯 だ、 小利 巧 だ、 一 

やっぱり 51 蟲. いく ぢ なし。 一 

弱 蟲には 死毒で も； 汗 射せよ、， 一 

松の 葉 を 煎じての ませろ、 一 

蛇 を 食 はせ、 を 食 はせ。 . 

おれに 無い ものが、 生の すべて だ ノー 

おれが おれでなくなる とき i . 一 

摩 詩 不思議なる 更生が I- る、 

おれ はおれ を滅 しつつ  一 

より 大 いなる おれと なる" 一 

無茶苦茶に かぎる、 も， 「今 は、 

めくら 滅法に、 勝手 11^ 儘に、 


七 六 

ひるむ 事な く、 突き進め。 

猪突 こそ、 猪 勇 こそ 生の 許可 證。 

何で あらう と、 かま ふ もの か、 

1 大 勇猛心 を ふる ひお こして 

生に 向へ、 生に 向へ。 

# 、裸の 德、 赤裸の 宗敎 は兹に はじまる。 

赤裸の 人となり きった とき 

おれ は 凡愚の 中の 凡愚、 

痴漢の 痴漢、 ド"々 の ザよ 11 

だが、 それが ほんとの 人間 樣. た。 

この 罪と 恥と、 それが どうした？ 

この 情痴と 罪業の 火に 身を燒 いて 

燒 いた その 灰から 生れ 出る 

不死鳥の おれと 知らない か。 

•  ふち 割った 饗 はつぐな、 


その^ g&c を もっと こなごな にしろ、 . 

こなごなに しながら 生きろ。 

失敗 者 は 破滅へ と 身 を 向けろ、 

破滅しながら、 生き まく るんだ" 

どうせ オギ ャァと 生れた からに は 

やぶれ かぶれの 百年目 だ、 

けちな 人生の 屋臺 骨の 

ぐら づく 位、 どっかと すわって、， 

尻 を まくって 居直 るんだ。 

それが きさまの 後半生 だ、 

きさまの 生き方よ、 死に 方よ。 

二な i じん 

粉微塵に 身 をた たきつける 氣 もち で 

生き るんだ、 きさま は 生き るんだ。 

わら はれようと、 辱められようと、 

叩かれようと、 無視され ようと、 

かま ふ もの かよ、 かま ふ もの か。 

きさま は 死ぬ 箬 の 人間 だ つ た、 

影の SS  く 曲 


あの とき 死んで ゐた きさま ぢ やな い か 

生きの びて、 いま は 何ん の 死ぞ？ 

生の テロリスト だよ、 テラ ァを 生きろ- 

身 を 爆彈の 如くた たきつけろ、 

社會に 自分 を 11 そして 云へ、 

全體、 この おれ を どうして くれる？ 

女に 勝つ ものが ほんとの 男、 . 

女に 勝つ もの は 世に も 勝つ。 

女なん ぞは 屁の かッ ば。 

それに 此奴 は 何とした 愚 圖ぞ， 

いつも 女に 負けて る 男、 

負けてば つかり ゐる 男、 

世に も 負けた、 仕事に も 負けた。 

妻に も 負けて、 あちらこちらと 

引き 廻され て、 世話され て、 

一 人で は 何にも 出來 なくなつ たのよ と 

七 七 


女は齒 痒げ にかろ しめた。 

潤然な 奴め、 今度 はまた 

その 女に 負けて、 死に かけた。 

命 を かけて、 死ねなん だ。 

それで のこのこ 霹る と は 何とした 奴 だ 0 

ドン. ファン 修業に やぶれた 男、 

女に 負けて、 何が ドン *フ アン。 

一 人の 女に すっかり とら はれて 

一 人の 女に 滅ぼされ かけた。 

誰れ やらが 昔 云った やうに、 

悲慘を 通り越し て 滑稽な 男、 

情熱 地獄の 亡者 組。 ほんと にさう だ。 

ドン. ファン は 女 を 愛しない、 

おれ は 愛して、 ひとりで 燃えた》 

女 を 愛する すべさへ 知らずに、 

戀愛 沙汰 はちと 押が 强ぃ。 

愛する と はだます 事 だと 知らな いで、 


世に 負けた やうに、 また 負けた。 

いい ざま だ、 戀の 道化者、 

鈴つ き 頭. 巾の ドン • キホ ォテ。 

X 

鈴つ き 頭巾の 

ビエ 口 殿、 

なんで めそめそ 

して ござる、 

わかれた 女が 

戀 しいか。 

女が 田?.^ やうに 

ならぬ と 云うて、 

あちら 向いち や 

チ リンチ リン、 

こちら 向いち や 

チ リンチ リン 0 


なんて 我儘な 

ビエ 口 殿. 

そなた をお もちやに 

して 遊んだ、 

それが 女の 

なさけ だもの を。 . 

お泣き やるな よ 

ビ ェ 口 殿、 

笑ふぞ え、 

.5 ぢ ほ- "べに 

大切な 頰紅 

はげる ぞぇ 0 

女 は 遊びが 大好きで 

大きな おもちゃ を 喜んだ。 


まづ手 はじめは 中學 生、 

それから 會社 負、 銀行員、 

阪神 間の 電車で も 

知らぬ 人な き 女^生 リ 

それから 都に 飛 出して 

靑年 文士 も 二三 人， 

罪と も 知らず、 手管と も 

云へ ぬ 罪な きた は むれに 

男 ごころ を もて あそび、 

あぶなく なれば 逃げて しま ふ。 

その 奥の手に かかって は 

男はボ カン とする ばかり。 

花の 大阪、 タイピスト、 

その オフィスの 男た ち、 

サ ラリイ マ ンのサ ラリイ も 

カフェ ，歩きに 足りかぬ る。 

中に あはれ をと どめし は 


顏 のみに くキ、 大男， 

長き たのみの 甲斐なくて、 

つ ひに 近くの 玉突きの 

數 取り 女 を はらませた。 • 

その かたはら について ゐた 

一 人 は 若く おとなしく、 

家より 家への 求婚に 

賢く も 正々 堂々 と 

處 女なる 妻 を かちえたり。 


女 は 遊びが 大好きで 

大きな おもちゃ を 喜んだ。 

正式 結婚の さびし さに 

むかしの 遊びが なつかしく、 

遠い 都に ただ ひとり 

爪 を かけえ で殘 せりし 

中年 男 をお も ひだす。 


今のお もちや は あの 男、 

あれなら おもちゃに 仕 甲斐が あると、 

お もち や を 買 ひに 出て 行つ た リ 

陰氣 くさい、 ぢぢ むさい 

中年 男が、 何とした 事、 

世 をぁぢ きな き顎髯 の 

赤い さき をば つかまれた" 


れた、 取れた、 おもちゃが 取れた、 

女 は 喜んで、 ふりま はす。 

E ^をば パ チクリ、 頭をフ ラリ、 

首 ふる、 手 ふる * 足 を ふる、 

おそい 初戀、 早い 死 を 

はや 覺 悟して 飛び 上り、 

とんぼが へり、 宙が へり、 

これが 正氣の 沙汰 かとて 

妻 ははら たて、 いさめれ ど、 ， 

むかしの 遊びと わけが 違 ふ、 


おれが どうしてもて あそばれる 

おれに は 許した 女 だものと 

迷 ひ はな ほな ほ 止み もせず、 . 

女 を 追って 馳せ くだる。 

女 は 遊びが 大好きで 

大きな おもちゃ を 喜んだ。 

くち 

言葉 や 唇で はきき めの ない 

中年 男の 心臓に 

釘 を 一 本 打ち込んで， 

この 手つ けなら 大丈夫と 

急いで 西に 逃げ出して 

おいでお いでと 呼び出せば、 

果し てフ ラフラ、 フ ラフラと 

東海道 は 三百 哩， 

目に 見えぬ 紐に たぐられて 

首 ふり、 手 ふりやって 来た 

大きな おもちゃ を 喜んで 


女 は 遊んで 驅けま はる、 

中年 男 はお もしろ や。 

賢い 友 はすべ て を 知る、 

世間 も、 自分 も、 女の 心 も、 

ちゃんと 知って ゐる、 なすべき 事と- 

なす ベ からざる 事と を も。 

中年の 戀は 苦しみば かりだ、 

若い 時の やうに スヰ イト ぢ やない、 ， 

夢にも 醉 へず、 溺れ も 出来ぬ、 

それで 動けば、 身 を あげて、 

根 こそげ 持つ て 行かれて しま ふ、 

中年の 戀は 破滅 だと、 友 は 語って 

年下のお ろかな 友 を いましめた 

あだ 

その まごころ も 今 は 空" 

今 は 惑へ る 痴人 を ながめて、 

身 をば 破るな、 心を變 へて 


仕事に 打 込めと いさめて くれた。 _ 一 

智慧の 人なる 友の 手堅 さ、  一 

家 をき ち んと 統べく  くり、 

妻に 愛され、 兒を 愛して、 ， 

戀に 代へ て、 馬に 乘る、 

馬 を 走らせて 健康 を はかる。  一 

なす ベ き 仕事 は キ チンと し とげ て 、 

おのれの 分 をよ く 知って、  一 

ちゃんと 見境 ひ をつ けて 世に 生きる？ 

それが こ の 危險な 人生 のみちで 一 

よく 身 を 保つ 所以で ある、 

無事に 老いる ベ き 智慧 である。 

どんなに 馬 を 走らせようと 

っひぞ 落馬 はせ ぬ 人 だもの。  ； 

それに どう だ、 馬に も乘ら ないで 一 

おれ は みん ごと 落 SiH? した。 


おれ は 莫迦 ゆ ゑ、 なんにも 知らぬ、 一 

まんざら 知らない わけで もない が - 

死んだ ところで かま やせぬ、 

死ぬ のが 本望。 そんな 無鐵砲 もの、 

子供 もなければ、 大した 名譽 もない、， .. 

どうせ 一期 は 夢の 夢よ と 

死より 芽ぐんだ 戀ゅ ゑに、 

身 を 馬の ごと 鞭う つて  ， 

行け、 行け、 西へ と驅 けたの だ。 一 

戀の 外に は 仕事がなかった、，  - 

世に 望みな く、 まし ぐらに  ： 

1^ 滅の 淵まで 行って みた、  一 

行って 見なけ り や 分らない おれ だ。 一 

絕 壁の 上から 飛び下りて、  一 

しまったと 思つ て も 通いと いった おれ だ oi 

まったく、 おれ は 落馬 の^人な の だ、 一 

そのく せ 愛宕山の 石段で さへ  ) 


1 氣に驅 け 上る つもりな の だ。 

身の程 知らず、 世間知らず、 

みん ごと 落ちて、 頭を碎 いて 死ぬ のが 

おれに はふ さはし い 最期 だら うよ。 

業に も 落ちた、 戀 にも 落ちた、 

女に 落ちて、 死ぬ 氣も 落ちて、 

この 上 何で 世に立つ ぞ。 

うらめし いのは 掌の 筋よ、 

この 生命線の 長い こと、 

長壽の 相よ と 占 はれて 

恥 かしく、  くやしかった が、 

短氣な 、 J と をす るな と氣づ かふ 友の 

智慧に すが つ て 生きよう おれ も。 

戀の 旅よりか へりし われの 

すこやかな 顏を よろこび、 

心 やさし い 俳人の 友 は 

の く！ a 


X も ャ. £ 

久々 なれば 四方 山の 話の 末に、 

ふと 思 ひついて、 わが 手 をと り、 

手の 筋 を 見て やる と、 £7 に 近づけて、 

驚き ましたな ァと云 ふ もこと わり、 

この 感情 線の 亂れ はいかに、 

何 本 も 何 本 も、 入り 亂れ 重り 合って 

深く も 刻んだ その 筋に、 われ も 驚く。 

此間、 さる 先輩に つれられて 行って、 

十 人 ほどの 藝 者の 手 を 

荒木 町で 見て やり ましたが、 

みんな こんなに 亂 れてゐ ましたよ、 

だが、 男に は 全くめ づ らしい と 友 は 云 ふ。 

おれ も藝者 か、 藝 者の やうな 男 か、 

類のない 多情多恨 と 云へば 開え がいい、 

わるく 云へ ば浮氣 の相ぢ やない か。 

これが おれの 心の あら はれ か、 

だから こそ、 おれ も 詩人に なった の だ。 

八 一! 一 


だが、 智能 線の 正しく 深くて 

迷 ひも 亂れも 統べられ ますと、 

友 は 氣の毒 さう に 救うて くれた。 

それでなければ、 藝 者の やうな 男、 

眞 面目で 通った おれの 顔が 立たぬ。 

友 はさら にしら ベて、 生命線 は 長く、 j 

中指と 藥 指さし て縱に のぼる 

この 線 こそ はめ づ らしき 線、 

？ i レ 

世に立つ 兆 だと 云って くれた、 ， 

世に 敗れた る この おれ だのに。 

また、 これ は 私に もあります が、 . 

この 右へ 斜めに 流れる 線 は 

他人の 愛に 干渉す る 線、 

これの ある 人 は、 いい 方で は 

他人の 結婚の 媒酌 をし ますが、 また、 

姦通 をす る 危險も あ ります と 云 ふ。 


成程、 僕 も 媒酌 は 三 粗 もし ましたよ、 • - 

姦通 だけ はしません がね と、 

おれ は しづかに、 微笑んだ 友の 眼 を、 ； 

澄んだ 眼 を 見ながら 小聲で 云った。 ： 

友 はさら に まじまじと見て 差し 示す、 ： 

感情 線の 上、 掌の 橫に 

深く 刻んだ 橫 線の 上の 二 筋，  一 

あなたの 生涯に はま だ これから 

二人の 女が あら はれます よ、  > 

一 人 は 長く、 一  生に 影 を ひきます、 j 

一人 はさつ と橫 ぎります と、 

わが 受難 をば 見通して、 され ども 知らず、 * 

その 一 人， 君 か あらぬ か、 また 一 人、 丄 

かの ひと かと ぞ、 ふと 胸に 影を曳 きし を" 

J 

X  j 

一 

かつ いさぎよく  一 


散ら ましと、 . 

おも ふ 心 は 

ありながら" 

きみ ゆ ゑ われ は 

ながらへ ぬ、 

燃えぬ きみ ゆ ゑ 

燃え 盡 きて。 

いま は 心に 

夢 もな く、 

ねが ひも 世に は 

たえはてぬ。 


春 を 忘れて 」 

佗び 住む と、 一 

風の たよりに 一 

ことづてむ。 一 

影の 一 


X 

五月と なりぬ、 

蓄 薇の 月、 

いのちの 月 をと 

きみ は 呼ぶ。 


いくたび 呼びつ 

招く とも、 

われ を充 さぬ ； 

夢の ひと。 

きみ は その 家 を 

捨てぬ ひと、 一 

行けば いやます 一 

わがな やみ。 一 


蘆 川邊の 


八 

五 


さまよ ひも 

くるし からまし * 

きみ は 母" 

春 はすぎ たり、 ， 

きみが ため、 

わが ためなりし 

日 はすぎ ぬ。 

むかし を 今に 

なさむ と は、 

あまりお ろかの 

ひと、； J0 


相 igif むことの 

かな はずば、 

會 はぬ は會 ふに 


まさら まし" 

われ は 東に 

きみ は 西、 

ちれば あとな き 

春の 夢。 

ビエ 口 も p3 に 

泣く もの か、 

泣け ば ピエ 口 も 

いぢら しゃ。 


ゎれもき：^ゅゑ、 

年 をへ て、 

.:J:it; き ビ エロと 

なり 果てぬ" 


月に ビエ 口の 

なみだ 戀、 

慮 屋川邊 の 

JJ-TW ふし 

き師〕 

それ を 所望 か、 一 

もう 一 度 

その ァ ンコ オル 

なさけな や。 

もう 厭や だ、 

を どり は 厭や だ、 

いくら を どっても 

なんにも ならぬ。 

ピ ェ 口 はすね て 

わき 向いて、 


ぴ よんと お 蹄 iS して 

今 曰 はおし まひ" . 

會 へばた だ 

よしな の 話， 

身 をい かに、 

この 戀を など、 

こと  » 

ひと 言 もな く 

なんにも 殘らぬ 

き.； -iwip 

ただ、 を とめ子の 

夢 を 抱きて" 

よしな の戀 や。 

くるしい 話 は 

避ける ひと、 

いつも 白日の 


夢 をた のしむ 

きみが かたへ に * 

すべ なくす ぎし 

わつ ，•、 れつ 

二月、 三月。 

£  I！ ーリ 

可惜し や。 


もどかしく 

もどかし かりし 

戀の 佗し さ、 

ぁぢ きな き 

ひとり 寢の夜 を、 

11. ひとみ 

閉ぢし 臆の 

輪の やうに、 

*L こ- Jjy^  く 

人 ありき、 

來 ませ 來 ませと。 


とこし へこ 

捨てむ と 定め、 

蘆屋 をば 

發 ちし 惱 みに、 

今 こそと 

その 眼 招きぬ。 

夜 明 ま へ 

すぎし 靜岡 • 

いざ 今と 

S ひたれ ども。 


たちまちに 

汽車 は 動きて、 

君 はなし、 

戀も なし。 

みな 夢よ 

朝の ねむりよ， 

われ を 救 ふ 


や は 手、 空しく 

など 來 つると、 

今 はくやし や。 

四月 二十 六 日 I 五月 1 1 十日 (用宗 I 東京) 


第二 編 


あまり つめたき 人 ゆ ゑに 

あまり を さなき 人 ゆ ゑに、 

熱き こころに あこがれぬ 

世 を 知る 人に あこがれぬ。 

.5 たで 

かれが あたへ しこの 傷 手 

なだめ 癒 やす は その 人よ、 

かれが むかしの 友な りし 

やや としかさの その 人よ。 


救 ひ を 求め、 いた はり を 

求めて つ ひに たづね し は、 

富士の 裾なる きみが もと、 

きみ は 心 を かたむけぬ リ 

いつも 空しく 待ちぬ る を 

つ ひに 來 ませし うれし さよ、 

君の 心 を われ 知る と 

かすかに きみ は驛 きぬ" 

かれが 隱は キラ キラと 

銀の えに ぞ かがやけ ど、 . 

こなたの 眸 はギラ キラと 

濡れ てうる みて 燃えい づ る „ 

ほの 暗くなる へやぬ ちに 

うしほ 

さっと 潮の 寄す る ごと、 
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八 
九 


黑く かがやく もの ありき、 

ぢ つと 見られて 堪へ かねし。 

あまりに 熱き きみ なれば 

あ ま りな まめ くきみ なれば、 

戀にも あらで、 わが 心、 

ふ と ときめき に 親され ぬ レ 

そ の ときめき ぞ罪 にして、 

おも ひも かけぬ 疑 ひに 

ひとたび は 怒り 奮 ひし も 

いはれ なしと は 云 ひか わし。 

キ. * みは あまりに うれし デこ 

あまり 浮き浮き はしゃぎし、 

あろ じの 怒り、 僧し みに 

打た るる 罪 もお も はず か。 


あはれ はわれの 影身に て 

世の さだめ こそ わりな しゃ、 

痛む JS&f を 撫づる 手の 

人の 指環に 傷つきつ。 

いのち を 救 ふ 人と みし 

きみ はいの ちの なりし、 . 

またも 心 を 血に 染めて 

きみが ほとり を 逃れ 来ぬ" 

用宗 のしろ 山の 湯に 

さしかけし 君が なさけの 

相合傘、 いま も 忘れず、 

そのな さけ こまやか なれば。 

濱ち か き 海 はけぶ りて、 

夕 急ぐ 人に まじりて 


傘と 傘 並べて 行きし 

その 《„;^ はかく はせ ざり き。 

ふみ 越えし あとの を さなく、 

歌 ひっつ 身 をつ くろ ひし 

その 暮の女 ごころ は 

悲し とも うれしと も わ かず。 

年 は 三つ その 人 を；？ T き 

いくたり か 男 知る ひと、 

もしい まも 君と 越えな ば 

いかに か は 君 はなす らん。 

揚の 宿の 暗き 小 部屋に 

むかひ ゐて、 その 眼 ながめて- 

その あと を 見 まく ほりせ し 

その 心、 何の 心ぞ" 

「切れる ものなら 

影 Q  く 曲 


ビ ン と ipi る、 

切れぬ ものなら 

1 生 切れぬ， 

わたし や 名 古： の 

御城 下 育ち、 

金の しゃち ほこ 

伊達で ない」 

その 氣性ゅ ゑ 

きみ は 好き、 

きみ は才 あり 

なさけ あり、 

戀の意 氣地も 

たて ひき も、 

しゃんと 勝氣で 

張り も ある。 


しゃつ きり しゃんとして- 
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小股の キリリと 

切れ 上った 女、 

名 古 屋女は 

うすな さけ、 

きみ は あまりに 

1^ なさけ、 

それで 名 古屋に 

をり かねた。 


西と 東と  一 

風. 、第、 ベ 

吹かれ 吹かれて 

やるせない 

とまり どもな パ 

身 は 亡者、 一 

きみが なさけに 

う 力 はう と、 

きみ をた よりこ」 


やって来た。 

賤樗 山の 坂 みちを 上りながら、 

ふと 立 止って、 下から 見上げて 

「今の 話 を どうなさい ますの」 と 

ぢ つと 見入った 糧の 言葉、 

「今の 話？」 と 聞き か へして 

あまりに 素早い 心の 動きに、 

答 を 探して、 見 かへ して， 

わが 心根 やぢ つと ためした。 


阖 生の 戀 をき つばり 打 切って、 

消す に は 消せぬ 思 ひの やり 場 を 

何處に 求めて やすらぐ と 

迷 ふ 心 を、 君に 招かれ 來た 心。 

この 戀 いかに 消すべき か、 

さつば りと あちらが 絕. てる もの か、 


絕 つて 寂しくな いもの か、 

はっきり 聞かう と い ふ 心。 

それが きつば り 云 へ ようか、 

燕 返しに、 ひらりと か はし、 

か はして 一 圜に 来られう か。 

さう さう 急に 向き 變 へられう 力 ， 

それ を 思へば、 口ごもる。 

「あの人 は 引っ張つ といて 

急に 突つ ばな してし まふ 人です もの、 

これから ずっと 續け てゐ らっしゃれば、 

1^ 茶 苦 茶に おなん なさり はしない かと 

マ さけ  > 

心配で なり ませぬ」 と 情 を こめて e 

この 情 をば 求めて 来た 

来たが、 それ ゆ ゑな ほ 苦し。 

もしもき つばり 絕 てない ものなら ば 

君 を こんなに 引 張り出して、 ， 
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おつ ぼり 出さば、 罪が 深い。 

それ は出來 ない、 それ だから 

一 J の 戀に 戀が 消せる もの と 

思 ひ を かけて 來は來 たが。 

山の なぞへの 茶の 畑、 

茶摘み 女の 紅い 襟に 

眼 をと めて、 しばし ォむ 

われの 思 ひ を 何ん と 見た。 

54  士の 麓の 逝く 春 を 

われ は 探りに 來 ざり けり、 ■ 

われ を 導く その 人の 

春の 言葉 を 聞きに 來ぬ" 

げに 逝く 春の あはれ をば 

われに かこちて 君 泣けば、 

われ は 空しくな がらへ し 


九 


ふん 

この 三春 を 嘆きけ り。 

錢機 山の 藤棚の もと、 

富士を ながめて かたりし は、 

君が さ だ めの あやし さよ、 

われの 思 ひの くるし さよ。 

並べし 肩 を 吹く 風に 

ぼな 1>* へ 

藤の 花 導 はら はらと 

わが 肩 打てば や は 手 もて 

そと 取り 捨 つる こまやか さ。 

町の あたり を 見お ろして 

ま * 

淚に濡 るる その 脖を 

おし 拭 ひて は ほほ ゑめ る 

君 はなさけ に 燃 ゆる ひと。 

われ をば 救 ふ 君 なれば ， 


君 をば われ も 救 はまし， 

もしも 束に 來 たま はば 

君 住む 家 をつ くらまし。 

蘆 屋川邊 の 三人ず み、 

女の われ も 苦しき を 

いかで 男の 堪へ まさむ、 

心 を やぶりた まふな と 0 

慰められつ 慰めつ 

長き 日 もはや 傾きぬ、 

、ざ かへ らむと 下り立て ズ 

富士は 二人 を見沒 りぬ。 

君 は 小柄の 人 なれば 

わ 力 肩 ほど も あらね ども、 

二人して 行く みちす がら 

樂 しと 君 はさ さやき し。 


思 ひ 出の 寺と なりけ る臨濟 寺、 一 

その 石段 をの ぼり ゆく 

小柄な 洋装の 人の 愛らし さ。 

いつも 顏 見合せ て 歩く 人、 

et- をす りよせ て 歩く 人， 

かかへ て 川 も 渡りたい 

そんな 氣 さへ もす る 人よ。 

；. 一 、とせ 

七 年 まへ に 見た をり は 

戀に 傷つき、 世 を 狭め、 

人に かくれて 會 ひに 来た 

し をら しい 町む すめであった。 . ； 

駿河 はよ ぃ國、 よいお 寺、 

臨濟 寺の 山に わたした 長 廊下、 ， 

ふたりで 行けば、 何と やら、 

とせ 

戀 に は あらで、 七 年ぶりの 


夫婦の 旅の 氣 もちが して、 

地味な 世 帶の味 もす る。 

おもへば 變 つた 身の上 だ、 

きの ふ は 神 戶の元 町歩き、 

け ふは禪 寺、 これ も 修業。 

おれ も禪を やらう とした 男、 

今 はお さらば、 いや、 これが 禪 だ、， 

戀に 狂へば 狂 ひ 難す、 

行く ところ までおれ は 行く。 

京 は 紫 野大德 寺， そこの 和尙 が、 . 

戀で はおれのお 師家さん だ、 

すわりに 來 いと 度々 云って くれ る。 

老師、 私 も 合 度 は 突き 拔 けます、 

どうしても 突き 拔 いてみ ます。 

ま す  と 

一 婆 子が 庵に 住ませと いた 坊主の 許へ 

女の子 を やって、 抱きつかせて、 

何と 云った かと 問うたら ば、 


枯木 寒巖に 倚る と 云うた、 

この 糞 坊主め と 追 ひ 出して 

、 ま ジ 

庵 を， 1 いたと い ふ 婆 子燒庵 の 則、 

あの 見に くい 則、 あの 公案 も 

おもしろ いな あ、 今度 はおれ も 打破る ぞ。 j 

そっと そんな 事な ど 思 ひ 出し、 

また 下りて 行く 長 廊下、 

その かたはらの 十六 羅漢、 

「あの 中にはき つと 知った 人に 似た 顔が 

ある さう です のね」 とい ふ 人 こ、 

西 鶴の 一代 女 は 年と つてから お 寺 詣りノ 

五百羅漢が みんな 知った 男であった ノ 

そんな 話 を ふっとして、 

君 は 小さな 一 代 女、 

わたし もけ ちな 一 代 男よ と 

いい 氣 になった そのた まゆら、 

莫迦め、 やつば りき さま は 駄目 だ、 


通りぬ、 通らぬ、 生れ 變 つても、 

印 可 證明は 下りぬ ぞょ、 

戀の 修業の 居士に はなれぬ。 

大德 寺の 和尙、 何とす る、 戀は 通らぬ。 

賤機山 はは ゃ晴く 寂しと、 

せんけん 

淺間 神社に、 遠く ながめて 

き はめねば 知る よし もな き 

富士の いただき、 奥の院、 

その 一 の、 はじめの 社、 この 戀も、 

婚禮の 式 を ここで も擧げ ると いふ 

その 境內 の、 池の ほとり は 夏が よし 。一 

茶店の 奥の 緣 さきに 

垂 るる 白 藤、 たそがれ 闇に 

くっきり 浮いた きみが 襟 あし、 

凄い ほどの 白 さは ことこ、 


かう も 肌の 白い 人 も ある もの かと 

かねて 思うた なまめかし さが、 

皐月の 夕風に ことさら， P ふ。 . 

茶 を くんで 来た 茶店の 媼 さんに 

むすめさん はとき み 訊けば、 

あれ はお 嫁に ゆきました、 

それ はいい こと、 しあ はせ ねと 

わたしの 顏を見 かへ して、 

ちょっと そなた は 寂し さう、 

云 ふに 云へ ない 心の ねぎ ごと、 . 

どうして 出したら よい もの か。 ， 

ふたりで 甘酒の みながら、 ， 

夕風の あまりの 心よ さに 

か へ る も 忘れ、 うす やみに 

しほ 

をり をり 潮の 寄す る ごと 

さっと その 眼に 寄す る 波、 
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熱い 思 ひがまた 寄せた。 

どうして いのちが 要る もの か、 . 

このまま 別れて よい もの か。 

侮の 人、 山の 人、 

ザ こ 可から 可まで 

こんなに も 違った 二人が、 

よくもよ くもあった もの、 . 

わが 生涯に 會っ たもの。 

舞子の 濱で、 海が 好きよ と、 

手拭 ひさへ あれば、 このまま 

足袋 をぬ いで 入って みるのに と 

云った 人と 別れて 來て、 

富士の 麓に、 富士を 見て、 

山と 海と どちらが お好きで 

いらっしゃ います かと 

九 七 


問 はれて、 われ は 答へ なづん だ。 . 

海 も 好きです が、 山 も 好きです、」 

山から 海へ、 海から 山へ、 

今 は 山よ と 心で 云 へ ば、 

わたし は 山が 好きです わ、 

ずっと 山が 幾重に も 幾重に も 

電 なり 合って ゐ るの を 見ます と， 

何だか 身が 吸 ひ 込まれて 行く やうです と 

山 を 見ながら 君 は 語った。 


海の 人， 山の 人、 

海の やうに いつも 波打って、 

騷 いで、 ふざけて、 はしゃいで、」 

大きな 舟で もく つがへ す 

あれ は 恐ろしい 破壊 性の 女 だ。 

これ は 山 影、 山み ちの 暗い 繁 みで 

ひそひそと if  くやうな、 


それで 下に は 火 を 持つ 女。 

キラ キラ とする 冴えた 深い 瞳、 

ギ ラギラ として はっと 燃 ゆる iio 

おもて 

中高の、 きつば りした 知的な 面、.； 

じ やう 

少しし やくれ て 愛らしい 情の 顏。 

からだ 

あまりに 細く， 銀 線の 身體と 心、 

小柄で、 兩 手に 纏 ひつく 身と 心。 

何から 何まで すつ くり 違った 二人、 

われ は いづれ を 選ばう か、 海 か 山 か < 


かって 男 を 愛さず、 とら はれぬ 人、 

いつも 愛して、 だまされる 人。 

戲れ 遊んで， 笑って、 逃げる 人、 

しつ ぼり 纏うて、 泣いて、 寄る 人。 

正式 結婚 をして、 その 家 をな みする 人、 

戀に 破れて、 tc 蔭の 女と なりし 人。 

かば かり 違 ふ 二人 ゆ ゑ、 一人に 痛めば、 


1 入 を 求め、 水に 足りず ば 火に ぞ 行く.' 」 

海の 人、 山の 人、 

山と 海と どちらが 好きと 

云 ふに 云 はれず、 云 ひかね つ、 ， 

海 は 声 屋の人 なれば， 

山は駿 河の 人 なれば。 

世話に くだけた 色ば なし、 

それで は戀 になり かねる、 

われ も 情事 を もて あそぶ 

やくざ 男と なりつ るか。 

、> やい や、 君 はすぐ 燃える、 

二十 八で もま だ を ぼ こ、 

その しぐさ さへ 仇め けど 

色の はなしの 罪の なさ。 
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いろの いろいろ、 底の 底、 

味 は ひつく したつ もり でも、 

男の 口に 乘 せられて 

わが 身い としむ か あいさよ。 

すぐ 情熱 にっかれ るの よと 

火 をば 燃やさぬ 人 ゆ ゑに、 

燃える そなたに 會 ひに 來た。 . 

會 へど 戀 ではない ふたり。. 

戀の 手前の 色ば なし、 

あんまり はめ をはづ すので 

三十 男 もコ ップの 蔭に 

少し てれた と 君 知らず。 

おなじ 住居に 妻 ふたり、 

いまの 暮し はさす がに つらく 
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いつも 嘆きし 人ながら. 

東京なら ばと 口ごもる。 

あなたのお 傍に 行ったなら 

かう し て暮す もた のしい と 

云 はれて うれしと 思 ひしが、 

それが 出来よう この おれ か。 

人に おそれ、 世に おそれ、 

とりわけ 自分に おそれる 身、 

ただ 苦しみに 墮 し 倒され 

君 を 嘆きに 沈めな ば。 


やはり その 家に 君 はゐて 


ほか 


妻の 外なる 妻の 役、 

.S ちゃ 

1 夜 どまり の 旅人と 

われ を 見た まへ、 人の ため = 


〇〇 


人の 夫 をお びき 出し、 

妻の 心 を きずつけて 

そのに くしみ を 買へ る ひと、 

妻の くら ゐを おとしめ て 

隱 してす ごす 心 ゆ ゑ、 

家の外なる 戀も する。 

妻の ほこり をいた はりて 

立てて おのれ を 下にお く 

世に めづ らしい し をら しさ、 

女 ご ころの やさし さに、 

君は戀 にもき ずつきて 

日蔭の 花と なり 果てし。 


われ は 日蔭の 花 なれ ど 

手 折り て くれる 人 あれば こそ 


戀の よろこび も 知る もの を、 . 

手 折れる 人の 心 まかせに 

なさけに 生きる 心よ と 

觸れ なば 落ちむ 花言葉。 

水と 魚との そのこ ころ、 

つらき 傷 手の たま ゆらに 

愛すれば こそ 觸れ ざり し 

長き おも ひの めざめし は、 

わが あとのみ 責 むるな よ、 

われ も 罪 あろ 身 なれ ども。 

され ど あまりに 燃 えす ぎ て 

あと 

後 さき も 見ぬ 君 ゆ ゑに、 

君 は あるじに 打 たれけ り、 

打 たれて われに と 泣きて 來し 

そのいと しさ をい かにせ む、 ， 

これ をば 捨てて 何とす るリ 


よし さらば 身に 引受けむ， 

われ も 男と ぽり 出で て 

君 を かば ひて 立ちし かど、 

三 f 路に 近き 身の 末 を 

おもへば 君 も 動きえず、 

しばし とわれ をと どめたり。 

妻 をな みして にくまれし 

人 は 家 もな みする 隱 し戀、 . 

妻に したしき 入 はまた 

その 性 ゆ ゑの 隠し 妻、 

爭 ふべき に爭 はで 

ここに 意外の この 意氣 地。 

おもへば 奇 しき 人の 世よ、 

强く 烈しく 燃え立ちて 

さばかり 淡く すぎし 戀、 


その 戀癒 やすや はらぎ を 

求め 來り てこの いくさ、 

誰れ か はわれ を 愚弄 マ る。 

人の 女 を 奪り に來 た、 

奪り に來 たの ぢ やない けれど、 

奪り に 来たと 云 ふなら ば、 - 

奪らねば 立たぬ 男の 意地。 

女の みさを を 疑って 

出て 行けと 云つ て 追ん 出せば、 

われ ゆ ゑ 出された その 女、 

引受ける のが 男の 意地。 


君が あるじ は 君 を 打つ、 

甘い 言 紫が 何になる、 

男の 愛 はこれ だぞと 


〇 二 


ビ ン と 頼 をば 張りとば す。 

甘い 言葉と はおれが ことか、 

何 を 云 ふんだ、 おれ も 打つ ぞ、 

ただ おれ はかよ わい 女 は 打たぬ、 

打つなら 男 を 打って やる。 

男と 男と、 さあ どう だ、 

こっちが 打つ か 打 たれる か、 

殺す かこつち が 殺される か、 

1 つやって 見よ うぢ やない か。 

とんだ 汚名 を 蒙って、 

ここで このまま すつ こんで 

男の 意地が 立つ もの か、 

おれ も 男 は すたらせぬ。 


行きが かりと は 云 ひながら、 


ゆるした 仲で ない とても 

男と なれば、 女の ために 

これほど 勇氣が 出る もの か。 

急いで 二階の 寢間を 出て 

どっかと かけし 應接 間、 

煙草く ゆらし 悠々 と 待つ、 ， 

糞 落 蕾き は 何. 威から 出た。 

さても、 を かしな 事が ある、 

これが あの 未練な おれ かな あ、 i 

さすが 修業 は出來 かけた、 

さあ その 意氣 でぶ ッ つかれ。 

かう 出たら、 かう 出て やる、 . 

かう 云ったら、 かう 云 ふと 

だんどり つけて 待つ 男、 

これが めそめそ 泣いた 男 か。 


人の 住家に とまり 込み、 

入の 女 を 連れ ま はし、 

あ- <?  二 

主人に 會は うとす わり 込む 

11 太い 男 は、 何處の 何者 だ。 

あるじ は 旣に寢 たとい ふ、 

會 はねば 此の まま 歸られ ぬ、 

會っ て 身の 潔白 を あかさねば。 

またお めお めと 泊れ もせぬ、 

かかる 疑 ひ 身に 受けて 

や i る  >  — 

この 家に 夜が 明 さりよ か 

夫人 ははら はら、 途方に 暮れ、 

君 は淚の 目で 拜む。 

今夜 は ここでお やすみに なって 

あし； i  9 

みんな 明日の 事に してと 


たのまれながら、 身の 立場、 

誰れ が 許して 泊った と 

云 ひ 詰められたら 何ん とする。 

夜 は 十二時. もう 一時、 

俥 を 呼んで、 車上から、 

あるじが 起きられ たらば お呼び 下さい ノー 

こちらから 電話 も かけます がと、 

妻なる 入に たのみお き、 

行けば 五月 も 夜 は 寒し。 

大東 誼の 一室に、 お茶 をのみつつ、. 

見 上ぐ るぎ の 書 は 誰れ ぞ、 

「白雲 深處」 蘇峯の 書。 

ああ、 蘇峯 先生、 この 老 文豪、 

夫婦の道 を說 かれた る 人なら ず や、 

故 ありて わが 恩人と 仰ぎし を、 

いま、 この 痴態 を 何と 見ら るる。 


I 〇 四 

白 霉 深き 處、 住む は 老僧 か、 

はた 金 龍の 躍れる か。 

霉 の 上より われ を 見て 

、ま しめらる る跟の ある こ、 

穴 あらば 入らむ、 何とせ む- 

額 を 垂れて、 夜の 二 時、 

熱き 淚ぞ 頼に は 落ち 來ぬ。 

ニ臺の 俥で 迎 へに 行く と 

云った 言葉 は、 よく 云うた。 - 

おれの 男の 意地 も それ、 

君に かけた る 愛 も それ、 一 

おれの 力 を みんな 出す。 

泣きの 涙で 出る 人 を 

玄關 口で 受取ら ば、 

おれの 男 もしゃん と 立つ。 


出す とい ふ ほど 愛すれば、 

打つ ほ ど惹 かれ てゐ るなら ば- 

誇り を 捨てても 泣くならば、 

男 ごころ のた めしどき。 

さち 

今 は 幸 ある 君と みる、 

おれの ニ臺は 引っ込める、 

いつも 二 臺の俥 を 並べ 

あるじと 二人で 行きた まへ。 

妻なる 人の 次ぎに ゐて 

いつも 心を碎 きつ つ、 

あるじ 大切、 家 大切と 

つとめ 盡 して、 出る とき は 

夫と 妻と で、 君 は 留守居、 

それ は あまりに むごたら し。 

かう もうれ し 、よ 女 

なぜに 粗末 にしておく か。 

髟 の^く 曲 


古い 馴染の おれ だもの、 

たのまれて 來 たおれ だもの _ 

その 共捷 みの 機 を 見て 

何で 默 つて ゐられ るぞ。 

よしなき 疑 ひ、 それ もよ し- 

わが 飛 入りの 藥が 利いて 

君が 樂 しき 君と しなら ば、 - 

二 臺の俥 も 伊達 ぢ やない ノ 

いつも ニ臺は 用意す る。 . 

篠 つく 雨 を を かして 

君と 二人で 相乘 りの 

自動車の 越した 橋、 

安倍川の 長い その 撟、 . 

今 は 照る 日の もと を 

3^ で ゆらゆら 渡る、 


〇 
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その 次ぎの 汽車 も 待たず に 

もち；： ：- ね  い つさん 

用宗の 宿へ 一 散 U 


など この 儘に 過すべき、 

富士の 麓に、 富士の ごと 

動かで あらば 雪 も 消な むに、 

とても 消 ゆべき 雪なら ぱ 

わが 立ちし 後に 消えよ かし。 

あまりに 心 は 傷つきぬ、 

傷 手に 電 なるこの 傷 手、 

いま は 都に 癒 ゆるの み。 


ひとたび 西 を 逃れ 来て、 

またもや こ こに 遙 ると は、 

いかに 箱 根 を 越 ゆべき か。 

わが 身に まと ふこの さだめ、 

.5 さは ぢ 

思へば 身の 恥、 生 恥 も、 

ただ その 智慧の 足ら.^ ばよ" 
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よし、 か へらな む、 

賢から むは、 それの みぞ。 

寂しく も、 荷物 まとめて 

用宗を 立ちし その 人、 

いかに あはれ に 見えたら む。 


われ は サディスト、 マ ゾフィ スト、 

自分で 自分 を いぢめ るサデ イス ト で- 

自分に いぢめ られて 喜ぶ マゾ フィス 

入 は 女 をく ろしめ る、 

女に 苦しめられて ほく そ ゑむ、 

われ はわが 手に われ を 打つ。 


かくて 十 年 は 空しく すぎた、 

淸く、 やさしく、 美しく、 

ひかへ 目に、 また 押强ぃ 

あまたの 女 を 見す ごして、 


ただ、 自分の 世界に 閉ぢ 籠り 

われと わが 身 をし ひたげ て。 

だが、 今 はわれ も 女に サデ" スト ぞ_ 

女の ための マ ゾフィ スト。 

大阪、 神 戸の マ ゾフィ スト、 

女の 荷物 を 持って 喜んだ。 

ここで は 君が 持って くれる、 

君 はまこと に 女らしい 女、 

われ を サディストに してし まふ。 

甘い ささやきで 足らぬ もの 

皮肉と 毒舌が 注ぎ 滿 たす。 

やさし い 愛撫で 足らぬ もの 

荒い こい、 ふしが ゥンと 足す。 

flsM で 言葉の ナイフ もて 

刺しつ 刺されて 喜んだ。 

ここで は 君の その 隱、 

影の It  く 曲 


われ を灼 きたり、 身を灼 いた。 

人な き 部屋に 

ふたり ゐて 

もの 云 はぬ 時の 

きみ 力 眼 は 

など かく 熱く 

身に ぞ、 ぬむ。 

あまりに 燃えて 

なまめ けば 

戀の おも ひの 

なき 人 は 

燃 ゆるお も ひに 

くるしまん。 

抑へ てす ぎし 
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人なら ば、 

われ をお ろかと 

おも はずて、 

さし 向 ふべき 

人なら じ。 

もの も 云 はずに 

ふたり ゐて、 

なすべき ことの 

外にな き 

人と し 今 は、 

われ も 知る。 

思 ひかけ たは 

深山の 白百合， 

折る にと どかぬ 

崖の. 


われ を 誘うて 

岩へ と 靡く、 

靡く すがた を 

見た ばかり。 

行けぬ、 手 折れぬ 

！ * やま 

深山の 白百合、 . 

なぜに 山 行く 

眼に ついた" 

見れば 眼の 毒、 

手 折れぬ 花の、 

山 を 下れば 

忘らり よか。 

異國の 衣 を 身に まと ひ 
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孔崔の 如く 裝 へど、 

rt- やまざくら 

裝 はぬ 深山 櫻の つつまし さに 

心 引かる る 女よ と、 

新ら しき 女と 人 は 指させ ど . 

P する 時 は つ つ ましう 

古き 古き 日本の 女よ と、 

きみ は その かみ 語りし か。 

きみ はまこと や 日本の 女、 

モダ アンなら で、 江戶 情調、 

じ S 

まろり と 淸にほ だされる、 

黑糯 子の 襟、 銀杏が へし" 

意 氣な湯 上り 中形に 

白い 素足 もす つきり と、 

ふたりです し屋も 開きたい 

きみ は 小 意 氣な町 女房。 

影 の^く 曲 ， 


きみが なさけの 手料理に、 

口と りまで も氣が 利いて、 . 

さすが 名 古屋の 下町 娘、 

世帶 持ちよ い 色女 房。 

ひとりず まひの 寂し さ を 

あんなに 訴 へられて ゐて、 

それで どうして 知らなん だ、 

知って どうしてす ッ 込んだ。 

一 廻り 下の 九 紫です のね と 

心 ありげ に 云 ふ 壁 上 土、 

いま はつつ みの 切れた われ、 

水 は 流れて、 土 浸す。 

土 は 浸せ ど、 とめる 金. 

つら 

今の 辛 さ を 聞けば 聞く ほど， 

われ は 憎まれ、 きみ は 折 橙、 


〇 
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あるじ は會 はず、 われ は 返 IT 

何處へ 行っても、 もう 遲ぃ、 

何處へ 行っても ぶッ 突かる、 

ぶッ つかって はけし 飛んで 

飛んで かへ る はもとの 巢 よ。 

花 は 手 折れず、 身が 折れる、 

木に は 攀ぢれ ず、 地に 落ちる、 

おそ かりし 由 良の 助、 

お あ ひにく さま、 おへ ま illllo 


酒の 醒めぎ は、 戀の 醒めぎ は、 

氣 もちが わるい、 重苦しい。 

醉 つたう ち は 愉快 だ。 

しらふな らばき つかり、 

この 醒めぎ はが 一 番 わる い。 
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ふっか ゑ ひ は、 たまらない、 

どうしてい いか、 わからない、 

胸が む かづく、 頭が痛い。 

莫迦め、 二日 醉は 何でもない ぞ、 

迎へ酒 を 一 杯 やれば、 す つ とする よ „ 

一 

迎へ 酒、 迎へ 酒、  一 

戀の ふっか ゑ ひに も迎へ 酒、 . 

わる ゑ ひなら 朝酒よ。 

そこで 女で へど 吐いた 奴が  ； 

また ぞろ 女に 引掛 るの を  一 

莫迦と 笑 ふの はよ すがよ い。 一 

一 


本を讀 むより 女を讀 むと、 

大切な 本 もた たき 賢って 

戀の 旅路に 出た 男" 


、は 見かけに よ h ぬ もの 

あんな 眞 面目な あの人が、 

さても 情痴になる もの か。 

なれば な りやこ そ 男に なれる。 

それが 出来なん だば かりに おれ は 

人に 押され、 つぶされて 

隅の 男と なり 果てし。 

いま はやみく も、 何のく そ、、 

これが 修業 だ、 男の 修業。 

情痴の 底まで 行って みる、 』 

行って 駄目なら 引返す、 

車輪に 引つ かかったら、 そこで 死ぬ- 

あんまり 本を讀 みすぎて 

少々 莫迦に なり かけた。 

太-よ， おさらば • もう 讀 まぬ、 

これから はもう 生きた 本、 

女 ごころ を讀 みに 行く。 


女心 は 不思議な ものよ、 

妻 を 打 捨てて とち 狂 ふ 

うかれ 男 は 厭やが る箬 を、 

どんな 堅氣の 女で も 

そんな 男に 氣を 引かれる 

あぶない 男と 名が 立てば 

女は惹 かれて 寄って くる。 

おれが 堅氣 であった 0 に は _ 

ド から 見上げて うやまうて 

かたくなって ゐた 人が、 

心く るうた 男の まへ に、 

い まは氣 やすく 膝 を 寄せ 

心の 祕密を うちあける、 

ばつと その 眼 は 燃え 上る、 

堅い と 見える 人で さへ。 


女心 は 不思議な ものよ、 

それ をき は め てき はめえず、 

いつにな つても、 けつ まづ く、 

それが 男のお ろか さよ、 

思 ひも かけぬ その 人が 

最後の しきり を 踏み越えて、 

燃えぬ 女が 燃え あがる、 

女心 は 謎 だもの。 
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あまりに 早い その テンポ、 

錤座 文化の その テンポ、 

かの 風の 日に 突き 切りし 


きみが 歩みの その テンポ。 

相 許しつ る あけの 日 は 

はや 西ぐ にに か へる とて、 

銀座 步 きに 競 ひて し 

ふたりの 戀の その テンポ。 

いまの 日本の その テンポ、 

みんな あの 日の 風の あし、 

きみが あしに も 似通 へ る、 

われ も 時代の 戀を する。 

喘ぎ 喘いで ついて 行き 

何の ためとも 知らぬ モガ、 

モボは マ ルクス， ボ オイ 組、 

シネマ 文化の その テンポ。 

きみの 歩みの 早い こと、 


g;? きすぐる スクリ イン の 

その おもかげの 花に 似て、 

すぐに 熱し てす ぐ さめる。 

ただ やみ くもに 馳せ すぐる 

B 本の、 昭和の、 時世 相、 

されば ぞ戀も 高速度、 

息 たえだえの その テンポ。 

X 

急行列車の 戀を する、 

西と 東と、 かけ 持ちに。 

會 へば 別れる、 さつば り と- 

ひ  ぶ. * 

別れれば 呼ぶ、 その 日 文" 

シネマ • ファン の戀 をす る、 

なつかしの 國、 夢の ひと、 

クラ ラ* ボウのお てんば も 


につと 笑へば、 も. T 消える。 

鍵 詰 文化の 戀を する、 

あらん 限りの 款待に 

鑲を あけたら、 それつ きり、 

五 年し まった 戀の 食卓。 

マ ルクス っホ オイの 戀を する 

階級 鬪爭、 共 達 主義、 

その 戰術 よと ごまかして 

剩餘價 値の 戀を する。 

X 

いつも 心に はびこれる 

草 は 刈れ ども 刈り きれず、 

雨の あとに はまた 芽ぐむ、 

あまり その 根の 深ければ。 


ただ、 この 草 を 刈りつ くす 

それ をつ とめの わが 生、 

草 は 刈れ ども 根 はの こる、 

あまり、.： J の！! 曰ナ， 

深く 心に 棂を おろす 

その 草の 名 は 何な らん、 

春 も 夏 も、 秋 冬 も 

しげりて やまぬ 毒の 草。 

いのち 蝕む 草の 毒、 

心さい なむ 毒の 花， 

戀 かや、 名 かや- 怨み かや、 

それ は 花の 名、 草 は 死の 草。 

また 行か じと は 思 ひし を、 

おも は ぬ 事に つ ま づきて 


痛む 思 ひの やり どなく、 

ただこの ままに 西 さして 

走り 行かむ とさ だめし か。 

西に て 受けし 苦しみと 

充 たされ ざり し 寂し さ を 

や はらげ むと て來 しもの を、 

さらにい やます 切な さに 

またも 元 へ と 向く 心。 

され ども、 今 はよ しなし や、 

迷 ひの 迷 ひ、 闇の 闇、 

おも ひ あきらめ 歸 りし は、 

さすが 男の 智慧 分別、 

まだ 脈 ありと 思 ひしが。 

歸れ ばいかに、 都に は、 

ゆ ゑな き iJ? をうた が は， d、 


家の 波風 あらく して 

かくて は堪 へぬ その 三日、 

又もや 西に 逃げ去りぬ。 

西 は 心の 巢 にあらず、 

胸 を そぐ と は 知る もの を、 . 

いや 寂しと は 知る もの を、 

これ を 限りの 手 を 打ちて 

長く その 根を絕 たまし と。 

手と 手に 投げつ 受けら るる 

キヤ プチ ボ オルの 球の ごと、 

かくて はいかに 果 つるべき、 

今はォ ー ルか、 ナヴ シン グ、 

それ を定 むと 馳せ 行きぬ。 


梶原源 太が 二度の かけ、 


生 田の 森の 梅の 花、 

それ は 昔の 戰 ごと、 

いま は 戀ゅゑ 二度の かけ。 

前 八 年に、 後三年、 

それ は義 家、 奥州 征伐、 

？ Q つ _ ぐ ねつ 

われ は 君 ゆ ゑ、 三月、 五月 

はじめは 十日、 あと 二日。 

矢の や， r- に 行って、 また かへ る、 

矢の やうに 歸 つて、 またも 行く、 

君に 惹 かれて、 傷 を 受け、 

家 をお それて、 落着かぬ 


家 はお もちや 箱、 引つ くり かへ し * 

緣の 下まで ロケ ェ シ ヨン、 

西 は 西で、 やり 込め 合 ひ、 

いつ 打 死の 覺 悟した。 


梶原源 太の 花い くさ、 

いうに やさしい^! H の 

さすがな さけ は 知る もの か、 

花 を 散らさぬ 戀も ある。 

花 は 散らさぬ、 われが 散る、 

家 はこ はさぬ、 われが 死ぬ、 

いつも 空しい 鐵砲 玉、 

首 を 取らずに、 また すんだ。 

五月 は 三月よりも 一 層 憂 ま だ。 

三月 は 花の 夢、 

苦しい 中に も 心 は 燃えた。 

夢 かとお もうた その 夕、 

むなしく 人の も のぞと 見す ごせし を 

今 はおの が ものよ と 抱きし を。 


I 一  六 

五月 は靑 葉、 蔭 ふかぶかと 

心に 落す 影の {- ^しさ。 

かなしく、 暗く、 ほそぼそと、 

夢の 名 殘りも 煙と なる、 

ただ 一 本の！^ の if 

三月の 人 は をと めの 輕き たは むれ、 

その を さな さは 心 を 焦 立た せし が、 

思 出た のしき 須磨明 石、 

阪神の ゆきか へ りさへ 若 かりし。 

五月の 人 はいつ も 母、 

兩 方から そのい とし子の 手 を 引いて 

+戶 屋川邊 のさ まよ ひに、 

父なら ぬ 父のお も ひ は 

何とい ふ 不思議な もの か。 

この いぢら しく も 可愛い 子供、 

それが いちばんの 强敵 だと は。 


五月 は 三月よりも 憂攀だ と 

よく 知って ゐ たれば こそ、 

行く を 担んだ、 行く のがい やと 

度び 度び 云って はやった もの を、 

それで どうして 行った の だ。 

やつば り 未練 か、 されば こそ、 

きつ と來 るに 違 ひな いとい ふ 自信、 

今日 あたり いらっしゃる やうな 

氣 がして ゐ ましたとの その 挨接、 

やっこ 

これが あはれ な 戀の奴 か、 

行かねば ならぬ はめに はなった ものの" 


行けば 果して、 いや 苦し、 

憂 1! の 底の をり と はこん な 味 か、 

それ をぐ つと 飮 みほして 歸るは 1^ し、 / 

{t^- しき 夢の ぬけがらよ。 

五 年む かしが なぜか へらぬ ぞ、 ， 

おれの 子供で ない 子供、 

彭の iS  く 曲 


その子に 親しまれた 小父さん は 

昔な まけた ばっかりに 

お ま へのお 父さんに なれなん だ、 

今は戀 より 父の 修荣、 

母は戀 より子 育て ぞ。 


X 


つお 


三月 は ひと 日の 夫な りし、 

五月 は ひと 日の 父な りき = 

三月 はた だ 苦し かりし が 

五月 は 悲しく なさけなし。 


いつまでも かくてい つまで 

われ を とらへ て 離さぬ か、 

われ を なさけなき 身と なして 

男に 持た むと おもへ るか。 


妻に も はなれ、 家 も 捨て、 


1 一 七 


阪神 間の 片 ほとり、 

世 を味氣 なく 柁び 住みて、 ， 

たまの 逢瀨 をた のみに て。 

何て 蟲の いい 女 だね え、 ， 

それが そなたの 愛情 か、 

そなたの 生活 を 飾る ため 

われ は镯 りで 住むべき か。 

いやいや、 もう やめ だ、 ， 

三月 は 夢を見に 来たが 

五月 はふつつ り 切りに 來たノ 

末た のみな きこの 戀を。 

銀座 通りに、 新 宿に、 

春の あらし も 何の その、 

少し 外輪に あし はやく 


きみが もすそ は ひるが へる。 

人目 をぬ すむ 忍び 會ひ、 

その 火 あそびの 火が ついて、 

つい 飄簞 から 駒が 出た。 

声屋 川から、 梅 田まで、 ， 

夜の 大阪、 心齋撟 筋、 

淀屋 橋に は鬆 藤の 

波に 搖れ たる 忍び 酒。 

てぶくろ 

神戶元 町、 舶来の 手套の 指、 

やや 短 かき を かこつ ほど 

長き はきみ が 指ば かり。 

三つの 都 を ゆきかへ る 

春の 出 會ひは 夢の あと。 

いま は 川邊の 松林、 

松の みどりに、 隱れ 花、 

毛蟲も 這へ る 五月と なりて、 


ランデ ゲゥの 名 はよ きも 

111, の 子供 を つれし ひと。 

言ば つかり、 よその 小父さん 

好いて しきりに 話しかける 

子供 を 抱いて、 手 を 引いて、 

サ ラリイ マンの 日曜 氣 取り、 

こんな 出會ひ か うれし V 力 

それでも うれしが ると 思 ふの か。 

でも、 仕 方がない わ。 


仕方がな いと、 いへば すむ、 

ごめんなさい ねと、 いへば すむ。 

それでも、 こんなにし をら しく 

男に 詫びた ことのな いひと、 

それが せい 一 杯の きみが なさけ か" 

とんだ 女に おれ はかかった、 

とんだ 男に わたし も かかった わ。 

影の 蹈 く 曲 


X 


靑葉 かげ 

あまり 深くて、 - 

ひと 顏も 

主 円く  ふる へ る 

さっき 闇、 

中に さまよ ふ 

きみの 眼 は 

メヅサ に 似たり、 

ひと 目み て 

入^^死ぬとぞ、 

あからめで 

われ は 向へ ど、 

死に もえぬ 

この 女 こそ、 

メヅサ より 

われに 恐ろし。 
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きみ は マノン か、 

カルメン か、 

ヘッダ か、 あらず、 

をと めに て 

よろこび よみし 

「.i 戀」 の 

ジ ナイ，.' ダ よと 

うちわら ふ。 


若き 男と 

遊びても- 

きす つく ことの 

なかり し を、 

など とら へしと 

いふ もの か、 

われ ぞ こよな く 


きずつく を. * 

雪に は 雪 を 

加 ふと ぞ、 

花に は 花 を 

重ぬ とぞ。 

戀は戀 ゆ ゑ 

いろ 挺する、 

罪 を 消すべき 

罪 はなし。 


おろか はわれの 

なれ ど、 

力く は 力り と は 

知ら ざり し 0 


あ yr, ま 

鷺は雪 間に 

身 を かくす、 

われ は 入 ゆ ゑ 

あら はるる" 

X 

鐵ょ 火なら で 

殺へ 得 じ、 

赤く 燃えた る 

火なら では。 

男 は 熱く 

燃え あがる 

戀こ， あらず ば 

鍛 はれ じ。 


堅き 岩 を も 

打ち割る は、 

髟の nt 


曲 


まデ しく 落つ る 

錢 の IT 

男 ごころ の 

かど .、 

1^ とる は 

やさしく 撫づる 

女の手。 

おもちゃの ビ ェ 口 

棚に かけ、 

ビ ェ 口と 並びて、 

鈴 を 振る。 


二人の ビ エロの； 

道化 顏、 

老いの ビ ェ 口が 一 

なほ を かし。 


昔 は戀を 

はかなみ て、 

世 をば 遁れて 

山に 入る。 

今 は 巷に 

立ち 出で て、 ， 

恥 を わすれて 

を どり 出す 0 

ままに ならぬ が 

浮世の つねよ、 

ままに なるなら 

死に はせ ね。 


じ.！？ ぎし や ふ 


I  ニニ 


i 常、 

とかく 浮世 は 

うらおもて 

裏表。 


浮世 は 七 分 

三 厘よ、 

これが ほんとの 

智慧 だもの。 

よしや わざ くれ、 

身 は 朝が ほの 

夢の 浮世に 

ひと を どり 0 


淺草 の 觀音樣 も さぞ や を か しかろ * 

添へ ぬ を 添うた 仲の よに 

お 禮まゐ り はふたり 連 ，5^ い 


戀ぢゃ ござらぬ、 男の いのち、 

死ぬ るいの ち を 取りと めた、 

そのうれ しさのお 禮まゐ り。 

願掛け をした 歸 りに、 立った 茶柱、 

うれしと 見た 宇治の 里 の 奥座敷， 

今 は 無事に 戾 つた 亭主と さし 向 ひ、 

ほっと 安堵に 淚 ぐむ、 

こんな 女房 も ある もの か。 

女心の いぢら しさ、 なぜに 何とも 思 はぬ ぞ。 

思 はぬ ので はない けれど、 男の よ、 

なれば なれ、 ならず ば 死ぬ る やけ ッ くそ、 

とめて とまらず、 ふみ 迷 ふ。 

昔 ふたりの なかだちして くれた 

かの 老 詩人の 云へ る こと。 

男が 三十 七から 四十す ぎ、 

心理的に も、 生理的に も、 

何でもかんでも やって みたい 


發 作が 起って とめられぬ、 

とめて とまらぬ もの なれば 

あぶない けれど、 やって みる、 

それが すぎたら、 もう 大丈夫、 

しゃんとした 男になります ぞと 

その 經驗 から 敎 へて くれた。 

さすが 老巧な 人の 言 紫， 

t 掌 を 指す やうに、 男の 氣 もち、 

赏劍な この やけ ッ くそ を 云ひ當 てた _ 

やつば り 平凡な 男の 歩く 道 か。 

■ の 人なら ば、 つい 何でもない 事、 

1 寸 食事 をして 來 たとい ふだけ よ U 

それに 命を瞎 けにした、 

あんまり 向きになる 男、 

その 一 向き を 純で いいと は 

どうせ 莫^ さと い ふ 事よ。 

女の 一人 や 二人で 死 もの 狂 ひ、 


まるで 二十 そこそこの 子供 だ な。 

當世男 はもつ と 氣輕で 要領が い い、 

見よ や、 かの 飛ぶ 鳥 落す 流行作家. 

パル ナノ ン+ン の 詩人で も、 

A は 二十 入. B は 十八 人、 

C は 十 人、 D は 七 入、 

女房 を 三 四度變 へても 平氣、 

妾 を 持ったり、 待合ぐ らし。 

それ は 働き の ある 人の 事な り、 

人力 とんな 事して ゐ ようと も 

それが 言譯に はなる もの か。 

世間 は 世間、 それで 罪が 輕く なり はせ ぬ、 

あやまち は あやまち、 恥 は 恥. 

なんで 儐ふ、 なんで 申譯 する？ 

死なん と 一 途に思 ひ 一!^, めて 

心に その 手 k をば めぐらした とき、 

死で 償 はむ との 覺悟 だつ た が、 


一 二 四 

死なずに おめお め 生きの びた 

今 はどうす る、 なんとす る？ 

今 も をり をり 死にた くなる、 

抑へ がたない 自己 嫌惡、 自己 苛責 から、 

いっそ ひと 思 ひに と は S ひつ つ、 

今 はさす がに、 身 を かへ りみ て、 この 莫迦め。 

ああ、 いっそ 莫迦に なり 切れたなら、 

鎗の やうに 尖った 心で 入 を 刺し、 

おのれ も 尖る 氷の やうに 溶け込んで 

溶けて しまへば もとの 水、 

罪 も 消える、 恥 も 怨み も あと もない。 

それが 出来ずに 戻って くる、 

戻らねば ならぬ 一 念、 願掛けて 

觀音樣 に まかせた いのち、 

この 網曳 きの 力に 曳 かれて、 

何とい ふこれ は 不思議な こと。 

裏の 鏡 摟で鎗 が 鳴る、 


男の 迷 ひに 月 も 出た、 

芝居が かりだな あ。 とんだ 芝居 だ „ 

世 をば 芝居と 見き はめて、 

大根役者で 生きよ 5 か。 


槍. 肆臺に のぼれない 

大根役者 は のぼれない、 

今 は 是非ない どん 帳 芝居、 

田舍ま はりの 馬の 脚。 

馬の 脚で も 役者 は 役者、 

手 ふり、 足 ふり、 眼 玉む き、 

われ も 役者と 看板 かけて、 

たまに 濡 場の 三枚 31。 


ぉ捥の 長苧、 のつ べらぼう、 


おしろ. 5 


あら を 塗り込む 白粉 も 


かくして かくせぬ 間拔づ ら- 

鎖 1  はかりが t:^ にぞ 立つ。 


まして 女形 は氣 誰り せず、 

つんと すまして 形ば かり、 

とんと 呼吸が 合 ひもせ ず、 

§i うつらず、 濡 れぬ 濡れ。 


™ に のぼれない 

大根役者の 是非 もな や、 

血糊 を べっとり、 銀紙の 

^<刀で芝居の腹切った。 


苦しみの ために われ は 生れた、 

苦しみ は 厭や だ、 われ は 厭や だ、 

身 を 燃やしても 樂 しまん、 

喜びに 死なん と 誓 ひし もの を、 


行けば われ ゆ ゑ、 戀も 苦しよ。 

どうに もなら ぬ、 罪に 生れて、 

われが 行きな ば， エデン も 地獄、 

燃え 盡 きて、 灰と 冷えな ば、 

苦しみ も 燃えて 盡く るか、 

いな、 消 ゆる は 火の み、 殘るは 苦よ 0 

女 を もて あそぶ わざ を 知らねば 

いのち を かけて 戀を 仕事に 、 

去れば 去らし め、 招けば 行いて ノ 

わが 拂 ふべき もの は拂 へれ ど 

きみ はいの ちを與 へねば、 

家 を 捨てても 凄ま ざれば、 

今 は 是非な し、 きみより さきに 

わが 好け る 入に 求めて 

共篌 まむ と は 思へ りし、 


I  二 六 

それ はぬ しある 人の 花、 

い つ でも 出る と は 云 ひながら 

やはり 義理 人情にから まれて、 

あに 

空と しなれば、 今 はいかに、 

行く に 行かれず、 戾られ ず、 

暫し ノィむ 四つ辻に、 心の たそがれ、 

さっと 理性の 風が 吹く、 

待てる 女の ある もの を 

なぜに 忘れて か へらぬ ぞ。 

おれ はたし かに 欺かれた、.， 

人生に 欺かれた と 思 ふ。 

だって、 おれが 眞劍に 働いて ゐた とき、 

おれ はた だ 人の 憎みと 蔑みと、 

雨の やうな 罵詈と を 買った ばかり だ。 

いのち 

おれの 生命が けの 最初の 仕事に 


最初の 石 を 投げつ けたの は、 

友と 名のって、 ころころ 笑って， 

毎日 おれ を 訪れ 來てゐ た 

おれの 一番 愛して ゐた 男で はない か。 

昔、 おれが 戀 をした ときに 

不道德 として 絕 交を宣 した 人が、 

のちに は 自ら 蓄妾 をして 

おれの 無能 を 嘲った とき、 

おれ はたし かに 欺かれた と 思った。 

だが 今、 おれ は 確かに おれが 惡 かった 

人の 罪で はない、 おれの 罪 だと 知る。 

おれの 愛 は 足りなん だ、 

おれの 智慧 は 一 層 足りなん だ、 

打 たれても、 罵られても 止む をえぬ。 

それが 厭やなら 死んで しまへ。 


おれ を 賢った もの は 世間で ある。 

おれ を 罵った もの は 全能で ある。 

それに 敵し なければ 死んで しまへ、 

死ね なきや、 何でも 出直して 來ぃ。 

顏を 洗って 出直せ、 出直せば、 

絕 望から 死 身で 出發 だ。 

虚無から 影の 出陣 だ。 

人の 言葉が 何の 價値。 

負けな、 負けな、 强く なれ。 

おれ は 影 だ。 

影 だから 何でもす る、 - 

影 だから 何でも 言 ふ。 

人 を 斬る、 

人に 斬られる、 

人 を 刺す、 


人に 刺される。 

かま ふ もの か。 

死んだ もの は、 もう 死なぬ。 

影が 勝 だ。 負けても 勝 だ。 

おれ は 影 だ。 

影 だから、 今は圖 太い、 

影 だよ と、 おれ は 居直る。 

影 を 斬れ、 

何の 手 ごた へ？ 

影 を 刺せ、 

レ きち 

何の 生血 ぞ？ 

勝手にし ろよ。 

おれ は 不死身よ、 やって来い、 

ゃッ つけて みろ、 笑って やる。 

おれ は影ぢ やない、 

生きた 人間 樣だリ 


I  二八 

血 も 出る よ、 淚も 出る。 

だが、 もうへ こたれ ぬ、 

おれ はおれ 樣、 唯一 の 自我よ、 

このお れ樣を 何とす る？ 

臆病で、 弱蟲 で、 はにかみやで、 

あの みじめな おれ はどうし たえ？ 

何處 かへ けし 飛んで しまったよ、 

今 はおれ 樣、 何とで もしろ。 

生きな ば 生きよ、 だが、 何のた め、 

あの 大騒ぎ は、 ぜんたい、 何のた め 0 

家のう ち は 蜂の 巢 をつ ついた 騷ぎ、 

* も賣 飛ばし、 仕事 も棄 てて、 

西へ 走り、 小 走り、 また 走って、 

命 は 無い ものと 覺 悟しながら、 

また ぞろ逆 屍り で、 氣 がきかない、 

元の 本 • 阿彌 で、 それでい いの か。 


苦しみ は 二倍に なった， 

幻滅 は 二重に なった、 

それでも やつば り 生きる に は 

どんな 理由 付けが あるんだ？ 

なんにもな いよ、 外に はない、 

おれ は！^" ぬ 機 會に會 はなんだ の だ、 

そこでもう 今 は、 きたいんだ。 

死ねない のなら、 それ もい いが、 

家を亂 し、 世 を 濁し、 

人 を 苦しめ、 己れ を 苦しめて、 

今 は その 罪 をなん とする？ 

仕方がない、 おれの せゐぢ やない。 

勿論、 おれの せゐ では あるが、 

何 かが おれ を 誘 ひ 出し 

何 かが おれ を 愚弄して、 

死の 突端で、 ふり 棄て たの だ。 

さ 5 でなければ、 死んだ おれ だ、 


ひとりで 死なう と 思った の だ。 

女が ほんと にブ ンプ ならば、 ， 

それでも 逃げて 歸らぬ ほどに 

おれが ほんと に えら い なら、 

花より さきに 散った！ in だ" 

死ねない、 死ねない、 まだ 死ねない 

おれ はま だ 役目が すまな いの だ" 

きっと、 まだ 途方もない、 

莫迦な、 奇拔な 役 nn が あるんだ よ。 

どうなる 事 やら 知らないが、 

とにかく、 おれ は それ を やる、 

どんなつ まらぬ 役 0 でも 引受ける" 

文學 と哲學 とに 失敗した 男、 

死と 戀に 失敗した 男、 

それ で まだ やる 仕事 は 何 か？ 

サンド ヰ ツチ マン か、 活辯 か、 

口 さきば かりの マルキシスト か、 


太鼓た たき か、 提灯持ち か、 

知らない、 知らぬ が やって みる、 

とにかく、 莫迪 はいくら でも 盡す。 

おれ は 賢者で ない、 學者 でもない、， 

敎師 でもなければ、 哲人で もない、 

思想家で もなければ、 宗教家で もない、 

英雄で もなければ、 聖者で もない、 

ただもう やくざな の らくら も の 、 

ただの ルンべ ン* インテリゲンチャ、 

社會の 暦、 害蟲、 穀 つぶし、 

それが わるけ り やつぶ してし まへ。 

い 事に は、 デ モク ラシィの 時代、 - 

最後の 一 人の 生存 權 とやら を 

おれに も 主張す る灌 利が あるら しい。 

だが、 いかに 理想的な 國 家 だとても、 

働かざる もの は 食 ふ ベ か ら ず だ 0 

さあ そこで、 おれ は 何でも 動く つもり、 
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この やくざな 奴に 出来る 仕事 をよ こせ。 

婦人 蓮 動の 大 たてもの、 

山が 崩 れ て もび くと もしな い 

£っ と 

えらい 女の 良人と なって、 

仕事 もせずに 十 年く らした 

心 弱い 友の 語った あの 夢よ。 

頭の 中が 大地震、 

高い 建物が ぐらぐら 倒れ 

めちゃくちゃに 崩れ 合った、 

さ て も 恐ろ しい 夢 をみ たも の だ。 

あの 大震災より もっと 恐ろし い 

頭の 中の 大地震、 ■  • 

それが 今 おれに 起った の だ。 

おれの 頭が めちゃくちゃ になって . 

十 年、 十五 年 かけて 築いた 

その 建築 も ゆらゆらと 搖れて 崩れる。 


おれの 地盤が や はら かすぎ たか、 

ま た は 震動が 激し すぎた か、 

崩れる、 崩れる、 木ッ葉 微塵、 

理想 も、 信念 も、 思想 的 立場 もノ 

今 はめち やめち や、 落花狼藉" 

これ を どうして 建て直す。 

これ を どうして 盛り返す。 

それが 出來 るか、 この 氣 力で、. 一 

この 健康で、 この 落膽 で。 

何 をしても 駄目 だ、 

やる だけ 無駄 だ、 

その 絕 望が 犇々 迫る， • 

その 自棄 心が 胸 を 嘴む。 

莫迦め 何たるめ めし さぞ。 

わね は 

弱蟲。 何たる 弱音 を 吐く ぞ。 

頭の 中の 大地震、 

やわな やくざな 市街 はぶつ 潰す、 ， 

へまな ポロ 建築 をぶ ッ 倒す、 


丁度い い 工合 ぢゃ ないか、 

願っても ない 大掃除 だ。 

間に合せ もの、 ごまかし もの- 

きれい さつば り 片付け て 

これからが 本 當の大 仕事， 

本建築に 取り かかる、 

それが 男の 腕 だめし。 

やって みろ、 やって みろ、 

絕望は 丁度 門出よ、 東海道 は 

五十三次 日本 橋、 

京の 三條 でお 茶飮 まう。 

絕 望したなら しめた もの、 

自棄に なったら 話せる ぞ。 

その 捨鉢の 糞 力、 

それで はじめて 天下 無敵、 

こ はい ものな し、 . 

ゃッ つけろ。 

入が しなけ り や 
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おれが やる。 

何 だ、 突いて くる、 ， 

突き かへ す。 

くたばる まで は 

くたばらぬ" . 

さあ 来い、 

ちくしゃ ラ 

畜生 ッ！ 

五月 二十四日 I  二十 五日 Ga- 京) 


第 三 卷 

わが 苦悶 錄 

—— いかに 時代 苦に 生くべき， 


第 一 編 

富士の 裾なる 人に と はが 記せし 言葉、 

今 も 鳴る、 わが {1^ しき 胸に。 

あの 折り 申した 事 ども は、 

行きが かりからの 言葉と して 

みんな 水に 流して 下さい、 

ただ、 これから は 一人の 友と して 

あなたの 生活に 變 化の ある 際に は 

しんみの 御 相談に ぁづ かります が、 

今 まあな たにす がる 思 ひも 斷ち、 

西の 國 なる 人と も斷 ち、 

前半 41^ をき れい さっぱり 葬って、 • 

戀ゃ愛 や、 苦しい 事 は、 

みんな 忘れて しまって、 


やつば り しづかな 生活に かへ るつ もり， 

i;^ しく やり 場の ない 氣持 ながら 

それ は 自分の 弱さです、 

僕も强 い 男に ならう と 思 ふので すと。 

置 25! の 宿に したため しその 文、 

^さで なぜに 破りし ぞ。 

今 は それさへ あだと 見た、 餘計 な^よ、 

おのが 心に 誓へば よし、 

かく 云 ひやる だけな ほ 弱い、 

なほ 未練が ある， 心の 惹 かれる 證據、 

我が 見て すら も、 愚 S なり、 ただ 默 つて 

默 つて. 追つ かけて くる 文に も 答へ ず、 

五月 かぎりに 死んだ 人、 

戀の狂 ひに 死ぬ とき はめた 

まさしく 戀に 死んだ 人、 

文に 答へ ず、 文 を も 破り 

今 は { 人』 しい もぬけのからよ、 


今 は 心に もうなん にもな い —— . 

かくてす ベて は 失 はれたり、 

失 はれて、 のこる ものな し、 

殘る はた だ、 苦み よ、 痛みよ、 悔いよ。 

われ を戀 へと 驅り 立てし 苦よ、 

世に 傷つきし 幻滅と 敗北の 苦よ、 

その 苦悶 は 消されず、 殘れる もの を。 

昔ながら の その 痛み、 

で ，？ づ 

この 年 出水と 溢れ出し 苦よ、 

すべて { 発しくな り 果てて 

いやましの 力 もて われ をせ めぐ を。 

その 苦しみの 何 なれば か くも 强き、 

時代の 苦、 時代の 激しき 波濤の 中に 

もまれ もまる る捨 小舟、 

いかに 破れて 流る る を。 

世 をば 捨て、 世 をば 離れず、 

なほす がりつつ 坐き る ものの 苦 


風 は 何 處に身 を 追 ふぞ、 

なんどき 

波 は 何時、 くつが へす。 

いま は 死 さへ も われ を 捨てし か、 

苦 は 捨てざる に、 捨 つると か、 

二倍の 力 もて われに 迫る を。 

「やった ナ I 」 とわれ は 叫んだ、 ， 

去年の 七月、 芥 川が 死んだ とき、 

人に は 云 はね、 心の奥に 

も 食 ひ 入る ものが あった。 

あの 騒ぎの 中で、 何たる 寂し さ、 

さすがに 彼 だと 見上げた 心、 

ひ と あし 先き に やられて しまつ た、 

當分 おれ は 死ね なくなった、 

死 を 制 しられた とい ふ 思 ひ。 

彼 もい かに か惱み 通せし、 

二 年越しの 計畫の 周到 さ、 


芝居、 技巧 も 咎め ざれ 0 

冗談で 人が 死ねよう か、 

ただの 技巧で 死ねよう か „ 


間口の 狭い 店 を ひらいて、 

上等の 菓子 店 出して 

前垂 かけて すわって、 

ただ 一 品 だけ を賫 つて ゐ たかった と、 

おなじ 江戶 ツ子の 親しみ もて、 

わが 友に 彼 は 語りし とぞ。 

彼 は あまりに 眞 中に 出て、 

あまりに 間口 をと りすぎ て、 ， 

あまりに 高く 賈 はれす ぎて、 ， 

その 苦しみに 倒されし。 

われ は 彼 ほどの 才も なく、 

あまりに 軒の 狭き が 中に 

隅の 隅に と 押し やられ、 

日の 眼 も 見ぬ に 萎れし か。 


隅の 人よ と、 なほ 1: に 逃げ込んで、 

ひとりの 世に ぞ閉ぢ 籠め し 

その 隱れ 住む 寂し さよりも、 

そ の ひとり 行 ひすます を 生袁氣 も のめと 

麻 街 遊ぶ プ チ っフ ル 文士に られ、 

その 獨善 を、 個人主義 を、 

^氣 なプ ロレの 人に やられて、 一 

はさみ 打た るる 苦し さよりも、 

この 道行く も 甲斐な しと、 

自ら あざむく 迷路 かと 惑 ひそめて は、 . 

出で む、 出で む、 世の中に 出て 

人に 立 交りて 働かむ と 

思 ふ 心 も、 今 は 是非な し、 

封 じられ たる は虚榮 心の み、 

眞似 とし 見る も 潔く 死な ん と 思 ふ 心 と、 

しばし 心に 鬪 ひしが。 


自ら 恃む ところなければ 

死ぬ ぞ こよな き 生と 見し、 

死なず ば われ は 生く る を 得 じ、 

生 はお のれ を いやしめて 

世に つまらなき 者と する。 

前科者 の 如くに も 虐げ ら れ て 

日 薩 の 男と 生きむ より、 

世に も抗ら ひ、 入も棄 て、 ， 

罪 を も を かし、 火の 如く 

戀に 死なむ と 燃え立ちし。 

死ぬ ほど 愛の 强 ければ、 

女の 愛の 强 ければ、 

岩に 碎 けて 散る 波と 

さか 卷き 打た むと ねが ひしが。 

過 ¥ に {t^ しき 灰 なれ や、 

わが 十 年 は 何のた め 

何 を 努めて 生きて 來し、 


ゎがせし&の{.^|しさょ0 

物み なわれ を 滅ぼさん とて 

隅に 押し やり 斥けな ば、 

ぎゃ， 、て 

逆手 を 打って、 今 はわれから 

莉都 にこむ る 永遠の いのち 

飛行機 乘 りの 宙が へり、 

編の 上の. 輕 業師、 

悲壯 なる はた だ 

轉 落の 刹那の み、、 

1 0. すでに 粉徵麈 だ。 

その 一 瞬に 一 切 を 掛けむ と。 

sii あらず も 死なん と 思 ひし、 

死ぬ る覺 悟で 踏み越えし、 

命 を 賭けて 飛び出せし。 

ひと ひ 

人に ありせば 一 日の たは むれ、 

世 を 厭 ふ 心 久しき われ なれば、 


戀は まさしく 死への 誘 ひ。 

死を覺 悟せ で、 なに ゆ ゑに 

みちに はづ れし戀 をせ む。 

死 は 熟せり とお も ひし を 

戀は 生へ と 誘 ひし。 

塵の 世ぢゃ もの、 やみ もせぬ 

それ はおさん 茂右衞 門。 

世 をた は むれの 人の 戀、 

生へ 誘 ひ、 また 突き放し、 . 

生と 死と、 死と 生と に 

迷 ひ 迷 ひて やみば なし。 


若しも 女の 出で 來 なば、 

丙の 都に 佗びす みて 

を かせる 罪の あと ひきて 

生く る もよ しゃ、 世と 闘 ひ、 

日蔭の 戀を はぐくみて 


強く 生きむ と 定めし は、 

さすが 锶氣の 心なり しが、 』 

女 は 弱し、 救 ひも Ml し。 


と U 


かれは 返き、 これ は 止められ、 

ただ われひとり、 手 をば {t^ し. 

{41 しき 心、 燃え 盡 きて、 

今ぞ われ 死す、 死に はてぬ。 

ひとり 罪 をば 贖 ふと 

心に 染まぬ 業 もして、 

生く る 心を咎 むる か、 

あはれ とみる か、 卑しむ か、 

死に はてし 灰の 心に 

錢んの 生 を 生きむ とする を。 


X 


食堂車の 十二時 まへ、 

去る に 去りえぬ 最後の 客、 


ビィル に醉 ひもめ ぐり 來ず、 

窓の 外 をば なが むれば 

晴 きに 水の 音 高 かりし。 

fia^ 海道 はたより あし、 

され ど 死にた る 入 も あり。 

トラ ンク のみの 殘 りなば 

手紙に のこる わが 名前 

黑き 活字に ふる ふべき。 

もし 北陸の 線なら ば 

かの 親 不知の 岩の 上、 

わがな きがら は碎け てん。 

ビィル の 苦き 舌 ざ はり、 

醉ひ をな さずに 立 去りき。 


1 挺の 剃刀 あらば 

頸動脈 を斷 ちてんと、 
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男らし き 死 とぞ 見たり し 

川上 眉 山 を 思 ひ 出で しが、 

なほ 殘る もの あり、 惹 くもの あり。 


3 は め 

ひ 極て 眠りし が、 

さむる 眠り ぞ 是非 もな し。 

東京 驛に 下ろされし 人の 惱 みよ、 

たは むれ 事と は 思 は ざれ、 

などた は むれに 死 をば 思 はむ。 

都いで たつ その 午後に、 

庭のお もて を往 きかへ り、 

牛： きて 歸る か歸ら ぬか、 

またう ち 見べき 木かぞ とて 

撫でし はまろ き どう だ ん の 

芽 はな ほほのに 紅 かりし ノ 


i 
I 


死なば や 死なむ、 生きて なほ 

T 一十 年な に をな すべき か、 

なす も S. 斐 なき 世なら ば と 

死ぬ るいの ちを投 ぐると て、 . 

生れ 出づ べき 芽 を 撫でて 

わが 眼 はいかに うる ほひし。 

いま は靑 くも 繁り けり、 

夏の すがた は 庭 を こめ 

緣 さきに 敷く 花 f 延に 

すだれ を 垂れて 打 水の 

凉 しき 風に ゐ むかへば、 ， 

おひる  , > 

白日の 夢に 醒めし ごと 

藶尾 川邊の ゆきかへ り、 - 

賤機山 も 夢 なれ や、 

戀には 破れ、 身 はや ぶれ、 ， 

心 も 裂けて、 ながら ふる ， 


わが さだめ こ そ あやし けれ、 

死なれぬ もの か 人の 身 は。 

心 W 者の 片 はしの 

生 恥 さらす 日本 撟、 

非人の 中に おとされて 

^くる 心 はいかな らん。 

なほ 生く る もの、 生く ると て 

そしりい やしむ 人 あらば 

人の なさけ を 知らぬ 人、 

死骸 を さへ も むちうつ か。 

戀を 果てまで 行けば 死ぬ、 

戀が 死ぬ るか、 身が 死ぬ か、 

身が 死んで 戀を 生かした る 

心. S- 者 は うれしき を。 


1 人殺して 身が 生きる 

戀の もぬけの あさまし や、 

あさまし けれど、 弱 けれど、 

死ねぬ いのちの なほ あは， rio 

ャ ベ 

世 渡る 術 を 知ら ざれば 

欺れ て われ は 死 を 思 ふ。 

なす 事す る 事 みんな 駄目、 

死ぬ が 唯 一 の處世 法。 

正直 まともに、 閉まった 門の 

あくの を 待つ てゐる ひまに、 

後から 來 たもの、 もう ゐ ない。 

中で は 笑 ひの 聲 がする。 

みんな 裏口から 入った の だ" 


ぢ だんだ ふんでも 追つつ かぬ。 

みんな 利 巧に 立 廻る。 

利 巧で なければ 生きられぬ。 

それが 此の世の 不文律。 

おれ は 駄目 だ、 おれ は 厭や だ。 

そ の 駄目な ところが ねうち だ と 

買って 下さる 人 も ある。 

おれが 困れば 困る ほど、 

おれの ねうちが 上る のか。 

家 を 捨てむ と 思 ひし 男、 

家 どころ か は、 名 も、 業 も、 • 

命棄 てむ と 思 ひし 男- 

なん の 未練が ある もの  か  0 

ままに ならねば、 死ぬ のが. K 望、 

棄 てる 命 は 一 っぢ やな いか、 
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死ぬ るつ もりで 戀 をした. 

+-プ ライム 

痴も 至り 盡 せば 莊嚴 だ、 

だが 至らぬ、 至らぬ、 至らで がんだ、 

W 半端で、 逆戾り 


硏究 招に と、 歐羅 巴から、 

長年 かかって 集め、 取 寄せた、 

糞 や 死骸の いろした 書物 

ぎっしり つめた 書棚 を 後に、 

古い 机に またむ かふ 男。 

ぼやけた 面よ、 くすぶ つ た學究 面、 

なんの 變哲 もない 奴ながら 

今 はむかし のおれ ぢ やない、 

名譽も いらねば、 命 も いらぬ、 

捨身で ビンと 立つ 男。 


づ 


おれ を つぶさう とした 奴 は 誰れ だ、 

おれ を 打 挫かう とした 奴 は 誰れ だ" 


つぶさば つぶせ、 挫かば 挫け、 

打って かからば 打ち かへ す、 

なんでお めお め 打 たれる ぞ。 

おとなし くして をり やぶ ッ つぶす 

ひかへ て をれば、 はねのける、 

勝手にし ろよ、 好きな やうに しゃ ァカ れ、 

かま ふ もの か、 こっち もやって やる。 

裸一貫、 命 はいつ でも 棒に ふる。 


X 


. 天下の 痴漢、 われひとり、 

痴漢 は 駿馬に 落されて 

痴漢に さ へ もな り 損ね、 

哲學 者に なり 損ね、 

文學 者に なり 損ぬ、 

アナ キ ストに なり 損ね、 

死人に さへ もな り 損ね、 

wrs 損ねて、 J!: になる。 


ただこれ だけ は 安心な もの だ、 

死人に は、 きっと なれる。 

十四 五 年の そのむ かし、 

何の 見どころ ありと て か 

われ を 救 ひて はぐくみし 

括 川の 恩を棄 て、 

ちと 

なと その 許 を 去りつ ろか。 

若き 心の 熱 を もて 

わが 求めし は 愛な りき、 

人間愛の 信な りき、 

よしなき 空想的 瓧會 主義、 

それ ぞ 若さの 夢な りし。 

木下尙 江の 「飢 渴」 もて 

また 「良人の 自白」 もて 


養 はれた る 初 一 念、 

基寄敎 的社會 主義 • 

宗教の 夢に 惹 かれし も 

故な さ ことに は あら ざり き 0 

科學 的と 聞けば うれしき も、 

唯 物 史觀の 味 無き を 

花 も 飾り もな きを 變く、 

忌みし はいかに や はら かく 

弱き 心に ありつる か。 

唯物主義に 傲すべく 

あまりに 夢 を 食 ふ 男、 

沙漠の 如きむ き 出しの 

かの 理論 こそ、 ^氣 なく、 , 

あまり 冷たく 難 かりし。 

マ ルキシ ズムの 世と なりて、 


Pi 
四 


時勢 は 古き 鬪士 なる 

稱 枯川 を も乘り 越しぬ。 

彼に そむきし 身の、 今 は 

この 搖れ 動く 舟に して 

岸邊も 見えず、 惑 ふの み。 

人の 、し はけ はしくな りぬ、 

十 年の むかしお もへば 

震災の まへ をお もへば、 

いかに、 いかに 變れる 世の さま ぞ。 

生活 W 難、 貧富の 懸隔， 

不：^ naf は 人の 喉締 むる • 

け はしくなる も 無理なら じ。 

\ ょ獸 となり 果てぬ" 


道義 はまた く 地に 墮 ちて 

わ が 苦 悶 


人 は 利得 を 問 ふば かり。 

問 はねば い かで 生きられむ、 

ただ 爭ひぞ 至上の 蕃。 

獅子と 狐と、 猿と 蛇、 

力ま かせに 引裂く か、 

だまして 窓る か、 打 合 ふか、 

射狼吼 ゆる 荒野の 闇。 

クラ ボト キンの 相互扶助、 

かくれし 露 をば あら はせ ど 

彼 は あまりに 朗 けし。 

人 をば 彼 は 神と 見る。 


今、 アナ キズム の 力なく、 

マ ル キシズ ム の榮 ゆる も 

など そのい はれ 無から む や" 

人の 惡 より 根ざせる を。 


一 e: 五 


惡 こそ 人の 性 なれと 

刑法 を もて、 灌謀 もて 

はかる 韓非 子、 マ キア、 ヹリ、 I . 

レ ニン、 ムソ リイ-一 も その 人 乎。 

みんな 英雄、 

おれ だけ 愚圖 よ。 

莫迦 を 云 ふなよ、 

おれ だけな どと。 

その. il^ だけが 

わるい のに。 

いくら 愚圖 でも 

おれ だけなら ば、 

やつば りえら いや 

大凡 下。 


I 四. K 

け：) 力 

人に 差別の 

ない もの を ひ 

愚圔 とお も はで、 

われ だと 思へ。 

われ はわれ だよ、 

えらく もない が、 

まんざら 莫； il でも 

ない 男。  - 

一人前の 

平凡 人と 

思 ひ 知ったら、 .  . 

文句 はない サ。 

ね 5 ち 

おれの 値 打 は 

おれが 知る。 


請負師の 見積り 書、 

ちゃんと 書いて 出せ、 - 

入札で 落ちる やうに 

あんまり 高く せず、 

また、 損せぬ やうに。 

高す ぎ もせず、 安す ぎ もせず、 

これが 正札、 懸値 なし、 

ぎりぎりけ つち やくのと ころ だ、 

まけろ と 云つ て もま けられぬ、 

おれ はいか さま 商人 ぢ やない ぜ。 

おれの 値 打 はこれ だけよ、 

それが わるけ り や 勝手にし ゃァ がれ、 

ちゃんと 自分 の 値 を 知つ て ， 

その 正札で 世間 を 相手に 取引す る、 

それが 出来れば、 しゃんとした 男 だ。 

わが 苦 SS 錄 


女と ふたりで 家 持た は 

身の 破滅 ぞと 知りたり き。 

ただ、 たはむ るる 事ば かり ノ 

つとむる 事 を 知ら ざれば。 

いかで 支へ む、 世に立ちて ノ 

事繁き 入の、 憂き 暮し。 

女 も われと 共捷 まば 

苦し さ 滑す と 知りたり き。 

いくとせ 長き 日かず へて 

知る はくる しき 人の は。 

その 人並 は づれた 我儘が 

とても わたしに 堪 へらり よか。 

サ ラリイ マ ンは 無神經 よ、 

それに わたしが どんなに 我儘しても 

懇 11 された のにと 云へば すむ" 

あなた は 隱れて 出會ふ ひと、 

I  g; 七 


やっと 

良人の 資格 はない 人よ。 

女の はら は、 それ だもの。 

しょて 

それで 初手から たは むれ 事、 

なぜ 眞劎 になり すぎた、 

何でも 眞劍 になる 男。 

女 はお どろく、 御免なさいね ( 

われ もお どろく、 この 女、 

妻に とねが ひした まゆら を。 

いつも ふたりで 家 持た ば 

苦しく， つらし と 知りながら、 

そのた まゆら を 何とせ し。 

戀の迷 ひか、 男の 愚痴. か、 

行けば 行く だけ、 苦しき 戀、 」 

それに 果てまで 行く 心" 


共痿 みがた き 女 ゆ ゑ， 


四 八 


rgf るるならば、 それ もよ し、 ， 

わが 身 破らば- 罪深き 

身の 償 ひと もなる もの を、 

世に も 背きて、. 苦しみの 

限り を 乾さば、 足る と 思 ひし。 

愚か さよ, それ を まことと、 . 

それ を 愛 ぞと思 ひし か。 

女の 上 は、 さらに 思 はで、 

妻の 事な ど、 つゆ ぞ思 はで。 

二重の エゴよ， その 心すべ なし、 

あやし や、 これ も 見猿、 K か！^。 


X 


戀は 誰れ でもす る 事よ、 

すれ どよ しなき ないしょ 事 5 

人に 云っても はじまらぬ， 

そっと ひとりで 始末して 


ひとり 心に 祕 むる 事 ひ 

戀は ひとりで すます 事、 

食べた 御馳走の 味 はどうで も 

おなか を こ はして 辛く とも、 

云へば 人に は 笑 はれる、 

莫迦な 奴サ と、 かたづけられて。 

それ を隱 さず、 みんない ふ、 

自分の した 事、 あけすけに、 

恥 も わすれて ぶちまける。 

どうして そんな 莫迦して よい か、 - 

せねば ならぬ が 役目 ゆ ゑ" 

さて は 詩人と は 妙な もの、 

妙な 商 賢 もあった もの、 

ないしょ 事がない しょで ない。 

詩 はない しょ 事と はよ く 云うた、 i 

わ が 苦 SS 錄 


なぜに ないしょ 事^に 出す ぞ * 

世間 を 相手の ないしょ 事" 

官吏、 政治家、 實菜 家、 

軍人. 敎師、 みな 公人、 

公け 事 さへ 云へば よい。 

詩人 は 私人、 ないしょ びと。 

ないしょの 戀を隱 さず 云へば、 

そこに 出て くる 人間性の 

弱さ、 愚か さ、 あはれ さ を 

なぜに 讀者 は讀む もの か。 

入の 事と は 思 はずに 

そこに 自分の 戀を讀 む。 

人に 知られず たはむ るる 

まことの ドン • ファンよ。 

1 四 九 


女 を こっそり 手に入れて、 

よ い 潮 どきに ツイと 切り、 

何 食 はぬ 顔、 「いかがです、 

何 か 面白い 事はありません か。. 

女たら しの 名 を 立って 

世に 忌まる る は 至らぬ 人よ、 

まことの 色魔 は 知れず とぞリ 

幾度、 便所に かよ ふと も 

> あ-.; ひ  ネャ シティ 

1 ムふ値 なき 必然 事 U 

女 も われ も きずつかぬ 

それに は 別れ 際が 大切と ぞ 0 

1 年 あまり も 引きずられて 

つい 新聞に たたかれた 男、 

人 はへ まよと 笑ひ捨 つ。 

ねがうても なき 別れ 際. 


女 はわれに 與 へし を、 

なほ その 先き を 見 まく 欲り 

呼ぶ に惹 かれて 行く 男、 

その 愚か さぞ 神に 似る 0 

かって 人に は 許さぬ 女， 

われに すべて を 許せし を、 

そ の まま 忘れ て しま ひな ば 

女の 誇り は 何處に 立つ。 

ゎナ 

それ は 弱さ か、 言 ひ譯か Q 

云 はずば 人の 知らぬ 事、 

口を拭って 「よい 天 氣」 

それです む 事、 何 なれば 

天下に 愚 をば さらけ出す。 

その 阿呆 こそ、 詩人 なれ。 


五 


おもちゃの ビ ェ 口が 集まった、 

銀座から、 日本 橋から、 神 田から、 

いかがで ござる と 罷り出た" 

さても いろんな ビ ェ 口が あるな 

道化者， クラウン、 太郞 冠者、 

やつ 

みんな おれに は 親しい 奴よ 

泣けば 笑 ひ 出す、 ふさげば 茶化す、 

愉快な おれの 仲間 だもの、 

これで 一 座 を 組織して 

1 つ 劇壇に 打って出 ようか。 ■ 

不眞 面目と いつも 人 をば いやしんだ 力 

いやしんだ おれが 若僧、 お 坊ちゃん。 

不眞 面目が 眞面！ IE を 癒 やす 藥とは 

今度 はじめて はっきり 分った。 

その 不眞 面目 こそ は、 眞 面目より 

さらに 悲しく 寂し いとい ふ 事 も。 

だが な、 いつも 一向き に、 生命が けで 一 

わが 苦 £3 錄 


眞 劍勝负 で、 鎧 宵 で、 大上段で、 

それ は あんまり 切ない、 苦し。 

ちっと ビ ェ & になり なされ" 

道化役者 もな ほ 生くべき か。 

その 存在 理. m を 有つ ベ きか。 

道化 芝居の あるかぎり、 

笑 ひが この 世に あるかぎり、 . 

彼 も 大切な 立 役者。 

笑 はねば 人 は 生きられぬ、 

うんと 泣いた もの、 うんと 笑へ。 

さし も 心 を しめつけた 

その 悲しみ も、 苦しみ も 

笑へば みんな 溶けて しま ふ。 

涙 を 癒 やす は 笑 ひだけ、 

1 五 一 


映畫を 地で行く チ ヤップ リン、 

曾 我 S 家 五九郎、 河の 中、 

ユウ モリス 卜に なりたい な、 一 

人 を 笑 はせ て 生きたい な。 

獅子が ピ ェ 口にな りました、 - 

さても 不思議な 事 も ある。 

末世 末法、 世 はさ かさまよ、 

なんの 不思議が ある もの か。 

獅子 は 獅子で も、 越後 獅子、 

越後の 國の 角兵衞 獅子よ、 

獅子 を かぶって、 ひつく りかへ つて 

ちょいと きまれば、 ビエ 口 候。 

金澤の 名人 八十 吉 つくる 唐獅子の 

きっかり ふんだ 四つ足の たしか さ、 

その 獅子鼻 もがつ しりと して、 
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きっと 睨んだ その 眼の 力 U 

これが われ ぢ やと、 荒歸を 走る 

われ も 一 度 は 獅子で そろ" 

獅子と 見えた は その 目の 迷 ひ、 

實はビ ェ 口 で ござります。 

鈴つ き 頭巾、 赤頭巾、 

窳の 葉つな ぎの メリンスの 

チャンチヤン コ、 襟 も、 袖口 も 

紅な 紐が 前へ だら り。 

頗に頗 紅、 ぺったり まろく、 

鼻の あたまに おしろい つけて 

1 人前の ビ ェ D が 出来ました。 

さあ さ、 踊ったり、 踊ったり。 

牡丹に たは ぶれ、 獅子の 曲、 

それ は 長 s、 おれ はへ、， i、 

おれの 十八番 は 何だった、 


ハ イネ * ラフ * ルグ、 毛唐 流、 

泣きの 涙の げらげら笑 ひ、 

パントマイム で やり ましよ か。 

月 -  一 „ よ. ナく  ^5. ソ 口 で そ ろ 

コ 口 ン ビィヌ は肘鐵 砲〕 

獅子の たてがみ ぁァ をい な、 

ビ ェ 口の 頰っ ぺた眞 赤い な。 

唯 師子雌 獅子 は 息 さ へ 荒く、 

あなたへ ひらり、 こなたへ ひらり。 

ビエ 口 は ひよ つくり. ひよ つくり こ- 

コロン ビィヌ は あかんべ い。 

それでも ビ H  n は 面白 相、 

涙 を 出して 笑 ひます。 

泣いた ときより もっと 出る 

淚は ビエ 口 の 血 だもの を。 


わが 苦悶 ほ 


伊太利の 詩人 

ギ ニョ オル が、 

思 ひついた る 

道化 人形 リ 

その 黑ん坊 の 

赤い ベべ に 

手 を 入れて、 

首 を を どらせ 

手 を 振らす。 

す ぼけ 頭の 

黑ん坊 踊り、 

夏の 日長 を 

遊んで 募す。 

それで 苦しみ 

忘らり よか、 

忘れねば こそ 

あそぶ のよ。 

道化 は ごまかし、 


五 四 


しょう 事な しの 

ヒボコ ン ドリ ャの 

對症 療法。 

ギニ ョ オル さん も 

詩人と 聞けば、 

さだめし 浮世の 

辛 さ 切な さに、 

思 ひ 付いた ぢゃ 

あるまい か。 

鼻の ビ エロ や 

黑ん 坊や、 

踊れば 吹き出す、 

浮世の こと は 

こんな もの だと 

踊らせて。 


六月 1 日 I 七日 (柬 京) 


第， 


思 ひ 極めば、 行き 盡 せば、 

行詰り は る、 思想に も、 生活に も。 

浮世 を 七 分 三 厘と あきらめ 得で、 

キ こと 

眞を 究め、 その 底 を 極めん として、 

生 を 思 ひ、 死 を 思 ひ、 

時代 を 思 ひ、 我 を 思へば、 

すべ て は 解き 難き 謎と しなり、 

黑雲 となり、 夜と なり、 

行 手 は 眞閽、 過去 は 空しく、 

努め 努めた 十 年 も 

迷 ひの 中の 迷 ひのみ。 

わが 憑み しもの はみ な 幻影、 

みな 自已 欺瞞 * 氣 やすめの み。 

シャボン玉. ばつと 玻れて 

消えて 口惜しき 藝 術の 夢、 

宗教 も、 愛 も、 精神主義 も、 


ただ 砂上の 樓閣 のみ。 

今 はどうして 生きて いい か、 

何 を 信じて 生きて いい か、 

據り どころ も なくなった。 

富に ブラ リ、 引つ 力 力る 

一本の 綱の いのちよ。 

た のみの 綱が プヴ ッリ 切れて、 

落 つれば 地獄、 死の 淵よ" 

有 島 武郞は なぜ 死んだ、 

野 村 隈畔は なぜ 死んだ、 

芥川は なぜ 死んだ〕 

苦しくて 死んだ、 堪へ 難くて 死んだ- 

時代の 惱み におつ 遣され たの だ。 • 

ブ ル ジョァ 知識階級の 苦悶の 破綻 だ、 

哲學の 破綻 だ、 藝術 至上の 破綻 だ。 

弱し と憫れ めば 憫れ め、 

幼稚と 笑 はば 笑へ、 

が 苦悶 5^ 


利 巧な 打算と 云へば 云へ。 

コ i や IT 严 〔く 

死人に 口な し， 後生 樂、 

死ねば、 默 つて 云 はせ て 置け る。 

弱き は 人よ、 稚 きは慨 念の 使徒、 

また、 いくらか 芝居 ゃ掛引 はあって も 

死ぬ の はた だの 洒落で は 出来ぬ。 

死 はも こよな き 詩 だもの を。 

詩人ば かり は なぜ 死なぬ、 

詩人ば かりが 太平 樂か。 

げに、 われ も 死なずに ながら へ た、 < 

よし 死なず とも、 

太平 樂 だと 思 ふなよ。 

死に もま さる 惱み もて、 

われ この 道に 立ち迷 ふ。 

いかに、 いかに 生くべき かと。 

死より 心 を 生に 向けて、 

人生の 大道へ 出づれ ば、 

1 五. 太 


何處へ 行くべき か、 

いかに 歩くべき か、 

左 か、 右 か、 

漸進 か、 急進 か。 

げに、 恐るべき 時 だ、 . 

非常の 時 だ。 

この 時代の 疾患と 

この 苦悶の 中に、 ， 

いかに 生きむ か、 . 

いかに 死なむ か。 

知らず、 知り 得ず、 _  . 

決し 得ず。 

かく も 空しく 

力く も簡れ て、 - 

わが 生の 

死と 相似た る こと 

曾てな かりし。 

支離滅裂、 


五六 


收拾 出来ぬ、 

時代の 動揺、 

身の 苦悶。 

進む か、 退く か、 

左 か、 右 か、 

ただ 中に 

動かで 立た ば 

保ち？ 4t べき か、 一 

今日の 難リ 

中正 ぞ眞 よ、 - 

眞は 中庸と、 . 

不動の 力、 

泰然と して 

この 時世に 處 する 

信念の 人、 

いかな、 

され ど 我に 非ず、 I 


七^び 生れ 變る とも 

我が 成り 得ぬ 人よ。 

我 ^め まりに 傾く もの、 

傾けば とどめ 難し、 

たちまち 左、 また 右に、 

極 端より 極端に、 

白、 赤、 黑と 入亂れ 

こまの 如く ぞ廻轉 す， ， 

キリ キリ 廻りて 

とどまらず。 


極端 人と 生を享 けて、 

世の 正道に かな ひ 得ず、 . 

額に 反逆の 極印 受けて 

貧と 寒 苦に 育ちつつ、 

灌 謀に 立つ 集 li の 

その 强制 にも 反抗し、 

今 は 身を容 ると ころな し „ 


二重の 罪に 落ちし もの、 

時代 はこれ を 責め苛む。 

しかもお のれに 信なくて 

おのが 迷 ひ を 悲しめば、 

世に も あはれ の 謀叛 人、 

起つ か、 斃 るか、 前^  . 

右 も 左 も、 とどまらず、 

ただ、 奈落へ と 

小石の 如く ぞ 

轉 落す。 

無慙 なる 

,s しころ 

石塊 一 つ、 

その 一 つ、 

何の 意義 ぞ や、， 

意義 あり や、 

なし、 

なし、 

なし …… 


31 
七 


われらが 日なる メ ー デ f の 

行列の 中に 加 はって、 

靑 白い 瘠せつ ぼち、 ひょろひょろと 

にやけ きった る インテリ ゲ ン チヤ、 

勞働 者の 筋肉 隆 々として 

色黑々 とがつ しりした 中に 挾ま， ri、 - 

か ぼ そい 聲で、 懸命に 

勞働 歌の ii を 合せて 行く 

その 志し は、 涙が 出る， ， 

何等 可憐の 光 《N ぞリ 

それが 左傾 か、 實際蓮 動か、 ， 

なす はなさぬ に まされ ども， 

鐵の 意志と、 情熱と は それなら じ。 

ただ 名のみ なる 左傾 はなに ぞ、 

入氣 取りなら、 よしな され。 


】 チ" 八 

n: 和 見、 きょろきょろ 見 週す は 

醜し、 醜し〕 され ど- { み： 言 もて 

得々 たる はさら に 愚かし。 

死 を も 恐れ ぬ 信念 を か た めず ば 

口にする さへ 恥づ べき をリ 

われ は 悲し や. やむな しゃ ノ 

その 信念 を かため 得ず。 

時代 はわれ を 踏み 越す か、 ， 

越さば 越せ、 越させ じと 

何 を 努めて 甲斐 あり や。 

おのれ を枉げ て、 世に 從ふ 

それが 男子の 生なる か。 

おのれが 無くて、 やすやすと 

よく 世と ともに 推し 移る 

その 聚 さが 寂しくな いか。 

伺 人 主義に まさる 罪な しと 


なべ て 世に 定めら るるとき- 

今 もな ほかつ、 十 年の 昔ながら に、 

個人主義の 孤壘に 立籠り、 

イン デな ウイジュ ァ ル • アナ キズ ム 

そこに その 脚 を 立てむ とす。 

プ チ っフ ル ジョァ と 罵らる る も、 

わが 生- 活の根 抵を變 へずして 

頭 だけ 入れ 替 へて、 それでい いの か- 

プチ. ブル 生活 やりながら 

プロレタリア は、 しゃらくさい。 

かへ る は 我よ， わが 一 身、 

わが 生活よ、 實踐 よ。 

それ を棄て 置いて、 百の 言說、 

千の 論議 も { 人&證 文ぞ。 

どんな 暮 しぶりして ゐ るか、 

それが 大切 だ、 萬 事 は それからよ。 

我が 生活の 上に あら はるる 

わが 苦 SS 錄 


思想の 力、 その 實踐- それ ぞ信 念、 

それがなければ、 口先き だけよ。 

最後 は 人よ、 ただ 人格の み" 

さ， れど、 人 をば 咎めるな、 

どうして 自分に それが 出來 る。 

彼 もまん ざら 嘘で はなし * 

ぎ i よ、 時節の 風の 吹き 廻し、 

左へ、 左へ 吹く から は 

饌は 左へ 吹き 縻く。 

まこと  « 

嘘から 出ても 眞 はまこと 

方便 も 時に 信念と なる。 

おのれ を枉げ ずと 誇る とも 

わが この 惱 みは、 そ も 何ぞ。 

政治 はわれの 天分で なし、 

され ど 時代 は 政治に 向 ふ。 

レグ オル ト はわが 詩な りし を、 
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詩 は此上 もない 脆い 武器。 

文學 とい ふ 空. 1 砲で 

何を擊 たりと いきまく の だ 〔 

時代の 波に さら はれて 

おのが 足場 を 奪 はれながら、 

あがく をな どか 賢し と 嗤ふ。 

おなじ 病 を あはれ めよ。 

わが 白き 手 を 

なんと せん、 

や はら かき 手と 

女の 賞め し 

その 手ぞ われの 

罪なる を。 


世の くるしみの 

泥に も ひたし、 
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辛き 業に も 

いそしむ を、 

など かく 白く 

や はら かき。 

强き 手、 かたき 

手の こぶし、 

まっくろぐ ろの 

毛む じ やら ぞ、 

パン をつ かむ を 

< ^る さるる 0 


白き 手 は 引け、 

女の やうな 

手に 呪 ひ あれ、 I 

その 手 もて 一 

なす はよ からぬ 一 

業の みぞ。 一 


ペンより 重き 

もの 持たぬ 

手に ぞ恥 あれ、 

その 業 もて 

換へ 取る パ ンは 

堅く あれ。 

人間 ぎら ひ は 

なんとす る。 

それ は 我儘、 . 

勝手 もの。 

懐疑主義 は 

なんとす る。 

それ は 勇な し、 

まことな し。 


厭世主義 は 

なんとす る。 

そんなら なぜに 

生きろ のか。 

わが 苦しみ は、 

みな 罪 か。 

われ は 死ぬべき 

人なる か。 

死ぬ ぞ上 なき 

ェ ゴ ィズ ム。 

責任の がれの 

卑怯者〕 

さらば 機械と 

生くべき か。 


廻る 限り を 

廻され て。 

機械よ、 賴ょ、 

はたらいて、 

なんにも 思 はず、 

生きる の だ。 

世 はも あれ かし、 

われの 滅ぶ も" 

われ， 一 人なる 

世なら ねば。 

世に ぞ 生きる は 

世に 盡 すため。 

世 を か へりみ で 

われ あり や。 


され ど わが 身 を 

忘れ 得べき か。 

身す ぎせ すぎ は 

誰が ため ぞ。 

世 はわが ために 

ありと： K はね ど、 . 

われ を 滅ぼして 

世 はあり や。 

厭 はしゃ、 われと、 

いつも. われと は 0 

われ はつらなる 

輪の 一 つ。 

輪 は 重りめ ぐる、 

世と、 われとの 


離しが たきを 

われ 迷 ふ。 

抒情詩 人 は 

エゴイスト、 

いつも われ、 われ、 

われば かり。 

わが 喜び や、 

悲しみ や， 

わが 戀、 わが 貧、 

われば かり。 


わ  一！  く きと 

わ 力 事 を 

無理 强 ひる、 

抒情詩 人 は 

ふち 殺せ。 


本で 覺、 ズた 

概念で 

主義 を 敬へば、 . 

許して やれ。 ： 


言 紫 だ、 言葉 だ、 みんな 言葉 だ。 

言葉 だけで も、 いい もの か、 

よくも わるく も、 言 紫の 時代 だ" 

デモ クラ シィは 代言 政治、 

三百代言、 うそ 八 百、 

なんでも 官： 傳， 廣め 時代" 

人 は 個性が、 何より 罪 だ。 

たった 一 つの 合言葉で 

人間 全體が 動く 時 だ。 

スロォ ガンの 時代が 來 た、 

身體全 體がス ロォ ガンな の だ、 


そ の 存在 全部が スロォ ガン な の だ ) 

琉行 だ、 みな 流行の 世の中 だ" 

流行お くれは 死の 宣告、 

恳 せき 切って 追隨 せねば 

影 を 消されて、 消える 泡" 

大 百貨店ば かりが 大 繁昌， 

味 糞 ごったの 圆本 時代" 

モガの 斷髮、 手に 「資^論」、 

ラヴ パズ ボンで ジャズ バ ンド。 

人の 振りみ て わが 振り 直せ， 

人が なけれ itr われ もない。 

劃一 時代 だ、 個性 はみ な棄 てろ、 

機械 人閱、 それで 十分 結構 ぢ やない か。 

ブ ル ジョァ 息子の カフ ェ ェ ま はり、 

ブ ル ジョァ 娘の ソシ アル • ダンス、 

その 享樂 主義 もみな 流行、 - 


みな 個性な し、 型通り。 

社 會科墨 研究、 マ ルキシ ズム、 

思想 も、 流行、 個性な し。 

個性 は 特權、 また 種 善と 

理論 もこれ を 否定す る。 

集團 意識に よって 生き、 

その 訓練 を經 て、 はじめて 可。 

劃 一 時代 だ、 人間 は 自動 機械 だ。 

思へば これ も、 元はと 云へば、 

人間が あんまり 澤山 になった からの 事 だ 0 

人間 機械が 

出来ました、 ， 

自動人形、 

もの 云うて  - 

物 を 賢り ます、 

勘定 も 


ちゃんと 間違へ ず、 

くす ね もせず、 

さらに 愛嬌まで 

ふりまいて。 

機械 人間が 

出来ました、 

アダム 以来の 

大發 明， 

神樣 でさへ 

舌を卷 く、 

おれの こさへ た 

議 より 

なほ 上等で 

正確 だぞ と。 


人間 機械が 

出來 ました、 
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大 百貨店で は 

はやくお 買 ひ、 

一 個の 價が 

何千 圓、 

人間 樣 より 

ちと 高い、 

今に 安く は 

なる だろ が。 


時代に 從 ふべき か、 ^くべき か、 

時代に 從 つて 生くべき か、 

時代に 背いて 死すべき か。 

どんな 時代 だ、 この 時代 は、 

1 切價 値の 轉換期 だ。 

すべて は變 る、 すべて は 逆になる、 

階級 も、 獨裁 も、 ひっくり返す、 

思想 も、 道德 も、 でんぐり返る。 
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天 動 說が地 動說、 

昨日の 善が 今日の 惡。 

文學の 意義 も變り 果てた、. 

藝 術の 夢 は 昨日の 花よ。 

コンマ シャ リズ ム、 

アメリカ 二 ズム、 

大量 生產、 請負 事業、 

小說は 企業、 詩 も 1^- 引。 

大衆 文藝が 正道と なり 

講談 狸の 腹鼓、 

トルストイの 藝術論 も 

結局 そこへ 行く ではない か。 

自己 探究、 自己 省察 は 飼 人 主義、 

個人主義 は卽ち 利己主義で、 

チャン バラ、 捕り物、 探偵 小說、 

興味本位の、 危機 一 髮で、 

大衆 獲 55 と、 收入增 加と、 

一 擧兩 得の 超 個人主義、 ， 


さす かに コンミ ユニス トは. 者.：. こ。 

今や 一 切 は經濟 問題に 歸し、 

文 學者は 一 個の 技術 H となった。 

恐ろしい 地震 ぢ やない か、 

どえらい 變革ぢ やない か。 

今までの 藝術觀 はみ な 間違 ひ、 一 

みな ブ ル ジョァ の 自己 欺 *?。 

だが、 人間性の 私心 は 公然の秘密、， 

そこで 新しい ブル ジョァ が 出る、 

文學 上の ネププ マ ン。 

疑 ふ、 怪しむ、 それが 眞か、 正道 か、 

政治的 功利主義が 果し て藝 術の 母胎 か と „ 

これが 現代 だ、 この 混沌と 亂 脈の 時代、 

この 時代に いかに 生くべき か。 

われな ほその 道 を 見出し 得ず、 ■ 

ただ 呆然と して ノィ むの み。 


X 


敗北、 敗北、 おれ は 負け だ" 

人に 負けた か、 女に 負けた か， 

人に は 負けぬ、 時勢に 負けた。 

アメリカ 二 ズムに 負かされた。 

女に は 負けぬ、 金に 負けた、 

金に は 負けぬ、 身に 負けた。 

唯物主義に 負かされた。 

負けた、 負けた、 おれ は 負けた。 

ラぬ ぽ；； "や 

いくら おれが 自惚屋 でも 

たった 一 人で どうなる もの か。 


一 生 を 擧げて アメリカ 二 ズムと 

15^  t うと 誓 つた 男 はどうした？ 

てきめん 

莫迦げ た 大言壯 語の 罰 は 覿. s、 

生活と いふ 重荷 を 負 はされ て 

文章 を 賢って 生きる もの、 

日毎の 麵飽 はた だで は 買 へ ぬ、 

それに はやつ ばり アメリカニズム- 
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敵 は 身う ちに 食 ひ 入って ゐた、 

金、 金、 金！ その外 は { 仝氣 のみ、 

{ 昼氣 ばかりで、 人 は 生きられ ようか。 

生きる に は、 金 を 得ねば ならぬ、 

そして、 金 は 身 賢の 報酬 だ。 

多く： IC るか、 少く賢 るか、 

高く 費る か、 安く a るか、 

相手 かま はぬ プ 口 ステ J ァ ユウ シ ヨン か、 

えらんだ 一 人 二人に 費る かの 差 だ。 

女性 も、 文人 も、 操 はた だに 程度の 差。 

ひとたび 自分 を か へ り みれば 

人 を 責める こと は出來 ない。 

人の 矛盾 を 指摘 するとき、 

自分 も 矛盾で 立つ と 知る。 


アメリカ ニズム の拜金 主義、 

マ 
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唯 物史觀 よ、 金、 金、 金！ 

？ ベ,、  けもの 

夢 を 食 ふ貘 とい ふ 獸、. 人間の _.^、 

詩人と いふけ もの、 それ を 除け たら 

みんな せちがらい 世に 生きる の だ、 

なまやさしい 事で やれよ 5 か。 

哲學者 だって、 禪 坊主 だって 

を 食 はねば 生きられぬ。 

そのお ま ん まが 十分 食 へな けり や 

その 次ぎに 來 るの は 何 か、 もう 云 ふな。 

観 葦原の 瑞穗 の國、 米が 足り なくなった、 

それが 現代 苦" 時代 全 體が行 詰って 

二 プチ もサ ツチ も 行かぬ 日本 だ。 

どっちへ 動く か、 動き も出來 ぬ、 

とうなる 事ぞ、 なる ようにな ると 

哲 學 者ら し く 達觀す ベ きか。 

否。 ならせたい やうに ならせる の だ、 

弱蟲 も、 莫迦 も、 みんな 起て！ 


I 六 八 

み んな 自分 の 權利を 主張し ろ。 

そこで おれ も 負け ぢ やな い、 

負けた る もの も玆に 勝つ。 

出せば 出す ほど 力 は 出る、 

その 力の 上に、 光 IK. ぞ あれ。 

何に でもなる， なって よい、 

ただ 偽善者に だけ はなり たくな い。 

おれが 官吏 ゃ學校 敎師だ つ たら、 

どんな 苦し い 事 や 間違 ひが あらう と 

みんな 腹の 中に 疊み 込んで、 

そしらぬ 顔して 笑って ゐる だら う。 

不幸に して (或 ひ は 幸 ひに して〕 

おれ は 詩人であった、 文士であった- 

そこで、 おれ はおれの 生活 を 語る の だ。 

くらやみの 恥 を あかるみに 出す、 

それが なんで 莫迦 だ、 無鐵砲 だ、 


それが 出来なくて、 なんで 詩人 だ。 

きたない 事して、 きれいな 詩 を 書く 

そんな 詩人に は 恥 あれよ。 

おれ は 正直に 云 ふ、 おのれ を 語る、 

官吏 ゃ敎負 はよ し僞 善で あっても 

それ はちつ とも 罪で はない、 

生活の 保證 のた め ゆ ゑ當然 である、 1 

詩人が 僞善者 だったら 何になる。 

一定 地獄 ものよ、 げに その 罰に は、 

詩の 幽靈に 憑かれ、 死んだ 文字 細工 

おれす！ 何に でもなる、 なって よい、 

ただ 偽善者に だけ はなれない ぞ。 

それが わるけ り や、 勝手にし ろ だ。 

むきだ し の 心臓の ぴくぴく動く 

赤裸の 人ぞ、 赤裸の 苦悶、 

ジ アン. ジァ ぶよ、 われ 汝に誓 ふ、 

われ 汝の 如くな さむ 事 を、 

これ ぞ わが 生、 わが 生の 意義、 

わが 苦悶^ 


痴人な ほかつ 世に 生くべし。 

短册 かくが 何よりい やよ、 

そのい やな 事な ぜ强 ひる、 

書かせて 賈 つて 食べる とサ。 

金 を くれ なきや 短册 かけと、 

きの ふ もけ ふ もつ きつける 

朝鮮人の 略屋 さん。 

おれの もので も 金になる のか、 

さりと は變 な世ぢ やない か。 

だが もう 駄目 だよ、 もうなら ぬ、. 

朝鮮人の 略屋 さん、 

ぉ氣の if たが、 もうなら ぬ。 

どうぞ 他處へ 行って おくれ、 

人格の 高い k の處へ 行って おくれ。 

おれが 持ち もの 皆 ふり 切って 

痛快な の はこれ だった、 
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朝 il 人の 略 星さん。 

次位の 人なら、 絕 項が 次位、 

ビリの 男 は、 勝利が ピリよ。 

落第 すれば、 今度 は 一 番、 

失 欺 すれば、 それが 成功。 

尻尾に くプっ ひて 生きる も 生 だ、 

それが 悟りよ、 それが 勝ち。 

いつも 俺が、 俺が が 鼻の 先き、 

なんて 厭やな 男 だ。 俺 を 忘れろ， 

頭 も 忘れろ、 尻尾 も 忘れろ。 

首； 伩も なく、 次位 もな く、 

ビン もな く、 キリ もな く、 

みんな 平等 一 如よ。 それで 卒禁。 

われらの 日なる メ， デ，' の 


この 行列 を 外にして、 ， 

戀に 走れる もの あらば 

裏切り者と 打つ もよ し。 

戀 はもと より 人の 性、 

して わるい と は 云 は ざれ ど、 

搾 Is^ 者の 戀、 被 搾： 階. 设、 

それ を眞 似して よい もの か。 

戀と は有鬧 階級 の 遊戲ぢ やない か、 

甘ったるい 痴話、 聞いて さへ 

臉" くそが わるくなる、 

戀は むだ ごと、 たはれ ごと、 

汗と あぶらで 働き 暮す 

こち とらの 知る ことか い、 

くそ 面白く もね え、 畜生め- 

S と あ 

それ は 正直 眞 面な 怒鳴り 聲だ。 

だが、 その 勞働 者の ロ眞 似して、 


色の なま 白い にやけ 男が， 

戀は 個人主義 だ、 利己主義 だ、 

ブル ジョァ の 贅澤な 遊び の 眞似だ 、 

大切な 仕事 を ほって とち 狂 ふ 

そんな やくざ 者 ほつ ちまへ、 ， 

遣して しま へ といき まげば、 ， 

何だか 話が 變 になる ぞ。 

1 體、 その 大切な 仕事 は 何 だ、 

社會 運動 か、 宣 傳文學 か。 

； M 會 運動 は 立派な 事 だ、 

官： 傳文學 も 無駄で はない。 

だが、 それ ゆ ゑに 戀 をすな と は、" 

社會的 事件に のみ 關 心して 

個人的 興味 は 殺せと は、 

古い 道 i- 者の 說敎と 同じ ぢ やない か „ 


戀だ、 愛 だ、 結婚 生活 だ、 


それ は 個人の 私事で ある。 

云 ふ 値な しと 云ひ棄 つる" 

され ど S?: 女の 愛慾 は 

人生の 一 小 些事に すぎざる か、 

死ぬ る、 殺す は、 何故 ぞ。 

げに、 人間の 惱 みよ、 愛愁の 

しづ まると きの あら ざれば。 

勞農ロ シ ャに戀 なき か、 

ルナ チヤ ルス キイ は 何とせ し。 

私事 ゆ ゑ 不問に 附 すると か、 

蔭で こそこそ やれよ とか。 

政治家、 實業 家は大 腹中、 

戀 など ちっとも 問題に ならぬ。 

文 塾 者 も 政治家に なるべき か、 

詩人 も 實業家 をば 眞 似す ベ きか < 


文學 否定の 時代 來 りて， 


戀は おやつと 成り果てし。 

コ 口 ン タイの. い ir 

戀 より i: 事の 結論 は 

1^ 凡 なれ ど、 それ- S ゑ眞實 0 

仕事に よりて 結ぶ 戀、 

力の ロシアン •  ニヒリスト の 結 a^、 

その外 は、 みんな 遊 戲だ。 

X 

男と 女が なぜ 出来た 9 

男 ごころ と 女 ごころ と 

なぜに かう まで 食 ひ 違 ふ。 

どう 見た つて 間違 ひだ、 

神様の やりそこな ひよ 0 

男の 愛 は M の 水、 

額け る ほど 愛ま^る。 

それに 受ければ 受ける ほど 


女の 愛 は 滑す もの を。 

愛すれば 冷え、 

冷えれば 燃える" 

，「そがなければ 嫌 はれて、 

だませば 喜ぶ、 嬉しがる。 

男と 女が なぜ 出合 ふ、 

う 一つお ，もて 

愛と 憎みが なぜ 裏表 <r 

情が いと 早く 飽き、 ， 

慕 ふ 女 はう すな さけ。 

みな 神樣の 手ぬ かりよ。 

a- の 愛が 長ければ 

いつも 女 は うれしき を、 』 

女の 愛が 變ら ねば 

男 は 愛に 満たされず。 
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心と 心の 食 ひ iPlii ひ、 

どうに もなら ぬ、 男と 女、 

そこで 三角 關係、 悲劇と 喜劇" 

これ は 手落ち か、 それとも 何 か 

深いお も はくあっての 事 か。 

犬 杉 榮の迎 へ 酒、 

酒を飮 まない 男で あつたが 

戀の迎 へ 酒の みすぎた。 

女の 熱情に 引き出されて、 

負けぬ 心の 妻 ゆ ゑに 

出て はかへ るに か へられず、 . 

からい 酒から、 甘い 酒、 

したた か飮ん だはよ いけれ ど、 

唯物主義 者ら しく 

金 ゆ ゑ 罪な事 もして、 

勝手な 事 もたん とした、 


それが わるい と 叩かれて 

かれ も 男 だ、 居直った。 

ブル ジョァ 道德、 何も のぞ、 

結婚 否定、 それ もよ し。 

四十の 年 を 前にして 

わが 志 を あはれん だ。 

その 人間ら しさ、 それ もよ し。 

かの 迎へ酒 も、 その 主義に 

時 非 なれば ぞ、 成りが たき 

思 ひの ゅゑぞ と 聞けば い た ま し 。 

バリ ケ エドで 死ななん だ 

それ を 憾みに 思 ふなよ、 

さら 

それ も 幸 ある 身の 桀 てと 

同志 宮島資 夫が 情 ある 言葉に、 

女の ために 死んだ ラサ アル、 

その ラサ アル にも 比 ぶべ き 

英雄主義と 貴族 主義の 

强ぃ 本能、 もって ゐた 男、 


暇 王の ギ ョ tl リ とした 男、 

大杉榮 を 思 ひ 出す。 

あんまり 糞眞 面目 だから 

甘く見られち まふの よと、 

か あいい 女 詩人が 來て 云うた。 

さすが に戀の 苦勞を つんだ 女 

c と 

さんざ 戀 では 泣いた 女、 

戀の 初心者、 みちびく と、 

そんなに I 氣 にやらないで 

小出しに なさ い とも 云うた。 

二人き りで 遊ん ぢゃ いけません. 

澤山 とお 遊びなさい とも 云うた n 


糞眞 面目、 糞眞 面目 

まったく、 おれ はさう だな あ „ 

おれ は 野暮天、 不粹 者、 
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世間知らずの 甲斐性な し。 

この 十 年來、 通人、 苦勞 人、 

仕事師な どに if はれた の は 

みんな それ だよ、 糞眞 面目、 

ほんと にい やな 奴 だね え、 

君た ちぢ やない よ、 この おれが サ。 


女 詩人 はおれの 顏を 見て 笑 ひ、 

いつも 靜 かに、 落つ いて， 

さとりす まして ゐ る..^ と 

思うて ゐ たと 正道に いふ。 

そんなに おれが 見えた のか。 

戀の 苦しみ 訴 へに 来ても 

つい 云 ひ 出せない こ はい 人、 

そんなに おれが 見えた かな あ。 

だが、 いま はもう 大丈夫と 云へば、 

生臭坊主 だものと 笑 はれた。 


五分 刈 頭で さつば りして よかった のに- 

今 は 頭髮を そんなに のばして 

わる！/ ち 、 、 

額までに やけて 見える と惡ロ I ュ 

頭 を 打って あげる とい ふ" 

頭 を 打ちに 来る 人が たんと ある、 

一人に 1 つづつ 打 たれても 

十 人で は 十 打 たれる。 

いくら 女の やさ 手で も 

頭に 瘤が 出來 さう だね え" 

か あいい 眼して， まるい 身體 をして 

鼻聲 をして 云 ふ 女 詩人よ。 

あなたと 對ひ 合って 話して ゐ ると 

おれの 苦み が 莫迦ら しくなる。 

酒に 弱い やうに 戀に 弱い のよ、 

もっと 醉 はない やうに なさい な、 

そんなに 遠方にば つかり 行かないで 

ちっと は 郊外へ いらっしゃいと、 

わが 苦 ほ 


あなた はいろ い ろ 云 つ て くれる。 

これで ももと は 戀の惱 み を訴へ に 

来た 女 かと、 不思議な 今日 を 感じた。 

郊外ず まひの 美しい マダム、 

あなた はます ます 若く 美しく おなり だ。 

ほんと に 久し振りで したねえ、 

その 間に、 あなた は あなた、 僕 は 僕で、 

その 情熱 をよ そに 洩らした のです。 

このまま 老いる は 寂しい と、 戀を戀 して、 

眼 を 輝かして 云 はれた あの 時分に、 

僕の 穀は あまりに 堅かった のです。 

だが、 あの 時分から あなた は 若く おなり だ- 

人魚で も 食べた やうな 人です ね、 あなた は 

郊外ず まひの 美しい マダム、 

あんな 女の 何 IT かよく つてと も 

1 七 五 


あの人の 審美 暇 をうた がふ わと も、 

あなた は 若い 女 詩人に 仰し や つ た つ て わ。 

戀は 審美 ST はかりで する もので せう か、 

でも、 長年の 友達の あなたに 相談したら 

あるひ はもつ と考へ よう も あ つ た でせ う、 

戀が 相談し て できる ものなら ば です。 

だが、 なぜに マダム を 訪ねなかった か、 

あの 舞臺の やうな 新築の 應接 室で 

あなたの 皮肉な 批評 を 聞いたなら- 

僕の } 社 ひ は とめられた かも 知れぬ のに。 

郊外ず まひの 美しい マダム、 

あんな 女 は 熱し やすくって 冷め やすい、 

冷めたい 女です もの、 ああ 熱して は 

ひどい 目にあ ふの は 知れて るのに と、 

あなた はよ くもま ああの 女 を 御存知 だ。 

でも、 かう して 引返して 来た 同士 も 

やつば り 冷めたい 部類 ぢ やないで せう か。 
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戀 なんて 云っても、 後になる と、 

あっけな くって、 つまりません わね と 

皮肉に 笑って、 あなた は 云 ふ。 

あなた もつ まらなかった のです か、 

はまた、 戀 なんてつ まらない わと 

何處ぞ かに 云 ふ 人 も あるかと 

ふと 思うて、 僕 もつ まらない のです。 

戀は おそろし、 

m の ひかり、 

つかめば 蛇の 

たもの を。 

戀 はおろ かよ、 

眞晝の 夢よ、 

さめて 他愛の 

ない もの を。 


迷へば 迭ふ 

男の こ ころ、 

いのち かけても 

よしなき を。 

恥ぢ て、 おそれて _ 

それでも 惹 かれ、 

なやむ 女 も 

わりな きを" 

いつも 女 は 

娼婦の 氣 だて ノ 

男 は野獸 で、 

また 阿呆。 . 


熱く 燃えても 

わが 苦悶^ 


つづいた 末 は、 

金に 終らぬ 

戀 はない。 

いのち かけても 

かけての 末 は、 

裏切られない 

戀 はない。 

これが さだめ か、 

まことの 戀も 

末 を 遂げぬ ぞ 

あはれ なる。 


わが 十 年 は 空し かりし が 

この 三月 こそ さらに 空し や。 

十 年 の 戰ひ は 敵と 憎み を殘 せし も 
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つき 


三月の 權 みに 殘る ものな し- 

1 IS の ふみ、 山な す 悔い、 

その外に なし、 何もな し . 


いや、 まだ ある、 もう 1 つ、 

死ねないで しまった II" 

サ り きれ て ぼろぼろ になつ た 命、 

•  *  * 嘗, 

この 力ら くた を ど、 「始末す る？ 

闲 つた、 困った、 {1! しい 三 の！！！ 

こんな 厄介な ものが 殘 らうと は…. 


棻 てられず ば、 持ち 掇 ばう、 

かすかす になった 詩人り 0 も 

いっか は 役に立つ こ とも あらう、 

使へ る だけ は 使って 見よう、 

三月の 惱 みの あとの 惱 みに 

裂けず ば、 多少の 見込み あり。 
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なほ 來れ かし、 世の 惱み、 

來 つて 彼 を さいなめよ J 

がらくた なれ ど、 その 命、 

1^ れ琴 なれ ど、 その 心、 

十 年の 戰 ひに 堪 へたらず や、 

なほ 堪へ よかし、 この tl^tl^ 


人生 は、 

つるぎ あ； >,ビ 

劍の 間の 踊り だ。 

うまく P りぬ けーェ 

花環の 雨が ふる。 

よく 踊る もの は 

踏み そこな ふ。 

踏み そこなへば 

突き 賞 かれ、 

引き裂かれ、 

血 を遂ら せつつ 


なほ も 踊る よ、 

死の 踊り。 

つねに 危險の 中で 

生きる より、 

生死 を 贈して 

踊る より、 

より 犬なる 生 はなし。 

熊の 月の輪、 

槍の ひと 突き。 

荒れ 牛の 角、 

空手に つかむ。 

苦痛の ゆ ゑの 

けらく 

樊 快樂。 

致命の 情熱、 

必死の 至 藝、 

そこに 悲劇的 燃燒 はあり。 


幸福 は、 

人 をば 生かす 道なら じ、 - 

幸福 は 死 だ。 

悲壯 なる 苦 をば 求めて、 . 

死につつ 生きよ。 

額に 拳銃 を當 てて 思索し、 

手に 匕首 をと りて 詩作し 

絞首 臺 上に 諧 龍す。 

かくて、 詩人 は 炎上す。 

虚無 だ、 虚無 だ、 虚無に 傲して 

全 一 の 生 は 得べき に、 

悲壯 とも、 苦と も 思 はず、 

ただ 身 は 影と 思 ひ 極めて 

地獄の 中に 天國を 生きよ" 

死ね、 

死ねず ば 生きろ、 . 
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男らしく 

生きられねば、 

死ね …… 

今 は それば かり， も 一 度 云へば、 

今 は 何もない、 何もかもお なじ、， 

ただ 壁の 上に 書きす つる 

い たづ ら ごとよ、 ら くが き よ、 

いくら 書いても おなじ こと、 

へのへの もへの、 

へのへの もへの、 

へのへの …：， 

への ….：  . 


六月 十日 11 一二 十日 (東京) 


第四卷 

自由 人の 歌 

. 1 わが 新生の 序曲 1 


Ein  neues  Lied,  e"n  besser お Lied, 
O  rreunde,  will ich  euch  dichten  ！ 
Wir  wollen  hier  auf  Erden  schon 
Das  Himmelreich  errichten. 

Heine. 


生の 行進曲 


白紙 だ、 赤兒 だ、 一 年生 だ、 

進め， ォ イチ 二！ 


昭和 一 


進め、 

可處 でもい いんだ、 ， 

心の 向く がま まに、 

まほの 流れに 乘 つて 

かま はず 進め！ 

なすべき 事 は 山の やうに ある。 

ちつ ぼけな 非力な I も 

まだ 見棄 てた もの ぢ やない。 

それ も土臺 石の 1 つ だ、 

石垣の 間 をふさぐ たしに はなる ( 

なり そこねた と は 何の こと、 

これからな るんだ。 

まだ 可に もな つち ゃゐ な-' 


fij ら # る ig- 


われ を 理解せ る もの あり や、 

かの 松 虱と、 この 落 i と。 

われ を撫 愛する もの あり や、 

かの 海風と、 この 激浪と。 


松風 魏々 として、 

秋す でに 冬の 如し。 

侮 風茫々 として、 

わが 薤 露の 歌に 似た 


り 


山 行かば 草 生す 屍， 

海 行かば 水漬く 屍" 


わが 溜み を埋 むる はかの j^ll か、 

ォか悲 み を 溶か す はこの 激浪 か 0 

われ を 理解す る もの あり 护、 

JV カ聲は あまりに 世と 異 へ る を。 

われ を撫愛 せる もの あり や- 

わが  心  は  あまりに  頭な りし を。 

よし、 埋む べし、 葬るべし、 

失 はれた る 望、 破れた る 愛。 

力へ すよ しなし、 その あやまち、 

つなぐよ しなし、 j 私の 舟。 

人里の はは や 消えん とす、 

, .5 や はて 

星 は 今 最後 の 旅 を ら ん とす。 

わが 行く 海 は 果て 知れず、 

チ 力なき あ と は af ぬり 知ら 1L ず。 

昭和 n 一年 十月 二十 九 


第 一 編 

わが 最後の 歌 を、 友よ 聽け、 

命の 限りの 歌 なれば。 

吹き込む 息よ. 絕 ゆるな よ、 

たと ひ 命は絕 ゆると も。 

天に 天日、 地に 自由、 

入 は 自由の 子 だもの を。 

ただ  1 ノ， の 奴 1^,- める も 

この 世 を 地獄と 定 むべ し。 

奴 識 は 起て、 起って X を斷 て、 

あらゆる X まぶちく だナ。 

廣ぃ 天地に、 なんの XX. 

入に XX はない もの を。 
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勝て 氣 儘に. みな 食べ ろ、 、 

f とい ふ もの 無くなって 

みなた だになる、 ただ ぞ 自由、 

金 は 自由の 敵と 知れ。 

ああ、 金と いふ 鎖 もて 

人 はつな がれ、 資本家と 

勞働 者との 區別 あり 

腹 便々 と、 ぺこぺこと。 

利 を 生む 1 の 銀行 を 

勞カ 交換の 銀行と せば、 

人 はみ な 友、 手と りて 踊れ、 』 

金がなければ 敵 もな し。 

X  X の 旗 は ひるが へ る 

家より 家へ とひる がへ る。 

X  X はすべ て 地に 墜 ちて 

自 由 人 の ^li 


人 はお のれの 主なる。 

かの 喇叭手 を覺 ゆる や、 

1:^ にあたり て、 血 を喷？ 出し 

なほ 吹き 鳴らす 死 出の 3、 

われ ぞ 自由の 喇叭手 ぞ。 

若き 日本 は 火と なりぬ、 . 

これ ぞ初 態、 狂 はしく 

ただ 抱かん と 喘ぎ 立つ、 

愛する 女、 自由 をば。 

ただ 抱か まし、 その 女、 

すらりと のびし その， せ s^、 

憂き 事 しらぬ 處 女の 笑み、 . 

追へば 遠の く、 夢 なれ ど。 


ノ、 
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鎮も、 も、 鐵も、 火 も、 

いかで この 身 をと どめえ む C 

この 戀 いかでと どめえ む、 

はじめの 接吻に 死ぬ とても 0 

いかに 姿 は 遠くと も 

ただ ひと 飛び ぞ、 汝 まで。 

飛ばば 小さき 蟲す らも 

大 なる 影と なる もの を。 

自由よ、 自由、 君が ため 

いざ 起て、 若き 日本の 子、 

愛する 自由の ためなら ば 

身 はとら はれに 死ぬ とても 0 


X 


籠の 中なる 自由 人、 . 

自由の 鳥 は 籠の 鳥、 
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.5  くへ 


籠 は 金網、 幾 { 里に も 

身 を とりめぐ る鐵 のぎ、 

目に 見えぬ 籠、 見えぬ 網。 

われ も I 羽の & 雀、， 

おのが 運命 を 悲しんで 

、 ， * ひぬ T> る 

，つた へ は 飼 生、 餌 を くれる。 

たかな かよく 鳴く 奴 だ , 

さあ もっと 鳴け と、 水 を くれる。 

かう していつ まで 生きる のか、 

い つまで もとら へ て 置く もの か。 


籠の 中なる 自由 人. 

なんと あはれ な この 男、 

これが 自由 か、 平等 か。 

0 シャ でさへ も鐵の 籠、 、 

XX は 今でも 竹の 籠。 

自由 はない、 何處 にもない 

C の 中の 外に はない。 


心の中の 自由が 何になる。 

奪へ よ、 奪へ、 XX だ、 

X だ、 X だ、 火 だ、 その外 は 

みんな 言葉 だ、 金棒 曳 さの 

,r_ri 一な ま，乂  おしやべ り 

裏店 婆あの 饒舌 だ 

籠の 中なる 自由 人 

放た ろる 日 はいつ の 日 力 

つ ひに 放 たれる 日 はない か。 

ただ 心の 自由 を 口にして 

澄の 中に て 死ぬべき か。 

それ は あまりに むごたら し、 

あまり 痛まし、 なさけなし。 

ただ 死の ほか に 自由な くば 

生く るに 堪 へぬ 君と われ， 

いざ 共に 起って、 この 濫を 

うち 碎 くべき 手段 せん、 

なさず ば 生 も 死 だもの を。 


X 

カネ タラ ヌ、 カネ タラ ヌ、 

かの 蒼い 顏 した 支那 人の 悲鳴が 

おれの 耳の ま はりに 鳴り響く、 

だんだん 高く、 高まって 

雷の 如くに 響き わたる。 

し よ ぼし よ ぼ瘦せ た 小 猿 を つれて、 

骨無し か、 うどんの やうに 

くるり くるりと 身 を 曲げる 

少年に 藝當 させて、 支那 人 は 

最後に 刀 をのんで 見せる。 

金 を 貰 ひに 廻れば バ ラバ ラ 逃げる 

-ー ャ 二 ャ 笑って みな 逃げる。 

つら 

刀 をのむ より 辛 さうな 

怨めし さうな 顏 をして、 


カネ タラ ヌ、 カネ タ ラヌー 


二階の 窓から、 西洋 洗濯の 職人、 

高見の 見物、 ゲ ラゲ ラ笑 ふと、 

それ を 見上げて かの 支那 人、 

カット 眼 をむ いて 怒鳴った、 

バカ、 バカ， バ カプ！ 


ひ A ゆ 


人氣も なくなった 路地の すみ、 

ただし よん ほりと うづ くまる 

小 猿と 少年、 支那 入 は 

なほ 眼 をむ いて 怒鳴り立てた、 

カネ タラ ヌ、 バ 力、 バ 力、 バ 力 


日本人 も 金 足らぬ、 

日本の 國も金 足らぬ、 

四方八方 佥足ら ぬ、 

日. K 中に 響く こ ゑ 


八 八 


カネ タラ ヌ、 カネ タラ ヌ、 

バカ， バカ、 バ カツ …… 


泥から 咲いた 花が いふに は、 

何てき たない 泥 だら う、 

みるから 胸糞が わるくなる、 

こんな ものに 取卷 かれて 

ゐ なけり やならぬ と は 何たる 不幸 だ、 

たまらん、 たまらん と 吱 いた 0 

泥から 養分 吸 ひながら。 

. ( それが 世に 謂 ふ 藝術家 だ。 


藝術 家、 藝術 家、 何て 素敵な 名 だら うねえ „ 

俗衆に 何が わかる とお 高く 構へ て， 

俊 然として、 鼻眼鏡 を ひねる 其奴が 

とてつもない 俗物なん だ。 

銀行の 俗物が まだ まし だ。 


キヨ 口 キヨ ロ四邊 を見迥 して" 

セン セェシ ヨン を ねらって ゐる 

この 廣吿 術の 英雄、 書齋の 俗物が、 

清 高 閑雅の 詩人と 呼ばれる の だ。 

幻術、 幻術、 藝術 家と は 手品師よ。 


一 つ に 云って やれ、 

1 體、 貴樣は 何で 飯 食って ゐる？ 

誰が 貴 樣を食 はせ てゐ るんだ？ 

それで、 まだ 6  、f こべぬ かしたら、 

ボイコット を 食 はせ て やれ。 

M は 吃驚 仰天、 小さく 縮む だら う。 

おれ は 泥 だよ、 泥 々様よ、 

跑糞 がわる けり やもう 吸 ふな 

さしと  、 

養分 を やる もの か と姜止 めたなら 

花はガ ックリ 萎れて しま ふだら う。 


泥、 


a ぬ 人 Q  , お 


泥、 

泥、 

どろどろの 泥、 

どろぼうの 泥 を 吐いたなら、 

おなじ 事 だよ、 君 も おれ も。 

みんな 糞 を 垂れる ぢ やない か、 

たまに は 屁 を こく 奴 も ある。 

&tll! ゲイ、 ゲイ、 ゲイ だ。 

貴樣 とおれの 違 ふの は、 おれが 正直に 

泥の 身分 を 守って ゐ るのに、 その 菱分を 

費驟が こ つ そり 盗んで 威張つ てゐる 事だハ 


X 


西班牙び とゥ ナム ノカ 

云 ふ は 悲劇的 生命 感、 

われ は 虚無的 生-命 主義。 

生 は悲壯 なる 消滅よ、 

虚無 ぞ まことの 生の 生。 


八 九 


入 間 本來無 一 物、 

それが 分れば、 一 段の 風光、 

て も、 すばらしい 眺め ぢ やな あ- 

捨身の 勇氣、 必死の 

自棄の 建設、 絕望的 勇氣、 

それ も篱ぢ やよ、 靑 山は悠 々0 

どれ、 お茶で も 湧か さう か" 

何 だい、 いやに 七む つかしい、 

禪 問答 か、 しかつめらしい 

博士の、 それが 哲學 か。 

哲學な んぞ はよ しゃが r -、 

はら 

£41 ッ 腹の 足しに もなら ぬ. 

鈮だ、 飯 だ、 だ、 

哲學 ぬきの 唯物主義よ。 

口と りなし のまぐ ろの 刺身、 

この 眞 赤な 色 を 見ろ、 


I 九 〇 

どう だ、 血の 色ぢ やわえ か。 

こんな 奴 を ぶん 流す の だ、 

敷石の 上に、 どく： ON;^ とよ。 

どうだい、 お前さんの 哲學の ずん と 向う だ C 

えらい ぞ、 えらい ぞ、 その；^ り だ。 

その 刹那が 悲劇的： Ji^ 命感、 

そ の あとさきが 虚無的 生命 主義よ。 

ほんら. T つ、 ラ 

太 來{ さよと 知ったら ば 

おれの 命が なんで 耍る 0 

おれ は 百 尺 竿頭の 人、 

落ちる ぞ、 落ちる ぞ、 碎 ける ぞ。 

いや、 はじめから、 落ちて ゐ るんだ、 

碎 けて ゐ るんだ。 はじめから 虚無 だ、 

虚無に 傲す るんだ なんて 餘 計な 事よ。 

.{4^ 氣枕 の 拴を拔 いて 押 しっぷせ、 

フッと 出る もの、 それが おれ だよ。 

やい、 おれに も飮 ませろ、 おれの. g を。 


X 

おれの 道はノ つも ジ クサ 》^ ん 」 

右に 近づき、 左に 近づく。 

しかも、 つねに 一本の 道 だ。 

お 、いつでも おれの 道 を il る。 

おれ はおれの 道 を 行き 盡す。 

人の 道 を 歩かなん だ、 

それが、 おれの 罪 だ、 おれの 誇り だ。 

おれの 直 は 邪道で あつたか、 

^道で も、 おれの 道に はかなって ゐる 

誰でも 自分の 道 を 行く もの 先し-. - _ 

自^の道 こそ 蓮 命の 道。 

孔子の 道 も、 老子の 道 も、 ， 

つ ひに おれの 道で はない、 

おれに はおれの 道が 正道。 

いかに 荊棘の 林に 入る とも 

つねに 1 條の路 はあった。 

自由 人の 


おれ は 行く よ、 おれの 道 を、 

おれ の^を 行き 盡す。 

-* ち 

男子の 途は絕 壁 だ、 

ただ 一條 ぞ、 斷 崖の 上、 

出 よば 一 人 は 落ちぬ ベ し 0  . 

もし 霧 深く 立ち 罩め なば 

目 さき はまつ くら 

下手に 動かば 粉微塵 だ。 

そんな 霧が、 闇が 來る 

男子の 生涯に はきつ と來 る。 

1 一一 十、 四十、 戰 ひの 後、 

戰ひ のまった だ 中に、 

滿 身の 創疾、 息切れして、 

喘ぎく づ をる る そのと き， 

一九 一 


そのと き、 女が 來る、 

女が 来て 救 ふ。 

女の 愛と 剠戟 もて、 

疲れいた みし 心に も 

生の 勇氣が 盛り かへ す。 

かく、 百 fl の 戰士は 言 ふ。 

げに、 力 ある 生命の 人、 

武者 小路 實篤も かく ありし と 〔 

世の 道 德は何 をい ふと も 

彼み づ からの 道德に 生き、 

おのれ を 生かし、 世に 勝った ( 

彼ぞ 男子の 男子なる" 


それに、 この おれ は 何とした、 

おれ は 弱蟲、 死なう とした。 

世に 敗れ たれば、 女に 行き、 

死へ と 向って 戀 をした。 


九 二 


女 は 救 ひとなら ず、 

教ひ ともならぬ 女よ。 

世 をば 恐る る 弱蟲を 

理性が 来て は ひつ 摑む。 

乾いた、 灰色の 理性が 

戀の霧 立つ 絕 壁の 

今一 歩に て 引き止めた。 

あはれ なる われで ありけ り。 

とく 

愛する とい ふ 事は餘 程の 得 だ、 

だから 裏切りで むくいられる" 

女の 裏切り を 憤る 奴 は 

自分 を 愛した 事 を 忘れた のか。 


愛する とい ふ 事 は ひどい 苦行 だ、 

だから その 代償に えらく なれる の だ ( 


愛の 苦しみ を訴 へる もの は 

そこで どんなに 自分の 人間が 出來 るか を 思へ 

愛する とい ふ 事 は 罪 ほろぼし だ、 

あまりに 我儘な 人間に 神が 命じた 事 だ。 

愛 を 罪 だと 思 ふ もの は、 愛せぬ ときの 

人間が どんなに 罪深い か を 知らない もの だ。 

正に 心緒 を述 ぶる 歌、 

絕 えて 久しくな りに けり、 

何し に 人 は 書く やらむ、 

心に もな き 戯れ歌 を。 . 

萬 葉ぶ りの 歌つ くる . 

大人 はも 世に は 多 けれど、 

いのち 切なき 節なら で 

よしなしごとの 冷た さよ。 

6  ffl 人 の 


つ めた く 離れて 見るならば 

歌 はず とても やみなん を • 

歌 ふお も ひの なかり せば 

默 して 雲 を 見る ぞ よき。 

萬 薬び との 切な さ を 

いまの この 世に 生かす 歌、 

言葉に あら じ、 ひた 燃えて 

とめて とまらぬ その 心 0 

十 年 前の その 人 は 

海の かなたに 住む とい ふ。 

遠き 潮路の ホノルルに 

なほ その かみ を 思へ る や。 

わが この 春の 波立ち を、 

蘆屋ず まひ を、 新聞の 


I 九 三 


文藝衝 の六號 記事に 

見出で て、 またも 戀せ しと はと 

かの 日の 知り 人へ 消息して、 

さすが 思 ひ は 深し とぞ。 

おれより 一 つ 上だった から 

ことし 三十 八の 笋。 

少し 猫脊の 人で あつたが、 

洋裝は 似合 ふか 似合 はぬ か、 

布哇は アメリカ、 出張所、 

中年の マダム、 わが 靑 春の 

まる 一 年 を 捧げた 時の、 

わが 唇 を 吸って、 われに 吸 はせ た 

あの 日の 色香 は殘れ るか。 

あまりに 世間に 氣 兼ねして、 

しん ぞ嫌ゃ だよ、 やめに した、 

と は 云へ、 一 度 は 愛した 女 だもの を 

僧い 心 はわれ もせぬ。 


1 九 四 

さても ホノルル、 よく 行った ノ 

愛した 女が、 切れた のち、 

やっぱり 阿佐ヶ谷、 高圓 寺、 

あの 沿線に うろうろして 

い つ 迄 も おれの 名前が ついて 週る、 

それ は 堪らぬ 後味、 恥さらし、 

それに 布哇は SI し。 

思 ひの 外に 氣の 利いた 

君 も 女であった かな あ、 

自分 はと まれ、 歳月の^ 離 

まして や 空間の^ 離の 哀感 を、 

ハへー H ソース •  K. ブ * ディスタンス 

lathos  CI  diatoucc. をお， も 身 こ； ち >。 

おも ふ は 三月、 かの 六 甲の 

苦樂 園へ と のぼるみ ち、 

その 山み ちの 半ばに て 

ミス •  ti ビン が 云 ひ 出し その ことぶ， <、 


「ことによ つたら、 わたし、 

シ ン ガ 。ホ ォ ル に 行く かも 知れな い の 

いま、 あの人に その 話が あるの よ、 

でも、 いやね え …… 」 

それ は 女の手 だてと は 思 5 たが、 

追つ かけて 來た 文に こたへ ず、 

た  はんとし 

きつば り斷 つた あとの 半年 

若し や 誇りの 强 いおの 

おのが 心の ままになる 

その パ アト ナァを すすめ 動力して 

遠く 行きし にあらざる か。 

シン ガボ オルと、 ホノルルと、， 

さら  >. ^ 

さらば わが 身 は 幸 ある 身 

へだてて 遠ければ 

迭 ひの 夢も溺 るべ し、 

行けぬ 異鄕と 知る から は 

過ぎに し 夢 もな つかしし。 

.0 由 人の 鼓 


われ 夢と 忘れし を 

なほ も 思 ふか、 十年經 て、 

冷たき 女， 冷た さは 

あ-二- 

あとが ほのかに！ i まる 力と、 

ふたたび 冷たき 火に ぞ燒 かれて 

またもう かぶ は鹽 辛い 笑 ひだ。 

シン ガボ オルに 君 も 行け、 

さち  -、 

さらば わが 身 は 幸 ある 身 

われ も 波路の かぢ まくら。 

わが 愛せし 女 は 遠く 行く 

みな 行きつ くす、 波の 上。 

X 

戀し戀 し は 

昔の 夢よ、 

風の たよりも 

今 はない。 

1 九： A 


戀の まこと は 

嵐の 花よ、 

ばつと 開いて 

ばつと 散る。 

戀 はえせ もの、 

燃やせば 燃える- 

燃え 盡 くまで は 

もう 消えぬ。 

戀は 花火よ、 

闇なら うれし、 

ばつと 燃えた が 

うつくし い。 

戀し戀 し は 

昔の 夢よ、 

今 は 忘れて 


1 九 六 

逢 ひもせず。 

わざわざ 泊り に 

來 たもの を、 

宵 中 あはせ で 

なんで 寢た。 

お 七 吉三も 

した もの を、 

なぜに そなた は 

返事せ ぬ。 

誰に 遠慮 は 

ない もの を、 

いい 子です ます 

氣 だった か。 


返事せ ぬの は 

した ことよ、 

それに 默 つて 

なんで 寢た。 

心 抑へ て、 ひかへ 目に、 

世 を を づをづ と、 遠慮が ちに _ 

もの も はっきり 云 ひもえ で、 . 

いつも 白けた しらふの 心で 

1 度 もほんと に醉 ひもせ ず 

義務と 責任の 山に 押されて 

世 渡る 人の 寂し さよ。 


島 村 抱 月、 彼 をお も ふ、 

おれの 容貌が 似て ゐ ると いふ 

島 村 抱 月 を、 いつも 思 ふ、 


どんなに 寂しい 人だった かと。 

一度、 ただ 一度 會 つた その 人の 

蒼 ざめ た 顔の 寂し さ、 今に 忘れぬ。 

おなじ 裏日本の 寂し さ を 

その § に 受けて、 おのれ を 抑へ、 

いつも 靜 かに 落 蕾いて 過せば、 

堅 者 肌よ と 人 はいふ。 

その 學 者の 中の 人間が 

つ ひに 堪 へえぬ 日 は來る を。 

君に も、 おれに も、 三十す ぎて、 

四十 を 前に、 何ん とせう。 

四十 二に して 微塵と なった 

二く  2  I 

IS な 心、 何で 惜しまう 

なんの 男が、 裸 一 賞、 飛び出せば、 

それが 生 だよ、 君 も 男 だ。 


九 七 


松 井須 磨 子に 生きん とて 

行く は 恐ろし、 かへるは^t^^J、 

幾度び か 死 を 決して は 

戶山ケ 原 を さまようて、 

山の手 線の 鐵路 へと 

ひ 込まう とまで も js ひ 極め，. こ。 

芝居 者と 身 は 成り果てて、 

西に 東に、 さすら ひの ：51^、 

荒い 世間の 風 あたり 

揉まれ 揉まれて 額の こけ *- 

本 はお さらば、 世間 を讀 みに 

出 は 出た ものの、 なんと 噴む、 

おか ど 違 ひの 大學 敎授。 

須磨子 我儘、 I- は强 い、 

先生 なれ ど、 纏 術 座の 女王、 ， 

云つ て 聞かねば 怒鳴り 聲、 


荒 い 喧 if も 外 ま で 曳れた 0 

さて、 ス ぺ ィ ン 感冒、 あの 藝術 座の、 

あの ガ ラ ン とした 中に 病み 臥し て、 

ひとり 寂しく 息絕 えた。 

なんと 寂しい 人だった、 抱 月、 

なんと 寂しい j 生だった、 抱 月。 

1 生 を 棒に ふった 男、 

それが 君 だよ、 君 だけ か、 ， 

島 村 抱 月、 おれ もさう だ。 

棒に ふった ゆ ゑ、 君 は 生きた、 

おれ は 空しい 捧 手振り、 

おなじ 裏日本の 冷たい 風に 

吹かれ 吹かれて 迷 ひ 出た 

寂しい 男で ありながら。 

だが、 ほんに 給仕 上りだった ねえ、 

君 も、 おれ もよ。 


X 

おれ は 道德の 上に 立つ。 

大きな 事 をい ふな、 

きさま は 這德を 破った ぢ やない か。 

たしかに、 おれ は 道 德家ぢ やない、 

だが、 おれに はおれの 道德が ある。 

道德 がなくて、 何の 苦悶 ぞ、 

しかも、 苦悶が おれの 生の 意義 だ。 

道德 こそ は、 人間の 苦悶の 結晶 體ょ。 

それ は 面白い、 それ を 聞かう。 

すばらしい 珍說 らしい からな。 

さう だ、 珍說 だと も。 

君の 道 德は强 制の 道德 だの に、 


おれの 道德 は自發 の道德 だからな あ， 

君 は 世間の 目色に 從ふ、 

おれ はおれの 心の 聲に據 る、 

おれの 蒗德は 自由の 道德， 

未だ 來らぬ 日の 道 德だ。 

一切の 他律 を 撥 無して ♦ 

自律に 生きる 悲痛の 道德。 

人の 目い ろ を ：！！^ て 生きるな、 

^間の 習慣、 虚偽 はみ な 捨てろ、 

論語、 バイブル、 みな 無用、 

八蓠五 千の 經文 も、 みな 鼻紙よ。 

おれの この 胸の 中に ある 

おれの 自我、 おれの 本心の みが おれの 厲赏. 

おっと 待ったり、 その 本心が、 

君の 讀んだ 本から 來てゐ たら どうす る？ 

何處 までが 君の 自我で、 

何處 からが 他人の 自我 か、 

1 九九 


とうして それ を 定める の だ？ 

それ は拔 目の ない 賢い 間 ひだ、 

よくいい ところに 氣が 付いた。 

おれ を本讀 みと 思 ふから さう 云 ふの だら うが、 

影. 響なら ば、 本ば かりから は來 な、、 

もしろ 生きた 人間の 人格の 

直接的な 化が 大きい の だ。 

周 園の 影響 も ある、 境遇の 感化 も ある • 

だ 力、 それら を I 々撥 無したら、 

rj 度ら つきよ を剝 くやうな もの で 

おれの 自我 はなん にも 殘るま 、，0 

自， f がの つ!^ 別 は， 結局、 論理の 遊戲 だよ、 

I 切 合切  1、 みんな おれ だよ、 おれの 世界 だ、 

たが、 それで は あんまり 際限がない、 

そこで、 おれ はおれの 心眼の ir つて 

世間の 凡て を ふる ひ 落す、 

その 殘 つた ものが おれの 自我に S 


二 〇0 

- 1. . ,  >  ちょいと 

何た か 一 寸 アイ マイ だが、 

まあよ し、 次ぎへ …… 

そこで、 おれが おれの 自我 を 

ふる ひ 落して、 守る や  うこ， 

他人 も 他人の 自我 を 守る。 

おれ はおれの 自我 を 尊 貢す るた めに、 

他人 の 自我 を 尊 軍； す るの！. こ。 

人 を 制せず、 人に も 制せら， ず、 

人の 邪魔せ ず、 人に も 邪魔 さ， 丄ず、 

いたるところで 自分が 主人、 

そ の 絕封 自由 境に 立た う とする 

これ か 自由 人の 道德 なの！. こ。 

何だか ス ティル ネルの 說の やう だな、 

ス ティル ネル も そ こに 難 翻が あろと 田 3 ふが、 

それ は 結局、 接り ifl- で、 自己満足で、 


一 向、 世間に 通用し ない 

自分 免許 の 屋根裏 哲學 で 終り はせ ぬか < 


おれ は 必ずしも ス ティル ネリ アン ぢ やない が、 

ス ティル ネルが 屋根裏で 死なう と 死ぬまい と、 

その 哲學に は、 一 文 も增減 はすまい。 

おれ だって さう だ、 おれが どの やうに 

み ぢ めな 最後 を 遂げよう と、 

おれの 道德は 死なぬ、 寧ろ 生きる 位 だ。 

君 は 何かとい ふと 世間、 世間と いふが、 

社 會と云 はぬ だけ まだ 可愛い よ。 

社會 とい へば えら さう だが、 結局 世間 だ、 > 

世間 は 他人で 成立って ゐる、 

他人 は 自分 ぢ やない、 自分の 考 へと 

一致 はしない、 むしろ 多く は 反撥す る。 

それでこそ、 悲痛の 道德 なの だ。 

おれ は 他人 を 制しようと は 思 はぬ に 

他人 はおれ を 制しよう とする、 

自由 人の 欲 


他律の 世 思 はおれの 自律 を 認めない。 一 

そこで 叛逆 だ、 戰 ひだ、 苦悶の 渦 だ、 へ 

おれ はおれ を 生かす ため、 單身 赤手、 一 

絕望的 勇氣、 生命の 悲痛の 燃燒 …… 一 

大 3-、 詩に なって 來 たや 5 だな、  ： 

君 は 詩人 だから 無理 もない が、  一 

どうも 論理が アヤ フ ャ なやう だ。 

まあいい、 それより 一 つ 手っ取り早く 』 

君の よく 云 ふ 生活の 實踐 はどう だ？  I 

そこで、 君の 戀愛 はどうした？ 

そ の 戀愛上 で の 實踐説 を 聞かう。  ュ 

そこで 君が どんなに 自分の 道德を 生かした か * 

どんなに その 自律に 忠實 であった か、 

まづ 以て、 それ を 聞か うぢ やない か。 _ 


云 ふまで もない。 何より 云 ひたい 窜だ。 

元來、 おれ は 曾て 女 を 誘惑した 事がない、 

二 〇 一 


ちサ 4 

大抵 はむしろ 受身 だ (これ は 恥 かも 知れぬ が) 

十 年 前の 女で も、 この 春の 女で も、 

女が 好いて くれたら 一 幾になる、 

なれぬ と 云ったら そこで 別れる、 

し つ こく 女に つきまとうて 

女を强 制する なん ぞは鑤 やな 事 だ、 

强轰 なん ぞは 大罪 惡だ。 

だが、 悲しい 事に は、 女の 天性 は 

-r.  二  I、  一一； SF 

押して、 押して、 押し倒す、 

押しの 强さ につい 負ける 0 

十 年 前の 女の やうに、 どんなに 儒れ て も、 

男の 手落ちになる やうに、 後で 責め 得る， う-」 

强轰の かたち でな くば 身 を 許さぬ 

そんな タク チック を 持つ の も ある。 

それ はおれの 趣味で ない、 なかった が、 

今 はおれの 道德 でない。 どう だ、 立涯ぢ やない 

その代り、 思 ふ 存分の 事 は 出来ない、 


力 


二 〇 二 

それが おれの 悲哀 だ、 おれの 苦悶 だ。 

^局. おれ も 君の 大好きな 世間 道 寝に 

よく 合致す る 殊勝な 男な の だ。 

さう は 云 はさぬ。 十 年 前 は 知らぬ こと、 

今度 はちと 事が 面倒 だぞ。 

それに タ クチ ックも 違つ てゐた ^0 

それ を どうす る、 ど-つ 云 ひ拔ナ る、 

ー體、 君 は 現行の 婚姻 制度 を 何と 見る CV 

婚姻 制度？ 憨々、 お突きと 来たな。 

そんな 制度なん ぞ、 明日の 日が 来たら、 

アンシャン .レ ヂィム の 假髮、 塔の 髮、 

igi. 骨 入りの 幽靈 衣裳の サ c ン だら う。 

だが、 おれ は 必ずしも 全 的 否定 はしない 

任意の 結合 は 許されねば ならぬ. 

その 範圜 での 婚姻 は 可し、 

若し 多少で も 強制が 伴 ふなら ば 


その 制度 は 正に 呪 はれて あれ。 

その 一 方が どうで も 嫌 やにな つたなら 

きれい さつば り 別れる 事 だ、 

1. に 好きな 異性が 出来たなら 

そちら へ 行く よ り &| はない 箬 だ。 

ちとぎ 

また、 若し やつば り 元 木が よくて 

歸るを こちら も 望むなら、 

また、 もとの 小鳥 はもとの 枝、 

嫌 やなら 仕方ない、 よその 枝。 

それが い ちば ん 自然 ぢ やな い か。 

だが、 さう うまく 行かぬ のが 人生 だ、. 

他處 へ 自由に 飛んで ゆく 方 は い いが 

飛んで 行かれる 方 はどうす る？ 

轰通 する 方 はお もしろ からう が 

される 方の 氣持は どんな もの だ？ 

若し 假 りに 君が 女に 逃げられる 万の 

つ まらない くぢを いたら どうす ろ？ 

o 由 人の 歌 


姦通され る 夫の 役目に 廻ったら ど、 「だ？ 

おれ は 女に 逃げられる 男の 氣持は 

つい ぞ まだ 考 へた 事はなかった が、 

夫に 捨てられる 女の 心 は 

寶に 長い間、 深く 考 へて 來た。 

そして、 おれ は 重ねて、 妻なら ぬ 

よその 女に 戀 した けれど、 

つ ひ に 妻 を 捨て去る 氣 になれ なんだ、 

おれの やうな 賴み 甲斐な い 男 を も 

夫と 思へば こそ 賴み にして ゐる 

一 人の 女が 捨てられぬ、 

それで 十 年 前 は 煮え 切らず、 

さま 

その 覺 悟が 定らぬ うち は 女 は 出ないで、 

妻が 國へ歸 つた 後、 はじめて 泊り に來 た、 

來 たが、 女よ、 もう 遲ぃ、 

こんな 捨身の 手 を 打 たれて、 

われから 殊勝に 身 を 引かれて、 

二 〇三 


それ をい い 事に、 その 虚 につけ 込んで 

この 女に 手が つけられ ようか、 

それが おれに は 出来なん だの だ。 

おれ も その 夜 は 苦しかった、 ， 

脊中 合せで 寢 るまで は  

何だか 隨の やうな 話 だな、 

だが、 君の 性格で は、 それ も 有り得る、 

つまり、 女の その 夜の タク チックと、 

細君に 捨身の 手 を 打 たれ 

先手を打 たれて 負けた の だら う。 

まづ、 そんなと ころ だら う、 

今では おれ もさう 思 ふ。 

だが、 もう 二三 日 さう して ゐ たら 

あぶない ところでは あつたの だ。 

さう かな …… 二三 日 もしたら …… 


二  0 四 

君 も 不思議な 男 だな あ。 

だが、 その 君が 十 年後、 

背 甲 合せで 寢 なんだ のが 

おれに は 一 層 不思議 だよ。 

なんの 不思議が ある もの か、 

あたり まへ ぢ やない か、 

おれ も その 間に 十 年 歳 をと つて ゐ る。 

それに 事情が すっかり 違 ふの だ、 

女の性 格 も 違 ふの だ。 

第一、 おれの 道德が 違った。 

では、 フライ ェ* リイべ の道德 か、 

大杉 流の 英雄主義 か？ 

いや、 さ うぢ やない、 絕望 なの だ、 

十 年 前 も さう では あつ た が 、 

今度と いふ 今度 は、 おれ は 死 だ。 


君 はよう く 知って ゐる箬 ではない か、 

おれ は 事業に 裏切られ 

自分の 才能に 裏切られ、 

前途の 闇に おびやかされ  , 

社 會に犇 々しめつけられて、 

なんで その 儘 持ち こた へられよう。 

おれ は 弱い の だ、 おれ は 死 だ、 . 

一縷の 望み、 一條の 活路 を 

おれ は戀に 見付けた の だ、 

戀に 死なん と 決した の だ。 

ねばす ベて は 無に 歸 する、 

善惡、 美醜、 總 決算、 

それ ゆ ゑ おれ は 何でも やった の だ。 

死ねば 何 を やっても いいと いふの か？ 

さう は 思つ たわけ でもない が、 

もう 止める 力が おれに なかった。 

自由 人の 歌 


それでも やつば り 自律の 人 かね。 

他律 だ、 自律 だ、 それ は 言葉よ、 

もう そこまで 行けば 何もな い、 

理窟なん ぞが齒 が 立つ もの か。 

おのれ も、 人 も、 もう 無かった、 

ただ 滅茶苦茶よ、 勝手にし ゃァ がれ、 

おれ は 自分で 自分 をぶ つ 澄す、 

それが 惡 けり や 地獄まで 追つ て來 い、 

そんな 氣 持だった、 今から 見れば 

たしかに おれ は あの ころ jl 氣 だった * 

そんなら、 もう 問題 はない、 

道德の 範闻の 外で はない か。 

いや、 それでも おれ は 苦しんだ、. 

人の 惱 みが 身に、 ぬみ 込んで 

二 〇 五 


ああ、 おれが あの 男で あったらと 

おもへば、 おれ もなん とする。 

み ち 

返す 外に 途な いぢ やない か。 

善くも 惡 くも、 これが おれの 道德、 

おれの 戰ひ、 おれの 宿命な の だ。 

おれ は 悔いた、 二重に 侮いた、 

今 も 心が 端 はし 痛む。 

もう、 こんな 話 はよ さう、 

あんまり 考 へる のが 苦しい から" 

君 も そんなに 弱い かな あ、 

やつば り 君 も自. K 人ぢ ぞ ない. Tf, 

いちばん 囚 はれた 人間 かも 知れぬ。 

道德 だなん て、 結局、 性格 サ、 

君の 苦悶 は 君の 性格の 分泌物 だ 0 

君 も 可哀相な 男 だな あ、 

今 はおれ も 君 を 咎めぬ …ミ 


二 〇 六 

1 八 九 二 年. —— 一 九 二八 年" 

この 二つの 年の 間 を 賞ぬ く 

一條 長い 苦惱の 流れ を 

我れ と 名 づけて、 詩と なした。 

詩と なし たれ ど、 懒ぃ^！^ょ。  、 

見ねば よい 夢、 へ ッポコ 詩。 

三十 七 年、 何と 長たら しい 

へ ッポコ 詩人の 冗慢詩 

一 萬 三千 五 百 五行、 

黑 ばっかりの 地獄の 日 lis" 

すぢ 

1^ おそろしき 物が 流れた、 (蛇の 路) 

一八 九 二 年 —— 一 九 二八 年。 

十 I お 十五 日 ——- 十八 日 〔iG- 京〕 

第二 編 


禍ひ はた だ獨 りで は來 ぬと V ふ。 

不幸 は 群れ をな して 來 ると いふ。 

西暦 一九二 八 年、 昭和 三年、 

これ は 何とした 年であった ぞ。 

とどめ を 刺しに 來た年 か、 

おれ を 救 ひに 來た年 か。 

1 月、 滿 地の 霜、 Is に、 わが 愛 弟、 _ 

若い ぺ シ ミズ ムの 詩人 は 死んだ" 

おれが 死んだら、 その 兄貴と 二人で 

I を擔ぃ であげ ると 云 ひながら、 

その おれに 寒い 野 邊经り を させて しまつた- 

歐 ケ^の 火葬場に、 薄日が さして、 

骨 上げの 骨 しらじらと、 わが 骨 も 

燒 かれぬ うちに 碎く かと 痛みて 霧く、 

しらじらと 淚も 凍る、 梅の 花、 

おれ は怨 むぞ、 なぜ 死んだ の だ、 • 

何 を おれに 殘 して 行った のか、 

自由 人の 歌 


ゎが孤獨を：史に！^ませて。 

やるせない 淚が、 女々 しう 顿を傳 うて 

男泣きに 泣いた、 おれ を 泣かせた、 

享年 二十 五 歳、 ti 滿翠信 士、 

お まへ も 若い 詩人 で 終る 運 だ つた かと 

その 十九 日、 その 二十日、 

おれ は 彼が 遺した 詩稿 を 讚んで、 

つち 

「春の 日 は 地に 消え去り 

夏の 日ね 河に 流れき、 

K« かなる {t^ を 飛ぶ 鳥 

幸 ありと われに 吿 ぐる も、 

など 行かん、 今日 この 秋に …… 」 

かく 誦して- われ も 行かん と、 

年越しの 死の ねが ひゆ ゑ、 

また 更ら に、 淚 こぼれた。 

二 弓 こ は、 死んだ 心に、 思 ひも かけぬ- 

かの 冷たく 深い 隱の マド モア ゼ ル、 

二 0 七 


ミ ス •  口 ビン • 小鳥が おれに 飛んで 來た。 

い たづら 鳥が、 飛んで 来たの は 何のた め 0 

ぉれの{>^1しぃ心を巢と見たか、 

おれの 心に 火 を ii けて、 ばつと 然 える を 

,  .5 たづら 

おもしろい 惡數 ごとと 興じた か。 

卑怯 だ わ、 臆病 だ わと、 尻 ごもる 

男心 を 鞭って、 笑って 泣いて、 

よくもお びき 出した よ、 火と なした。 

キ ス  くち 

接吻して あげたい 唇な のね え、 

わたし、 どんな 事で もして ぁヂる わと 

あとさき 

後先 もみぬ 燃え 方 は、 何の ためとも 

知らぬ 生命の 激流に、 ふたり もろとも 

溺れる 覺悟 もない くせに、 溺れた 聲で、 

甘い 若さの 囁く を、 われ も 返した" 

今 ni を 限りに 生き 死なば 

長き ねが ひも 今ぞ かな ふと. 

二つ 合せ て 鳴らしな ば いかに か 鳴らむ、 

戀の 悲曲に、 死の 狂想曲に、 


二 〇 八 

生きた 心臓の鼓動 を 奏でた 曰、 

その 音樂 に、 年 を經て 膏肓に 入る 

書物の 病 を 癒 やさう として、 

わが 心 は 深い 傷 手 を 受けた。 

三月 は、 夢と 狂と、 醉と 痛みと" 

今 は とめられぬ、 轉げ 出した 石。 

池の ほとりの 炬撻 はま だ 寒かった、 . 

海の ほとりに、 降る 雨 も 酒の 色して、 

ばつと まぶた も 紅らん で、 

なほ、 なほ、 なほに からむ 指、， 

その 指 こそ はわが 愛でし 指 

わが 魂 をぬ き 取った 指、 

手 も 可愛く、 足 も 可愛く、 

可愛く 可愛く、  g すぢ から ^ぉ まで 

接吻で 蔽 へば、 理性 も蔽 はれて、 

罪の 中に、 茫然と して 立つ 男と 女- 

1J き ん  4^- 、る 1^ 

最後の 閾を ふみ 越えて、 その 翌！ 1:， 


その 三日、 風 吹きす さぶ 心の 街、 

はや も わたし は歸 ると いふ、 

歸ら わば 迎 へ に來 ると 云 つ て來た わ、 

どうしても 歸ら ねばならな いわとて 

慌し くも 逃げ 歸 る その 心 やい かに。 

別れの 前夜， 今 も 忘れぬ、 

江戸川べ りの さまよ ひに、 

冷たい 靄の 夜 町に， 肩 を 並べて、 

「花嫁 さま は なぜ 悲しい の、 

文 金 島 田に 結びながら」 と、 

悲しい 悲しい 歌 をうた つて 聞かせた、 

別れ はつらい と 云 ひながら。 

三月 は、 それで はすまぬ、 わが 受難、 

汽車の 窓から、 いつまでも. いつまでも 

見えず なる まで 出して ゐた あの 長い 頸、 

辛い 別れの その 人と、 入れ違 ひに 来た、 

.5 ざな 

われ を 誘 ひやまぬ 年上の マダム、 

自由 人の 歌 


その 人の ためとて 用 は 神 田まで、 

共に 上りて、 晩餐の 酒の みだれに、 

わが 戀 語れば、 しどけ なく 膝 をく づ して 

わが 手 をと つて， ぢ つと 兑 入って、 

戀 せぬ 人と 思うた が、 なさる 氣 ならば、 

どうせ 死にに お行きになる のなら 

わたしと 一緒に 死んで 下さいと 

云 はれて、 何と 云って いいの か。 

あの 女 はとても 死に はせ ぬ、 

死なねば なら なくなった ならこの 女よ と、 

ふと 迷うて、 輕ぃ誓 ひの 罸な るか、 

更けて 歸れ ば、 英語 交りの ロォマ 字の 文、 

「どうぞ 早くい らして 下さ いね、 

1 日 千秋の 思 ひで 待って ゐ ます、 

あたし こんなに Vehe ョ stly  r-OBSion 

もった 事 はじめて！」 と讀み 出して、 

狂亂の 妻の 嘆きの いかにいた ましく、 

切なく 辛い、 われで あつたか、 

二  C 九 


消す に 消されぬ 男の 狂 ひ- 

三月 は、 それで はすまぬ、 男の 受難、 

來 ませ 來 ませと 呼び 招く、  0: 文 夜 文に、， 

狂 ひ 歎く 人 を つれな く ふり き つ て 

何し にわれ は 行く もの か、 

命 を 捨てに 行く もの か、 

行く ところまで 行って 死ぬ、 

覺悟 はすで に 世に Si し 潰された 

ひととせ 前の 持 越し だ、 

行けば 命 はない もの と 思うた 命 

なくならず、 蘆 尾 川邊の 苦し さは 

暗い 海邊に ノィん で、 波に 波打つ 心の 惑 ひ、 

夜更けて 阪急、 松の 葉 かげに 躍る わが 影、 

これが われ かと、 束の間 は 

ころよ い 松の 枝-ふり を しらべ もした" 

何とい ふ淚、 何とい ふ 君 は 明び 泣、 

髮を镜 づれば 嬉しげ に、 少 53^ の 笑 ひ" 


二 一  〇 - 

二階の 隅の 四疊 半、 いつもつ 「人 It 

かき 抱き 寢る人 思 ひ、 た へられぬ、 

た へられ わば か、 晝も 夜の 夢、 

三人ず まひに、 一緒の 暮し、 

わたしの べビィ よ、 自由よ と 

この 世 を 夢と たのしむ 人に、 

その また 夢 を 伴奏す る 

これが わが 身の 果てなる か。 

いや、 いや、 かう しちや ゐられ ぬ、 

死に もす る 苦しみの 文、 代篆の 

義弟の 文句 さと 胸に、 を 刺す を。 

S げ歸 る、 こたび はわれが 逃げ 歸る、 一 

卑怯 もの、 瞳 病 もの か、 おれ は どこまで、： 

京に も 寄らず、 かの マダム、 

死ねば 今 こそ、 その 人 を 京の ほとりに 

訪ね もて、 死 出の 戀路は 今 こそと 一 

思 ひも 寄らず、 その 入の 戀は たは むれ、 一 


死の たは むれに 伴 ひて、 たと へば 紀州. 

白濱 あたりで とら はれて、 新聞種に、 

ぃ>- はぢ  おち ， • - - 、 

生 恥 さらす が 落と はかりに 

ただ、 ，濱 名 湖の 波が しら、 

ここに 一 人が いざとば かりに 

S ひしが、 さても、 さても 卑怯な、 

いきもの  、 

これが 世に あさましい 生物の 生きる 四月よ 

四月 は 空しき 心、 さらに 空しく、 

苦しき あまりの 行き 屍り、 西は戀 しく、 

そ ^銜^い かで 忘る る、 忘られず と 

おさへ がるに、 その 文の 度び のい さか ひ、 

いとしき 妻 も 今 は 敵よ その 節 

その 憎しみの 思 ひの 入 は 心 知られず 

いさか ひの 種なる 文の 二日 絕 ゆれば 

、しょ 知れず、 臥し 寢ても 涙 はら はら、 

»  たづ 

はら はら 心、 郊外に 女の！^ を 訪ねて 

その 苦しみ を 吐息して、 その 歸る さよ、 

£ けて、 人影 もない その 驛 の-. 


その 驛 頭に 走り 来る 電車の もとに、 

ただ 一瞬， 身 を 投げん として、 はつ 

五月、 堪へ 得ず、 救 ひ を 求め、 

ふたりの 古い 交りの 中の 一 人の 

•Ms け  、 

なほ 古く 馴染める 人の 情の 深さ 

危 ふき 橋 を わたらずに 

た ひ くさ ぢ 

坦ら 草路を 導く 人よ と 

行けば、 靜岡 のかの 人、 

やさしき 迎へ、 隨の 燃え、 . 

とどまり たま へその 戀を 

命絕 ゆべき その 戀を、 

あづま 

君が やさしき 東の 人 を 

痛め 傷つけ たま ひそよ、 

ただ その 儘に、 君が 命 を 

生かして あげたい との その 情、 

ち づ At/ 

妻なら ぬ 妻の 暮 しも 東 は うれし、 

あから 

うれしと ボッ と顏を 紅め て、 


かの 停電の レスト オランに 

あまりに 心の 近づけば、 

妻なら ぬ 女 なれ ども、 やにり 妻、 

人の 女 を 何とす るぞと 

怒り 憎しみ ！ 男と 男、 

獅子 と 獅子との にらみ 合 ひ、 

おもしろ しと は 思へ ども、 身の 哀. r^_、 

隱れて 君 を 呼び出して、 

盜 むとまで はさ だめえ で、 

あまりの 心の 苦し さに 

ほか 

また われ 逃る る 外なくて。 

歸れ ば、 いかに 心なき 若者の & 

靜岡 あての 葉書に 書いた 

文 取次ぎ を 疑 はるる 怪し い 文句. 

餘 計な 事 を 書いた ものよ と 

笑って すまぬ 妻の 怒りに、 

もう 駄目 だ" これで はすまぬ、 


二  I  二 

や つ た 事なら 詫び て も 足らぬ、 

やらぬ 事まで 身に 引受けて 

苦しむ、 苦しむ、 苦しみ は 厭や、 

厭や だ、 厭や だと、 また 疳  11"^ 

どうで を さまり つかねば ままよ、 

一 かばち かやって 見る、 

あまりに 重なる 打撃に 狂氣、 

ふたたび、 西へ、 急行列車、 

ああ、 また 重たい 二つの トランク、 

おれの 惱 みと 罪 を 詰め込む. 

それに どうして 死 を 詰め な ん だ 。 

行けば 女 の 家 あ ての 手紙の is、 

人目に つけば、 一 度に わかる わが 動靜、 

さて、 どうなる 事ぞ、 どう ともなれ と 

やつば り 腹 はき まらぬ か、 

きまれば どんなにみ ぢ めな 立場、 

それが ありあり 見え透く もの を、 

惡夢 だ、 If 夢 だ， またも 碎 けず 歸れ ば、 


の 春 は 夢 なれ や、 東 も 夢よ 

舟橋まで も、 喧嘩して。 

六月、 

七月、 

八月， 

苦しい 三月、 夏なら ぬ 夏、 

1 生の &&、 太陽と 絕緣 して は、 

わが 生涯の 不作の 年 か、 これ もよ、 - 

ただ 詩 を 書きて なぐさむ る 

それ もす ベな み、 その 妨げの 

よしなき 仕事、 人々 の 羨み 語る 

敏の蔓 をば たぐる とて、 何 か殘ら t 

，c くと せ  ， 、 .il'  、/し-.」、 

幾年 長き 借り . 力ね なれ は 

棒引きの あはれ を 人 は 知ら ざら む。 

一 まへ し 身に は 無理なる 日夜の 業、 

精 も i も盡 きて、 夜半に 倒れて、 - 

苦しき あまりの 飮む 酒に 


思 はぬ 病、 戀の 病の 

齒を くひし めての 荒療治、 

もう 行かぬ、 手紙 も 出さぬ、 ， 

a ひかけ て 來た文 も そのまま、 

ほか . 

今 は 君より 他の 人へ と 

、じ 癒 やしの 戀 すると 

ふみ  ， 

殘 せし 文に、 怨めしく 

あまり 寂しい あきらめの 文の あはれ さ、 

いぢら しの 文 も そのまま、 

その 戀ぞ、 この 病 かよ。 

九月 はじめに、 病の 床に 倒れて 

これ もまた、 わが 一 生に 知ら ざり し 

身のう づき、 夜更けの 痛み、 

呻き、 惱ん で、 頰は 落ち込む。 

ii の 痛み も、 業のう づき もみな 忘^ 

身の 痛み もて 鎭む とふ 心の 痛み、 

身の 痛み 消すべき 力な かりけ り。 

二 一 コー 


去年 あたりより ぐら づきし 

精神主義の 薄弱な 土臺の 崩れ、 

今ぞ この 身に 犇々 と沁む 

唯物主義の 生きた 說法。 

死なん と 思 ふ 心 育てて 

死ぬ に 死なれぬ この 病、 

わが 自死自 葬 は、 一 つの 業よ、 

起てぬ この 身で 何の 旅。 

むかし 小說に 書いた 如くに 

身 を 大洋に 乘り 出して、 

暗い 波間に どんぶり こ、 

自分で 自分の 死該の 始末す る、 

葬式 も 無用、 墓 も 無用、 

かの 唯物主義 者ェ ンゲ ルスが 

死 を燒 いて その 灰 を 海に 蒔か せ た 

その 心意 氣 もて、 さらに うれしき 性窣； 菴主、 

波濤 裡に珠 浴し、 潮に 隨 つて 流れ 去る 

その 水葬の つ ひに わが 蓮に あらぬ か、 


二  I 四 

死ぬ ために 病氣 療養、 

それ は大 莫迦、 それ は^! 

かくて 十月、 なほ 病 怠り もせず、 

藥魏 さげて、 病院 通 ひ の ニヒリスト、 

自動車 の 中に 橫 臥す 道化 の 姿、 

これが わが 身 か、 死 を 戀ふ入 か、 ， 

さても さても、 なさけない 靑讒 * 

蝶と ならずに 死ぬ もの か。 

飛んで 死なずに、 這 ひ 死ぬ か。 

叠 の 上の 四つ 這 ひの 死が 

われの 運 かと、 運命の 意地 わるさ を 

今更に 啣っ おろか さ、 十月よ、 

わが 心の 願 ひの 月 を、 病と 泣け ズ、 

思 ひも かけぬ 老いの 母、 

われに 代りて 死んで しまった。 

麻布の 家に、 弟の 看護の もとに 

ややよ ろしき と 聞きし もり- 


小夜の まなかに 息絕 えて、 - 

ふたたび 葬儀. 今度 は 桐ケ谷 >  骨 拾 ひ、 一 

す わり も出來 ぬ 身 を 這 はせ て  一 

長男の いかに か はせん。  一 

死顏を のぞけば 思 ひ、 いやに 亂れ て、 ！ 

心から 愛された 覺 のな い 母ながら、 

わが 母 なれば、 腦脊隨 の 故障の ゆ ゑに 一 

狂 ひ を 見せて 死にたり や、 いとし、  一 

死亡 診斷 書に 痲 it 狂の 病. >P 見れば、 

今更に 身う ち 寒け く、 

十七 年 前に 別府 にて 失せに し 父の 

死ぬ 前の その 狂態 も 思 ひ 合 はされ、 悲しむ は- 

われ も 狂うて  粟  つべき か、 

旣に 狂へ る われ かと ぞ。 

さて、 十 1 月  

病 やや 怠り たれば、 何と せん、  一 

三月の 長き いたつ きに  - 


日毎お もへ る 世上の こと、 

わが 虚無的 生命 主義の 

發露を 何に 結ぶべき、 

わが 囚 はれの 痛ければ 

自由の flV そ 花と 咲く。 

今ぞ、 賽は 投げられた、 

わが 心の中の 革命 は 熟したり。 

とレっ S 

長き 年月 はばみた る 

わが 疑惑 もこ こに 碎 けたり、 

われ は 變れる 人と なれり。 

なす はなさぬ に まされる を、 

非力、 無能の 小 詩人に も、 

e: 由の 鼓手の 譽れ あり。 

われ は 死ぬべき 人なる を、 

何に か 死なむ、 いかに 死なむ、 

狂氣と 死との 子の われ も、 

病 癒 ゆれば、 戰の 人、 

街頭に 出て なげうつ は 


血の 色な せる わが 一 心、 

一 心 こめて 吹け と 誓 ふ。 

聞け、 かの 聲を、 四方より、 

わが 身を攻 むる 苦惱 の聲、 

わが 心肝に 徹する 聲、 

その 聲今は 聞きた が へ じ。 

自由の ために われ 死なむ。 

いかに か 死なむ、 何と 死なむ、 

歌 ひ 歌 ひて、 歌 ひ 死なむ。 

歌の なかばに 敍衞 たば、 

そ は 裂帛の if たらむ。 


西暦 一九二 八 年、 昭和 三年 ノ 

これ はいかなる 年なる か。 

われ を 殺しに 来た 年 か、 

われ を 生かしに 來た年 か。 

死に はじまって 死に 終った 年、 

われ を 苦 權に呆 たんと 


二  H ハ 

母と 弟 を 代りにせ しか 0 

女の 戀に 死なせずに、 

&: 由の 愛に 死なす るか。 

自由の 國の來 るまで は 

なほ も此 世に とどむ るか。 

死なし めよ、 死なし めよ、 

自. a のために 死なし めよ 0 

云った よ、 親切な 友 はおれの 顏 見て、 

おれの 病床で、 今年 は隨分 見て ゐても 

はら はらす る やうな、 見 かねる 程 の 

隨分 多事だった 年ながら、 

結局， 得な 年だったです ねえと、 

いろいろ いろの 意^ を 含めて、 

友 はかす かに 笑 を 含んで。 


>z  と-、 

得 か、 St か、 損得 は 思 ひの 外ながら、 


無事 安穩な 友から 見れば、 

舞臺の 役者. 紙 治 か梅忠 か、 

眞劍 勝負 も 意氣な 芝居と 見られた か。 

おれ は 役者の t でな し、 ただ 苦しみよ、 

苦しみながら、 そこで 得する もの は 

やはり その 苦しみの 本人、 おれだった か。 

わが 身， やず、 家お 切、 妻 もい としゃ、 

,c-3  I  ノ  ノ、 

業 も 捨てられず 名 も、 「わし 

人 は 見切りの つかぬ もの。 かま ふ もの 力 

どうで も なれの やけ.^ くそ、 ばつと 驟 えれば 

そ.：.」 が i だよ、 崖の ふちまで 行って 

とく  r- 

落ちずに すんだら、 こんな 得 はな. - • 

いや、 いっそ 落ちて しまったら なほ 得よ。 

思へば、 おれの 一 生 も、 結局、 

得の 1 生で は あるまい か。 

人の やらない 事 を やつたん だもの、 


人の 味 ははぬ 苦 を 味 は ひ， 

人の 恐れる 道 を 踏ん だんだ もの， 

思 ふ 存分 1 れ姬 つて、 それで 死ねば 

お 1 は 得 人、 しあ はせ ものよ。 

おれの 絕 望は尙 早だった か、 

おれ は餘 りに 早く 生れす ぎた か、 

いいや、 ずん と遲 すぎた、 

おれの 絕望は どえらい 延着な のサ。 

絕望は 生の 全 的 把握 だ、 露の 希望 だ、 

絕 望に 徵 する のが おれの 悟り だ、 

絕望を 生かす のが おれの 智慧 だ、 

絕望を 踏ま へ て 立つ のが おれの 隱赏だ * 

おれ だ、 おれ だ、 あはれ なおれ だ、 

文士連 はおれ を 氣と 見なし、 

二 一 七 


詩人 連 はおれ を 煙と 見た、 

それが おれ だよ、 お 笑ひ艸 だ。 

ああ、 この 「おれが、 おれが」 が おれの 病 だ、 

なぜ、 この 「おれが」 が脫 却で きぬ、 

そんな小っぼけな世尹^；に囚はれて 

なんの 自由 入、 ただの 愚痴 人よ。 

おれの 絕 望の 本音 はそんな もの か、 

いや、 いや、 それ は本當 のおれ ぢ やない、 

もっとも つと 奥に 眞の おれが ゐる、 

眞の絕 望 11 それ ぞ おれ をば 死なし むる" 

に-? *s ん. CVi 

世間 は絕 望の 墓 だ、 人間業の 胃袋 だ、 

おれ は絕 望から 自由 をつ くり 出す、 ■ 

おれ は絕 望から 破 一?5« を 打 も 建てる、 

おれ はおれの 生命 を燒 却す る。 


二 一 八 

i ハイル. バ クウ 二 ンが おれの 師匠. だ、 

破壞愁 はすな はち 建設 慾よ、 . 

こ はせ、 こ はせ、 ぶちこ はせ、 

くう け  くん  む か ぃラ 一 

こ はせば {も 華、 虚無 ぞ薰 ずる 無 何有鄕 

虚無的 生命 主義者と は 

アナ キ ストの ことよ、 

アナよ. アナよ と 擔ぐは 知らぬ、 

おれ は 矛盾の アナ キズ ム だよ。 

二つの すっかり 反す ものが 

よくも 1 つになる もの だ。 

唯物主義 か、 唯 心 主義 か、 

侗人 主義 か、 社會 主義 か。 

物の 底に は 心が 潜み、 

心の 果て は 物と なる 0 


偶人が 社會 で、 社 <p カ^ ゾ 一 

白と 黑には 分けられぬ。 

社會的 個人主義、  „ 

唯 物的 唯 心 主義、  ^ 

それが 矛盾 か、 不合理 か、 ^ 

合理なん ぞは糞 くらへ。 

通 

主義 を 立てれば 早 や 違 ふ、 ^ 

主義の ない のが おれの 主義、 一 

虚無的 生侖 主義 もた だ 生き方よ _ 

アナ キズム も、 ただの 名前。 一 

ぎ ぼ. よかり では 生きられない、 一 

麵 IT がなければ 生きられない、 

それで 基督教 も共產 主義、 一 

宗旨が 要る から アナ キズ ム" 一 

自由 人の 歡  j 


おれの 同志 は ただおれ だけよ 

ひとりな りやこ そ 相 結 ふ。 一 

おれ は 混沌、 おれ は 矛质、 一 

めあて  - , *  、0  _ 

めざす 方角で とりむすぶ 一 

X  一 

社會 主義者 も- バビロンの』 

曰 日婦の 胸に 眠りな ば  一 

その くちづけに 溺れな ば、 ^ 

パ かで 自由の 使徒たら む。 . 

バビロンの 娼婦 巴 鬼 をば . 

，みて 足らぬ 人 ありき 

われらの ピエ， ルは 何故に 一 

R 里の 都 を 憎みし ぞ。 -, 

あらゆる！； 偽と 虚榮 とに 

人の 心 を驅り 立つ る _ 


九 
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大き 都の あるかぎり. 

人 は奴隸 となりぬべし。 

自由の ま、 の 立つ ところ、 

都 も 鄙 も あら ざら む、 

富者 も 貧者 も あ ら ざ ら む、 

あ 5 じ レ、， .i  * 

主 も 僕 も あらさら む。 


大き 都の あると ころ、 

かね  ど ミ,、 

金 は 人 をば 奴 僕と し、 

政治 は 衆 を 欺きて、 

自由 は 塵と 散りぬ ベ し。 

力 アル .マ ルクス は 政治家よ、 

政治 は 倫理と かか はらず、 

道義 は 無 債 値、 人情 は 

人の 弱 & に 過ぎ ざら む。 


力 アル • マ ルクス は强權 家、 

都 會は强 權の摩 天閣、 

it 業 主義の 齒車は 

つ ひに， H 由 を嚼み 殺さん。 

その マルクス ぞ、 プル ウド ンを 

生ける 矛盾と 呼びたり し、 

されば ぞ 熱き 人間味、 

血と 淚 ある 人と 知る。 

牧童な りし 農夫の 子、 

自由の 豫言 者、 正義の 使徒、 

つねに 孤獨の 人な りし、 

まがへ； 

わが プル ゥ ドン、 今ぞ 輕れ。 


思想 は 鳥 だ、 

一 度 飛んで しまったら 


もうつ かまらぬ。 

思想 をつ かまへ ろ、 

もう 逃がすな 

それが お まへの 命な の だ。 

つかまへ た、 つかまへ た、 

この 論文 を 見ろ、 この 詩 を 見ろ、 - 

おれの 思想 はもう 逃げぬ。 

莫迦め、 それが 何の 思想な もの か、 

思想 をつ かまへ ると いふ こと は 

それ を 自分 の 生活に 實踐 する 事な の だ- 

阿呆の 理 詰で ァフォ リズ ム、 

ヒ ョ ィと 頭に 閃いたら ば 

もう 變 へられぬ -ーィ チェ を、 

ijn  ft 人の 歌 


半哲學 者と， 敎授 連。 

變 へねば ならぬ、 變 へる ほど 

短 かくなる は 口 シフ コォ。 

裏の 裏い ふ アイ 口  ニイ、 

逆手で ひねる パラ ドク ス、 

人間 心理の あらさがし。 

尘の 眞理を 道破す ると、 

ひょいと 淑女の 据を まくる 

不乍法 者よ、 ァフ オリ スト 0 

みんな 自れ にかへ ると 知らず、 

さて こそ 二 イチ ェも 阿呆に なった、 

シャン フ *1 ル どの は 頸 切り {0: 殺、 

ァフ オリ でム 

死に 損うて、 阿呆 理詰 

おれ は 阿呆の なり 損ね、 

； k~S の 一生が ほんの 阿呆 理詰" 

ニニ 一 


おれ は 紙上の If 術 家、 

實戰に 出たら、 何の こと、 

ふだんの 廣言 • べちゃんこよ、 

いつも 入 生の 批評家で， 

ラー， f め  f  ： , 

岡目八目、 疊の 水練 サ。 

戀の いきさつ、 女の 心理、 

究め 盡 したつ もりで も、 

本で 覺 えたな さけな さ. 

千變蓖 化、 一人一人で みな 違 ふ 

心の 隈々、 本に は 載らぬ 事ば かり。 

そこで 行爲の ァフォ リス ト、 

阿呆 理詰ぞ なさけな や。 

ただ 一 面の 片手落ち、 

かう も 云へ ると 知らないで 


えら い 手ぬ かりした ものよ。 

戀は八 i の 蒙 だもの、 

女心 は 謎 だもの、 

何で やすやす 出られよう。 

いつも 迷うて、 へ マば つかり、 . 

女 は さぞ や を かし かろ。 

この頃の おれの 顏は 

時々 とても 凄くなる と、 

おれの 顏をぢ つと 見て ゐた 

妻 は 溜息して ぞ云 ふ。 

偶 ましげ な 眼つ き、 

とても ぢ つと 見て ゐられ ぬと 云 ふ 

その ときおれ の考 へ てる 事 を 

聞いたら 何と 云 ふで あらう。 


それ は稻 妻が 閃く とき だ、 

嵐が 内部 を 横ぎ ると き だ、 

おれの 心 は聲も 立てずに 

傷つ いた 野獸の やうに 吼 えたけ るハ 

かんしゃく、 かんしゃく  - 

大 鹽中齋 のかん しゃく か 

北 村 透 谷の かんしゃく 力 

たちまち 外に 爆破せ ぬ 

それだけ 內に 籠る もの、 

若しも 破れた そのと き は 

人 を も 殺し、 身 も 殺す。 

二つの XX、  二つの XX、 

つもりつ もった かんしゃくの . 

を 切った る 奔馬の 流れ、 


恐ろしい やつ、 凄い やつ、 

マ ラァっ タントン、 口べ ス ビエ 

^たや ニイ チェ、 クライスト 

被れ、 まれ、 ^も、 我 も。 

走りの 男、 走り出る、 

； ；；ュ 、ハ で、 りで、 まあい 

貴婦人 方 は 御 寵愛 

ハイカラ 男、 どんな もんだ と大氣 取- 


ォ， .NT  、ズ 


SC- ュき どリ 


走りの 男、 よく 走る 

まあいい 時に 出て 來 たねえ、 

, 謇 *  *  ， 

もちつ と 蓮け り や あがったり 

誰も 振 向いち やくれ なかった らう ぜ。 

走りの 男、 走り 過ぎた、 . 

もうお まへの 時代 は 終った ぞ、 たった 三日で ^ 

ニニ：  二 


トウが 立ったら それつ きり、 

どう だ 分った か、 貴婦人 方 は 移り 氣な ものよ 

おれの 秘密の 心の 鍵、 

世に は 出されぬ 詩 三百、 

その 禁斷の 詩稿の 1^、 

四 五十 篇と讀 まない うちに 

讀 ませて くれと せがんだ 人 も、 . 

もつ 讀め ませぬ、 苦しい わと 

女 は みんな 泣き出す。 

おれの 惱みを 讀んだ 女 は 

あの人 も、 この 人 も、 

淚 ぐんだ 眼で ぢ つと 見て、 

おれの あはれ な 姿 を 見て、 

かう まで 迷 はした 女 を 憎い と 云 ふ、 

C  "て 

そ の 手段が 憎ら し V と  一 h 
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女 ごころ はさ も あらず。 

女 ごころ は堪 へられぬ、 

男の 命 を かたむけて 

かう も 狂 ふが 堪 へられぬ、 

なんてし あはせ な その 女、 

わたし は それにと、 つ ひつ ひ 寂しく、 

戀が ほし や、 戀 はれた や、 

こんなに わたし も戀 はれた や" 

何て 性悪な 男、 それ を 心得て 

おのれの 戀の 秘密 をば 

女に 讃 ませて 泣かせる か。 

それほど おれ は 色魔 かしら、 

いや， そんなに えらく はない おれよ、 

おのが 惱 みの 詩が うれしくて 

泣いて くれる が うれしくて" 

さても 弱い 男の 心、 


さう と 知ったら なほ 恥 かしや- 

熱き 心に 

あこがれて、 ， 

； "さけ 

遂、 9- る淸に 

きずつきぬ。 

日より tn にけ に 

冷え まさる 

人 は 氷と 

なりぬべし。 

靜 岡の 夢、 

蘆屋の 夢、 

胸に 痛み は 

殘れ ども。 


これ ぞ 人の 世、 

るると も、 

風に は 乾く 

雨の 旗。 

云 はずに すんだ 

戀 もあった。 

云うて 悔いた る 

戀 もあった。 

さとらぬ 顔に 

すぎての ち、 

今 ぞく やしき 

戀 もあった リ 

あまりに 近く 

なりす きて、 


戀 とならない 

戀 もあった。 

男 ごころ の 

あやし さよ、 

わが 見し 人 は 

みた 戀 し。 

男 一人に 女 二人、 

三人のお 客を乘 せた 自動車が 

走って 行く は 普請 中の 下 谷、 淺草、 

家並 の 上の 霉を見 て ゐた男 は ふっと 

差 向 ひに かけた 女の 顏を 見て、 

深く 感じた やうな 調子で 云 ひ 出した、 

「二人とも 死に 損 ひです ねえ、 僕 も あなた も、 

あなたが あの 日 力 ル モチ ン をのんで ゐ たら、 
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僕 も あ の と き濱名 湖に 飛込ん で た ら、 

か- 「して こんな 樂 しい ドラ ノ ゲも 

出來 ませんで したねえ」 

その 三 十す ぎ た 女 は 深く うな づ いて、 

「 ほんに か 、「して 生きて ゐる のが 

不思議な やうな 氣 がします のね」 と 

RJM 口せ た顏 と顏、 見合った 眼と 眼、 

死の 淵 をの ぞいた 互 ひの 跟の 中に 

二人 は 何 を て 取った？ 

ありあり とさら け 出された 心 の 秘密、 

第一人者に なりたかった、 

人氣 役者に なりたかった、 

それが 破れた、 なり 損ねた、 

それが もとでの 戀の惱 み、 仕事の^！手、 

死ぬ に 死なれず、 生きられず。 

一一 ヒリ スト だよ、 疲れたの だよ。 


坐き てゐ てよ かった とも 思 ひ、 

わるかった とも 思 ひます のね、 

何 か 厭やな 事が あれば 

あの 時 死んで ゐ たなら と 思 ひます よ、 

かう して 生きて ゐて よか つ たと も 

その 人の 言葉 を 受けて、 今一 人の 女、 

死に 損った 男の そばの 妻が いふ、 

「死なう としかけ た 人と いふ もの は 

いつまで もまた 死ぬ 氣 になり やすい、 

また ひょっとして 死なう とする さう ですから- 

お 互 ひに 氣を 付けて：  卜さらない と …… 」 と 

氣遣 はしげ に 夫と 友の 顏見 くらべ て。 

自動車 は そ の 時 わた ろ 駒 形 橋、 

めづ らしゃ 隅 田 川、 もう 秋 寂び た 水の 色、 

雲 も 動かず、 大氣は 澄んで 靑く、 


か はづら 

川面 冴えて、 黑 きさへ 寒い 氣も する、 

ゆるゆる のぼる 荷船の 影 さへ も。 

二月 病み 臥して ゐた 男の 服に、 

いのち 

心に 沁みる その 死んだ 生の 姿、 

いつのまにか 秋 も 更けた、 

春 は 秋 こそと 心に 誓 へろ もの を、 

木の葉 も旣 に、 河岸の 並木に 散り残る。 

どろどろと 淘 つて 流れる 川 水 を、 

川 を 見に 來た 今日 の ドライ グ、 

吾妻橋から またも どれば、 

堂 ビル ホテルの 七 階から 

大阪の 友と 女と 三人で 見た 

堂 島 川が 思 ひ 出される、 それ は 5?- の、 

妻に はいかに 情ない、 悲し い^ょ" 

男の 夢 は 罪 だもの、 


男の 迷 ひ は 破滅 だもの を、 

妻の ある 身で、 家 もつ 女、 

それ は大 無理、 橫紙 破り、 

1^ れ かぶれの 失敗 者に は、 戀も {r^ しく、 

やつば り 心を惹 くもの は 自然の 色 か、 

まだ 十分に は 歩け ない 病後の 身で もって、 

わざわざ 川の 水 を 見に 来た。 

女の 亭主 持つ の は 業 だもの、 

女の ひとり は 苦 だもの を、 

去る に 去り 得ぬ 惱み も あ る に 、 

ひとり 住まねば ならぬ 人、 

その 人の 過去 は 知らね ども 

話しと もない その 憂き 勞、 

みにく からぬ 顏に晴 い 影 さす 

伊の 日の 暮 るる 心 を 君 知る や。 

鑌摟で 告げる 夕の 鐘、 

聞けば 床しい 宇治の 里、 


. ニニ 八 

妻が ひとりで 物案じした 

夫と 妻と でしん みり 話した 

その 離れた 部 室で、 少しお 酒 も 召し あがれ、 

三人 三樣の 胸のう ち、 底に 殘 した 酒の 昧。 

淺 草の 觀昔樣 のお 告げに は、 

必ず 妻子の ある 人と 

二世の約束 する もので ない、 

ま こ と戀 のな さけ の 觀音樣 よ、 

妻と 子供の ある 男、 

夫と 子供の ある 女 • 

さして 決して、 さう は よくよく 知る ものの 

とめて とまらぬ 戀の 道、 それが 浮世よ、 

夫と 子から 奪 ひ 取って、 妻なら ぬ 妻. 

恥ぢず 恐れず 曰 S 然と 世に立つ 人 も ある もの を。 

女 は 友の こと を 云 ふ、 

妻になる よと 夫 を 捨てて 


今 は 妻なら ぬ 妻の 苦し さ、 

それまでが 樂 しい 戀ょ、 その 戀 人と 

名を變 へて 泊り 歩いた 戀の 旅。 

男が 一度 通って、 汽車から 眺めて 

泊つ てみたい と あこがれた 

あの 笠置溫 泉、 河に 面した 宏壯な 旅館、 

淸 冽な 水、 まどかな 山の 間にて 

何と 囁かれた か、 戀の 夢路の 話 を 聞けば。 

その 睦まじい 戀人 同士の 姿 が^ばれ、 

その 幸福 はいかば かり、 醉 ひもい かに 力 

男 は 一 瞬、 雲と 湧き 湧く 

何とも 云へ ず 寂しい 心、 

おれの せぬ 事した 人よ とぞ 

ねたましく、 悔いの 氣持 を、 抑へ かねた。 

僕 はそんな 事 一 度 もした 事がない 

愛した 女 は あんな 女. まして 自由の き 力な I 身- 

自. H 人の 


よる 

いつも 取殘 されて、 夜 は ひとり 1^ 

戀ょ 罪よ と騷 がれても 

戀の 甘美な 蜜 はつい ぞ吸 はなんだ と、 

それが 男の 本性 か、 つい 顿 てば 女 は にっこり- 

「では 今から 二人で やり ましよ か」 と 

冗談 云って、 ちょいと 與の 股い ろ 見る。 

「男 はお 金 をつ かへば つか ふ ほど 

面白い もの ださう です ね」 と 

まこと 男 を 知り 盡し味 はひ盡 した 

C ち IT  4^ め 

女 は 輕く碎 け た 色の 苦勞染 

地昧な 中に も 何處か 仇め い て、 

むづ かしい 舉問を これが やる 人 か、 

死にた くなる も 無理で なし。 

カルモ チンの 百錢を 

いま も帶の 間に 入れて ゐる とか、 

いつでも 死ねる その 人が 

ニニ 九 


いっそ 二人で 死に ましよ かと 

云へば 冗談です ませる もの か。 

そんなに 云った 人 は 外にあった、 

1 緒に 死なう と 云 ひ 寄った 

その 人 を 思 ひ 出し、 心中の 申込、 

はねつけられた らいかい 恥、 

すまない 事 を おれ はした と、 

誓 ひ を 悔いて、 男 は 一 寸 ふ さぎ 込む。 

おれ は 何とい ふ 男で ある 事 か、 

妻 を 愛して をりながら、 なほ 物 足らず、 

若い 女から 女へ と、 生活 を變 へる つもりで、 

我 も 知らずに 死ぬ る 相手 を 求めた ので は あるまい か 

死ぬなら 一 人と 定めて ゐる ではない か、 

愛すれ にこ そ、 一人で 死ぬ る、 

妻の ために 牛： きる 事が 出来な い な ら ば、 

； ま 

せめて 一人で、 それが 妻 をいた はる 男の 情、 

一時の 迷 ひ、 氣の 弱さ、 許して よと ぞ。 


0 け 


二三 0 

酒は飮 みたし、 飲め はせ ず、 

ちょいと 杯に 口をつけて は 

いや、 钦ん ではならぬ、 戀の 酒、 

男 は 跳 子 を 取れ ど、 二人とも 女、 

少しの 酒に はやい ぃ氣 持、 

どうぞ 生きて と 妻の 眼の いろ、 

生は樂 しい その 女、 

なぜに こんな 男に つれそうた、 

世 を 厭 ひ、 自れを 厭 ふ 男に つれそうた" 

生 を うれしむ 女 を 中に、 

死にたい と 思うた 女と 

死にたい とねが ふ 男と 

差 向 ひ、 ふっと 默 つて、 三人が 

庭 を 眺めて、 夕 早い 鐘 を 聞いて ゐる 

何と い ふ 不思議な 時と 心が ある もの か、 

わたし も 失敗 者， あなた も 失敗 者、 


1 *g こ 死に ませうよ とも 云 はな、 で 

諸行無常の 聲を 聞く、 わが 世、 ォか夢 


死な， つと いふの は 

X 布 望す る 事よ、 

} ^望し なけり や 

死 さへ もない。 

希望な きこ そ 

大 希望、 

絕 1, のどん 底、 

これ ぞ自由 境。 

おれ は 死ぬ るよ、 

死なう とせずに。 

おれ を 忘れて、 

世に 生きる" 


自由、 平等、 人の 夢、 

善惡、 苦樂、 人の 業、 

その 一 切の 彼岸に 

おれ は 立つ の だ。 

十 1 二十 日 


第一 


X 

1 主 は 苦しき もの か 

よみが へる 術 は 難き か。 

起たん とて またもよ ろめ 

陽つ ける 兵卒 あはれ。 

浙 暢 の 尾なら ぬか、 


く 


われ は 蛇^に 似 ざり しか。 

切れて はいかで 生きられむ、 

身の 半ら か は、 その 尾 すら。 

蛇に 咬まれし 腕 は斷 る、 

女に、 友に、 世の I* に 

嚙 まれし 胸 は 何と せん。 

毒よ 身 うちにめ ぐると も。 

斷 ちに 斷ち斷 ち、 切りに 切り、 

な M ーナ 

ほ だしの 情、 心の 惹 かれ、 

古き きづな はみ な斷 ちて 

生く る は 人に 許されず。 


古き 木の葉の 落ちぬ ま は 

萠 えづる 芽 はもな きもの を、 

枯紫を 惜しむ 心から 

もとの 姿に 冬枯 るる。 


新生 は 死の 苦に 似たり、 

墓なら で 人 を 生かさ じ。 

傷つきて、 野路に 斃 れて、 . 

若 艸と萠 ゆるな きがら。 

X 

イス カリオ テ のュダ ぞ わが 俘 

ュダの 性 をば 身に 受けて 

裏切り ものの 身の 果てよ、 

人の 憎みの 重なれば 

われ も あはれ と 思 ふなり、 


ュ ダは惡 魔に 次ぐ 惡魔、 

髯黑々 の 憎らしき 

相貌い まに ゑが けど も、 

まこと は 細く 靑 白き 

神經 質の 人たり けん。 


われと 罪して ii れし は、 

あまりに 弱き 身の 果てよ、 

その 弱さ こそい とし けれ、 

錤 三十に て 主 を 賢り し 

ュダの 悲しみい かならん。 


主 をば 賣る ベく 定められ、 

悔いて 死ぬべく 定められ、 

後の世な がく 腹 地獄の 

憎みの 泥に 埋めら るる 

その 運命 こそい とし けれ。 


運命 なれば ぞ やむな けれ、 

など 生き 難く 惱み てし、 

田地 を 買 ひて 庵して 

餘 生す V 」 す もよ きも の を、 

ュダの 誇り は 高 かりき。 

自由 人の 歌 


耶蘇に かけた る 夢 も 夢、 . 

おのれに かけし 夢 も 夢、 . 

耶蘇に 代らむ 力なく、 

あざむかれ しか 主の 愛に、 

惑 はされ しか わが 野心に。 

おのれの 無力、 世の Ml しさ、 

みな 幻と やぶれて は、 

痛む 誇りの 堪 へがた な、 

ただ 死 を こそと あこがれし 

ュダの 悲しみ 知る もの を。 


風の 吹く 日 を武藏 野の 

芒の 中 を さまよ ひて、 

つれ 立つ 人 も あら ざれば 

芒と ともに 身 を 折りぬ。 


二三 三 


III? 川の 水の ささ：！！ り、 

流し は あへ ぬ， 芒の 穗 

やがて 飛 ひ 散る はかな さは 

われの 命に 似たり けり。 

春 はかす みの 夕 ぐれて、 

淡路島 山う すれ ゆく 

岸に も だして ォ みし、 

明 石の 海 を 思 ひ 出で ぬ。 

など かの 海 を 思 ひ 出し、 

またも 見るべき 身なら ぬ を 0 

思 ひ 切ろ やれ、 忘ろ やれ、 

淚に くもる その？ 50 


ろ ちで 

匿； iir 打^5,の名を闘け1^^ 


かすかに 胸の 痛み 出づ。 

春 は 冬と しなり つる を 

またも 迭 ふか、 死に もえで 0 


二三 四 


IflSl の もとに 別れな ば 

なほ 慰め も ありなん を、 

、 ♦ ，  つみびと 

ひとや 逃る る 罪人の 

ごとく もな どて 述れ しか。 


寂し 悲しと. 嘆きて し 

後 追 ひ 文 も 返しせ ず、 

强き心 はわが ものと 

などみ づ から を恃 みし か。 


胸に かき 消す まぼろしの 

ふと 目の さきに ちらつけ ズ、 

いのちの 重み 堪へ かねつ、 

冬枯 草の ここちす る。 


また 見ぬ 夢よ、 

見 たるま は 

苦しく つらき 

夢ながら。 

今日 ぞ死 ぬかと 

絕ゅ るかと、 

ひた もの 狂 ひ 

嘆きし か。 

すぎて はすぎ て 

くやし やな 

などと どめえぬ 

夢なる ぞ 0 

また 見ぬ 人と 


おも ほ へ ば、 

ふ もつ らし 

戀 しと も。 

會 ひみ たるま は 

やとめ 

少女 さび、 

あまり を さなく- 

かこ たれし。 

燃 ゆると みれば 

また 冷 ゆる、 

情の 弱さ 

つらく して。 

これが 戀する 

人 かとて、 

もの 足ら ざり し 


入ながら。 

今にも 君に 

まさる 人、 

母い になき までに 

思 ふと は。 

勞働 爭議、 家庭 爭議、 

t 仏の 方の 爭議 がな ほむ づか しい。 

或る 家庭で は、 爭議の 果てに 

どうかす ると 男 は 云 ふ、 

おれ は 頭 を 制って 坊主になる。 

まろで 坊主 ii なり さへ すれば 

まるく を さまる 世の やうに" 

つ »  » 

頭 まるめり や 角 も 折れ る か、 

折れて 女 はな ほさら 辛く， 


-  二三 六 

淚 ぐんで 無情 を 怨み だす。 

坊主に なると は そり ゃ譬 へ 事、 

シン ボリ カルに： K つたの サ、 

い ま さ ら の 靑 道心が 何に な る、 

三日坊主 もちと むづ かしい。 

頭 を 剃る と は 煩 惱を斷 たう と い ふ 事 サ_ 

坊主に なった とて、 昔の やうに 

行 ひすまして ゐられ る もの か。 

頭 を 剃って 坊主になる、 

男の 逃道 も 昔 はあった もの を。 

今 はお 寺さん、 商賣 上手、 

俗より 俗 は 上手 だもの を、 

なんの 生 inl、 臭け り やよ しゃれ、. 

ほつ I ん 

その 發心は 難い かな。 

いまさら さらに、 何 坊主， 

いっそ 頭 を もっとの ばして 

主義者 ァ タマ、 主義者 面、 


西郊 沿線 をほッ つき 歩かう か、 

手に はブハ アリン、 唯 物 史觀。 

頭 をのば して 主義者になる サ、 

男の 逃道， 今 はこれ だよ。 

坊主頭と、 長髮 と、 

髮は 伸びよ か 伸びまい か、 

迷って 橫に 縮れ 出す。 

髮 はな いより あるが ま， L 

煩惱、 執着、 あるが まし、 

髮 をのば し、 髯 をのば し、 

意慾、 權利を 高揚し、 

奪 はれた もの を 薄 ひかへ す 

これが 人間、 鬪爭は 人の 宿命、 

髮は 剃っても 生える ぢ やない 力 ( 


勞働 爭議、 家庭 爭議、 

1^ の 方の 爭議 がな ほむ づ かしい 

自由 人の 歌 


或る 家庭で は、 爭議の 前に 

いつでも 男 は 叫んで 云 ふ、 

お れは § 髮を 伸ば し て 主義者 に な る、 

勞働 爭議が もつ と樂 だからな。 、 

女は靑 菜に 鹽 かけて、 それ は まっぴら „ 

X 

無風 帶 だよ、 

日本の 國は、 

|i 、よぐ たりと 

垂れさが る。 

日本海から 

吹いて 來た風 は、 

みんな 永って 

雪と なる。 


太平洋から 


二三 七 


來ろ風 だけ は、 

さっさつ さっと 

ど*! 

吹き通し。 

それでも 旗 は 

ぐたり と 垂れて、 

何 處を風 吹く、 

かね >  > 

金が 吹く。 

X 

子供が！ ずな 玩具 をぶ ち こわす や、 づに 

おれ は 自分自身 を ぶちこ 《 す 

自分の 一 生 を 滅茶苦茶に してし まって やる 

無始から 無窮へ と つづく 

人間 一 會の大 不調和 を、 

おれ はこの 一身に ぶちこ はす。 ， 


二三 八 

XX、  xx、 その外 は みんな 無意味 だ" 

運命に、 (神 あらば) 神に、 强權 に、 

ただ 逆ら ひて 蜜 起せよ， 

たる 殿堂に X を、 

麥酒 撙の龙 艉に鐵 を、 

そ I が出來 ずば、 我と 我 身に 火を鐵 を- 

二十 七から 三十 七、 

靑 春の 火のと き、 熱のと き 

男盛り を、 何です ごした？ 

もせず して、 何 をした？ 

ラ r ろ  •  4 1 0 

^  *  j  {4S はもち な . 力 ら 

ただ 一 管の 筆 を 執り、 

一 管の 笛 をば 吹いて すごしけ り。 

萬卷の 書を讀 まんと て 


その 千 卷に壓 し 倒され、 

ふみ こ 、ろ ， - ひ 

1 卷の 書の 意 も St さりけ り。 

今 さら 何の 物 狂 ひ、 笑 はば 笑へ、 

おれの 心 はやむ にや まれぬ、 

せつ. W  ■  > 

"巴 體絕 命、 切 端 つまった その あ がき 

山 も 崩れよ、 身 も 滅びよ と、 

なぜに こんな 心に なり 果てた？ 

慮 屋 の 人が、 五 年 前、 

皆を騷 がせた 時 も、 默 つて 見て ゐた ~ 

食べに 連れて行った 時で も、 

可愛い 妹 を 見る やうに 

ただいつ くしんで ゐ たもの を 0 

靜 岡の 人が 男と 別れて 來た時 も 

近所に 家 を 借りよう として 

(s-nz 束て ゐた あの ころも、 


つゆ 動かう と はしなかった、 

好きよ 好きよ と は 思 ひっつ。 

年上の 女の 友に 呼ばれた 時 も、 

あな たも も と は 有名な 詩 入の 妻、 

わたし も 詩人で 困る ゆ ゑ、 二人の 仲 は 

, を 越さないで ゐ ませう と、 

き つ ばり 仕切り を 置い て 來た。 

そ つ と 下からの ぞく やうに し て 

顏を 見上げて 媚びる 人、 

にうる む 大きな P 、の 

その 人の 大きな 白い 手 を 

© らうと さ へ もしな か つ た。 

柱に もたれて、 膝 をく づ して、 

つ ゆ もした たる^ つきして、 

なまめかし くも、 につと 笑って、 


婚約し ようと 思って ゐ ますの よと 

ささやく やうに 云 はれた £^ も 0 

ながし 眼の よく 利く 切れ 長の 眼で、 

ひどい 男に 別れて 嬉しく、 寂しく、 

意氣な 浴衣の しどけ なく、 

三味 を かかへ て 遊びに 來て、 

色つ ぼい 腿 をした 時 も。 

長襦 祥の寢 みだれ 姿、 かま やせぬ、 

白い xxxxxxxx、 

わが 蒲圑を 踏んで、 枕 もとまで、 

新聞 を 持って 來て くれた、 泊り客、 

男好きす る そ の 人に 寄られた 時 も。 

可愛らしい 眼で やさしく 笑 ふ、 

惚れ つ ぼ い 情熱 的な そ の 入から、 

何 處か靜 かなとこ ろで、 二人き りで 


二 ra〇 ^ 

お話したい 事が あります からと 

呼び出しの 手紙 を 貰 つ た 時 も。 

來る 度び に 美しい 花束 を 

そっと. M 關に 置いて、  一 

さしう つむいて、 ほそぼそと  _ 

絕ぇ 入る ほどに 語り 出す 

奈 良の をと め を 見た 時 も。 

火鉢の 手に 手 を 持って くる 女、 

甘い 聲 出して あまえる 女、 

地味な 世話女房め かしく もつれる 女、 i 

あ またの 女に 惹 かれ て も 出ぬ 朴念仁、 

七 へ， 〕 づ かしい 堅 造とば かり 思 はれて 來た 0 

好きよ 好き よと if れ て も、 

わが 身 あさまし、 はれが まし、  一 

世 はもお そろし、 身 はいと し、  i 


つ ひこ 燃えず 二す むと うた 

石炭の かけら あはれ よ、 何の 事。 

戀愛 詩人の 名 を 取って 

に 媚びる よと 罵られ、 

世に 忌まれた る を かし さよ。 

女 をお それ、 女に 恥ぢる 

弱い 男の おれ だのに。 

その おれが、 これ は 何の 事、 

十 年た つて、 111 十七、 

こんな 事に ならう と は、 

こんな ひどい 男に ならう と は、 

神樣 のい たづら か、 それとも 必然 か。 

男盛りの 十 年 を、 戀 もせず して、 

書物の 蟲で すごして しまった。 

その 十 年の 謹愼、 精進が 何を與 へた？ 


ただ、 嘲弄と、 侮蔑と、 冷眼と、 

無視と 默 殺とば かり。 態ァ 見や がれ。 

二十 七から 三十 七、 

世の 歡樂も 遠ざけ て、 いつも コ ッコッ 

努め 努めて、 その Mi しさ。 態ァ 見や がれ。 

おれ は 莫迦 だ、 おれ は 阿呆 だ。 

叛逆、 叛逆 11 そして 死ね。 いい 見せしめよ _ 

おれ は 我 s、 勝手 もの。 

誰が 何と 云 はう と、 

何と 責めようと、 

何の 遠慮が ある もの か。 

やれ、 やれ、 やって やり 過ぎろ、 

やり 足らなければ、 死ぬ ときに、 

後悔 先き に 立たぬ と 知れ。 


好きな 女 は 手に入れろ、 

嫌 やな 男 はぶち のめせ。 

押へ 付けて 来り や はね かへ せ、 

因業 爺なら 狡り 出せ。 

人のお も はく、 何の 糞、 

思った 事 は みんな 云へ。 

お 江戶搆 ひは覺 悟の 前よ。 

嫁び たと ころで、 それ きりだ、 

死んだ ところで、 それでよ し。 

思 ふ 存分、 あばれ 超って、 

わめいて、 ほざいて、 毒； 5: いて、 

末 は 何 處ぞで 野 たれ tg。 

面白から うぢ や あるまい か。 

おれに 我儘、 勝手 もの。 

晴ぃ 人生、 


まだ 晴 くなる、 

だんだん 晴 くなる。 

灯 をつ けろ、 灯 を。 

灯が つけられねば - 

火 をつ けろ。 

それで-タメなら 

どうと でも なれ、 

なんとで もしろ 0 

生 は IT だ、 

人 は 影 だ。 

ばつと 燃やせよ、 地獄の 火。 

凍えた 心 験は燒 いち まへ、 

鐵 でなければ 燃える だろ。 


1^ 

- — * 


お k 晶 の 心臓 は どんなに 美- L  くと も 

見かけ だ ふしの 死んだ 心臓、 

riJ ん なガラ クタ、 ぶち 碎 け。 

ただ 人間 無限 の 苦 1^ のために 

ぴくぴく動く 心臓 だけが 

おぎの 通った 生きた 心臓 だ。 

いのち 高鳴る その 心臓の 

火 もて 淨 めよ、 世の 惡を。 

X 

口 ォザは 薔薇よ、 薔薇 なれ ど 

サロンの、 の 花なら ず、 

强櫂を 刺す 刺の 花、 

自由の 愛に 血と 咲いて 

嵐に は 散る 鐵の 花。 

ポ r フント  スヰス  、 

波 蘭の 日、 瑞 西の 日 

自由 人の^ 


獨 逸の 社會 民主 黨を 

制せん ための 個り の 結^ 

つお 

ただ 名ば かりよ、 その 夫^ 

ただ 自由の み、 平等の み。 

健氣 なる 口 ォザは うれし、 

その 血 もて 藝術を 書き、 

詩 を 愛し、 詩 をば 生きた る 

口 ォザは 深き 學者 なれ ども、 

鬪 ひの 女、 希望の 女。 

わが ロォ ザ. ルクセンブルグ、 

いまだ 生くべき 道 知らぬ 

やとめ  9 

この 國の 少女 あまたに 

正しく 强く 生く る 道、 

君よ 敎 へよ、 その 血 もて。 

二 四 三 


サン *シモ ンは飢 ゑて 水 を 飮んだ 

そ の 著作の 草稿の 寫字 料の た め に、 

着の み 着た 儘、 着替 はみ な 賢って、 

部屋 暖める 火 もなくて、 凍む 夜 も 

, まぬ は 心、 燃 ゆれ ども 火と ならず、 

絕 望の あまりに、 自殺 せんとして 

その 一眼 を 射殺して、 理想 は 殺し 得なん だ。 

フゥ リエ も それより 幸福でなかった、 

友人の 施しで やっと 生きた 1 生、 

すり 切れた 灰色の 服の ボケ.' ト から 

長い 麵麵 と、 瓶の 貌とを のぞかせて、 

パ レ ェ •  口 アイ ャ アルの 柱廊を 行く 

その 姿 をよ く 見た もの だと、 わが 友 ハイネ は 

いつもの 皮肉な 微笑 もな しに おれに 話した。 

さて、 わが ブル ウド ン はどうで あつたか、 

うまう ま濡 手で 粟の 金儲けし たか、 


二 四 四 

貸家 を 建て、 貯金 帳 をた のしんだ か、 

IF のた は ごと、 みぢ めな ものよ、 

1 生 貧乏に 追 はれ 通し、 苦み 通し、 ■ 

サン ト. ペラ ジィの 牢屋で 思 ふ 

金と 緣 ない 人民 銀行、 勞働 切符。 

大 なる ュ トビ スト、 Ml 想 家 こそ 

われらの 師 なれ、 先覺 なれ。 ■ 

その 犧牲 のみち を 踏みし めて 

いざ、 後繼 がん、 追 ひ 行かん。 

理論 はいかに 異る とも、 

民と し 民と 歩み 立つ 

その 赤心 は 同じき を。 

人の 一 生 は 

を かしな ものよ、 

平地の 波瀾よ、 


人の i"。 

ヒ ョィと 生れたら 

もう 仕方なし、 

千 波 萬 波の 

苦が 走る。 

やめろ、 やめろ よ、 

人間 樣を、 

やめたら 人間 

何になる。 

佛 になる か、 

神になる か。 

なんにも ならぬ、 

土になる。 

X 


自由 人の 礞 


終點 までの 

終電車、 

赤電車に は 

誰が 乘る、 

蒼 ざめ た 死と、 

火の 戀と。 

戀の靑 火 は 

死 を 照らす、 

鬼火 メ  メラ、 

硫黄の 香、 

地獄 臭い ぞ 

赤 電車。 


もう 行つ ちま へ 

死も戀 も、 

終り は 近し 

急行 車、 


m 
五 


おれ は 行く の だ、 

二 ヒル、 ニヒ ル 0 

X 

人と 人と を 別つ もの、 

それ は 利己主義、 資本主義。 

人 をば 人に 結ぶ もの、 

それ は 未来の XX  XX  X0 

今ぞ 地獄よ、 ステ ェ ト 時代、 

未来 は 極樂、 協和の 時代。 

地上 樂園、 もし 夢なら ば、 

みるに 甲斐 あるよ い 初夢よ。 

百億 圓の 紙幣 も、 不渡 手形、 反古 同然 _ 

In: 犬な 機械 は 人 の 油を搾る 機械。 

血の 通 はない 紙幣、 機械 は ほっといて- 

みんな 働け、 その 手 もて。 


二 四 六 

資本家の ために は、 もう 働くな、 

ただ、 働け よ、 わがた めに。 

農夫 はっくれ、 わが 食 を、 

人の ために は、 耕すな。 

みんな 自分の 家に 住み、 

土に 根 を 置く 土着、 土民、 - 

よい 隣人から 隣人へ と 

麵錢を わかちて、 暮 さうよ。 

虐げられ たもの、 敗られた もの、 

みんな おれの 友 だ、 おれの 仲間 だ。 

社會の 下層に 沈淪 して 

浮ぶ 瀨も なき 人ぞ わが 友。 

來れ、 来って 團結 せよ、 


さあ 一 つやって 見よ うぢ やな V 力 

俺達の 力 を 見せて やら うぢ やな、 力 

どえらい 事 をし でかして やら うぢ やない か 

おれ は 失敗 者、 それ ゆ ゑ 失敗 者の 友 だ。 

石 田 三 成 を、 維新の 敗者 を 愛する やうに 

一、 七 一年 巴 里 コンミ ユウ ン の 敗者 を 愛す 

ま た 現在、 勞農 政府 治下 の アナ キス トを も。 

お， -ょ 可で も 虐めら れ てる もの を 愛す 

i しくして 敗れた もの を 愛する の だ。 

この 僞瞞と 搾取の 世の カラク リ、 この 挽 臼に 

粉淬 された ものよ、 集れ、 束になって 懸ォ 


科學は 貧者の 友で なし。 

貧乏人 をます ます 貧乏に して 

金 持 を 一 層 金 持に する 

自由 人の？ * 


有 P 、-學 間で はない か、 科學と は。 

いやよ、 科 gLP は 公平無私よ、 

冷々、 淡々、 金に は 靡く 

女の性に 似たり けり" 

く 出て くる 男の もの になる" 

腕より 金の カぞ まさりけ り。 

金 さへ あれば 何でも 出來 る、 

醜婦も 十日で 美人に なれる。 

iSi も 眼が あく、 跛 もな ほる、 

さても 便利な 世に なった U 

科 學の發 達、 とめどな し、 

光線 燈、 隆鼻術、 

皺の し、 睫毛の し、 毛の 調節、 

美容術 ますます 進歩して 

、：： ：3 は 醜くなる ばかり。 

二  w 七 


科學は 世界 をす つかり 變へ た、 

何でも, 來す、 何でも 變 へる。 

社會的 不合理 だけ はな ぜ變 へられぬ、 

人間の 利己心ば かり は なぜ 消せぬ" 

今に 金 持 はみ な 美男 美女、 

貧乏人 は 醜男 醜女の 時が 来る。 

今 だ つ て 現に さう ではな い か。 

金がなければ 美人 は娶れ ぬ、 

美人で なければ 美い 子 は 生まぬ" 

奮が 隱を 生んだら 玉の輿、 

金 持の 妾になる が 落ち。 

金 さへ あれば 何でも 買へ る、 

女の 操 どころ か、 魂 さへ も。 


この 世に 金の ある 限り、 


二 四 八 


女の 操 も、 美醜 も 金 次第、 

神も佛 も、 學問さ へ も 金 次第。 

科學 よ、 富者の 暴威 を 制し、 

貧 をば 救ふ學 となれ。 

不貞の 夫、 不貞の 妻、 

古い 神の 怒りの 言葉 だ、 

新しい の恕 さぬ 言葉 だ、 

恐ろしい ショッキングな 言葉、 

1^ と 弱い 言葉に なった 事よ。 


今や、 時代 は亂婚 時代、 

國際 的の 雜婚 時代、 

貞操 解放、 不貞の 良、 

不逞 日 人、 ふてくされ、 

不達 女 を モガと いふ。 


不良 マダム、 モダン • マダ. *1 

返 屈奥樣 —- 擬似 戀愛 

眞性 はとき どき 心中：^; «、 

戀. 愛 至 七、 愛と 死の 勝利、 

それが われ かや、 むかし かや 0 

鼓に、 祷事ぞ 起り たる、 

弗の アメリカ、 ケ ン タツ キイ 

アメリカ 女 は 金が 戀 よと 思うた に 

女心 はおな じき もの か、 大切な 大切な 夫 

人に li られ てなる もの か。 

アイ ダ.ク 口 ス とい 女 

夫 を 1： つた 憎い 女， 

夫に 罪 はない もの を、 

この 女め と、 ピストルの 

ただ 一 擊 ちに 射殺した 妻の 復響。 

自由 人の a* 


妻 を 薄った 男 を 殺しても 

夫 を 罪と は 認めぬ 州の 不文律、 

今 は 夫 を^った 女 を 殺しても 

妻 を 無罪と 認める 不文律、 

夫人 は釋 放された 陪審制度" 

重ねて 四つ は 古い 日本の 律お、 

«ls よ、 槍の 裡ーー も 

不義に は 死ぬ る 罪の つぐな ひ、 

訴 へ て 牢屋 へ ぶち 込むな んぞは 

とても 手ぬ るし、 ま はりく どし、 

憎い 相手 を 一 擊に 殺せば すむ を U 

それ は 愛 か、 所存 慾 か、 

わかちて 云へ ぬが 人 ごころ、 

一 夫 一 婦は 習慣 か、 自然の 理法 か、 

知らね ど 今の 戀愛 遊戲、 

I； がが 飛んだら どうなる ぞ、 マダムよ おは 

二 四 九 


X 

おれ はいつ でも 思 ふの だよ、 

曾って おれの 愛した 女た ちと 

一緒に 集って、 お茶で ものみながら、 

ゆく す こし 方の ことども を 

何くれとなく 話し合って、 

何の こだ はり もな く、 

互 ひに 互 ひ をい つくしむ 

老い先き も あらば と。 

だが、 それ は 出来ない 相談 だ、 

なんとな さけない 寂しい 世 だら うな あ。 

自分の 愛した ものた ちが 

爭 ふの を 見る の はつらい 事 だ、 

せめて、 自分が 死んだなら、 

み ん な 仲 善く して はくれ ないだら うか。 

せめて、 彼女た ちが 互 ひに 集って、 


二 五 〇 一 

自分た ち を 愛して くれた  一 

一 人の 男の 事 を 語り合って、 

早く 死んで しまった 一 人の 詩人の 事 を 一 

しみじみ と 思 出 話す る 日 も あらば、 

おれ は どんなに、 どんなに 嬉しいだ らう-一 

一 一人 比丘尼の 故事 も あるで はない か、 

宿世の えに し、 ざんげの 心、 

さらり さらり さらと した 心で、  - 

今 は 怨み も 憎み も 捨てて、 

仲 善く、 なつかしく、 打ちと けて、 " 

いた はり 合って、 慰め 合って、 

生き て くれたら 嬉しい もの を"  一 

みんな 此 世の 因 緣事、  一 

袖 ふり 合 ふ も 他生の 緣 とやら、  - 

まして 一 つ 男に 肌 ふれた 女 だもの を" 

それが 出来たら、 おれ は 無上の 幸福 男、 


わが 1 生 も 空しから じょ" 

世の 人み なの われ をた たへ、 

愛と 自由の 詩人よ と 

あがむ る 事の あるべき や。 

あら じと 知れ ど、 よし あらむ とも、 

不朽の 名な どえ う もな し。 嬉しう もな し ( 

それより おれの 愛した 女た ちが 

おれの 記念 を 他の 女に 情 まう とせずに、 

仲 善く 暮 して くれたなら * 

おれ は どんなに 嬉しい ぞ、 成佛 する ぞ。 


蘆 尾の 宿の 小 机に 

ふたりで 凭れ、 泣き 笑 ひ， 

まなこつ ぶりて かいだき し 

かの くちづけ は 長 かりし。 

朝 は 朝 ごと、 夜 は 夜ごと、 


かたへ にす わり、 お茶 を 入れ 

わが 書く 文字 を讀 むと き は 

うれしと みたり、 うれし さに 

女の 友 を たづね たる 

留守に 待ち 待ち 泣きて ゐし、 

泣きて かへ りし 寂し さは、 

妻に は あらぬ 妻 ごころ。 

一 夜 あかせし ことなくて 

過ぎて くやしき 君 なれ ど 

共寢の 夜々 を 重ねな ば 

淺 き 情ぞ つらから む。 

われに とどかぬ その 手紙、 

人に 燒 かれし その 手紙。 

あはれ は 深し、 わが もとに 


行かむ と 告げし 手紙と は。 

い く 月. 深き く るし み を 

知らで、 つめたき 君と みし" 

君 こそい かなに 冷めた やと 

われ を うらみて あり けんか * 


0 ちて ふたたび 相 見 じと 


力ち 


思 ひきめた る 日の 後に、 

わが 目に 觸れ で燒 かれた る 

文の あはれ ぞ 身に 沁みる • 


これ ぞ 運命よ、 秋 ふけて 

蘆 も 枯葉と なりに けり。 

君 は 何 をば 吿 ぐると も 

、^3 も 冬と なりつ る を。 


X 


二 五 二 

冬が 來た、 冬が 來た、 

な ぜ 冬な ん ぞが來 たも の か、 

秋に は 命絕ぇ もせで 

冬 こ， P ふと は、 あさまし や、 

死に 殘 りの 蟋蟀 一匹、 

今 は 野 ざら し、 雨 ざら し。 

夏の 朝々、 秋 更ける まで、 

だんだん 小さく すがれつつ、 

家の 垣 ほに、 立 木の 枝に のぼって 

^ い てゐ た朝顏 の 蔓も黃 色 に 

うら 枯れて、 さむざむ ともう 十二月、 

霜 は 庭 面 を 白く 結んで 

心に 枯れ 殘る思 ひも 枯らす。 


西郊 沿線の マダム 連、 

プ 口 ムナ アドの 時 も 過ぎた。 

畠に は， 大根が 雪と 積 上げられて、 


太い 大根 を 二三 本 抱へ てゐる 

ちりめん 皺の マダム も 

寒さが 今年 は 身に 沁みる。 

東北で はもう 五 尺の 雪、 大 吹雪 

ラッセ ル車も 出動 するとい ぶ 

府下で は醉 つた 大工が 凍死した、 

街頭で はは や 慈善鍋が 出た と 聞けば . 

寒い、 寒い、 心の底まで さむざむと 

春 は 遠い、 遠い 夢とう すれて。 

京都の マダム は、 御大 典の 御 客樣で 

忙が しさに、 春の 誓 ひも 忘れた であらう。 

靜 岡の 人 は、 東京へ 來 たい 來 たいと 

一！^ 日せ がんで ゐ るが、 許しが 出なん と 、ふ- 

許しの 出ない のが もっとも だもの、 

毎日 その やうに せがんで は。 

自由 人の！ ® 


置： IE から あの 日、 おれの 訪ねて 行った 

西 灘の人 も、 暮 には來 ると いふ。  - 

そ の 留守 を柁び た 人 だけ は 消息 もな- L、  i 

ない もない 害、 道 は 氷に とざされて  一 

戀の 吹 も 凍る 冬、 H の 手紙 は  一 

弟の 手に、 こっそり 燒 かれて しまった もの を 

七月 ごろに 立て 鑌 けによ こした 手紙 

東京に 出たい からとの その 相談、  一 

今 はからずも 聞いて、 本意な さ、 味氣 なさ、 一 

音沙汰な しと 思うた もの を  _ 

何の 心で、 今更に 出て 來 たいと は U  ； 

な.. tj に そんなに いつも 手 違 ひ、  一 

いつも 手 通れ、 それが 女心 か 知らね ども、 ： 

夏 さへ 旣に 蓮い もの を、 冬と なりて は 

一 

丄 

六 甲の 山な み圆く なめらかに  i 

霞む 三月、 武 lis 川の 卷淺 く、  一 

二 五三 j 


永 は そぞろに せせ ら ぐ も の を、 

隈を ゑが いた 隱 もうる む 

その かたはらで、 わが 世 苦しと かこちた る 

あれが おれで あつたか、 とぼとぼと 

今に 枯 野の 十二月. ひとり 歩いて ゐる 

襟卷の 老人 姿、 これが おれで あるの か。 

行き 會 へば、 息 さへ 寒し、 白々 と 

夕闇に 浮く 人の 顏、 人の 吐く 息、 

ショ オルの 紅い 色に つつんだ 

パが も、 茶つ ぼい 漉い 好みの 

人妻 も、 君に 似た の はない もの を、 

さみ  '- r  - 

みな 寂し さう にうな たれて 

家路 を 急ぐ 足 どり も 春と 異なり。 

あの人 も、 この 人 も、 

鼻の あたまに 黑ぃ マ スクを かけて、 

感冒の 豫防、 


二 五 31 

接吻の 禁斷、 

握る 手 も手套 ごしの 

ああ、 もう 冬が 来たの だ。 

おれの 心 も マ スクを かける、 

死んだ 戀と 望みの 喪章の やうに。 

冬が 來た、 冬が 來た、 

おれの 心の 冬が 来た、 

5p えて 47- て 死ぬ だろ か。 

人の 末路 は 悲しい ぞ、 華 かな 人 ほど、 

かう も あはれ である もの か、 

死なれず、 死なぬ、 業の 深さ は。 

まだ 死ねない のか、 

死ななん だな と、 

冬の 顔 は 冷たく あざわら ふ。 

それが 人間 だもの、 ， 

望 もな しに 生きる もの、 


もっと みじめに なりた，.' 力、 

霜桔 どきの 十二月、 

人間 一 匹の 賢 物、 

よも や 買手 は あるまい に 

暮の 巷に 店 ざら し。 

鳥肌 立って、 あかぎれして 

今 は 心 も 吹き さらし" 

待合む さしの、 

藝者小 せん、 

さぞ や 春着の 支度 も 辛から う- 

ピンと も 云 はぬ この 不景氣 で 

取引の 戀は、 酒、 

切 賢の 肉 も 冷えた、 

鬵 炬缝に 火 も 切れた やう だ、 

男の 胸の 火 も 消える" 


カラカラに 乾いた 十二月、 - 

あんまり {41 氣が 乾燥し すぎて 

答兒に やられ やすい、 

ちと 雪で も 降れば と 思 ふ。 

電池 も 切れた か、 火花 も 出ない、 

情熱の 限り を 出した、 出し 盡 して 

もう" S にも 殘らぬ 冬、 冬， 冬。 

一 つ 書付け を 出して 置かう、 

今年 中の 不德と 災難と、 

ありと あらゆる 無理押しの 

總 決算に も、 厄拂 ひに もと 

兹で 一 札入れて 置かう か、 

冬が 來た、 冬が 來た事 

右 之 通に 相違 御座 無 候 也。 

愛よ、 愛よ と騷 ぎす ぎた 


憎みが 本當 だ、 人間的 だ。 

憎みと 憎みが 打ち合 ふの だ、 

欺し 合 ふの だ、 滅ぼし 合 ふの だ" 

國際 戰爭、 階級 闘爭、 

そこまで 行かず とも， つい 目の さきに 

日々 毎日の 個人 阓爭、 

憎みに 憎み、 眼に 跟. 齒に齒 の 不文律。 

人生 は 永遠に この 通り だ ら う、 

人間の 欲情 は變 りなく、 利己心 も 不變、 

不死の 强奪、 不死の 詐欺、 不死の 賣淫、 

神 は 永遠の 不在、 彌勒の 出世 は空賴 み。 

それでも や つ ばり おれの やうな 莫迦が 

出て 來て 性 憑り もな く 精神主義 を 

唱 へる だら う、 自由々々 と 叫ぶ だら う。 

たと ひ變 革、 變革 をい くら 經た とて 

自由 は つ ひに 出現せ ぬ だら う。 

それでも 叫ばう、 求めずに は ゐられ ぬ もの を" 


二 五六 

宇宙 は 一大 欺瞞、 大ゴマ カシ、 

人間 社 會は大 カラク リ、 

う そ も ほ ん と も 差別な し 0 

それでも、 なんでよ いもの か、 

惡 けり ゃ惡 いと 云へ よ、 齒 に?? 着せずに、 

その. M を 一 つ 一 つ ほじく り 出せ、 

ほじく つて 天日に さらせ。 

その代り、 僧 まれる の は 必定 だ ぞ， 

こちら も 憎め、 憎み 憎みの 駕詈雜 言 

アリス トフ ァ ネス、 

セ ルゾン テス、 

ジョナ サン • ス ヰ フト、 

モリエ ー ル、 

ハ イネよ、 

おれ も ……  ， 


九十 九に 對 する 1、 

その 1 に 1 切 は 懸かる。 

われらの 努力、 

われらの 苦鬪、 

1 切 萬 事の 當ては づれ、 

それ は覺 悟の 前の 今日。 

世 はも {T^ しと 知りつつ も 

なほ も 發、 

なほ も 惡戰、 

これ ぞ 人間の 愚か さの 

極まる 果ての た ふと さぞ" 

人間の 業の 成果 は 

ただに 偶然、 . 

まぐれ 富り、 

かくと 悟れば、 百發百 中、 

それさへ 物の 數 ならぬ 

九十 九に 對 する 一 よ" 


默殺 人物、 默殺 人物、 

おれ は 舞 臺の黑 ん坊 か、 

舞臺 裏の 黑 法師、 

それに 苦情 は 何のた め、 

それ ぞ 極刑に 値する、 

默殺 もて 殺す 外な し。 

われと みづ から 身 を 潜め、 

名を隱 し、 顔 をつ くり か へ 

裏へ 裏へ とま はり 行く 

それ ぞ まことの 生 だもの、 

無の 中の 全 を 生きば や。 


玉石 全身 百雜碎 I 


rH も 瓦 もみな 粉微塵、 

おれの 命 をぶ ッ碎 け。 

碎 いて、 碎 いて、 吹き散らせ、 - 一 

無 だ、 無 だ、 完全の 無 だ、 一 

その 無 を さらにぶ ッ碎 け。 

生 をば 出で て 死に 入れば ノ  . 

人 は 死 を 出て 生に 入る。 

おのれに 最も 貴き ゆ ゑに、 - 一 

ただ 翳て よ、 生の 夢。 

かくて ぞ! &の大 自由、 - 

その 自由 さへ ぶッ碎 け。 一 

一 

「心 法 双 忘す る も 鐘 ほ 忘 を 隔っー 

色 空 不二なる も尙ほ 塵を餘 つ、 一 

百 鳥來ら ず、 春 また 過ぐ、 


二 五八 

》 っラ y ゾ 

知らず 誰か 是れ住 庵の 人。」 

その 性 {t^ 老人、 わし は 好き。 

蜀の 山奥から 何んで 出た、 

なぜに 華亭に 住持した、 

if^ 和 尙が戀 し ぃぞひ 

弘誓の 舟の わたし 守り、 

渡し 渡して 水に 入る、 

かすんだ らおい とまの 

^is& 處が うれしい ぞ。 

山 居、 住 庵、 笛と 偶 句、 

が 三つに 鉢 一 つ、 

僭 俗 二つの 姿 を はなれ、 

や-つぶ. P>  ゆ け さ，？ まい 

&^, S 艦がぬ 遊戲 三昧。 

船 子 和尙が うれしい ぞ、 

00 水葬に も 足らぬ、 

自分で 自分のお ともら ひ、 

薪 も、 穴 掘る 手間 も I- らぬ、 

大手 を 振って おさらば ぢゃ、 


\ 


どう だ， 愉快 ぢゃ あるまい か。 

どれ、 わし もお いとまし ませう と- 

木の 盆に 布の 帆 を 張って、 

靑龍 江上、 漂々 と 出る。 

てって き 

ヒ ヨウ ヒ ヨウと して 吹く は鐵笛 

これが 藝當 のし を さめ か、 

むしゃう 

吹く は 何の 曲、 無 生の 曲、 

一曲 終って、 もう 見えぬ、 

ただ 江上 は 山の 影。 

性 Ml 老人、 生死 遊戲、 

いいと ころに 行きな された、 . 

用が す ん だら どんぶり こ。 

性 { へ』 老人、 わし は 好き。 


大虚大 江 相 映射 d 


十 一 月 二十 七日— 十二月 十日 

(來 京) 


明星 影裡 明星 發。 

圓.^^,光中絕纖塵。 

誰唱 一 聲無 生曲リ 


自 由 


の 


二 五 九 


第五 卷 

.1^ 裸ノ① 1^© 

11 「自由 入 の 歌」 鑌篇 I- メ 


第 一 編 

新しい 歌 を、 より 善い 歌 を、 

友よ、 君 等に 歌って やる ぞ I 

我等 はは やく も 天國を 

この 地の 上に つくる の だ。 

ハ f ンリヴ ヒ* ハイネ はかく そ 歌ぶ 』 

わが 友 ハイネ、 君 は 善し、 

呪 ひと 憎み はいかに 云 ふと も 

君 は 自由の 詩人であった。 

-ゥれ も、 われ も 自由の 詩人で ある。 

ヌ ひと 憎み はいかに 云 ふと も、 - 

われ は 歌 はん、 わが 歌 を、 

赤裸 人の 歌 


新しい 歌 を、 より 善い 歌 を。 

わが 新しい 歌 は 生の 歌、 

鬪 ひの 歌、 狂 ひの 敬、 

罪の 自由に 死を購 けて 

おろか を さらす 赤裸の 歌。 

わがより 善い 歌 は鐵の 歌、 

火の 歌、 紅い 血汐の 歌、 

自由の 夢に よみが へり 

地に 天國 をお も ふ 歌。 

ハインリッヒ • ハ イネ は戀 愛. 詩人、 

せい 吐息と 涙の 詩人、 

感傷 詩人と ののしりし 

民衆 詩 派のお ろか さよ。 

まこと、 ハイネ は 自由の 詩人、 

二 六 三 


識 刺と 罵 殺の 社會 詩人、 

社會惡 を、 人間 惡を 

怒りて やまぬ 火の 詩人。 

社會 詩人のお こる とき、 ， 

民衆 詩 派 は あ ともなし。 

歌へ よ、 友よ、 鐵を もて、 

火 を もて、 毒の 矢 を もちて。 

われ も、 われ も 自由の 詩人で ある * 

赤裸の 詩人、 讃刺 詩人、 

神 魔の 榍をま はしつつ 

歌へ、 心の. m を もちて。 


X 


おれ は 自由 を 求めて さまようた、 

三十 七 年 さまようた、 

この 牢獄の 廻廊 を。 


ならぶ は 監房. IT 格子、 

靑ぃ ！^！れ た 顔 ばっかり だ。 

これが 自^の 捿家 なの だ。 

だまされた、 だまされた、 

おれ は神樣 にだ まされた- 

それから 人間に だまされた： 

何 處に自 .S が あるんだ、 

この 地球の 上に。 

あったら おれ を謚， do 


自由 はない ぞ、 人間 奴隸、 

自由が 見た けり や あけて 見ろ、 

の 財布の 中に ある。 


X 


四 


一 つの 國 家の 興亡 も， 

大きな 社會 の轉變 も、 

小さな 詩人の 破滅 も、 

貧しい 琴彈き 夫婦の 心中 も、 

差別 はない の だ、 ある もの か。 

文學が 滅びようと、 

X  X が 起ら うと、 

小さな 島國が 太平洋に ずり 込まう と、 へ 

よしや 地球が 割れようと、 

どうで もい いんだ、 餘 計な 事よ" 

何の 不思議が ある もの か、 

蠕が 一匹 死んだ とて。 

おれ は 勝手な 詩 を 書いて 

好き勝手に 歌って みたんだ。 

そ，^ から 先き は、 こっちの 知った 事 か、 _ 

赤德 人の 歌 


みんな 食 ふだけ 食って 死ぬ、 

みんなす る だけしたら 死ね。 

けもの  ， ， ' J 

人 も、 獸も それでよ し 

みんない いんだ、 おれの 詩が 死なう と、 

何處 かの 王樣が 殺されようと" 

さか； ci 

地獄の 底へ と 逆落し 

おれの 新生， それが よし。 

なるやう になれ、 

なんとで も なれ、 

ただ、 廻せ、 ころがせ 

火の車。 

おれ は 夢み た、 えらい 男が 

火の車に 乘 つて， 

女 ども を つれて 

取り 卷 きを つれて、 

二 六 五 


_wc- しし ぐら 

坂 を 驀地に ころがり 落ちる 

ま； £ 

腹す わった 蒼い 顏レ 

えらい 男 は みんな あれ だ、 

力 1 杯 ころがして、 

地獄の 底へ と 逆落し〕 

おれ も 男 だ、 負ける もの か、 

破滅 を 目が けて 落づて 行け、 . 

なんの 一生、 こんな もの サ。 

去年の 三月、 

蘆屋の 宿で 會 つてから 

もうかれ これ 一 年、 

子供の ときから 親しき 友の 顏 

みれば なつかし、 今 は 又、 いつも わがた め 

善 かれ、 安 かれ、 つとめよ と 

盡し勵 ます こ の 友 を 相 見る 不思議、 


二 六 六 

會 へば 何から 物語らう か。 • 

去年の 春の 物 狂 ひ 

乙み じみと 思 ひ 出されて、 

今の 落着き、 恥 かしし】 

あの 夜、 

蘆屋 川まで 达 つて 行って、 

別れる 時に、 丁度 雨 もよ ひ、 

大分 道が 遠い から 

これ を さして 歸り たま へ と 

無理に 貸して くれた 輻幅傘 を 

かへ す ひまな く、 持ち 歸り、 

五月 持ち ゆき、 會ふ 間もなく 

また 携 へて かへ りし は 

を かしき 喜劇、 身に 近く 

その 一 本の 蝙蝠傘、 

いかに 狂 ひ を 見て ありし。 


世間話の 二つ 三つ、 

友 はいきな り聲を ひそめて、 ， 

ァカダ マに ミツルと 云って 

出て ゐ るの を 知って ゐ るかと、 

4  u ろ 

おれの 顏を 見た 眼 色" 

一度 は {r^ 耳 かと も 疑った、 

どうして そんな 事が ある もの か、 

去年 あんなに 東京から も 逃げ 躍り、 . 

家と 子供に しばられて、 

二人で 家 を 持た うと も 

云 ひ 出さなかった 女が、 ， 

今更 どうして そんな 事。 

先月だった よ、 電話 を かけて 來 てね、/ 

こんな 處に 出て ゐ るから 

遊びに 來て くれと いふ もの だから、 

あんな 處には 恰好が わるくて 行けない の だが、 

行って みると、 ほかの テ エブルの 

赤裸 人の 歌  _ 


係り だ つ たがや つて 来て 話した。 

踊りが あつたので、 一寸 話した だけで 歸 つたが， 

十月 ごろから 出て ゐる らし い、 

友達と 二 入で 梅 田の 邊に 下宿して ゐるさ だ、 

子供 はどうし たと 訊い ぜら 

それ は 訊かないで 頂戴と 云った せと、 

友 は 笑って、 おれの 顏を 見る。 

なんとい ふ 女心と、 心の 隅に 

むら むら 起る 憤り、 腹立ちの 雲、 

どうせ 家 を こ はすなら 

なぜ あの 時に、 さう はせ なんだ、 

自由に なれぬ 身の ゆ ゑに 

あれ 程の 不自由、 あれ 程の 焦 立ち、 

今お もうても 自分が あはれ な もの を。 

一夜 共寢に あかし もせずに、 ただ 八 妻の 

忍び 會ひ、 いかに 苦しく 辛 かりし、 

それがぬ しなき 賣 物の 花、 

二 六 七 


藝者を 凌ぐ 女給 かと 思 ひみる とき、 

怨み は 誰れ に 云 ふべき ぞ。 

思 ひ當る は、 去年の 九月 ごろ、 

家 を 出て 上京したい からとの 相談の 

いろいろ たのみ もあった 手紙 

思 はぬ 事の 手 違 ひに 妻の 弟の 手に?^ り、 

こっそり 見て 燒 いてし まった 事 を 

十二月に なって ふと 聞き 知って、 

急に あはれ が 深ま さり、 

急いで 出した 手紙 は 返し もな し U 

ない も 道理よ、 もう その は 

蘆屋 はなれて 一 人暮 しの 身 だもの を、 ， - 

若し やその ころ、 家 をば 出る 

覺 悟が きまり • きめられた のか。 

それなら、 それで 道 も ある 箬、 

たと ひ 返事 は來 なくと も、 


二 六 八 

ふたりで 行つ て 忘れ はでき ぬ 家、 

友の 家 訪ねて ことわけ 賴む もよ し、 - 

何として 訴 へる みちをと り もせぬ、」 

眞實 足らぬ か、 女の 誇り か、 

あれ は 誇りの 强ぃ女 だもの。 

世間 も 知らぬ、 愛 も 知らぬ、 

入の なさけ を しみじみと 

^はふ こと もない 女、 

ゥ HI トレスに なった 方が いいの だ、 

そんな 生れの 女 だと。 

あの 友が 訪ねて 来て くれた. 1^ 

暗い 海邊 から 引き返して、 

蘆屋 にた だ 一 軒の カフ ユエ に 立 寄って 

おそくまで 話 をした ときに、 

そこ で 十八 の 彼女の 面影 を徳 ばす 

ゥ HI トレス を 見かけた が、 

八 年の ちに、 一 人の子まで 生- ん だのち、 


二十 六に もな りながら、 ， 

大阪 も道頓 堀の 眞 中で 

女給に なって 出ようと は。 

なんの 心ぞ， 女の ものずき か、 

二十 六 歳の ゥェ. 'トレス。 


だが、 若し おれの 罪なら ば、 

どうせ 一 問題お きた 事 だから 

おれの 事が 心に わ だか まって ノ 

家の 中が 面白く なくなって、 

別れて しまったの だら うか。 

別れて みても 頓る もの もな く、 

八 年 前に 親の 家 を 飛 出して 來た時 も 

女給に でもなら うと 思った 程 だから、 - 

つい カフェ ェに 飛込んだ のか。 

そんなら かはい さうな 事 をした と、 

ままならぬ 浮世の 不如意の 怨みに つれて 

あはれ と 思 ふ 心 も 湧き あがる。 

赤 人の 歌 


それにしても、 あの 女 は 

少女の 時代に 胸 を やられて 

今でも 少し 弱い の だから、 

日本で も 有數な 健康地 帶 である 

置屋を 離れた くな いとい ふ も 道理と、 

東京ぐ らしの 身分な がらに、 

お れも蘆 屋 に 住まう とまで も 思う たもの を、 

なぜ その 蘆屋を 捨てて、 處も あらう に 

あの 埃つ ぼい ゴ ミゴ ミ した 

梅 田 あたりに 下宿ず まひ、 

女心 は 量られぬ、 智慧が ある やらない の やら、 

さだめな りせば よしなき を" 


ただ 一瞬の 無言の 中、 

頭の 中 は 激し 渦卷 けど、 

さあらぬ 顔に、 ァカ ダマの 

カフ ェ ェ 振り を 訊いて みつ、 


二 六 九 


辛 さう に 見え はせ ぬかと 訊いて みつ。 

その 痴れ心 汲み 1^ つて、 

何 か 云 つ て やりたい 事が あったら 傳 へようと 

何處 まで 親切な 友で あらう か。 

なほ いろいろに 訊きたい 事、 

友の 知らぬ 事まで 訊きたい もの を、 

山の やうな 仕事 を 持 つ た 友 は 急ぎの 

ほんの 十五 分 間で、 後 は 明朝。 

忙しい 友 もお 茶 のんで く つ ろぐ 朝、 

丸の 內 ホテルの 九 階に 上って 行けば、 

堂ビ ル ホテル の 七 階が 思 ひ 出される 0 

三人 連れで、 その 何號 か、 入るな り、 

ァラ、 不田 (議な 事が ある わ、 この 部屋 は 

わたしが セ クレタ リイ をして ゐた 折り 

鈴久が 借りて ゐた 部屋よ、 

いやな 爺さんよ、 あたしに 

足の 爪まで 取らせ るんだ ものと、 


二 七 〇 

云 ひし 女の 顏を思 ひ 出して * 

ァカダ マ の 化粧の 顏 を^. ひやって は. 

これが おれの 女であった 事 か。 

友 は 明日 發っ 急ぎの 旅の 

重なる 用に と 出る前の 半時 間、 

おろかな 友のお ろかな 戀の 

おろかな 未練と あきらめと 

優柔 不斷 なおろ かさに 費す 事 を 

.3 と 

あへ て 厭 ひもせ ずに、 話し 聞け ども、 

あの 日、 二人の 樣 子に 家 持つ ものと 

見て取って、 若し 東京に ゐられ ぬなら ば 

こちらに 來 給へ、 生活の 保證は 

おれが してやる からとまで、 

友情の 强ぃ 言葉 さ へ くれたの に、 

今の 始末 を 何とか 見る。 

それにしても 煮え 切らぬ 女 だね と 友 は 云 ふ。 


煮え 切らぬ 男 だと， 腹の 中で は 

おれの 事 を 思つ てゐ たか も 知れぬ 0 

われが 見て さへ 煮え 切らぬ、 

家 持つ でな し、 住む でな し、 

つ いその ままに 切れた の 力 

慌 しく も歸 つて は 音沙汰な きに、 

どうした わけ かト ン と腑に 落ちず、 

寶際 的な 友 はさ だめし、 を 力 I な EI' 

を かしな 女と 思うたら う。 

を かしな 奴よ、 を かしい けれど、 

そこが 悲しい 宿命よ、 一緒に はなれぬ 女" 

あの 女 はいつ も 夢み て 夢 を 食 ふ 

夢の 女で ある もの を、 

地味な 世 帶の話 はきら ひ、 

の苦勞 はな ほ きら ひ 

いつも 遊んで たは むれて 

世 をスボ ォッと 興ずる を、 

赤 人の 歓 


すべて を 忍び 許す 夫 さへ 棄 てられた と^ 

若し これが 靜 岡の 人だった なら 

など をめ をめ と歸 るべき 

女 もな どか 歸 すべき、 

あの 五月 さへ あとで 迎 へに 來 しとい ふ 

今 はふたり で 新 世帶、 かくは あら じょ U 

女なん ていふ もの はつ まらない もの サ 

さう いへば 男 だってつ まらない がと、 

友 は 世 を 知る 中年の 人の 言葉、 

われ もお なじく 思へ ども、 

戀ゃ愛 や 苦しみ は 十 年 前に 卒業し 

今 は 平和な 家庭の 中に 

ちが 

慈父と を さまる 友と 異 りて 

そのつ まらな さ、 おろか さに、 

その くだらな さに 惹 かれ もし . 

過ぎに し 夢 を 忘れん として 

女 あはれ と 思 ひ 込む、 

二 七 1 


われ ぞ あはれ と 友 は 見む。 

若し また 電話で も 掛けて くる か 

會ふ 機會も あったらと、 

わが アド レ スを 渡した る 

そのお ろか さぞ 限りな や。 

と は 云へ、 たより を輯み もせ じ、』 

心 を 後に のこす 女の 君なら じ、 

われ も 今 さらた よりせ じ、 

あまりむ かしの || がりし を。 

若し 大阪に 行く 曰 も あらば 

その テ エブルに 君 を 見て、 

すぎし 夢路 を 語る とも 

辛く はかなくな りぬべし。 

新しき 來客 あるに、 そこそこに 

別れ を 告げて 部屋 を 出づれ ば、 

友は经 つて 来て、 しっかり やり 給へ、 


二 七 二 

思想 的な 作品 を 見 せて 貰 ひたいと 

いつに 變 らぬ勵 ましの 

うれしく 肝に、 沁 むが まま、 

今年 こ そ 僕 も 生れ 變 つたつ もりで 

今迄 SI かなかった やうな 作、 

突き 拔ぃ たもの を 書いて 見せる と 

維々 しく おれ も 答へ たが、 

その 時ぞ われ も 一人前の 

男の 顔に 見えたり や。 

ェ レズ エタ ァの ところで 

友の 子供の 事 聞けば、 

うれしげ に 語る 父の 顏、 

長男 はは や 中舉を 出る とい ふ、 ， 

この 早熟の 俊才 は 

われより I つ 上 だけで、 

早き 結婚、 早くし なほして 

今 は 賢き 妻に 愛され、 


また 一 人出 來た、 仕樣がない と 

云へ ど さすがに 嬉しげ に、 

これ ぞ まことの 愛なら め。 

男女の 愛の 大方 は、 エロスの 神の い たづら „ 

丸の 內 ホテル を 出ながら に、 

「あれ は 遊ぶ のに はいいが 

結婚す ろ 女で はない」 とい 

今朝の 新聞の 小說で 讀んだ 文句、 

ふと 思 ひ 出して、 まったく だ 

あの 女 も そんな 女 だ、 

女給が 一等 似合って ゐる、 

これ を靜 岡へ 知らせて やらう 

あの人 は 何と 云 ふだら うと、 

煙草に 火 をつ けて、 足 を 早む" 

これが 人の 世、 人の 心 も 

0 いかに か變る やらん。 


きみ は 難 波の カフ 二 ェに 

夜ごとの 笑み を 贈る と ぞ、 

去年 ふたりして さまよ ひし 

道頓 堀の カフ ェェ に。 

ァ カダ マの ミツル、 ミツル とぞ 

替名を 呼べば • 女給 等の 

あまたの 中に とりわけて 

一際 細き 姿み ゆ。 

夫 を 捨てて、 子 を 捨てて、 

など かかる 身と 成り 架て し、 

好みし 業と するとても 

一際 弱き 身 を もちて。 

人妻 ゆ ゑに 苦しく も 


た ふとき 君と おも ひし を、 

たま 

わが 手の 珠の 空しく も 

潸 えて 失せし 心地して。 

シ ン ガボ ォ ルと思 ひし を 

道 頓；！ と は、 あまりの 事に 

はじめは 耳 をうた が ひし 

わが 愚か さ をなん とみる。 

家 をば 捨てて 行く ゆ ゑに 

迎へ たまへ と吿 げたり し 

文の 返し も あら ざれば、 

思 ひ あきらめ せし 業 か。 

ブ ル ジ ョ ァ 息子 とりこと し 

よき パ ルティ を もくろむ か、 

日々 を 祭と 興じつつ 

世 をた は むれに すごす 氣か。 


二 七 四 

いかに 女の j 入に て 

事 問 ふ 人 もな しとい へ、 

とる ベ き 道 も あり けん を、 

二十 五 過ぎての 女給と は。 

いま ひとたび を 相 見て は 

き み が 怨 み をき かまし を、 

道の 絕 えたる、 絕 やした る 

わが 悲しみ は 云 はずと も。 

われに は 辛き きみなりし、 

きみに は 辛き われな りし。 

おろか や、 いかに 今 もな ほ 

ふるき 傷 手 を 抱く と は。 

神の めぐみの あら ざれば 

戀は惱 みと 氷りし か、 


冬 立ち 春 もち かづけ ど 

またと か へら じ 去年の 


ただ ひと 年の へだたりに 

道 は^れて 西 ひがし、 

千里の 外にき み をみ る、 

きみ はこの 身 も 忘れ てん。 

きみ を 難 波の カフ ェ ェに 

今 見る とても、 きみ なれば、 

行かば い やまし 苦しき を 

行か じ、 思 はじ、 蓮 % ゆ ゑ 

女に 1^ れ、 カフェ ェに、 

夜ごと 苦杯 を嘗 むる 人、 

かの あはれ なる ルリ アンの 

如く も われ は果 つる 身 か。 


赤 a- 人の 欲 


古き 詩人 はかく も あれ、 

われに は强き 義務 あり、 

きみ を 女給と 兑 すごして 

今 はも 業に 生く る 身ぞ。 


その 身 一 つ を もとでに て 

世に 生く る もの、 女 をば 

あはれ と 思へ、 そのほかに 

i 守む ところ はなき もの を。 

笑みの 限りと、 ながしめと 

媚びの 限り を もとでに て、 

金 ある 男 をと らまへ て 

安き 世す ぎ を 思 ふと も。 


5 しろで  * 

家の ^量な きなら は、 

レベッカ： ンャ アブ も不 P な， 


二 七 五 


.f- たち 

おのれの 才と 容姿 もて 

道. 拓 くより みちな きを。 


サ ラリイ マ ンの 薄給に 

堪 へぬ 女の 愛な きを 

など か咎 むる、 博士ら も 

戀も 理. 性と 說 くもの を" 

その 身 一 っを& みに て 

夫 を 捨てて 出し 女、 

いかに か 生く る、 その 果て を 

ただ 冷やかに 見るべき か。 

いかに 豪家の 若 夫人、 

重役の 妾と なるとても、 

あはれ は 深き 女の 身、 

見 ざれ、 責め ざれ、 怨 まざれ。 


X 

冷たく 細く 

くねる もの， 

美し けれど、 

凄い もの、 

われ をば 卷 きて 

締めつ けぬ。 

いま も惡 夢に 

うな さる る 

赤と 黑 との 

だんだら は、 

いや 恐ろしき 

蛇の いろ。 

きみ は 辰 どし 

へ び さ に 

蛇の 性、 


七 


"も 辰 どし 一 

相卷 かば、 ， 

食 ひ 合 はば 何 カー 

殘 るべき。 一 


なにも 殘らぬ 

蛇の 戀、 

ただ 一 滴の 

淚 こそ 

精の 零に 

^たりけ り * 


冷たく 細く 

ふる へたる 

そのた まゆら の 

波打ちに、 

かけし 命の 

火の IT 

赤裸 人の 歌 


蛇 も 女 も 

冷き ほど 

きく もの を、 

きみ は 毒 すら 

なかり けり。 

今 はも 毒 を 

得たり しか、 

今 はも 誰れ を 

f: まんと か、 

乾く をい と へ 

蛇の 女よ。 

X 


戀 は^しい 


二 七 七 


女 は 苦い、 

それが わかれば 

世の中 は 

ぐう 

みんな 空 だよ、 

is 々開々、 

女の 腹の よに 

がらんどう。 

ソロモン さま は 

ftj 事.^ 

色の いろいろ 

、つ § 

味の 味、 

よく ぞ 究めた 

四十八手、 

戀 の 表裏 も 

力け ひき も 0 

ソロモン さま ま 


H た 

通な 方、 

女に 惚れて 

れられ て、 

女 ごころ の 

たよりな さ、 

底の 底まで 

嘗め つ くす 

それから 今に 

何千 年， 

智慧の ためいき 

絕ぇ やせぬ、 

風 も、 流れ も 

みんない ふ。 

戀は is しい、 

女 は 苦、 

X  i 


七 
八 


男が えらく 

なる 道 は、 

女に ふられ、 

だまされて、 

コ ッ ビドィ 目に 

あ ふだけ よ。 

女の 笑 ひと 

ながしめと、 

甘い 言葉の 

猫撫聲 で、 

もて あそばれたら 

しめた もの。 


それで 男に 

なれぬなら、 

そこでう 力う 力 

はめられり や、 

赤裸 人の 歌 


男の 一 生 

臺 なしよ" 

孕せ の こと は 

みんな 噓、 

女の 言 紫 は 

みな^^^管、 

隨の まことが 

あ. ち 

戀の 味。 

X 

-There  died  the  best  of  pass マ ns, 

love  and  rame  

まづ、 フエ 1 力 死スだ 

つ いで ラ. ゥ 0 


まづ、 夢が 死ぬ、 

ついで 愛、 


七 
九 


のこる は 枯葉、 

1 抹の 灰" 

おれ は 祐葉 よ、 

カラカラと 

眞 冬の { 仝に 

鳴って ゐる。 

みんな 死ぬ の だ 

生き もの は、 

みんな 灰 だよ 

燃えたなら。 


絕望は 

詩の 尖端、 

絕望は 

死の 端緒。 


二八 〇 


絕 望と は 

どんな もの かと 

訊かれたら、 

さ 

その 鼻 を 指せ。 

絕 望の 

息 だよ、 これ は、 

凍っても 

フ ッ と 出る もの 0 

！:^ なねば ならぬ 

は め 

端 目に なっても、 

絕體絕 命の 

危地に 入つ て も 0 


行く に 行かれず、 

か へられず、 


それでも 生きる のが、 

絕 一! 的 勇氣。 

これで も か、 

これで も かと 

身 を 痛めつつ、 

なぜ 死なぬ。 

死 もまた 

生きん とする 意志 だ。 

絕望を 生きよ、 

死 を 生きよ。 

r 1 昨日 上京 致しました、 

十日 位 滞在の 豫定 でございますが 

主人 も 一 緒で ございま すから 

その 中に 暇 をみ て …… 」 と 


鉛鎮の 走り書き、 

ところ も 宿の 名 も あらず。 

たうとう 來 たなと 口のう ち、 

別 こ これと 云って 用 は ございません 力 

ただお 目； i かかりたい ばっかり なんです の、 

^年の 夏 以来ず つと その 心 構へ をして 來 ました- 

一月 半 は、 かに 手紙に 書きし 言葉、 

思へば 女の 一念よ、 よく ぞ かな ひし。 

去年の 五月、 あはれ にも 

, 末 5. 息ない 別れ をしての ち は、 

夏、 秋、 冬と 病み 臥して 

きいの ちを絕 たまし と 

極めし 時に、 斷 ちかね し 

君が なさけの その きづな。 


ふ. * 


^^にぁはれも告げにしがハ 


生きて また 會ふ 君な りし、 

世に も {r^ しく 生きの びし 

わが 未練 をば 嘲り もて 

來 りし 日々 の われながら、 

今ぞ しみじみ 生きの びし 

さち 

われ をば 幸と 思 ひぬ る。 

火鉢の まへ にす わる ひと、 

A 口へ る 目と 目に こもらす る 

無量の 思 ひ、 なに を もて 

この 悲しみ を 告げ もせん、 

うれしき 餘 りの 悲しみ を、 

さりげなき 言葉の は こび はかどらず „ - 

出す か 出さぬ か、 若しかして 

來 ずに 會 はずに かへ るかと 

案じた もの を、 よく ぞ よこした、 

彼 もさす がに 男で ある。 


二八 二 

二人き りで 話しち やい けない が 

三 入で 話すなら いいから と 

出して くれ ましたと、 君が 言葉。 

の 部屋に も 女 客， 

さりげなき 世間話 もも どかしき、 

靜岡は もう 梅 も 盛り をす ぎた  一 J と、 

今年 は 何十 年ぶりの 寒さと か 

めづ らしく 氷が 張った とい ふ 事 や、 

答 ふ も 問 ふもう はの そら。 

ただ 打 見ての ものがたり、 

かく も はかなき 逢ふ灝 にも 

かく も 思 ひが 燃 ゆると は。 

これ ぞ まこと はわが 初戀、 

など かく 胸の 迫る らん、 

しみじみ 泣かむ の 思 ひする。 


十八、 十九の 若き 日の 戀、 

その ときめきに 似 たれ ども 

戀 のしよ わけ を 知る 人の 

低き ささやき、 出會 ひの 定め、 

わが 文字 書きし 紙 きれ を 

小さく 裂きつ る 指さき の 

ふる はぬ ほどの 靜心。 

君が 淚を またも 見ぬ. 

生きて この 瞳 を 相 見る か、 

わが 顔に 苦の 影 ありて 

君 を 涙に 誘 ふらん 

薄手に 透ける 君が 顔 

黑 くうる める li をみ ると き は、 

われ もしみ じみ 涙ぐまる る。 


君 はかし こき 人 なれば、 

か 

紅と 白との チ ユウ リツ フ 

赤 人の 歌 


思 ひ 二つに a- せた るか。 

友と 友との かたら ひの、 また 暫く は 

逢へ ぬ 別れよ、 豫 定が變 り、 明後日 は 

歸ら ねばな り ませぬ ゆ ゑ 

今日は これから 土産 物 を 買 ひに 懇 つてと 

外套 を 着る 姿 あたたか ^ 


白木屋の 五 階の 休憩室に 

いかほど われ を 待ちに けむ、 

ぢ つと 俯向いて ゐた その 姿、 . 

明治 製菓で、 ブラジルで、 

去年 は 人 を 待ちし 身の 

いつも 君 こそうれ しけれ 

gji のト リツ ク あら ざれば。 


去年の 暮、 女の 友 二人と 歩いた とき、 

てぶくろ - 』 

新 宿の 布袋 屋で、 手套 買、 i 人 を 

恃ち伦 びて、 一 杯餘 計に 珈珠を 


のんだ その 折り、 一人の マ. タムが 

手套の 前で、 その 友に 笑って 云うた とぞ、 

男 は うん と 待た せて やった 方が いいのよ と。 

それ はた は むれ、 ふたり は戀 よ、 聲を かくれば、 

誰れ か は か くも はかなき 仲と 見む、 

き4ー 

夫と 妻との 買物の 忙しき 歩み、 

出 づれは 去年， 丁度 このごろ、 

ミ ス. ロビン と 兹を步 きし と 

過ぎに し 夢に、 今日 も 夢。 

あの 日 は 風の 吹き 暴れ て 、 

足 長き 人の もすそ は亂れ 

フ ェ ルトの 草 暖 高く あがりて、 

裂けな む ほどの 笑ひ爽 か、 

今日 も 東京、 風 は 寒 けれど 

君が なさけの 火の 近 さ。 


二ぶ 

あるじの 用 もこの あたり 

ふたり 歩む は あぶなし と、 

のぽ  き はら だな 

上れ ど 木 原 店の 鳥 料理、 

三時 半から 五 時までの 

その 限られし 時間のう ち、 

何 を 語らむ 歎 かなむ 

い とど 語るべき 事 は 多き に。 

杯 とらぬ 心づ かひ、 

思 ふに まかせぬ 身の上 を 

察する ほどの 身の あはれ、 

など もどかし き われなら む、 

死 をば 超えた る 身なら ず や 

さ こそ は 思へ、 醉 はめ ぐらず。 

三年の むかし、 君 は 来て 

藥干； 寺 町に ありし日に 

など 動 かざりし 心の 石、 


くやしと 云へば、 君 もく やしく 

あの 折りに なぜ またと 眩き つ、 その あとで 

あのひとの 方が 積極的に 出ました の？ と 

そっと 笑って 君 は 訊く。 

友 をば 今にな つかしむ、 人とう らうへ 

かの 寶 塚の さまよ ひに、 など か 彼女 は 

この 人の こと 云 ひ 出で て、 

つくり を 野暮と 云 ひ、 洋装 は 

見ねば 知らね ど どうせ 似合 ひ はせ ぬ もの を 

わたし はわ ざと 蕾ない のにと 云 ひたる 力 

わが 好け る 人ぞと 前き に 知る ゆ ゑ か。 

神 戸と 名 古屋、 異れ ば、 

好み も 習 ひも へだたれ ど、 

今 名高き 和装の モダン. ガ アル 

おなじ 神戶 にあり しと 聞く 

かの 女 詩人に 會ふ 度び に、 赤と 黑 との 

赤 is- 人の 1^ 


好み 近し と 見ろ 人と、 君 を 思 ひくら ベて 

うれしき もの の數々 あり。 

姿め づる も、 愛 ゆ ゑ か、 

M  f  ^  ，よれば か くも い と しき ぞ， 

君 をお もへば 涙ぐむ 

これ ぞ まことの 戀な ら め。 

いとし いとしと い 

心と 心と、 と ir 

救 ひと 救 ひ、 夢と 夢、 

君ぞ 共棲む 人なら め。 

"市の は づれに 宿と りて 

こっそり 君 を 呼び出して 

逢 t うとい つも 思うた と 

われが 語れば、 君 もい ふ 

わた しも 始終 さう 出來 たら と 

思 ひ 思うて ゐ ましたと、 

二 


力く も 思 ひ は 合 ふ もの か 

打てば 響く は、 君が こと、 

心すば やく、 こまやかに、 

深き は 人の 思 ひ 遣り、 

力う もやさし い 心い としゃ 0 

くちづけ だに も か はさね ど、 

ただた まゆら の 逢 ふ 濯 ゆ ゑ 

さらに 思 ひ ぞ燃 え 立ち ぬ。 

まこと 君 こそい のちの 妻よ、 

おなじ 日蔭の 身と なさば 

何 を か 救 ひ、 潔く 相手に 會 うて 

一議り 受けむ と談 ずべき 筋道 立たず、 

君 をい としと 思 ひなば 

まことの 妻に 君 こそと。 


家 をば 捨てて、 都落ち、 


二べ お 


世の そしり、 はた 何 かせむ。 

好きな 女の ためなら ば 

たと ひ この 身は滅 ぶと も、 

I 生 を 棒に振る とても、 

今の 苦しみい や ます も。 

ただ、 君 を 抱かむ、 君が ため 

今ぞ 書かな む、 生の 劇， 

君 はわれ もて、 われ は 君 もて 

その 新生 は はじまらむ、 

去年 は 死の 戀、 今年 こそ 

死に は あらず て、 生の 曲。 


まだ 語るべき 事の 一 つ だに 

語らぬ うちに、 大變遲 くな つてと 

慌し くも 君 は 立つ。 

是非な きさ だめ、 そのために 

君 は 半年 心 構へ つ 準備し つ 


思 ひかな へし 今日の 日 は. 

はや 別れねば ならぬ と は。 

慌 しき 別れであった、 

慌 しき …… これが 別れよ— 

また 逢 ふ は そ もやいつ の 日， 富 土の 麓に- 

！ 年の ごと、 またも 對決、 

男らしく 今度 は 君 を ゅづり 受けむ 力 

力 もて 薄 ひ 取らむ か、 それ は そのと き。 

今 は 買物 さげた マ ダ ム„ ^り 

慌し くも 別れの 會釋、 

君を乘 せた る 自動車の 

東 を さして 消え去れば、 

，れれ も 北へ と 走らせて 

車の 上の 夢心地。 

うれし かりし か、 悲しき 力 

赤 人の^ 


がきて 云 はれぬ 胸のう ち、 

君よ 幸 あれ、 恙なく、 

わが 家なら ぬ 家に かへ りて、 

心 東に 馳 する ひと、 

君 を 思へば 淚流 るる。 

心 は 千々 に 破れたり 

础 子の ごとく 碎 けたり。 

土のお もてに 光る もの 

まば 足 をば きずつけむ" 

愛 を あまたに 分ち なば 

錄 るる こと も あるべ しと， 

あまたの 人と 相 見れ ど 

薄れぬ こと ぞ、 いか なれば。 

愛 は 掘 井に 似たり し 力 

二 さ 


いかに 人 をば 抱く とも 

むかしの 愛は盡 きざる か、 

盡 きぬ は 痛み、 死ぬ は 愛。 

去りし むかしの か へらねば 

鏡に 殘る影 もな し。 

心 は 裂けて、 その 半ば 

やさで 

きみが 優 手に 拾 はれぬ。 

わが 悲しみ を訴 へし 

ひと 

女の あまたの やさしき に 

わが 世 うれしと 思 ひしが、 

中に もま さるき みな. d ば。 

硝子の ごとく 落ち 散れる 

心の 破 かき 集め、 

むかしの われに かへ さむと 

手 を は 切る を も 厭 はずと" 


きみが なさけの 深ければ、 

われの 淚も いや 滋し。 

破れし 心の 一 切れ も 

失せて あら ざれ、 きみが ため" 

きみ は 二十 九、 われ はまた 

三十 八 ともなり ぬれば、 

を さなき 戀 はせ まじ もの 0 

わが を さなき は& なれ ど、 

うれし や、 きみ は 若く とも 

われに は 母と ぞ おも はるる。 

まこと や、 きみ は 若 かりし 

かの 日 もい とど 大人び て、 

初 戀入を ひきま はし 

心く ばりて、 とりなして、 


馴れぬ 都の すま ひに も 

人 こそ 知らね、 いそしみ し。 

きみ を かた へ にみ ると き は 

家 をば 統 ぶる 姿 あり、 

0 しき 名 も て 世に立 て ば 

憂き 事し げき 身 なれ ども. 

わが 足ら はぬ をお ぎな ひて 

きみ は いとよく なし まさむ。 

戀は せ つ なきな げきに て 

きみ は 涙に 儒る る ひと、 . 

ただ 火の ごと は 燃え立た で 

家 を も 身 を も 保た むと、 

はやり 心を鎭 めて む、 

きみ を 家居に 呼ぶ まで は" 

赤裸 人の 歌 


ふたたび 家 は 持ち たれ ど 

わたしの 家と いへ ぬ 家、 

妻と 呼ばれぬ 妻ば たらき、 

いつも 世間に 氣が ねして 

T£ 仁い 

二人の 世 帶も持 たれない 

女の つら さ， しみじみと 

きみ はなげき っ訴 へた。 

はじめ も 妻の あった ひと、 

都に 出ても かかりう ど、 

家と 妻と に惹 かれて 往 ぬる。 

いま は 一 人で きり ま はしても 

妻の 下なる かくれ 妻. 

どうした 神の みこ ころ か、 

いつも 日 11 に 咲かう と は。 

それ を あはれ と 思 へ ども 

われさへ 妻の ある 男、 


八 

九 


たと ひその 場の 意地 だとて 

どうして 引受けようと 云って 出た t 

ひとりの 家 を 持たず とも、 

やはり 世間の 隱し 妻、 今の 男で も 

馴れの 初手に はして ゐた 事よ。 

きみが なげき は、 女の なげき、 

たった 二人の 家庭 を もって 

天下晴れての 夫婦なら、 

手鍋 さげても うれしい もの を、 . 

どうして それが 許されぬ。 

きみ もい としゃ、 身 も 悲し， 

わが 身 ふたつ はない もの を。 


X 


君 を はじめて 

見し とき は、 

君 ははた ちの 


町む すめ。 

まだ^き そめし 

初花の、 

雨に た わめる 

惱ま しさ 0 

その 初戀の 

つらければ、 

ミら 

生れし 市 も 

くるしくて。 

戀の 取沙汰 

やかましく、 

家の 見張り も 

きびしくて。 

そっと 隱れて 


九 

0 


出て 來 たと、 

葉より のぞけ る 

花の かげ。 

君 はいの ち を 

力 くるひと、 

戀 はいの ち を 

けづる もの。 

いま は 盛りの 

すぎし 花、 

見る にむ かしの 

なげかる る" 

とせ  、せ 

七 年、 八 年、 

なに なれば、 

ふれです きつる 

わが 心。 


君 はいつ でも 

忍び 昔の、 

洩れで ぬ ほどの 

下な げき。 

その 忍び音の 

ろる とも、 

われに はつらき 

思 ひ あり 0 

いのち かくる は 

おそれね ど、 

君が いのちの 

た ふとくて。 

. , ぐ わつ 

またも 一 一月 は 


めぐり 来ぬ. 

チュウリップの f 化の 

^くころ は。 

妻が 憎みの 

「フ ラッパ ァ」 

彼?^ が來 りし 

その 二月。 

彼女が おくりし 

チュウリップ、 

紅き は 罪の 

深ければ。 

三月、 五月、 

ひととせ は 

惱 みの 花 ぞ， 

身に 咲きぬ。 


二 九 二 

またも 二月 は 

めぐり 来て、 

いのちの 人ぞ 

お とづれ ぬ。 

きみ はかし こく 

世 こ長ナ て. 

紅き に 白 を 

ヌ；！ へたる を。 

t や， 

紅 はこの 家に 

ゆる されず、 

きみが なさけ は 

仇な りき。 

白き はい まに 


殘れ ども、 

あか 

紅 はむ ざん や 

むしられぬ" 

チ ユウ リップの 

虐殺、 

チ ユウ リップの 

慘死リ 

花に は 罪の 

なきもの を， 

たれ かつく りし 

花言葉。 

たさけ 

愛の 情熱の 

あか 

その 紅 を 

いかに か 消さむ 

赤裸 人の 歌 


きみ ど われ。 

心へ とか へれ 

血の 色， 

手 をと りて 燃えよ 

火の 色。 

X 

紅い チ ユウ リップ よ- 

呪 ひの 花よ、 

妻が 憎みの 

罪の 花 U 

紅 はわる ぃぞ 

よくない ぞ、 

白く なれ、 

白く なれ。 


九 


洗 はば 白く 

なるべき か、 

雨 も シャボン も 

何の その。 

す-^  く 力 は 

なかるべし、 

おのが 心の 

あか 

紅ければ。 

X 


蜻 I？ つりに j 

行き ませうよ と- 

友 を さそうて 一 

行く さき は、 _ 

大きな 蜻 鈴の ： 

とまり 枝。 一 


二 九 四 


おも ひも かけぬ 

おきや くら. S 

御 客來、 

ほうと 口 あけ 

見 とれる は、 

小說 かきの 

大男 リ 


これ は 大した 

でっかい 蜻蛉、 

つ ッて やらう と は 

そら 恐ろし や、 

つ ：k はたち 

十九 や 二十の 

小ぶ くろで U 


神戶 じこみ の 

い たづら 娘、 

皮切り も すんで 

もうい ま は、 


1 人前の 

ふらつ ば あ 0 

かはいら しいが 

にくらし い、 

おれ も 蜻蛉と 

みられた か、 

三百 哩も 

つられた か。 

蜻^つ りに 

さそ はれないで、 

今度 は 蜻蛉に 

飛込まれ、 

どうして 助けて 

よいの やら。 

あっちへ 行ったら 

人の 歌 


おそろしい、 

そっと 隱れて 

ゐ らっしゃい、 

きみ はなさけ の 

蜻鈴 つり。 

あはれ なる かなこの 男、 

なんでも 逆に 行く 男、 

なす 事す る 事、 みんなへ マ、 

いすかの 嘴と くひち がふ。 

十 年 あまり を 何で 生きた？ 

沈杳も 焚かず 屁 も ひらず、 

つとめ つつしみ、 何 をした？ 

何もせ なんだ、 死んで ゐた • 

女ぐ る ひも、 道樂も ， 


九 


せずに 何した、 なまけ It 

おれが 無能と くだらな さ、 

われが 見て さへ あきれ るば かり 0 

それに 早く も 決算期、 

なさけ 容敎も あらば >  J そ 

大きな ふる ひで、 ふる はれて、 - 

埃 はわけ なく 吹き分けられる。 

大正 十五 年間の 總 決算、 

出來ぞ こな ひの 詩が 十篇、 

おれの いのち はこれ だけよ、 

I 體、 おれ は 何 をして たんだ？ 

仕事 は みんなし のこした、 

そのうへ 戀 までし のこした、 

若しも 戀路 に決篦 あらば 

あはれ なる かなこの 男。 


二 九 六 

愛する 人 は 愛する が ゆ ゑ、 

好きな 人 はまた 好きな ゆ ゑ、 

きら ひな 人 はきら ひゆ ゑ、 

行かずに しま ひ、 今 は 悔い 0 

今 はいの ち を 傾く る、 

なぜ あのと きに 行かなん だ？ 

ただ かりそめに 忍び 會ふ、 

人が 自由であった とき。 

また、 藥王寺 町に すま ひして 

あるじが 國 へ歸っ た あと は、 

い つも ひとりで ゐ たもの を、 

あんなに 招かれ 招かれて。 ， 

おろか や、 これが わが さだめ、 

いつも I 人の 女なら 


何 を も 知らぬ をと めなら、 

動かぬ 心、 そのため か。 

處女 をい ざな ひ 汚す こと、 

われに は堪 へぬ 罪なる を、 

ものうち こ はす 喜び を 

喜びが たき、 そのため か。 

人の 庭 をば うらやみて、 

はじめて 花 を 見と るる か、 

人の 畠に しのび 人り 

盜むを 罪と おも はぬ か。 

おろかなる かなこの 男、 

罪よ 罪よ と 身 を 責めて 

なほ また 罪 を 重ぬ るか、 

愛する もの を 痛ませて。 

赤裸 人の 歡 


くるしき 入 を 救 はむ と 

なほ も 不幸に いざな ふか、 

おろか や、 これが 正氣と は、 

この 不可思議 をなん とみる。 

なんでもへ マに 行く 男、 

なぜ また へ マ に 徹せざる？ 

さかし ら顏に 世に立てば 

へ マぞ こよな き 罪なる を。 

戀も あきらめ、 名も斷 ちて、 

人に わら はれ、 あはれ まれ、 

あ ほ うづら  . 

阿呆 面して 世に立た ば、 

汝れも はじめて 救 はれむ。 

野心から してな される 事 は 

みんな 無意味な 罪惡 だ、 


七 


しかも 大抵の 善い 事 は 

みな 野心から してな される の だ。 

情熱の 詩人 兒玉花 外が 

大聾中 齋の墓 を 歌 ひて は、 

やまと 

日本の 國に ただ 二つ 

君 か 後へ に 唄 はれむ。 

人 は 幼稚と それ を If ふだら う、 

だが、 天下 國家を 口にする 

賢く ずろ い 政治家た ち も、 

結局、 それと 五十 歩 百 4^ なの だ。 


かの 無 產黨の 頭 首と て 

あの 苦 歸、 あの 獻身も 

熱誠ば かりで やったら うか、 

デ マ ゴ ォォグ よと 敵 は 嘲る 0 


その 嘲る もの もデ マ ゴ オタ、 

みんな 野心の かたまりよ、 

野心がなくて、 何が ある、 

人間 生涯、 自己主張。 

おれが 自 由の 詩 を 書く も 

兒玉花 外と おんな じ 夢よ、 

日本の ハ イネの 名に 醉 うて 

、ノ イネ を氣 取ろ 幼稚 さよ。 

ただ. 野心ば かりで 成されな ば 

その 事業に は 恥 あれよ リ 

はじめの 野心 を ほろぼして 

その 目的に 達すべし。 


野心ば かりで 歌 ひなば 

わが 詩 は 灰に ことならず、 

いかに 言葉 は 飾る とも 


いかで か 人 を 動かさむ。 


卑俗 世 卑俗 世 

世 は 建 直し， 世直しと 

卑俗のお 告げ ぞ、 i や、 

三千世界、 一時に ひらく 梅の 花 リー 

一 

卑俗 は 革命、 卑俗 は 救 ひ、 一 

理性の 女神 は淫 賣婦、  ... 

貴族 性と は 一 切の 虚飾の 美名 だ。： 

プロレタリア は 卑俗 なれ、 - 

卑俗 を： 卜 等と 思 ふ 下等な 根性、 

根ッ から 掘り出せ、 ぶち 碎け。 


卑俗で 文藝を 征服した 

大衆 文藝、 講談社， 、 

それ は 反動、 貴族 趣^。 

赤？^ 人の 歌 


卑俗で 世界 を 征服す る 

ャ ン キイ どもの アメリカニズム、 

それ は ブル ジョ ァ资太 主義" 

おいらの 卑俗 はゥ ソもフ ンド シも 

ぬいで 捨てた る フリキ ン よ、 

アダム 以前の 犬の 戀， 

神の 芝居の 神聖 卑俗。 

世 の 卑俗 化、 卑俗の 傳造， 

サ. ノキュ ：1 ヅ r レエ 二 ン ： ， * 

無袴黨 よ、 冷 忍の 未儿 頭よ、 

基督 敎の傳 道より 

どれ 程 立派 か 知れ やしない、 

ポオ 口 もべ テ 口 も 要る もの か、 

襤 まとべ テンで 澤 山だリ 


歌へ、 歌へ、 卑俗の 歌 を， 

向う 通る は 女優 ぢ やない か 


二 九九 


靑ぃ 眼鏡が 氣に かかる …… 

ィ？ トン クロッス うれしい ね 

ちょいと 貸し ましよ 左の 手 …… 

それ は 當世鋇 座 節、 

卑俗 どころ か、 高踏 詩 入 

さいつ」 ふや そ 

西條 八十の 詩ぢ やない か。 

そんなら、 テャ テャ、 テャ テャ、 

ィササ カリン リン、 好かれち や ドン ドン、 

お 客の 性なら 每晚來 い、 

藝 者の 性なら 键 とって 来い …… 

それ は 機 節. まだ 足らぬ、 まだ 足らぬ、 

まだまだ あんまり 高尙 すぎる。 

そんなら 八 木 節、 浪花節、 

安 來 節な ら ようまつ しゃろ、 

.  ど. 

女 肥つ て 鰭す くひ、 ァラ、 ェ ッサ ッサ、 ァ ラ、 ェ ッ サプサ 

あほ だら 經 はどう ぞいな) 


三 〇〇 

いいや、 ジャズ だよ、 ジャズ、 ジャズ、 ジャズ、 

<  くろんぼ 

白 入と も はち かごろ 黑 人よりも 

まだ XX  X  X  X が 生えて、 

もう 十三で 性に めざめ、 

離婚、 姦通、 XX  XX、 

みんな ジャズの せゐ、 ジャズ、 ジャズ、 ジャズ、 

熱帶 世界の 神聖 卑浴、 

それ は アメリカ、 次ぎ は 日本。 

日本 はいいな あ、 アメリカ 出店、 

貧乏 國の 資本主義、 

借金 だらけの 借金から 

冷 忍 頭が 光り 出す， . 

ジャズで 踊れよ、 協賛 蹒り。 

卑俗 は 凝 利 だ、 壓倒的 勝利 だ、 

道德、 人情， へッ たくれ、 


大阪 言葉で、 どう だつ か、  - . 

儲かり まっかで ゃッ つけろ、 

大阪 言葉で 色 話、 それ ぞ 卑俗の 頂上よ、 

卑俗 たれ、 卑俗 たれ" 

これ ぞ 痛切な 自己 叛逆， 

おれ は あらゆる 卑俗で もつ て 

おれの 魂 を 窒息させる。 

一 切の 苦悶 を 毒殺す る" 

これ ぞ 我が 生、 我が 生の 道、 

卑俗、 俗惡、 悪趣味 蓠歳 1 

生活 萬 歳！ 人間 莴 歳..' 

昭和 四 年 二月 I 日 I 十七 日 

,  (東京〕 

第二 編 


おれ は 赤裸に みんな 云 ふ、 

おれの 古傷、 核 1^ の あと、 

おれの いのちの 全心に 

三十 八の 刀傷) 

おれが 眉間の この 傷 は、 

かの 光秀が 受けた とい ふ 

滿 座の 中の 男の 恥、 

消す に 消されぬ 無念の 傷) 

おれが 片頗 のこの 傷 は、 

藪の 中から 投げつ けられた 

つぶてが かすめて 行った 與 

身に は覺 えの ない もの を 

戀の意 恨と 入 はいふ。 

* ひな 

おれ か 腕の この 傷 は、 

ほんの わけない 行き 懸 りか ら 


生命 を かけて 渡り合 ひ、 

相手 も おれ も 傷ついた 

おれのお ろかの 生 證據) 

おれが 向う 塍 のこの 傷 は、 

仲間の 男に 閽打 されて 

竹槍で はら はれた 傷 

笑って 述 げた ゲ ラゲ ラ聲。 

ュ めの 傷， この 傷. 一つ一つ 

しらべ 上げれば 上げる たび、 

おれの 心の 傷が うづく、 

胸に 剠 された この 傷が。 

おれが 致命の この 傷 は 

愛する 女の 喷んだ 傷. 

風が 寒け り や 湯に つけり や 

いつも チクチク痛み 出す。 


消す に 消されぬ 傷 なれば 

隱 して 果すも 何になる、 

おれ は 赤裸に みんな 云 ふ 

おれのお ろか さ、 みぢ めさ を。 

おれ は 着物 を みんなぬ ぐ、 

揮な しのす つば だか、 

どうで もしろ と さらけ出す 

三十 八の 刀傷" 

よくも 云った ナ、 

. まないた 

永の 俎に 

ふ" 卞 I 

よしの 

すッば だか、 

大の 字な りに 

寢 そべ ると は。 


0 


ビンと した 鯉、 

いなせな 鯛、 

風呂場の 長 兵衞、 

男一匹， 

氣の すむ やうに 

料理し ろ" 

男を賈 つて 

立つ 男、 

それ は 任俠。 

これ は 愚痴、 

鯉ぢゃ ござらぬ- 

5f ろ！！ -ぞっ 

泥 鱔 レ 

料理す る ほどの 

魚ぢ やない、 

おれに 水 野 は 


ないならば、 

自分で 自分 を 

料理す る。 

愚痴な 男 も 

意地 は ある、 

泥の 凝 も 

誇り は ある ぞ、 

莫迦に するな い 

弱 氣蟲。 

弱氣の 果ての 

この 强氣、 

なんの 世の中 

*z ない に 

氷の 俎、 

紅く 染めよ か 

凍らぬ さきに ノ 


^なしの 

すッば だか、 

寒い 海鼠と 

凍る より、 

.5 きち 

おれの 生血で 

死 を ゑが く。 

おれ は 裸身の 苦行者よ、 

なんの 世間 態、 かま ふ もの か、 

人のお も はく、 何の その、 

おれ は 人間、 こんな 奴 だ、 

何とで も 云へ、 何とで も 打て。 

おれ は 入 を も 裸に する、 

洎ー剝 の やうに 着物 をぬ がし 

女 泣く とも 化粧 を はがす。 

嘘 いつはり はみ なぁズ く、 


Si 世の カラク リ、 こんな もの だよ。 

さて、 おれの 仕事 もめつ かった、 

ザ ティリ プシェ 二 アイヒ テ ル ， 

1 つの 立場 ももたぬ もの、 

すべての 黨 派の 外に ある もの ノ 

ただ I つ、 笑へ 笑へ、 0^0 

うたへ、 うたへ、 

うたって 笑へ、 

笑って うたへ、 

嘲り 罵り、 愚弄せ よ、 

人の 矛盾 を さらけ出せ。 

友よ、 ゆるせよ、 わが 歌 を、 

甘く いためる 戀の 歌、 

その 日の パ ン にくる しみて 


とみ 

喘げ 6 伴 をよ そに して、 

いつも 女 をお も ふと は。 

ゆるせよ、 罪と 知る もの を、 

とめて とまらぬ、 いか なれば- 

われ も 男の 數 なる を、 

今の 社會を 恥と して 

正しき 世 をば 求む るをソ 

生れて 一度、 一度 すら 

愛する もの を 得 ざり し は、 

貧しく つらき 生れ ゆ ゑ、 

ただ 餓ゑ たると 渴け ると 

寄りに し 夫婦、 戀 なら じ。 

生れて 一 度、 一 度き りの 

わが この 願 ひかな へよ かし、 

愛する ものと 相 合 はば 

赤 人の 歌 


われ は 新たの 力 もて 

世の 鬪 ひに 入りぬべし" 

X 

いつまで 戀を する もの か、 

長き 願 ひの かな はねば 

共捷む 女の あら ざれば、 

いつも 戀路に 踏み迷 ふ。 

われ を はなさぬ 人 ゆ ゑに 

昔の 罪の あと ゆ ゑに、 

訪 ひくる 女に 惹 かれて は 

いつまで 戀を する もの か。 

夫 に 近づ く 女 を 自分の 友と し て 

なさけ かける が 妻の 智慧、 

義理の i でく くられて 

CT ヒ ンも 逃げて 歸 りし か。 

三 〇 五 


いかに 心 は 動く とも 

妻の 位 は 望み 得で、 

やはり 日蔭に 生きむ と は 

あまり あはれ な 富 士の人 U 

われ を はなさぬ 人 ゆ ゑに 

共棲む 事の かな はねば、 

たまの 逢ふ瀨 をた のみに て 

西と 東に なげく 身 か。 


いつ 果てる とも わからない 

わがもの 狂 ひ 見る 人 は、 

莫迦な 男 も ある ものと 

あきれて 物が 言 へ なから う 

四十、 五十になる まで も 

いつも fi たざる 心から 

女 を 求めて 歩く 姿、 


三 〇 六 


おも ひみる さ へ あさまし い 話。 


戀、 戀、 戀と 泣いて 歩く こと、 

つ ひに は 阿呆らしくな り はせ ぬか、 

早く 切上げて 納まるならば 

われ も 男と なるべき に。 

人の 五 慾 を 制する みち は 

その 欲望 を滿 してし まふ 外 はなし、 

禁愁を して 情愁の 餓鬼と なる より 

欲】 を滿 たす が解脫 のみち。 

それ は 知れ ども、 何とした もの か、 

それが 出来ない 意氣 地な し、 

いつまで 戀に狂 ひっつ 

いつまで 戀の詩 をつ くる？ 


いや だ、 いや だ、 おれが いや だ、 


義理 人情 は 昔の ことよ、 

情熱より して 成される 事 は 

善惡の 彼岸なら ず や。 

つめたき 人 も 折れた る を、 

なさけい やます 君 なれ ど、 

われ も あはれ と 思 へ ども、 

とめて とまらぬ 戀 なれば。 

いとしき 君と 共捷 まば 

愛 は はじめて 滿 たされむ、 

惹 かれ 惹 かれて 相 寄らば 

戀 は果實 となりぬべし。 

戀の狂 ひも、 戀の詩 も 

遠き 昔の 夢と して、 

雄々 しき 業に わが 立てば 

君 はやさし く 助けてむ。 

赤 Si 人の 欲 


いつまで 戀を する もの か、 

痴れ たる とみし 人 も， 

家 を を さめて 世に つくす 

人と しわれ を 認めて む。 

時代の 大きな 戰 ひに 

人が 戰 はなければ ならぬ とき、 

い たづら 好きの ァ モレットに 

槍と 劎とを 奪 はれて、 

花の 鎖にから まれて、 

戀の よろこび 悲しみに 

すべて を 忘れて しま ふとい ふ 

、ノ イネに われ も 似たり けり。 

人よ、 咎め そ， なまけもの、 

裏切り ものと むちうつな、 
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われ も爲 すべき 事 は 知る。 

かの マテ... - ルド を 得しの ちの 

ハ イネの 如く 戰 はむ J 

され どま づ、 マティルド を與 へた まへ 

わが 心の、 肉の 渴 きを &、 めた まへ、 

かの 愛する 女 を 共に 瘼 ませた まへ。 

若い 女 や 美しい 女 や、 

いかに 美しく とも 若く とも 

ちっとも 目につかず、 

欣々 然として、 たんのうして、 

家に ぢ つ として ゐ さへ すれば、 

何とい ふ 事 もない の だが。 

家庭の 平和 をた のしんで 

妻と ふたり、 お茶で ものんで 

世間話 をして 暮らす、 


三 0 八 

これが 淸閑、 これが 閑寂、 

むかし 好んで 云って ゐた 

枯淡の 春に 住めたら ば。 

あの 耳の 遠い 若い 詩人が 

おれの 閑寂ぶ り を 見て、 

ハ イネに 傾倒した 人で はない か 

今時分から あれ は を かしい、 

あの 枯淡 好みに は 無理が ある、 

今に 破れる ぞと 云った とぞ。 

ゎづか 三十 を 越した ばかりで 

祜淡、 淸 閣、 閑寂 心、 

それ は噓 だよ、 ボ オズ ボ オズ、 

さう 云 はれて は 不服 だ つ たが、 

さすが 世間の 眼 は 高い 

そんな 男で おれが ある もの か。 


そんな 淡泊な この おれ か、 

そんな 出來 上った この おれ か" 

それ を 願 ひ はした ものの 

なれて 納まる 日 は 遠い U 

おれ は 火の 酒、 歐羅巴 魂、， 

おれ はいつ でも 未成品" 

迷 ひ 迷うて、 身 を 痛め、 

煩惱 地獄に 狂 ひ 死ぬ、 

それが ほんとの おれ だもの。 

戀も女 も 知らずに すぎ て 

地味に 地道に 來た十 年、 

今 はくやし いおろ かもの。 . 


これが おれよ と 知る ものの 

花 はいつ でも 咲く もの か。 

好きな 女と 住めるなら 

狂 ひの 花 も果 はむ すぶ。 

赤 都人の 歌 


願 ひかな はば、 お茶で ものんで、 

なんて 靜 かな 春で せう。 

人に かくして 書け る 歌、 

人に かくして 讀 みたまへ。 

ふたりの 事 はふたり きり、 

よくこ そ 云 ひし、 きみ なれば こそ。 

君が 好める 名 をつ けて 

ただ ひとりして 呼び ませと、 

きみぞうれ しき 戀の 妻、 

はじめて ぞ 知る、 戀 のうれ しさ。 


げ にや、 きみこ そ戀 のた め、 

なさけの ためにつ くられし。 

きみのから だは 樂し きも 

きみが 心 はな ほ樂 しき を ひ 


三 0 九 


は ひ 


きみと 手と りて 入りな ズ 

いかなる 世 をば 見るべき か、 

きみが かかぐ る帷 のうちに 

いかなる 夢の 待 つらむ ぞ。 


やがて 花^く その 日まで 

きみ は ひとりの 心 妻、 

きみに その 名 を あたへ なば 

それ ぞ 心の 指環なら む を。 

きみ は あるじの 手に ある も 

われ は この 家に とどまる も、 

つま 

その 名 を 呼べば きみが 夫、 

呼ば るるとき はきみ も わが 妻。 


たと ひ 離れて 住めり とも 

たった 二人の 世 をつ くり、 


〇 


夢の 國 での 夫婦な か、 

しばし 憂き を も 忘 るる もの を。 

いかなる 名 もてき み を 呼ばむ、 

きみに 足る ベ き 名 も あ り や。 

わが 好む 名 も 好まぬ も 

きみ の 名な れば うれし きも の を „ 

(すてられて 

歸る 家な き 

わが 心、 

たそがれ を 吹く 

風の 冷た さ。) 


これ か らもし も そんな 時が あり ましたら 

おすがりして よい もので せう か、 

そんなに なつてから では 遲 いでせ うか。 

遠くから、 遠い ところから、 徵 かな 聲で 


そっと 遠慮が ちに かう 訊く 人が ある。 

心と 心の 無線電話で、 

女の 胸から 男の 胸へ、 

富士 のおろ しの 風の まぎれに。 

魂と 魂との 觸れ合 ふ 一 瞬で もと、 

f& しく 求め 求める 人の 言葉、 

それ は 女の 弱い 言葉よ 

女らし さの 美しい 表現、 

そのた わ やか さは うれし いけれ ど、 

男の 言葉 はもつ と 荒い。 

甘い 言葉 は、 今 はおれ も 嘲け るよ、 

おれ はもつ と 露骨に 卒直に 云 はう。 

君 は， かるの だ， おれの 胸へ 來 るの だと。 

そんな 時 は、 女が 捨てられた とき は、 

い つも ほかの 男が 待って ゐる もの だ。 

だが、 おれ は 待たない、 ニ臺の 車、 

いつも 二 臺は 用意す る と 誓 つた もの を。 

赤 ISSi 人の 歌 


お， e は 傅で も、 馬車で も、 自動車で も 

捨てられた 女を迎 へに 行く よ" 

小鳥の ために はいつ も 一 つの 藥を 用意する 

だが、 おなじ その 第に 迎 へと るのに 

捨てられ るまで 待た うと は、 

春の 日長の 畑 仕事、 

時代ば なれの した 氣の 長さ。 

それ は 男の 恥で はない か、 

われ も 男と 生れた もの を、 

おのれの 妻に さ へられて 

君が あるじに かな はずて 

世の 取沙汰に はばかって、 

、： ：3 のうちに ひとりく よくよ しながら 

のん ベ ン だら りと して ゐ たら、 

それが 果し て道德 的な 事 だら うか。 

すてられた 女、 すてられた 女、 

ボ. M ァ イチ ユリの 畫の 女の あはれ 

三 一 1 


その あはれ を この 眼に 見るべき か。 

1?;^ に いつでも 捨-、 られ る、 ， 

あまり 情の こまやかに、 心の 弱く、 

男 を 捨てて ゆく 女の 强 さがなくて 

われから 出て 行く 我がなくて、 

たった 一 人が 恐ろしくて 

男の 力に 引かれる ばかり。 

お な じ 仕事 を 見つけるな ら ば 

なんで 東京まで は 出なん だか、 

靜岡 あたりで 中 どまり、 

女らし さの 氣弱 さが、 男に も 中 どまり 0 

惚れつ ぼい 人 だもの、 あの 初戀 人の 

あまた 遊んだ 女の なかで 

最後まで 行って しまったの は 君 ひとり、 

男の 情に ほ だされて 

すぐに その 手に まと ひつく 女心の、 

いとし や、 捨てられ るまで 待た うと ま。 


一 1 一 一 二 

り ラユ -5 

(龍 爪 も  ， 

らくだの 山 も  - 

片 かげり、 

细 仕事に 

今日 も 暮れたり。) 

山が よく 晴れて をり ます、 

こんな 靜 かな 景色 を、 おなじ 心 持で 

靜 かに 眺める 事が 出来たなら 

どんなに 樂 しみな 事 かとお も ひます と， 

君が 思 ひ はわれ を 呼ぶ、 

あこがれ 心 いぢら しけれ ど、 

それ は 女の、 ただ 感情の 滿足 ばかり。 

それに 惹 かれた 去年の 男、 

今年 は 男らしく、 その 繰返し は 厭や だ、 

大東 館の 夜半の 淚を 

今 に お のれ は 忘れぬ もの を、 

ああ、 あの 子供ら しい 不決斷 はもう 1^ や だ。 


今年 こそ おれ も 男 だ、 一人前の 男の 道、 

なんにも 云 はず、 事 をす る、 

出れば 迎 へる、 巢を かまへ て 

逃げて 来た 小鳥 を兩 手で かば ふ。 

ミス •  口 ビンなら ば、 はじめから 

家 持つ 女で なしと き はまれば、 

行き 盡 せぬ もこと わけが 立つ。 

君 は 家 持つ 女に と 生れつ いた 人 だもの を _ 

家が 持てない そんな 惱 みに 

ふたりの 家 を 持たぬ なら、 

二  II の 俾はボ 口 俥。 . 

捨てられた 女の 涙 は 見ない、 

解き放 たれた 女 を 見たい。 

自由、 自由 は 空言 ぢ やなし、 

女 一 人の 自由 を 成し 得たら 

おれの 自由 も 踏み出せる。 

赤 IS 人の iS 


早春に いつもお とづ れ， 

春の、 いのちの そのお とづれ" 

去年 来た 人 は、 冷たい 火、 

さし も 堅い 殼 さへ ぶち 割った 

なんて 力の ある 女、 いや 無鐵 砲" 

お まへ は その 眼で、 その 唇で、 

おれ をい のちの 波打ち際に 

引き出して くれた 女 だもの を" 

拾て たので なく、 捨てられ たので なく 

云 ふに 云へ ない その 別れ かた、 

これが 詩人と いふ もの か、 

常識の 判斷 つかぬ そのお ろか さ。 

殼は やぶれた、 堪 はきれ た、 

男 一 匹- どうなる もの か。 

とめて とまらず、 滿 たされず、 

何處 まで 迷うて 行く もの か。 

人の さげすみ、 おのれの 憎み、 

三 1 三 


こんな や く ざ も の 死ん ぢ まへ。 

死ぬ に 死なれぬ、 まだもう 一 つ、 

消えの こる 雪の ひと かけ、 富 士の雪 

溶けて 消えたら また 降る もの を、 

かう していつ まで 生きる つ もり。 

生きられれば 生きる、 無理に は 死なぬ、 

卑法 未練な 男 だもの を。 

松の 枝ぶ り、 波の音、 

車の そとの 白い 水、 

見て は聽 いて は、 行って は 止まる、 

い つもい のちが ぶらさがる。 

戀 にいの ち を かける と 云へ ど 

かける. いのちの 戀はな い。 

世間 も 名 譽も體 面 も、 なんの 糞 だよ、 

さう 云 ひながら、 これが 人間- 

右 を 見 かへ り、 左 をな がめ、 

まあなん て、 みッ ともない 圖 だ。 


三 一 四 

わら ふ もの はわら へ、 打つ もの は Ji- て、 

打ちのめされたら 死ぬ まで だ。 

春の はじめに 來る人 は 

いつも 凍えた 胸 を 溶かす。 

今年の 人 は、 燃える 水、 

その の 水に 濡らされて 

われ もい のちに 粘りつ く。 

今 は 一 入に つながれる， 

これが 最後の 切札よ。 

ただ 一 本の 綱、 ほそくと も 

おれ を 此の世に 引きと める  ， 

最後の 執着、 たのみの 綱の 

これが 切れたら、 もう 往生よ。 

きみに いのち はみ な 任す。 

去年の 111 月、 


今年の 三月" 

春 はふた たび かへ つたが 

破れた夢 はもう か へらぬ。 

三月 二日、 雨が 降った、 

今年 も 二日、 雨が 降る。 

去年の 淚は 眼から へ、 

今年 は 胸の 中へ 降る。 

ああ、 たった 一 年で 

何もかも、 こんなに 變る もの か。 

たった 一 夜の 夢で あつたか、 

あんなに 長かった その 一 年 も。 

おそろしい 廻り 舞臺 だ、 人生 は。 

ダァ クチ ユン ヂ. 

パッと あければ、 その 一 瞬、 

舞臺 はすつ かり 變る。 

赤 1^ 人 の 歆 


我儘 氣 儘な 人妻 は、 

華 かな シャン デリ ェ の もとに 

エブ ロン 姿の ゥ ヱ一トレス、 

その 限の 隈ぞ 深ま さる。 

思 ひ 出 だす は大阪 あるき、 

かつ は-つぎ  ， 

三越で 割 M ふ 着 を 買って かへ り 

蘆屋の 二階で それ を 着て みて、 

細い から だ が 一 層 ほ そ く 、 

可愛らし いと 見て 云へば、 

うれしい のね、 それで はこれ で 

御馳走 をして あげる わよ、 

待って らっしゃ いと 云った つけ。 

それ も 痴人の 夢ば つかり。 

白き は 似た る エブ 口 ン 姿で 

三 1 五 


ァカダ マの 二 の 勤め、 

思へば 夢の なげかる る。 

みんな 夢 だよ、 彼女 は 女給、 

そんなら おれ は 何で ある？ 

ここで おれが 死んだなら 

この 芝居 は 一 通り 筋が 通る。 


二日 は 雨、 三 曰 は 風よ、 

ffii から 日本. 橋へ と： f-lfi ひ- 

その  風に  吹き 分 けら， て 

5 の なげき を ま たす る か U 


ああ、 その 煃 だよ、 戀も望 も „ 

女給 勤め も 寂しい もの を、 

寂し さ ゆ ゑに なほと はしき ぐ 

その 笑 ひさへ 耳に 聞え ろ。 


泣く か はりに お まへ は 笑 ふが よい、 

おれ も 歎かぬ、 おれ も 笑 ふよ、 

おれ も 最後の たのみの 飼が 

切れたら 笑って 死ぬ だら う。 

おれが 死んだら、 それで 幕 だ、 

みんな 終り だ、 さやうなら。 

ちょいと セン ティ メ ンタ， 入 で 古めかし いが、 

それでも、 まあ j 寸 した 芝居 だ。 


三月 五日、 

春の 大雪、 

わかれの 淚の 

凍る 雪。 


眞 白な 雪 をつ ぶして 

はしる 自動車 


人 を もつ ふし 

身 も！！： す。 

一 年 ほど ゐ たいと 云って ゐた 

それ は噓 では あるまい に、 

あの 重たい 三 つの トラ ン ク 見れば- 

それにた だ 半月で かへ ると は。 

身 も^も かろく あしら へ ど、 

さすが 女の、 義理 か、 不安 か、 」 

なぜに わかれて 行く もの か、 

なぜに おのれ は 止めなん だ。 

みんな 夢 だよ、 

か へらぬ 愚痴よ、 

消えた あの 雪 

また 降る もの か。 

赤 人の 1^ 


1 二月 五日， 

春の 大雪、 

{  仝に 降った と 

歎く 雪" 

X 

一 年た て どた たぬ は 心、 

まだ 消えぬ の は 心の 雪、 

いま も いつでも 歎き だす 

^つと 

妻の 夜啼 きに 寢られ ぬ 夫。 

家 を こ はして 女給の 勤め、 

罪の むくいと 氣 がすむ もの か、 

いま は あはれ を かくる とも、 

<v つと 

妻に そむく は 夫の 心 

かく も はかなき 今の 身なら ば 

など 斷た むと は 極めてし ノ 

三 1 七 


など 今 一 度 たづね ぬと 

わが 悲しみ は衞 やされ ず" 

こちらが 不， 1 をいだ くだけ 

妻 は 女 をい としが る。 

憎み 憎んだ 女で も 

今の 姿 をし んぞ あはれ と。 

わたしに 義理 を 立てた のよ、 

あの 子 はいい 氣だ この 子 だもの を、 

あなたと 二人で 外から 歸 つた 晚、 

わたしが 國へ歸 へる といったら ズ、 

わつ と 泣いて、 歸っ ちゃい けません と、 

ほんに まごころから 云った もの、 

あんなに 急に， 逸げ て歸 つたの も 

それ ゆ ゑと こそ. 妻の かば こ 0 


三  一 A 

それ を 聞く だけ、 女が い、 

なんと 不思議な ふたりの 心， 

どう して こ んな に ま は る やら、 

上れば 下る 釣瓶 かしらん。 

長の 夫婦と つれそうて 

今 はかう まで 背中 あはせ、 

つ くづ く 悲し とお もへ ども、 

もはや 心が ままならぬ。 

思 ひやり から、 ふと 家 持った 

若氣の あやまち、 これほどに 

軍-く 償 はねば ならぬ と は。 

ああ おれ は 阿呆 だ、 人間 本能の 橫紙 破り だ。 

おれ は淸 玄、 法界 坊、 

それとも 味な 安珍 か。 


色 坊主で はたし かにない、 

生臭坊主、 嗜落 坊主、 

：^^戒無慚の惡潜か。 

いや、 いや、 おれ はもつ とひ どい、 

どうやら 民 谷 伊右衞 門ら し い。 

きの ふ は 理想の 良人、 け ふ は 伊右衞 門、 

破れ かぶれの ふてくされ、 

變れ ば變る 人の 心よ。 

家庭の 平和 をた のしんで 

悟り 顔して 過ぎた おれが 本當 か、 

心の底に 潜んで ゐた 惡鬼羅 刹、 

さらけ出し て 生きる が本當 か、 

地獄 極樂、 これが わかれ 道。 

おれ は 紳士 か、 道德人 か、 

いや、 おれ は 破 の 宣告 を 受けた 男、. 

赤 fi^ 人の 歌 


精神主義、 人道主義の 總 倒れ、 

過去 の 仕事 も 人生 觀 もみ んな 泡沫、 

それで まだ 理想の 夢が 破れぬ のか。 

まづ、 一人の 女 を 不幸に 沈めて、 

それから 社會を よくしようと は、 

なんの たは ごと、 勝手 ごと、 

それ は空證 文、 不渡り手形、 

さう は 世間が ゆるす もの か。 

きの ふまで は 我 を 抑へ て 来た 心、 

なんで 破れて 荒れ 出した？ 

民 谷 伊右衞 門、 破れ 傘、 破れ かぶれで、 

それで 自由の、 理想の 戰士 となって 

生きようと は、 蟲の いい 男 だ。 

nty  一 S  skin  to  】ove で 

三 一 九 


可哀相から、 つい 深入りの 

きみ を あはれ の その 戀心、 

いつもお も ひやり から 戀 になる、 

さう した 男 も 世に は ある もの 0  - 

おれ はいつ でも そんな 男、 

戀には あらぬ 人道主義で 

つ ひ！ 2 おのれが あはれ になる。 

いつも 難破の 船板の 上、 

溺れた 同士の たすけあ ひ。 

いま もま；： また、 また 難破 餞、 

救 ひと 救 ひ、 ピ ティと ビ ティ、 

それで 二人が 助かる ために 

ふるい。 レ ティ を 消さう と は、 

むかしの あはれ が 憎い と は、 

あさましい 凡夫の 心、 凡夫 煩惱、 


！!!  二 〇 

愛と いへ ども、 まこと は 利己よ、 

わがた めいつ も 女 を 辏牲. 

それで 何す る、 何の 理想、 

瓧會 改造な んぞ はみ な 駄法螺、 

そんな えら い 男で もな い 奴が。 

も い ち ど 生涯 の やりな ほし、 

それが 出來 るか 出来な い か、 

出來 ずば ままよ、 死ぬ ばかり。 

死ぬ るつ もりで やって みろ リ 

過去の 善 3^、 惡 |*、 何もかも 

愛 も、 恨み も、 みな 振 捨てて、 

も いちど 店の たてな ほし、 

盛り かへ せる かかへ せぬ か。 

死物 狂 ひで、 陣立て 直す 


その 氣 力が まだ おれに ある だら うか- 

なければ，  これが なんの 愛？ 

きみ を あはれ とい くら 云 はう と。 

生か 死 か、 死 か 生か、 

.  おきあが 

甦生の こころみ、 起 上る にも 

ス プ リンゲ ボ ォド が 要る も の か、 

その 道づれ にきみ こそと。 

女の 力に ささ へられ、 

女の 愛に 息吹き かへ す 

51 き 男と さげすむ もの か、 

强き男 も かく ある を。 

われ をば たのむ かよわい 女 

それ をた のみの 愚かな 男、 

飛び立つ 力なく ば 罪の 上塗り、 ， 

愛よ、 力 を われに 與 へよ。 

赤裸 人の 歌 


のがれむ と、 のがれむ と 

つ ひに 心 は 定めたり や、 

さし も 久しき 忍從の その 苦しみ も 

もはや 堪へ じと われたり や、 

心の たから、 光の 寶 石と 

いつくしみし 愛 もく もれり や。 

わが 心 わが 身 一 つの おきどころ 

この 裏山 ，の 茶畑の 中と 來て 歎く、 

女心 は いぢら しゃ、 つらき はいの ち、 

痳 癖のある じと 文字な きその 妻と に 

か しづいて 來 たいくと せの 

妻なら ぬ 妻の つ とめ は {T^ なれ や。 

茶畑の 中に すつ ぼり 身 を 伏せて 

君 をお もへば わが 身 かなしと 

1 一三 J 


歎く 人、 歎く 姿の 目に も 見 ゆるに、 

わが ひととせの なほ ざり が 

その ひととせ を 泣かしめ て、 

われ も 秋. 冬、 病みけ らし。 


S1- な 


女 われ 三 十路 近う て 今 もな ほ 

娘 ごころ を 持つ とい ふ、 

きみ はいつ でもき むすめ 心、 

珠 はいつ でもく もら ざれ、 

くもらで 澄めよ、 愛の 波、 

きずつける 心を憲 やすまで。 


妻ぶ りて 君が かた へ にあら む 日の 

夢に だに 來 よと 待ち 待つ 人よ、 

5 つ. * 

夢なら で， 現にき み を 今年 こそ、 

か こ 

妻と し 胸に 園 ひなば、 われ も 男ぞ、 

きみとし ふたり 住む 家 は 

浮世 はなれし 愛の 巢ぞ。 


一二 ごご 


.S とな 


この 年 ごろの 營 みは 泡と 散る とも、 

去年、 春、 夏の くるひの 夢 は 雪と 消え、 

二つの きづな 今斷 たば、 

かの 日の 誓 ひ、 兹に まこと を 通しな-ま、 

誰か はわれ をた はれ 男と 見む、 

ふたりの 珠は くもらね ズ" 

妻に 苦しめられて ゐる 男と いふ もの は 

ときどき 死にたい と 思 ふ もの だ。 

若し その きづな の 家と 家との な ひ あはせ- 

( 、 

七重 八重に 身 をから めるならば、 

死ぬ ほかにの がれる 道 はない もの を。 

妻に 苦しむ 年長の 友の 心 を 

今日 ぞ しみじみ 身に 沁みて 聞く。 


四十 を 越し てな ほ 純潔な 心 をた もち、 


ただ 性格と 性格の 相惹 くと ころ 

朗らかな 異性の 友の 交り を も、 

世に ありふれた 情事よ と 思 ひ 込まれて、 

稀代の 色魔と 妻の 憎み 罵り。 

さし も 朗らかな 友の 心 も 

堪 へがた きその 憂 11 にく もれる を。 

自殺と 知られずに 自殺した い、 

科學的 方法で 此 身の 消える みち も あらば と 

歎ずる 心、 われ も 去年の 秋の 惱 みに 知る。 

かの スタン ダ アルが ブラ ハ ム 卿と 死 を 語り、 

自殺の 原因 をと てて 私生活 を搔姬 される を si ひ 

漁 舟に 乘っ て 海に 出る 癖 を つくって、 > 

嵐の 日 過失の 如く 海 へ 落ちむ と 願うた の を。 

帝政 時代の 露西亞 の 如く 離婚の 許されねば、 

、しかf^ね 

生ける屍、 いかばかり 世に 迷うた ぞ。 

婚制 度の 紐の ゆるんだ 今の 社會、 

赤 J« 人の 軟 


さち 

共に よりよ き宰を 求めて 笑つ て 別れる、 

そんな 夫婦 も隨分 ある もの を、 これ はまた 

あまりに われ をた よる 妻 ゆ ゑ、 

心 弱さに、 われと 自ら 生ける屍 か。 

おれ はおれの 妻 を しみじみ いとしと 思 ふ、 

こんな 詩 を 書いて、 その 誇り を 

永久に 傷つけ る こと を 悲しい と 思 ふ。 

いい 妻で はあった。 まごころ こめて 

S: とせ 

この 幾年 盡し 盡 して くれた もの を、 

誰 は 知らず とも 自分で よく 知る もの を、 

なぜ、 こんな 心に 威った のか。 

いい 妻で はあった。 けれどた だ戀 でなかった。 

おれの 古い 道義心 はこれ を さいなむ、 

みち  s セ 

され ど 新しい 道德が 新し ぃ途 へ と 誘 ふ" 

いかに 事無く 暮 した とても、 それ は 糊塗、 

年上の 妻に 愛される 燕 や 雀、 それ は 厭や、 

三 二三 


それより、 おれが 愛したい、 おれの 小鳥 を _> 

男に なった 男の 願 ひ、 これが 罪と は。 

妻の ために どんな 事で もして やりたい、 

模範的 夫婦と して I 生 つれそ ふ 事 を 除けば。 

よき 友と して、 一 生盡 してやりたい、 

彼女の 新しい 生活 を 祝福 してと 思へ ど、 

友と なる 位なら 死んだ がまし と 云 ふ。 

これで 一 生續 くなら、 何とい ふ 生涯、 

これが 自. a 人と ならう と 願 ふ 男 か、 これが。 

遊戲 だけ は 許して あげな さいと 

その 夫の 遊戲に 苦しんで 来た 妻の 友 は 云 ふ。 

遊戲 ならばい いけれ ど、 眞劍 だから 

困る と 妻 はいふ" 戀 の遊戲 をせ ぬ 男、 

また 眞劍を 叱られる か、 この 糞眞 面目。 

よかれあしかれ、 これが おれの 性分、 

それ こそ 罪よ、 きみや 遊戲に 13 ふなら 


三 二 四 

妻に 苦しむ 友 は、 妻の 監視 を はなれ、 

II り隱れ て 住まう と 云 ふ、 ただ 獨 りで。 

お れも 獨 り で 住まう と 云へ ど、 

性愛な しに 女の 友 を 親し む 友と 變り て 

おれ は まだまだ、 まだ 充 たされぬ もの、 

それ を此 世に 充 たさむ と、 戀 する 男、 

きみと 二人で 住まれず ば、 それ ぞ 死のと き。 

さち 

新しき 幸 を 

かなたに 望みつつ、 

など わが 心 

しづむ らん。 

遮ぎ る 力 

つよき ほど、 

愛 は 力と 


燃 ゆらん を 0 

また かの 阵に 

うちむ かひ、 

涙なら ずて 

微笑まし を。 

きみい とし さの 

ます ほどに， 

心の 重荷 

ます は なぞ。 

四月， 死なむ と 

せし ころに、 

きみの 姿に 

招かれぬ。 

赤？ 5 人の 歌 


わがくる しみの 

ますな べに、 

きみの いのち ぞ 

燃え立ちぬ" 

五月の いくさ 

しづ まらで、 

今ぞ まことに 

戰 へと。 

きみ はいの ち を 

ささ ぐれば、 

われ もき み ゆ ゑ 

火 を 取りぬ。 

嵐の 海に 

乘り 出で し 

三 1 一 五 


舟 は 事な く 

か へりけ り。 

きみに 救 ひ を 

求めて し 

去 sf- のな げき も 

しづ まりぬ。 

ぃまはきみゅ^o$ 

乘 りいで む， 

いかに 嵐 は 

あるる とも。 

きみ も 今 こそ 

死ぬ ばかり 

われに 救 ひ を 

求 むれば。 


X 

船 は 帆 あげて 

錨を卷 いて、 

風の 出る の を 

待ちに 待つ。 

吹け 吹け 風よ、 

生で も 死で も、 

け ふの 舟 出に 

よい 風 を" 

去年 は 空しき 

港 入り、 

積 荷 もな しに 

かへ り來 ぬ。 

今 はもろ とも 


この 舟 出、 

侮の なかばに 

相會 はむ。 


二月 二十日 —— 三月 六日 (東京) 


第 三 編 


X 

近頃 都に はやる もの、 

說敎 强盜、 ピストル 强盜、 

公盜、 贖 職、 醜僞員 、 

買收、 收賄、 利 櫂 漁り、 

パ- つク、 取 付、 銀行 閉鎖、 

幽靈會 社、 {る 米 相場、 

5 すり  にせがね  ^ 

强請、 籠拔 け、 贋金 づ かひ 

戀愛賢 買， 美人 or 

赤 a- 人の 歌 


本、 猥畫、 猥 寫眞、 

ブル ジョァ どもの 猥 映畫、 

二業地！？ 設、 地主の 運動、 

費 家、 賣店、 閉店、 夜 逃、 

値上 値上に、 ふみた ふし、 

保險 金と りの 放火 事件、 

親子 心中、 老人 自殺、 

不良少年、 不良少女、 

マネキン。 ガ アル、 ステヴ キ*ガ アル- 

カフ H ヱ 女給、 職業婦人、 

ダンス ホ オルの フラザ パァ、 

人妻まで も ホテル 行、 

スト リイ トっカ アル 毛斷 化、 

性 解放の ジャズ バ ンド、 

社 會科學 研究、 學 生みな 退 學、 

祕密 結社に、 集會 禁止、 

失業 乞食に、 xxxx、 

無政府、 王義 者、 共 窗黨、 


白色 テラ ァ、 暴行 團、 

まだまだ ある ぞ、 出て くる ぞ、 

どえらい ものが 出て くる ぞ， 

金 持 新築 防 射 設備 を 施して 

御用 心、 御 §0 

X 

神の 國は 近づけり、 

悔い改め よと、 野に 叫ぶ 聲 があった。 

今 はいくら 叫んでも、 無駄な こと だ、 

悔い^める 人間 ぢ やなし。 

針の 穴 を 通る 路駝 より 

なほ 小さき は、 

大 ブル ジョァ の 入 間珠、 

同胞愛よ、 互譲よ、 正義 心よ。 

古き 宗敎 はみ な 僞驗、 坊主 も； K 師も、 


ブ ル ノン ョァ どもの ず 間、 太鼓 叩 い て 

その 少しば かりの 良心 を 眠らせて、 

喜捨 を 受けて は、 天 T 泰： や。 

坊主 も、 牧師 も、 &y おも、 

大檁那 方の 御機婊 とりに、 

舌 三寸に を どらす 神樣、 佛樣、 

い ぃ氣 持で 善男善女 を 居眠りさせる 

眠るな、 友よ、 でたらめの 

設敎 なん ぞに ばかされるな。 

金で 買 はれる 神樣 よりも 

心の中の 神樣を 信仰し ろ よ。 

X  X の 日 は 近づけり- 

いざ X て、 X つて XX を 取れと 

都會に 叫べ、 農村に 叫べ。 

XX 勝てば、 それが 天國" 


X 


女に 罪 はない もの を。 


ソ ヴ-ト 法に よれば、 賣 笑の 取締 方法 は、 賣笑婦 

そのもの  取締 を 行 ひ， 又は その 罪 を 間 ふこと 

ではなく して、 婦人 をして 賣笑を 行 はしむ る 如 

き倏 件を與 へる もの、 卽 ちその 媒介 者 又は 建物 

の 提供者 を 監督 處 罰する にある。 

「ソヴ H ト 法と 婦人の 權利」 

金で 賢ら れて、 泣きの 涙で、 

やけの やん ばち、 日蔭の かせぎ、 

闇に 咲く 花、 白粉の 花、 

むし 

靑く 蝕む 毒の 花、 

鼻 も 落ちる ぞ、 骨 も 腐る ぞ、 

ビ. 5  二- r  St 

附鼻、 附 頼の 大口 女、 

したたかものの 名の 通った 

洋 妾お 何も. もとは 處女。 

それ も 誰 ゆ ゑ、 ただ 金の ゆ ゑ、 

赤 人の 歌 


賢笑婦 ばかりが 罰せられ、 

拘留、 罰金、 ぇらぃぉ^?^。 

弱い 女の 血 を控り 取る 

奴 隸賨買 人で なし、 

みんな 紳士よ、 大手 を 振って、 

ぺ ロリと 長い 舌 はいて、 

髮を ひねって 市會僞 員。 

そんな バ 力な 事が ある もの か、 

ある は ある わよ， そんじよ そこらの、 

ところ は 口 シャの X  X 國。 

口 シャは 赤 鬼、 鬼のお きて、 

娼家の 主人ば かりが 罰せられ、 

娼婦 は 何の 咎めな し、 

みんな 社會 的、 經濟 的の 缺陷 からよ、 

女の 頹廢の 罪で なし、 と は 無茶苦茶な „ 

三 二 九 


何とい ふこれ は 無法な 法律 か、 

紳士、 偽 員を處 罰と は。 

ブル ジョァ 道德、 いきまく 隆 から、 

これ は不屆 者め、 こそこそ 云 ふ 事き けば、 

鬼の 方が どうやら 正しいて。 

女 は 賢淫 せねば 食 はれない、 

男 は 乞食 か、 强盜 か。 

それが 出来ねば、 死ぬ ばかり、 

親子 心中、 老人 自殺、 

食へ なくなれば、 な 自殺" 

入舉 難に、 就職難、 

X  X  X はみ な X  X0 

XX しろとの 施設して 

したら わるい と X  X する 0 

無理が 通れば 道理 引 込む。 

ft  .  ： 
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保守的 晨民、 みな 過激、 

食へ なくなれば 急進主義。 

中產 階級、 みな 倒產、  . 

( I 行 削除) 

行くべき 道 はた だ 一 つ。 

國は 狭くて、 移民 は 禁止、 

それで 避姙 はま かりならぬ、 . 

ほっと 

噴胎は 法度、 刑務所 行り 

生めよ 殖えよ の 鼠算、 

X  X  X  X と 祝 ふ 頭の よさよ。 

すしづめ、 共 食 ひ、 何の その、 

これで I 體 どうなる 事 か、 

どうなら うと も、 こちゃ 知らぬ、 

X  X  X  X で ごまかして 

うまい 汁 さへ 吸へば よい。 


女 は みんな 淫 賢と 

ののしる 事のお ろか さよ。 

それ もみん な この 世の 金の ため 

金に 恨み は數々 あれ ど、 

女の 恨み、 盡 きゃらぬ。 

淫賣 しなけ り や 生きられぬ、 

操 を 賢らねば 生きられぬ" 

これが 女の さだめ だもの を。 

可哀相と はお も はぬ か、 

フ tl ミ 二 ストで ありながら。 

藝者を 買って、 好 遇されて、 』 

ほくほく にゃにゃした 奴が、 

愛した 女の 打算 を 知って 

あとで なぜ また 腹 立てる？ 

なんと を かしい 人間性よ- 


これが 男心 か、 ァホ らしゃ。 

まあ、 恥 かし いぢ や あるまい か。 

女 だとても 人間 だもの、 

食 はねば ならぬ を、 打算 は當り 前、 

それが わるい と は 男の ェ ゴ ィズ ム。 

かれが 女給の 身と なった の も、 

これが 日蔭の 身と なった の も、 

それ もみん な この 世の 金の ため、 

金に 恨み は數々 あれ ど、 

女の 恨み、 盡き やらぬ。 . 

男から 男へ 轉々 として 

果て はどうなる 身の上 ぞ。 

十 年い かに 盡 せば とて 

出される とき は 何もな し。 

これが 女の さだめ だもの を。 

女の あはれ、 しみじみと 


胸に こたへ て、 男 も あはれ。 

どうに もなら ぬ これが 浮世 か、 

か れは家 ゅゑ會 ひもせ ず、 

これ は 妻 ゆ ゑ 呼び もせず、 

大^道 頓 堀の ァカ ダマの 

女給の あはれ も Sf きもの を、 

またも 日 一 陰に なし 得ねば 

もと の 日蔭に 置く も 悲し や、 

女に 罪 はない もの を。 


宗敎、 宗教と 口にして、 

古聖 賢の 文字に 讀み ふけり、 

童顔の 老師の 提唱 を聽 き、 

骨董 あさり、 古書 あさり、 

宗旨 しらべ、 お 寺 ま はり、 

われに 親しき かの 友の 導きの まま、 

恒 ii ある 人に なら ひて、 


物 を 忘れて 心に 醉 へる 

精神主義、 はた 日. K 主義、 

そ はわが 一 期の あやまち なりき。 

自然の 愛 を 口にして、 

芭蕉の 寂び にあ こがれて、 

古 心 を 操り、 寂 心 を 得む と 

二等 車の 旅、 溫泉 めぐり、 

俳諧 いぢり、 庭 いぢり、 

世 を 安らかに 宥和の 眼 もて 見る 人、 

その 心境の 滿ち 足れる 入に なら ひて- 

人間 を 忘れて 自然に 醉 へる 

古典主義、 はた 唯美主義. 

そ はわが 一 期の あやまちな りき。 


もとより、 それ は 偽りなら じ、 

意味な き 事に も あらね ども、 

ただ、 今の 世の 事なら じ。 


今の 時代 を 何とか 見る？ 

非常の 時ぞ、 嵐の 前ぞ。 

この 非常の 時に、 何 なれば 

悟道、 超脫、 出世間， 

閑寂、 閑 文字 もて あそび、 

自己 陶醉、 自己 催眠、 

そ はわが 一 期の あやまちな りき。： 


げ にや、 おのれの 五 年間、 

そ はげに、 またき 眠りな りき。 

わが 苦しみ はとに も あれ、 

わが 貧し さは かく も あれ、 

その 日の 食に も 事缺き て 、 

苦しみ 惱む 人の 一 人 だに あるとき、 

何のた めの 自得よ、 あや ふく 反動の 

手先き にと ならむ とせし 

かの 五 年間に 呪 ひ あれ" 

そ はわが 一 期の あやまち なりき。 

赤 S 人の 歌 


自然主義より 人間 主義、 

調和 主義より 闘爭 主義， 

唯 心 主義より 唯物主義、 

古典主義より 時代 主義、 

唯美主義より 功利主義、 

保守主義より 急進主義、 

日本 主義より 世界主義、 

侗人 主義より 社 會キ： 義。 


飛べ. そこへ、 ただ 一 飛びに、 

おれ も、 君 も、 君の 友 も。 

動かで 立た ば、 おれ も 君 も、 

人道主義 でも、 ，H:.ffl 主義で も、 

みな 一 の 反動主義、 

キャピタリズムの 犬、 ブル ジ 3 ァの 馬。 

かの X  X  X に、 かの X  X に、 

三 三 三 


犬馬の 勞を 取る と 知れ。 

中立 はなし、 局外 はなし、 

赤十字 はなし * この XX に。 

此 世に 生を享 くる もの は、 

社會の 一 人と 立つ もの は、 ， 

口 ありて 飯 を 食 ふ もの は、 

赤十字で なし、 みな 戰士。 

全社 會 はこれ 一 樣の戥 場、 

it 督は 二つに 分 たれたり。 

弱く 貧しき 者の 陣に 入れ、 

そこにた だ わが 生 はあり。 

溝 を 飛ばず ば、 生 も 死よ、 

飛び 損なへば、 身 は 破滅。 


飛び 入れよ、 ただ 一 氣に 飛べ- 

お のが 命の すべて を 擧げて 

無 湊 階級の 陣營に 入れ。 


三 三 四 


今 は 自然 をた のしむ 時なら じ、 

調和と 美との 時なら じ U 

この 不調和 を 何とす る、 

世界 を擧げ ての 大崩 壞、 

必死の 戰 さの 戰 はれる とき。 

わが 身と 心の 病 を 癒 やすべ き 

唯一 の醫 藥ぞ、 ただこの 方向 5 換。 

飛び込め、 

深淵に。 

燃えさ かる 火の 深淵に、 

赤き 火と 燃え 果てん ^。  I 


を どり 込め、 

狼の 中へ。 

嵐に 吼 える 狼の 一 匹と して、 

夜の 闇に 高く 吼ぇ なんがた め。 


1 切の 虚飾 を棄 てて、 

赤裸と 立て。 それが 生 だ。 

いのちに 火 をつ けて、 火を搬 ベ、 

すべての XX を 火 もて 燒け。 

火で 燒 けぬ もの は 血 もて 燒け。 

一 切の X を斷 つて、 

身ぶ る ひ 起て。 それが 生 だ。 

かなぐり 棄 てる もの は、 一切の 過去、 

わが 方に 立たぬ ものの 一 切 は 敵。 

敵陣 の 鐵 壁に 爆裂す る は 肉彈， 

糸 筋と 強り 飛び散って 咲く は 血の 花。 


不死なる 人 は 

死 を 思 はず、 

死 を 恐れず。 

赤 0 


の 歌 


かの ブ ルジ ョァは 

死 を 恐る、 

死 を 忘れん とて 

血 をす する。 

我等の 俘 侶 は 

死 を 思 はず、 

死 を 恐れず。 

彼 は 不死な り、 

滅ぼし 得 じ。 

不死なる は 

プロ レタ リエル 0 


不死なる 人 は 

みづ からが 神。 

ブル ジョァ の 神 は 

木 だ、 銅 だ。 

プ 口 レタ リアの 


三 三 五 


神 は 人間、 

血 あり、 肉 あり _ 

淚 あり。 

戀と迷 ひと 

死の 詩人、 

わが 肉 身 は 

弱 けれど、 

われ も 不死な り _ 

その 昔の 

プ 口 レタ リアに 

か へる とき 0 

鎗に さびても 

名 はさび ぬ、 

それ は 武人の 

心意 氣レ 


li 

身 は うら ぶれて 

朽 つると も、 . 

昔 わすれぬ 

落し 差し。 

ペン は 折れても 

名 は 折れぬ、 

それ は 詩人の  - 

心 意義。 

と 3.4 

たと ひ 時世に 

あはず とも、 

心の 聲は 

在 げられ ぬ。 

is の 中の 


一鶴、 

はきだめの 

0 

それ は 譽れの 

詩人で ある" 

鶴 は 千年、 

めでたし や、 

鶴は淸 高、 

めづ らしゃ 0 

君 は 古典的な 

鳥で ある。 

に はと ジ 

こちら は鷄、 

いやしい 鳥" 

いくら 玉子 を 

生んだ とて、 

鷄は 鶴、 


鶴ぢ やなし。 

玉子 をい くら 

生んだ とて、 

賞め られ はせ ぬ 

あたり まへ。 

玉子 をう まねば 

ころされる。 

おれの 詩 は 

おれの 玉子 だ。 

それ を 食べながら 

玉子 は 玉子、 

^なんかと 

言 ひ 捨てる。 

だが、 おれ は鷄、 

鶴で ない 


それ こそ 譽れ。 

時代の 鳥よ、 

鶴と 舞 ふより 

ときつ くれ。 

おれ は鷄 だ、 

鴛の 誇り を もって 

うてんこう 

東天紅 を 

告げる の だ。 

嵐の 鳥が 嵐 を 

告げる やうに。 

おれ は 一 ばん どり、 

一 一ばん どり。 

さあ、 朝が 来たと 

聲擧げ て、 

人の 眠り を 

さます の だ。 


X 

朝 は 来る、 

必ず 来る。 

X  X は來 る、 

必ず 來る。 

ただ ひと 辛抱 

ひと 勇氣、 

待て、 待て、 朝 を _ 

朝の 大氣 を。 

やがて 夜 は 白む、 

朗らかな 

朝の 大氣 をす つと 

窓に 入れよ。 

この 夜の 闇 は 


息づ まる、 

百鬼夜行の 

この 妖氣。 

朝が 来たら 

幽靈は 消える、 

ブ ル ジョァ 化物 

みな 返 散。 

希望 はない 

ほかに はない、 

ただ その 朝の 

光りの み。 


眠れる 無產者 

みな 立 上る 

朝よ 來れ、 

はや 來れ。 

赤 人 の 歌 


言葉 は 肉と なり ノ 

肉 は 血 を 流す。 

理論家の 言葉、 

戰士 を驅り 立つ る。 

うしろ 

思想家の 後に 立つ は 

實 行の 鬼 U 

詩人の 言葉 も 

人を醉 はす。 

わが 父 は 酒造家、 

よき 酒 をつ くれり し * 


最も 强き 言葉の 酒、 


三 


三 四 〇 


その子 われ、 今ぞ 造らむ。 

蓖國の 勞働者 

團結 せよ、 

その 詩に まさる 

詩 は あら じ。 

木强 の學究 

マルクス は 

美の 詩人なら ず、 

力の 詩人。 

優雅の 詩人 

たり 得ず て、 

階級 鬪爭の 

, ^を 成せり。 


マルキシズムの 

灰のう ち、 

赤き 火と 燃 ゆ  . 

詩 はありぬ。 

力 アル • マ ルクス はよ くこ そ 云った、 

かって は 詩人たら うとした マルクス だから" 

詩人と いふ もの はとんだ 變り もの だから 

好き勝手 にぶら づ かせて 置かねば ならぬ、 

普通の 人間 を 量る ものさし でも 

また 異常な 人間 を 量る ものさしで すら 

量って はならない の だと j 

かう して 彼 は ハ イネの 政治的 弱點を It た、 

そして、 詩人と 詩と を 愛した の だ、 

かって は 詩人たら うとした マルクス だから。 

けれど、 マルクス はやつ ばり マルクスだった、 


ハ イネに 政治的 諷刺 詩 を 書け とすす めて、 ， 

永遠の 戀の 苦情 を やめて、 君 こそ は、 

あまりに 詩的な 詩人 どもに、 正しく も 

鞭 を もって 詩の 書け る 事 を 示して やれと て、 

「冬物 語， 獨逸」 を 書かせた の は 

その マルクスで あつたの だ。 されば ハイネ も、 

マルクスの 人物 を 冷淡、 獨 栽 的と 難 じに ものに 

答へ て 云った の だ、 あの 男 は 剃刀な の だ、 

剃刀なら ば 人間 はどうで もい いぢ やない かと。 

小さな ィ-ン 二 ィ* マルクスが 病氣 したと き、 

マ ルクス 夫婦 も、 手傳 ひの へ レ エネ • デム ゥトも 

手 を 拱いて、 絕 望して 立って ゐた とき、 

入って 來て、 それ を 見るな り、 

子供 は ゆあみ を させねば ならぬ と 云って、 . 

手づ から 用意して、 抱き 入れて、 

マルクスの 子供 を 助けた の も ハイネであった _* 

さう だ、 精神 上の マルクスの 子の 病 ひ を 

赤 森 人の 歌 


ハ イネ は 助けえない であらう、 

だが、 ハイネ は それ を 鼓舞し 勵ま すだら 5。 

1 八 四 七 年 四月 七日， シャ ルル， フゥ リエの 命日、 

サ アル. ゲ レン テ イノでの 年毎の 變宴、 

舞踏 場、 戀の {.|^. 柴も、 今日の みは 

信仰の 祭場と なり 變る。 

未來を 信じ、 同胞の 一 致 を 信じ、 

人生 を 常に 新しい 夢の 端緒と 信ずる 人々 は、 

く どく 

ここに 集って、 その 祖師の 功 德を讃 へる の だ" 

すでに 十 年， この 記念祭 は續 いて ゐ るが、 

社會 主義の 集會 のかく も賑 つた 事はなかった" 

1 八 四 八 年の 豫感 がみん なを 呼び 築めた の だ。 

ほとんど 千に も あまる 會 衆の 中には、 

百 二百、 上流の 婦人の 姿 も 見え、 

眞 白な 晴着 をつ けた 子供た ち も、 

三 四 一 


平和と 幸福の 國の 到来 を 祝す とて 

花 もて 飾られた 長い テ エブルに つ いて ゐた。 

ォ 1 ケ ス トラから は樂 しい 音樂 がお こり、 

やがて 演說が 始められた とき、 

會 場の 一 隅に ゐた獨 逸の 詩人 マ イス ネル は、 

わが 名 を 呼ぶ 人 あるに， 隣席 を 見返れば、 

それ は 友なる 詩人 ハイン リサ ヒ* ハ イネであった。 

マ イス ネル は 友の 席へ と 近づ い て、 

二人 は 互 ひに 握手して、 話に 聽き 入った。 

辯士は 語った、 全人 類の 一致 平和の 

福音 を 案出した フゥ リエ の 天才 を， 

ライン 彼岸の 同胞への 挨接 を。 

ポ ォ ランド 

瀕死の 波 蘭の 復活に とて 蓠歳は 叫ばれ、 

地上に 戰爭の あと を絕 たんが ため、 

婦人 解 故の ために 感激の 乾杯 はされ た。 

人類の進步のために戰った死者を§^^で、 

入々 はみ な 抱き合 ひ、 眼に は淚が 浮んで ゐた。 


一二 四 二 

二人の 詩人が 會 場から、 瓦斯の 燈の ついた 

サン *ォ ノレ 街へ 出た ときに、 

そこに ォん でゐる 群衆の 間 を 分けて、 

快活な 顏、 廣ぃ 額の、 靑ぃ 眼鏡 を かけた 

ずん ぐり した 男が 二人の 前に 立 止った。 

その 姿 を 見る と、 吃驚した やうに、 

ハ イネ は そっと 友 を おしとどめて、 ， 

自分 もお なじく 立 止って、 早口に、 

友の 耳に 口 あてて 俊く 攝 いた、 

「君， まあ 一 寸 あの 男 を 見 給へ-」 

「あなた も あそこに お出ででした か？」 と 

誰かが その 靑ぃ 眼鏡の 男に 訊いた。 

「いやな に」 と 彼 は 答へ た、 「わたし はた だ 

通りが かりにつ い 立 止って、 

雜 踏の 樣子を 見て ゐ たのです。 

どの 宗派で もお なじ 歌 を 歌 ふです ね、 


イエス • キリスト 樣、 サン .シ モン 樣、 フゥ リエ 樣。 

1 體、 誰 をも拜 まない 日 はいつ 來 るんで す？」 

さう 云って、 靑ぃ 眼鏡の 男 は 

肩 を そび やかして、 ゆっくり 行って しまった。 

「あれ は 誰です？」 と マ イス ネル は 友に 訊いた。 

「あれ を 誰 だと 思 ふ？ あれ こそ ムシ ユウ. プル ウド ン 

それ はた だ 八 間の 中での 名に すぎない、 

實はデ モンなん だ。 僕 は あんな 人物 を 見る と、 

內心 生き返 つ た やうな 氣 がする の だ。 

商 賢人 や 凡庸 人ば かり を 見て ゐ ると、 

僕 はもう 生きて ゐる のが 厭やになる。 

美辭 麗句に は うんざりす るが、 

あの 男の たった 一 言で 元氣 付く、 

あの 男の 云 ふ 事 はみ な 正しい の だ！」 

r 1 體 どんな 人間なん です？」 と マ イス ネル は 

更に 好奇心 を 煽られて 訊いた。 

赤裸 人の 歌 


ハイネ は 友の 顔 を 見返して、 聲 を 強めて、 

「やつば り 人間と 君 は 云 ふの だね？ 

いくら 靑ぃ 眼鏡 はかけ てゐて も、 

人間で はない と 今 も 云った ぢ やない か。 

あれ は ユウ ゴォ ゃジ ユマ を も 凌ぐ 程の 

詩人の 表現力 を 身に 備 へた、 

あれ は 社 會哲學 者の 姿 をした 

破壞の 原理なん だよ」 

「あれの 著作 は (警察 用語で 云 へ ば、 

放火 書 だが) まるで 小說の やう だ。 

頁 をめ くると 龍の 齒が 落ちる。 

今に それが 地から 生え 出して、 

すばらし ぃ實 をむ すぶ だら う」 

こ の 言葉 を ハ ィ ネ は 妙な 微笑 をして 云 つ た。 

友の 間で 興ずる 機智の 徴& でな しに、 

その 政治 詩に 振り かけた あの 破壞的 微笑で。 

そして、 龍の 齒は 一本、 日本に も 落ちた の だ- 

三 四 三 ： 


そして、 その上に 破壞的 微笑の 雨 もがぐ の だ 0 

若き 曰 本の ふたりの 女、 

この 四つの 冴えた 眼よ。 

運命の 不思議な 導きから 

ふと 相 見た 人よ、 君達 を 見る とき、 

戀の 詩人.^ 戀を 忘る る。 

深い 靑のマ ント につ つんだ 

きゃしゃな 洋装に、 詩人 は 想 ふ、 

かの 佛蘭 西の ァグ H  二 ユウで 

アデ ユウす る佛蘭 西の 若い 揭人 を、 

ル ィズ • ミ プシ ュル と 生 ひ 立 つ 入 を。 

眞黑な 外套に つ つ んだ 

たしかな 肩の 洋装に、 詩人 は 想 ふ、 

露西亞 の 一一 ヒリ ストの 集會に 


三 ra: 四 

眉 あげ て 語る 露 西亞の 若い 婦人 を、 

.ゥ エラ *サ ス リッチと もなる べき 人 を 0 

1 人 は佛蘭 西で 暮 した こと も ある、 

一 人 は 露 西 へ 行きたい とい ふ。 

若き 日本の 心 は いづれ に 通 ふ、 

佛蘭 11 の サン ディ 力 リズ ム、 

今 は 露 西 lei の ボルシェ ビ ズム。 

戰 はずして、 戰ひ 疲れた 

この 弱い 詩人の 悔いの 心に、 

かすかに 望みの 火 を かざす 

新しい 自由 社會の あこがれと、 

嚴 しい 圑 體的訓 絞の 喜びと。 

と V 

1 年 古き 憂鬱に 沈める 心 も 

今 は 微笑みて、 心の 血 を 感ずる。 

われ を 省みし むる は 若い 理智、 


われ を勵 ます は 若い 情熱、 

ふたりの 友 は 詩人の 詩 を ゆるす。 

アメリカン っカ アルの 斷髮 ならで 

ロシアン. ニヒ リス トの戀 を斷っ 髮- 

アメリカ 流の 友達 結婚なら で 

主義に つながる 男女の 結合、 

ああ、 戀の徒 勞を醫 やすもの 是れ。 

われに いのちの 殘 りなば、 

生くべき 道の 二つ ありて、 

戀の詩 入 も 救 はれなん を。 . 

若き 日本の ふたりの 女、 

四つの 眼の いのち 障く。 

黑ぃ花 をめ づ らしと 見る、 

あやしく も はげしき もの を 

赤裸 人の 歇 


シ ン ボラ ィズ する その 花 を， 

時代の 咲かした その 花 を ひ 

若き 日本の 女 すら 

いま は 血 を もて^く もの か、 

長き 囚 はれに 血 は 凝りて 

黑 くも 匂 ふ 生の 花り 

躅り 置かる る 監房 は 

魂まで も 尖る とぞ、 

頭 腦銳き 秀才 ほど 

ただ かく あるに 堪 へぬ とぞ。 

書 も ゆるされぬ 獨 房の 夜 は 

追憶、 沈思， 胸 を 噴み、 

頭 冴 ゆる は 肉 負けて 

狂 ひ いづると 聞く もの を。 

三 四 五 


よくこ そ 君 はまぬ がれし、 

かの おそろしき 夜 を 逃れ 

また 戰 ひに 入らむ とて、 

や つ れも 見えぬ うれし さよ。 

黑 水晶の^ ゆるい ろ、 

沁み 人る 花の香 は强 し、 

これ ぞ まことの 宗教よ、 

その 信念に 光る 水晶) 

三月 十 一 日. I 十五 日 (束 京) 
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十二 日から 十五 日、 

あるじの 留守に 招かれて、 
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かの 靜 岡の 市の 中 ほど、 

1 流で は 眼に 立つ おそれが あります ので 

知合 ひの ない 宿が いいと 思 ひます からと、 

吳服町 三 丁目の 魚 安 旅館， 

宿まで 定めて、 おひる 頃、 

こちらに お着に なれる 樣 お立ちに なって、 

夕方までの 間にお 會 ひします から、 

宿へ おつ き になつ たら あ の替 名で、 

すぐ 電話 をお かけ 下さい ませ、 

女中に かけさせて 下さい ませと、 

何から 何まで 氣を iJ る 人の いふ ままに、 

人目に 立たぬ その 宿に 落着く 手 il。 

ただた まゆら の 忍び 會ひ、 

お 互 ひに もっと 話し合 ひ 

理解し 合 は ねばな り ませぬ からと は、 

1 體何を 話し、 何 を 理解し ようとい ふ 腹 か。 

女 はやさし、 わたしとの 同捷生 活を 


それほどまでに 喜んで 下さい ますの， 

わたし は 何 を 持って むくいた らいい かとまで 

動く は 心、 それ もま こと や、 

男々 と 立てられ たらば 

命 投げても かかる が 男、 

そなたば かりと のぞまれ たらば 

女 は 身 を も 心 を も 捧げて くやまぬ。 

わたし は ェチ樣 の やうに 

頭 腦明哳 でもなければ、 

ェ ー さんの やう に テキ パキと 

皮肉な 毒舌 を ふる ふこと は 知りません、 

然し， いつも 洗濯した シャツと 

ぉ惣 楽に 氣を くばる こと 位 は 

知って ゐる つもりで すと は、 

うれしい 妻の 心意 氣。 今度 こそ、 

両親に も 了解 を 得たい と 思 ひます、 

正式の 結婚 を すれば 勘當を 許して やる と 

かって 父 も いった ことが ござ い ますから、 

赤裸 人の 歌 


い い 加減に 親 に も 安心 させて やりたい と 

思 ひます との 言 紫に 籠る 女の 望み。 

この 招きの 手紙、 外套の ボケ" トに 

入れて 何日、 持ち 廻り- 

返事 出さう か 出すまい か、 

行かう か 行くまい かと、 とつお いつ、. 

思案に 耽った の は 何のた め。 

あんなに 飛 立つ ばかりの 思 ひして、 

二月な かばに 會 うた 日から、 

そのたより をば 待ち かねて、 

いつでも 舟 を 出す つもり、 

心 の 準備 もし て おきながら、 

今更、 このためら ひ は 何故 ぞ。 

まづ 雲影 は、 そのうれ しい 手紙の 中に 

一 寸氣に 食 はぬ ところがあった リ 

何もかも 正直に 隱さ ずい つ て くれた 

女の なさけ は うれしい けれど、 

二： 叫 七 


その 氣 になる ところ、 一寸で は あるが、 

それが ど んな き の 石 ともな るまい もので なし。 

お 互 ひに その 足 かせの 重さ ゆ ゑ、 

そこに この 戀、 無理が ある。 

そ の 無理 を さした る 事 に 思 はぬ ほどの 

君で はない に、 正直に 告げた 言葉 は、 

主人に 少し の 不平 も不滿 もな いとい ふ。 

はじめから そんな 戀愛 があった わけで なく、 

氣が 付いた 時にはお 互 ひ は ぴったりして 

長い間に お 互 ひの 情愛 は 培 はれ 淨 化されて、 

深いと ころにまで 掘られて ゐ ると 思 ひます、 

と は 云へ、 いろいろな 係累に ゎづら はされ て 

氣 持の 晴々 した 事 は 一 度 もありません と は。 

係累 さ へ なければ 何い ふ 事 もな いのに 

ただ そのためば かりにと 云 ふなら ば、 

さらば わが 身 は 何となる の だ。 

係累の ないだ けが 取得の おれなら ば、 
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その 係累 をな くす るた めに 

何 ほどの 鬪ひ、 何 ほどの 無理、 

それ を やり遂げなければ、 話に ならぬ" 

やり遂げたなら、 それでみ ないい もの か。 

愛の 掘り返し やれば いいの か。 

まして や、 もっと 辻 捿の合 はぬ ことがある、 

そのな くしなければ ならぬ 何よりの 係累、 

その 係累に ついて 何とい つて ゐる。 

たった 一 人の 敬愛す るお 友達です もの、 

ェチ樣 を 失 ふこと は、 まして：^ になる こと は、 

わたしに は 忍びない ことです もの、 

お 互 ひが ほんとうに 心から 打ちと けて 

氣持 よく 了解し， 合 ふこと が 出来た ならと は、 

それ は自 欺、 それ は 何より 出来ない 相談" 

だから、 あんなに 決行 を 求めた もの を、 

非常手段 は 取りた くな いとい ふ、 

四方八方 まるく 納めて  ， 


家の 勘當も ゆるされて、 

正式 結婚した いとい ふ 女心 は 

無理から ぬ 事と は 思へ ども、 

それで はどうに もなら ぬ もの を。 

とりわけ われに すべて を 打 込める 

わが 共捿む 妻を說 きさと す こと、 

それ は 河を欞 くより むづ かしい もの を、 

また， 愛し 愛されて ゐ るなら ば、 それ もむ づ かし- 

あるじに よく 話して 了解して 貰って と いふと も、 

何で 無事に 解決つ くもの か、 

思へば 何とも 無理な 話 だ。 その 賢 さの。 

その 心なら、 折角 行って みたところで、 . 

結局、 ただた まゆら の 忍び 會ひ、 

思 ひ を 後に 殘す ばかり。 

辛 さは 前に 幾 倍 か。 

さが 

もとより、 女の性 なれば、 

强く 出さへ すれば、 それです む- 

赤 8-  ..^ の 歌 


行って、 出會 つて、 話 を はこび、 

手 をと つて、 そして、 それからと …… 

男の なすべき 道 は 知れ ども。 

今の あるじ も、 もとはと： おへば、 

.T ら 

まづ、 家の もの をみ な 外に 出して おいて 

ひとりの 家に 招き 寄せて、 戶に鍵 かけて、 

これ は 大變と 立た うとす る を 抑 へ て 

のつ びきなら ぬ 膝 詰 談判、 

それでも 手に入れて しま へ ば 愛が わく J 

とにかく、 暴力で も 征服し さへ すれば， 

女 は 泣きの 淚 でもつ いてく る。 

それが おれに は 堪らぬ ことた、 

それが いつでも 出来ない ために 

おれ はいつ でも 戀に 破れる。 

戀 ばかり か は、 事業 も それよ、 

實際蓮 動 とても、 その 意氣が 大切 だもの を、 

思へば これよ、 これ ぞ わが 性格の ひ。 

三 E 九 


さが 

この 性 ゆ ゑに 行った とて、 何の 獲物 ぞ。 

所詮、 無事で 納まる 事情 ぢ やなし、 

もとより 家 はぶち こ はし、 

君が あるじと は 渡り合 ひ、 

のち く 

さて、 その後に 來る もの は 

勝つ か 負ける か、 男の 勝負、 

この 勝負に 勝算 立つ と 思 ふか。 

その 狐疑す る 心 はや 旣に 負けで はない か、 

この 心 ゆ ゑ おれ は 一 生 負けて 來た、 

また その 負けの くり か へし かと 

思ふぞ まこと。 女心 はは かられぬ、 

かって、 その 友人の 妻を戀 ひたりし 

昔の 友の 話した 事。 

おれが 三時 間 かかって 說き 伏せても 

もとの 夫 はつひ 十分 間で 

ひっくり返して しま ふんだ から ナと、 

その 苦笑 ひ 思 ひ 出されて、 

六 年 共 接んだ 男の 力、 莫迦に は 出来ぬ、 


三 五 〇 

殊に あの 女の あの 性格 だもの。 

これが どつ して 恃 まれよう ぞ、 

行けば 行く だけ 苦し いもの を。 

十二 日から 十五 日、 

ここで 行かう か 行くまい か、 

この 戀 やめて 生きら りよ か、 

行って みぢ めに 破れて 死ぬ か。 

何 は ともあれ 飛び込めば よし， - 

どうと でも なれ、 會 つてみ て 

手に入れられたら その上 はなし、 

不首尾で あっても 後に は 引けぬ、 

接吻 一 つで も 骨折 損と はならぬ もの， 

かう 思 ふの が 男， それ ぞ 男よ、 

卑しい 算段 どころ か、 それ ぞ戀 なる を。 

やはり 卑怯な、 弱い 男 かおれ は、 

さう 思 へ ども、 去年の 苦さ 今に 忘れぬ U 

こんな 事 はもう 一 度經驗 して 来た 事 だ、 


かの ハ イネが アマ リイに 破れて 

その 妹の テレ ェ ゼに思 ひ を 寄せた とき、 

たしか かう した 言 紫 を 歌った が、 

蘆屋 にあん なに 身は瘦 せて 

傷 手い やしに 行った とき さ へ、 

しみじみ われ を なさけなく 思 ふたもの を。 

去年 も 三月 十五 日、 

死ぬ る覺 悟で 西へ 下った。 

下って をさない 女心と 

ままごと 避び、 ままならぬ 

あたりの 氣 兼ね、 夜の ひとり 寢、 

會 へ ば會 ふだけ 苦し さまさる、 

その 苦し さに 堪へ かねて 

わかれ も 告げず 逃れ 来た 

去年の 春の 物 狂 ひ、 あの 淚、 

今にお のれ は 忘れぬ もの を， 

今 また それ を 繰 返す。 

赤 載ん の 歌  i 


救 ひ 求めし 君 なれ ど、 

君の 身の上な ほむ づ かしく、 

ああ、 あれが この 女で あったら、 

この 身の上が あの 女なら、 

か ぅも悲 しく ある まじ を、 

思 ふに まかせぬ 人の 世の 

これが さだめよ、 惠 みなき 戀の 佗人。 

かかる 思 ひに 暮 るる 日に 

暮 るる 許さぬ 心の 戰ひ、 

かかる 思 ひに 暮れし と は 

歌心な す 詩の いつはり。 

秋、 冬、 强く なり まさった 

われさへ 驚かれる 心の 變化 • 

かく もラヂ カルになる もの か。 

いな、 これ ぞ まことの 正しき 脈搏、 

熱 想の 熱に 心 取られて、 

戀 のかた むき はばまれし。 

三 五 I 


手紙の 返事 かくよりも 

.613 ら づ 

頭突き 出る 詩 を 書く 事の 

ただ 急がれて、 書きに 書く とき、 

戀の おも ひの 捲き 返し、 人 は 知ら じな、 

われと わが 身に 恥 かしく 

思ひぞ 出で しこの 日頃、 

あやしき 迄に 風向き 變る 

心の 旗の 向く がま ま、 

長き 願 ひの 共痿み の 足 も そむきて、 

わが 病 癒 ゆると なしに" なほ ざり ぬ。 


時し も、 わが 住む この 區內 より、 

わが 年少の 日に、 われ を 導き 

助け て くれた かの 瓧會 運動の 老 鬪士、 

無產 候補と して 立候補して、 

健康す ぐれぬ 六十 歲の 老癮を さげて 

必死の 戰 さみる とき は、 

綿の 如く 疲れし 身 を演設 場の 


三 五 二 

うしろの 机の 上に 橫 へて 

草稿 を讀む 姿と 思 ひ 合せば" 

わが 戀ぃ とど 恥 かしく、 

若い 女と 新 生活の その 愛の 巢に 

心 傾け あこがれし 事の 恥 かしく、 . 

さらで も 今 は 非常の 時なる を、 

戀に狂 ひて あるべき か。 

われ を 門出に とめたり し 

氣 力の 衰へ、 この 戰 ひに 

驅り 出す 彈 機の 弱りて は 

わが 命 さへ 消えん とする を、 

戀に 空しく 消 ゆべき か。 

十 年長き わがな ほざり は、 

いつも 嘆いて ゐ たやう に 

戀 にあらず て、 この 戰 ひなり し を、 

今ぞ はじめて 身に 知りぬ。 


さらば 書か まし、 今 ぞ詩 を、 


ただこれ の みぞ 唯一 の 仕事。 

行かず、 手紙 も 出さないで、 

社 會的譏 刺と 憤怒の 詩、 

など かく 雲と 湧き出し か。 

あやしき 神 か 魔の ありて 

その 手持ち 添へ 書かす る やうに、 

迸-り 出る 文字の 不思議 さ、 

この 憑かれた る 詩人の 愛、 女に とりて 

まこと これ 程た よりに ならぬ はなし、 

女 は それ を 感じた か、 さて は その 間に、 

よくよく 考へ、 話し合 ひ を もした もの か、， 

六 年間の 生活が こんなにまで わたしの 心に 

根强 くこび り 付いて 居ようと は 

知りませんでした とい ふたより。 

所詮 この 生活から 離れる こと は 出来 ませぬ、 

たと へ 離れて 新 生活に 入った としても 

彼 を 忘れる 事 は 決して 出来 ませぬ、 

さう すれば また 一 つ の 罪惡を 犯す こと、 一 

赤 襟 人の 歌 


お 互 ひがより if 刻な 悲しみ を 味 はふ こと. 

思 ひとまるが よい やうに 

いろいろ 事 わけ 云って 来た。 


それ ぞ まことの 行く 道と、 

今 はわれ さへ うな づく を。 

わ れも このまま 思 ひ を斷 ち、 

去年の 五月の 心に かへ り、 

今 はさ だまる 物 あれば 

その 營み をす るば かり。 

いかに 日 il はつらく とも 

やはり その 家の かくれ 妻、 

それが あなたの 運で ある。 

いかに 心 は のぞむ とも 

や  つま 

やはり この 家の 妻の 夫、 

それが わたしの 運で ある。 

tjj- きて 共捿む 君なら じ、 

共 樓 むた めに 傷つく は 


三 五三 


三 H- 四 


君が あるじ、 われの 妻、 

それより むしろ 君と われ。 

この 世で 添へ る仲ぢ やなし、 

淚 のんでも きつば りと 

斷 たば や、 悔も 少なから む を。 

いろいろ 無理 を 重ねたり 

潢紙 破り を 押 通し、 

なんでし あはせ ある もの か。 

今より さらに ふし あはせ、 

淚の 底に しづめ なば 

なさけ は 仇よ、 われ なれば、 

身 はから まるる 十重 一 一十 重、 

この 綱い かに 切るべき か。 

これ を 最後の 手紙 ぞと 

別れの 言葉書き しとき、 

淚は 顔に つた はれ ど 

これ ぞ 身の ため 君が ため。 


薄命の 相と 人の 見し 

おちて 

薄手に ほそい その 面、 

君 は 悲し や、 世の常の 

妻と し 立た む 人なら ず。 

いかに 切なく 望む とも 

やはり 日蔭に 終る ひと、 

その 一 生 をお も ひやれば 

どんな 苦勞 をす る 人 か。 

その 苦 勞の種 を 蒔く ものが、 

おれで あったら 悲しい もの を、 

行かず、 棲まぬ が 何よりの 愛と 思うて、 

あなたに は その 生活が 最上の もので あり、 

わたしに は 今の 生活が 逃れられない 宿命です、 

恐らく わたしの 身に はこれ から 先き 

いろいろの 變化も 起る と 思 ひ ますが、 

いつまでも あなたの やさしい いた はり を 

忘れ はいたし ません、 共に 傷つく 事な く 

淡く 淸らか にあな た の 隱を思 ひ 浮べ る 事の 


出来る のが 何よりの 事です と、 

その 幸福 を 祈りつ つ 筆と めた 手紙、 

こんな 悲しい 手紙 を 書いた こと 

生れて はじめての 別れの 手紙。 

生きて また 會ふ 君なら じ、 

君が いのち は その 人に 

ささげ 盡 して あまされず、 

われの いのち は 社會と 詩、 

その 初戀 にさ さげなん。 

その 初戀の 二人の 女、 

ソシァ リズム とボ ェ ムとを 

足ら はぬ 才に 結びな ば、 

我 世に つ ひに なさ ざり し 

われの 願 ひも かな はなむ。 

女 二人 を共捿 ます 

君が あるじの Ik はなしえぬ も、 

兩 手に 花の ブル ジョァ 根性、 

赤 Si 人の 欲 


その 迷 ひを棄 てて、 世の ために 

おのれ を棄 つる 心の 愛、 

心の 戀を なしとげて、 

その 若き 日の 初戀を 

ま 仁 

終りの 戀と完 くせば、 

われ も 幸 ある 身の 終り。 

よし 世の 戀には 破る とも 

この 戀 いかで 遂げざる べき。 

いのち を 懸けて、 血 を かけて 

書かば この 身は滅 ぶと も、 

よしや 人 等 はわら ふと も、 

弱き 詩人と あざける も、 

われ も 生きぬ と 誇り む。 

友が しらべて 來て くれた 

かの 小 田 原の 十字 町、 

諸 白 小路 を 下って 行って 

三 五 K 


海岸通り を 折れて 入った 

しづかな 奥の 一 構へ、 

つ ひ 一 寸 出れば すぐ 海岸の 

朝の 散歩 も樂 しかる 

八疊、 六疊、 三疊に 

庭 も 湯殿 もつ いて ゐて、 

庭に は 梅の 古木 も 風雅な 

二十 五圓の 家賃の 家、 

話き くさ へ • もう 氣が 動く、 

都 はなれて 佗住居、 

きみと 二人の 新 世帶。 


小 田 原急電 一 時間 半 

東京へ 出る 用達しの 

夫 を つて 停車場まで 

行く 若 妻の 足 どり は、 

去年の 五月、 靜 岡の 

片側 町 を 歩きて し 


三 五六 


L そい そし さに まさらむ を、 

驛の 前なる 珈琲 店に 

しばし 憩 ひて、 顔 見合せ て 

そっと 微笑む たのし さに、 

われ も 二十 七、 二十 八の 

若き 心に か へらむ と 

ひとりに ゑが く 白日の 夢、 

その 痴れ たる を恥ぢ もせず。 


おもへば 十 年、 見の こした 

見果てぬ 夢 は それば かり。 

戀は 苦しく 傷つく を、 

戀 とつと めの その 中 を；^ る 

この 結婚の ゆるされ なば、 

蘆屋の 夢の 破れし も 

こ こ 小 田 原に 取り か へ さんと、 

思 ひし ことのお ろか さよ、 

これ ぞ 終りの わが 迷 ひ" 


われ はさび しき 人なる を、 

われ は 恵まれぬ 人なる を， 

女と 戀は 人の こと、 

戀の 共棲み 人の こと リ 

など 幸福 を 求め けん、 

など 醉 心地 求め けん" 

苦しみ 惱み 死ぬ こそ は 

わが さだめられし 道なる を、 

わが 世に 尘 きし 意味なる を。 


「思 ひ 出よ、 もし 運命の 永遠に 

我 を 君より 別ちな ば、 

,  .5 で 

我が 悲しき 戀を思 ひ 出よ、 

.3 で 

別れし 折 を 思 ひ 出よ、 

ラ ら 

我が 心の 響く 中 は、 

我が 心 君に 語らん 

赤^ 人の 歌 


思 ひ 出よ と。 I 


戀に 破れし ミュッセの 

悲しき 歌の 思 ひ 出 でら る、 

十 年の むかし、 よしなくて 

女に 別れし その B ごろ、 

あし t!5 ふべ 

朝 夕 にくちず さみ、 

涙ぐましく なりし 歌、 

またも 心に 浮びく る。 

これ を 最後の 手紙と て 

またも 會 はじと 思 ふ ひと、 

* 年 は あへ なき 別れして 

會 はじ、 思 はじ. 忘れむ と 

き はめし ときの 惱 みより 

救 はむ 人と たのみし を。 


さだめ は 人 を 泣かしむ か、 


三 五 七 


泣け ど從ふ ほか ぞ なき。 

きみ は 妻と しなり えず も、 

戀に 生きた る 女と 呼ばれ 

戀 にいの ちを捨 つると ぞ。 

わがた めなら で、 人の ため。 

戀に 破れて.， また 破れ、 

その 救 ひの 戀に もまた 跛れ、 

成らず、 幾度び 成ら ざれば 

戀を あきらめ 生くべき か、 

心 破りて 死ぬべき か、 

いなとよ、 われ は 戀には 死な じ、 

あきらめ ならで、 戰 ひに こそ。 


海の なかばに 

會は むとの 

舟 は 出 ださで 


三 五 八 


^りけ り _= 


波 荒く、 

沈む ほかな き 

海 なれば。 

涙の もとに 

家居す る 

君 うれしと に 

あらね ども。 

怯れ とのみ は 

おも は ざれ、 

君 を 沈めて 

生くべき か 0 


X 


君と われと は 

相 合 はぬ 

タ が  さ：： 一め 

性よ、 運命よ- 

今ぞ 知る。 


君に 合へ る は ： 

君が ひと、 一 

われに 合へ る は 一 

われの 妻。 


蓮 命 はかく ぞ 

さだめた る、 

さが 

性 は 力く こ， そ 

つくられし 0 


しき 夢と 

抗 ひに 

死ぬべき 君 か、 

赤裸 人の 歌 


われ もまた。 

去年 はいの ち を 

かたむけて、 

人の まこと を 

探りつつ。 

かの 六 甲と 

1^ 淳の 海の 

あ ひ 

間に 淚と 

血 をば 捨て。 


むなしき 夢の 

ひとふしに、 

身の 半ら をば 

失 ひぬ。 


3i. 
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失せて はまた も 

か へ り 得 じ、 

いま はさ さへ む 

なか 

その 半ば。 

蘆屋、 打 出の 

濱 風に 

さらせし 傷の 

深ければ。 

おもて は 癒えて、 

その 底に 

潜める 毒ぞ 

身 をば 鴨む 0 


わが 身 を 織 やす 

人と みし ： 


VH ハ 〇 


君 はこと なる 

酒な りき。 

病 は 酒 を 

禁 ちて 後、 

風と 光に 

癒 やされ む。 

われ をば 招く やさしき 聲に 

耳 を ふたぎ て、 日 も 夜 も、 

夜な む 思 ひの 嵐 もて 

など 革命の 詩 を 書きし。 . 


われ をい のちに とどめし は 

君が なさけと 思 ひし を • 

ただ 一 篇の 自由の 詩、 

心の 血 もて 染めん ため" 


戀は救 ひに あらず して、 

なさけ は 人の 伪 たらむ。 

君が あるじ は 實業家 

われ は その 業 憎む もの。 

思 はじ、 今 は、 共 凄み も、 

世 を 離れた る 愛の 溪 もり 

そ はわが 業に あら ざれば、 

終 ひの いのちに あら ざれば ひ 

わがな すべき は 心の 詩、 

心の 聲 の社會 主義， 

これ ぞいの ちの 初戀 にして 

また わが 終りの 戀 なれば" 

終りの 戀ょ、 君なら じ、 

君と 共樓 みつくるべき 


その 巢は 人と かか はらず、 

やがて 嵐に 破れな む。 

この 戰 ひの 時、 嵐の * に 

なほ ふる ふべき 力 あらば、 

浮世 はなれし 營 みより、 

いのち 燃え 盡く 革命歌 U 

死に ゆく ものの 魂 は 

不死の 歌と 天に のぼるべし。 

血汐 に， 酖を 染めな して 

白鳥 は 歌 をうた ひっつ 死ね" 

戀の 苦情 を やめに して 

書け と は うれし 政治の 詩" 

ボ オル * クウ リエ の 檄文 語、 

かの ベ ランジェの 嘲弄 詩、 


「獨佛 年鑑」 の ハイネの 詩、 

時代の 詩人、 かくて 生く。 

わが {41 しく も斃れ なば、 

あまたの 友よ、 あとつぎて 

われに まされる 詩 を 書け よ。 

ジ ヤン *コ クトォ や、 ブレ リイの 

伊達の す さび を やめに して、 

書け よ 心の 血の 叫び。 

とせ く  5 

われ も 十 年は悔 ありぬ" 

まだ うら 若き 身 を もちて 

翁 さびせ し 枯淡ぶ り。 

映畫の 筋の 長篇 詩、 

はやり 小唄 をの こしな ば、 

人の わら ひ を 何と せん。 


この すさまじき 鼠の 日、 


三 六 二 


文字の 細工に 得たり とし 

その 感覺を 誇りな ば、 

詩人の みか は 人なら じ。 

われ も 詩人と たのみな ば 

嵐の 鳥と 啼き 立てよ。 

世 をば {4! しとみ しとき に 

われ を 誘 ひし は戀 なりき。 

戀を {4! しとみ ると きに 

心 を搏っ は、 友情の つながり。 

おなじ 理想と 目的と に 

戀 よりかた く 結ばる る 

かの ロシアン • 二 ヒリ ストら の 

かの 革命家の 男女の 誓 ひ。 


锇 ゑと 仕事に 結ばれし 


戀 なら ざり しわが 結婚、 

くやみし ことの あやまち を 

今ぞ まさしく さとりたり。 

戀は よしなき 戲れ よ、 

ただ ブル ジョァ の 造り 花。 

まことの 愛 は 世の ために 

身 をば 捧 ぐる 助け合 ひ。 . 

若し 無產 派の 詩人と して 

戰 ひの 曲 吹き 鳴らし、 

主義に 殉 ずべき われなら ば、 ， 

ただこの ままで よかり し を。 

いつしか 知らず あやまちて、 

い たづら に 妻の 心 を 痛め 傷つけ、 

おのれ も 痛み 傷つきし 

わが 愚か さぞ， いか なれば。 

赤 裸 人 の ^§ 


今 はわが 身 も 安から む、 

正しき 道に 踏み かへ り、 ただ 感謝せ む、 

われ を 離さぬ ことの 恨まれし、 

友なる 妻の われに 殘る を。 

く  £,.2 によ 1> や. つ  ： > 

久遠 女性 はむかし の 夢よ。 

われに 定められた 女が あると、 

われ を 引上げる 女が あると、 

女に 救 はれ 勵 まされる と —！ 

何とい ふ 痴人の 痴夢 をみ たもの よ。 

それが 詩人と いふ もの か。 

死なう としても 死なれねば、 

酒の みが 酒 をのむ やうに 

苦しく なれば 戀 をのむ、 

さめて 苦しと 知りながら。 

三 六 三 


女 を 得て、 それで 忘られる 

惱 みで なしと 知りながら。 

1 人 や 二人の 女の ために、 . 

ああ もい ひ、 かう もい ひ、 

ああ も 思 ひ、 かう も 思 ひ、 

狂 ひ 廻って、 死に 損 ひ、 

息 も 絕ぇ絕 え、 身 は 細り、 

, 生 のなかの 千鳥足" 


赤裸の 詩人、 でく の 棒、 

なんとつ まらぬ 役割 か。 

戀の あはれ とその 痴愚 は 

ほぼ これで 歌ひ盡 した。 


あさ £ 


盡 して みれば. われが 淺 猿し- 

か crv;- わ， > 

みんなつ まらぬ i&si き。 
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えらい 女 を 妻に した 

男の あはれ を 誰か 知る。 

妻の 力に 藍し つけられて 

世に 嘲 けられて ゐる 男、 

友 も かなし や、 身 も かなし。 

ああ、 この 甲斐性な しの 口 辩慶、 

妻に つかまって 十五 年、 

それで 男が 立つ もの か。 

一人の 妻 さへ 手に おへぬ 

それで 社會 がどう 出来よう ぞ * 


女房 を 取り かへ る こと U 

社會 組織 を變 へる より 

ちとむ づ かしい と 冗談に いふ、 

その 冗談の 心 は あはれ、 

あはれ なれ ども、 それでよ し 0 


戀 女房 は 持 たれず とも 

それ は ただおれ だけの 事、 

よしおれ の 妻は變 へえず とも 

XXX  X は 必ず 變る、 

それが 慰め、 それが 望み。 

戀の 情痴 を 

これほどに 

歌 ひ 得た 男 は 

なから う。 

それが 何の 誇り ぞ、 

戀の 詩が 

よければ よい ほど， 

、かになる" 

たった 一 つなすべき 事 は 

赤裸 人の 歌 


ただこれ だけ だ、 

社會の X  X、 

それだけ だ。 

政治、 政治、 いかに 嫌 ふと も 

ただ それの みぞ、 

政治 は 人の 逃れえぬ 

宿命的 課題なる を。 

老い も 若き も、 

みな 起ちて、 

政治 鬪爭に 

加 はると き、 

われに 政治家の 

質な くズ、 

ただ その 身 をば 

葬れよ。 


•La 

a: 


生 H 春 月 

でく の捧、 

三十 八 年 

何のた め 生きた？ 

こんなつ まらぬ 

やくざ もの、 

詩人が この 身の 

天命と は。 

ああ、 かの 左翼の 

猛 鬪士、 

かの 雄 辯の 土と 

生れえ たらば。 


世に立つ 甲斐の 


三 六 


ある 人 は、 

かの 獻身 者、 

それの みぞ。 

戀の 詩人と 

うた はれて 

生、 恥 さらす、 

これが おれ か。 

人間 効 ほ， 

何處 にあ るんだ ■ 

生 田 生 月 

X 


生く る は戰、 

パ ンの ため 

ぁひラ 

人 は相榑 つ、 


世 は 地獄。 

古き さとりと 

あきらめの 

その 獨 善に 

意味 あり や。 

いかに 心境 は 

高く とも、 

民 は 塗炭の 

苦に ある を。 

生く る は 迷 ひ、 ， 

煩惱と 

五 欲の 淵に 

身 を 投げよ。 

さとり を 云 ふな、 

赤裸 人の 


あきらめな、 

貧しき 者 は 

ふる ひ 立て リ 

迷 ひの 中に 

逮 ひなば、 

それ ぞ まことの 

せ. S 

生なら め。 

おもへば われ は 

昔より 

片隅の ひと、 

書齋 人。 

たと ひ 心 は 

燃 ゆると も、 

廣 場の 中央に 

三 六 七 


何 をせ む。 

大衆 を 前に、 

熱狂の 

身振り も 身に は 

添 はざる を。 

など 護 民官と 

仰 力，. 7 も 

立つ によし なき 

トリ ビ ユウ ネ 

演 澶。 

X 


われ は 力の 

人なら ず、 

熟と 氣魄の 

人なら ず" 


！ 1 一六 八 


かの 高 壇に 

民衆の 

心 を 奪 ふ 

人なら ず。 

政治の 中に 

生く ると も 

爲 すに 足らざる 

かかる よしなき 

性 を もて 

生く る 悲しみ、 

誰か 知る。 

X 


熱と 力と 

雷 音と、 


岩 を 碎く 

大雄 辯。 

全 大衆の 

血 を 湧かし、 

第一線に 

その 辯 もな く 

氣 力なく、 

能 もなければ 

何とせ む。 

今 は^に 立つ 

時なら じ、 

生く るに 足らぬ 

我と 知る。 . 


赤 Si 人の 歌 


彼が 悲しみ 

今ぞ 知る、 

ツル ゲェ ネフ が 

ネヅ ダノフ。 

身 は 革命の 

人となり、 . 

し 1- 愛に 

燃 ゆると も。 

堪 へぬ は 力、 

死ぬ は 夢、 

あまりに 弱き 

詩人 ゆ ゑ。 „ 


つ ひに おのれ を 


II 一六. 


滅ぼして、 

折れし 悲しみ 

いかな りし。 

去年の 春 は 胸 を 裂く 

死の 苦しみと 思 ひ， L 力 

今年の 春の 悲しみ は 

tH- にたぐ へん、 何と 云 はん 

ともに 死なむ とせし 女 も、 

ひと 、 

ともに 棲まむ とせし 女 も 

今 は {a しき 思 出の 

胸 を かすむ る 雲の かげ。 

寂し さ 超えて、 散る 心、 

とせ 

世 をば 一 年生き のびて 

今 ま 友 さ へう とむらん、 


これが わが 身の 果てなる か。 

氷の 溶けて 消 ゆる ごと、 

に絕 ゆる ごと、 

身 はばら ばらに 飛び散りて 

殘る は隱、 なほ も 世 を 見る 

いつよりか かくな りけん、 

かく 弱き われと なり けん。 

今 はた だかり そめの 人、 

世に立た む 力 も あらず。 

新しき いのちつ くると 

いま 一度 歩み 出 でんと、 

心 はも 强 くねが へど 

その 氣カ すでに あらねば。 


われ を 呼ぶ 女の こ ゑ も 

勵 ましの 友の なさけ も、 

あだなれ や、 あだなれ や、 

いつしかに カ盡 ざ、 心 破れし。 

ふるとしの 狂 ひいた つきに、 

わが 力 半ばと なりぬ、 

いやましの 力 要る とき 

半ば もて 何 かなすべき。 

いま もな ほ 生く とお も ふか 

玉の緒の 絕ぇ しも 知らず、 

かなしきよ、 人知らぬ まに 

死に 果てしお のれな りけん。 

古き 家 をば うちこ はし 

古き きづ なをみな 斷 ちて、 ， 


新しき 女と 共瘦 みて 

久しく あこがれし 愛の^の 

新 生活 を はじめん と、 

とせ  . . 

この 一 年 を 願 ひしが、 

その 一 年の いたつ きに 

その 氣カ さへ 今 は絕ぇ 果てぬ。 

まして や、 いかに 世の ために、 

身 をば ささげて なしな むと 

たのめる 蓽の 成るべき や。 

いかに 心 は あこが るれば とて、 

わが 十七 歳の 初戀の 

願 ひ を 今に かなへ むと、 

階級 鬪爭 の戰士 として 

身 を 挺して 戰ふ氣 力 あるべき や。 

{人~ ；しき 年の 願 ひのう ちに 

身 は 果實の ごと も 蝕みぬ。 


な. やと ゼ  ，--»./  \ 

長年， 「ちに 蓄へ 1- 

力 は用ゐ ずに 養え 果てぬ" . 

あまりに 心 を 抑へ 来て 

彈 ぬる カも盡 きぬる か。 

悲しき さだめ、 ぼろぼろに 

I； びし 舰が地 に 立てて、 

揮 ふ 力 も あら ざれば 

ただ その上に 身 を 投げ てん。 

おも へ ば はや も 十五 年 

われ を 救 ひて 勵 ませし 

かの sf^ 氏の 期待に 背き、 

など {T^ しく もす ごせし ぞ。 

背き 離れで 戰 ひなば 

わが 生涯 は異 りけん を、 

かかる 無慙 の難玻 せで 

世に立つ 申斐も あり けん を 


今 は 力 も絕ぇ 果てぬ、 

今 起た むと も 時 蓮し、 

かしら も 肉 も 傷つけば。 

ただ、 身 は 雪と 消 ゆると も 

シ K リイ、 ハイネと 相 並ぶ 

プ 口 レタ リアの 詩人と して 

血と 反抗の 詩 を 威 さば、 

われ も 空しく 生 きざらむ。 

世の 絕 望と 戀の 苦に、 

幾度び 死なん とき はめつつ、 

死なず をめ をめ ながら へ し 

わが 未練 こそ このためよ、 

ただこの 詩 をば 書かん ため- 

た とひ わが 才 足らずと も 

シ VI リイ、 ハイネ は 夢なる も 

寺 代 はわれ を 助く る を" 


十 年 { 仝 しく 宗教の、 

藝 術の 夢に 醉 ひしれ て、 

ブ ルジ 3 ァ どもの 厥 飼 ひし 

放蕩息子 も 歸り來 て、 

最後の 曲 を 世に 吹かば、 

い つも 忘れず 身 を 問 ひくれ し 

かの 老鬪士 も 微笑まん、 

わが 眼た が はじ， よく ぞ 成せし と。 

死後の 榮譽を 求める ほどの 

弱點 はなし、 虚榮 はなし。 

若し かかる 願 ひの 影 だに も 

わが 死の 前に 示しな ば、 

人 は この 身 を 嘲る もし。 

おのれが 滅ぶ とき 来らば、 ， 

fli 裸 人の 1$ 


殘る 方な く 滅び 去れ。 

その 死の 後に なほ 生きむ と は、 

これ ぞ おろかの 人の 愁、 

その 1 生 も 足らずと は。 

不朽の 文字 を 刻みつ けたる 

かの 藝術 家の 名 は、 燦 として M. くべ し。 

わが 名 は 灰よ、 塵 は 飛べ、 

泡 は 消え去れ。 消 ゆると も、 

ただ 微笑みて、 次ぎ 來る人 を 生きし めよ 

いっか は その 人が 來る であらう、 

あへ なく も 力 弱くて 斃れ たる 

わが 精神 を 受け 繼 いで、 

わが 血肉の 詩 を 踏まへ て、 

これ 以上の 詩 を 書く 人が 出る だら う。 

その 人 こそ 天才 だ U 

三 七三 


日本の 新し い 詩 を 完成す る 人た。 

十三、 詩 を つづく り そめて より 

はや もー 一十 有餘の 星霜 はすぎ た。 

日本の 韻律の 匂 ひに 身を沁 ませ 

、夙夜の 刻苦に 身 を り 

生死の 傑 淵に 心 わななき ふる へ 

時代の 激動に 伴奏しつつ、 

よろめきながら 今日まで 来た。 

詩魂な くして 詩 を 吠 ゆる 

かの 民衆 詩 派の 犬 ころ どもに、 

ワンワン ワン と^えつ 力 わ 

感傷 詩人、 小曲 詩人と おと しめられ 

無視と 迫害 の 限り を^け て 、 

まことの 姿 を 歪に されて 

低く 低く 値ぶ まれつつ 來 たこの 十 年 一 


三 七 四 

だが、 その 人は來 るで あら ，つ、 

その 人 こ そ はじめて おれ を發 見し 

おれの 眞價を 認める だら う" 

こ A ろざ I 

おれの 志 を あはれんで 

その 敗北に 復譬 すべく、 

天馬の 才を驅 使し もて 

詩 天の 銀山 鐵壁を 打ち 拔 かん。 

その 人の 前に おれ は 何 だら う。 

4, 人 曰1| こ 照らし 消される 月で ある 

月 こ，， つ すれる 星で ある、 

海に 呑まれる 河で ある、 

イエスの 前の ョ ハ ネ である。 

だが、 その 薄れて 消える 日 こそ 

わが 大願成就 のとき である。 

その 人が ると き、 われ はよ き 先驅、 

つねに 失敗、 つねに 蹉跌、 


そ の 生涯 を惱み し 事 も 《41 な ら じ、 

われ は はじめて 酬 はれむ。 

されば つたへ む、 われ も その 人に、 

わが 知る 限りの 生の 祕義， 

この 韻律の 秘法 を も。 

ただ ー篇の 「マルセ イエ ー ズ」、 

それが わが 顕 ひの 

詩であった。 

ポオ ドレ エル、 ゲ エル レエ ヌ となって、 

美の 詩人、 天才 詩人とう たはれ るより- 

見る かげ もない 一 小 詩人で も、 

若き 日本の 

ルケ ジ H  ,ド • リイ ル となる の 力、 

め あて 

わが 生の 目的で あつたり 

戀 も^しく なり 果てた とき。 

赤裸 人の 歌 


おれの 願 ひ は 革命歌、 

その 名 もな き 作者と 朽ちなん こと ぞ。 

革命運動、 社會 運動、 

それ はお のれの 任なら ず。 

今 一 飛びの 氣カ あらば 

力と 熱と 火 を もって 飛込む もの を、 

われ は あまりに 傷つきぬ、 

われ は あまりに 衰 へぬ" 

せめて は 革命の 伴奏者、 

息の 限り を 吹き込みなん" 

魂&る 聲 の絕 ゆるまで 

われ は 自由 を 叫ばん を、 

それすら 今 はかな はずて、 

やつば りおろ かな 戀の 詩人で 

終るべき 運で あるの か。 

今ぞ まこ と に 失敗の 詩人 ぞ 我れ は。 

ル ウジ ，ド. リイ ルの 如く 晚年は 

コ； 七 五 


貧窮 闲 苦の 中に 死なう とも、 

ただ 1 篇の 「マルセ イエ ー ズ」、 

さらば 詩人と しての 生 甲斐 あるべ きを。 

月 も あらぬ 武藏 野の 夜 は 

際 林に 風が 鳴って、 

八幡 山から 北澤 までの 畑 道、 

われ を 導き 、逢って くれる 

その 人の 姿は黑 く、 笑 ひ 晴れ やか。 

歐洲 去つ て 今 は武藏 野の 土民 を 生く る 

心 も 若く 足 どり も 若い 老ァ ナキ ストの 

照ら し 出す 懷 中電燈 の 光 ほのかに、 

わが 今の 心 を 思 はしめ る、 

その 心に さす 一 道の 光 かと も" 

十 年越し 會 ひたい と 願つ てゐた 人に 

まのあたり 相 見て、 


三 七 六 

その やさし い 眼の 光りに ふれた とき、 

曾って、 倫敦 郊外に 

詩人 カァ ぺ ンタァ の 客たり し 人 

白 耳義に エリ ゼ • ルクリュ の 家に おみ 

また 温雅なる 老テ - ルケ ソフ と 語り 

か の 多く の 革命家 の 眼 を 見 た^を 

生きて 相 見て、 語りえ し 力と 

不思議な 感動 を われ は覺 えた。 

この 感動 ぞ、 わが 半生の 夢より ぞ 湧く パ 

二十 年 前の 幼な き 心の それであった。 

此日、 共學舍 の 壁に かかれる 

木下尙 江の 書 をみ たと き、 

わが を さなき 夢の 思 ひ 出られた， 

かの 朝鮮に あった 日に、 

「良人の 自白」 を 一 册 また 一 册 

日に 幾度び か 借りて 來て、 

二日のう ちに 讀み 上げし 


その 感激に 外なら なかった。 

自然主義の 世に出で たれ ど 

われ は社會 主義の 子であった。 

わが 靑 春の 夢 をつ ちかうた の は 

かの 赤き 表紙の 國禁の 書》 

十七 歳の 都會 放浪の 子が 

かの 麴 町の 小さな 古本屋で 

見付けた の は 「神 愁鬼哭 一、 

また 尙 江の 「飢 渴」 であった。 

その後、 堺利彥 の 「赤裸の 人」、 

かの ルッソ ォの 精神であった。 

「赤裸の 人」 はわが 生涯 を 決定した、 . 

自然主義 を 若き 夢想 に 馴らせし も、 

そは遙 かに 「麵飽 の 略取」 に 導いた。 

滿 州の 野に 斃れた 亡友 荒 川 義英、 

彼ぞ わが 不良の 友， 今ぞ なつかし、 

赤裸 人の 歌 


その ヒ n ィズ ムはを さなかり しも 

なほ 俗 心に はまされ る もの を。 

かの 「新 社會」 の 時代、 かの よき 時 を 

など 空しく も 過せ しか、 あまりに 文 學- 

つ ひに 社會 主義者と 起た ざり し悔。 

身 は 傷つけ ど、 な は 殘る强 き S 心 ひ は、 

今日 この 八の 言葉 聽く とき、 

わが 胸の 底より 湧き あがる。 

大杉榮 死して より * サンディカリズム、 

アナ キズム の 旗 は あがらず、 

マ ルキ シズム の 世と はなれ ども、 

武藏 野の 冬の 夜道に、 踏む 土の 

かたき を 聞きつ、 その 土民^ 活、 

デ モク ラシィの 眞義聽 く とき、 

わが 地上 樂 園の 夢ぞ よみが へる。 

日 本 を 去つ て 渡歐の 旅に 上る とき、 

1 ニ七ヒ 


三七仄 


ただ 一 人橫濱 まで 1_ ほつ て來 たとい 

一 人の 靑 年の 話 を 聞いた とき、 

山. K 飼 山と 直覺 された。 

戶山ケ 原の 鐵路を 血に 染めた 

山 本 飼 山、 それ ぞ その 人、 

彼 はなに ゆ ゑ 死んだ であらう？ 

彼 はおれの 惱みを 恨んだ 人 か。 

わがや さし ぃ權導 者に 可哀相な 事 をした と 

眩いて、 その 並んで 歩く 男 を 飼 山と 知らず。 

まことに、 おれ は 異なる 飼 山で あらう、 

空しく、 ぎえ て 死ぬ る 一 人で あらう。 

今、 牢獄に f. 吟 する 左翼の 鬪士， 

その 活動力 を 世に 恢復す とも、 

われ は そ の 日 の 人なら ず， 

アナ キス ト としての 思想の I 沐化 もな く、 

コ ンミュ 二 ストと しての irl 動力 もな く、 

未だ未だ 迷へ る 人と して、 生死 を 迷 


この 劍餘 者の 悲しみよ、 この 男 また 

つ ひに、 つ ひに 過 ft^l の 一つの 泡で あらう。 

され ど、 飼 山 もまた 年 を 重ねて 

なほ 一人の 詩人と なろ を 得た。 

シ- リイ はゴト ヰンの ハイネに マルクスの 友、 

詩人 はた だ 人、 人格の 力に 湧き 立た む。 

わし t 思 g も 定まらず、 逢 ひ 深き も 

じ やう J 

なほ その 胸に 一 片の情 あり 

かの ルヴ ソォの 精神より 踏み出して、 

善き 人格 の 輝きに 道 を 照らされ、 

われ も 一羽の 嵐の 鳥よ、 

プロ レタ リアの 戰の歌 をうた はむ。 

武藏野 の 小さな 停車場に われ を 見、"^ る 

老 アナ キ ストに 別れつつ、 心に われ はかく 叫んだ ( 

、しゃさし い 夫が、 その 熱愛して ゐた 


なくなった 妻の 命日に、 

花 を もって 墓詣り をす る やうに、 

おれ も 死んだ 戀の 記念日に、 いっか は 一度、 

心に 死んだ 女の手 紙 を 探し出して 讀 むで あらう. 

あの 我 手に 屆ぃ た 最後の 手紙 を" 

「はなれて 遠い 人 を © びながら、 

ぢ つ と 熱つ ぼ い 身 體を橫 た へ て、 

華やかな 町並 を 肩 をな ベて 

愉快に 歩いて ゐる 姿が 

つ いと 頭を橫 ぎって すぎる、 

—— たあい もない ロマン テ イシ ストよ。 

恐ろしく むづ かしい 義理 合 ひ や、 • 

なやましい までにうる さい；^ 恃、 

ある ひ は 悲しい 系累 がな か つ たら 

わたし は 世界 一 の 幸福 ものに なれたら うに、 

自分 の 身 體も心 も 思 ふに まかせぬ、 

赤裸 人の 歌 


五月の 靜 かな 夕暮は 悲し い あきらめで ある。」 

いっか は 一度、 生涯の 終りに、 

. おれ はこん な 女の 詩を讃 むだら う、 

そして、 その 華やかな 町の 中に 働いて ゐ ると 

かって 耳に した 女の 姿 を 想 ふだら う。 義理 合 ひや 

子の 愛にから まれ て 身動き 出來 ぬと いひながら、 

お れと 別れて か ら そ の 係 求 V. 捨 て た 女 を 。 

「飮 みすぎて、 すっかり 弱って、 

吐いて しまった 後、 齊 白い 顔 をして 

眞 赤な 一!j$ をして、 浴衣が けで、 

ぼんやり すわって、 床の 敷き か へられる の を 

待って ゐた姿 を、 わたし は 永遠に 

忘れる ことが 出來 なから う" 

さみしく 一  人 か へ つて 来た 汽車の 窓の 灯よりも 

なによりも あの わびしい： i 惑！ 

三 七 九 


男性から あんなに はげし い i を 

愛け た 事 は 始めて だった。 そして 恐らく 

これから 後に も あり 得ない 

ヒ つた 一度の 思 ひ 出で は あるまい 力 」 

そんな をさない 言 紫を讀 むで あら 5、 

そして、 苦い 微笑 をう かべる だら う。 

その 靑 白く 苦しげ にす わって ゐる^ 力 

おれの 最後 の姿 だと、 苦々 しげに 眩く だら う。 

大衆の 前に 熱狂の 手 を 振 上げて ゐる 姿で なく 

女の 前で 惱 ましく して ゐる 姿が それで あると。 

おれ は しづかに 女の手 紙 をた たんで 

その はじめからの 一束の 中に 加へ て、 

その 1 束に 默っ て 火 をつ ける だら う。 

そして、 その 灰になって 行く の を 眺めながら 

おれ も 今 か，^ して 灰になる の だと 思 ふだら う。 

そして、 {T^ しい 自分の 一 生 を、 一 瞬 顧る だら 5。 


三 八 0 


その 惱 まし い 1§ 鲈の 鼓動の 衰 へ を聽 きつ つ、 

自分の 香 もない 生涯に 現れた 二人の 女の 事 を 

今一度、 比較して 考 へる だら う。 

自分 を 本當に 愛して くれた の は 

どちらの 女 だら うと 考 へる だら う 

或 ひ は 二人とも 愛して くれはし なかった らうと。 

一人の 女 は 元の 男が いいと 云って おれ を棄 てた、 

一 人の 女 はおれと 別れてから 夫 を 捨てた。 

一 . ^は 司 瘘 する 迄にな つて やめて しまった 

一人 は i で來 たいと 告げて 遮られた。 

その いづれ を も 蓮 命 は 欲しなかった の だ、 

蓮 命 はおれの 悲痛 を 欲した の だ。 それでい いの だ 

一 入の 女 はやさし く おれ を 慰めて くれたが 

今 はおれ を 苦しめ 傷つけ た 女 カゝと 1-、 

お L の 救 ひ を 求めた 人 は 救 ひ 得る 境遇でなかった 


おれの 痛んだ 女 こそ 救 ひであった かも 知れぬ、 

あまりに 情の 息切れ を 嘆かれた 人ながら 

1 度 は 自分 を 愛して くれた 女 だもの。 

死なん とする あはれ な その 男 は 

かすんだ 眼で、 苦しい 情熱の 路を振 返って、 

その 迷 ひと 夢の 殘 りなく 消える の を 喜ぶ だら う。 

そして、 今 は 何 處にゐ ると も 知れない 

あの 悲しい 女の 幸福 を 祈って やる だら う。 

二人とも 幸福に なれさう もない、 然し 幸福で あれと。 

華 かな 文人と して 世に 時め く は 彼の 蓮でなかった、 

戀に むく はれ 戀に 死なむ と 狂 ひたち、 

女 を 求めて あがいた が、 それ も 彼の 運でなかった。 

彼 はやつ ばり 痛苦の 戰 ひに 生くべき 男、 

など 被抑誕 階級の レ， ウォルトに 加 はらなん だ、 

彼れ が 死ぬ 時、 それが 彼の 最後の 痛恨で あらう。 

赤 人の 歌 


X 

おれ は 打 たれる 子であった、 

いつも 打 たれた、 なぐられた。 

十三 歳から 十六 歳、 

山に 木の ない 朝鮮の 

赤土 道 を、 韓錢 さげて、 

草 梁、 釜山鎭 まで ぶらついた。 

みじめな、 青い、 瘠せ こけた 

陰氣な 少年、 それが おれだった。 

家 をた たき 出されて、 しくしく泣きながら 

仕事 をめ つけに ほっき 步 いて、 

飛込んだ 釜 山 日報 社に、 解版 小^。 

息 さへ 凍る 朝鮮の 眞 冬の 朝、 

活字 は 一 つ 一 つが 氷の かけら、 

十本の 指が 鉛と 置黑に 凍る" 

その 勤勞の 甲斐 もな く、 金 を くれぬ と、 

母親が 喧 f. を や つて 取つ てく る。 

三 八 1 


米屋の 小僧、 瘠せつ ぼち. 

一斗 入りの メリ ケ ン 袋が 二つ、 

これが どうして かつがれよ 5 力 

ひよわい 肩が メリ メリ 折れさうな。 

半 丁 行ったら 一休み、 また 半 丁、 

たうとう 堪らず はふり 出した 拍子に 

乾いた 土 に眞 白な 雪が 降る。 

おまけに 米 代、 くれはせ ぬ。 

要塞 司令部、 だんまり 給仕、 

走り 廻れ ど、 氣 はきかず、 

意地 わる コックに いぢ めら れ、 

つて こっそり やりな ほす 

切りよ がわる いおの 物" 

誰が 切った、 コック を 呼んで 來ぃ、 

副官 殿の かみなり？ i、 

どうして この 場 を 切りぬ けよ-つ 力。 


一一 一八 二 

それが いつでも おれだった、 

プ 口 レタ リアの おれだった。 

それ は 打 たれる 子であった 

何 か 事が 起る と、 まづ おれが 打た おた。 

誰か 盜みを すれば、 おれが 打 たれた、 

誰か まちが ひすれば、 おれが 打 たれた" 

？!! 命 はおれ を、 朝鮮 女の 洗濯 石、 

着物 を I せて 置いて 打つ 石に したの だ- 

(以下 三十 五打创 除) 

ra 幡の兎 だ。 へつ ぼ こ 鬼 だ。 

皮を剝 いて、 潮つ けにして やれ。 

この 憎、，， い、 いとしい 自分 を。 

あよれ な、 みじめな この 自分 を， 

こんな 奴、 こんな みじめな 奴" 

、， くら 見ても、 それが 自分と は。 


何とい ふ 運命と、 嘆いた は 昔の事よ。 

今 はこれ でよ し、 これで こそ . 目 分 だ。 

おれ は 死後の 詩人 だ。 生前の 名家で なし。 

それが わが 蓮、 わが 呪 ひ、 また わが 誇り。 

ただ かく ぞ めぐる、 日輪 も、 月輪 も。 

に N.rt-os ち ぐ わち めんぶち 

人生の 事 はた だ 是れ、 日 面徐、 月面 佛。 

イノ ヒメ ンシ ュ、 

イツ ヒメ ンシ ュ、 

おれ は、 氷 遠に 

イヴ ヒメ ンシュ か。 

いつも いつでも 自己中心、 

おれが おれが の 個人主義、 

それ は 恥 だ、 

それ は 迷 ひだ。  . 

赤 人の 1^  S 


ィ プヒ， イヴ ヒ、 

きりきり 消えて なくなれ。 

永遠の ィ.' ヒ メン シュ、 

それ ぞ 自分で つくる 牢獄。 

眞の自 .ffl 人 は 

自我 意識より 自由で あれ、 

ブ ル ジョァ の 財布の 出口より 

もっとち つ ぼけな ^ の 意識より。 

おれの 十 年の 敎義は 

おれ を 唯 我の m となした、 

ニイ チェ、 ス タンダ アルに 共感した 

昔ながら の 個人主義者 で おれ は 死ねな い ぞ。 

わたしが 死んだら 大 洪水， 

アン シァ ン*レ ヂィム の 大奶婦 

三. ail 


ボン パ ドウ ル 夫人の この 言葉、 

これ ぞ 個人主義者の ス P ォガ、 ン 

おれが 死んだら やがて 天國、 

みんな 幸 幅で あれ、 救 はれよ と、 

これ ぞ わが 世に 遣す 言葉、 

かくて こそ おれ も 喜んで 死ぬ" 

心の底に 深く 展を 張って るる 

個人主義の 名 殘りを も 掘り 棄 てると き 

おれ は はじめて 眞 人間 だ. 

友の 中の 友、 人間の 中の 人間な の だ。 

實錢 上の 超 個人主義、 

それ ぞ わが 終りの 薛 ひで ある。 

死 を 超克す る は 超 我、 同僚 滅が、 

A- ここ 減ぶ 個の 救 ひ あり、 發展 あり。 


X 


一八 九 二 年！  二 九 二 九 年、 

わが 名の 下に はかく 書け よ. 

三十 八 年- ただ 一夢、 

惡ぃ夢 をば 見た ものよ。 


ただ 一 生 は 夢に して、 

つかみし もの は 雲ば か 


or 


花も^ かずて 枯れ 杲 つる 

それ もさ だめよ * 是非 もな し „ 

いま は 心 も やすらぎぬ 

薄き 命 を ほほ ゑみて。 

わが 子の なき ぞうれ しけ.^ 


また この 苦 をば なしなん を „ 

われに 似た る は 世に なかれ、 

また 來ん^ にも あら ざれよ。 


おもへば 夢よ、 たま ゆらの、 

一八 九 二 年 11 一九二 九 年 „ 

人生 は みんな 蓮 だ、 . 

わが 蓮 はわが 呪 ひ。 

若し 文 蓮った なくして、 ， 

い たづら に 身 をば 刻みて 

あはれ むべき 一 小 詩人、 

しく 斃れ なば、 

その 灰 を {T^ に ふりまけ。 

墓 は 要らない。 

火 もて、 雨 もて 

床 裸 人の lJ§ 


天に 書け、 地に 謦け、 

靑き 墓標に、 

黑き 墓標に 

目に 見えぬ 文字 もて 

ただ 刻め、 

彼 は 苦しめり と。 

X 

色 は 匂 へ ど 

散りぬ る を、 ， 

人 は 迷 ひの 

道 を ふむ。 

いかに、 しょ 

の こる とも、 

わが 世 誰れ そ 

常なら む。 


八 ：.f" 


！ 5?： 爲の 奥山 

今日 越えて、 

無爲 のかな たに 

^^0は住む。 

ありし いのち を 

見 か へれば 

き 夢み し、 

醉 ひもせ ず。 

1 一一 3- 十六 日 11  二十 二日 (東京〕 


第 六 卷 

阿呆の 叛逆 

1 叛逆 者ビ H  n ォ のとん ぼが へり |» 


Ich  will  kein  Heiliger  ssin, 
lieber  noch  ein  HanswursL 
■  Nietzsche. 


兵士 は 銃 をと つて 死ぬ、 


農夫 は 鍬 をと つて 死ぬ、 


詩人 は 歌 ひ歜ひ 死ぬ" 


かの ビン ダ 口 スの死 を 知る や。 


あまた かたむく 耳の 前、 


琴と り 歌 ひ、 歌 ひっつ- 


歌の 半ばに 鶴れ なば、 


これ ぞ譽れ の 死ならず や。 


昭和 四 年 五月 4"!: 日 


第 一 編 


X 


* ん， 1  ふ 

ダラ 幹 タラ 幹 

もまに V.?  . ^ん 

I* 陀羅幹 

白と 赤との 

ダンダラ 幹 


政治 運動、 

黨の 維持、 

さき 立つ もの は 

^ばかり。 


妥協 も 方便、 . 

プル ジョァ に 

身 賢り しなけ り や 

できぬ." 金。 


淸黨 誰、 . 

分裂 主義， 

賢り 込み 摘發、 

除名 騷ぎ。 

ダラ 幹 攻擊、 

おん 出る までよ、 

萬 年 ダラ 幹、 

黨は 私黨。 


これが 政治の - 

からくりよ、 i 

黨と 名が つき や！ 

無產黨 さへ も" 一 


i のい いのは 

祭 動 大衆， 


いつも 搾られ  てくてく てくてく 

利用され。  てサ く.' て 

アメリカ ボ オイの 

ダラ 幹 ダラ 幹、  膝 栗毛、 

阿呆 陀羅 幹、  戀 のスタ アト 

やりそこな ふなよ  切ったなら 

デマ ゴギ ィ。  女のお 臍が 


X 

てくてくて ッ くり 

てく る路、 

通 ふ 戀路も 

なんの その、 

長い わ、 長い わ、， 

世界一， 

地獄と 天堂の 

あ ひだ ほど。 

阿呆の 奴 逆  . 


^界 一周 

して 来なら、 

お 嫁に なって 

あげます と 

女に 云 はれて ノ 

くるくると 

地球の 上 を 

ひとめぐり。 


5! 


や アイ、 や アイ、 

アメリカ ボ オイ、 

長いな、 長いな 

鼻の 下、 

さすが アメリカ、 

世舁 一 、 

tE 本 はダメ だよ、 

おれ も/ メ。 

男と みれば 

からみつく 

君 は 朝顔、 

なよなよ とひ . 


晝が すぎれば 

夜が くる- 

汽車で 经 つて 


電車で 迎へ、 一 

ころも 力 へ 力よ 

男で さへ も、 

きて は きられて 

ぬぎすてられる。 

それが 當世、 

不思議 はない が、 

なぜに いつでも 

晝 夜帶。 

X 


晝閑 夫人 

不良 マダム、 

みな ブル ジョァ の 

圔 の 花" 


ただ 愛撫され 

もて あそばれ、 

おのれ も晝は 

もて あそぶ。 

金で 買 はれて、 

金で 買 ひ、 

籠の 中での 

あそびごと。 

それ はわる いと 

おも はね ど、 

みな ブル ジョァ の 

の 花" 

X 

おれと いふ 奴、 

なんで また、 

阿呆の 叛逆 


愛の なかばに  ， 

のがれた か。 

あの また ミツルが 

なんで また、 

わかれて のちに 

夫 をす てた。 

のがれた 箬 よ、 _ 

遊びで ない に、 

金で 買 はれ も 

買 ひもせ ず。 

すてた 害 だよ、 . 

サ ラリイ マンの 

その サ ラリイ は 

足りぬ もの。 

I 一； 九 三 


金で かためた 

その ブル ジョァ の 

籠 を 出たがる 

鳥 も ある。 

ひろい 世界 を 

. 飛びながら、 

籠 を 求める 

鳥 も ある" 

浮世 さまざま 

人 さまざまよ 

それでつ まり は 

みなおな じ。 

金で 買 はれ も 

買 ひもせ ぬ 

戀も金 ゆ ゑ 


水と なる。 

戀は 光へ 

のびる 草、 

慰の こやしで 

花が 咲く。 

戀は金 ゆ ゑ 

咲いた 花、 

金が 絕 えれば 

すぐし ぼむ" 

戀 のあそび は 

金 ゆ ゑ 出来る、 

本氣 なり や ほど 

余が いる。 


戀の まこと は 

いつまで つづく- 

縞の 財布の 

つづく ほど。 

財布から でも 

戀路は つづく、 

戀は つづけ ど 

腹が へる。 

腹が へったら 

ぎいても 寒い、 

キスで おなか は 

くちなら ぬ" 

なぬか た： はん 

七日 七夜 

抱いて ゐた 


戀 もあった よ、 

死に もせで。 

いくら 抱いても 

苦しい ばかり、 

腹が へったら 

愛 もへ る。 

食 ふに 食 はれず 

わかれ も 出來ぬ 

戀の救 ひ は 

死ぬ ばかり。 

紅い しごきで 

心 をむ すび、 . 

水に 浮べば 

花が 疾くノ  ： 


Sk 豚 は 食 ひたし 

、命 は 惜しし、 

業が深くて • 

死ね もせず。 

金が 義 きても 

死ねない とき は、； 

戀を 死なして 

生き か へ る。 

金がなければ 

男 は 毛蟲、 

好いた 女 も 

*A り +*J 力" K 

きりょう よしなら 


三 九 六 

女 は 名 譽、. 

車夫の 娘 も 

玉の 舆 U 

金がなければ 

男 は 乞食、 

女何處 でも 

食べられる。 

乞食い やなら 

泥坊ば かり、 

えりい 紳士 は 

みな 泥坊〕 

X 

無錢 旅行 は 

男の ことよ、 

女お なかに 


金が ある。 

無 錢飮食 

男の ことよ、 ， 

女から だ を 

賢れば すむ。 

身 賢り 肉 賢り 

心 は 賢らぬ、 

それが 女の 

意地 だもの リ 

いやな 男の 

金 まきあげて、 

好いた 男に 

みつぐ まで。 


阿呆の^^ 


今日の 文士 は 

みじめな ものよ、 ， 

乞食、 

もっと 滑し。 

題 を 出されて 

註文され て、 

早くと せかれて 

書きとば す。 

, 「まく 書いても 

氣に 入らな けり や、 

ここ を かう しろ 

か， 「直せ。 


御無理御尤も 

へいへい へいで、 

御氣に 召す まで 


三 九 七 


直します ® 

それが いやなら 

用 はない、 

とつと と 失せろと 

突き出され。 

泣きの 涙で 

出る ビルディング、 

これが 生命の 

文 學か。 . 

好きで 書くなら 

13!; 乏 もうれ し、 

いやな こと 書き、 

恥 を かき。 

明 窓 t: 几に 


思 ひ を こらし、 

魂 こめた 

カざ 

文人 ごのみ は 

昔の 夢よ、 

今 は 職人、 

御用聞き。 

早い が 勝ちの 

大量 製產、 

ジャ アナ リズ ムの 

御意の まま。 

俗受 第一、 

色目の 稽古， 

それが 當世 

文學 修業。 


むかし 藝術， 

いま ナ ン センス、. 

その 日 その 日の 

風秦" 

箸が 二 本に 

ペン 一つ、 

衆寡 敵せ ぬ、 、 

それ は 洒落。 

今 は Ffj 本の 

ベ ン さへ 足りぬ， 

からの 頭で 

書き分ける。 

孫子の 代まで 

させぬ と 云へ ど、 . 

賢って 食 はねば 

阿呆の 逆 


生き りれ ず 0 

文士 稼業 は 

此^の 地獄、 

禿 筆へ し 折って 

首く くれ。 

X 

け ふび 

今日日、 詩人 は 

あはれ な ものよ、 

カット 代りの 

小唄 かき。 

きっちり 半 頁 

わりあてられて、 

寫眞の 説明、 

美人の 讃。 

コ； 九九 


やさしく 書く の 力 

少女 詩で， 

勇ましい のが 

少年 詩。 

それで 貰 ふ は 

はしたがね、 

それで 詩 維 誌、 . 

弟子 づ くり。 

a: 費 出版の 

世話 をして、 . 

頭 はねる も 

あると いふ。 

それに くらべ り や- 

宣傳 用の 

ジャズの 小唄の 


S 仏 行 節。 

映畫 小唄に 

電車の 宣 傳、 

ブ 七 ジョァ しぼる 力 

ぶク つと 增し" 

今日日、 詩人 は 

あはれ な ものよ、 > 

無 代の 詩 を 書き 

高い 米。 

食へ ぬ 詩ぢゃ もの 

反古 ぢゃ もの、 

小 つくり も 

ぜひ もな や。 

ぜひ もない と は 


知る ものの、 

どうで も 詩で 食 ふ 

覺 悟なら" . 

ナイトクラブの 

お 雇 ひ 詩人、 

客の 所望で 

近作 一 つ。 

手 ふり 首 ふり、 ， 

祝儀 を もら ふ 

男藝 者の 

なさけな さ。 

大道 ちょぼくれ、 . 

あの 演歌 師の 

勝手 氣 儘が 

まし ぢゃ もの。 


せめてな りた や- 

あ ぜ.； -ぽ 

あの 啞蟫坊 に、 

世 をば あざける 

歌うた ひ。 

やぶれ ギオ リン 

ひき ひきうた ふ 

社會 主義者の 

も ザ，； -ぽ 

啞螺坊 に。 

X 

鐵は火 を 打つ、 . 

TKf  、ね つ 

赤熱の 鐵。 

赤い 鐵 打つ 

鐵と鐵 との 


たたかへば 

ガ ン と 音して 

火花が 散る。 

やい、 失せろ、 

こん 畜生め、 

あの 火花が 

實 はおれ だ。 


1 度 飛んだら 

もうつ かまらぬ、 ， 

パッと 散って 

消えたなら。 

なぜに 氣輕に 生きられぬ、 

戀 は氣輕 なた は むれよ、 

ただ 瞬間の，  1 覺ょ、 
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充 たして しまへば それです むひ 

みんな 此 世を樂 しむ 中に、 

なぜに いつでも 苦しんで、 

缀み |SI んで何 こなる、 

苦悶なん ぞは 時代 後れ。 

時代 は變 つた、 モダ -I ティ、 

明朗 性よ、 バ アバ リズ ム、 

その 時. 勘定の 氣安 さよ、 

なぜに 宗旨が 變 へられぬ。 

古い 時代の からの 中、 

いまだに くよくよ、 氣 病み 沙汰、 

テンポの おそ さよ、 中 世紀、 

陰 議 性の 莫迦 野郎。 


X 


シネマ 見 ましよ かお 茶の みまし よか 

い つ そ 小 田 急で 逃げ ましよ か、 

都會 詩人の I 花 1_、 

S! 舍の 果てまで みんな 唄 ふ。 

これ ぞ 現代の 時蓽 詩人、 

時代の 詩人、 時の 詩 王、 

お まへ もやれ よ、 眞似 をし ろ、. 

金 も 儲かる， 名 も あがる、 

なぜに 隨 してつ くらぬ ぞ。 

その 勸め こそ、 おろそか なれ。 

おれに は 出来ぬ、 おれが その 柄 か、， 

それ は その 人、 おれ はおれ、 

おれ は その 才持合 はさず、 

ジャズ とレグ ユウと ハイ • スピ イドの 

その 現代に 合 はぬ こそ、 

おれの 宿命 だ、 おれの 意義 だ。 

そして、 おれの 敗北 だ、 死た。 

阿呆の 奴 逆 


おれ も 時事 詩人 だ、 時代の 詩人 だ、 

ただ、 おれ は 全く 違った 時代 詩人 だ。 

あ..： ゆる 金庫 を 肥やさん ために 

おれ は 現代の 偽 瞞と享 樂とを 謳歌せ ず、 

代 を： 杏定 し、 その 虚偽の 機構と 戰 ふの だ * 

おれの つく る^花 1- は、 直 傳料を 

資本家に よって 酬 いられず、 

熱ォ X と 死 もて 酬いら れ るの だ。 

詩人よ. 君 も 一日の 生命 を 知る か、 

賢ければ ぞ、 君 はよ く 知る。 

われ も 一日の 生命 をば 知る、 

また 一 日の 詩人で よし、 

新聞と おなじく 生れ 

新聞と おなじく 死ぬ る 

蜉游の 生 を 天地に 寄せて、 

永遠が、 君に 何ぞ や、 われに 何ぞ や。 

ただ 君 は 日 を 生きる、 われ は 今日 死ぬ。 

四0ー！ 一 


時代に 歩調 を 合 はしえぬ 

詩人の 悲しみ、 今日 も奏づ る、 

かの ブ 口 ォク、 かの ェセェ ニン、 

東に 來て は、 わが 胸に 哭く。 

滅びよ、 滅びよ、 昨日 も 今日 も、 

わが 十 年の 苦闘の 記念 も、 

また 今日の 惑 ひ、 傷み も。 

新生の 自由の 國 へ、 あこがれの 

ただ 一 牛〉 -擧 げて斃 るる 

病 馬 こそ、 わが 蹉跎 たろ 姿。 

われ は 常に 傷 恨の 人、 

われ は 常に 逆流の 人、 

われ は 常に 反抗の 人、 

眞を 求めて 世に 迷 ひ、 

實を 失して 死に 惑 ふ。 

これ ぞ この 世の わが 地獄、 

わが 敗北よ， わが 生の 意義- 


四 〇 四 

君 見ず や、 かの 時事 詩人 杜少 陵、 

江 頭 を 哀しみ 蒼生 を 傷む。 

白 頭の 亂髮、 垂れて 耳 を 過ぐ、 

短 衣しば しば 挽け ども 脛を掩 はず、 

三年 飢 ゑて 走る 荒 山の 道" 

鳴 呼 七た び 歌 ひて 悄 として 曲 を 終へ ども * 

詩卷 長く 留む 天地の 間"  、 

これ ぞ わが 前生の 人， 

これ ぞ わが 後生の 人、 

曾て は 社稷 を愁 ひ、 今 は 窮民 リ 

天地、 聲 ありて よりこの かた、 

人間に 詩人 ありて よりこの かた、 

草 も 木 も 水 もみな 鳴る、 

時事 詩人、 常に 嘆かむ。 

杜甫は 死に、 われ も 死ね ども、 

常に 一 人、 嵐 5 中に 叫ぶ もの あり、 

憤り、 怒り、 哭 せむ、 人間の この 不調和 を。 

七月 二十 I 日 11 二十 八日 (爽 京), 


第二 編 

今年 は 芭蕉の 葉が 短 かい、 ， 

肥料 を やらなかった ので、 

もう 七月 も 終る のに 

まだ 去年の 半分 ほど ものび てゐ ない。 

こんな 心細い 姿の ままで 

まもな く 破れ てし まふの だ らう か 0 

籐椅子に 背 を もたせながら、 

夕方の 緣 側から . 

かう して 庭をぢ つと 眺めて ゐ ると、 

おれ はしみ じみと 

自分の 一 生 を 思 ふの だ、 

みぢ めに 失敗した 男の 一 生 を …… 

H 呆 の 叙^ 


やりそこなった 生、 

やりそこなった 戀！ 

、ノ イネよ、 君 もさう 思 ふか、 

おれ もやり そこなった、 

これ は 失敗で はない、 慘敗 だ！ 

確かに 零點！ 

それ は 長い間の おれの 悲嘆であった- 

母親 ゅづ りの 愚痴， やめに しろ、 

おれ は 失敗した ので はない、 

おれと して 最善 を やった の だ。 

これが おれに 許された 最善であった、 . 

おれの 力の 限度であった。 

敗北で もない、 勝利で もない、 

おれ は おれらし くや つ ただけ だ、 

おれ はおれ 自身 を 生きた だけ だ。 

ただ 一 つ、 とり かへ し 難い 悔が殘 る、 

四 〇 五 


その 時機 を 失した 事 だ …； 

女に も、 ひに も。 

おれが 立 上った とき、 おれ は 傷ついて ゐた、 

おれが 死から 引返した とき、 

その 傷 はさら に 傷で 蔽 はれた、 

その上で、 新しい 戰 ひ！ 

劍を打 たれ て鬪 場に 追 ひ 出される 

闘牛の 憤怒！ 

裂けた、 裂けた、 裂けた、 

連る、 血の 噴水！ 

斃れ、 また、 起き 上る 1 . 

牛の 隨， 牛の 絕望 的勇氣 I 

よそごとに 想 ひ ゑが いた、 

それが おれ か！ 

靜 かな 夏の 夕方、 


四 〇 六 

さ ゆらぎ もせぬ 庭の 綠 にむ かふ 

おれの 眼に、 その 慘澹 たる 光量が 映る、 ！ 

去年， おれが 痛み 傷いて 

心の 裂ける と 同時に 裂け はじめた 

その 芭蕉の 葉をぢ つ と 見て ゐる 眼に …… 

おれ は 椅子の 上に 身を搖 りながら、 

煙草 を 挟んだ 指さき をぢ つと 見つめる、 

恐ら くこれ が お れの 裂け 口で は あるまい か、 

この 五本の 裂け 口から 

いつも おれの 血 は 滴った の だ 

眞 白な 紙の 上に …… 

湘 南の 友達の たより を讀 みながら、 . 

今年 はじめての 無花果 を 食べ る" 

水無月 空 も 今日はう つ すらと 磐って * 


朝燒ぁ と の 名殘り も何處 となく 

初秋の おもかげが うかが はれる と 

友の 書いて ゐる湘 南の 夏 1 . 

江の 島の 棧 橋の 下に 戲れる 波 を 

想 ひやりながら、 手に とりあげて 

二つに 割る と， 無花果の 中 は 白い、 

處 女の 心の やうな 粒の かたさで 

薄紅に ちかい ク リイ ム いろが 

1^ に 甘く、 舌に 殘る匂 ひ は 

失 はれた 少年の 日の 夢で ある。 

日本海に 面した 一 條の 道が うかぶ、 

大山の 山 港が 海に 入らう とする 處、 

波に 喷 まれる 巖の 上、 御来屋 近く 1 

うしろに 崖 を 負うた 一 軒の 稾屋、 

軒 傾いた 茶話の 臺に 置かれた 鉢に 

山の やうに 盛られた 無花果の 匂 ひ- 

二十 年 をへ だてて 今 ここに かへ る 

阿呆の 叙 逆 


沖に は 二つ、 藍 玉 か、 隱岐の 島影， 

ひととき 

わが 物の やうに 眺めながら 過した 一 時の 

そのお も ひでを 味 は ひながら。 

手の 皮 を 置いて 讚む、 S の 手紙、 

ああ、 それ は あまりに 近い 思 出で あ 60 

片瀨の 隅から隅まで 都會 人に 埋められて、 

新しい カフェ ェも 二つ 三つ 出來 たとい ふ、 

その モ ダ ゾ 氣分 を！^ に來 い と 友 は 誘 ふ。 

昔の あなたなら、 八月の 片瀬 などへ は 

なぜか 誘へ ない i うな 心 持が し てゐ たが、 

此 頃の あなたに は 見せたい 氣 がする とて。 

だが、 友 はつひに 思 ひ 至らぬ だら う、 

侮 水 藩の 娘 しげな、 脚 ながながと 

鞭の やうに 細い からだの モダン っカ アル を 

見たら また 古傷が 痛み 出す だら う、 

潮の 中に その 古傷 を 浸さう と は ー 
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彼女 は なぜ 今な ほ 自分の 悔 である だら う。 

カフ ェ ェに 33 たとい ふ 話 をした ときに 

わ が 善 い 友 は 行つ てみ たら どう だ と 云つ た。 

空しく 思 ひ 痛んで ゐ るより それ は 賢い のに、 

自分 は敢て 行かなかった、 行く を 恐れた。 

この 痛み は 彼女 を 得な かつ た悔で はなく、 

彼女 を 得る 力の な い li; 力 の悔 であるの だ。 

新しい 救 ひの 愛に 心すべ て 傾けつつ、 

その 救 はれの 力 さへ なく、 なほ 古き を 痛む、 

何とい ふ 救 はれぬ 心、 何とい ふ 無力！ 

わが 戀を 否定し 魔さん とする 圏 爭 意志 も 

ただ 自ら 更に 傷つけ る； H 己 へ の."^ 逆に 過ぎな い。 

此間 も來た 或る 友達 は、 みんな 入 生 を 

エンジョイして ゐ るのに、 君 だけが 

それ を しないの はいけ ない と 云った。 

おれ はた だ 苦痛 をのみ ェ ン ジョイして 来た、 

おれ は 苦痛 を昧は ひに 生れて 來た男 だ、 


四〇 八 

おれが 受ければ、 快樂も 苦痛に 變る、 

どんな 善い もの も おれの 手に入れば 惡 くなる。 

ゲェテ の 西 東 詩集 を 見て、 生活 的 宦官に 

生れた 自分 を 润んだ とい ふその 人 も、 

おれに くらべれば 遙か に 善く 生き た 人 だ。 

おれ は 生きる 力 ある 時に 生き る を 忘れ、 

戀し て はならない 時に 戀 をし た の だ。 

おれ は ドン. ファンでなかった、 

力 サノゾ でもなかった。 

彼等の 生涯 を」 数み 讚へ る 

みぢ めな 失 戀の詩 入に すぎな いの だ。 

むなしく 無花果の 葉に つ つ まれて 

おれの 生涯 は 葬られる だら う" 

ば り 

エデンの 園の 初 熟の 無花果， 

時お くれに 摘み 味 ははう として、 

忽ち 追放の 鞭 を 受ける、 

ジャズ の 世界に 於け る 末世の アダムで あら .w- 


殘る 一 つ の 無花果 を 割りながら、 

これ は 女の 肉で はない の だと 思った。 

おれ は 最も 芳醇な 生の 無花果 を 

つ ひに ははず して 死ぬ 人間 だと 思った。 

君 知る や 

心の 白 さ、 

ひえびえと 

素 燒の壺 の 

白けた る 

心 を もちて、 ， 

永り たる 

いのち 抱きて 

世 を わたる 

人の 寂し さ。 

阿呆の 叙せ J  , 


わが 心 

日に 白け ゆく、 

しらじらと 

笑 ひも すれば 

つ めた さ を 

人 は 咎めつ、 

ぁぢ きな き 

世 をば ふると も、 

夜 は ひとり 

泣く とも 知らず。 

{E きもの、 

白き 心の 

わびし さよ、 

今日 も 人妻、 

づ *s 

ふたり 夫 

もちて ゆきか ふ 

かの 人に 


0 

九 


會 ひて 語らむ、 

白々 と 

冴えし 痛み を。 

君 はいつ でも ふたり 夫、 

ひる づ X ぶづま 

晝は晝 夫、 夜 は 夜 夫。 

ふたつの 家の ゆきか へり、 

いつも 事な く 微笑みて。 

. つま 

わが 夫なら ぬつ まが さね、 

それ はむかし の 武士の 妻。 

今 は ジャズの 世、 遊びの 世、 

戀もラ ン チ に 似たり けり。 

君 を 怪し やとお も ひし は 

世に おくれた る われな りし、 

愛 を 二つに わかちな ぱ 


R  I 〇 

君 ぞ！. 世の 妻 ごころ。 

君が 微笑み 見る とき は 

こと 

異なる 人の しのばれて、 

言に こそ 出ね、 胸のう ち 

われに 佗しき 思 ひ あり。 

など 君に 似ぬ かれな りし、 ， 

かれは 君 を も 凌ぐ とも、 

などお ろかに も わが 心、 ， 

づま 

s;:- と 日 夫よ と 痛みし と。 

秋草の 花の やうな マダムよ、 

あなたの 心 は 白い。 

今、 わたしの 心 も 白い、 

つめたい、 柁 しい 心です 0 


わた し は あなたに 多くの 罪 を 負う てゐ た、 

あなたの 美 を 認めなかった ために …… 

然し、 それ は 悲しい 誤解です、 

わたし は 最も 美 を 愛する ものです。 

ただ、 わたし は あなた を 彫刻家の 

モ デ ル を 愛する やう に 愛した の です。 

あなたの 良人 は 男性の 善い 部分ば かり を、 

返 屈な 部分ば かり を もって ゐ ます。 

あの 申 分の ない 良人に 何の 不滿 があって 

と は、 わけの わからぬ 女の 云 ふ 事です。 

「永遠の 良人」 の 妻 は、 永遠に 滿 たされない 

深い 深い 井戸です、 沙漠の 河です。 

或ろ 皮肉な 口の 惡ぃ男 は 云 ひました、 

あれ は 食 ひ 荒された 皿 だよ と。 

あなたの 御馳走に なった 男 は 何程 だら う、 ， 

がつがつした 男た ちに 食 ひ 荒され て 
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あなた はます ます 料理に 上達した とい ふ" 

食愁 がお こりません よ、 と は 非禮の 言葉、 

わたし は 唯 あなたの 良人^ 愛する のです。 

わたし は 食べられな いのです" 

わたしの 胃の 腑は 消化 力 を 失って ゐ ます。 

わたし は 今、 女の 肉 は 要らない、 

{a 分 の 白い 心 を 料理して 食べて ゐォ 子。 

これ をす つかり 食べつ くしたら、 

今度 は 自 分の 肉 を さ いて 食べ るつ もり です- 

かなりし わくて ま づぃ肉 だが …… 

氣の 毒な 男 だと あはれんで 下さい、 

だが、 皮肉な やりこめ あ ひの 相手が 

こんなに いく ぢ なくへ たばって は 

あなた も 少し は 寂し いでせ う。 

あなた はわた しの 好敵手でした、 

わた し は あなた を 愛し てゐた の です。 


ただ、 わたしに 一 つの 弱 SI を もって ゐる， ， 

あなたの 白い 心 は 食べたくない …… 

白磁 の壺に 搏 され た 草 は 眞蒼、 

アスパラガス は 細く、 ゲ リイ は；！^ 草に 似て、 

楚 々 たる 影が 卓の 上に 搖ら ぐ、 

この 寂しい 夏の 眞晝. 

わたしの 心 も滿た され ぬ い 井戶 です、 

その 底に 多くの 女の 影が さし ます。 

熱愛して， つ ひに 愛し 切れなかった 女、 

いた はり 合って、 救 ひ 合へ なかった 女、 

その 間に、 なぜ ほかの 女の 影が さす か、 

なぜ わたし は あなた を 思 ひ 出した か。 

わた し の 心が 皮肉に な る と 

いつも あなた を 思 ふので す、 

わた し は 自分の 戀を癒 やすた め に 

いつも あなた を 思 ふので す。 
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心の 白い あなた を ひ 

秋草の 花の やうな マダムよ、 

あなたの 心 は 白い。 

今、 わたしの 心 も 白い、 

つめたい、 ijd- しい 心です。 

S に は 花の やうな 夫人が 澤山住 ん で ゐ る リ 

自動車で 大阪に 出かける 豪華な 夫人 も あり、 

情熱 的な 歌 を 作る 才色す ぐれた 夫人 も あり、 

停車場に 夫を迎 へ に 行く 貞節な 夫人 もあった * 

最上 層は大 阪大 會瓧 の 重役 夫人 か ら、 

月收 百圓 ー2: 外の サ ラリイ マ ンの 妻まで I . 

そして、 彼女 は 最下 層の 蘆！！ 夫人であった。 

高 商 を 出て、 英國 人の 商館に 勤めて、 

や つとの ことで 妻と 子供 を 養ふ靑 年、 


これ もな ほ 幸運な 一 人で ある。 

多くの 秀才 は、 家 產 を 學資に 傾けて、 

大學を 出て、 なほ 自分 一 人 を 養 ひ 得ない、 . 

この 現代の 不合理が、 慮屋の 健康地 帶に 

い かに 不健康な 思想 を 培 か つた か。 

妻の すべての 我 條 を 許容し え て も 

なほ 足らぬ、 愛な くして 結ばれた 結婚 は 

金の 鎖で しっかりと 結ばれねば ならない。 

金の 鎖 を もな ほ斷ち 切つ て 飛ぶ 小鳥 も あるに- 

野放しの 鳥、 彼女 は なぜ 飛びえなかった か、 

生れた 家と 父の 眼が 彼女 を とら へ てゐ た。 

ly  さと 

彼女 は 蘆 に&: ともして 愚かな 蟲を 誘った。 

濱 蘆屋、 海 樂園內 とい ふその アドレス を 

樂 しんで、 すぐ 手紙の 封筒にまで 書いた 

こんな 愚かな、 救 はれぬ 心 もあった。 

四 五 年 も 置！ i に 慣れた 夫婦の やうに、 . 
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愚かな 男と 愚かな 女と が、 家を！！^^て、 

二三 軒 見て 歩いたら、 女の 白 足袋 も 

男の 黑 足袋 も 裏が 眞黑 になつ てし まった。 

すぐ 海に 出られる 小路の 奥の その 家、 

それ はとても 复 暑さうな 家であった、 . 

海の 眺めが 前の 家で ふさがって ゐて、 

一 一階の 十疊は あまり 廣 くて 落着かず、 

下の部屋 は 更に 息詰まり さう だった。 

それでも 何 處が氣 に 入った のか、 

女 はわけ もな くこれ にきめ る わと 云った。 

海へ 出て 砂の 上 を 行き、 遊園地の 

松林の 中 を 歩きながら、 女 は 云 ふ、 

どうし ませう か、 家赏が あんまり 高い のね、 

それに あのお 婆さん、 感じが わるい わ。 

それき り、 家の 事 はなん にも 云 はず、 

今日の 遊びの こと を： K ふ、 1^  くな つても いい わ" 
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ねえ、 今日は 大阪へ 行き ませうよ。 

いや、 今日は、 電話で 約束した の だから， 

两灘の あの人の ところへ、 

ぜひとも 行かねば ならぬ から …… 

1 緒に 行か うぢ やない かと 男が 云へば、 

さあと 考 へて、 女 は 强く首 を 振った、 

わたし 行きたくないの、 何だか 窮屈 だもの、 

それに 變な 目で 見られ さう で …… と、 

こんな 時に、 わざわざ いはく ありげ なよ その 女の 

家へ なぞ 訪ねて 行く 男の 氣 持が 怨めしかった。 

蘆 展川を はさんで、 太 立に 圍 まれて、 

ブル ジョァ の 洋館が、 廣ヽぃ 庭 を 取 つ て 、 

あちらこちらに 美しく 聳えて ゐる。 

川に 面した 宏壯な 石の 門の 前に は 

一 臺の クライス ラァが 悠然と とまり、 

遠く ど こやら に ピアノの 音 もす る  


四 一 四 

松の 間 を 歩いて 行く 二人 は 寂しかった。 

蘆 11 に は 花の やうな 夫人が 澤 山 住んで ゐる。 

彼女た ち は 美しく 飼 はれて、 愛玩され て、 

多少の 返 屈 を 割って 人生の 幸福 を飮 む。 

その 樂 しい 日々 の 祭の 輝く ところに 

寂しい 戀 人達が 互 ひの 心を讀 みかねて 歩いて ゐた 0 

彼女 は 貧しい サ ラリイ マ ンの 妻であった、 

彼 は 痛み 傷ついた 貧しい 詩人であった …… 

X 

置屋は 住む に 

よいと ころ、 

ただ、 プル ジョァ の 

別莊 ばかり。 

ブ ル ジョァ ならぬ サ ラリイ マ ン の 

妻と、 ブ ロレの 詩人 ゆ ゑ、 


身 はもお も ふに まかせず て、 

相 死ぬ までに 燃え もせで。 

歷屋 は戀に 

よいと ころ、 

ただ、 ブル ジョァ の 

e^- 莊は 力り。 

かの 關西 社交界の 花形だった 

蘆屋ず まひの 博士 夫人と、 . 

戀の テナ ァの海 越えて 

つ ひに 結びし 夢 も あれ どリ 

飽かず わかれて 

逢 ひもせ ず、 

君 は 置 も 

捨て去りぬ。 
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箱 根 を il に 越え まじと 

ふかく 心に さだめて は、 

わが ふるさとに 歸るさ へ 

よしなき もの を、 西 なれば 0 

あまりに 心痛ければ 

また 踏み はみ じ その わたり、 

涙の あと を さまよへば 

いのち そのまま 絕 えぬべし。 

廣き 日本 も 君 ゆ ゑに 

ただ 半ばと ぞ なりに けり、 

わが 心さへ その 半ば 

君に 奪ら れし ここちす る" 

國は 半ば をの こせ ども、 

心 はいかでの こるべき、 

君が 捨てた る その 半ば、 


m 

m  ,m 


箱 根の 西に 埋められぬ。 

なにも 思 はず 事 なげに 

蘆屋に 住める 人々 は 

いかに この 世 をな がむ らん、 

世に めぐまれし 身と 知らで" 

去年 苦しみし 夢の あと， 

いま ひとたび を 見た やと は 

おも へ ど 見なば たちまちに 

心？ な 力ぬべし。 


廣 屋 は 海と 山の あ ひ、 

美しき 人 あまた 住む、 

その美し さ 見る ごとに 

^みは さらに 深から む。 
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その 名聞く だに 胸の そこ 

針 刺さる るが 如くなる 

人 ありと しも 知らず して、 一 

蘆屋に 住める 人の 羨し さ。 

蘆 屋の海 は 今い かに 

夏の 日 かげに 鰾 かん、 

その 濱 あるく 人妻の 

姿 今年 は 見えず とも。 

海の ほとりの 松林， 

松の 中なる 貸 別莊、 

ふたり 借りむ とせし 家に 

いかなる ふたり 住む やらん „ 


ひと 夏 そこに 暮 しなば 

のち 死ぬ とても 悔な きを、 


飽かず 別れて、 かけちが ひ、 

相 合 ふ 事の かな はずて。 

はなればなれに 世に 痛み、 

君 は 破れし 家の ため、 

われ はわが ため、 相 見ず て 

わかれわかれに 死ぬ 身と は。. 

彼女 を 夢に みた、 

彼女の ために 苦しんで ゐる 男の 夢 を。 

寂しい 結婚 生活の 一 場面で あつたか、 

鲁 

砂地の 上の 宿りの 畫 であった か。 

後から 肩 を かかへ て 

部屋 中 をつ いて 歩きながら、 

上から のぞき 込んで 見た ので、 ， 

顏が ひどく 長く 見えた。 

阿呆の 织逆  1_ 


泣いて ゐた のか、 笑って ゐた のか、 

それ は 知らな い 11 ただう つむいて。 

むかう の 窓に 

妹 夫婦が 住んで ゐた。 

ふと 大きな 聲で、 

女 は 妹に 何 か 話しかけて、 

破れる やうに 笑った。 

その 話し方と、 笑 ひ 方と は、 

まぎれ もない 彼女であった。 

いかにも 少女の やうに はしゃいで、 

大變な 事の やうに 息 を はずませて .：：• 

男 はいつ も 手 持 無沙汰 だ、 

思 ひきって 接吻 もで きない。 

苦し さう に、 女が 壁に もたれて 

肩で ちょっと 息をして、 男 を lE^ て、 
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寂し さう に、 にっこり 笑 ふ。 

その 男 は 捨てられた 夫で あつたか、 

妻の 實家を 補助で きな いため-」 

妻 を かせぎに 出す 男で あつたか、 

それとも、 夫に ならう として 

夫に なりえなかった 男で あつたか。 

夢 は 寂しい、 自分の やうで 自分で ない、 

彼女の やうで、 また 別の 女に もなる。 

人生 もつ ひ に は 夢になる だら う、 

個人の 意 11 も、 どうで もい いの だ。 

ただ、 彼女 だ、 彼女 だと 

いつまで 思 ふの だら う。 

もう、 みんな 淸算 されて しまったのに、 

まだ， 何が 錢 されて ゐる のか。 


四 I 八 ； 

まだ、 彗星 は 通り過ぎな いの だら うか、 一 

地球 は い つ まで 彗星の 尾の 中に  、 

眠りつ づけて ゐ るの だら う。 

二 年 目の 八月が 来て しまった …… 一 

一 

夫の ためより 親の ため、 I . 

そなた はやつ ばり 古い 日本の 女であった" 一 

どんなに 若い 男 をお びき 出しても、 . 一 

神 戸から 東京まで 旅費 を 出して、 一 

外套まで ぬいで みついだ 男で も、 一 

つい ぞ身體 を ゆるし はしなかった。 』 

愛 はた だ 父親に だけ そそいだ 女だった。 ， 

あの 子 だけ はそんな 事 はない と 

いつも 子 をば 信じた 父の 愛、 

裏切った か、 裏切る よと 見えて、 一 

それ もやつ ばり 父 ゆ ゑであった" 


家の ためなら， 夫 を 捨てて、 

親の ために は 身 を も 賢る、 

そなた はやつ ばり 古い 日本の 女であった。 

三の 宫 からの 歸 りの 汽車で、 

夜學通 ひの 弟に 會 つて、 

うれし さう に、 何と そなたの 話した こと！ 

住吉で 弟が 下りたら、 こちらへ 來て、 

「晝は 勤めに 出て、 ああして 夜學に 通って 

い つも 今ごろ 歸 つて 行 くんです もの、 

可哀想よ」 としみ じみ 云った。 

蘆 屋の驛 から 廣ぃ 阪神 画道へ 出て 行きながら _ 

らち 

「わたしが 家へ 行く の を 

あのひと がそれ は 嫌 やが るの、 

そのく せ、 妹 や 弟が こちらへ 來 ると 

大變 歡迎す るんで す」 と 話した。 

その 夫の 心 持 はおれに も わかる、 
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資 がへ， 父へ とか かる 妻の 愛 を嫉む 夫の 心！ 

そんな 話 をつ い 事 も なげに 聞きながら、 

おれ は 直下に、 そんなら おれ は 何 だら う、 

おれ は 一 體 誰を嫉 めば いいの かと、 

何 とも 知れ ぬ 複雜な 寂し さがあった。 

妻の 實家 を嫉む 夫の ほかなる 夫！ 

だが、 彼女の 愛 は 夫に もな く、 おれに もな く- 

ただ、 その 父であった、 實 家であった。 

事業に 失敗した 妻の 父の ために、 

月 收百圓 の サ ラリイ マン 力 

そもそも 何が 出來る だら う。 

だが、 東京で、 職業婦人で 働いた とて 

そなたに 何が 出来たら 5.- 

今、 道頓 堀の カフェ ェで、 一人の 女給、 

それ は 家の ゆるしでした 事 か。 
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女の つとめ はた だ それば かり、 

も は や 女給 も やめた であら う。 

多少 そ の 名 を 世に 知られた 

貧乏 詩人の 妻な どよりも、 

もっと 氣 のきいた 地位 は 得られる もの を。 

よかった の だ、 みんな そなたの 爲 めに は 0 

おれ はた だ、 默 つて 死ねば よい。 

「いつもう はべ は 笑って をれば 

底の 心 は 人知らず」 

そんな 詩の 句 を 愛して ゐた女 だ" 

あれが あり ふれた 女の やうに、 

身の上 話 をした がったり、 

しみじみと 身の 苦しみ を訴 へ たり、 

本 當の底 をぶ ちまけ たなら、 

男 は どんな 心に なった か 知らぬ。 


四 二 〇 

今 は、 その いぢら しい 誇りの 高さ ゆ ゑ、 

あはれ も壻 さり、 恨み も 出る" 

あれ はさう した 世帶 じみた 話が 嫌 ひであった。 

實際 的な 事 は 何でも 云 ふの が 厭やで、 

憂き も 苦勞も 心に 秘めて、 

いつもう はべ は 笑って をった。 

あれ は 秘密 性な 女であった、 . 

ほんとの 底 は 見せない 女であった。 

肌 も 見せない、 心の 肌 も、 

「今に 見せて あげる わ」 といって  

心の 肌 を 見せたなら、 

そこに あるし み をし みと 思 ふな， 

美しい 愛 だもの を、 

そなた を 女王に する 愛 だもの を。 . 


あからさまに， 

あからさまに —— 

みんな 云へば よかった" 

愛する ものの 苦しみ を 

愛 はお のれの 身に 痛む。 

やっと 最後に、 もう 堪 へられず、 

心からす がりつ いた もの を" 

運命の 意地の わるさよ。 

その 言葉 は 途中で 消えた、 

火に 燒 かれて …… 

だが、 駄目 だ、 よしと どいた とて、 

女の ために、 一 人 を 獲る ために 

身 を 粉に しても 働く やうな、 

おれが そんな 殊勝な 男であった らう か、 

それに はおれ は あまりに 傷ついて ゐた。 
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三月 は、 まだ 花が あった、 

五月 は、 まだ 綠 があった。 

それが 過ぎて、 みんな 過ぎた。 

秋 は 病んで、 傷を殘 した。 

女よ、 そなたの 笑 ひ はネ； しい。 

どうして ゐる だら う、 

まだ 笑って ゐる だら うか。 

.1^ 中 にこつ そり 泣く だ ら， 「か。 

おれ を 憎んで ゐる だら うか、 

すっかり 忘れて ゐる だら うか。 

おれ ももう お ま へ を 忘れた い ， 

おれの 笑 ひも "ん しい もの だ。 

逝け る 作家 芥川龍之介の 共に 死 を 一?-2 りし 

女人 こそ、 I- なりし をと、 われに れる 

女 ありき。 まもなく 狂 ひて、 久しくな に 
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がしの 病院に ありし が、 病 癒えて、 いま 

千 葉の かたに あり、 社會 主義者 中に その 

人 も あらば、 結婚して、 新 生涯に 入らん 

とねが ひっつ あ D と 聞きて。 

猫 をいだ ける 狂女 あり、 

いかに 見ます や この 姿 

を かしから ず や、 愛でた やと 

女 は 笑 ふ 月の 庭" 

わが 語りて しその 人 は 

心 あまりに 弱 かりし、 

つ れ なき 人ぞと おも へ ども 

絕ぇ 入る ほどに なつかし や。 

ひ Z. 

日 も 夜 も、 今 も、 その 人 は 

わが 目の前に 立ちた まふ、 

あれ あれ、 そこに 悲しげに 

立た す を 君 は 見 まさず や。 


女は樹 かげ を 指させ ど、 

われ も 見知れる その 人の 

睫毛 は 長く 眼の 淸き 

鶴の 姿 は 見えず して。 

人 は 逝きけ り、 戰 ひに 

欺れ て 花と 散りに けり、 . 

あまりに 早く 名 を 成し て 

あまりに 早く 夢 さめぬ。 

入 は 逝きけ り" 世 を 恐れ、 

世に 傷つきて た をれ なば、 

にごりの 蓮の 清く とも 

折れて 悲しき 智慧の 眸.^ , 


1^6*-ラ み，？ なみ 

湘の 南 、 若う して 

拔 手を切って 泳げ ども、 


f 潮 呑まむ と犇 めけば、 

戀 はいの ちの 土用波。 


など かく 醉 はぬ 君な りし、 

心 抑へ ての がれし も 

病みた まへば ぞいと しゃと 

女 は 猫 を かきいだ く。 

君 は 名 古屋の 生れ ぞと 

聞け M なほ さらいと しまる. 

するどき 才を めぐまれて 

愛の 日影 はめぐ まれず。 

かほ か セ；^ 

さわやか なりし 容姿 

すずしき il 曰、 冴えし 言葉、 

細き 姿 を 鶴と みて、 

君 も 折れた る なりけ り。 


1： 呆の鼓 逆 


君が 汪 ひし 秋より ぞ 

われ も 心の 病みつ きぬ、 

1..^ は耐 へし 世 なれ ども 

われ も 折れなん、 跛れ なん。 

猫 をいだ きて 君 立ちし 

その 庭 もせに 春の 來て、 . 

ゆるめる 土 を 踏む 人 は 

君が 如くに 細かり し。 

蘆 g をと めの 里より ぞ 

われに 来れる 女 ゆ ゑ、 

春 を 甲斐な くくる ひで てノ 

今 もい のち は 削らる る。 ， 


おなじ 名 古屋の 生れに て 

おなじく 愛に 破られし 

なさけの 人ぞ、 わがくる Q 
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癒 やさむ とせし i: も あれ ど „ 

あまりに 高き 誇り もて 

世に 生く る こそ 悲し けれ、 

あまりに 弱き 身 を もちて 

世に立つ ことの 難ければ。 

われ も 敗れぬ、， われ こそ は 

まこと 無 慰の 敗れ 二て、 

敗れて 勝てる その 人に 

欺れ の 敗れ 語りな ば" 

猫 をいだ きて 庭 を ゆき 

樹 の 間に 人の 影 指せし 

狂へ る 君が なりゆき を 

語らば 人の いかなら む。 


»  . ,  乙と 

わ 力なき あとに 女 ありて * 


四 二 四 


死 を 語れる はわれ ぞ とて 

狂 ひいでな ばいか ならむ. 

猫 をいだ きて 月の 庭。 


X 


切ない 戀を癒 やさう として 

あらゆる 女に 愛 を 分けよう とした、 

あだか も 洪水の やうに 漲り 溢れる 

河水 を 結 ひそめの 髮の やうに 分ち、 

海へ 事な く 導き 放た うと. 

幾 筋 かの 放水路 をつ くらう とした。 


切な い 心 は 流れ 過ぎる 水で なか つ た、 

堪 かれた 河の T に 湖水の 唇 を 高め、 

J«M づ. 

冬 ふりつもる 雪、 春の 消 J にす がり、 

罸を おそれる 細流の 忍び 逃る る も、 

海の 上げ潮 は 苦惱を 押し か へ し、 

さらに 鹽 辛い 悔を混 へる。 


女性の 心 は 放水路ではなかった、 

それ は 自ら 湧き あがる 泉であった。 

彼の 愛、 なほつ ねに 昔に つながる 一筋、 

それが いつも 彼女の 苦痛であった U 

それ を 痛みつつ、 なほ 純一 にあり えぬ こと- 

それが 癒 やしえぬ 男の 惱 みであった。 

罪に 打 たれる 心 は 山 巔に追 ひ 上げら る、 

うづ 

ひととせ 深く 埋めつ くした 永の 上に 

讀罪の 雪が 降る、 靑く 澄む 永の 上に 

白く、 淨く、 懺悔の 華 は 散り かかりて、 

苦み も 埋め、 愛 も 埋め、 裂け 破れた 戀慕、 

いま ー體に 凍りつ き、 靑空遙 かに 

n オラ ス ，！ 

魂 を擔ふ 天使の 合唱 は 響く …… 

寂しい 戀の 痛みより 

阿呆の^ 逆 


多くの 愛が わが かたに， おいた。 

わが 傷ついた 心 は 

バル サム を 塗って くれる、 

人の 目に 見えぬ 繃帶 を. 施して くれる 

微笑む 手 を 見出した。 

心 やさしい 女性 を、 接吻の 驟雨 を、 

傷ついた 冬枯れの 樹は、 

あまりに わが 近くに 見出した。 

水車の ある 川が 流れて、 

果て 知れず ひら い た 野が あ つ た。 

新しい 望み は そこに 芽生え、 

冬の 半ばに も、 

春 はか へって くる かと 思 はれた。 

たのしい 道 は 丘に のぼり、 

小さな 祠の 傍らに、 

曇天 を ささげる 疏 林の 中に、 

愛する もの は竊 きを 深め、 

四 1 一 五 


駄馬 もな ほ 1 度び 高く 噺く のであった。 

とせ 

1 年 病んだ 豫 後の 人が 野に 出る とき、 

囘 心の セント， フランシスの やうに、 

ま つ たく 新たな 光に 打 たれる であらう。 

戀 の 疾患 より 快 ii せんとす る もの は、 

何の 心 か、 ふたたび もとの 酒精 を攝 る" 

心 やさしい 夫人よ、 

わたし は あまりに 生に 疲れて ゐる、 

あなた はわた し を 生かして 下さいます か、 

生きる 價 のない この.^ 產者 を。 

然し、 わたし は あなたの 水車で ある。 

いつもい つも、 愛 は 薄かった と、 

あまりに 多くの 花に そそぐ 雨、 

風の 吹く がま まに 傾く 置、 

たよりが たい 男の 心で あると、 

夫人 はつねに 悲 みに 打 たれた。 


四 二 六 

それ は 彼が 旣に 破れた る 人であった からだ、 

愛 は 薄い ので はない、 脆い ので ある、 

ひびの 入った 花 I であった。 

彼 は 今、 ふたたび 悔 をいだ いて、 

なつかしい 女の やさしい 感情 を 想 ふ 0 

その 愛 を 受ける に 足らぬ おのれ を 思 ふ。 

夫人よ， あなた は 彼 を 許さねば ならない、 

彼 はな ほ {T^ しくめぐ る 水車で ある。 

X 

寂しい ものと 

寂しい ものと が、 

よく 風の 吹き 入る 

ふたりの 家で、 

春の ひと 曰 を 

花環 を 編む。 

それ は あなたの 戀 人の ため、 


これ はわた しの 戀 人の ため、 一 

どちらが 美しいで せう か、 

あなたの 花環、 

わたしの 花環。  一 

あなた はわた しのた めに  ： 

けっして 編んで は 下さらない、 A 

さう 云って 女は怨 む。 

いいえ、 わたし はかう して 

あなたの 前で、  j 

花環 を 編んで ゐ るではありません か * 一 

妻の 心 はいつ も 

嫉 みに 熱い の だ。  一 

あなた は 妻で あつ て はならない、 一 

あなた は い つ も 自由な わたし の 戀人、 一 

花環 を 編んで はならない、  一 

ただ 贈らせねば。  一 

阿呆の 叙 逆  一 


わたしの 戀が 古くなる と、 

あの 3^ に 洗 ひに 行きます、 

わたしの 身體が 白くな つて 

わたしの 心が 靑く なって、 

わたし は そこで 死ぬ のです。 

そしたら、 あなたの 花環の 中に 

わたしの 涙が いつも 宿ります。 

あなた は 勘忍 强ぃ、 やさしい 方です、 

この 贈物 を- > ^許して K. さいます でせ う。 

無花果の 葉に 蔽 ひっつんで 

この 果物 を あなたに 贈ります の を。 

無花果の 葉につつ まれて ゐて も、 

これ は 無花果ではありません。 

琊瑚の 苺、 

それとも 黄玉の 枇杷、 

四 二 七 


四 二八 


それとも 破れた 心鐵、 

それとも 涙の 晶 Hf 

または、 もっとつ まらぬ Bi^ 物 でせ うか、 

どうせ こんなに 押隱 されて ゐ るから に はと、 

そんな 風に 惡く 取って は いけません" 

、 J の 無花果 の 葉 を あな た は 許さねば な りません • 

あなたの ために、 

わたしの ために、 

さう でなければ、 この 果物 は 

にが 

おそろしく 苦くな ります から  

ひそかに 愛でし 君 なれば 

ひそかに 君 をお も ふの み、 

入に は 云 はぬ 戀 なれば 

歌 も 人に は 見せ ざら む。 

君に ささげし かずかずの 


ねが ひも 今 は あだなれ や、 

星 はみ そらに かがやけ ど 

いのち は 水の 泡に して。 

宵々 てらす 轚 火の 

はかなく 草に 消 ゆる ごと、 

つ ひに 憂 ひもね むりな ば、 

君 は 風に も 祈るべし。 

心の底に 祕 めたり し 

君が 名 こそ はた ふと けれ、 

ひらく ときな く 閉づる 眼の 

中に ぞ君を 率て 行かむ。 

君た をれ ます そのと き は、 

生木の 枝の 裂かる るに 

似た る 痛み をお ぼ ゆと ぞ、 


君 はかたり ぬ 道す がら。 

称の みち は盡 くると も 

盡 くる は 惜しき 夢な りし、 

いま ひとたびと おも ふまに 

夢 を ささ ふる 身 は 折れぬ。 

細く かよわき わが 身 こそ 

蘆の たぐ ゐ とお ぼさず や、 

大木の 枝 は 裂く ると も 

裂く るに 呼ぶ 力 あり。 

かの 川風に なびく 蘆 

祈る るけ しき は 見えざる に 

など 折る ベ きとの たま ふか 

あまりに 夢のお もければ。 

I： 呆の魏 ？？ん 


心 は 熱き 君 なれば、 

世の わずら ひに ほ だされて 

あまりに 薄き なさけ をば、 

さびしと いかにお も ひけむ， 

世に立つ 力な ほ もちて 

なほよ き 業 をな しなむ と 

君 はわれ をば たのみ けん、 

つま ごころ 

その 妻 心 知る もの を。 

愛 も 力 も 薄ければ 

^くるに 足らぬ 身 なれ ども- 

男 ざ かりにた をれ なば 

可惜と 君 はなげくべし。 

われ をば 经る葬 ひの 

叙に もまして 悲しき は、 

冬の 木の間の 風の ごと 


九 


胸のう つろ に 鳴る 音よ。 

わが 籍れ むと せし ときに 

われ を ささ へ し 人 ありき、 

わが 踏み迷 ひせし ときに 

あかり 照らせし 人 あ り き。 

女 ごころ は 知らね ども 

なさけ は 君が ものな りし、 

風に も 雨に も わが 上 を 

安 かれと こそ 祈りし か。 

男に 力な かりせば 

女の 愛に あた ひせず、 

弱さに 君 をき ずつ けし 

さち 

しれもの などて 幸 あらむ ひ 


四 三 〇 

いのち を かけて 戀 わたる 

若き 淸水も 酒れ はてて、 

見果てぬ 夢 もの こらねば、 

今 ぞ世を 去る 時と 知る。 

いくたび 夢に あこがれて 

いくたび 人に きずつきし、 

おろか なれば ぞ、 こりず まに 

迷 ひの 夢に あざむかれ。 

おろかと 知れ ど 寂し さに、 

迷 ひと 知れ ど 床し さに、 

またまた 人に 求めよ る 

男 は蟲に 似たり けり。 

かげ 慕 ひて 飛び 入らば 

娥は いさまし き 神な る を、 


翅 やかれて 引き かへ す 

蟲ぞ みにくき 人の かげ 。 

ああ、 あはれ にも おぞましき 

われな りし かな， いく そた び 

飛び 入らん とて 逃げ去りし 

みにくき ものの、 われ ぞと は" 


晝は 糊、 夜 は 河鹿、 

山 ，ほ 合の 香りに むせて 

溪 流の ひびき 枕の 下に、 . 

山 また 山の 重なりて、 

わがた めに、 ささが にの 

いぶせき 絲さ へ はら ふ 人な く、 

實に、 君 遠し、 あまりに IP し ■ 


かくていつ までながら へ なば、 

いかに 立つ とも、 生きながら 

地獄に 墮 ちし 身なら ず や、 

われ を 救 ひて、 人よ 死なし め。 

七月 二十 五日 ——. 八月 三日 (東京) 
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とづれ 

その 人の 山の 消息、 

あまりに 遠き 人の お とづれ。 

山の 宿、 水の ほとりに 

ただよ ふ は 君が ためいき、 

風と なりて われに 觸る るか „ 

また 得が たき 人と おもへば 

風 を すら 息と 捉 へむ。 

箱 根 を 越えて、 君 は 住む、 

ただ 五 時間の 汽車の 旅、 


B  の 叙 逆 


近し と 云 ふか、 荆 みち 

、とせ 

踏み分け 行かば 幾年 か。 

山の 宿よりか へ ると も 

ひがしに 向かぬ 足 なれば、 

君し 来る は 夢の たま ゆら。 


あまりに も 弱 かりし 

あまりに 正直な りし 

春 のた めら ひ、 今ぞ悔 むと、 

悔 多き 君 は、 女 か、 

淚 もろき 女よ、 君 は、 . 

ほと ほと と 叩く  Ife に 

今 もな ほ われ をお も ふと。 


その 罪 はわれ こそ 負 へれ、 

かの 日な ど 行 かざりし か。 

今 は さら に、 しょはり て 

死ぬ とい ふねが ひも あれ. と、 


ran ニニ 


わが 行く 道に 君 こそ は 

など 重き 鎖と からみ、 

海路より われ をと どむ る „ 


夏 空の 虹の ごとくに 

はや も 消えて か へらぬ 人 は 

難 波 Ik よしあし 知らず、 

かなしければ、 思 ひ 出さ じ〕 

夕月の 今 も ほのめ  く 

君 なれば、 われ を 照らす や、 

ひととせの 夢 も 遠き に。 


遠し、 遠し、 すべて は 遠し。 

たは むれて 泣きつ る 入 も、 

手 をと りて 死 を 語りし も、 

みな 失せて， のこせし 人の 

風に 搖 るる 蝶 をと らふる 

さ さが に の 絲も はら 11 ず、 


たのみて し 業 も ra. 斐 なし。 

十 年の 孤 獨、 その後 ぞ 知る 

今ぞま ことに 孤獨な る を。 

地の 母の ふところの ごと 

あまりに も 孤 li なる を" 

未だ 生れ 出ぬ 子の ごとくに 

うごめく を あはれ とも 見よ、 

君 遠し、 あまりに 遠し。 
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五月、 薔薇 さへ： Iff^ たと し、 

まづ、 根を斷 たれ 離れた ひと、 

その 救 ひまた Ml しうて 

ゑに しの 絲の絕 えた ひと、 

斷 たぬな さけの たよりして、 

私の 心の 記念日に 

臨濟 寺に まゐ りました と 

阿呆 G 叙 0 


ほのかに もった へた 言葉， 

うれしい は、 その 心、 あの 日の P -、 

人 こそ 知らね， 今 も 忘れぬ。 

わが 1 生に まつ はると 

手の 筋に あら はれて ゐる 

女 か、 君 は、 なさけの 深さ、 

か の ミ ッ ル こそ、 あ へ なく も 

ひと 夜 咲き 散る 花と！^ し、 

とこ >5r ど.：' 

君 は 常 樹、 常綠、 

いつまで 煙、 下 這 ひて 

心の 庭に 影お とす 連理の松の 

根と 根 を 合 はせ、 枝 ；• 父 はし 

ユー  * 

抱き 相 寄る その 日まで。 


五月、 いのちの 遣る 瀨 なさ、 

都 大路の さすら ひに 

燃 ゆる 洋酒に 醉 ひ痴れ て、 
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去年の 秋の わ づらひ を 

また かへ す さへ 恐れ もせで、 

洛 陽の 酒徒と も あらで 

あまた 桀 しい 詩人に まじり、 

本牧の ホテルに 更かす 男心 

あさましと こそ 君 は 見め、 

君に 似た る を ® きし を。 

みたされぬ， みたされぬ、 

なに をして、 なに を 飲んでも みたされぬ 

これ ぞ この 身の^ ひよ、 さだめ" 

戀の 苦情 を やめに して  ， 

書け とはいへ ど、 書く はよ そごと、 

腹 くろぐろの 政治家と はなれぬ おれ。 

世の 憤り、 わが 弱さ、 身 を 嘴む のみ、 

身 を 嘴む は インテリ ゲン チア、 

戀に 死なれず • 鬪爭に 生きず、 

なんとす る ぞと問 へ ど 答 へ ず。 


四 三 四 

これが おれよ と 知る とき は 

おれの ^」 しぼられる、 

やけ ッ くそ、 やけ ッ くそ、 

その やけ ッ くそ もま だ 足らぬ。 

戀は 駄目 だ、 女 は 無駄 だ、 . 

その 力 さへ ない ものが 

なんで 革命の 詩に 生きられう。 

かの ベ ランジェ はボ リツ ソン、， 

わが ハイネ また フ リグ ォ 一ル、 

おれ もェ 口 スの 串し 子 か。 

願 ひ は 二つ、 身 を ひき 裂く、 ， 

うしろへ 房す 聲は やさしく 

われ を柙 しゃる 力 は 荒し。 

どうなる ぞ、 どうなる ぞ、 

行く か歸 るか、 この 瀨戶 際に 

ただ 鬪 ひに 雄た けび に 奮 ひ 立て ども、 


ふりしぼる 弦の よわさよ、 

ひょろひょろと またもた わむ よ。 

君 も ゆるせよ、 友 も あはれ め、 

この 弱さ、 これ ぞゎ が^ひよ、 さだめ。 

靜 岡から 五 里 ほど 山の 中 へ 入った 

岡部溫 泉、 冷泉で わかし 湯ながら、 

山の 中な のが うれしく、 笹 百合が 

たくさん たくさん 咲いて ゐ ました。 

歸りは 宇都 ノ谷 峠の トンネル を 

拔 けて 歩いて 歸 りました が、 

それ は それ は 月の よい 夜でした、 

大きな 螢が スイス ィ 飛んで 居りました。 

そのた よりみて、 思 ひいだ す は 

山の 湯 は 私の あこがれの 的です もの をと 

いつもい つも 君が いうた 言葉" 

阿呆の 叙 逆 


あの 臨濟 寺から かへ ると き， 

今川義 元の 墓の 前から 

路の ベの 草まで 浸した 水たまり を 

つ ひ 手 をと る こ ともなし えずに 

避けて 出た ときに 云 つたこと、 

ふたりで 旅が できましたなら、 

靜 かな 山の 溫 泉に 浸って 

のんびりした 日 をす ごせた ならと、 

しみじみと 云った その 言葉。 

二人で、 二人き りで とたの しさう に 

くり かへ し 云った 事 も 無理で ない。 

いつも 一家 眷屬 ひきつれて 

"いい， * や- r たぴ 

親子 夫婦に 女中までの 大名 旅の 

その 世話 係りに ま はされ て、 

苦勞は 旅で も絕 えない もの を、 

これが 浮世 はなれた 氣散 じか。 

男 一 人に 女い くたり、 

四  一！； 五 


その 大名ぶ りが 嬉しい と は 

おれに はとても 分らぬ 氣持 だ。 

上 信， 北の 山の 湯の かず、 

加賀、 越 前から、 因幡， 出 雲まで、 

い つも ひとりで さまようて 行った 

旅 は 寂しい おれ だもの、 

寂し さ 味 はふ 旅 だもの、 

ふたりで したら どんな 旅、 

たのしい か、 うれしい か、 

並んで 宿の てすりに もたれ 

おなじ 湯槽に ひたったら、 

山 を ゆびさし、 山の 花摘み、. 

山の 好きな 人と 山 行き。 

伊香保の 裏の ガ ラメ キに 

あこがれる 人 を つれ 立って 

行く 旅 を、 幾度び か 夢に ゑが いた 


それ は 去年の おれであった。 

1 緒に 山の 中に 入って、 

新 生活の 準備 をと との へて、 

それから 二人の 家 をつ くると 

一 夜 さだめた だんどり も 

夢で みたされ、 もう すんだ。 

今日 も やっぱり 家族 づれで 

山 行く 人の たよりみ て、 

それが そなたの 一 生の 旅と おもうた、 

そして、 おれ はやつ ばり 一 人 旅 だと。 

停電した 闇り の 中で 

しみじみと 東の なつかしく、 

田 5 へ ば 田 3 ふ ほど 矢も楣 もた まらず、 

不覺 にも 淚が とめどなく 流れ出して、 

いつの 日に か、 あまりに 弱かった 

あまりに 正直す ぎた 


自分が あはれ にいと しまれて と …… 

飛び立た む 勇氣は 足らず、 

つ ひ 人情に ほ だされて、 

氣 やすめの 言葉 をた よりに 

HKI つけば やつば り 元と おなじ、 

いつも 末座の 第二 夫人の 

生きる 甲斐ない その 日々 を 

今 またく やむ 女心。 

その 心 ゆ ゑ、 君 こそ 妻に 

いとし や ほし やとお もうた 

その 心 ゆ ゑ、 やっぱり 元の 隱れ 妻、 

君は朽 つべき 女 か 知らぬ、 

おれが あのと き 行き さへ したら 

何もかも 一 遍に變 つた かも 知れぬ、 

それに なぜ 行かなん だ。 

W 呆の 叛^ 


資める はお のれ、 君なら で 

みんな おれの 罪 だ、 

おれが あまりに 弱かった の だ、 

あまりに エゴイストだった の だ。 

おれ は戀 より、 女より 

やつば り 詩 をば 愛した の だ。 

これが 詩人 だ ；… 

いや、 詩よりも おれ は 死 を 愛した の だ、 

愛 の 飽滿 よりも 戥ひ を 愛した の だ。 

いかに 東 をな つかしめば とて 

おれ は 君 を 幸福に する 男で ない もの を 

そ の 心 受け る に 足らぬ 男 だ も の を、 

おれ は 墓 だ、 おれ は 無 だ、 

時代の 嵐に 飛ばされる 蝶 だ。 

君に 救 はれ 君 を 救 ふ 

その 共 接み の 新 坐活に 

四 三 七 


甦生の 一 歩 を カ强く 踏み出さ うと 

思った 事 もあった が、 もう 駄目 だ。 

もう 駄目 だ、 もうお そまき だ、 

三年お くれた、 

I？ でも 手 崖れ する やうに。 

三十 SI 五の おれで あったら 

まだ、 大丈夫、 やり直せた。 

過去の 一 切 を かなぐり 捨てて 

獅子の やうに 立 上って、 

いかに 打擊は 重なると も 

愛する 女 を かばうて、 天上 天下、 

裸 一 貫で 生きられ たらう。 

心に 染まぬ 賣 文しても、 

新聞 說、 少女 小說， 

大衆 物の 續き物 を 書 いてな り、 

飜譯 してな り、 國文學の硏究してな.？^、 


四 三 八 

愛する 女と 暮す樂 しみ おも へ ば、 

その 生 甲斐に 恥 も 忘れて， 

隨分 何でも やった 事 だら う。 

もともと、 絕 望からの 戀 である、 

その £ はむ 戀 である。 

ああ、 こんな 戀 をした 男が 

1 體、 何處 にあったら、 つか。 

惡魔， 弱い 弱い 惡魔 だ、 

おれ を 愛した 女よ、 女た ちょ 恕せ、 . 

おれ はこん な 男 だ， おれ は 無 だ。 

また 一 年 を 生きの びた 今日、 

世 はい やましに 生き 難くな つた。 

心 は搖れ て、 傾き 傾く、 難破の 船 か。 

今 はた だ 生きる は 一 つ、 戰 ひの 道、 

おのが ためで も、 女の ためで もな く、 

ただ、 この 烈風の 中、 激瀾の 中、 ， 


不動の 巖壁 にぶ ッ つかる 必死の 戰さ、 

この 無力 をば いや 更に 身に 知りながら" 

これが 今日の おれで ある、 

おれ は 立てる か斃れ るか、 

おそらく、 おれ は 斃れる だら ぅノ 

ゥまさ  , 

翅， 破れた 蝶 だもの リ 

嵐に たたき 伏せられて 

再び 起てぬ そのと き は、 

君よ、 k せよ、 この 愛な きもの を" 

わが 生 は 火と 劍 にむ かふ、 

貧と 苦鬪と 死と にむ かふ" 

云へ、 友よ、 我 も 行かむ と、 

來れ、 女と 云 は ざれ、 今 は。 

薔薇の 園 生 は路盡 きて ， 

阿 oij の 叙 €. 


今 は 花な き荆 棘み ち、 

蒼 ざめ し 馬に 薬り て ゆく 

愛する もの をみ な 捨てて リ 

愛する 女 は 人の もの、 

わが 手に 抱く 人なら ず、 

女の われに 求む る は 

+, らく  ,  ，  » 

愛と 快樂と 平安な れはリ 

今 わが 得べき 人 は あらず、 

ただ われと 共に 死ぬ 人なら で は。 

しかも、 愛する もの を 死に は 誘 はじ、 

死なせた くな し、 奪 ひたくな し。 

i あれ、 ^ わが & でし 

人 なれば こそ 生きて あれ。 

われ は ひとりの 路を ゆく、 

蒼 ざめ し 馬 に^りて ゆく。 
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靜 岡の 人に 出で あ ひ 

靜岡 の 話 を 聞けば， 

さしぐ める 君が 影み え 

なつかしく、 ひそかに 悲し。 

安倍川の 流れし のばれ。 

もち.！.； -; 5 おる  - 

用宗の 夜の しのばれ。 

賤 機の 涙し のばれ。 

茶屋 町の 柳し のばれ。 

今一度び かの 河 わたり、 

かの 富 士に肩 を つらねて、 

かの 道 を 君と 並びて 

歩くべき われと 思 はず" 


わかれて はまた 見ぬ 人 を 
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{|^ しく も 思 ふ は 悲し。 

なさけ ある 君と おもへば 

わが 胸に 消えて かへ るな。 

「柱に よりて 

山 みれば 

山の あなたに 

ssii みて」 

君 をお も ふと 

知ります や、 

君 をな げくと 

知ります や。 . . 1— 


ひととせ • 

「 一 年 君と 

歩きつ る 

あ £障 ゆ 


夢の やう」 

夢 をうつつ に 

か へ さねば、 

ベ マ は ひとりの 

君な らん。 

「せめて この 夢 

すてぬ やう 

胸に 抱きて 

寢 やう もの」 

箱 根の 山の 

山越えて 

通 ふ 夢路 も 

ない もの を。 . 


「山の 女 は 山の 中 

n 呆の叛 


住めば 都ぞ 

徒らに 山 を 下りよ と 

なんに なろ」 


なんに なろ との あきら め 心、 

女心 は 弱い とい ふか、 

山に 上らず 山 を戀ふ 

男心 も ある もの を。 

すっかり あきらめて は 居りましても 

折に ふれて は 淋し さが こみ上げて とも、 

ああ、 もう 一 度 情熱の 燃 ゆるが ままに 

何も彼も 忘れて、 目 かくし された 

馬の やうに 走って みたい とも、 

燃えよう とする 情熱に いつもい つも 

水 をぶ つ かけて 居なければ なり ませぬ、 

けれどい くらぶつ かけても ぶっかけても 

WW 一 


下の 方から ブ スブ ス とくすぶ つて 居ります、 

埋 火が いつまた 火の手 を あげます やらと もい ひ、 

もっと 早く、 あの 時に、 あたたが 私に 

働き かけて くださったら なんて、 

そ ん な 愚痴 は 言 ひますまい とはい ひながら、 

女の 言葉 はます ますから む 蔓草で ある。 

ただ 一 つの もの を， 女 、に 待って ゐる。 

電光の 一 撃に、 石 や 木まで も 生きて くる、 

今まで 眠って ゐ たもの は 醒めて、 歌 をうた ひ 出す。 

彼女 はた だ その 閃電の シグ ナ ル を 待つ てゐ るの だ、 

この 三月 も、 今 も、 また 秋 も、 1 1 

彼女 は 男の 出かけて 行く の を 待つ てゐ る。 

いつまで 彼女 は 待たねば ならぬ だら うか。 

おれ は い つ まで ノィ んでゐ るの だら つか。 

生きて ゐる のが 返 屈で、 何の 1^ 望 も 

氣の 張り もない あまりに つくり 出した、 


四 四 二 

これ は 夢です、 幻です と、 女の 言葉、 

處を 騒れ て も 時 をた がへ ずに、 

同じ 方法で 設 したと したら、 

それ は 心中に はならない でせ うかと、 

それ は靜 かな 嵐の 夢で ある、 

はなればなれの 戀人 の 最後 のた のみ、 

たった 五十里 はなれて ゐる だけで。 

女心 は 弱い もの、 女 は 身 ままに な *i ぬ もの、 

女 はいつ も 灯と もして 男 を さそ ふ。 

お 互 ひに 危險を 冒す だけの 勇氣が あったら 

機會 のあった 場合、 私の 指定す る 方法で 

あなた は 逢 ひに いらして 下さいます かと、 . 

半年ぶ りで、 また これ だけの 力が 出た か。 

手と り 早く イエス、 ォ 1 ライで 

妥協し て しま ふの が 近代 の 戀 愛なら、 

十 年 も 二十 年 も 一 つと ころに 停滞して 
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心の底 深く 思 ひ 込んで ゐ るなん て 

當 世に は 向かない 古風な お 笑 ひ 草で せう かと、 . 

まことに そなたの 云 ふやう に、 

われわれ は あまりに 古風な 戀 人で ある。 

思 ひ 切る のに まだ 十 年 かかる とい ふそな た、 - 

おばあさんに なっても 

處 女の 心 を 失 ひたくな いとい ふそな た、 

わたしが まだ 十 年生き て、 

やっぱり 弱い 不決 斷な戀 人であった なら、 

そなた はやつ ばり 十 年 待つつ もり か。 

それ は 可哀想 だ、 おれが 死んだら なほ 可哀想 だ。 

でも、 人生に は 仕方がな いとい ふ 事が ある リ 

わたし も 仕方がない 男、 そなた も 仕方がない 女、 

思 ひ 合 ひながら、 別れ別れに 死ぬ のかし らん。 

われわれ はァ ベラ アルと ェ ロイ ズ ほどに、 

古風な 戀人 であるの かしらん。 

阿呆の 叛逆 


た， つとう 彼女に 名 を あた へ た、 

長い こと M まれて ゐた名 を あた へ た、 - 

わたし は 俊 子と いふ 名 を あたへ た。 

この 名が わたし は 好きな の だ" 

この 名 を あたへ る こと は、 心の 結婚で ある 

わたしの 俊 子よ。 

今日から わたし は そなた を さう 呼ぶ よ。 

お 互 ひの 間で はさう 呼んで 下さい ませと 

前から 云 はれて ゐた その 名前、 零 

わたしの 替 名の 下に その 名 を 書いて、 ， 

いま はわた しの 妻で ある。 

わたしの 俊 子よ" 

そなた はわた しと 一 緒に 旅が したい、 

あの 靜 かな 山の 溫 泉で、 その 宿帳に、 

わたしの 替 名の 次ぎに、 妻と かき、 

佼 子の 名前 を かきたいだ らう。 
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それが そなたの 夢で ある。 

わたしの 俊 子よ。 

愛す る ふ た りが 樂 しい 旅 をし た ら 

そのまま 死んでも い いと 思 ふだら う、 

いや、 そのまま 死んで しま ふか も 知れない 

蜜の 中で 蜜蜂が 死ぬ やうに。 

そなた は 旅で 死にた く はない か。 

わたしの 俊 子よ。 

そなた も 長い 旅 をして 來た、 

妻の ある 男から、 妻の ある 男へ、 

今 また 妻の ある 男へ と。 

これが 女の 宿命な のか しら、 

1 度 踏 出せば、 生涯が その 繰返し。 

わたしの 俊 子よ リ 

そなた は あんまり やさしい 女、 

あんまり 人の 氣を 兼ねて、 寂しい 女、 

わたしに も 少し 押しが あったら、 

わ たしが も つ と圖 々しかつ たらと 
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なげく そなたが ふびんで ならぬ。 

わたしの 俊 子よ。 

どうして こんなに そなたが 好きな の だか、 

あの 女、 身 を ゆるし 合った 仲 だもの、 

その 十日、 夫婦 氣 取りで くらした 女 だもの 

今 も 忘れ はせ ぬけれ ど、 

そなた を 思へば、 消されて しま ふ。 

わたしの 俊 子よ。 

ふたりの 間 も 長い 旅で あつたね、 

はたちの ときから 知った そなた、 

かうな るまでに 十 年 かかった のです もの、 ， 

また 思 ひ 切る のに 十 年 かかります よと 

そなた は 寂しく 微笑む の だね。 

わたしの 俊 子よ。 

思 ひ 切らう か 切るまい か、 

わたし も 辛い 思 ひ を 幾度び かした， 

思 ひ 切られぬ、 添へ ない 身なら、 

せめて は 心の 夫、 心の 妻、 


そなた もお なじ 思 ひで あらう。 

わたしの 俊 子よ" 

そなた は 女、 とりわけ 受身な 女 だもの、 

勇氣 のな いのは わたしの こと だ。 

だが、 わたし は あまりに 疲れて ゐる、 

そなた を 生かす 力がない、 

わたしの 旅 はもつ ともつ と 長かった の だからね" 

わたしの 俊 子よ。  ■ 

そなたが 死ぬなら、 わたし も 死ぬ よ、 . 

女と 死なう と は 思 はない けれど、 

そなたと ならば、 俊 子 だもの を。 

でも、 そなた は 生きて くれねば ならぬ ノ 

寂し いわた し を ん で くれる ために。 

わたしの 俊 子よ。 

そなた はいつ まで も 生きて、 

わたしの 幻 をいだ いて ゐて くれる だら う。 

わたしが そなたに 與へ たもの は 

に ま ，p とこ/よん こ も ありま .id なし だ。 
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でも、 そなた は 妻と なって くれた。 

わたしの 佼 子よ。 

この 詩が この 家の 妻の 眼に 入ったら、 

妻 は どんなに 怒り 悲しむ だら う。 

だが、 妻 も 許して くれねば ならぬ、. 

心ば かりの 交 はりだ もの、 

妻と なりえぬ 妻 だもの、 

わたしの 俊 子よ。 

俊 子よ、  _ 

そなたの 顏 はわた しの 好きな 顏、 

そな た の 手 はわた しの 好きな 手、 

そなたの 足 はわた しの 好きな 足、 

そなたの 頸 は、 そた の 胸 は、 11 

無花果 の 葉 をの ぞい たなら ば、 

もっとも つと 好きな もの を 見出す だら う。 

かう も 白い 肌へ に、 

TOIE: 五 


ラす べに 

かう も 床しい 淡 紅の 彩り、 

それ は 世 璿師春 信の 苦心の 彩色で あるか。 

おもへば、 織物の 上に よこた へる に は、 

あまりに 惜しい からだで ある- 

それ はた だ、 花の しとね に、 

泉の 淸ら かな 水の しとね に 浸すべき もの、 r 

^はせ つつ、 きらめかせつつ。 

俊 子よ、 

わたし は そなたと、 ただ そなたと、 

眠り 知らぬ 幾夜 をす ごした い、 

最も 强ぃ酒 をのみ たいと 思った。 

おれ は はじめて 神々 の 美食 を 知る だら う、 

滿那 か、 麝香 か、 沒藥 か、 

それ は あまりに 匂 ひ 高い 花であって、 ， 

花 縛のお くの 小路に 花粉 を 求めて 

蜜蜂 はふた たび 姿 を 見せぬ であらう。 

そなた は 風 を も狂氣 にして しま ふだら う。 


四 六 

そなたの 好み はこ まやかで、 

年に 一 度の 七夕の 一 一 つ の 星の 逢 濯の やうに、 

いのちの 河の なかばに 息 絕ぇ絕 え に 、 

そな た は 戀 の 祭り を 古代 の Kl^ 臘人 の 如くし、 

ふたば しらの 神の ために 花 を 撒く であらう。 

俊 子よ、 

そなた の 黑耀石 の やうに きらめく 眼 は、 

この 時ぞ， 不思議な 呪文と なる であらう。 

その 閉ざされる とき、 口 は ひらき、 

おなじ 幅 ある ものに 蔽 はれて、 

宇宙の 一片 を 魂の かけ 撟 とする であらう。 

また 隱は ひら くだらう、 凡ての もの 開 くだらう、 

最も 强く、 最も 優しく、 最も 美しい 神に むかって。 

そなた は ダナ ェ ェ の やうに 身 を そらし、 

レダの やうに 身 をば 曲げ、 

ユウ 口 ォパの やうに た わむ であらう。 

二 がね 

そなた は黃 金の 雨に うる ほひ、 


白鳥の なめらかな 羽毛 を も 撫で、 

牛の 力 を も 受ける であらう。 

それ は J. も 眠る 牧神の 午後で あらう。 

俊 子よ、 

かって わたしの： a た 夕の 夢 は、 

あまりに 恥ら ひの 處女 さびして、 

小鳥 はた だ びくびくと 死につ つあった。 

小舟 は靜 かな 淺瀨 を靜 かに 漕いだ。 

そなた はいかに 搖れ 動く 扇で あらう か、 

いかにた わ やかな もの、 地 行き {昼 行き、 

人 は 鳥と なり、 魚と なり、 また 獸 となり- 

イギリスに 行き、 印度に 行き、 

アラビアの 匂 ひの 園に 行く であらう。 

赤旗 を揭 げた 一隻の 船、 煙 を 吐きつつ、 ； 

蓮 河の 中 を 遠く 遠くた どると き、 

雨 岸の 蘆 さわやかに ゆらめき、 

紅海より 地中海に 醉 へ る 魂は搬 ばれ、 - 

n 呆の 叛逆 


旅人 はな ほ 遠く 行かん 哉と 叫ぶ。 

俊 子よ、 

そなた は い と よき テ クニ シアン を も つ た、 

それ は そなた をい み じき メ ェ トレ ス とした。 

そなた はさら にす ぐれた 哲學者 を 求める、 

彼の 嗜好 を & き、 彼の 知能 をき はめて。 

そなた は 更に 高雅な へテ エレ とならねば ならぬ 

い とも 單 純な 管 音の 樂器を も つ て 

い とも 複雜な 愛 の 昔 tl をいだ す た め に 、 

そなた は 疲れ を 知らぬ 樂人 を. 求める。 

管鉉 * 錦襴を 織る 夜の 交響 樂に、 

トリスタン • イソ ルデの 切なる 悲戀， 

美なる ものの 極み、 哀しき ものの 極み、 

溢る る 杯に なほ 油な す 甘露 を そそぎ、 

ああ、 この 上 はた だ 死、 死の 眠りへ と 

»s 力ち  や 

沈み ゆく 時ぞ、 生 は 一 夜の 花で ある。 


俊 子よ、  、 

わたし は そなたと 愛の 秘密 を學 びた I 一 

ァ ルス. アマ ト リアの 美辭を そらんじ、 

その あらゆる ブ リエ ー シ ヨンの 

Iffi ゐ盡 された あとに もな ほ、 盡 くる 事な き 

天才の 獨創カ もて 樂譜を 案じいで、 のち 

ベ エト ォ， ヱン、 ベル リオ、 ドビュ プシィ の 後、 - 

なほい かに 未 耕 の 處女 地殘れ るか に 

印度、 ペルシア の 樂人を も 驚かしめ * 

力 アマ. スゥ トラの 補足す らも 案出す るで あらう- 

二  ノン もカサ ノブの 技に 驚く とき、 

行き 盡 して、 殘る ものた だ、 智慧で ある- 

あま り に 遠き 旅 *』 の 疲勞と 倦怠と か ら 

1 杯の 清水に 潤 ほ はねば ならぬ。 

君が 言葉. 君が 歌、 君が 才 こそ 譽れ である。 

俊 子よ、 

そなた は 風に も 破れさうな 小さな 花で あるのに 


四 四 八 

そ の 花粉 も て 惜しみ な く 蝶 を 焦 力 す 

そなた はあく こと 知らぬ 愛の 泉、 

愛の はじめの ひかへ めの 次ぎに、 

たちまち ァ マゾンの 女 軍と もなる か， 

愛の さなかに 死なぬならば、 &螺の やうに 

そなたが わたし を 食ひ盡 さぬならば、 

ふたり は歸 依と 祈禱に 靈を淨 めねば ならぬ" 

かく も わたしに 樂愁を 抱かす 女 はない、 

また かく も わたし を 純潔に する 女 もない 

かく もまと はぬ f の 言葉 を 間き もせず、 

しかも まだ 手 さ へ も 腐れぬ 人 もなか つ た 

それ は 深く 深く i はれた 生の 秘義 である、 

わた ノは そなたの 上に 最後の晩餐の 幻 を 描く 

あるとき は、 

細長い からだが 

b たしの まへ によ こた はって ゐたリ 


おも^ 

,t  ；..,:! び-細：^ 力 

わたしの まへ に^いて ゐた。 

わたしの 好きな 細長い ものが [i 一 

丄 

わたしの 細長い 顔と  一 

紬長 いものが 出合って、  ： 

！！^をぁはせると、  ： 

それ は 二つの 蛇の やうだった。 

あまりに 長い、 

あまりに 長い、  一 

それ ば 苦 1? の 道で ある。  , 

今、 わたし は 丸い ものが 欲しい。 

あの 小さな からだが 欲しい、 

あの 丸顔が 欲しい の だ"  一 

じ ゃラ  i 

わたしの 情 をう つす 鏡 は  一 

いま はちる くなくて はなら ないか ら 0 

阿呆の 叙^ 


その 镜の 中に すばらし い Si が ある。 

山が あり、 河が あり、 

花が あり、 夢が あり、 

いくたり かの 男 も 住む。 

小さな ァリ ス の やうに、 

わたし は その 中に 迷って ゆく。 

おれ はいくたり も 妻 を もった、 

心の 妻 を もった。 

簦間 だけの 妻 を もった、 

遠 國の妻 を もった。 

^ひ， 付ない 妻 を もった、 

相 得ない 妻 を。 

ずして 先 はれる 妻で ある。 

來ては 来られぬ 妻で ある。 

招け ど 行けぬ 妻で ある。 

EIS: 九 


人と 棲みえぬ 妻で ある。 

妻と よばれぬ 妻で ある。 

おれ は 一 人の 妻 を ももたなかった 

妻と いふ 名 は、 强 いもの、 

おれ はいつ でも 影法師" 

瘦 めば 女 はつらい もの、 

男 は 夢の さめる もの、 

心の 妻よ、 そなた はいつ も 

夢の 女です ませぬ か。 

おれ はいつ も あの 姿 を 思 ふ、 ， 

男に なぐられた といって、 

おれの 寢 床のと ころへ 

泣いて 來た 彼女 をお も ふと、 

おれの 愛の 薄 さが 恥 かしい。 
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顔 中す つかり 淚で 濡れて、 

まだ 瀧の やうに 涙 を 流し、 

むしろ 顏が みにくく 見えた、 

けれど、 そのと きの 彼女が 

おれに は 一 等い としかった。 

外から 歸 つたば かりの 洋裝 で、 

小柄な 人 ゆ ゑ、 

まるで 十四 五の 子供の やうな 氣 がした" 

打 たれた といって、 訴 へに 來た 

その 姿 は いぢら しかった。 

その 時から、 彼女 はおれの 妻だった の だ、 

あのと き、 引止められる ままに、 

一 層圖 太く とまり 込んで、 

惡黨 ぶり を發 揮したなら、 

おれ も 見上げた 男だった らうに。 


それが できない おれであった、 

おもへば いつもい つも 

おれ は 落 武者、 のがれて ばかり ゐた _ 

おれ は 逃れる 事ば かり 考 へ てゐ る、 

おれ は その おれ を 鞭ちたい の だ。 

1£  け にもの 

おれ は淺 猿し ぃ獸 だ、 

獅子 や、 狼の やうな 獸 でなくて、 ， 

鹿 や 兎の やうな 弱蟲 だ。 

おれ は 人生 を 逃れた が つて ゐる 

おれと いふ ものが 厭 はしい の だ" 

秋風に つけて 

なつかし いとい ふたより がくる。 

一 度 死 を 誓 ひ 合った 人が、 

まだ 生に むすばれて ゐる 男の、 

絕 えて そのまま 

1： 呆の叙 siy 


風の たよりも ない 男の、 

最後の 杯 をく みにくる 

愛 もない 男の 

心 をい かに 汲む もの か、 - 

秋 立てば 

なつかし いとい ふ。 

洛 北の 秋 は 

早く 木の葉に しめ やぐ だら う。 

つ ひに 足 踏まなかった 

あの 寺院の まちに、 

おしろ. S 

その ひとは 白粉 もな く、 

髮も むすばず、 

秋 も 立つ 庵の 中に、 

松風の 音し め やかに 

茶 を 立てながら、 

ち だ 

蟝も默 す 梢 仰いで， 

わが 身の 秋 を 寂しむ であらう。 


春 は 山の かなたに、 

生また { 仝 のかな たに、 一 

美しい 夢 は ほろびた。 

さし も はなやかな、 

匂 ひの 帶も 褪せつつ， ， 

かずかずの 男の 唇に 

べに  おち. T け 

殘 した 紅 はた だ 昔の 俤、 

秋 は 佗しい か、 

たはれ 心も靜 もる か、 

君が 眉の あたりに 

なほ 迷 ふ 一 ii の 秋 を ふ。 

わたしと いっしょに、 

愛の 夢と 死を迎 りたい と 

しみじみ といった 女よ。 

あなたの 捧げ もの は うれ しい ものである、 


四 五 二 

それ ゆ ゑ. わたし も あなたに 捧げる もの- 

あなたの 手に 重く 置くべき であった。 

ただ、 蓮かった、 

あなたの 罪で はない けれど， . 

わたしの 春が 道かった の だ" 

あなた は その 日、 

ひと 

わたし を 滅ぼす 女 ではなかった の だ。 

みんな ふたりの 罪で はない。 

あの 純情な 靑 年が 

あなたの 情から 逃げた ときに、 

かほ 

その は 蒼く、 恐れの 汗が あった。 

そのと き， わたしが いかに 思慮な くと も- 

す ぐ その  か はりに はなれな  いのです。 

さラさ 

女から 强 ひられる 操作 は 苦役、 

漕 刑 船の 奴隸 であると， 

わたし はかって 年と つた 寡婦の 男妾、 

或る 壯俳 上り の 白い 男に 知つ た。 


美し い ij! やか だ つ た あなたが、 

いかに 四十 を 越せば とて、  ， 

かの 信徒に その 思 ひ 抱かせた と は、 

わたし は あなたの ために 泣く のです。 

あなた は 趣味の 人で あり、 

みやびな 遊藝の 人で ある。 

わたしの 貧弱な 肉な ど 求めて はいけ ません、 

ど. つして そんなに この 瘦 せこけ た 

細い 身體 なん ぞが 欲しい のです か。 

いやいや、 あなたの 望んだ もの は、 

それで は あるまい、 このみす ぼらし い 

詩人の 名前ではなかった でせ うか、 

わたしが 何よりも 輕 蔑して ゐる この 名前で は。 

けれど、 それと 云 ひ 切る の は 侮辱です、 

あなた はもつ と 高い 心の 人で ある、 

あなた はわた しの 心が 欲しかった のです。 . 

この 心 こそ、 わたしの 唯 一 の 贈り物、 

阿呆の 教逆 


あ ひにく それ は そのと き 或る 女の手に あって 

わたし の 手に はなかった の です。 

今、 その 心 は. 破. れて 裂け ちぎれて、 

むざんに、 もみく ちゃに なって ゐ ます、 

ひと 

この 心さ へ 欲しい とい ふ 女 は ある 

だが、 わたし は 愛する が ゆ ゑ、 

なほ さら この 心 は 贈れな い。 

心 はわた しに 背いて 飛んで ゆく、 

けれどす ぐ また わたし は 引き M す" 

あなた も わたし はいと しんで ゐる、 

あなたに も 贈れ はしない、 

これ は 自分で ずたずた にして 捨てる までです。 

だが、 あなた はわた しと 生きよ A, と は 云 はない 

死ねば あなたと、 さう 思った、 

すぐ 次ぎに わたし は 一 人が いいと 思った。 

わたし は 芝居 をして はならぬ のです。 

四 五三 


わたしと いっしょに、 

愛の 夢と 死を迎 りたい と 

しみじみ といった 女よ。 

あなたの 愛 はわた しに うれしい ものである、 

ただ、 わたしの 夢 はもう あまさない。 

あなた は 房の 秋の ふすまに、 

蓮華の 夢、 花鳥の 夢 を 描きなさい。 

あなた は 蓮月尼の やうになる べき：^ た、 

わたしが 弱く 弱くな つたなら、 

あなた を さそ ひに 行く でせ うが、 

わたし は それより、 一 生の， 一 £1、 

あな たと らく やき をし た い 、 

歌 をつ くりたい、 

佗 茶 を昧は ひたい。 

それが わたしの あなたへの 愛です、 

また、 わたし 自身への 愛な のです。 
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濃 みどりの 

茶 をた てて、 

わが 匂 ひ 

ぶ 人 あり。 

籠の 

繪の 中の 人、 

夜 はいで て 

君と 眠る や。 

いつもい つも 

われと 眠る や、 

白菊の 花 

かたむけて。 

秋 ごとに 

男 をお も ふ、 

来て 抱かぬ 

男 ゆめみつ。 ， 


四 

五 


君が なさけ 

いま は^ 影 

夜 鴉の 

啼 けば & しゃ „ 


夢に 瘦 せて 

十 年へ たれ ど、 

うつつ に は 

白魚 笑む と ぞ„ 


あ ひ. W 

相 纏けば 

消 ゆる 泡 雪、 

おろちな す 

る 

夜の かね ご，"^ 


曼珠沙華、 

け ふ も 敷き 伏し、 

阿呆の 魏逆 


.% あな 5- 

股 長に 

人は寢 ると ぞ。 


らうた けき  _ 

そぢ 

君が 三十路 を 一 

しらぬ まに、 一 

われ も 老いたり。 


君が 手に 

のこる^^ひは、 

きずつきし 

男の 迷 ひ。 


男 こそ 

君が 身の 毒、， 

女 こそ 

つ 5 ぎ 

わが 世の 劍リ 


四 
五 
五 


寺に ゐて 

想ひ絕 たぬ か、 

濃 みどりの 

茶 をば かたむけ。 

詩に 瘦 せて、 

瘦 せぬ 心 は、 

君なら ぬ 

女 をお も ふ。 

秋の 寺に 

いのちい としむ 

君 はな ほ 

われ を 思 ふに。 


目 ーヒ -L,t 

iis^- 歹、 な は 

二つの 永 魚、 

相 寄らば 


四 五 六 


落葉に 似たり。 


わびしき もの は 法師の 妻. 

髮も むすばず、 

紅 もささず、 

さっぱり と 白粉氣 もな く、 

さし も 昔の 匂 やかな 

艷 女の 俤、 水 桶の 切 花、 

孃は のこれ ど、 戀は 空しく、 

京の 水は飮 みながら、 

W 寺の われから：！；^ びて、 

だいこくと いふ 名 も つめたく、 

許されぬ 妻な ら ぬ 妻 の 匿れ 場、 

庫裎 にさす 日 影 も ま ぶし や 0 


昔の はなやか さ 

戀 しいか、 i 


貧し さに も 慣れ、 

世に も 慣れ、 

しばし 譽れ ある 人の 妻と て _ 

-f. け は. し 

雲の 核 ふむ ころの 

思 ひ 出 も 枯れし 白菊、 

の 紅い 毛 を 愛で、 . 

蛇^の i© にむ つれて、 

やや- らま 

山姥と なるべき 身 を も、 

-r すち や  • 

いま は 薄茶の 薄み どり 

たつ 泡と 身 をば 觀 じて、 

なに をく よくよ 川端 柳、 

白魚 を 汲んで 

^ .  、くた び 

君が 屑 もや や 老いた。 


和尙は 酒に 醉 うて 

便々 たる 腹 をた たいて、 

童 顏の眉 垂れて、 

阿呆の 叙 逆 


さても 悟り は なかなか できて ゐ る。 

ベろ ぺろ舌 を 出す よりも 

蛇の 全身 まる 出し， ちゃ、 

みんな 修業 ぢゃ、 

柳 はみ どり 花 はくれ なゐ、 

おもしろの 世の中 ぢ やな あ。 

これ 一 つ、 歌で もうた つて 聞かさぬ か、. 

舞の しま ひ はどう ぢ やな あ、 

お まへの ために、 管長 を 棒に ふった 

莫迦な 和尙 とい ふまい、 いふまい、 

わし は 破れ 寺の 和尙が 氣樂ぢ やよ、 

な あ、 夜深ぅして同じく着る千^^の！&^:ぢゃ( 
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自分が これほどに 多藝 多才 の 男 だと は 

自分で もつ ぃ此 程まで は 知らなかった 事 だ。 

ただ 一 圖な £^ とば かり 思って ゐ たのに、 

愛 を いくつに もい くつに も 分けながら、 
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そのいく たり かの 女 を 愛し 得ようと は 1 . 

、- くたり か を 11 .K 當 にさうな のか。 

心の すべて、 身の すべて 女に 傾けて、 

世間 こ はすつ かり 口 をふさぎ 

ただ 女の 口へ だけ こぼす からか。 

それ を專 門に する の はカサ ノプ、 

その カサ ノブす ら^ 博の 情熱が あ つ た。 

しかも， カサ ノブに 戀 があった か。 

いくたり か をお なじ やうに 愛する とい 5~ 

それ は 嘘 だ、 紳樣 でない 男 だもの、 

愛する 入、 愛される 人、 愛し 愛される 人、 

好きな 人、 嫌 ひで ない 人、 どうで もい い 人 • 

いろいろ、 いろいろ、 ある だら うと 思 ふ。 

人の 愛し かたは 人の 生き方で ある、 

その 人の 戀を 見れば、 その 人が わかる 

お れも おれらし く 愛する だけ だ" 

おれ *  * 本當 はカサ ノブ を 羨まな I の だ 

おれが カサ ノブ だったら どんなに 寂しい 事 か 
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おそらく もっと 早く 自殺して ゐ たらう。 

おれ t やつ ばり スタン. タ アリア ンだ 

戀を する の を 目的に 巴 里 へ 出た 男、 

いつも 女、 女、 戀、 戀と說 きながら、 

こっそり 口を拭って ゐる ドン • ファン 共の 

眼から ま 滑稽に 見えた であらう 

それほど 彼の 勝利 は覺 束なかった， 

戀の 哲學に 天才 を 示した ほど だもの。 

それ ゆ ゑ ス タンダ アルが お れは 好きだ、 

奴 は 見かけ ほど 多藝 多才で はあり 得なかった。 

おれ は その スタン ダ アル を 十分し て 

サン. プリ ユウ の 误を混 へ た殉情 主義者、 

自分で 自分の 多藝 多才に 驚く ぐら ゐ、 

お なさけない ほどの 藝 なし 猿であった。 

今- 然し、 それが おれの 自恃 である。 

おれ はおれ を 愛して くれた 女達の、 

おれと 種類の 違った 男との 幸福な 愛 を 祈りつつ 

おれの 寂しい 一人の 路を 行きたい。 


おれ は そこで、 はじめて おれが 1 藝に 

秀でた 男だった とい ふ 事 を 示す の だ。 

おれ はたった 1 入の 女 を も 

幸福に して はやれない 男 だ、 

おれ を 愛して くれた 女た ち は 

豚に 眞珠を 投げ やった の だ。  • 

女 を 愛する 事の 出 來る男 は、 

强く 生きる 力 を もって ゐ なければ ならない。 

女 は その 全 生命 を擧 げて賴 るの だから 

力強く 抱擁して やらねば ならな い。 

それに おれ は 女の 愛に よって 

その 弱さと 苦しみから 救 はれよう とした。 

何とい ふ 愚昧、 何とい ふ 罪惡 ！ 

おれ は 愛して はならない 男 だ。 

阿呆の 叙 f.- 


おれ はたった 1 人の 女 を も 

幸福に して はやれない 男 だ、 

おれ を 愛して くれるならば 

みんな おれ を 捨てて 行って くれ。 

みんな 旅に 出て ゐる、 

山からの たより、 

海からの たより- 

こんな 時分に 

東京に 殘 つて ゐる もの は、 . 

半身 不隨の 人間 だら う、 

精神 上の 半身 不隨。 

いつも 旅の たよりで 

人 を 羨まし がらせた 

e: 五 九 


け ちリ 

旅人 も、 今 は 夏 籠。 

人に そむき、 おれ だけ は、 

つ，、 ゑ 

昨日 も 卓に より、 

つ，、 

今 曰 も 卓に より， 

賣れ もせぬ 詩 を 書いて ゐる。 

これが 八月の おれ だ、 

九十 度を越え る 夏、 11 

今に 氷 ほど 凉 しくな るんだ、 

おれ も 旅に 出 るんだ、 

詩 もやが て 千 枚になる …… 

七月 二十日 I 八月 十九 日 (m 京) 
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秋が も 5 來 たやう だ、 

つと あら. > 

1 鼠 さっと 來 たと おも ふと 

風が 秋の 響に なった。 

蘭の 花が^い た、 

大きな 鉢に 盛り きれな くな つ た 葉の 中に • 

紫が かった 白い 房が、 薰り 初める と， 

いつも 秋の 寂し さ だ。 今年 も 秋 だ。 

芭蕉の 葉 も 破れた、 

高い！： の 梢の 葉 も 落ちる。 

山 はもう 寒いだら う、 

キャンプ 生活の 舉生達 も 

もう そろそろ 引上げて くる だら う。 

おれ もテ ン トを たたまうよ、 

旅 も おれに はた まらない。 

自然 はおれの 眼 を 鞭つ、 

1 つ 一つ、 心 を 鞭つ。 

あまりに 季節の 移りが 迅ぃ、 


殘 ろ曰數 はも はやい くら もない。 

しかもなん にも まだ 出來 て ゐな い 、 

死刑囚の 最後の 日、 思 ひ 深き はこの 秋 か。 

瘦 身に なほ 鞭つ て、 なほ 一 走り、 

此 世の 業 を 成し遂げねば ならない、 

わが 身に ゆだねられた 一 つの 梁 を。 

おれ は 生前、 一 等 ピリの 詩人に 過ぎない 運命 だ、 -. 

おれ はボ ステュ マス に 生れて ゐ るんだ。 

生前 發 表しない 作品 を 毎日 積 上げる、 . 

それが おれの 潜行 運動、 地下運動 だ。 

1 堕、 こんな もの を 書き 殘 して、 

それが なんに な るんだ 11 

まあ、 そんな 意地 惡を云 ふなよ。 

これ はおれの 吸 ふ 煙草の 煙な のサ、 

おれの 一 生 もこん な 煙に すぎない のサ。 

ッ ェプ ペリンが 來る、 

みんな 口 を 開けて Ml を 仰いで ゐ る。. 

g: 呆の 叙、 =^  . 


北ぬ 白 秋 はすば らしい 歡迎の 詩を徵 いた。 

おれ はいつ も 横紙破り の 天の 邪鬼 だ、 

おれ は ^を 見ない、 

おれ は 地の 底 を 見て るんだ。 

おれ は ((地底の 日本)) を： てるんだ。 

おれの 待望す る^ 界は 

きつ とそ こから 出て くるんだ、 

けっして Ml から ぢ やない。 

どっちの {T^ を 見た つて、 

おれの ッ エツ ペリン は 飛んで 来さう もない。 

MT はかり 仰いで ゐた 過去の 幾年、 

それ はおれに は 空しい 秋の 收穫 ではなかった か。 

その あげくに は、 自分が ツエ ヴぺ リンに なって 

飛んで 行く ほか はない の だ" 

飛行船で {せ を 飛べ、 

くだらぬ. 戀の 苦しみ や、 

野心の 讓ゃ、 

e: 六 I 


ちつ ぼけな 誇りなん ぞ、 

みんな 一 べんに すつ 飛ん ぢ まふ ぜ。 

そり ゃ本當 だよ。 新聞記者 はうまい 事 を 云 ふよ。 

だが、 なさけな いかな、 明日 はおろ される、 

どんな 大きな 飛行船で も 着： ii せねば ならん。 

煩惱 とい ふ 引力で もって 

しっかり 地球に： IT ひ 付けられて ゐる八 間 だ。 

するすると 格納庫に を さまる が 最後、 

くだらぬ 戀の 苦しみ や、 

野心の 破 淀 や、 

ちつ ぼけな 誇りなん ぞが、 

また ぞ ろかへ つてく るんだ。 この 野郎め！ 

去年の 秋 も 死なず、  . 

今年の 春 も 死なず、 

まだ 何 かやら うとして ゐる、 

滿身 の 創痍に よ ろ めきながら。 

また 秋 か、 
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二度目の 秋 だ。 

今年の 秋風 は 身 を 斬られる やう だ、 

去年 はた だ 身體が 痛んだ だけ だが、 

今年 は 魂の 底まで うづく。 

おれ はやつ ばり 鐵の鎮 で 地上に 引止められて ゐる、 

ますます 地の 底 へ めり 込む やう だ。 

去年の おれ は 淡泊な 男と 思った おれが 

こんなに もパ ッ シ ヨネ ェ トな 男だった かと 着いた * 

今年の おれ は、 思 ひ 切りの いい 自信の あった おれが 

こんなに も 執着の 强 いのに あさましく なって ゐるリ 

おれ もやつ ばり 色 食の 獸 であった、 

おも ふ は 色女、  . 

とめる は 飢渴、 

おれの 戀は 愚劣な 道化で、 

お れ の 社會 主義 は 阿呆 の 叛逆 だ。 

ああ • また 秋になる のか、 

このうへ おれ を どうしょうと 云 ふの だ ひ 


光が 眼に しみる、 

{41 氣 まで 痛い やう だ U 

肺 を 病む 靑 年が、 湘 南の 病院の 窓から 

秋風 を 吸って、 失 はれる 靑春を 嘆く とき、 

木の葉の 落ちる 音が 胸に 痛く 響く の を、 

おれ はふと 思 ひやって， 

そんな 蓮 命に ならなかった おれが 

幸 福 か あるひ は 不幸 か、 分らぬ の だ。 

清らかな 病 詩人 はおれの 蓮 命でなかった、 

獸の やうな 阿呆に なって、 

無力の 拳固 を ふりま はす 

悲慘な 道化の 叛逆が おれの 宿命な の だ。 

おれ は ェセェ ニン の 最後の 一 月 を 思 ふ、 

ィサ ドラ • ダンカン が 離婚の 屆 をす るた め に 

探し 廻っても 見出せなかった、 

それ も その 箬、 世 中 を 飛び歩き、 

晝も夜 も、 暗い 地底 を さまよ ひ 廻り、 

阿呆の 奴 逆 


小 露 nisi の强盜 どもの 中に 入り、 

叛徒に 交 はり、 酒に fl れ、 

あらん 限り の 死の 前 昧を味 は つ た 

かの 不幸な 詩人の トォ テン タン ッ、 

おれに も わかる ぞ、 おれ もやる ぞ。 

おれ も そんな 詩人 だ、 

詩壇 文檀、 糞 くらへ、  . 

おれ は 名譽の 大家 ぢ やない。 

おれ は 阿呆 だ、 

おれ は 叛徒 だ。 

おれ は 見せて やる、 おれが どんな 獸 であるか、 

どんな 追 ひ つめられた 狼で あるか を。 

ひ と 思 ひ に 喉 を しめられ るまで、 

おれ は吼ぇ るんだ、 

吼ぇ 死にす るんだ、 I . 

狼、 狼、 箕 でも くら へ 。 

i: 六 三 


，ゥ アンサ ンヌと バスティ ー ュ との 間で、 

狼が 出て、 子供 を 食った 時分の 巴 里 だ。 

フラン ソァ •* ウイ ヨン、 —— . 

何とい ふ瘦 せた 長い 顏だ、 

まろで 頼と いふ ものがない。 

風と 雨と にさら された 樹の やうに 

お まへの 骨 は 飛 出して ゐる。 

あまりに 日に 焦がされ たもの だから、 

高い 額 は 早く か ら充げ あが つ て 、 

濃い 眉の 下の 設ぃ を § して ゐる。 

魂 を 賢り、 色女 を 賢る ばくち 打ち、 

ソル ボ ヌに學 ぶ は 人智の たよりな さ。 

カルティエ .ラ タンの 不良少年、 

餓 ゑたら 盗み、 渴 けば 剝ぐ。 

メェ トル ，ェ* サルト の 二 ヒ リズム は 

巴 里人の 嘲弄の 口笛の 音 だ。 

打って くれば 打ち返す、 お まへの 縵儀は 
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ナイフ を 身、 證に 突き刺す こと だ。 

巴 Si ーの警 更 がいくら お ま へ を追题 さう と、 

メェ トル • フラン ソァ よ、 

なんとす ばらしい 詩ぢ やない か、 

お ま へ の 手 は 血で 眞赤 になって ゐる。 

廢墟 になった 靈 魂よ、 

お まへ は その 眞實 のために 1 生を瞎 けたの だ。 

背德 こそ 人生の 眞を 親く 眼鏡 だ、 

お ま へ は あんまり 神に 近づき 過ぎた。 

放埒 は淚 をな す つ て 食 ふ 御馳走 だ。 

放玲 はふと つた マ ル ゴ ォの 肉の 味が する。 

熟れす ぎた 無花果 の やうに どろどろした 

だら しのない 女の 肉 は 甘い、 

あと あち  >  ぶノ 

甘ければ 甘 い ほど 後味が 苦 い 。 

メェ トル • フラン ソァ よ、 

お まへ はお まへの 放埒 も、 放 玲の悔 も、 

みんな 笑 ふの だ、 十五 世紀の ヨリ-' ク。 - 


雨 はおれた ち を 洗 ひさら して、 

太陽 は それ を 乾か し て 黑く し た、 

鴉 はおれた ち の 眼 を 掘り出し、 

鬚 も 眉 も拔け 散る と 云 ひなが ら、 

く& 

お まへ はまた ぞろ風 を 食った な。 

絞首 臺 がお まへ を 待ち あぐんで ゐる、 

大きな 眞黑な 鶴が 上 を 飛んで ゐる、 

死骸の 臭 ひ を かぎつけて。 

逃げるな、 もうお まへ も 年貢 を 納めろ よ 

したら、 基督と 同格に なれ るんだ ぞ。 

三十 三 歳で くたばった 

博學な この マギス テル、 

放蕩 無賴な お まへ はま だ 死なぬ か。 

秋雨 のしと しと と 降る 巴 里 の 街 を 

犬の やうに うろつく 禿 頭、 

ボォゲ ル* ルリ アンと また 出た か。 

阿呆の 叛逆 


こぞの 雪い まや いづ こに？ 

フラン ソァ •* ウイ ヨン いまや いづ こに？ 

ゲイ ヨン は 地獄に ゐる、 詩人 地獄に -—— 

おれの H: 的 は 地獄 を 示す こと だ" 

おれの 目的 は 一 匹の 獸を 示す こと だ、 

ひも じければ 人の もので も 食べる、 

欲しく なれば 人の 女も盜 む、 

怒り、 打 4 口 ひ、 泣き わめく 

けがら はしい 二 本 足の 獸を。 

その 獸の 中に 神 を 示す こと だ。 

どんな 高遠な 哲 學を說 いたと ころで、 . 

胃袋と 生殖器と を もって ゐる やつ は、 

やつば りた だの 二足 獸 なの だ" 

せ ら 

獸は獸 らしく 正直に、 赤裸に なって， 

四つん 這 ひに なって、 吼 えながら、 

森の 中 へ^け 込めば いいんだ。 

四 六 五 


眞 率が 詩人の 唯一 の德 だ、 

そのため 社會 から 追ん 出されようと、 

地獄 はちゃん と迎 へて くれる。 

彼が 道德 的な 冥想の 詩人であった 間に、 

彼 はなまぬ るい、 影の 薄い 詩人に 過ぎなかった。 

動 者と して、 放火 者と して、 

姦淫 者と して、 法外 人と して、 

はじめて 一 人前の 詩人に なった の だ。 

やう やく 地獄 を 許された の だ、 

• ゥィョ ンと君 僕で 話せた の だ。 

ca-lt よ、 そんな 水つ ぼい お 粥 は 捨てろ。 

ゲ リュウ ネ ワルトの ヨハンネスの やうに、 - 

おれ は 生の 聖痕に 指 を 鶴れ るの だ、 

地獄の 火の やうな 此の i 鐵に。 

彼女 はもう 上海へ 着いた であらう ：：： 
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愛すべき 冒險 家、 

小さな 人生 探求者、 

お まへ は その 白い からだ を投 出して、 

代りに 人生の 眞 實を插 まう とい ふの か。 

派手な 錦 紗のキ モノ を 着て、 

頸に はすば らしい 頸 環 を かけて、 

指に はサ ファノ ァ の 指環 を はめて …… 

これが あの なりふり かま はぬ 二十歳の 娘で あつたか 

去年の 十月、 神戶へ 行って から 

杳 として 消息 もな かった ので、 

どうして ゐる やらと 案じて ゐ たのに、 

一 年ぶりで 訪ねて 來 たの をみ ると、 

態度 も 言葉 もす つかり 變 つてし まって、 

お まへ は 立派な 女に なった もの だ。 

だが、 その 立派 さに、 おれ は 少し 憂 蒙に なった。 

ゲイ ョ ンの 仲間と 云った 男が、 

これ はちと なさけない 話 だ。 


おれ は まだまだ 囚 はれて ゐ るな、 

まだまだ 小心な モラ リス ト だな。 

おれ は 詩人 だ、 純潔な ものの 滅びる のが 

惜しい の だ、 おれ は 純潔 を 愛する の だ、 

それ ゆ ゑ、 自ら 純潔 を 汚しえなかった の だ。 

だが、 それ は 古い 詩人 だよ， 

さう した 感傷 性 は 早く 洗って しまへ。 

なに、 かま ふ もの か、 純潔なん ぞ、 

何處へ 行った つて， 何 を やった つて、 

それ も 渡世 だ、 これ も 一生 だ。 

何處へ 行っても こ はい 事はありません わ、 

上海 はこ はい 處の やうに 云 ひます けれど、 

行って みると、 ちっとも さ うぢゃありません 

それ は それ は 面白い 處と、 彼女 は 云 ふ。 

つき 

神 戶には 一月 ゐ たきり で、 

すぐ 上海に 行った の だとい ふ。 


この 春、 父が 死んだ ので、 その 墓詣 りに 

一 週間 ほ どの 豫定 で歸っ て 來た の だとい ふ。 

いつも 子供の 身 を 案じて、 

くれぐれも よろしくと たのみに 來た 

あの人の 善 ささうな 老人 も 死んだ のか。 

娘の 今の 身の上 を 知ったなら、 

どんなに 憤り、 歎き、 悲しむ ことか。 

娘 は 今の 生活に すっかり 滿 足して ゐる、 

今の 自由な 身分 を、 華 かな 生活 を。 

日本 へ など 歸 つて 住まう と は 思 ひません わ、 

みんなが 親切ない いお 友達です もの、 

アメリカ人、 ノ ギリ ス 人、 ド ィ ッ 人、 

フランス 人 や、 支那 人 や、 

イタリア 人も來 ますが、 なつかし いわ、 

ビエ トロ、 アン トニ ォ たんて、 

みんな 小說で よんだ 名前なん です ものと 

子供ら しく 喜んで ゐ る。 

四 六 七 


いま、 アメリカの 副領事と セラ ファ との 

ど つ ち と 結婚し ようか と 迷 つ て ますの。 

はろ 

領事の. R はお 金 も あるし、 いいんです けれど、 

わたし はセ ェ ラァの 方 を 愛して ますの。 

B 本の 女と 結婚したら 出世が 出来ない と 

自分で も 云って はゐ ますが、 副領事 は 

ど う しても わたし と 結婚す ると 云 ふので す。 

その 人と 1 緖 になって、 アメリカへ 行ったら、 

どんな にいい 勉强 が出來 ます で せう。 

どうせ 日本人と は 結婚した くご ざいません、 

壓へ つけられて、 ろくに 勉强も 出来ません もの。 

ほかの 外國 人で も、 女 をな ぐったり します、 

結婚す るなら ァ メ リカ 人です わ。 

その セェ ラァ はわた し 本當に 好きなん です、 

貧乏で もこつ ちに したいん です。 

若し その セ エラ ァ と 結婚したら、 

今度 は漢 口に 行く かも 知れません。 


四 六 八 

仔細ら しく 物 をい ふ 人で、 

何でも 說明 をつ けて いふ， 

それで 肝腎の 生活の 中心の ぼんやりして ゐる 

その きれぎれの 話の 中から、 

お れ は 國際 的な デ ィ ルネの 生活 を 組立 てて みた。 

女 は 一 年 ニ年會 はないで ゐて、 

今度 會 つた 時にはす つかり 變 つて ゐる。 

女の 身の上 はすぐ 變る もの だ、 

して、 變 ると いふの は 男の 變る こと、 

出會 ふたんび に 男の 變 つて ゐ た 女 も あ つ た。 

たと へば、 蘆 屋 の あの 女で も， 

五 年ぶりです つかり 變 つて ゐ たが、 

その他の いろいろの 女 もみな さう であった。 

けれど、 この 女 ほど、 ゎづ かの 間に 

こんなに 變 つた 女 もす くない、 

こんなに 不思議な 世界に 飛込んだ 女 はない。 


こ の 女 は 自分 でも 知らな いで、 

おれたちの 運命に I 役つ とめた 女であった。 

去年の 三月、 蘆屋の 女が 來てゐ たと き、 

この 女と おれの 書 齋で落 合った とき、 

い つも 女と 女と がする やうに、 

無意識の、 本能 的の 接戰 があった。 

蘆 屋の女 は 急に ブイと 歸っ て 行った が、 

その 夜の 夜中、 突然 書 齋の雨 戶を敲 いた。 

着物の 据は やぶれ、 髮 は亂れ て、 

何でも 上野の 公園から 本 鄕臺を 

今まで うろつき 廻って ゐ たといった。 

おしろい 

涙に はげた 白粉 は、 何 を 思うて、 泣いた のか。 

二十 五の 女と 二十歳の 女、 

若さに 對 する ジ ： フシ ィは 

.St で 

女の 致命の 傷 手で ある" あんな 女が、 

あんなに 大膽 におれ をお びき 出した の は、 

たしかに この 女の ためで もあった。 

阿呆の 奴 逆 


こちら はま だ 子供、 そんな 事と もつ ゆしらず、 

蘆 ilK へ も靜岡 へ も おれに 手紙 を くれて、 

その後 も、 あの 女の 事 をよ く 訊いた。 

それが 今、 上海 くんだり で、 この 身分、 

今 ij- は實に 驚く 事ば つかり だ。 

あの 女が ァカダ マ の 女給に なって ゐ ると 

聞いた 折りの シ ョック と は 比べ ものに はならない が 

三年 越し、 ただ かりそめの 交りながら、 

身なりで それと は 察して ゐて も、 

上海と 閡 い て は 胸が ド キンと した。 

だが、 驚く 方が を かしい かしらん、 

こんな 時勢 だもの、 女 だもの" 

でも、 若しかして、 あの 女が 上海へ 行った と 

聞いたなら、 どんな 氣持 がする だら うか。 

おれ は 又もや 强く あの 女 を 思 出した が、 

ふと、 若し おれが この 女の 處 女性 を 1^ つたので， 

それで この 女が こんな 身分に なった の だとしたら 

どう だら う、 おれ は どんな 心 もちで 

g; 六 九 


今 この 女 を 見る だら うかと 心に 問，？ た。 

おれに は 到底、 かの 高踏派の 詩人の やうに、 

多くの 純白な 紙 を 血で 染める 事 は 出來な い。 

置屋の 女が 旣に 人の もちもの であ つ た の は、 

夠情 主義者 おれに は 幸福 だ つ た。 

いや、 それ だから こそ 動け たの だ。 

おれ は まだまだ、 ゲイ ヨンに は 遠い、 

人道主義の 穀が まだお 尻に く" つ いて ゐる、 

何處 まで 駄目な 奴 かなと， おれ を& ふ。 

それにしても、 女と いふ もの はえら いもの だ、 

世界 三界、 股に かけて、 恐れる ものがない。 

勉强が 好きで、 それで 家 を 飛び出し たの だが、 

今 は どんなす ばらしい 人生 を讀ん でゐる ことか。 

下町 の 大きな 洋物 問屋の 娘で も 

母親の 愛がなければ、 かう もなる。 

蘆屋の 女より、 も 少しせ いが 高く つて、 
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いかにも 二て ホン • ムス メ らし い 

あいくる しい 顏 だち だから、 

外 國人は 好く であらう。 

どうなる 身 の 果て か 知らな い が、 

どうで あらう と、 好きに 生きて さ へ 行けば い い。 

世界的な 戀の 本場で 腕 を 磨いたら、 

一 人前の いい コ ォ テザンになる だら う。 

今に 若し この 次ぎに でも 會 つたなら、 

文士なん かお 金が なくって いけない わ、 とで も、 

おれに 笑って 云 ふか も 知れない。 

彼女 は 是非 上海へ 遊びに いらっしゃいませ、 

き つ と 面白く つ て爲め になります わ とい ふ。 

おれが 上海へ 行ったなら、 

1 體、 何が おれ を 待つ の だら うか。 

おれの 詩 を 白話 詩に 譯 して くれた 

あの 謝 位 鼎に 會 へ るかし らん、 

西 湖 や 蘇 州の 秋に 會 へる かしらん。 


いや、 おれ はこの 女 を 訪ねて 行って、 

そ こ で 自分の 好きな 女 を 見出し て 、 

ありったけの 金 を はたいて しまって、 

それから 何處へ 行った か 知れなくなる。 

日本 詩人 之 失踪、 そんな 記事 さへ 出 やしまい。 

揚子江 はおれ をのむ のに 事缺 くまい、 

ず ぼんと はまり 込んだ が 最後、 

誰が おれの 事なん かか まふ もの か。 

だが、 おれ は 上海へ は 行くまい、 

大阪 にさへ 行かない つもりの おれ だもの。 

戀を 知らない 女、 お まへ は漢 口に 行く、 

それから、 香港に も 行 くだらう、 

シン ガボ オルに も 行 くだらう、 

アメリカ にも 行 くだらう。 

シャトル こも、 フ レスコに も、 二 ユウ ョォク にも- 

それから、 ロンドン にも、 パリに も …… 

そして、 地獄で おれ はお まへ に會 へよう よ。 

阿呆の 奴 逆 


だが、 まづ、 差當 つて は 副領事と セ エラ ァ だね- 

セ ェ ラァは 揚子江 通 ひの 船乘 りか、 

上海から 船で 四日 も かかる 漢 口に 

小ぢん まりした 家 を もつ …… 

彼女 は漢 口に 行く であらう か …… 

上海 か ら來た 女と 話 をし て ゐた とき、 

おれ は 今年の 五月 ごろ、 

詩人 達の 會の あげくに、 橫濱： の 

X  X  X の 案内で 出かけて 行った 

ij^g の 一 夜 を-思 ひ 出した。 

そ は Icyo-wotel だ" 

階下の 大ホ オルの 厲中 では、 

外人 や 混， g 兒ゃ、 サ ラリイ マンら しい 

靑 年なん ぞがを どり 廻って ゐる。 
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ぐるりの"？ T に は、 みんな 女 を ひきす. 

麥 酒ゃゥ キス キイ を飮ん でゐる 

男 は みんな 脚に 毛 を はやし、 蹄 は 割れて、 

額に 角 を 並べて を どると ころ だ。 

女よ 大方、 振袖の 二 ツボン • ムス メの姿 

中には 洋装 斷髮、 半裸 體も あり、 

ウタ マ 口 風な 島 田に 黑濡 子の 襟 も ある。 

ホテルの クインと 云 はれる ぉ濱 とい ふ 女 は 

脊の 高い すばらし い 中年 增で、 

湯 上りの 浴衣 一 つが 凄い ほど 意氣 だ。 

一 面の 硝子 戶の外 は 海 だ、 

その 海の 中へ さし 出した 小さな 接 橋へ、 

噴水から 流れる 水の 上に 据.^ つけた 

踏 石 代りの ガラスの 中 は 電燈を 入れて 明るく * 

溝 わたる 女の 足 を 白く 照らす。 


四 七 二 

海岸に は 幾つ も Sf か 出來 て ゐ て 、 

夏 は 海から 上って、 ここに かけて 

女 を かか へ ながら 酒を飮 むの だ。 

二階の ベットに 女と 寢てゐ る 

シ ン ガボ オル 行の フラン ス 船の 水夫 は _ 

もう 出帆 間際の 船が まだ 出 はせ ぬか、 

五分 間 毎に 船 を 見に やる。 

おお は錢 橋へ 船の 灯 を 見に 行って は、 

また 慌 しく 二階へ かけあがる。 

IT 日、 IT 後つ ^、は 神戶、 門 司、 上海へ、 

今宵 一夜が 永のお わかれ だ、 

門口に は 自動車が 待ち かねて ゐる ：… 

詩人 は樂 しい 愉快な 人達で ある。 

X  X は醉 ひ、 

XXX は を どり 

X  X は どなる。 


X X は そばへ 來 てかけた 

すばらしい 太い 女の 

かま ぼ この やうな 膝 を 撫で てみ て、 

君 もさ はって みろ とおれに 云 ふ。 

詩人 どもの 名前が みな 知れて、 

おれの 詩の 愛讀者 だとい つて 

おれの 膝に 乘 つた 女 は、 

泊って ゆけ と 云って きかない。 

長居 は 無用 だ、 すぐ 出 るんだ、 

ちと ゐ すぎた と X  X  X は 云 ふ。 

\ マ JiJ^ は stclr.IIOtel だ 0 

そこに は 口 シァ 人の 女 も ゐた。 

おれの ゑらん だ 女 は、 

おれの 思 出 を 振袖に つ つ んだ 女、 

藝 者に 出よう かどうし ようかと 考 へ て、 

こちらに 來 たと 云って ゐた。 

阿呆の 叛逆 


おれ は 廊下の 角の {ぷ いた 部屋に 入れて 貰 ひ、 

そこの 長椅子に かけて、 一 人で うつむきながら 

1 體 * 何 を 思った とお も ふ？ 

おれが 今夜 ここで 死んだら 面白から うと 思った の だ" 

フラン ソァ •* ウイ ョ ンみ たやうな 混血 兒の 

不良 靑 年の ジャック • ナイフが、 

お れ の 胴 腹 を 突き刺した な ら どう だ らう。 

また、 その 混血 兒 どもと 打ち合 ひして、 

ビス トルに 打 たれて 死なう か。 

あ ひにくに も、 そんな 親切な 奴が ゐ なかったら、 

女の 扱帶で 首で もく くらう か。 

女と 一緒に 死ぬ こと は 

いつも おれの 誘惑だった、 

だが、 ここ は 女と 一緒に 死ぬ 處 ではない。 

本牧の チヤ ブ屋で 詩人の 怪死 11 

1 寸 日本ば なれが してる ぢ やない か。 
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求道の 人、 冥想の 詩人なん ていふ 定評 を 

ものの みごとに ぶち 破って、 

くだらない やくざな 死に 方 をしたら、 

それ も 反抗 兒の おれに とって は うれしい 事 だな。 

あの 一 世の 師表と 仰がれて ゐ た文學 者が、 

情痴の 人と なって、 輕 井澤の 別莊で 

人妻と 緩れ 死んだ の は、 

此上 もない 痛快な ざま ァ 見ろ だ。 

*、 つ 

自分と 社會の 頼べ たへ 一 擊 くら はせ たの だ。 

だが、 おれ はま ださう はせ なんだ。 

い つも 死ぬ ことば かり 考 へ てゐて 

そのく せま だ なかなかく たばらぬ 業 ざら し、 

おれと い ふ ものが つくづく 厭やになる。 

おれ はこの 女た ちの 身の上 を 思 ひやって、 

入って 来た 女と、 かう した iif の 話 をした。 

どうだい、 こんな 生活 は 面白い かいとき くと、 

ええ、 面白かったり、 辛かった りよと、 平凡 だ。 


四 七 四 . 

三十 分の 間に 着物 をぬ いで また 着る のが、 

それが と て も大變 よな ど とも い ふ。 

おれ はそんな 話 をしながら 何 を 思 出した？ 

この 女た ちの 末路の 事 を。 

この 女た ちの 末路 を 誰も 知るまい、 

その 女 自身 も 或 ひ は 知らない だら う。 

つかへ る だけ をつ かって， 

もう 男 をし ぼる 力が なくな つ て、 

すっかり 駄目に なったなら、 

いつのまにか 見え なくなつ てし まふ。 

何處へ 行つ たんだら う？ 

女 は 船底に 投げ入れられて、 

息 絕ぇ絕 えに、 半分 死に かけた やつ を、 

太洋 のまん なかで、 小氣 味の よい 程 どんぶり こ 

水雜 炊に してし まふの だ。 

世話 ァ耍ら ない if これが 一 生 だ。 


おれ は 下町の 洋物 問屋の 娘の 顏を 見ながら、 

ふプ と、 そんな シ イン を 思った 時の 自分の 心 持 を、 

そんな 悲 慘を考 へながら 女の 顏を 見た 時の 心 持 を 

まざまざと、 再び 更に 强く 胸に 喚び 出して、 

ふたたび 憂鬱に 襲 はれた が、 なに ッ くそ を、 

どうせ. おれ も その 仲間 ぢゃ ないか、 

あの ス タァ. ホテルの 女 も、 この 女 も、 

それで 本望、 めでたし めでたし、 サ、 

い いよ、 世の中 はちゃん と 工合よ く 出 來てゐ る、 

神樣に 感謝し ろよ と、 おれ は 心で 云った 事 だ。 

わたしたちが 戀 人のと ころへ 持って ゆく もの は 

もはや 心臓ではなくて、 財布で ある" 

心賤 はなん にもなら ぬ、 それ は 金で 買 はれる、 

金 は 心臓で は 買 はれ ない の だ。 
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アメリカン .ガ アル は 愛 をた だ 金で はかる、 

男 は 財布の 一 種に 過ぎない。 

凡ての 耍心深 い 人 は 約束手形 を 信用し な い 、 

愛 も現ナ マ で支拂 はれる 事 を 望む。 

今や、 生命 は 金で あり、 經濟カ は 一 切 を 決定す る、 

金の ない もの は、 愛 もない の だ。 

今や、 女性に とって は、 戀愛も 1 つの 投資で ある、 

利潤 は 離婚 後の 安穩 である。 

わたしたちが 戀 人のと ころへ 持って ゆく もの は 

もはや 愛ではなくて， 金で ある。 

1^ かれる 愛 はた だ 空しい 言 蒸に 過ぎない、 

金 こそ 凡て を與 へる、 M 實の愛 だ。 

金の ためにす ベて を 捧げぬ もの は、 

此 世に 用 はない の だ。 
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とつと とくた ばつち まへ。 

金の ために その 貞操 を 賢らぬ 女" 

飛んでも な い 勘 違 へして る んだ" 

とつと とくた ばつち まへ" 

余の ために 厭やな 事 を 書かぬ 文士" 

とてつもない 阿呆 だ。 

とつと とくた ばつち まへ。 

金に ならねば 何 一 つし ない 

金になる なら 何でもす る。 

それが 時代の 常識 だ。 


唯物主義 だ、 唯 ゃ王義 だ、 

これが 時代の 指導 精神な の だ。 

その 眞理の わからぬ 奴 は 

とつと とくた ばつち まへ。 
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お、 金、 金、 金、 

金ば かり。 

そのほか は 無 だ、 

すッ からかん。 

金が あったら、 

爵位 をお 買 ひ。 

金がなければ、 

刑務所へ。 

金が あるなら、 

博士に おなり、 

金がなければ、 

安月給" 1 


金が ある やつ- 


藝者を 身う け。 

金がない やつ、 

湯屋 XXX。 

金が ある やつ、 

別莊 ぐらし リ 

金がない やつ、 

ビル 勤め。 

金が あるなら、 

轍 血 もで きる。 

金がなければ、 

行き倒れ。 


金、 金、 金、 金、 

金ば かり。 

金がなければ 

首  <<れ0 

阿呆の 叛逆 
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敢て する ものが、 時の 英雄 だ „ 


リンド バァク は 大西洋 を ^ した- 

たった  一  人で、  小さな 翼に 乘 つて 


海と {. ^と は、 幾千 葸の 女の 魂 だ、 

リンディ は アメリカ 女の 魂 を 征服した „ 

現代の イカ a スは、 女の 胸に 落ちる、 

その 心 を鋼鐵 によろ つて …… 

鳥人 はた だ 飛ぶ こと をのみ 愛して、 

一 一本の 捥の 鎖に 鳥と ならう と はしない _„ 


これ は 個人主義 時代の 最後の 英雄で あろ か， 

ただ 無 邪氣な 紅顔の 少年で ある。 

e: 七 七 


敢て する ものが、 時の 英雄 だ A 

千番に 一 番 のかね あ ひも 

いま は 家常 茶飯事。 

きの ふまで はプ 口 レタ リア、 

け ふはブ ルジ ョァ、 

ブ 口の 柱の 尖端から 

ブルの 柱の^ 端へ、 

ひょいと 飛びつ く 早！ tl- の 

これ ぞ 時代の 輕 業師。 


不眞 面目 結構、 輕 薄 萬歲、 

裏と 表と で 一 人前 サ。 

まじめの 病菌、 退治し ろ、 

人間 元來、 うそ プ つき。 

プ 口 の 後衞、 ごみく さい、 


四 七 八 

ブルの 前衞， 一 ついかう 0 

銀座、 丸 ビル、 モボ 大衆、 

やん や、 やん やと 喝采す。 

敢て する ものが、 時の 英雄 だ。 

金がなければ 女 を 愛して はならない、 

金 を 得る に は 身 賢り をせ ねばならない、 

魂 賢って 女の 愛 を 買へば、 立派な 男 だ。 

戀を 心です る ものと 思った の は、 

それ はずつ と 昔の、 昔の、 昔の 夢，， た。 

戀は 感覺、 眞實は 刹那々々 の 波で ある" 


女 は 買 ふ もの、 身 は 賢る ものと 

きめて かかれば 大した ものよ、 

^%もかかねば、 へこたれ もせず。 


よ やり gl- を かく * ト ン • ファン、 

大衆 物 かく 一  代 男， 

ラゲ • ハ ンタァ の 英雄 兒。 

敢て する ものが、 時の 英雄 だ〉 

おれが 三十 八 年 かかつ て發 見した 事 は、 

人生が 一 つの 欺瞞に 過ぎない とい ふ 事 だ" 

何等 新しい 發兑 ではない。 

ただ、 おれの 絕望 だけが 事 珍ら しいの だ。 

おれ はおれの 阿呆の かぎり を 晒す ために、 

何千 枚と いふ 詩 を 書いた の だ。 

社會 組織が どう 變 らうと、 

利 巧者が 勝つ にき まって ゐる。 

どんな {R 由 平等の 思想が 語られようと、 

ちゃ • しゃ 

智慧 者が い つ も 利益 を收 める のた。. 

阿呆の 奴 逆 


旣に十 年 前 に その 苦い ！！^資を迫^^し た お れだ、 

その 底の をり まで 飮ま， 「と 十 年生き のびたの だ _ 

人間 は 救 ひ 難い ニゴィ ストで、 

あらゆる 美しい 思想 は 丽腦に 咲く 花 だ" 

他人の 小市民 性 を攻舉 する 無 派 作家 は、 

自ら また その 俩人 主義 を 暴露し てゐ る。 

これが 人間の 本性な の だ。 正直 まつ ぼ ふに 

思想 の 實踐を 企 てる もの だけが 損する の だ。 

結局、 あの 不眞 面目 を 標榜して、 

道學 者を嗤 ひ、 偽善者 を 嘲り、 

自ら 不眞 面目 の 限り をつ くして、 

八ム 然と ブルの 尖端、 モボと 手 を 握る 

あの 圖 太い ナップが 1 等 露實か も 知れな い 。 

これが 人間 だ。 未来永劫、 この 通り だら 5。 

それでい いの だ" 人間 は 人 問で いいの だ。 

s: 七 九 


世 を もお のれ も あざむかねば、 

われ は 生く るに 堪へ かねし。 

弱し と 人 は あざむと も、 

裏な き 心、 なに なれば 

破れ ざり けん、 一 あの 

紙に も 似た る 薄 さもて。 

おのれ を 知る はお のれの 裁き、 

むな 

き はめつく して、 世 は {11 し。 

われと わが 身 を嚙む ほかに 

戰 ひの すべ はあり や。 

われと わが 身 を 破る ほかに 

眞を昆 る 道 はあり や。 


すぐれし 人 もた をれ たり、 

するどき 人 もや ぶれたり。 
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力の かぎり 戰 はば 

つ ひに とりで は 落ちぬべし。 

戰ひは 勝利に 終る、 

然り、 ただ 自然の 勝利に！ 

神の、 非情の、 自然の 勝利、 

それ ぞ 人の 死。 落した る 

Xj いもの 上に 立つ 影 は、 

血汐に 紅き むくろ のみ。 

むぐ ろに あらず、 人なら ず、 

今 はも 自然、 非情 そのもの _ 


ふり さけ みれば、 月 細し、 

忘れて 久の月 なれば 

ものお も はする 月 なれば、 

しばし \ィ み、 ながめたり" 


やや か は 

見なれ し國の 山河の 

その 面影 もお ぼろに て、 

とらへ がた なき 影 なれ ど、 

忘 れ ぬ 眉目 ぞ匂 は し き。 

人 は 去りけ り、 たま ゆらの 

夢の す さび にきず つきて、 

夏の 夕の いなづまに 

淚 ふたす ぢ 照らされき。 

われに あたへ し 君が 手 も 

君に あたへ しわが 胸 も、 

はなれて またも 重ならぬ 

風の 木の葉. に 似たり しか。 . 

いつも 甲斐な きものぐ る ひ 

わが^も 今 はかた むきぬ、 

君に 忘られ、 君 を 忘れ、 

阿呆の 逆 


われ も 夜 影に 消え去らむ。 

秋風 立ちぬ、 暑き 日 も 

やや 傾けば、 葉の そよ ぎ、 

秋 はさら でも 身に 沁む を、 

ことしの 秋 はいかに して 

瘦せ しこの 身 を ささへ なむ。 

見ず て 久しき 君なる を 

など 下心、 消え やらぬ、 

{.^1に心はみだるれど、 

秋 は 西より 來る とも 

雁の つか ひもよ しなし や。 

人の はなしの 半ばに て、 

わが 頼に ふるる 風の 手に 

しばし 言葉 も あとつ がず、 

e: 八 】 


あらぬ かなた を 見入る £^ を 

客 は あやしみ 見たり しか。 

さりげ も なげの 笑& して 

人のお もて は 見 たれ ども、 

難 も淚に ふさがりて 

言葉 も 風に みだ るれば、 

•P だ  あ /'どな ン 

默す ほかな き 秋 隣。 

け ふ も 暮れたり、 い たづら に、 

なほ よのつねの 姿して、 

世に立つ 人ぞ あはれ なる、 

人に おも ひ は 語られず、 

嘆 き はう ちに 身 をば 殺ぐ。 

また この 秋を堪 へぬ とも 

ねが ひの 春の 來る身 か は、 

ま たうち 見 ベ き 君なら で 


暮 るる いのち は 惜しまる る- 

秋の 果て こそ 堪 へられね。 

かの 六 甲の ふもとに て 

長き 病 を やしなへ る 

舊き 友より たよりして、 

ことしの 秋は來 よと いふ、 

かへ し をい かが 書くべき か _ 

その 西 藤のお も ひで ぞ 

蘆 ：！ の 里と むすべる を、 

かの 日 招かれ たづね てし 

女の 友 を また 見なば、 

いかが Jus らむ その後 を。 

わが かりそめの 留守の まも 

泣きて し 待ちし 人の 住む 
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大阪を 越え、 蘆 尾 越え、 

會 はずに いかで 過ぎられむ、 

會 はば この 秋い かなら む。 

春の 舞子の さまよ ひに 

ふたり 乘り てし 汽車の 窓、 

窓に ながめし 六 甲の 

山は燒 くると けぶりて は、 

その 日の われに 似たり しが 0 

色も黃 ばみ てお とろ へし 

その 山 みれば、 枯れ 落つ る 

わが 世の 果ての しのばれて、 

去りに し 秋 を ささ へつ る 

身の いたつ きぞ 恨まれむ。 

人に 會 ふさ へ このごろ は 

IS 呆の奴 


いよよ くるしく なりはてぬ. 

心に もな き 笑みつ くり 

^間 話 はか はせ ども。 

まして やい かで 堪 へられむ、 

わが 著寶 いだす 社に ゆきて 

ふるき 馴染の 人に あ ひ、 

そこば くの 金 借りる こと。 

おもへば いかに ながらくの 

賈文 ぐらし なりし かな、 

もの 書く 業 も 飽き はてぬ、 

はや 切 上ぐ る 日なら ぬか。 

母の 失せた る 去年の 秋、 

電話の しらせ あやまりて 

わが 失せし ごとった はれば、 

^Id は ど よ め く と 聞 くも の を。 
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げに その 0 こそ 死ぬべき を 

今 もむな しくながら へて、 

なほう つ ろなる 身 を は こび 

人に 會 ふだに あさまし や。 

まひる 

われ は 白日の まぼろし か、 

生 ある 身と はお も はれず、 

など さまよ ふぞ 日の 下 を， 

墓 こそ われ を 待つ もの を。 


文 賢る 業 もった なくて 

世に立つ ことの 難ければ、 ， ： 

とさ 上  一 

5 つる 時世の はやあしに ； 

心 も 足 も 合 は ざれば.  一 

あるに 甲斐な き 世と なりぬ Q_ 
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おのれ を 殺し、 世に 媚びて、 

うはの そらなる 暮 しせば、 

しばし 榮ぇ ある 身なら む も、 

わが 1 生に 言 ひし こと 

みな そらごとと なりはてむ。 

おのが 心 を まもる こと、 

おのが 言葉に かかる こと、 ， 

とさぶ 

すでに 時世に おくれたり。 

今 は 日 每に旗 を か へ 

日毎 女 も かふる とぞ。 


ああ、 世と われと 離り て は 

また 結ぶべき 紐 もな し。 

女 ひとりの 愛の 紐、 

いかに 强 くもなに かせん、 

ささ ふる 力なき もの を。 


女の われに ささぐ て ふ 

その まごころ も 何 かせん、 

われの ささぐ る ものな くば „ 

ただ 世と ともに 推し 進み、 

かね  わざ  . 

金と る 業に つとめず ば Q 


女の 愛 はえ たれ ども 

われに はつらき おくりもの = 

君 幸 あれと 祈りつつ、 

時世の 風に ひるが へる 

蝶の ゆく へ を 誰か 知る。 

わが 手 は 書く にっかれ たり、 

いのちの 限り 盡す とも 

いかで 思 ひは盡 されむ、 

眞實 はつねに 殘れる を。 


阿お の 奴 0 


ぺ ン の 尖より ほとばしる 

この 靑黑き インキ もて 

ま- Jt 

歸 實を書 くと おもへ るか、 ， 

指より 出づる 血に あらで。 

指の 血 を もて 書けば とて 

そ は よのつねの 文字の み、 

血 は 生命な り、 生命 なれ ど、 

文字と しなれば あしき インキの み < 


頭腦 通して 出で 來 なば、 


みなよ しもな き 力 ス となる 0 

かしら 

その 頭腦 をば 打ち 碎け、 

そのと きの 血ぞ まことの 詩。 


そ は 文字なら ず、 文字 以前、 ^ 

そ は インキ ならず、 それ ぞ 血よ。 一 

ベ ンを 捨てろ、 捨てて 手 を 洗へ、 一 


•  a. レ x 

p.  /  - ゴ 


して、 拳銃 を 15- つて、 詩 を 書け、 死 を。 

Ich  1)ョ niir  cin  \Vorte=maclier: 

was  liegt  an  wortrtn  ！ 

was  liegt  an  mir  ！ 

Nietzsche. 

「おれ はた だ 言葉 づ くりだ、 

言葉が 何 だ！ 

おれが 何 だ！」 

二 イチ ェ はおれの 口 をふさぐ。 

-1 ィ チェが うまく 云った 後で 

おなじ ことお も ふ は 莫迦よ、 

おれの 空虚の 證 明な のサ、 

おれの 無用の 證明 だけ サ。 

おれ はいつ でも 時お くれ、 


六 

後の祭りの 難し 方、 

喧 f. すぎての 棒ち ぎれ、 

力む ほど、 IJ^I 々を かしい。 

ま づ頭腦 から 死んだ-一 ィ チェ、 

額に 拳銃 を あてた パラント、 

つい 傍から かけぬ いた 

同年の 文人 もあった のに、 

おれ は 死で さへ 時お くれ。 

だが、 おれ も 云 ふ、 おくれても、 ， 

だが、 おれ もやる、 おくれても。 

おれ はた だ 言葉 づ くりだ、 

言葉が 何になる、 

おれが 何になる。 

だが、 その 言葉が 實を むすぶ、 

おれの 心に 實を むすぶ、 


言葉 は 種よ、 夢の 花。 

おれ は 敗れて. 碎 けて、 勝つ- 

よしや、 死 だとて！ 


X 
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切の もの を 失った、 

おれ は 無 だと、 男 は 叫ぶ。 

それが 全 だよ、 

失 ふべき. ものな しと 知る。 


放 下着、 

放 下着、 

重くな つたら 投げ出せ、 

投 .十， 出せ ズ、 P- は 肩に 在り * 


絕望 こそ^の はじめ、 

無に 歸 せば、 人 こそ 神、 

友 は 祝へ ど、 

阿呆の^？?. - 


敵は哭 けど も。 

人、 罪を盡 せば 祌、 

な  ろに 

神、 人と 生れば 詩、 

めでたし、 罪 は、 

うれし や、 苦 は。 

笑って 死ね、 

死んだら 笑へ ノ 

放 下着、 

放 下着。 


信徒 は 

絕 者と なり、 

戀人は 

姦淫 者と なり、 

哲學者 は 
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道化者と なり、 

寂 人 は 

反抗 者と なった。 

おれ はす ベ て の 汚れた 詩人 の 中の 詩人、 

すべての 不幸な 詩人の 中の 詩人、 

すべての 呪 はれた 詩人の 中の 詩人、 

すべ ての 叛逆 的な 詩人の 中の 詩人、 

これが おそろしい 一 つの 運命で ある。 

かうな るまでに は 長い 歷史 があった、 

あらゆる 失望と、 打擊 と、 重 壓と、 

沮喪と、 挫折と、 受難と • 破 逢と があった 0 

おれ はすべ ての すぐれた 詩人と は 

およそ 逆の コォス を 取った。 

彼等に 地獄から 天國へ 上る、 

おれ は天國 から 地獄へ 墮 ちた。 

彼等 は 罪 もまた 愛で あり、 
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おれ は 愛 もまた 罪であった。 

おれ は 詩 を 書かねば よかった の だ、 

いや、 おれ は 生れねば よかった の だ。 

モラリスト は 

ニヒリスト となり、  . 

人道主義者 は 

アナ キス ト となり、 

精神主義 者 は 

マテ リア リス ト となり、 

ス ケプ ティ プクは 

ファナティック となった か。 

然し、 それが 凡てで あるか？ 

實 際に、 さう であるの か？ 

おれに は 分らない、 また 分りた くもない。 

ただおれ は 知って ゐる、 おれ はいつ も 莫迦 だと。 

おれ はいつ でも 二つに 裂けて、 


蛇と 蛇との 嚙み合 ひに 死ぬ の だと。 

轉身 やまぬ プ C1 テゥ ス の 

姿 はつひに 水と 溶け 去る の だと。 

煙の 出ぬ タパ コを すって 

タパ コ をす つた 氣 がする だら うか。 

おれの 一 生の 事業 は 

煙の 出ぬ タパ コ であった。 

すっても、 すっても 

煙 は 出 やしない。 

だが、 煙の 出ぬ タバ コが あらう か、 

翳く づ だって 燃やせ ば 煙が で る。 

おれの タパ コ もさかん に 煙 を 出した の だ。 

ただ、 それ は 目に 見えぬ 煙であった。 

人 はおれのう まさう に 吸 ふ 顏付を 見て 笑った 

おれの パイプ を あざけった。 

阿呆の 叙 逆 


それでも いいの サ、 

おれ はタバ コ をす つたの だ。 

それ はう まかった、 

また 苦く もあった、 . 

その上 たっぷり 二 コ チン 中 雞 もして ゐ る" 

自分です つたの だか ら滿足 だ。 

もう 不遇 だなん て 云って 貰 ひたくない、 

おれの タバコ は 上等だった よ ひ 

おれ は この 詩稿 を 終 へ ようと 思 ふ、 

詩 は あまり 多く を 書くべき ではない。 

おれ は 實に澤 山の 詩 を 書いた。 

誰か この 詩 筆 を 取上げて くれない か。 

この 筆が 手の 中に ある 限り、 

おれ は い つ まで も 詩ば かり 書い てゐる だら う。 

1: 八 九 


今は實 行の 時代 だと 犬まで 云つ てゐ る。 

そんなら、 おれ は 何 をしたら いいの だ、 

おれの 實行 はなんで あるの だ。 

詩 か、 今日 も 卓に 倚って また ぞろ詩 か、 

上海へ 行って コォ テザンに なった 女が おれより えら 

、 0 

(十二 字 削除) 

おれ は ツル ゲュ ネフが ルゥ ジン の 最期 を 思 ふ、 

巴 里 革命の バリ ケ エドの 上に 攀ぢ 登る 

白 頭の 男、 琉彈 にばたり と 倒れる。 

言葉の 英雄 も、 最後に は 一 老兵。 

だが、 それ は 何とい ふ 間の 拔 けた 死 だ。 

そこに 男子の 志 を 誰か 汲む も のぞ。 

インテリ ゲン チアが 何 を やらう とも、 

力な くんば、 みんな 阿呆の 叛逆 だ。 

うまく 梶を とって ゆく のはデ マ ゴ オダ だけ だ 0 

おれが 政治 業者になる なんて 滑稽 だ。  ， 
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莊嚴と 滑稽と は、 ただ 一 歩の 差 だ —— 

力 あると ころに、 莊嚴が あり • 

力なき 叛逆 は、 滑稽で ある！ 

つく づ くお も ふに、 

おれ は ビエ ロォの 外の なんでも なかった。 

おれ は 人間 痴愚の 象徵 だ、 

おれ は 阿呆の 親玉 だ。 

おれ は -I ヒリ ストで 徹底しょう、 

おれ は 阿呆らしく 叛逆しょう。 

蘆屋の あの 女 は、 大阪 言葉で、 

よく， あほくさ、 と 云った つけ  

おれ も 云 ふよ、 

人生に むかって、 おれに むかって、 

あほくさ， と  

あほくさ、 と  

八月 十九 日 I  二十 六日 (東京) 


七 卷 

まだ 詩人 


 戀 と鬪ひ 


第 一 編 

おれ も 詩人 か。 まだ 詩人 だ。 

おれが 自由 を 愛する だけ、 

詩人 はおれの 宿命で ある。 

この 我儘 者 はぶち 殺せ、 

ボル シ， -グ ィキ よ、 この 叛徒 を 0 

プリンツ • フォ ゲル フライ、 

日本なん ぞに 生れた 莫迦め。 

日 は 朗らか だ、 日本 は赛 だ、 

秋の なかば もやつ ばり 春 だ。 

屋根の 上に 啼 いて ゐろ。 

そ と 

身 を 律法の 外にお き、 


心 を 流行の 外にお く。 

時の <r: 言葉 は 忘る とも、 

嵐のと き は、 嵐と ならば、 

ツエ プぺ リンより ItM く 飛べ。 

詩人 は 四季の 中に 住む、 

詩人 は 晝夜を 詩に つなぐ。 

南の 果 から 北へ 行け、 

地獄から 天國 への ぼれ U 

時代 を 超えて、 なほ も 飛べ" 

マ ル キシズ ムの イデ ォロ ギィ 

そんな ものに はし ばられ るな 

詩人 は絕對 の 子で ある。 

矛盾から 矛盾へ 躍れ、 

極から 極へ 沸き返れ。 

詩人 は 魂の 画に すむ、 


み 12 ま々  そ ,,.f 

靈 にと まり、 祖に Et| する。 

女郎屋 も 殿堂、 敎 會も變 だ、 

しかも、 暮夜 ひそかに 天に 祈る は 誰" 

神 は 詩人の ペンに 瘗む。 

主義に 詩人の 靈 はなく、 

靈ぞ あらゆる 主義 を 含む。 

畫 ける 龍に £^ なく、 

眼 は 地底 も 射し 通す。 

詩人よ、 自由 を 失 ふな。 

詩人 はだ だ ツ子、 自由 人、 

浮いた 世間の 人氣 なん ぞに 

この 自. H は 代 へられぬ。 

藝人 として は 落第で も、 

阿呆と して は 大した もの だ。 

自由、 自由、 自由の みだ、 
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詩人 を 生かす 神の 恩寵、 

これ を棄 て、 魂 を賈る 

はや リ ぶし  きわ も *^ 

流行 節 詩人、 際物 詩人、 

死ぬ とぎ ぞ、 生よ よ、 阿呆 詩人！ 

おれ も 詩人 か。 まだ 詩人 だ。 

恥 かしく も、 おれ は 詩人 だ。 

され ど、 自由の ために 死なば 

おれ も 誇りの 詩人で ある。 

自. a は 詩人の 靈に捷 む、 

&の 苦難 ぞ、 詩人 天國。 

人に 死の なきが 如く。 

我に 生の 不盡 なる 如く。 

夜毎 飮 むは、 ^酒、 

ひと ひ  ほ 

1 B 織る は、 死の 機" 


甘露の 中に 蟲 とうかべば、 

生は輕 し、 空の 鳥" 

かくれ 簑、 今 は 身に 着よ、 

冬 近し、 魂に 風邪をひかすな „ 

K ある 言葉に 乘 りて、 

飛べ、 生の その 本源へ。 

生きよ、 死の なきが 如く。 

死ね、 生の 不盡 なる 如く。 


X 


死 を 忘れよう、 

死 を 忘れよう。 

おれ は あまりに 死 を 歌った、 

いつも 死ぬ 覺 悟ながら も、 ， 

また 詩人た 


死 を 云へば、 人 は 死に 得ず。 

死ぬ 死ぬ とい ふ もの は 生き、 

生きて 死の 恥に 遭 ふと ぞ" 

いつも 死と、 死と いひつ づけ、 

人旣に 死者に 數 へて、 

まだ 死なぬ 男 を わら ふ。 

死 をい ふな、 

死 をい ふな。 

おれ は あまりに 死 を 誓った、 

死 を輕ん じた、 死 を もて あそんだ。 

死 はおれ を 憎んで、 捨てる。 


身 は 滅びず、 夢が、 た、 

肉 は 死せ ず、 戀が 死んだ。 

おれ は 死を濱 し、 生に 罪せられる。 

世に 死の なきが 如く 生き、 

U ""し- ム 


生に よって 死 を 解決せば、 

おれ はおれ を 拾 ひ、 

おれ はおれに 克っ。 

生と 死の 彼岸に 立てば、 

自由 人、 ここに 地に つき、 

詩人 われ、 ここに 翼 あり。 

おれ は演說 つか ひに は なれな い、 

演說 つか ひみたい な 詩人に はなれない。 

おれ はた だ 自分 の 實感を 歌 ふ のみ だ、 

策略の ために 自己 を is しう は せ ぬ" 

鬪爭 意識の さか な ときには 

闘爭 意識 をうた ふの だ" 

痴情に 惱む ときには 

痴情 をうた ふの だ。 

おれ は 聖人 君子 ぢ やない、 
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おれ は 二枚舌の 政治家で なく、 

黨 芩む の 奴隸 なる 黨員 でもな い 。 

おれ は 詩人 だ、 自由の 詩人 だ。 

ボ ル シ ェ ゲイ キ 詩人 は 昂然と して い ふ、 

霞感は 中央 執行 姿 員 會 から 來 ると。 

ホ 央 執行委員 會の 決議 命令 か ら 

靈 f 赵が來 る 詩人 は重寶 もの だ、 

これ ぞ 幸福な 機械 主義の 天才 だら う" 

丁度 映 繫會社 の 資本家の 金庫 か ら 

靈感 が來る あの 霄寶な 小唄、 詩人の や、 つに。 

おれの 靈感 はおれの 心から 來る、 

おれの 生活から 來る、 苦悶から がる。 

彼等に は名譽 と金と が來 るが、 

おれに 来る の は 貧乏と 死と だ。 

だが、 そこに おれの 唯一 の 誇りが ある、 

おれの 生涯 はまちが ひだらけ だが、 

おれの 詩 はおれの 眞實 なの だ！ 


この 1 月に 會 つたき り、 たよりも なかった 

友の 手紙が、 再び おれ を 驚かした。 

君に 會 つて 後、 歸阪 して 早々 • 

例の 人に 會 つたが、 その ときには 

先方に 便す る 意思が なか つたので、 

つ ひ アドレス も 知らせなかった が、 

その後 間もなく 姿 を かくして しまった、 . 

(古 巢に歸 つたと いふ こと だ) 

八月に なって 突然 たづね て 来て、 

何 か 仕事 はないだら うか とい つて ゐた、 

金に も窮 して ゐる らしく 思 はれた、 

その 時 つれて 來た 子供が ひどく むづ がるので 

ろくに 話が 出来ずに 別れた が、 

本日 君 宛の 手紙 を 開封で よこして 

屆 けて 貰へ まい かと 云って 來 たと、 

友の 簡單な 言葉の 中に、 まざまざと 

また 詩人た 


この 一 年間の 女の 全 生活が 

活動の フィルムの やうに 見通された。 

去年， おれと 二人で 並んで かけた 

あの 大きな 新聞社の すてきに 廣ぃ 

埃つ ぼい 應接 室の かたい 椅子に、 

子供 を つれた 寂しい 女の 姿を兑 る" 

むづ がる 子供 を あやしながら、 

でつ ぶり 肥った 中年の 紳士、 

瘦 せこけ た 詩人の 友人の まへ に、 

その 持 前で、 氣輕に 笑って、 

はっきり 底 を も ぶちまけられず、 

とりとめのない 話 をして ゐる 女の 姿 を 

何とい ふ 女 だら う、 女の 心 は 分らない、 

女給 もた うとう 勤まらなかった か、 

もしゃ 病氣 でもした のぢ やない か" 

さて は 男 をつ かまへ る 意志 もなかつ たか 

あるひ は その 勇氣と 腕がなかった のか。 

四 九 七 


またもとの 古巣に 舞 ひも どった と は、 

そして また、 去年の 三月に 房ら うと は、 

あまりに も意氣 地の ない、 

あまりに も 善良な 女の 心 だ。 

彼女 は 貞女で あるの だら うか、 

又は、 あの 平凡な、 鞭 を も 恐れぬ 

母 の 一 人で あるの だら うか。 

ァカ ダマの ミツルに は、 おれなん ぞ 

用の ない 路傍の 男であった のに、 

なぜ 今ごろ おれ を 思 出して くれたの だ？ 

おれに 助け を 求める の だら うか、 

おれに 恨み をい ふの だら うか。 

おれ ュ もはやお まへ に 何 を も 求めない、 

恨み も 今 は 云へ ない、 ただ 悲しい の だ。 

まのあたり、 うら ぶれた 姿 を 見るならば 

よそめに 見過ぎ る 事 はよ もや 出来まい、 

あんなに いぢら しい 女 だもの を。 


四 九 八 

だが、 やっぱり 元の 男と 共 凄んで、 - 

秋 を ふたたび 身に 知る 今日 を 

心 は 三百 哩の上 を もへ だてた 今日 を、 

三人ず まひ は 心で も 出来 はしない。 

それほど おろかな 女で あらう か、 

背に 腹に か へられぬ のか、 

なぜ 開封の 手紙なん ぞ 友に 委ねた のか 

特別に い ひたい 事が あ つ て だら うか" 

金、 金、 呪 ひの 金の 世 なれば 

金 ゆ ゑ 君 も 心 裂けた か。 

二度目の 春 は、 花 もよ そに 

汚れた 金の 支 li する この 社會 への 

反抗と 圏爭 との 詩に すぎて、 

秋 はふた たび 心に 沁みる。 

庭 もせに 落葉 はつ もり、 風に 舞 ふ 

.5 づニ  -,' 

揲 も何處 で命絕 えた か。 

おれの 詩 も、 理想の 戀も しい、 


うつし 世の 戀は なほ さら" 

さし も はげし い 狂 ひも しづ まった、 

• 女の 面影 も 遠い昔の 寫眞の やうに 

ぼん や り黃 色く 薄れ てし まった。 

いま は 心の 妻で あるお まへの 昔の 友の 

そのな さけさへ、 熟れる ほど 

おれに は 食へ ない 果實 となる、 

愛 は 聞く さへ、 ただ 悲しく 痛い。 

その 今日の おれ、 半死の おれ ti 

何が お まへ にお くられよ うか、 

ただ 限りない 悔いの ほか、 

わが 思 ひ 殘らぬ こと は、 あはれ 歳月、， 

としつき 

歳月の、 時の 力の 波に 打 たれて、 

よしなしごと のく りかへ し、 

ひと * 

秋の 一夜 をと つ をい つ、 はや 傾きし 

わが 世の 蓮 を 思 ひめ ぐらす、 

これ ぞ わが 蓮の 果てよ と、 

君が 果て、 わが 果てい かに つらき よと 0 

ま ii 詩人 


時お くれの 薔薇が 一輪、. . 

芭蕉の 葉 も 破れた あとに 

何の 心で ひらいた のか、 

さても 小さな 花で ある。 

はなれて 遠い 人のお とづれ ノ 

今 また 夢に ひらく とや、 

きずつ いた 心の 血 もて 

秋 づく庭 を いろどる や。 

か へらぬ 昔な げき 節、 

死ぬ まで 心うた へと や、 

散る とも 散らぬ 花の いろ 

此 世に 名 一 i 盡 きずと や。 

五月の 夢 は 散り はてて、 

ra: 九九 


薔漦の 月、 苦しみの 月、 - 

刺の み 胸に のこれる を、 

秋に も 春 を か へす とや。 

思 ひのこし は ある とても， ， 

生きる 力の ない 戀は 

秋の 薔蔡、 十月の 薔蔡、 

^いてな ほさら 悲しい もの を。 


散れ、 散れ、 蓄蔡 よ、 秋の 薔接、 

心 かたむ げ、 血 を そそぎ 

いのちの 秋 を いろどらば、 ， 

今ぞ かたみの 眠り どき。 

若し 失った 凡ての 女の 心が 

一 時に わが 身に 集まるならば、 

翻い 1 筋の 糸に つながる 
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男の 身 は 忽ち 落ちて 碎 ける だら う" 

おれ を 忘れた 凡ての 女の 心が 

1 時に わが 上に のしかかるならば、 . 

た わめる だけた わんだ 枝が 

ボ キリと 折れて しま ふだら う。 

なぜ おれの 愛した 女た ち は 

い つ まで も おれ を 忘れて くれな い の だ、 

もうと つくの 昔， おれの 事な ど 

忘れて しまった ものと 思った 女 さへ。 

おれ を 許して くれよ、 女た ち、 

おれ を 忘れて くれよ、 後生. たから、 

もう おれに 何の 勇氣 もない、 

今 は戀も おれに は 苦しい 重荷 だ。 


おれ はた だぢ つと して ゐ たい、 


ぢ つ と 自分の 最後 を 待つ てゐ たい、 

森 中の 朽葉の かげに 

身動き もせぬ 小鳥の やうに。 

おなじ 日に、 おなじ 消息、 

なに なれば かく、 われに 落つ る や。 

友の 手紙が ゆく りなく、 

1 年 あまり 絕 えて ゐた 

はなれて 遠い 西ぐ にの 

海邊の 人の、 聞く に 悲しい 

消息 を われに つたへ た 日、 

また 聞く は 山膨の 人の 消息。 

一 月 あまり 音沙汰な し、 

なんとした ぞと思 ふた 人 は、 

病院の 白い ベットに うち ふして 

また 詩人た 


日を經 たこと を、 この 事 を 

あの方に だけ はった へて よと、 

見舞の 友に かたり、 その 友から 

彼女の 友に 云 ひよこし、 

その 女の人の 口から 聞いた" 

おれの 愛した 女た ち は 

なぜかう も 記憶が いいの だら う。 ， 

遠ざかりて はまた 近づく、 

心の 野邊の 狐火 か、 

夜每は 燃えて 消える 心に 

か はるが はる 去って はも どる" 

それ はこの おれの せゐ かしら、 

おれが 記憶が いいため か。 

絕 えれば 胸の しづ まらず、 

Ml 行く 雲に も氣 にか かる 

人の 身の上、 つい 聞けば、 

五 〇 一 


女心の かかる と 知れば、 

ふと 胸の 重く はた わむ、 

おれの 心が あやしい ばかり。 

わたしの 夢の ふたりの 女. 

いつまで われに 響く 音 か、 

つ めた きも の も 冷え きらず 

熱き はさら に 燃 ゆるらん、 

いやさら にもつれ 重なる 

面影 をた もつ 双 

ふる ふ もの、 人 かお のれ か、 

見て さへ に 思 ひ 重たし。 

おなじ 日に、 おなじ 消息、 

なに なれば かく、 われに 落つ る や。 

セれ から それ へ， と 引いて ゐる 


五 0 二 

ゑに しの 糸の 不思議 さよ。 

いとしの 人の 友 なれば 

會 ふもうれ しい. ともどもの 

親しい 人の 話 ゆ ゑ、 

つ ぃ會 うたび にう ちとけ て、 

もう 長!^ の 友の や 5。 

やさしい 戀人 • 善い 友達の 

その 人の 日々 の暮 しゃ、 昔の こと、， 

話 聞いたり、 聞かせたり。 

富 土の 麓の 町 なれば 

きみが 生れ もな つかし や。 

おなじ 寢 床に 起き伏して 

1 の 友よ と 知る 人の 

友の 話 は 聞き 飽かず。 

きみが ほころ ぶ 唇の 

二つの ひま を 洩れて でる 

言葉 はいかに 響きよ く、 


笑 ひ はいかに 爽やかに 

秋の 愁 ひに？ ぬむ やらん。 

ほんに 善い 友、 わたしの 友よ- 

心の 妻の 友 なれば か、 

おもて  ， 

きみが 面 をみ るた ひに 

富 土の 裾なる 人 を 見る。 

どこか ものごし 似通うて 

.r  くと せ 

幾年と もに 暮 したる 

人の 匂 ひの 殘 るらん。 

爪の かたち も わが 好む 

人 さながらの 指さへ 長く、 

その 手 ぞい か に似てみ ゆる。 

きみ を 友と し、 きみが 友、 

心の 人のお き 伏しの 

.5  くと せ 

その 幾年の 日 を 聞けば、 

互 ひに 知れる そのき だて、 


わが 知らぬ 人の 弱 身 すら 

なほ いぢら しき 姿して 

さながら 前にう かみで てノ 

話す きみ さへ いとしくて ノ 

なる さは 

いま はよ しない 鳴澤の 

底に はな ほ も 鳴る とか や。 

X 

友と 友と は を かしな ものよ- 

ことに 女の 友と 友、 

男が なかには いるなら 

友 もい つか はかた きどし。 

おのれ は會 へぬ 男に 會 うて 

心の ままに 話す よと 

おもへば 友 もね たましい 

女心 はむ り もな し 0 


友のう はさに 興ずる ばかり、 ， 

そなたの こと を 聞きた さに 

われ もうれ しい 人ながら、 

そなたの ねたみ、 むり もな し。 

男と 女の 仲 なれば 

會 うたび 心う ちとけ て、 - 

友の ためなる 出會 ひすら 

戀に 落ち ゆく ためし あり。 

むりなら ね ども、 そのね たみ 

身 を 責めが ちの あはれ さに 

わが 世 みぢかき 秋更けて、 ， 

いま は そなた も 何と せん。 


あまりに 多く 人 を戀ひ 

あ ま りに 深く きず つけば、 

いまさら 誰を戀 ふべき や、 


五 〇四 


戀 はわが 世の ほ だしに て。 

そなたの 昔の 友な りし 

西の 人 さへ たよりす る 

秋 はいそぎ の 旅の そら、 

落葉の いろ ぞ 身に 知らる。 

友より 友へ うつる 戀、 

今 また 次ぎの 友 枝に 

うつる 小鳥と みたま ふか、 

翼 やぶれし 鳥 なれ ど。 

心の 妻の ねたみ 言、 

心の ねたみ かきいだ き 

なほ いくとせ を 重ねな ば、 

夢の 果て こそい かなら め。 


女の手 もて 織られた る 


衣 は 破れむ、 友と 友、 

なほした しくもう ち 寄りて、 

や ぶれし 衣 を つづり た ま ひ ね „ 


まだ 十 時す ぎだのに、 

まち  > 

街 はもう ひっそり として ゐる 0 

秋 も 十月、 少し 寒くな つて、 

雨が ボロボ n 落ち て來 さう だ。 

下の 人 はもう 眠って ゐる 

暗い 玄關 から 送り出された 男 は、 ， 

心が 重く、 苦しく 沈んで ゐた。 

暗い 玄關 から 暖かい 挨 接で 

わたし を 送り出した 女の人が、 

わたしの 背中に 梨せ て くれた もの は 

重たい 柁 しい 荷物であった。 

彼女 は 友の こと を 話して くれた、 . 

また 詩人た 


わたしの 愛した 女の こと を。 

貧る やうに わたし は 聞いた、 

彼女が 云 ひたくな いき は ど い^を も 

鎌 を かけて 聞き さ へ もした。 

だが、 それ を 今 は 悔いた， 

わたし は閗 くま じき こ と を も 聞 い た、 

聞けば それよ と 察して ゐた 事まで 

今更 心の 重荷と なる ではない か。 

はじめて 會 つたと き、 次ぎのと き、 

友 をた たへ、 ふたりの 戀を 祝福した 人 も.^ 

それが 女心と いふ もの か、 

あまりに 愚かな 男心 を 見 かねた もの か、 

今まで 隱 して ゐ ましたが、 正直者の わたしに は 

おや さしい 心を僞 るに 忍び なくなった とて、 

その 眞實を 口に 當 てた 指から 洩らした。 


それ は はじめて 知る ことで はな い、 . 

けれどよ く 知る 友の 口から 聞けば 

いかに 强ぃ 力で 迫る ことか。 

彼女の 愛の 不純で ある こと も、 

いかに 虚 榮と榮 耀に充 たされて 

たのみが たい 心で ある こと も、 

ただ もし か の 場合の とって おきに 

わたし を捉 へて みるのに すぎない こと も 0 

多くの こと を わたし は 知って ゐた、 ， 

けれど その 生活の 日々 の フィルム を 

目の前に まざ まざ 繰られ てみ ると、 

今まで 輕く 見て ゐた こと も 

大寫 しとな つて 心 を ひしぐ。 

このごろ， 東京に 來 ながら 會 はずに 去った 

人の 心 も、 男の 所 爲とは 思 はれず、 

その 愛の 冷えた の だとば かり 思 ふ 心 を。 
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あまりに 暗く 險 しい 心で あるか、 

戀 する ものの 心の 曇りで あるか、 

知らね ど、 抱く 疑 ひの 火に これ は 油 か。 

だが、 わたし も 彼女 を 愛して ゐ たらう か、 

かの 日、 かの 時、 わたし は 愛した、 

あらゆる 美 を もって 彼女 を 飾った〕 

彼女 もかず かずの 愛の 言葉 を 酬いた が、 

それ はた だ 返 屈しの ぎの 戲れ だった か。 

この 親切な やさしい 彼女の 友達、 

こ とさら 友 を 陷れる 人で ない の は、 

その 言葉、 すべて 實 あり。 

ただ、 聞く 心、 いま、 またく 冷えた か、. 

ただ 深く、 重く 沈んで ゐ るの だ、 

愛の 水平から 沈んで 行って， ， 

憎みの 底へ も 達しえないで、 ， 

ただ その 半ばに 漂うて ゐる。 


なぜ この 女 はわた しの 夢 を 破らう とする、 

いや、 わたしが 自分で 破った の だ、 

自分で もはや 夢み る 力が なくなつ たの だ。 

女の 愛 はいまわ たしに は 重荷で ある、 

すべての 女. 自分 を 捨てて 行く こと を 

つねに 望みつつ、 その 女 愛な しと 知れば 

忽 一り 心 沈む と は、 

さても おろかな 心の 迷 ひで ある。 

生きの 限り はこの 迷ひ斷 ちえぬ 身 か、 

ゎづ かな 事に も 心 喜び、 

少しの 疑 ひに も 心 騒ぐ。 

飾り 見た 日 もま ことの 君で なく、 ， 

いま 黑く 見る 日 も 君で なく、 ， 

まことの 姿 はいつ も かろが ろ 

動き、 出入る 人で あらう に。 

それ はた だ 身 を 十重二十重 からまれた 

また 詩人た 


弱い、 用心深い 女に すぎぬ であらう、 

,3 あは ビ 

はなれて もとの 友と して、 その 幸福 を 

祈るべき 人で あるのに、 あやまって 

求め 寄った 身 こそ 不！！ ^よ。 

今ぞ思 ひ 切るべき 時で あると 

天が おろかな 男 をい ましめ て、 

この 女の 友 をお くった ので あらう、 

なぜか 涙ぐましい 氣 がいた します と 

云 はれた 言葉 を なぐさめ にして、 

わが 世 は 暗い 路を迎 る 男の 胸に、 

これ もまた わが 戀の 果て、 

わが 身の 果て ぞと思 ひ 知られた。 

だが、 これでい いの だ、 かう あるべき だ。 

そなたの 一 番仲 よしの 友、 

そなた はわた しに 引合せた が、 
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わたしが その 人 を 訪ねた 事 を 聞いて、 . 

病院で そなた は 身悶えして、 

見舞 ひに 来た 友に むかって、 

わたしが こんなに 苦しんで るのに 

ハ ァ さん は ひとりで 勝手に 

いい 事して ゐ ると いったと 云 ふ。 

そなたの 手紙 はな ほ强 く、 思 ひ を 語る。 

なんだか、 なんだか 氣 がかり な 

、ノ ァ さんの 自由な 生活が うらやましい、 

ミ ィ ラ 取りが ミイラに なつ て 

終 ふやうな 氣 がして、 せめても つと 近ければ 

ゥン とやき もちだって やける のに、 

勇氣 のない かなし さに は 

やきもち だ つて や く 資格が な いんで しょ。 

やきもち を やく ことが 

そなた は 馴れて 上手な 女で ある。 
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自分の 會 社の 女 事務員に 

いつも 手 を 出す 男の ために、 

焦げない やうに 上手に やいて 

男の 心 を よろこばす。 

男の 前に 跪いて、 膝 を かかへ て、 . 

泣いて くどくが そなた は 上手。 

だが、 わたしに は 要 もない こと。 

ただ、 その 人の 口から いろいろ こまごま 

そなた の 事 を 閡 きた いば かり、 

その 人 も 話す は そなたの 事ば かり。 

話の 好きな その 人の 口から 

そなたの 共棲み する 家の 生活の 

裏の 裏まで よく わかった。 

それ を こそ、 そなた はくやむ であらう か • 

いっそ 聞かねば よかった か、 

聞いた 方が よかった か， 


そなたの ために、 わたしの ために， 

毒で あつたか、 藥 であった か。 

わたし はよ かった と 思 ふの だ、 

そなたの 友の 眞心を うれしく 思 ふの だ。 

そなた の 苦しみ もよ くわ かり、 

今日の 惑 ひも 嘆かれる 人の なさけ を。 

そなたの あるじの 家に 滞留して ゐた 

あるじの 友達の 小說 家が 

律義者 だと 云った というて、 

ハ テ 律義者と は 何 を 意味して ゐ るかと 

友に 語った 言！ i を 聞けば、 

そなたと また 會 ふ機會 もない 男、 

そなた を 忘る ベ き 日 は 今と さ とった。 

おれ は あるじの 敵 だもの、 

そなたに も 敵で あらうよ。 

ま r "人ね 


枕 を もって 交代に 

男の 爽 床に 行く 女た ち。 

二人の 寢床 はた だ 一 つ、 

非番の ものが そこに. M るの だ。 

トルコ、 ペルシアの ハレ ム のこと、 

題材と した ポルノ グラフ ィ、 

その 痴戲の 場面 さながら、 

おれに その 夢 ゑが けと か。 

こんな 生活が 世に は あるの だ、 

しかも、 おれの 愛する 女が 

その 二人の 女の 一 人な の だ、 

その 生活 を 捨てえない の だ U 

男 一人に 女 二人、 

一 つの 家の 二人 妻 > 

それで 仲 善く、 喧曄 もせずに 
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まるく 洽 めて ゆく と はえら い 男た 0 

だが、 おれが そんな 男 だったら どつ だ、， 

どんなに^ 吐 を 催す だら う、 

自分の 全身に 唾 はき かけて 

肥壺に 浸しても あきたるまい。 

こんなに 女 をはづ かしめ ていい かと 

フ H ミ -ー スト は 憤った が、 

おもへば、 おれに 憤る 資格が あるか、 

二人め 女の 愛 を くらべる おれに。 

彼 は肉體 的に 女 をはづ かしめ 

おれ は 精神的に 女 をはづ かしめ る、 ， 

彼の 方が 罪は輕 いの だ、 

おれに トルコ 人が 咎められる か。 

だが、 金 さへ あれば どんな 事で もで きる、 


一  〇 

その ブル ジ， ァ 根性 を おれ は 情む。 

榮 耀の暮 しに 惹 かれて、 その 生活 を 

恥 かしい とも 思 はな い 女 を あはれ む。 

まるく 治める と はお もて-まかり、 

腹の 底で は 角 づき あ ひ， 

互 ひに 相手の ァラ さがし、 

おもへば 辛い 暮し である。 

その 辛 さ をば 訴 へながら 

やはり 惹 かれて 離れられない 

女心 は 弱い もの、 はかない もの、. 

憎め もで きぬ、 咎め もで きぬ" 

これが わたしの たった 1 つの 樂 しみと 

當番の 夜 を 待ち かねる 

そのいろ ごのみ の あはれ さ を 

いとしむべき か、 さげすむべき か。 


夜 は 太陽に もなる 女で ある. 

眠った 獅千を よびさまし 

馬に 跨って 荒野 を 走る、 

その 生^ 斐の はかな さよ。 

救 ひ 救 はれようと おもうた の は 

相 も 變らぬ 口 マ ン ティ シズ ム。 

金儲けして 女 を 御す る、 

ただ それだけの 話ぢ やない か。 

何たる 無趣味、 何たる 味の なさ、 

金 さへ 儲ければ、 どんな 遣り方しても、. 

小僧の やうな 男で も、 妻妾 同居で も、 

女 は 離れられない、 それが 世間 だ" 

おれ は 女 を 憎み もせぬ、 さげすみ もせぬ- 

ただ 世の 相 を はかなむ ばかり だ。 


すべ て は 運命の くひち が ひ、 

罪 はおれに あるか も 知れぬ もの を。 

ああ、 戀も なさけ もみん な § だ、 

戀は財 市の 金で 買へ る 一片の 肉、 

犬の やうに くら ひ 付け、 愛はフ レ ェズ、 

おれ は 地上の 戀の {全 しさに 唾す るの だ。 

今 は 色欲の 醉ひ をお も ふば かりで 

ふっかよ ひ  、, ！ 

おれ は 病醉 の やうに む 力 づき さう だ 

おれ は 女と 一 一人で 身を淨 める 代りに 

今 は ひとりで 心を淨 めたい の だ。 

お 目に かかりた くって たまらない 人に も 

お 目に かからないで 居る わびしい 女 だと 

誰に か傳 へて 下さい ませと， 

友への たよりの 終りの 言葉、 

うれしと 思 ふた 事 もあった が。 


いかに 心 は變る もの か、 

琴の 浮 雲、 こちらに 漂 ひ、. 

秋 は そちらに また かへ る、 

何とい ふやく ざな 心 だ、 

その 日 その 日で いつも ぐらぐら、 ， 

かしい おれ だな。 

% かしい の はおれの 未練、 

これ を 最後の 手紙 ぞと 

涙 を さへ も 籠め ながら、 

いろよい 文に また 心 そそのかされて 

さかな 

またも 針に くひつ くお ろかな «!。 

かの 呼び 招きに 行かう とて、 

思 ひかへ して 行かなん だ 

その 日す でに 戀は 終った、 

人 を 愛して ゐる 女、 


おれに は 用の ない もの を、 

などお ろかなる 返し 文" 

その 罪 ゆ ゑに、 け ふ もまた 

聞く まじき 事の かずかず、 

わが 疑 ひの 薄雲の 

心の 空を蔽 ひかくせば、 

絕た ざり し事ぞ 恨み。 

もはや 純な 昔の をと めでな し、 . 

戀の いろは をつ い 見習 ふて 

本 を何册 もう 上げて、 

いま は 戀路の 果ての 秋、 

戀ゃ、 淚ゃ、 、つるさい こと は 

いつも？ J 泉で 洗 ひ 流す 女。 

そなた は戀に はもう くたびれた 

三十路に ちかくお も ふこと、 


ただ 身の 末の ことば かり、 

妻に なりえぬ たよりな さ ゆ ゑ 

ひかへの 男 を 持ちたい ばかり。 

す て られて かへ る 家な き 日の こと を 

おも へ ば それ も 無理なら ぬ 女心、 

そなた も 寂しい 秋の 女 だ、 

^に 佗び 住む その 山莊に 

葉が くれ 月 は 冴える とも. 

その 月 を おれ は 見まい よ。 

九月 二十 二日 —— 十月 十八 口 

(來 京) 

第二 編 

兩 手で 二 つ の 林擒の 重さ を 量る やうに、 

また 詩 A た 


時 をお なじう して 手に入った 

二人の 女の手 紙 を 胸に しづめ て、 

言葉と 言葉 を ひき くらべ て は、 

愛の 重さ を 量らう とする" 

さても、 こんな 31> むが ある もの か、 

女 は 蔑む がよ い、 惜 むがよ い、 

行きが かりと はい ひながら 

我ながら あさましい 男心、 

女の 愛に 値せぬ、 これ ぞ卑 しさ。 

おもへば 愛 は 足りなかった、 

春 は 短 かく， 冬が 長い、 

蘆屋を 捨てて、 辯 岡に、 また 置： S にと 

身と 心との 幾度び と なき 繰返し . 

愛の 方向 轉換、 おもへば 恥辱よ。 

愛 を 愛 もて 癒 やさむ とかけ た 願 ひ は 
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救 ひとなら ず、 二 兎 を 追 ふ 

據 夫の 慾に は あらね ども、 

苦しと 逃れ、 滿 たずと 變る 

心、 浮 雲. さだまらね ばか、 

一 人 を 失 ひ、 他 を も 得ず。 

得が たき 人 は 得べき 人 か、 

ネ ある 人の 言葉 ゆたかに 

わが 心 をば 喜ばせ ども、 

心の 妻 も 名ば かり か、 

われに は 薄き 緣 なれば， 

t はしき 風に 散る 言葉、 

言葉の 花 を 撒き ちらす。 


C 《笑み かるく 湧く にくらべて、 

直線 的な 文字 の もど かしく 

思 ひの たけを も 十分 盛りえ な 

女の 言葉 は、 鋭い 矢の やうに 
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男の 胸 を 刺し通す。 


ああ、 私 は あなた を どんなに 憤んだ 事 か、 

私 は絕對 にあな たから は 

卑怯なん て 云 はせ ません よと、 、 

女 は 昂然と して 云って ゐる。 

何とい ふ强 ぃ實感 のこ もった 言葉 だ。 

それ はおれの 重み を 身に 受けた 女の 言 葉 だ、 

おれの ため に 苦痛 を 背負 つた 女の 言葉 だ。 

たと ひどん なに 滿ち 足らぬ 

思 ひに 惱み、 傷つけば とて、 

家 を 捨てえぬ 事の かこ たれた とて、 

最後に 身 を擧げ て 來た 女の 言葉 だ。 


おれ を 本當に 心の 一 部と する 女 は、 

おれ を本當 にわか つて ゐ るの は、 

やつば りおれ の 抱いた 女で あつたか。 


たと ひ 再び 會 へない 身で も、 

いのち 傾け 會 うた 女 だ、 

身 をば ゆるした 女 だもの を。 

今 われ はよ くぞ 悟った、 

その 苦しみ もて 知る をえ た。 

まこと 自分 を 愛した 女 は 

愛の 弱さ を 嘆いた 女、  Z 

わが 傷ついた その 女 だと。 

まこと わがた め 燃えた の は 

その 冷めた きを 怨んだ 女、 

これ ぞ わが 1 人の 女で あつたと 

また 得が たき 今ぞ悟 つ た、 

得む と 欲り せぬ 今ぞ 悟った。 

これ もみな ま はり 合せ か、 因 緣事か 

浮世の さだめの つらければ 

また 詩人た 


相 見む とし もお も はね ど、 

ともに 傷つき、 ともに れ 

息づ くま まに 隊に 抱き、 

ともに さだめ を 泣く 人 は 

げに 君で あると 今ぞ 悟った。 

久 々 に 女の手 紙 を 見た 思 ひ を 

いかにして 云 ひ 現 はさう か。 

絃の斷 れた琴 を かき 鳴らす 

手の 觸れの 胸に 痛き かリ 

貝 がら を 耳に おしあて 

海の 響 を 聞く 思 ひか。 

すべ ての 失 はれた もの 聲を揃 へ て 

胸； J 力く 叫 ひ 力 0 

ただ 1 突き、 裂けた 胸へ と 

メス 深く 突き 込む 思 ひ。 
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靜か であるべ き 秋が やって 來 まし た、 

(女の手 紙 はかう はじまって ゐる) 

あなた は此頃 どんなにして 

ぉ暮 しなんで せう かしら、 私 は 始終、 

餘 りに 始終、 あなたの 夢 をみ ます。 そして、 

幾度お 便り を 差 上げようかと 思った 事で せう。 

でも、 あなたの 家庭 をみ だしたり、 

お 心 を亂す 事が あったら 

大變惡 いと 思って 控 へて ゐ ました。 

さう 云って、 女 は 大阪の 友に 會 つて、 

友から おれの 消息 を 聞いた ときの、 

自分の 心 持 を 語って ゐる。 

「何とも 思つ ちゃ ゐ ない」 と 云った のでした けれど- 

でも、 ほんとう は、 ああ、 わたしが 

* と 

あなたの 許へ 何もかも 捨てて 走らう として 

手紙 を 出した とき、 あなたから は 

お 返事 さへ も 下さり はし ませ ん でした。 


私 は それが ためにと て も 意地 を 持 つ て 

あなたと 私と を 嘲笑し たんです。 

ええ、 私 は あなた を どんなに 憎んだ 事 か、 

でも、 それが あなたの せゐ でない かも 

知れない と 思へ たんです、 ティ 氏の 言葉で。 

でも 私 はすで に澤 山の  . 

苦痛 を 背負 はされ すぎ まし た — 

女の この 短い 言葉の 中には 

云 ふに 云へ ない 悲痛が 籠 めら れてゐ る。 

色々 の 追憶が どんなに 私の 心の中 深く 

折り込まれて ゐる 事で せう， ああ、 

時には あなた と 散歩が し てみ た い I j 

依然、 私 は 淡々 とした 生活 をして ゐ ます、 

血の 出る 樣な 生活 もしました。 

けれど かう して ゐる のが 一番い ぃ樣 です、 

私の 宿命で せう 11 卑怯 だとお 思 ひで せう か、 


でも 私 は絕對 にあな たから は 

卑怯なん て 云 はせ ません よ。 

女の 言葉 は 銳ぃ劍 である、 

今 は 身に ひけめな しと 信じて、 

男の 顗を持 上げて 云 ふの だ。 

ああ、 すべて は遲 かった、 

お まへの 出足 も 蓮かった、 

おれの 走り も遲 かった" 

お まへ も 傷つき、 おれ も 傷ついた。 

ああ， 私の 筆 は どこまでも どこまでも 

限りなく 續き 相です、 でも やめ ませう、 

これが あなたの 許に 屆くか 否か も 

わかり もしない に 11 と 讀み來 つて、 

おれの 胸 は 何 を 思うた、 思 ひ は：：^ んだ、 

通かった、 遲 かった、 ふたり は 傷ついて ゐる、 

お まへ はおれに 死に、 おれ はお まへ に 死んだ の だ。 


毎日々々、 佗しい 雨續 きです、 

久し振りに、 實に 久し振りに 御 音信、 

私 は 全く 何と 申 上げて よい やら 分りません。 

十月 も 十三 日 は 私の 一 一十 五 年の 誕生日、 

二十 五 年 も 生きない 間に 

私 は 心の 生^ 斐を薛 つ てし まひました、 

機械の やうに 生きて をり ます。 

灰色 は 愚かな 事、 

私 はさ しづめ 何 色で もあります まいよ、 

時に は 人間ら し い 欲望 も 起し て はみ ますが 

又 思 ひな ほして 眠って ゐ るので す、 

永遠の 墓場！ 

ジャズの 響 は 私の 心を輕 くして くれて、 

0 も 身もズ タズ タ になる 迄 引 廻され て 


私の 身體 はめち やめち やにな りました。 

今 でも 始終 寢 たり 起きたり し てゐ ます。 

亂痴氣 な 生活が もたらし たもの は 

生への 深い 倦怠と 借金 許りです。 

ああ その 借金 故に こそ 

かそ かながら もェ コ 地な 生 H- 斐を 

感じよう として ゐ るに すぎません。 

私の 生命 は 

もう 餘り 長く は あるまい と 思つ てゐ ます、 ， 

自然に 来る 永遠の 安息 を こそ 

ただ 樂 しみに 生きて ゐ ます。 

私 は 魂の 破綻 者、 心の 自殺者 …… 

おれ はこの 手紙 を電 軍の 中で 讀ん だ、 

省線の 電 軍の 窓に ひ とり 凭れ て、 

阿佐ヶ谷の 女の 友 を 訪ねる みちで" 

讀み 終って、 茫然と して 
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濠の 水 を 見て ゐる 男の 顏を、 

次ぎの 車體の 硝子 越しに、 若い 女が 

不思議 さう にぢ つと 眺めて ゐた。 

ああ、 おれの 生涯の 終りに 

こんな 戀が 待つ てゐ ようと は、 

二 年越しの 苦しい 戀の 終りに 

こんな 悲痛な 思 ひが 待って ゐ ようと は！ 

それが お まへの 一 年で あつたか。 

おれ はもつ と 幸福な お まへ を 想って ゐ たのに • 

おれの 事な ど 忘れて しまって、 

華 かに 暮 すお まへ を 想って ゐ たのに。 

お まへ はやつ ばり おれの 色女だった か、 

おれの やうな 男 を 愛する 女 だもの、 

常識的な 悧巧な 女で は あるまい よ。 

妻の 下なる 苦しい 立場. 

妻妾 同居の 生活で も、  • 


會 社の 社長の ぜいたく 暮し 

はなれられな い 人 をお も へ ば、 

お まへ は 損な 女 だね え。 

お まへ は 誇りの 强ぃ女 だもの を。 

その 誇り ゆ ゑお まへ は 屈せぬ、 

齒を くひし ばっても 耐 へて みせる。 

その 誇り ゆ ゑ おれ も 屈せぬ、 . 

身 を 裂きながら も 笑 ふの だ。 

お ま へ は 餘生も 長く ある ま いと 云 ふ、 

おれ はお ま へ よりもつ と 短 かい。 

お ま へ が 魂 の . ^綻 者、 心 の 自殺者な らば 

おれ は 何で あらう、 おれ は？ …… 

突然、 おれ は、 突然. かう 叫んだ、 

詩人 は 哲人に ならねば ならぬ。 

おれ はおれの 悲愴な 顔 付 を恥ぢ た。 

若い 女の 前から 顔 を かくした。 

また SS 人た 


おれ は 芝居 を やる 舆だ、 

いつもな さけない 道化者 だ。 

おれ は 女の 苦痛 を尊赏 せ ねばなら ぬ、 

る じ  •  、> 

おれの 感傷の 主と ならねば ならぬ 

阿佐ヶ谷の マダムの 應接 室で、 

美しい 笑顔の や はら かな 秋に 向って 

おれ も 晴れ やかに 笑って ゐた。 

女の 事、 手紙の 事な ど 云 ひだし もせず、 

ありふれた アド グ -ンチ ユアの itk、 

信 州の 溫泉 場の 揷話 など を 話して ゐた。 

マダム のす ぎ 去った 戀の話 も 聞かず、 

その 少女 時代の 無心な 話 を 聞いて ゐた。 

廣ぃ曰 あたりの いい 庭に は 

コ ス モスの 花が 亂れ て、 

ブル ジョァ めいた のびやか さに、 

おれ は 蘆屋に はこん な 家が 

五 ！ 九 


いくら も續ぃ て ゐた事 を 思 つ た。 

そして、 おれの 心の中に 

いかに 別の 思 ひが 行った 事 か。 

何とも わかぬ 憤ろ しさ、 くやしさが、 . 

つらい 思 ひが おれ を 責めた。 

金の 支配す る 世の 戀を 思った、 

女 は 金 ゆ ゑ 妾に すら も ti 足す る 

此 世の 戀の is しさ を 思った。 

そして、 あの 女の 幸福に なれなかった の を、 

あた ひ 

おれの 愛に 値し た 理由 だと 知つ て、 

なほ さら 辛く 思 ひ やられた、 

結婚 をし そんじた 女の 不幸 を" 

ああ それにしても、 

マ ダ ムの 弟と も あら、 「人が 

人の 親展の 手紙 を讀む の さ へ 潜 越な の に 、 


五 二 〇 

勝手に 處 置して しま ふなん て、 

わたしの 心 はまる で 煮えく り 返る 樣 です。 

それに^して 何 一 つ 云 ひもせ ず、 

屈服して ゐ るかの 樣な 人の 事 を 思 ふと 

私 は 腹 を 立て 樣 より 

佗し さに 泪を 感じます。 

何故に かう もま まならぬ か。 


何故に かう もま まならぬ か、 

女の 言： 紫 は 深いた めいき だ、 

叫んでも、 叫んでも、 

侮いて よしない 嗟嘆で ある。 

女 はおれの 意氣地 の なさ を 嘲る の だ、 

© られて おれ はなん と 答へ る。 

これが あはれ なおれで あるの か 0 

家の ものに も抗 へぬ やうに. 

女に も 答 へ るすべ のな い おれ か。 


いや、 おれ は默 つて 屈服して はゐ なかった" 

その 不都合 を 知った とき は 

狂氣の やうに いきり 立って、 

どなって、 わめいて、 面駡 して、 . 

茶碗 を 壁に たたきつけた U 

何 をぶ ち壞し て も あきたり なんだ。 

だが、 それが 何に ならう？ 

機會は 永遠に 逸した の だ。 

急いで 問合せの 手紙 を 出しても 

なんの 返事 ももうな かった。 

若し あの 手紙が おれの 手に入ったなら 

事情 はすつ かり 變 つたで あらう。 

あるひ は 生の 勇氣 がか へ つた かも 知れぬ、 

新し ぃ戰 ひに 心 は 奮 ひ 立った かも 知れぬ、 

おれの 生 1 斐は 見出せた かも 知れぬ。 

少く とも、 その 夏の あの 苦しみ、 

酒と 女の 狂 ひ はなく、 その 結果なる 

また 詩人た 


あの 秋の 病 はまぬ がれた であらう。 

いかなる 日が、 夜が おれに は來 たか， 

おもへば くやしい 過去で ある。 

だが、 それが 二人の 幸福 だ つた か、 

すくなくとも、 女の 幸福だった か" 

戀も愛 もた だ 言 紫で はなく、 

日々 の 地道な 營み である をお もへば、 

この 男と 女 • その 性格 を 思 ひかへ せば 

悔いの 心 もまた しづ まる。 

まことにお ま へ の 云 ふやう に、 

その 生活が お まへ に は 一 番 いいの だ、 

それが お まへの 宿命な の だ U 

お ま へ はや はり 今の 夫の 妻で ある、 

去る を.，^ 許し、 かへ る も 許す， 

いかなる 恥 も 苦痛 も耐 へ 忍ぶ 

お まへの 夫 こそ、 お まへの 愛よ、 

五 二 1 


おれ はた だお ま へ の 夢に すぎない。 

その 夫の 心 を 苦しめぬ こそ 

お ま への まことの 愛で あらう、 

子まで なした 夫婦で はない か。 

おれ はた だお ま へ の 幸福 を 祈る ばかり だ、 

みんな これでい いの だ、 よかった の だ、 

おれ は 無量の 悲しみ もて 自分 を さとす ばかり だ。 

去年の 九月 二十 九日、 

生きの 身の まま， 

手術 臺に のぼって、 骨と 皮、 

三日 目に さう らうと して、 

ジャズの 巷、 カフェ ェに 入り込んで、 

二月まで、 四 ヶ月 あまり を 

馬鹿な 男のお もちやに なって、 

飮ん で、 歌って、 笑って、 かげで 

血の 泪 にくれ て暮 しました。 


き 二 一 

^れた 心が 

どんな 喜び を 感じ 得 ませう、 

醉 つばらって、 管を卷 いて、 

男 を 煙に まいて、 日に 曰に ん で。 

私 は 日に 八 箱の バット をす ひました、 

睡眠不足 は 私から 食慾 を 

すっかり 奪って しま ひました。 

やけくその 戀 もして みた 

(おこらないで 下さい、 

おこられても すんだ 事です、 

もう 手紙なん かくれる なと 

仰し やれば それまでです) 

そして 地に たたきつけられて 苦い 泪 1 

起き 上る こ とも 出來な ぃ泪！ 

自嘲でなくて 何で あらう、 私の 心 は 

イラ イラと 尖った キリの 樣に 

わびしく 銳 かった。 


悲しみ を 失 ふために は 身 を 賢った かも， ， 

いいえ、 心 も 賢れば よかった、 

惜しい 事 をし ました！ 

ああ、 身體が 痛みます、 

雨の ふる 日 は 身體が 痛んで 

起き 上られな いんです、 

あはれ なる むくろ よ！ 

おれが どんな 心で この 手紙 を讀ん だと 思 ふ？ 

この 悲痛ない たましい 生の 詩 を。 

それ はおれの 巧みな 詩よりも 力が ある、 

とりわけ この 終りの 七 行の 中に 

何とい ふ 女の 反抗と 悔 ー 

おれ はそんな 批評 をして 讀ん だの か。 

のち 

いやいや、 それ は 後の 事、 

おれ はいきな り 細い 革の 鞭で 

ビシ リと顏 を 打 たれた の だ。 

また 詩人た 


去年の 九月 二十 九日、 

手紙の 來 たの も 九月と 聞けば 

それ はき は ど い 時だった の だ。 

おれの 返事 を 待ち かねて 

飛び出す 用意 をして ゐ たの だ。 

たよりに ならぬ 男 ゆ ゑに 

ァカ ダマの 二階の 動め、 

ミツルの 名 さへ 悲しくて、 

何 を 思うて 踊った か、 

どんな 心で 歌った か。 

ああ、 あの 華 かにお 化粧 をして、 

樂 しげに 笑って ふざけて ゐる 

ァカ ダマ、 ユニオン、 美人 鹿の 

ひとりひとり  ひと け  一 と 

女給の 一 人 一 人が、 一 人每に 

みんな こんな 惱みを もって ゐ るの だ、 

みんな こんなに 傷つき、 うちのめされ、 
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. ^の淚 にくれ、 苦い 泪 にくれ るの だ。 

ああ、 ただ 金の ため、 

金の ために 身を賣 つて …… 

魂まで も 賢って しま ふの だ！ 

ァカ ダマ、 ユニオン、 美人 座の 

女給ば かりで ない、 東京の 

タイガ ァ、 クロ ネコ、 ライオンの、 

いや、 日本中の カフェ ヱの 女給が、 

いやいや、 カフェ ェ の 女給ば かりで ない 

あらゆる 二業地， 三業地の、 

あらゆる 藝 者が、 あらゆる 群-靡の 

あらゆる 娼妓が、 いや 藝 娼妓ば かりで ない 

あらゆる 貧しい 賣 物の 女た ちが 

血の 涙 を 流して 金で 身 を 賢る の だ。 

おれの 愛した 一 入の 女の 運命が 

無數 の 苦痛 を お れ に 思 出させた、 
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おれの 憤激、 おれの 反抗、 —— 

ああ. それが 何に ならう、 

おれに 無力な 詩人に すぎない の だ、 

その 一 人の 女 すら 幸福に なしえない、 

否、 不幸へ 投げ入れさへ もした 

弱い、 弱い やくざな 詩人 だ。 

おれに 蓋 世の 力が あれば、 

むしろ この 世 を 粉微塵 に た たき 潰した い 

所詮、 救 ひがたい 世 だ、 人間性 だ。 

雨の ふる 日 は 身體が 痛む と い ふ、 

どんなに 心 は 重たい か、 

弱い 身體で 無理な 勤め、 

1 日 何 里 を步む 持ち はこび、 

藝者 代りのお 客の 相手、 

！ raf 草 をす つて、 酒 を飮ん で、 

面白 を かしく 歌って、 笑って …… 

それ でよ く まあ それ で す んだ ー 


お まへの 今日 を 想 ひやれば 

おれ は 憤激の 餘り やみくもに 叫びたい の だ、 

おれ 自身に 向って、 社會に 向って、 天に 向って- 
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夜半の 寢ざ めに おも ふこと、 

思 出つ らくな つかしき 

ず！ 2! 

蘆 jM を 捨てて 吹 田に と 

住める 女の 憂き くらし、 

いかに 今宵 も 寢られ ぬか。 


ャみ； i  k 

むかし 吹 田に 住めり て ふ 

若き 友より 聞きたり し 

土地の すがた も變 りけ む， 

君の すがた も變 りけ む、 

うき ふし 繁き 世に しあれば。 


人ぞ やぶれし 戀の 人、 

夢に は 人に 追 はれつつ 

うつつに 人 を 悲しめば、 

われの 寢 ざめ も 安から ず。 

雨戶 ゆるがす 風聞けば、 

瓦 をた たく 雨 11 けば、 

身 は 傷き てもとの 巢に 

伏す 小鳥の 夢 やい かに" 

吹 田の 夢 は 寂しから む を „ 

われ も 傷つき、 

君 もまた 

生ける むくろ と 

なりぬ とぞ。 


雨に も 風に も 身の 痛む 


^物と！？^ 物 


相 ふれて、 

胸に ひとす ぢ 

血 を 染めぬ。 

S 物 は 引け ど、 

引きえぬ は 

^る 心の 

いな 光り。 

戀 のちから に 

生き ざり し 

罪の 罰 ゆ ゑ 

このむ くろ。 

落つ る は 君が 

淚 かも、 

暮 るる は 秋の 
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光に て。 

ただた まさかに 

相 見て は、 

いのちの 限り 

かたむけし。 

そのた まゆら に 

かけたり し 

いのち は 露に 

似たり けり。  . 

君が まつ毛に 

ふるへ なば、  • 

秋ぞ 重たき 

罪の かげ。  . 

X 


なさけ かけた は 

昔の むかし、 

さめて ぜひない 

夢 だもの。 

もっとね むって 

夢み てす ごす、 

夢 は 死の ほか 

ない もの を。 

まだ.^ 死にえぬ 

いのち は 辛し、 

死ねぬ 身 ゆ ゑに 

戀 死なす。 


秋 も 終り だ、 

木の葉 は 落ちる、 

戀も 終りよ、 

また 詩人た 


身 も 終り。 

あなたが 死ぬ ときには 

指 か髮の 毛で も 

切って ^つて 下さいと 

いって 來た 女よ。 

お まへ らしい 言葉 だね え、 

男の 心臓ぐ らゐ 

ちょいと 鳴れる 女の 言 紫 だね え。 


そのお ま へ に 何 をお くらう か、 

指 ゃ髮の 毛で はつ まらない よ、 

おれ はこの 傷つ いた 心臓 をお くらう。 

おれの 死骸が 燒 かれた とき、 

おれが シェ リイの やうに 

「心の 心」 の 詩人であった として、 

若し か 心臓が 燒け殘 つたら、 

五二七 


それ をお まへ に 贈らせて やらう。 

だが、 それ も 今では 駄目 だ、 

おれの 心臓 は 脆く 壞れて 

腐れ 林檎の やうに 蝕んで ゐる。 

その上， 古風な 薪で 焚かれずに、， 

あ の 火葬場 の 電 氣で燒 かれた ら、 

いかに 「心の 心」 でも、 

去年 死んだ 弟と おなじ やうに 

ただ、 骨 を あます ばかり だら う。 

骨なん ぞが 何になる、 

牛： きて 動く ものが おくれぬならば 

いっそ 何もお くらぬ 方が まし だ。 

いや、 おれ は 死んで そなたに 

そな た の 指に 觸 れられ るより、 

この 生きた 指で 

そなたの 心臓 をお さへ たい、 
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そなたの 髮の毛 を さすりたい。 

ああ、 もう 半ば 死んだ 身で 

まだ こんな 思 ひが 湧く もの か、 

まだ これほどの 情痴が あるか、 

おれ はま だ 未練が 絕 たれぬ か。 

おれ を 生に つなぐ 一 筋の 綱、 

それ は 女の 髮の 毛で あるか、 

おれ をし つかりつ かまへ るのに 

女の 長い 指で あるの か。 

いや、 もう 終り だ、 終って くれよ、 

おれの 惱み も、 おれの 未練 も。 

指 か髮の 毛で もとい ふ 女よ、 

なぜ おれの 胸 を 刺さなん だの だ、 

おれの 首 を 絞めなん だの だ。 

おれ は 怨みに 思 ふよ、 

おれに 生きろ とい ふお まへ を、 


何處 かの 片隅にで も 生きて てと いふお まへ を 

女 は 男に 語って 云 ふ、 

あなたが 此世 にない こと は 

到底 さみしくて やり切れな いんです。 " 

さみしい、 さみしい とい ふ 女よ、 

そなたの 生きて ゆく ために 

おれ も 生きねば ならぬ のか。 

生きて 時た ま會 ふために、 

なほ 憂き 事 を 身に 積んで。 

私の 心 は あなたに はわ かります まいって。 

さう だな、 おれに はわから ぬ 事に しと かう" 

せめて あなたの 身の ま はりの 

お 世話 を 一度して みたい、 

あの かびくさい 氣 から 救って みたい。 

が、 あの方が あなた をお 好きなら 

また 詩人た 


仕方 もない 事。 さう 云 ひ 切って、 

今 も 西へ 走った 昔と おなじ。 

いいえ、 私 は それで ゐて、 

私の ねみ だれ 姿 や、 缺 gl を 

あまり あなたに は 知られた く はない のです。 

ただ 美しい ところ、 化粧した ところ だけ を 

あなたに 上げたい。 

あなた を 夫と したり、 

くだらない 相手に する の はい やなんで す、 

おわかりで せう かしら 私の 心 を。 

いつもお なじい その 心、 そなたの 心、 

つら 

それ を 辛 やとお も ひもした が、 

今 は そなた を うれ しい 女と おも ふ。 

此 世で 添 はぬ ふたり ゆ ゑ、 

ふたり は 不死の 戀人 である。 

そなた はいつ も、 いつまでも、 

五 二 九 


おれに は 夢の 女で あれば よい ~ 

夢で ほろびて、 夢に 坐き たら" 

おれ も そなたの 夢で あろ。 

色つ ぼい 人の 色文 字、 

色つ ぼい 眼で にらまれて、 

ひた ひたと 惹き 寄せられた 

色 深い 男 なれ ども。 

色 li^ い 人の いろごと、 

あまりなる 深な さけ をば 

入の 上に 聞いて あさまし、 ， 

わが 上に 田 5 ふはくる し。 


おれ も 昔 は 色 ごのみ、 

色 深いよ とお もへば ぞ 

女の 熱い f 吸 ひ、 
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床しと 心と きめいた。 

男 ざ かりに なんで また 

いやにな つた か 知らないが、 ， 

色事なん ぞ はばから しい、 

色 深 女 は あさましい。 

色つ ぼい しな もしぐ さも 

絕 えてない その 女、 

色の みちで はま だ 初心， 

それ はもう さつば りした もの。 

あんなに 戀の 道行きに 

なさけの 弱さう らまれ たのに、 

その 水の やうに 淡い 女が、 

今 はしき りに おも はれる。 


入の 心 は 不思議な ものよ、 


男 はかう も變る もの か、 

女 思うて 寢られ なんだ に 

腹が みつれば 食 ふ もい や。 

夫 を 一 月 もよ せっけぬ 

色 はよ しない その 女の、 

ただ、 言葉 もて 戲れる 

を さな 遊びが け ふ はよ い。 

どんなき れいな 藝者 でも 

今の おれに は 床の 花、 

花 筒に 見る がよ し、 

おち 乙 K- 

そんな 遊びが なに 面白。 

地色、 地色に 疾く 花の ， 

いのちの 香り、 まことの 色- 

それ ぞ見 ごもり 見 も 飽か ぬ 

ただ 女の 魂の 花。 


心の 愛の { や-しくば 

閥の 睦言 また 空し、 

愛 は 心の いた はり 合 ひ、 

あと はみ な 色事。 

色に 迷 ひ、 色に 溺れ、 

いろいろに 身 を 痛め、 

秋 を 身に ひたと 知る とき- 

色 深 も 色が 褪めます。 

色つ ぼい 好色 女、 

一 代 女 も 寺まゐ り、 

さすが 色 をた つた 一 つの 

樂 しみと 思 ふ 女 も、 

りさ う 

龍 爪の 山に こもって 

その 尼 十  1>  の 庵室に ， 


佗び 住まう との 志し、 

やがて 行かむ と 友 を さそ， つた „ 

色の 奥まで ふみ 入らば 

その 發心ぞ まことなる、 

われ も 道心き ざして は 

この 年 ごろの 色 纖悔。 


そなたの 色 もやが て 灰、 

おれの 骨 も 草が 靑々、 

佛樣 だよ、 悟れば 今 も。 

色卽是 {1^。 色卽是 空。 

秋 は 一 人の 苦しみ どき か、 

みな それぞれに 寂しい もの を- 

雨 は 葉 を 打ち、 萁は地 をた た， 

この 世の 夢 もみな 落ちる。 
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みな 苦しい のが 浮世の くらし、 

世に 生きる ことのた よりな さ、 

しみじみ われに 訴 へる 女心、 

浮いた と 見える その 人で さへ。 

寂しく なれば たづね て くれる 

女 友 もお のれ も滿ち 足る もの か、 

胸に かざした 一 輪の 薔薇 

もらうて 襟に はっけた， ど。 

苦しと いへ ど、 苦 を 逃れて は 

さらに いやます 苦が ある もの を „ 

寂し さ堪 へえで すがりつく 

人の 胸 はな ほさら 寂しい もの を。 


所詮、 浮世よ、 心 も 秋よ、 

男 は 四十に ちかづいて 


女 は 三十に ちかづいて、 

秋 を 身に 知る 今日の 雨。 

苦し 苦しと いひい ひ 生きる、 

死にたい 死にたい といっても 死なぬ" 

これが 人の 身、 木の葉 は 落ちて、. 

夢， は&^ ども、 身 は 散らず。 


澤 潟の 葉の かるく うく 

野中の 淸水 しづかに て、 

昨日 もけ ふ も 水す まし 

澄みた る 鏡、 影 を ひく „ 


野中の 淸 水澄む ごとく 

心すまして、 しめ やかに 

十 年 はすぎ ぬ、 戀 もな く- 

願 ひも 底に しづ もりて。 


ふみ 


日 も 夜 も 書に 讀み ふけり 

1<- ち ひ 

思想の 路を たどりつつ 

今 身に 足らぬ 事 わざ は 

やがて 成らむ とたの みつつ- 


两 上人の あと を 追 ひ 

芭蕉の 寂び にき はめ 入り、 . 

いのち かすけ き 香 を 焚き 

心 ひとす ぢ くゆらしぬ。 

しづかなる 人、 あきらめの 

寂しき 人の 姿よ と 

女 はわれ を あはれ みつ、 

友 は 若さ を 寂しみ ぬ。 


かくて 終らば 死なり しか、 


さち 


幸な き 幸に めぐまれて 


さびし けれども 世に立ちて 

直なる ままに 終りけ む。 

小さく 淸らの 詩人と て 

ただ 一 管の 笛 を 吹き、 

事な く 世 をば 終る こと、 

そ はわが 運に あら ざり し。 

1 天 急に かきくもり 

嵐 はよ もに 吹きお こり、 

この 片隅の 巢を こぼち、 ， 

心の 構へ かたむけぬ" 

くもり 拭 ひて 年 をへ し 

鏡のお もて 曳く影 は、 

雨の まへ なろ 軒下の 

蜘跌の 走りに 似たり けり。 

など わが 心 狂 ひて し、 


狂 はで 立た む 力なく 

西に 東に 飛び散ら ふ 

木の葉の ごとく ふためき ぬ。 

おきす ましたる 水のお も 

壺の ごとくに かきみだし、 ， 

濁りの 中に 飛び入りて 

.5; づニ 

いのち 何 處と求 むれ ど。 

いのち はすで に 身に あらず、 

世 は 弱き 身 をう ち ひしぎ、 

■  >  やせ ぁレ 

蘆の や 5 なる 瘦 胸の 

よろめく ままに 斃れ なむ- 

夏の 夜 {1^ の いなづまの 

鋭く 矢 をば 投 ぐれ ども、 

人 を 射るべき 力なく ， 

むなしく 消 ゆる わが さだめ • 


悲し けれども、 わが さだめ、 

今の この 世に 生き 惱む 

人の 惑 ひ をうた へと ぞ 

定められ たる 弱き 詩人 ぞ。 

おれ は 遠方の 人間 だ、 

この 日本での 未知の 客 だ" 

この 息苦しい {41 氣の 中で は 

おれ は 死ぬ ほか はない の だ。 

おれ は あやまって 日本に 生れて 來た、 

あやまって ジャズの 世紀に 生れて 來た 

遠い 遠い 旅 をして、 その 旅先き で 

おれ は穴ュ しく 斃れ るの だ。 

おれ は カスバ アル • ハウゼ ルか、 

誰も おれが 何者か 知る もの はない。 

ま た き。 , J"i 


えたいの 知れない ナ. S 妙な やつ、  一 

その 嘲笑が 此 世での おれの 所得であった。 一 

ー體、 誰が おれ を 理解した か？ - 

十 何年 を同捷 した その 妻から さ へ 

少しも 理解され てゐ ない 男が、 

なんで 他人に 理解され よう ぞ。  一 

それが 運 だ、 おれの 役割 だ。  - 

いかに RI 本 語 を 巧みに 驅 使しょう と 一 

おれの 言葉 は 通じなかった、  一 

言語 不通、 それが おれの 蓮で ある。 

それが おれの 誇り だ、 おれの 悲 みだ、 

詩人 連 はおれに i しろ、 

文士連 はおれ を はねのけろ。 

おれ は 牧場の 中の 狼の やうに 死ぬ のだリ 一 

おれ は 遠方の 人間 だ、  ： 

in  一  二  J  - 


遠い 遠い 旅 をして 來た。 

おれ は その 遠方の 故 鄕を慕 ひっつ 

この 日本の 冷たい {r^ 氣の 中で 死ぬ の だ。 

十月 二十日 11 十月 二十 八日 (柬 京〕 
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主義の 看板 さへ 背負 へ ば 幸福で ある、 . 

完全で あり、 偉大で ある 人々 よ。 

君 等 はい まどん な 看板 を 背負 ふか、 

常に 一 定の 眼鏡 もて 人生 を 觀る君 等 は、 ， 

曾て は 自然主義、 人道主義、 

いま マルクス主義、 レ -I ン 主義。 

マ ルキシ スト だと さへ 叫べば、 

すぐ、 おお 同志よ と 反響す る。 
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それ は 相 も 變らぬ 日本人の 形式主義た 0 

この 日本の 傳統 的な 弱 ii を も つて、 . 

インタ ナショナル を 叫ぶ 人、 

なんと 君 等 はお 人が 善い ぞ j 

宣傳、 流行の 世と なって、 

看板 さへ よければ 酒 はどうで もよ い。 

酒 はよ くと も 看板が わるければ 

飮むも の もな い 時代と なって、 

價 値の 幻影、 鴉 を も鷺と 見せ、 

借物の 主義、 孔雀の f§ 毛と なる。 ， 

まこと その 主義に 殉 ずる 人 は 

ただ そのために 生れた 人、 

眞の マ ルクス 主義者 は 

八ム 式に よる ァヂ .プ 口 の 叫びよりも、 

文學 など 眼中に 置かぬ 唯物論 者、 

ただ 政治と 實行 とに 生く る だら う。 


おれ は マルクス 主義者で はない、 

いな、 むしろ あらゆる 主義の 敵 だ。 

おれ はこの 世の 主義なら ぬ 主義、 

あら ゆろ 形式主義、 看板 主義、 

見せかけ 主義の 否定で ある 

内容 主義、 すな はち 無 主義 主義、 

主義に 囚 はれぬ その 精神に 生く。 

形式主義 は 日本人の 傳統、 

形に 從 つて、 實を 逸する 

日本人 氣 質に 叛逆して、 

よし 八方から 壓し 遣され ようと、 

その 鬪 ひに 斃れ なば、 

外形 上の 失敗 をい かに 嗤 はれようと 

本質的の 勝利で はない か。 


人 を 生かす もの は 主義で なく、 

また 詩人た 


信念 を 守る もの はた だ 人で ある》 

尊ぶべき は 看板で なく、 

ひそかに 阈る 熱誠で ある。 

かの 嚷牲 者に 光榮 あれ、 

たと ひ f& しく 斃れ ると も。 - 


おれ はお めき 叫ん で 滅び たいの だ、 

ずるずると 砂が 崩れる やうに、 

ぼそぼそと 火 暦が 盡 きる やうに、 

あはれ £K敢 なく 滅びた く はない" 

おれ は この 血肉 を 社會に 叩き つけたい の だ、 

勞働者 セヰリ ョ フ の やうに、 

追 ひ つめられた 渡 政の やうに。 

だが 駄目 だ、 ぼそぼそ 消える のが 

おれの 運 だ。 悲しい インテリ ゲン チア、 

非力の おれの 末路で ある.。 
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おれ は 死に かけた 一 匹の 蟋鋅を 

掌に 戴せ て 眺めて みる やうに、 

1 人の 人間の 末路 を 見て ゐ るの だ、 

冷然 として 觀 察して ゐ るの だ。 

すべてに 敗れ、 すべてに 擊 たれ、 

1 匹の 弱蟲 が、 まだ 死に も ST す、 

蟲の 息で、 かすかに 蠢 いて ゐる。 

その 酶さを 見る とき は、 觀^^1{者の 

冷然た る跟も 忽ち 怒りに 燃えて、 

この驄ぃ蟲をひと思ひに！^！り潰したぃのだ。 

我事 畢る、 大事 は 去れり、 

摸 を 捲いて 將は兵 を かへ す。 

阿呆 はやつ ばりう ろうろ して、 

い い 切上げ 時 を 知らな い の だ。 

戀は 空しい 幻で ある、 

鬪 ひも 絕望 である。 

戀を 終つ て鬪 ひに 生くべき HI に、 
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闘 ひも また {T^ しくな つた。 

詩人 默 せば、 戀は歌 はず、 . 

戀が 眠れば、 生 も 滅ぷ。 

詩人の 中に 哲人が めざめ、 

あらゆる 宗敎 的の 狂信 を、 

あらゆる 昆蟲の 焦れ 死 を、 

冷然と して 眺めん とする。 

人間性の みにく さ を 見て 

希望 を 見ぬ はわが 罪と 知る。 

この -1 ヒリ スト を 打て、 打て、 打て、 ， 

その 打擲に 値する おれ だ。 

裏切者 か、 おれ は、 インテリ ゲン チア 

はじめから 仲間で ない の だ。 

インテリ ゲン チアよ、 欺くな、 

ただ わが 地位 を 正しく 見よ、 

汝 こそ 沒 落すべき 白 手 階級。 


だが、 おれ はもと インテリだった か 

いや、 おれ は 貧しい 勞働 者だった、 

あはれ な 少年 印刷工だった、 

給仕であった、 小僧であった。 

二十. 餘 年の 苦 を 積んで 

ひとかどの インテリ となった 日に、 

それが 罪と なった と は — 

ブル ジョァ からの インテリ ゲン チア、 

その 白 手 人 こそ 幸福で ある、 

デ マ ゴ ォグ として 活躍す る" 

帝大を 出た 秀才の 銀時計、 

忽 として 新興 階級の 鬪士 である、 

左翼の 非合法 主義 を ふ り かざす。 

勞働を やめた 勞働者 は 

ただこれ 死物に すぎぬ の だ。 

態ァ 見や がれ、 この 阿呆め、 

身 の 程 知らず の それが 罰なん だ。 

また 詩人た 


地上 はた だ奸黠 なる ものの 世界 だ、 

奸惡な 資本家が 勝利 を 占める の だ。 

人間 を 支配す る もの は 欺瞞 だ、 

大衆 の 指導者 は屬々 大衆 を 費る。 

今、 勞働者 は 自力 を さとり、 

白い 手の インテリ を 排除す る。 

さあ、 一切 は來 ると ころまで 來た。 

インテリの 實カも 意義 も 今試驗 ずみ だ、 

おれの 虚と 愚鈍 も試驗 ずみ だ。 

戀も 終り だ、 鬪 ひも 終り だ、 すべて 終り だ。 

おれの 鬪ひ は兒戲 であった、 . 

お 轉迦樣 の 指と 指との 間 を 

何蓠里 も 飛んだ 孫 悟 is の やうに、 

おれ は 書棚に ぎっしり 立て 並べた 

霄 物と 書物との 間 を 飛んだ。 

五三九 


おれの 鬪ひ は痴戲 であった、 

力 を 十分 出さない うちに 

決勝の 鏡 は 鳴った。 

おや、 しまったと 云った ところで 

もう 駄目 だ、 もう 追ッ 付かぬ" 

まけ. 5 くさ 

いつもい つもの 敗戰、 

た ど. 7 や £ 

コロ リコ ロリ の i 灰團 山。 

今度 こそ、 _Ji々、 愈々 の 

どん づ めの、 慘敗、 慘 敗。 

,-^^3  ひきさ.； 1 

苦笑 ひして 引退る ばかり だ。 

おれが もっと 圖 太ければ、 

そこで 四方の 觀客を 見返して、 

舌 をべ ロリ とはいて 見せる ところ だ。 

この 野郎、 人 を 食った 奴 だ、 —— 

觀 客の 叱ッ 叱が 聞え る やう だ。 


愉快 だら うな。 

人形 をつ かふ 男 ぁリ。 その 額 泣く が 

如く 笑 ふが 如し。 あはれ むべき 道化 

姿よ、 令 その 寫眞に 題す るうた。 

吉右衞 門 好みの 浴衣の 上に 

麻の 葉つな ぎの チャンチヤン コ、 

これで ギニ ョ オル 人形 を ま はす。 

その 道化の 姿、 友 は 見て、 

あの 狂うた 作家が 狂 ふまへ に 

羽織の^ にこん な 陣羽織 を 

着て をった ぜと 笑って 云へば、 

急いでぬ いだし をら しさ。 

まことにお れも 狂う てゐた か、 

狂 ひか 狂 ひで ない もの か、 

狂 はないた めの 息拔 きか、 


ごまかし か、 この 道化の 假裝。 

世 をば 道化の 芝居と 見て、 

その 立 役者、 アヤ ヴッ ォォ、 

旅から 旅 を 打って ま はって、 

地獄の 隅での 初 興行。 

おれの 正 劇、 受けぬなら、 

この 笑劇 を兑て ござれ。 

人 は 見ず とも、 おれが みる。 

泣いて ゐる のか、 笑って ゐる のか 

一寸見 當 つき かねる 

その 顏を、 つくづく みれば、 

あさましい、 なさけない、 

さても 細い 腕 だ わい。 

インテリの 二 ヒ ルと はこれ か、 

二 ヒル、 ニヒ ル、 何に 二 ヒ ル、 

二 ヒリ ニヒッ たこの 姿、 

また 詩人た 


苦しい 夏 を、 ひと 夏 を 

この 姿 もて 狂うた る 

男 は 悲し、 あさましし， 

その あさまし さ 極まって、 

秋 はくる ひも やむな らん。 

雜. 線の ふるへ る やうな リズ ム もて 

榮て しなく おれ は 歌うた。 

秋の 長夜の こ ほろ ぎ か、 

鈴虫、 松虫、 チン チ n リン、 

冴えて かすけ き 銀の こ ゑ。 

あり AJ も 見えぬ 銀 線の 

ふるへ わななく 風の 中、 

するどき 光り、 靜 -I の 

血し ほ 奏づる 樂の音 は、 

いのちの 細り 極まらず。 
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リズ ム 湧き 立つ 眞 夜の 海、 

果てし も あらぬ 波 を 1^ 〈る。 

高き は 天 を 打つ おも ひ、 

使き は 地 を も 祭つ さま、 ， 

破れむ ほどの 船の 搖れ。 

縷 V として 盡 きぬ は の缰 にて- 

わが 命た だ 一 筋に 細 けれど、 

結えな むとして 絕 えぬ 絲、 

き蠶 のい となみ は 

神に も 魔 をば つ なぐら し。 


いつまで おれ は 歌 ふらん、 

いま はいの ち を 傾けて、 

鬪の， つた、 ときの こ ゑ， 

必死の さけびつ たはれば 

切れな むと する 銀の 線。 


s.^  W  てつ 

銅の こ ゑ、 鐵 のこ ゑ、 

. を たけび、 をめ き、 高鳴りの 

この 銀 線に 嵐せば、 

リズムの 絲 のっと 切れて 

默 せば、 いかに 後の こ ゑ。 


X 

死 か、 死 か、 今 は 死が 生か， ， 

生が おれの 死で あるか。 

死の 廣の谷 を 行きつつ、 

おれ は 無限の 生に 充 たされる。 

世 も、 &も、 is しと 見る とき、 

生命 感、 憨々 脈搏ち、 

詩の 泉、 更に 进る。 


彼、 S3 光 を 放っとき、 

跳躍し て 死地 を 脱す る とき. 

その 生命 は燃燒 して、 


叛逆の 1: 術 を 生に 掛ざ、 

その 血 もて 繪を 後ら ば、 ， 

不滅の 1 瞬、 星の 如く 

燥と して 輝く の だ。 

生に よって、 生な きもの 

死によ つて、 生 を 描く。 

空しき 果ての {t^ しさに 

その 魂 を &ぎ滿 たす。 

{t^ 洞の 地下より 湧いて 

おれの 詩 は 地上 を 浸す、 

善い 哉、 生、 善い 哉、 死" 


X 

わたしの 小設 を愛讀 して 

くり かへ しくり かへ し讀ん だとい ふ 夫人よ J 

せ. 5 

おそろしく 背の 高い とい ふ 夫人よ、 

おそらく わたしぐ らゐ、 

また 詩人た 


あるひ はもつ と 高い かも 知れない とい ふ。 

北 越の 雪の 中から 生れた あなた は 

美しい 人で あると 聞く。 

あなた を 知ったなら、 わたしの 知った 

女の 中の もっとも 長い 女で あらう。 

あなたの 背丈 だけで も わたし を 魅す るで あら- 

だが、  わたし は あなたに 會 ひたくない。 

わたし は 實に澤 山の 女に 幻滅 を 味 はった、 

今 はもう 新しい 女性に 會ふ事 を 恐れて ゐる。 

おそらく 又、 わたし 自身 も澤 山の 女性に 

幻滅 を 味 ははせ たにち が ひない。 

わたしの 愛した 二人の 女 は 賢い 女であった、 

一 人の 女 はわた しと 1 緒に ならない で、 

自分の 美しい ところ だけ を 見せたい と；： ムふ。 

一 人の 女 はわた し を 永遠の 男性と して、 

遠くから 1 生 愛して ゐ たいと 云 ふ。 - 
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夫人よ、 あなた も 遠方の 人であって ほしい 3 

あなた はた だ わたしの 作品に よって 

わたし を 味 はって ゐて 下さい、 

わたし は あなたの 友達の 話 を 通して 

ただ あなた を 想像して ゐた い。 

女性の 讀 者が 愛する 小說の 作者に 會ふ事 は、 ， 

舞 臺の裝 置 を 裏から 見る や、 「な もの です、 

人形芝居 の 黒ん坊の 覆面 を耿る やうな も の です。 

それ はよ したが 上分別の 愚行です が、 小說の 作者が 

その美し ぃ愛讀 者に 會 ふの はな ほ危險 です。 

返 S する か、 戀 着す るか、 二つに 一 つです から。 

夫人よ、 わにし は H 分の 小說の 中で 

自分 の 理想 の 女 を 描 いたのです。 

敏子、 敏子、 だが お まへ も 描いて みると 

もはや 理想の 女で はなくな つた。 

まして や、 地上の 現 實の人 は どんな 人で も 

會 つてみ ると 理想 は 裏切られる" 


五 四 四 

男 も 女 も、 そこ はおな じ 事です。 

わたしの 求めて ゐる女 は 地上 にないの です、 

わたし は 一 生理 想の 女性の 幻を追って ゐ るの だ。 

わたし は ドン .フ ァ ン でせ うか。 

ドン. ファ ンは單 なる 女たら しで はない、 

彼 は その 理想の 女性 を、 この 現實で 

あく ことなしに 求めて ま はる 男です。 

彼 は 戀愛上 の ドン • キ ホォテ です。 

だが、 わたし は 日^人です， 

さとり も 早く、 あきらめ も 早い。 

わたし は 早く も 女に 懷 疑し， 戀に絕 望して、 

醉 ひざめ の 水 を 呼んで ゐ るので す。 

だが、 かの 镯 逸人、 瑞典 人の やうに 女 を 憎み もせず- 

幻 はた だ 幻の 花と して 美しく 見ようと 思 ふ。 

熱狂の 醉 ひに 天女と 見る の も あやまり だが、 

醉 ざめ に惡 魔と 見る の も あやまり だ。 


女 はた だ 女、 それだけの もの、 

淚 もろく、 移り 氣で、 惑 ひやす く、 

じ やろ 

情に 惹 かされ、 媚び を 忘れず、 身 はな ほさら。 

女 は 子 をば 生む もの、 月に 病む もの、 

生きて 鈑くふ 動物と 知ったならば、 

善くも 惡 くも、 みな 男の 愁の迷 ひと 知る。 

これ は 失禮、 どうも 少し 惡 口にな りました かしら- 

でも わたしの 本心です、 せいぜいお 手柔 かな，、 

わたし は戀の ハ ム レットで せう か、 

むしろ、 ホレ ェ シォ かも 知れません ね。 

わたし は 今、 哲 讓 者に なった のです、， 

だが、 それ は 頭 だけの 話です。 

これね 

美しい 女の 笑 ひ と 息と 囍音 と は 

たちまち 感じ やすい 詩人 を 暴露し ます。 

わたし は 先夜、 ある 演奏 會で 

若い ビア 二 ストの 橫顏を 見た とき、 

忽ち 胸が 熱くな つ て顫 へ て來 ました、 . ,. 

また 詩人た 


その 橫顏 はわた しの 愛した 女に 似て ゐ たのです。 

あなたの 長い 身體の やうに あまりに 長く、 

すっきりと、 彫刻 的な 顏の 線、 

それ を 想像す る の はわた しに 危險な の です。 

哲學 者が たちまち 詩人に 逆戾 りして、 

飛行 の 仙術 も 忽ち 破れ てし まふ、 

久米仙 は その 滑稽な 男の 象徵 なのです。 

こんな や く ざな も の が 男な の です、 

女の 惡 口なん ぞが 云へ る ものです か" 

これが わたしの あなたに 會 はない 理. a です、 

あなた は 驚かれる でせ うか、 

小說 家と は 面倒く さい ものと お 思 ひで せう か。 

實 はわた しが 小說 家で ないから です。 

小說家 なんても の は lisK で 氣輕な ものです よ、 

のん このし や あとして ますよ。 

夫人よ， あなたの 愛讀 なさる 小說を 書いた 男 は 

詩人 と哲 i 一 者との 混血 兒な の です。 

五 四 五 


あなた は 彼が どんなに 面倒く さい 男 か、 

あの 小說 でお わかりに ならなかった でせ うか。 

彼女た ち はおれの 足に 足 かせ を かけ、 . 

おれの 手に 手： を はめる。 

なぜ 彼女た ち はおれ を 救 はない の だ、 

なぜ、 救 はなければ 滅ぼさな いの だ？ 

なぜ、 なぜと 云 ふだけ 野暮よ。 

救 ひもせ ねば、 滅ぼし もせぬ 

これが 女の性 質 だもの。 

男が 女に 救 はれる とい ふの は 

實は 男が 自分 で 自分 を 救 ふ の だ" 

女に 滅ぼされ るの も 同じ こと、 

男が 自分で 自分 を 滅ぼす の だ。 

女 は 自分で は 何の 手出しせ ず、 

そばで 見て ゐる だけな の だ" 


五 四 六 

男の 宙返り、 どッ てんがへ し、 

女 はに こに こして 見て ゐる。 

おれの 愛した 女た ち は 

とりわけ そんな 女 だもの。 

男の 中で も 並外れ、 

天保錢 でつ りがくる 

ひどい 男の 宙返り、 

いつまで ぢ つと 見て ゐる氣 か。 

天と地の 間に ぶらさがって 

上り も 出 米ず 下り も 出来ぬ 

七顚八 倒、 面白い か。 

日 夏 耿之介 氏の 「明治 大正 詩史」 中の 批評 を 見 

て感 ぁリ。 

おれ はー彊 どんな 詩人 だい？ 

詩史を 書いた 評 家 はおれ を 評して 


生活の ために 碎 けたと： K つた、 

餘 りに 多く を 歌つ たがために 

询情 寂しく かすかな 野の花の 

風情 を 失 ひ、 處 女性 を 失った と。 

おそら く 間 M 一 ひ のない ところ だら， 

だが、 それが おれの 恥 か。 

莫迦 を 云つ ちゃ 困る、 それでこそ 

おれ は. I": 派な おれな の だ。 

生活の 重荷に 壓し 潰されて 

i 碎け， ^,」事 こ， そ， おれ， の b りなめ だ。 


おれ は勿體 ぶって すましち や をれ ぬ、 

微塵、 掛値 なしに 商 賢す るつ もり だ * 

一 厘 一 毛 も 高く 買って 貰 ふまい、 

ねぎり 倒されても かま やせぬ U 

おれ は 多 辯に 多 辯 を かさね、 

おれの 腸 を さらけ出 すんだ。 

ま  JITi  ョ i。  ス  4.1 


よしや 一 莴の詩 を 書いた ところで 

おれの 世界が 云ひ盡 せる か。 

千里、 萬 里 一 條 の鐵、 

語り 盡 さず 雲 山海 月の 情。 

二 元の 爭ひ 何の その、 

おれ は 多元の 世界 に^む。 

處 女性なん ぞは 糞で も くらへ、 

おれ は あばずれ、 年枬 女" 

、」.^すめ 

おちよ ぼ 口した 生娘 時分、 

か あいかつ たと 云 はれても、 

もとの. n: 地になる もの か。 

色の 苦界で 死ぬ までよ。 ： 


おれ は 極道者、 ならずもの、 

絕^, ini 山の 願 を 立て、 

不逞 は あ へ て 共 產黨の 


rp- に 七 


せき II- く 

赤賊 どもに ゆづるまい。 

ただ、 お嬢さん 育ちの 悲し さに 

むかしの しっけの 根がぬ けず。 

思 ひ 切って やれぬ のが 

おれの 一 期の 恨み だよ。 

r) ば ころす ベ I ゆ ーづか I むべ，？ つす  き 

士可 殺、 不可 辱 と はよ く 云うた、 

殺されず して 辱 しめられる 

蓮 命 悲しき 秋 を 哀れ と 思 ふな よ。 

なァ に、 おれに. ウイ ヨンとば くち を 打つつ もり だ。 

著書の 扉に つ い てゐる 著者の 肖像 は 

何とかい ふ 籙 狂院の 前に 立って ゐる 

その 創立者の 記念 傑 を. 想 ひ 出させる、 

どちらも おなじ やうに、 その 中には 

もろもろ の 狂 念が 渦卷 いて ゐ るか ら サ と、 

皮肉な ハ イネめ、 よく 皮肉った" 
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だが、 奴 だって 麇狂院 の 創立者 だ。 

ところで、 おれ もまた 莫 たけに、 

その 詩集の 前に 肖像 をつ ける とい ふ 

その 沒 味の あやまち を やった 一 人 だ。 

その 詩人 風の サン ティ マ ンタ リズム は嗤 ひたい 

だが、 今 は 違った 意味で 敢て やって 貰 はう。 

これが. ウイ ョ ン の 友の 顔で あると、 

その 貌を 世上の に 晒して 貰 ひたい。 

日本 橋の 畔 りに 生 恥 さ. りす 生臭坊主、 

これ は 死に 損 ひの 人間の 顏だ、 

言葉 だけの、 力の ない 阿呆の 姿 だ、 

かう 云って 一 つやって 貰 ひたい。 

弱い 無力な イン テリ ゲン チアの 

證據に は 手 をのつ けろ と 云った が、 

手 どころ か、 おれの 尻尾で も、 足の うらで も 


おれの 身疆 中の 一 番 滑稽な もの をつ ける がよ い。 

-I なんか 月並 だ、 珍妙 至極の この シャツ 面で も。 

何でもつ けろ、 おれの？ i 藏の醜 物 を。 

氣 取っても、 すましても、 追ッ つく 事 力 

それが おれの 身に つ い てるんだ から 仕方がない * 

おれ はやつ ばり ル" ソォの 弟 H- らしい、 

(裏返しに した ロペス ビエ，' ル？) 

いや、 その 「精神 機能の 病氣」 がサ、 

ラま 

「缺乏 からの 名譽」 と 萩原 は il 曰く 云っての けた 

實際、 おれ は どんな 意味から 云っても， 

革命の ために 熟して ゐ るの だ。 

おれ は 毎日 每 日の 慰 榮に 倦き た、 

コットン コヴ トン 車の 動く の に 倦き た、 

人間の 眞 面目な 顏 付ゃ考 へ 方に 倦き た、 . 

エトセトラ 

アナ キ スト、 ニヒリスト、 01C   

その 一 寸風變 りな 帽子に も 倦き た。 

また 詩人 だ 


おれの 頭が、 グ，^ルレェヌのゃぅに 

秀 げちよ ろけ てゐ ない 事が 恨み だ。 

なんの、 心が 究げ てゐる …… 

そんな 大 1^=^ 頭 を もちながら、 

色男 面が 笑 はせ るぜ。 

究 げろ、 禿げろ、 兀鷹の 鋭い 股 付 

ぎんめ つ， S  .  '  i 

見せかけの 附 燒^、 銀！^ 金の 哲人 風。 

おれ は 一 挺の 破れ 風琴、 風に 鳴る、 

おれの 心 は 秀げて 破れて 雨が 漏る 

ブリキ を 叩いて 世 を 罵る、 

悲風慘 雨、 なんでも ござれの 糞度胸、 

おれ は 宇宙の 一 浪人よ。 

豆 を かじって 英雄 を 罵ろ 快、 

徂徠 なん ぞは 規模が 狭い。 

英雄、 王覇、 みな 寸 Bil 豆 入。 

五 四 九 


おれ は 天地開闢 このかたの 

この 宇宙の 一 大 不調和 を 

罵り、 罵り、 罵り 拔 いて やる ( 

これが おれの 使命な の だ。 

おれ は 宇宙の 叛逆 者、 

一 切 被 造 物の 惡蓮を 

瓦礫と なして 投げ返す、 ， 

森羅莴 象の 宇 { 由 的 誤謬、 

神の 髯 面に 叩きつ ける。 

こんな 阿呆な 宇宙で も 

宇宙と いったら でっかい ぞ。 

虫が 一 匹 何 を やる、 

なに をブサ クサ 云って ゐ る。 

キリ キリ 消えて 失せろ、 

^塵と なって ふッ 飛ん ぢ まへ 0 

六 根 淸淨、 六 根 淸淨、 


,  五 〇 

拂ひ たまへ、 淸め たまへ。 

十一月 六日 I 九： 京) 


第 四 


X 

また、 冬が 来た。 

懐手なん ザ不量 氣だぜ „ 

拳固 を 一 つ、 

一一 ョッ キリと つん 出せ 〔 

突け、 それで、 

資本主義 のどて ッ腹 を。 

鐵の 扉で 碎 けたら、 

らて 

新手で、 また つん 出せ = 

おれの 心 もい ま 拳固 だ。 


二 ュ ッ とつん 出せ。 

微塵に なって けし 飛んだら、 

もっとえ らい 奴が 出る だ ら う。 

詩 も、 愛 も， この 寒さで 

コ チコ チ にかた まったん だ。 

えい 糞ッ、 どうなる もの か、 

絕望 的勇氣 で、 ぶッ つかれ。 

X 

要するに、 食へ な いんだ 0 

ただ、 それだけ だ。 

おれ にも 食 はせ ろ。 

ただ、 それだけ だ。 

人はパ ン ばかり ぢゃ 生きられない ッて。 

パ ンが なけり ゃァ どうす るんで い。 

まづ. パ ンを よこせ。 

ま た 詩人た 


ほかの 事 は、 みんな それから だ。 

稼ぐに追ッっく！^？^乏だ。 

働けば 働く ほど 食へ なくなる。 

米が とれれば とれる ほど、 

百姓 はくら しが 苦しくな るんだ。 

政治、 文學、 みんな 餘計 だ" 

食 はせ ろ、 おれに 食 はせ ろ。 

ir. ら 

街から、 野から、 みんな 叫ぶ" 

死す る まへ に、 一 暴れ、 やって みろ。 

今年 は 滅法 塞い とい ふぜ" 

この 寒 {へ& に 向って、 出る ははな みづ" 

これから 何 を 着り ゃァ いいんだ。 

外套 はボ ロボ n  、 蒲 圑もボ ロボ 口。 

あの 錢 前の やうに 鍺の つ い た 親爺め、 

五 五 一 


質屋の 靑錶 びた 因業 爺め。 

二 賞 は 貸せぬ と 云 やが つた。 

おれの 財 憲はニ 賞き りか。 

くだらね え、 これが おれの 冬 か 0 

禿げ ちょろけ た 鴉が 一 羽、 

阿呆， 阿呆と 啼 いて ゐ らァ。 

糞ッ、 おれに どうしろ とい ふんだ。 

おれ は 主義の 人間 ぢ やない、  • 

迷 ひの 人間 だ、 矛盾の 人間 だ。 

多元的 宇宙の 多元 人 だ。 

統一 はない、 體系 はない、 

ある は 混沌、 支離滅裂、 めッ ちゃくち や 0 

おれ はたう とう 自分自身 を、 

自分の 思想 を も 統一 せずに 終る のか。 


五 五 二 

アナ キ ストで もな く、  ニヒリスト でもな く、 

思想の アナ ァ キイ、 頭の ニヒル、 

ぞん 

そんな おれ だよ、 虚無の 王樣、 全の 混沌。 

思想 體糸、 みな ゥソッ ばち、 

都合の わるい もの は 見て 見ぬ へ エゲリ アン、 

莫迦め、 そんな ゴマ カシ、 やめに しろ。 

三千世界 を 一 册の 書物なん かで 

體采 づける なんて、 ロ幅ッ たいや。 

眞は 混沌、 生 は 虚無、 それで いんだ" 

虚無で 働き、 混沌が それで 體系。 

いや、 おれ は 統一 のみち を 知って ゐる、 

ただ 1 本の 綱で くくられ るの を、 

ただ 1 本の^で. 刺す こと を。 

甘んじて 殺されろ、  - 

徐々 に 首 を 絞めさせろ、 


宿命の 攝く 智慧の 言葉 だ。 

だが、 死ぬ まで 反抗したら ど 5 だ。 

唾 を 吐き かけて 死ぬ のが ましで はない か。 

死に もの 狂 ひに ジタ バタして、  、 

打 たれて、 突かれて、 虫の息に なって、 - 

たうと-, r 息が 絕 えたら どう だ。 

おれ は あの 囚人の やうに 死なう、 

お まへ もお なじ やうに 死ね。  一 

醉 つばらって 道頓 堀の 道の 眞 中で  -" 

管を卷 いて 連れに 來た妹 をさん ざ 困らしたり- 

醉 つた まぎれに 酒場の 地下室に 寢 込んで 

マネ ェジ ャァの 狼に 绘ら れて歸 つたり、 " 

醉 つばらって 二日 も 三日 も 下宿 先 へ 

か へらずに 泊り 歩いたり、 

みんな その ァガキ だ、 必死の あがき。 

殺せ、 殺せと 泥 醉女は 喚く の だ、 

溝の 中に 寢る 赤髮の 百姓 女" 

また 詩人た  一 


お まへ も 死に もの 狂 ひでやつ たの だ" 

今 はなき がらの やうな 身！^ を、 

父母の 悲しみ を や はらげ るた めに 

元の 夫の もとによ こたへ て、 

眞 面目 さう に暮 して ゐる 女リ 

可哀相 だと 思つ て やって 下さいと いふ。 

どうせ 捨てた 身なん です もの、 

外から 平穩 に圓滿 らしく 見えさへ すれば と、 . 

カフ ェ ェを やめる 時、 心に 決めて 懸 つた 事、 

動け なくと も 起つ て 行きます よ， 

病氣は 自然 消滅、 さう すれば 近親に 

恥 を かかさな くと もす みます からね。 

女と いふ もの は 繰返しが 好きな もの だ。 

繰返し 繰返して 飽かない が 女 だ。 

また、 おれに 來 いとい ふ。 また、 おれ を 招く。 

大きな 謂み も、 餘 計な 望み も 今 はない、 

五 五三 


ただ 會 ひたいと 思 ふだけ、 と 女 はいふ" 

だが、 二人 は 最早 ゃ會 はぬ がいいの だよ、 

二人で 生活 を はじめる よりも 

かう して 分れ 分れに 殺される 方が、 

お まへ らしく も あり、 おれらし くも ある。 

會 はずに 死んだ 方が、 おれ は 好きだ。 

お まへ は 自然 消滅、 徐々 に 絞められて、 

おれ は 死に もの 狂 ひに. のた うち i! つて だ C 

雨風の 音 を 聞きながら 寢てゐ ると、 

柁 しくて、 泪が 流れます。 

こんな 片田舍 の 田圃の 中で， 

私に は 追憶が ある 許りです。 

あの 部屋で、 あなた はもう おめざめ でせ うか 

瘦 せた 指 を しみじみ 眺めながら、 

(此頃 私 は ひどく 瘦せ てし まひました、 

睡眠が 全然 とれな いんです、 


五 五 四 

日に よると 1 時間 も 眠れない 時 もあります〕 

自分 をいた はって やりたい やうな 氣が 

湧き上つ てま ゐ ります。 

どうせ 長く は 生きられ もし ますまい が、 

少しで も 思 ひの 儘に 振舞 ふ 

瞬間 を 得 て 死にたい ものです。 

私 はも つ と 暴れて みた い 心 はあります けれど- 

身體 がい ふ 事 をき かないん です。 

こんな 身體で 何が 出来 ませう。 

かう 云って、 女 は 自ら 偶れ むの だ。 

世の中に 私の 心 を 知る 人 は、 いいえ、 

一 番 よく 知って ゐる人 は あなた 丈、 

私の ためにで も 生きて ゐて 下さい、 

私 は 折に ふれて 訴 へる 人が ほしい。 

かう 云って、 女 はおれに 苦痛 を訴 へる、 

世に 敗れ、 戀に 傷ついた 無力な おれに、 

生に 敗れ、 弱さに 傷いた 身の 苦痛 を。 


日に 幾. 皮と なく 取りつ かれる 寂寥！ 

救 はれる 事の ない この 伦 しさ。 

いやない やな 寂寥、 

深い 深い 底 ひも 知れぬ さみし さ。 

寢 起きな ど に は それが 特に ひど いんです。 

生きて ゐる のが 佗しくて、 

なぜ 目が さめた のか、 泣く 事 も出來 ない、 

全く 氣が狂 ひさうな！^  くです。 

今迄 かなり はっきりして ゐた 箬 の 私の 人生 觀、 

それら は 物の みごとに 吹き飛ばされて、 

指針 も 何も 何處 へ 行った やらと 云って。 

女よ、 おれ は 今お まへ を 愛する 自分 を 感ずる。 

別れて 再び 會 ふま い と 心に 定めた い ま、 

おれ はお まへ を 最上の ものに 數 へる。 

お ま へ の 苦痛 を おれの 厨子に 納める リ 

お まへ はおれに 永久に 失 はれない 女 だ、 

お まへ の苦惱 はおれの 苦惱 とな ひ 合せに なって、 

また 詩人た 


おれの 胸に とこし な へ に うづく であらう。 

おれ はお ま へ のために 生きる 事 は出來 ない、 

お まへ はおれの ために 死ぬ 事 は出來 ない、 

然し 今、 おれの 生 も、 お まへの 死 も、 

お まへの 生 も、 おれの 死 も、 

もはや わかちが たくな つてし まった。 

いっか、 おれの 死が お まへの 耳に 達する とき、 

また、 お まへの 死が おれに ひそかに 囁かれる とき、 

わが 半身 の 滅びの いかに 痛く 痛 い か 。 

おれ はせ めても に それ を 信じたい の だ。 

お ま へ は あの のち 多くの に 接しながら 

つ ひに おれ 以上に 愛する 男 を 見出さな か つ た、 

おれ も あ の の ち 多く の 女 を 求め て 

つ ひに お まへ 以上の 女 を 見出さなかった。 

それ ゆ ゑ、 二人 は 相 合 はずして 死ぬべき だと、 

おれ は 今、 お まへ を 愛する 自分 を 感ずる。 

,  五 五： 


大阪に 宿 をと つて、 九 時す ぎに 

す ひた 

毎日、 吹 田に かけて 行く か、 

女が 出掛けて 出會 ひにくる か。 

こち^ 

伊勢の 野で 落 合 ふか。 

この 戀、 いま は 枯葉に て、 

心 は 向かぬ 風の 旗。 

す ひた 

排挑 9K  く 吹 ffl の 春 は 床しと も 

蘆 屋川邊 のく りかへ し) 

西の 都に 色 をん な もって 

とき ど き會 ひに 行く とい ふ、 

そのたの しみ は 人の やる こと。 

おれ は 破れた 戀を& めば よ い。 


1 度び 心が 行きす ぎたなら 

またもと へ は 引き 戾 せぬ。 

杯 を 傾け 盡し、 一滴 も 


五 五六 


底に 殘らぬ 今日の おれ だよ ハ 


X 

あけ 方 夢 をみ たとい ふ、 

會 ひたく て 堪らなくな つ て 

苦しい 思 ひ をして 會 ひに 行った のに、 

みっかる といけ な いから 歸 れ歸れ つ て、 

私の 思 ひの 半分 も わかつ ち やくれ ず、 

あたたかく 抱いても くれない 

男の なさけつ らい 夢。 


丁度 その 折りみ た 夢 を 

われ も そなたに 語らう か。 

高い 屋根の 上に 座席が あって、 

何と 云 はれた 善知識 か、 

小手 を かざして 都の いらかず つと： て、 

かへ りみ て 云 はれた 言葉、 

「おう、 これ は、 地獄 極樂 一目 ぢ やな あ- 


地獄 極樂、 おれ も 見た よ。 

町の いら か は 焦熱地獄、 

阿鼻叫喚の 聲も 聞え た。 

それから 上、 雲間の 極樂に 

蓮華、 珊瑚 は 華^け ど、 

おれと そなた は、 刀 葉 林、 

身 をば 引裂く おれ を 見た よ * 


一家 を擧げ て、 元日に、 

せんけん じん マ.！^ 

淳間神 に 初詣で、 

主人の 後から、 妻と 妻、 

女い くたり 書生までの 

いつも 乍ら の大 行列が 

門 を 出る のにあった とい ふ- 

靜岡 にかへ つて 来た 

そなたの 友の 話で ある。 

また 詩人た 


紫が かった 派手な 羽織 を 藩て、 

斷髮 をして、 十 も 若く見える 

人の 姿 をき くと き は、 

さも 今の 身の上に 滿 足して 

何のく つたく も 無 ささう で、 

妻なら ぬ 妻の 暮 しの 苦し さ を 

さぞな 辛 やの 思 ひ 遣り、 

しみじみ 今 はおろ かにて。 


男心 は 冷える もの、 

水 を かけられ 凍る もの。 

そなたの 友 は眞實 心、 

僞らぬ 言葉 は 迷 ひ を 照らす、 

迷 ふ 心の 傷 を 照らす。 

あの人 は 誰でもい いのです、 

その 言 紫は隨 か、 そなた を 傷つけ る 

たくみの わなの 言葉と 云 ふか。 

五 五 七 


t 


われ も 女の 心 を 知る、 

そなたの 心の奥底 を 

きつば りと 云 ひ 切って、 

さしもの その 人 を 驚かした、 

今更なん で 惑 ひ はする" 

そな た の やうな 性格 の 女に は、 

自分 や 愛して くれる 男なら、 

金 さへ あれば 誰でもい いの だと、 

思 ふ はわれの まちが ひか しら。 


淺間 神社に 初詣で、 

ふたりの 妻の 足 並 揃へ て、 

あるじ 5- いじ 

主人 尤 切の 心 を 掠へ、 

家內 安全、 無事息災と 

うち 競うての 願 ひごと、 

神 もよ みした まふらん 0 

小 わきに 呼んで、 そなたの 友の 


五 チ八 

わがこと なんど 攝 いたのが 

餘 計な 事で はありつ らん。 

そのお ろかな 女、 ゆるし 給へ や、 淺 間の 祌。 


女 は 男 を たしなめる。 

この 世で は 結べない 二人 だって、 

も， 「結ばれて 居る ではありません か。 

氣 持の 上で、 こんなにまで 

結ばれて 居る ではありません か。 

そんなにまで 私の 氣持は 

進んで 来て 居 るんで す もの、 

これき りで 終るべき 蓮 命 だなん て、 

あなた 樣は、 これき りで 終らせて 

なんともな いんです の。 

1 緒に 住まなければ、 

路傍の 人に も 等しい と は、 

あんまり 現實す ぎる で はありません か 〈 


あなた 樣 がどうお 思 ひに なっても、 

矢張り 私の 心の 人、 夢に みろ 人， 

あこがれの 人で あるので す。 

あなた 樣は 私に とって、 それで 十分 

私の 心 は うれしい のです。 


男 は 女 を 思 ひ 惑 ふ。 

女心 はわから ぬ もの、 

信じす ぎれば 甘くな り、 

疑 ひす ぎれば 卑しくなる。 

この 女、 この 賢い 女 * 

あまり 美しく 見す ぎた かしらん、 

今 は あまり わるく 見す ぎる かしらん „ 

女に 友 はない もの を * 

友の 言葉に 心醫 ささせ、 

かる はぞみ 

動きす ぎた 輕卒、 

いなと は 思 ひ 思 ひ、 傾いた か。 

女の 文 を 見る とき は 


わが 思 ひ、 足らぬ 心地す、 

その 言葉， 胸に 量れば 

輕々 と 飛ぶ 心地す。 

君が 心の まこと すら 

神の 支へ にた わむ かや、 

わか 元 

細い 嫩 枝の 心 ゆ ゑ 

微かな 風に もた わむ かや。 

知らぬ、 知らぬ、 知らぬ、 

君の まこと も、 君のう そ も。 

心 ひとす ぢ、 われ も 惑へば 

君の まこと もま ぞ かし。 

うそで あれ、 うそで あれ、 

君 も われ を だまして 

うれしがらせて ゐて たもれ、 

それが 何より、 君が 愛。 


X 


離れ 住めば 死ぬ まで も、 


五六 〇 


死ぬ まで は 離れ 住まうよ。 

今す ぐ 逢へ ない といった つて、， 

い つか は 逢 へる でせ うよ、 

計 は 百年の 後に あり、 

そんなにまで 長い 先き の 事に 

希望 をつな いで ゐる そなた。 

おなじ 土地に 住む やうに なれば と 

いま 一生懸命に、 東京へ 

住む 事を考 へて 居る のです の。 

東京へ 行きたい、 東京へ 住みたい、 

それが 私の 口ぐ せなん です の。 

來年 はきつ と 東京に まゐ ります、 

住む ためにね とい ふそな た。 

その 暮の 言葉、 心 も 暮れた のに。 

希望 をす てないで 下さい ませ、 

私 も 勿論す て はし ませぬ、 

私の たった 一 つの 希望なん です もの- 


す てる もんです か、 

離れ 住めば 死ぬ まで も。 

いっそ 死ぬ まで 離れ 住まうよ、 

そなたの 夢 を ふとらせて。 

1 人の 女 はかう 訴 へる、 一 • 

良人で もな く、 戀人 でもな く、 

父で も、 母で もな く、 

あらゆる 感情から 解放され て、 

私 を 抱いて くれる もの はない か、 

私の 心 をいた はって くれる もの はない か、 

私の 心 は 荒み すぎて ゐる。 

一人の 女 はかう 訴 ベる、 —— 

あらゆる 男に 捨てられて、 行き場が なくなって- 

もう 死ぬ ほかにみ ちが なくなったら、 


い つ でも 來 いと 云って くれる 從兄、 

ああ その 永遠の 男性の 心 を 

私は從 兄なら ぬ あなた 樣に 求めた のです、 

求めよう としたの が 無理だった でせ うか。 

女 は みんな おれに 求める、 

おれの 持たぬ もの を おれに 求める。 

そして、 おれの 求める もの を與へ はしない。 

それが 女 だ。 女 はた だ 愛されたい、 

愛する こと を 女 は 知らない。 

おれに なれと いふの だ、 寂しい 永遠の 男性、 

冷たい 血の 氣 のない オシ ャカ 樣。 

愛して くれる 男なら、 そして 金の ある 男なら 

どんな 男で もい い 女、 

自由に させて くれる 男なら、 

どんな 男で もい い 女、 

そのく せ それで は 物足りな い、 

また 詩人た 


滿 たされぬ その 寂し さを滿 たして くれる \ 

永遠の 男性と 呼ぶ 偶像が 要る。  一 

おれに その 木像に なれと いふ 女た ち、 一 

女の 可愛らし さは 勝手 だから だ" 一 

女 は 男の i である、 地獄で ある。 一 

女なん て 下らない と 云った 友の 

言葉 を おれ はほん とだ と 思 ふ よ。 

女よ、 お まへ たち は默 つて 咲いて ゐろ、 一 

おれ は 振 向き もせず 通りす ぎたい。 

女よ、 お まへの 呼びかける 男 は 骸骨 だぞ J 

さても、 不思議で、 不思議で ない、 一 

あんなに ちがった と 思 つて ゐた 女が 一 

今 はおな じ 女に なった、 おなじ， の 女、 へ 

抱いた 女 も、 抱かぬ 女 も。  • 

おれ も 女の 夢の 男、 オシ ャ カ樣、 一 

身 を ゆるした 女から も、 
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ゆるす 機會 のなかった 女から も。 

戀の 果て、 11 ひの 果て、 

思へば 荒寥と した 冬の 海、 

凍った やうに 重苦しい 空虚、 

みんな 夢 だ、 むなしい 夢 だ。 

戀に 心 は ふ さはないで、 

闘 ひに 身は堪 へられないで、 

杯 を 手に もて ど、 酒 は 空しく • 

力 を 出さず して 腕 は 華え た。 

これが 人間の 末路と いふ もの か。 

ー耒 は德褸 層、 女 は 紙 暦、 

もみく ちゃに した 男の 一 生。 

おれ は みんな 纏つ、 みんな 要らん、 

戀も、 女 も、 生 も 要らん。 

おれ はおれ 一 人 を 抱いて 死 ぬんだ、 

おれ は 一 人 だ， たった 一 人 だ。 一 人 だ、 一人 だ。 


五六 二 

おれに この 詩篇が 世に出る 日 を 恐れる、 

それ は 自分の ためで なく、 他人の ために。 

お れは旣 に 名譽も 何も 地 に 翳った、 

一 生 を 棒に ふって しまった 男 だ。 

おれ はも はや^ 士の 道に 歩かな いんだ。 

だが、 その おれに も 捨てられぬ もの、 

なほ その 柔弱な 思 ひ 遣りが 殘っ て ゐるリ 

おれ はこの ために 幾人の 人 を 傷つけ るか、 

幾人 の 女の 心 を碎く であらう か。 

1K、 おれが そんな 事 をして いいの か、 

おれが 愛した 事 の ある 女 を 苦し め、 

女の 生活 を、 詩の ために 亂 していい もの か。 

それ は道德 的な 事で あるか、 

それ はおれの 背いた 藝術 至上 主義で はない か。 

おれ は 赤裸の 人、 丁 t. 纏 はぬ 眞實 もて 

. ^と 

日月の 下に 煌々 と輝き出る無！^：^淸淨， 


紫 摩 黄金の 身 を 露出す る 誇り ありと も、 

あらゆる^ 悔錄の 著者の 罪と 恥 あり、 

かの 豫審廷 の 被告の 白狀の 心理 を 見ぬ か、 

行きが けの 駄賃、 卷きぞ へ に 引 込む その 汚ら はし さ を。 

だが、 一人の 女 はおれ を 許して くれた。 

私 は どんなに 傷つ いても 迷惑しても 

かま はない から、 本 當の事 を 

思 ひ 切って 歌って 下さいと、 

あの 女 はおれ を勵 まして 云った の だ。 

そして、 おれの 世に出す 詩 を 嘲って， 

發 表された もの は 私み な 嫌 ひ、 

ゥソ 許り 書いて あるから とおと しめた。 

いつも 世間 を 相手に 商 賢して ゐる やうで、 

逆襲され ない 樣に、 御機嫌 を 損じない 樣に 

氣を かねて、 なんてい やな 事！ 

唾棄したい 嫌惡を 感ずる と まで 云 ふ。 

あなたの 心、 あなたの 持って ゐる もの は 

また 詩スた 


こんな もの ぢ やな いんです。 

ああ、 私 は その ゥソ のかげ にも 

眞實の もの を 痛い やうに 感じます。 

思 ひ 通り 思 ふ 事の 凡て を 激烈に 云へ ない 

憤懣まで も；.^ つ てゐ ますと 云 ふ。 

その 女の 心 は、 おれと 一 緖 になれ なく も 

おれの 詩に 生きる おのれ を 喜ぶ だら う。 

私 は あなたの 一 番 よき 理解 者で ありたい と 

いつもい つも 思って ゐ ましたと いふ 女よ。 

私 はいつ も isi; 劍な心 を もって ゐ ます、 

そしてい つも 傷ついて 許り ゐ ます、 

それでい いんだと 思つ てゐ ますと いふ 女よ。 

おれ は此 中で お まへ をい かに it しめた か 知れない、 

お まへ を 冷めた い 女と 嘲つ た。 

だが 今、 おれ はお まへの 本心 を 知って ゐる、 

お まへ は あばずれでなかった の だ、 

お まへ は氣の 弱い 女で あつたの だ。 

五六 三 


おれ はお ま へ を もつ ともつ と惡く 思つ てゐ た、 

そして、 お まへ に 求むべき もの を、 

他の 女に 求めようと したの だ。 

常識的な、 铜 巧な、 心 深い、 

ふんべつん M ろ 

へ 刀 別 心の 女に 求めよう としたの だ。 

おれの 迷 ひ は 今强く 罰せられて ゐる、 

お まへ は それ を も 許して くれる だら う。 

お まへ はお まへの 缺 i! でもって 

おれに おれの 詩 を 書かせた の だ。 

だが、 お まへ は そのお まへの 美 if でもって 

おれの 詩 を 喜んで 愛して くれる だら う。 

お まへ 一人の 言葉で もって、 おれ はこの 詩 を 

破らないで 世に出さ-つ、 そして、 どうぞ この 

非常識な 二人の 罪 を 許し て 下 さ い と 、 

常識的な、 钢 巧な 女の人た ちに、 

おれ はお まへ と 二人分、 頭 を さげて いいの だ „ 


X 


5 六 四 

男 はみ な その 得なかった 女と 眠る。 

墓の 中で、 男 は 失 はれた 女と 眠る。 

男の 墓に 生え 出で る 草は悔 である。 

雨 毎に 草 は 茂り、 閣に は螢が 飛ぶ。 

男 は みんな 出 來損ひ の ドン. ファン だ。 

女 はすべ たで も 立派な 力 ルメン だ。 

男の 誘惑 はすべ て 自然 へ の 叛逆 だ。 

女の 存在 は惡 魔の 出した お， C り だ" 

男が 女に 救 はれる と は 

自分で 自分 を 救 ふの だ。 

久遠 女性 は 男の 譬 1 肌 だ、 

ファウスト は 結局 詩人であった。 

女に 滅ぼされ てし まふ 男 は 

自分で 自分 を 滅ぼす だ けだ W 

男 は 女 を 失 ふ 事に よって、 


永遠に 女と 一緒に 眠れる の だ。 

おれ を溺ら さう と し た 波が あった。 

おれ は 必死に 泳いだ の だ、 

波の 間 に 白く きら めく 人魚 を 追う て 。 

人魚 は 逃げた、 逃げながら おれ を 招いた。 

いま、 その 影は遙 かに 遙 かに 薄れて しまった。 

おれ は 又， 新しい 渦卷の 中に 捲 込まれた、 

新しい 岸 へ それ はおれ を搬 ばう とした。 

だが、 おれ は 生きて その 岸へ 行き着け るか。 

人魚で はない、 幻の 女でなかった、 

巨大な 驟、 鮫の たぐ ゐか、 

おれ は その 背に 乘れ るか， 

その 口に 呑み込まれ るか。 

どうなる もの か、 魚 は 何 丈、 おれ は 五尺ノ 

また 詩人た 


いっそ 吞 まれて しま ふまで だ。 

尻尾に 跨って、 威張って たって 

山な す 波が さらって しま ふ) 

どうなる もの か、 吞め、 吞め、 吞め、 

さらって 行け、 お まへの 好きな 方へ。 

おれ は觀 念つ けて 浮んで ゐ ようよ。 

必死になって 

失敗 の 記念 塔 を 建 て る 男が ある。 

みんな 嗤 つて やれ、 

其奴の 未練 を。 

まづ、 自分で 自分 を嗤 ふの だ。 

その後から、 石が 飛ばう と、 

唾が 飛ばう とか まふ もの か。 

おれ はもう 降參 したの だ。 

五六 五 


おれ は 世間から 滅ぼされる 前に 

自分で 自分 を滅 すの だ。 

何とで も 云へ、 

おれ は 自分の 意志で 死ぬ の だ。 

おれが 必死になって 

腦味 i« を 塗りた くった の は、 

自分 を 滅ぼす ためだ つ た の だ。 

次ぎの の 時代に 生き 殘 らうた めぢ やない。 

おれ はおれの 失敗 を 

完全 無缺な もの にす るた めに、 

この 1 年 を 生き のびたの だ。 

もうかな り 仕上げ は 出来た 箬だ。 

おれ はやく ざな 人間が 

どの位 ゐ 始末に をへ ぬ もの か、 

その 見せしめに 生きた の だ。 


If, 六 六 

何とで も 云へ、 もう すんだ。 

もう すんだ。 

X 

「新 詩人 生 田 春 月、 彼の 時代 は 來てゐ る！」 と 

若い 詩人 はおれ を 祝賀し、 激勵 して 叫ぶ。 

おれ は 次ぎの 時代に 生き 殘る 詩人と 云 はれ、 

新興 詩人の 一 人に さへ も數 へられる。 

おれが それ を 喜ぶ と 思 ふか。 喜ぶ の は、 

十 年 前の おれ だ。 今のお れぢ やない。 

おれ は 今、 おれの 無力に 飽和して ゐる。 

おれが 今い かに 奮 ひ 立つ とも、 それ は 道化よ。 一 

おれの 時代が 來 たって どうなる もの か。 

おれ は 時代の 苦悶 をうた ふ 詩人 だ。 

インテリ ゲン チア の 悲哀 をうた ふ 詩人 だ。 

その 敗北と 破滅の 中に こそ おれの 眞實が ある 

おれが 勝つ の は、 ただ その 道た けだ、 


この おれ を 克服し、 おれ を淸算 する。 

それ はおれが 詩人 を やめる こと だ。 

詩人 を やめて、 實行 家になる 事 だけ だ。 

それが 出来ねば 失敗 だ。 おれ は 失敗 だ。 

おれ は 昔、 最も 悲痛な 反抗の 聲を擧 げた 日に、 

可憐な 砂糖水の 詩人と 卑しめられ たが、 

今、 痛み 傷つき よろめく 時に、 

意氣 颯爽た る 鬪爭の 詩人と して 讃 へられる。 

これが 世間と いふ もの だ。 その 世間の 

毀誉褒^に 心 動く、 それが 詩人と いふ もの だ。 

おれの IS 代なん ぞ はす ッ 飛ん ぢ まへ。 

新時代の 詩人、 少壯の 士は奮 ひ 起て、 

勞働者 • 農民、 すべて 起て、 君 等の 時代が 来た „ 

一 九 三 〇 年、 一 八 三 〇 年 七月 革命の 百年祭、 

この 光榮 ある 年に まだ 生きの びて、 

おれ はま だ 何 をし よ 5 とい ふの か。 

ま： i 詩人た 


三年 越しの トォ テン タン ッ、 まだ 引延し、 

無 逢 階級 の K 尾と して 壽命を つ なぎ、 

左翼 陣營の 中に 右顧左^、 千鳥足、 

らひぷ 

闘 爭心絕 した 時 もな ほ Ml 聲 しぼる、 

それが おれの 光榮 ある 未來 だとい ふの か 一 

おれ は 又、 あらゆる 女 を 蔑んで ゐ る。 

今す ベての 詩人が 目 をみ はって、 

その めざましい 轉向を 注視して ゐる 

こんな 大切な 時に、 何たる 事、 

主義で つ なが る 女なら ば 知ら ぬ こと、 

他愛の ない 女に つかまって 

ぐ づぐづ して ゐる氣 が 知れない と 

齒痒 がって 云 ふ 女 詩人の 友よ、 

おれ は戀 なんても のに は 唾す るの だ。 

無力な インテリ ゲン チア、 失敗 詩人、 

戀も鬪 ひも、 おれに は 無意味 だ。 

五六 七 


五六 八 


おれ も アナ キス トだ、 ニヒリスト ではない とい ふ- 

いや、 ニヒリスト だ、 アナ キ ストで はない とい ふ „ 

何でもない、 おれ は 何でもない。 

ただ、 みぢ めな， 敗れた 人間な の だ。 

不幸な、 やりそこなった 入 間な の だ。 

おれ は 人間の 末路と いふ ものが、 

いかに 悲慘 で、 くだらな いか を 示す の だ。 

だが、 それでも おれ はおれ だ、 おれ は 人間 だ。 

たしかに おれ は 人間性の 眞 中まで 來 たの だ。 

おれ は 阿呆の 眞實を  一 ^ し えた の だ。 

おれ は 自分 を 欺か な かった の だ。 

世間の 眼 はな ほさら 欺かなかった) 

その 點で、 おれの 時代 は 必ず 來 るの だ、 

詩よりも 眞實を 重んずる 時代が。 

だが、 それ はおれに は ボス テュ マスな の だ。 

おれ 生きて おれの 時代に 出會 へたなら、 

確かに それ は 宇宙の 大きな 手 違 ひだらう。 . 


まあ、 よく 喋る ねえ、 

よく 笑 ふねえ。 . 

身振り も、 つまい、 

濡事 もなかな か 上手 だ、 

キスの 仕方 もとても すてき， た。 

あれ は どんな 人間 だい？ 

あれ は 役者と いふ もの サ。 

役者と いふ もの は 重 賨 な ものだね、 

面白く もない のに 笑 ひ、 

自分で も 分らぬ 事 を 喋り、 

好き でもない 女 をく どいて 

人の 目の前で キス をして， 

時には 惚れた 女 を 本當に 抱いて 

それで 給金まで 莨 ふと は。 


どっちが 本當 だい、 役者の 生活 は？ 

舞臺 か、 樂屋 か？ どっち もゥソ だ。 

ゥソの 中の まこと だ、 まことの ゥソ だ。 

だが、 おれ も 役者 だ、 詩人と いふ 役者 だ 

おれの 詩 も ゥソ、 おれの 牛 ー活も ゥソ。 

ブ ロレ もゥソ だ、 シュル .レ もゥソ だ。 

おれ は 一 つの 眞實 のために 詩を擲 つ、 

つ， 51 

おれ は 詩に 唾す る、 自分 を 突き殺す。 

見ろ、 おれが 詩人 か、 おれ は 人間 だ。 

熟柿の やうな 泥醉 女の 肉に 食 ひ 入り、 

肺病の 女の 接吻 を 味 はった。 

あまたた び 禁斷の 果實を 盗み、 

頼 を かすめて 冷 氷の 劍を 感じた。 

千 尺の 斷 崖の 上に を どって、 - 

また 詩人た 


海の 落日 を 飽かず 眺めた。 

裏切の 爆 i! の 上に すわって、 

その 口火で 煙草の 火 をつ けた。 

これが おれの 一生だった。 

なぜ おれ はま だ 生きて ゐる のか。 

いま、 おれ は 惡魔を 探して 歩く、 

いかに 彼が おれから 逃げよう とも。 

惡 魔の 巧みな 變裝を 看破る とき、 

下界 はおれの 天上で あらう。 

唾せられ た 眞實を 裂き、 

踏み 驪られ た 善を碎 く。 

かくて、 生死な し、 危險 なし。 

五六 九 


ただ ある は 恥、 ある は 不面目。 

みんな おれの 面 を 張り とばせ、 

おれの 死骸に 小便 を ひ ッ かけろ。 

おれ を 殺せ、 おれ を 殺せ、 

殺されながら、 生きる おれ だ。 

十 I 月 十六 日 — I 月 八日 

. I に  , ！  >  (東京) 


!• これで 終り だ。 ， 

もう 書く ま い • 」 


五 
七 
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な 白 島 


一 生、 正直に 何もかも 歌った 

バ 力な 詩人 だね。 

もう 默 つて ゐ ろよ。 

まだ 默れ なくば 

象 徵の紘 にった へて、 

眼に 云 はせ、 

心に 云 はせ、 

淚 ぐむ 眼が 知り、 

惱 ましい 心が を どる。 

おれ は あまりに 饒舌だった ノ 

もう 默り 込んでも いい ぞ。 

象 徵の奥 儀 はこ こに、 

言葉な く、 命な く、 

ありな しの 記憶の 底に 

時 ありて 閃めく もの、 

愚かな 白 CIS 


一 生は稻 妻、 

まぼろし を 人 はとら へ て 

詩 はこ こに、 死 もこ こに。 

歌 ひ 出で て はならぬ こと、 

この 禁斷を 幾度 犯した、 

バカ 詩人 だね U 

1 人祕 めて た ふとい もの を 

歌ひ盡 して、 滅ぼした。 

無花果の 葉につつ み、 

神に そな へて、 

無に そな へて、 

ぞ 壊の 珠、 地下に 12、 く。 

その 三 H、 今 はうた はず 

眠りの. 床に 持ち去らば、 

ま. U 

生の 祕義、 全く 殘 され 

摩訶不思議、 夢の 護符と て、 


君 を 護り、 

われ を 一 

言葉の 寺の 寵の 中、 


り 


とこし へに？^ ら るる 

その 歌 はれぬ 歌。 


^山の 夢、 & 山の 夢、 

山の 夢 は 切なく 

蔬 山の 夢 はもの 狂 ほし。 

むかし はつらき 晝の 夢。 

いま は 見飽きぬ 夜の 夢。 

日 も 夜 も 知らず、 身 も 世 も 知らず 

一 生 はた だ、 この 日 この 夜。 


冴えし 睛に くもる 色、 

うるむ 躀 にさす 光 * 

女心 をお なじと 云 ふか、 


おなじ 廊 下の 椅子に かけ 

てすりに 凭れて すごせ ども、 

かすめる 海に 見し もの は 

今昆る 野邊と い か に 違 へ る。 


なさけ は 弱き 切な さ を 

歎きし むかし、 つら かりし。 

いま はなさけ の 濃紫、 

淺 かりきと は、 いつ 思 はむ。 

いのちの 果てに 觸れし 袖、 

濡れて あら ざれ。 その 袖に 

救 はれむ と はしばし 思 ひし 

迷 ひも あれ ど、 世に 敗れて は、 

女心の なに かせん、 

ただ ひとむ きに 滅びば や。 

かの 山川の 岩 藤の 

その 藤色の なさけい だきて。 


山の 宿の 綠に むかひ 

若 櫬の波 を 見お ろし、 

顔 見合せ て 微笑めば、 

君が 心の まこと をば 

神 はいの ちに つなぎ けん、 . 

細い 若！ 1^ の 直ぐ なれば 

落ちる 淚も はら ひけん。 

とせ ち 

三年の 後に、 思 ひかな うた、 

か ぼ そい 若木 をう ちまけば、 

乙女の 蕾に も 似た 花が 

風に ふるへ、 わなないた。 

魂消る 消耗の あとに 

さむる ことなく 眠らん とて- 

君 を 得た と 君 は 知らぬ。 


愚かな 白 ftl 


^山に 夢 は 全うされた、 

最後の晩餐の 葡萄酒、 

その 紅き 色に 祕義は 啓かれ、 

刹那の 永遠が われに 來 つた。 

いざ、 今 は 思ひ殘 さじ、 

うしろ 髮曳 かるれば 切れ、 

なつかしき 人、 いやな つかしく とも。 


いつも 淚で 見た 人 は、 

晝も 微笑み、 夜 も わら ふ。 

しばし 樂 しき 今日の 日の 

ただ ひととき も 惜し やとて" 

危 ふき 橋 を わたれ ども、 

溪水靑 くた ぎれ ども、 

おそれ もせずに 微笑める 

, ^の 面影 を かたみと て。 


いつも 空しく あこがれた 

珠は 手に 嗚る、 冴々 と。 

ひと 夜の 床に 光りつつ、 

いのちと 望み ささやきぬ。 

われに いのち は 殘らね ど、 

われに 望み は あらね ども、 

この ひとときに 君 を 得て 

朗らに 笑みぬ、 ； f<? のれ すら „ 


靈蛇を 洞に 封じ込む 

r- じり 

高き 聖 にあら ね ども、 

山 また 山の 奥 ふかく 

ち とせ  さ 二 

千年の 夢 を 鎖し 籠め て、 

け ふ ぞいの ち はみ ち 足りぬ、 

また 世に かくる 夢 もな し。 


夢の 果てまで 見る 人 は 
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おろかな 侮に 死ぬ ると ぞ、 

いのち を かけて 傾けし 

小さく 香れる 杯に 

夢 はの こらず 盛られたり、 

いき は醉 ひっつ 死ぬべき を „ 


もう 死にた く なくなつ たでせ うと 

あのた のしい 一 瞬に 女 は 云った、 

そのと き ぞ身は 死んだ、 

君に 殺され、 君 を 殺し、 

その 死 は 生に つながる 死、 

見ず て やむ ベ き 夢で あつ た か。 

見た、 見た、 見た、 

見た のち は、 ただに 忘れて、 . 

のこりな く 身に ゆだねて、 

そのの ちに、 まこと 死ぬ 身と 

ひとり 死ぬ われと は 知らず、 


いや 靑 やかに、 いや にこやかに- 

君 はいの ちに よみが へる。 

友の 言葉に うたが ひ、 ねたみ ノ 

意地 惡に、 さか しらに、 

刺 ある 言葉し るせ ども、 

けふぞ 心の 妻の 名 を 書き、 ， 

地獄と 天國の 結婚式、 

影と 光の 結婚式、 

愛 と^ひの 默示 錄、 

いま は 肝に ぞ 書き 刻む。 

ひと 

女の 身の上 安らかに 

波風 も あらせ じと 

ただ 默す こそ、 

これ ぞ まことの 愛と 知る。 

たのしき 事の かずかず は 

その 胆に瞎 めて、 


この 眼に 籠め て、 

わが 一 生の 最後の 榮冠、 

わが 一 生み 最大の 詩 を 

溪 河の 水に 流した > 

わが 名 も、 君が 名 も、 

岩床に 長く 苔む せ、 

文字 は Ml しいし るし だもの を。 

女 は 女王で ある、 

すべての 愛せられる 女 は。 

おろかな 奴隸、 

二人の 女王に つかへ つつ 

>• せ とせ 

二 年 三年 来たと いふ。 

おれ は奴隸 か、 

おれ は 暴君、 愛な きもの。 

多く を 愛する もの は 


一 人 を も 愛しない の だ。 

いま、 おれの 心に 

月の 影 さす、 夕月の 

匂 ひの 光、 白々 と 

沈む いのちに 照る も のぞ、 

まこと おれの ための 女王で ある。 

都 はなれて 

奥山ず まひ、 

i  く  ら 好きで も 

出来ない もの を。 

長の わかれに 

なる ために、 

つら 

辛い おも ひで 

會 ひに 来た。 


五 七 八 

山 又 山の 

果て 知れず、 

君 は 心 を  ， 

馳 せる ひと。 

山の かなたに 

幸なくて、 

海に かたむく 

われ は 月。 

わたしの やうな 川 だ わ、 

安つ ぼい 威力よ と 

女 はいった、 その 川、 

安威 川、 水まん まんと 

蘆 も 茂る 草み ち 行けば、 

水 もない 蘆屋 川、 その 松林、 


思 はじと すれ ど 思 ひいだ され、 

をと としの 五月と 今と、 

なんと 身 も 世も變 つたこと か。 

女給ぐ らしの つら さもす ぎて， 

死んだ やうに 生きて ゐ ると いふ 

女の 顏を つくづく みれば 

むかし の^え も くもりがち 

笑 ひもい ま は 高く 響かず。 

過. きた 日の 怨み も、 悔い も、 悲しみ も- 

おれ も 云 はず、 女 も 云 はず。 

い つまで ゐ らっしゃ るのと 

女 はきいて、 またと 東に 

か へらぬ 身と は 知り もせず。 

蘆屋は 高級 だけれ ど 

ここ は 下級 社員の ゐる ところよ * 

蘆屋 夫人の 榮 華も享 けず、 

愚かな 白 &| 


新開地に 寂しく 暮す 

それが さだめ か、 この 女、 

安威 川邊 のさ まよ ひが 

おれ も 似合 ひの 貧乏 詩人、 

またく りか へしに 來 たもの か。 

おろか だ、 おろか だ、 いや 今日は 

ひとめ 

ただ 一 目み て、 それとなく 

わ か れ吿げ んと 思うた が、 

三つの 子供 もはや 五つ、 

おばあさん よと いふ 女の 

まこと 寂しい 身の こなし、 

みんなむ かしの 悲しい 夢よ。 

よし、 よし、 もうなん にも 云 ふまい、 

ただよ そごと に、 强 ひて 笑うて、 

家 毎に 節約 勵 行の 札 を 張った 

ごみ ごみした 町 を 歩いて 

とりとめ なく 肩 を 並べ て …… 

五 七 九 
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X 

1 ^は 他愛 もな く 過ぎる の だ。 ， 

人間 は 入 間で 終る の だ。 

痴人 は 痴人で 終る の だ。 

もうお さらば だ。 

美しい 世よ、 醜い^よ、 

もっと 美しく なれ、 

もっと 醜く なれ。 

堂 ビル ホテルの 八 階から 

*^ ち 

おれ は 大阪の 街 を 見て ゐる。  - 

街の きらめく 火の 海 を 見て、」 

人の 營み、 いよよ 寂しく。 

これが 人の 世。 

これが 一 生。 

利 は 寂し さ を 消す だら うか 0 

おれ はもう 切上げる  

五月 十四日 I 十八 日 G 孤 野— 大阪) 


エリ ゼ • ルクリュ 

を 想 ふ 

珠の 如き 人、 火の 如き 信、 

聖徒の 生活、 眞摯の 思念、 

美 si、 個 入の 中に 實り、 

ii, 性完 くして、 世 は 春な り。 

一 八 四 八 年、 學舍 を脫し 

革命に 投 ぜんとした 少年の 彼。 

巴里コ ンミ ユンの 棲 壁の 上、 

銃 をと つて 立った 壯 年の 彼。 

大作、 『地 人 論』 を^に 出して、 ， 

革命 を 叫んで 死んだ 老年の 彼。 

美しい 哉、 君が 生涯、 

正し かりし 哉- 君が 思想。 

投票、 それ は ©: 落で ある、 


二十 年に して、 ァ ナルシスト 成る。 . 

策略で 人 を 欺く は 政治、 

偽瞞の 選擧、 虚偽の 選良、 

今、 民衆 を 惑 はすの 日に、 

ェ リゼ. ルクリュ、 君 を 想 ふ。 

愛 は 身に Ife れ， 世 をば 照らす 

人 をお も ふ、 眞の人 をお も ふ。 

人生の こと、 ただ 眞實、 

地上の 至福、 ただ 人格. リ 

君 生れて 百年、 世 は 荒き に、 

至薛の 人、 ルクリュ、 なほ 生 あれ。 

1 九 三 9 1 -  Ho 

力 アベ ンタァ を 想 ふ 

君 は 粗末な 小舍に 住んだ、 

だが、 それ は 自由の 小舍 であった、」 

宇宙 的 意識の 小舍 であった。 

愚かな 白 為 


木の葉の 茂みに 蜂 はうな り 

駒鳥の 飛ぶ ところ、 

君が 詩 は、 露と かがやく。 

君 は 知る、 まことの 智慧 を、 

希臘の 美、 伯來の 愛、 

印度の 智慧、 ここに 統べられ、 

自 ^ 人、 鳥の 如く 生き、 

こラ  せ. S 

ただ 見る 四山黃 また 赏の 

悠久の 生 を 君 は 歌った。 

トヮ アド ニァ モク ラシィ、 

トヮ アド • フ リイ ドム、 

鬪 ひの 中に 歌 は ひびき、 

人 を 汚す 文明の かなた、 

土に 生きる 土の 人、 土民 生活、 

これ ぞ まことの デ モク ラシィ。 

五八 I 
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詩人 こそ、 まこと 哲人、 

哲人 こそ、 まこと 豫言 者、 ， 

强様、 權威、 私欲 を 敵に 

ただ ひとす ぢに 八十 年、 

地の 子の 業 は 地下に 働ら き 

ひそかに 友 を 君に はこぶ。 

I 九 三 9? 1 1  . 


拿； 丸 船中に て 書け る — 


のら 猫が 仔 を 生んだ。 貴婦人の やうな 機 子 をした。 

尻尾の 長い 眼 5 凄い 三毛猫が。 

眼の 下に 隈 どり をした あの 女 を 想 ひ 出させる 猫が。 

あの 女の子 供の 手 を 引いて 步 いたやう に、 男 は その 

猫の 仔 を 膝に 抱き上げた。 

X. 

愛する 女に ね；： ひに 行った。 愚痴な 心で ある。 でも、 

1 目で も會っ て、 それとなく いとま ご ひがした 力った 

の だ。 

還 稿 詩  . 


出發 のきつ かけがなくて はならなかった。 それ を 

る 女性が、 自分で も氣 付かないで 與 へて くれたの だ。 

が、 同時に、 彼女 は 自分 を 君の 方へ と 幾分 か 引き 屍し 

た。 彼女に 會 つた 爲 めに、 折角の 心 持が かなりに ぐら 

つき出した。 

デスマスク 

自分 は 後^、 大 文豪と か、 大 詩人と かいふ 稱のも 

とに 殘 らうと いふ 自信な ど は 少しもない。 自分 は マイ 

ナァ. ボ エトに 過ぎない。 從 つて、 その 雷く ところ も、 

果して 書く に 値する かどう か は 疑問で ある。 然し、 世 

に は 隱れた 詩人の 傳 記に 興味 を もつ 人の ある 事 をも自 

分 は 知って ゐる" 自分 はた ださう した 好事の、 そして 

自分に とって 最もな つかしい 人達の ために これ を 書き 

遺す ので ある。 その 人達 こそ、 木 常に 自分 を 愛して く 

五 八  一二 


れる 人達に 相違な いの だから。 

マ イナ ァたホ エトと して、 たしかに 自分 は 澄、 範 的な 

人間 だとい ふ 自信 を 自分 はもって ゐる。 かう したつ ま 

ら ない 詩人 は、 文學 史的の 價値 はとに かく、 その 人間 

的な 弱さ や、 愚か さや、 醜 さに よって、 多少の P 、味 は 

ある だら うと 思 ふ。 

每  圈 

甲板に かかって ゐる 海圖、 それ は この 内海の 海 S 

だ 

ぢっ とそれ を 見て ゐ ると 一 つの 新しい 未知の 世 が 

見えて 来る 普通の 地圖 では 海が 窣； 白 だが ここで は 陸地 

が 白 だ 

ただ 僅かに 高山の 項き が 記されて ゐる 位の もので あ 

るが これに 反して 海の 方 は 水深 やその 他記號 などで 彩 

られ てゐる 

これ は 今. H 分の 氣 持ち を そっくり 現 はして ゐるゃ 5 


五八 四 

な氣 がする 今までの 世界が 白と なって 自分の 飛び込 

む 未知の^ 界が 彩られる の だ 

內海を 歌 ひ 四國の 連山 を 歌 ひっつ 

X 

部屋の 鏡に 自分の 顔が うつる。 これが 最後の 顏だ。 


cm 

遏 


！ 


いろいろの ところ を ま はって、 ここまで 釆た。 く はしい 事 は あとで 書く。 

十五 日  名 古 にて 

春  月 

花世樣 

たうとう この 手紙 を 書く 時が 來た。 今度の 機會 に、 一昨年から 考 へて ゐた 結末 をつ ける ことにした。 この 

手紙の 着く 時分に は、 僕 はも はやこの 世に はゐ ないだら う。 何だか 積年の 霜 荷 をお ろした やうな 氣 持が する。 

もっと 生きて、 家の ことな どよ く すれば い >f の だが、 もう その 力 も なくなつ たの だから、 ゆるして 賀 ひたい。 

時代 は變 つた、 今 切上げる のが、 まだし も 賢いだら う。 この 行詰り は、 人間業で は 打 §s できぬ こと だ。 1 日 

生きの びれば、 一日 だけ 敗北 を 大きく する ばかり だ。 

いづれ 後始末に ついての 詳しい こと は 船の 中で 書く つもり だ。 

五月 十九 日  大阪花 匿に て  ト 


長 谷川 巳 之 吉樣 

、- っぞ ゃは參 上、 久しぶりにお 目に か X り いろいろお 話 を 承りえ て、 大變 うれしい と 思 ひました。 あれ か 

らおう か r ひいた さ- 「と 思って ゐる うち、 こちらへ 來て しまったので、 もっと 立 入つ てお 願 ひしたい 事 も 出 

來 なくて 殘 念でした。 

私の 詩人 生活 も隨分 長く 續き ましたが、 もう その 終る ときが 來 ました。 昨日 は 堂 ビル ホテルに 一日 引 籠つ 

て、 別封の 斷章を まとめました。 これが いつぞやお 目に かけた 「象徵 の 烏賊」 の 終りに 入る 分です。 最後に 

、 J れ を大阪 からお 55^ りする の です。 いろい ろの 感慨 を 抱き つ つ 。 

あの 「象徵 の 烏賊」 はお そらく 私の 詩人と しての 最高の 境地 を 示した もの だと 云 ふ 自信が あります。 そし 

て、 若し 全 詩 の 出る やうな 場合に も、 當 分の 間 は それに 入れないで、 全く 別の ものと して 置きたい と 思 ひ 

あなたに は 最もよ く 分って 頂ける だら うとい ふ氣 がしました ので、 お 目に かけた のです が、 もし 價値 あり 

とお 認めの 上、 あなたの 手で 出版して いただける 事と なったら、 私の 何よりの 幸福です。 そして その 際に は、 

すべて あなたの 御 配慮 御 批判に 一 任いた します から 好きな やうに して 出版して 下さい。 總題も 今考へ 中です 

けれど、 まだ 思 ひ 付きません、 全體を 御らん の 上、 あなたの お好きな 題 を 付けて 頂ければ、 うれしい と 思 ひ 

ま.^ 


又、 これは前に^；^原君と福士君とに見せて、 賞め て 貰った ので、 序文 を賈ふ 約束に なって をり ます。 これ 

も あなたの 御 一存 次第で、 いいやう に 取 計って 下さい。 

まだいろ いろ 書きたい 事 もあります が、 只今 来客で、 殘 念ながら これで やめます。 また 私の ァフ， リズムの 

集な ども まとめた いと 思つ てゐ ましたが、 つ ひに その ひまが ありませんでした" 友人に たのんで おきます か 

ら、 その 話が ありましたら またよ ろしく おねが ひいた します。 それから 萩原 君の 「虚妄の 正義」 の 批評、 いつ 

かお 目に かけた あの 分、 た 5 とう 完成 出來 ませんで したが、 原稿 は あとでう ちから 屆 ける やうに いたします。 

右 とりあへ ず まとまり のない こと を 申 上げました。 あなたの 御 多幸 をい のります。 

五月 十九 日 

生 田舂月 

長 谷川 巳 之吉樣 


先日 は失禮 しました。 十四日に 東京 を發 つて、 十七 日に こちらに 來 ました" 昨夜 は 堂 ビル ホテルに 泊って、 

そこで 別封の 原稿 を かきました。 これ はいつ かの 「時代 人の 詩」 の 終りに つく 分です。 これに 自宅に ある 別 

の 二 篇を附 して、 全體 になる わけです。 そして これ は 私の 遺稿と なる でせ う。 

隨分 長い こと- 十八 歳ぐ らゐの 時からで すから、 もう 二十 年の 上に もなります。 その 長い間、 佐 藤さん や 

あなたに 隨分 いろくお 世話になりました。 どうやら 生きて 来られた の も、 みな あなた 方のお 蔭でした。 け 

れど、 私 も，， ^う 切り上げて、 安息に 入りた くな りました。 實は 一 昨年、 蘆屋に 行って、 あなたに 御 心^ を か 

けた あの 時に、 今日の やうに すべきで したが、 あのと き はま だ そこまで 熟して ゐ なかった のでした。 

今 は 別に ほかに 心 ii もありません が、 遺稿の こと だけ は、 多少 氣 になります。 今、 一寸 思 ひ 付いた r け、 

侗條 がきに して、 御 配慮 を 仰ぎたい と 思 ひます。 

1、 舊版を 新たに 組 直して 出 板す る 場合に は、 自宅に ある 訂正の 臺本 (感想 集 だけ は 全部 を 年代順に 編纂 

する つもりで、 バラ/ \- にこ はして あります。 「生命の 道」 とい ふ 今度の 集に 入る 以前の 分 は、 その 中の 

一部です。 大體、 この 題が 全 感想 集の 題な のでした。) によって、 訂正して いた r きたい こと。 

1、 明白な 誤字で ない 限り、 校正の 際に、 みだりに 訂正 を 加へ ないで 頂きたい こと。 校正 は 友人の 石 原 健 

生 君に たのみた く、 同 君に もさう 申して やります。 (同 君 は漱石 全集の 校正 者です〕 そして 校正に 訂正の 

.P へら，！^ る 場 <5 口に も、 ー應同 君に はかる やうに していた やきたい こと。 


一、 「時代 人の 詩」 は 大部な ものです から、 紐 方な どの こと は 特に 指定， > -出來 ない と 思 ひます が、 伏字に す 

る 分 は、 特に、 慎重 を耍 すると 思 ひます から、 石 川 三四郞 さんに 見て 頂く やう、 遣 族に たのませて もよ 

ろしい のです。 そして、 自宅に ある ヒ 力へ 原稿と 對照 して 来 筆で 訂正した ところ を それによ つて 訂正し、 

又、 伏字の 指定の ある 場合 は それに 從 ふこと。 

一、 自宅に はま だ 「人生 詩論 集」 とい ふ 詩論 感想の 集と、 その他 まだ 何 かあつた 害です。 若し 出して 項け 

るので したら、 他の 方 は 差し 留めます。 (中 西 書房に 話して あつたので すが) 

1、 若し 機會 があって、 全集の 出る やうな 時 も あれば、 譯 では ハイネ 全 詩集 等の 譯詩は 入れて いた r きた 

く、 大體の 指定 は 自宅に 書き 殘し てあります。 千 枚 位 宛で 十卷 になります。 

それから 經濟 的な 方面の ことです が、 何分 私 は 他に 遺產も 貯蓄 もない のです から. 遺族に 殘 してやる もの 

として は、 著作 權の ほか 何もありません から、 今度の 近代詩 入 集と、 ズゥ デルマン とで、 前借の 淸算 できる 

とき、 譯 詩の 留保の 條 件で 拜 借した. K 百圓 は、 その 出版の 時期まで 保留 をね がふと か、 又 詩の 作り方 も 訂正 

できませんでした けれど、 やはり 印 稅に引 直して いた^く とか、 さう した 點で よき 御 配慮た ま はれば 何より 

難 有く 思 ひます。 いつも 御 無理な お 願 ひば かりして 来ました が、 然し、 これが 最後です。 終りに、 佐 藤さん 

や あなたの 御 健勝 御 多幸 を 切に 祈ります。 どうぞ 佐 藤さん によろ しく 御傳聲 下さ い。 

五月 十九 日 

.  , 七 


八 

大 K 花屋に て 

生 田 春 月 

中拫駒 十郞樣 侍史 

0 

こちらに 來 ました。 今夜 船に のります。 そして、 もうか へらない だら うと 思 ひます。 どうぞ 僕の 弱さ を わ 

るく 思 はないで 下さい。 仕方がなくな つたので す。 

そして、 僕の あとの 事 を、 又、 何かとお 世話 を 願 はねば なりません" 校正な ども、 どうぞよ ろしく ねが ひ 

ます。 新潮 社に もさう 申して おきました。 

もっと 詳しく 書きたい のです が、 今、 來 客が あるので、 また あとで 書きます。 

五月 十九 日 

大 K 花やに て 

春  生 

石 原 健 生 兄  - 


石 川 三 四郞樣 

つ ひに 先生に おわかれい たさねば なら なくなりました。 あんなに 親切に して 項いた のに、 つ ひに 御 期待に 

そむく こと は、 悲しい ことです けれど、 もうこの 上、 生きる 力が なくなりました。 同志の 一人と して、 微力 

ながら はたらき たいと 望んで ゐ ましたが、 何の はたらき もしない うちに、 .In: 分の 無力の ために 斃れ わば なら 

なくなりました。 どうぞ この 弱さ をお ゆるし 下さい。 百合 子さん に どうぞ よろしくお つたへ 下さい。 先 

生のお 仕事と r ディナ ミック」 の 多幸な らんこと を。 

五月 十九 日 

大阪 にて 

生 田 ^ii^ 月 

「地 人 論」 の 紹介 を 書く つもりで ゐ ましたのに、 期日が 早められた、 め、 それが 出来なくて 殘 念に おも ひ 


加 藤 武雄兄 

隨分 長い ことお 目に か \ら ないで 居た ので. 出發 前に 一度お 會 ひしたかった のです が、 或る 期日までに、 

或る 土地に 急いで 來 なければ ならぬ 事情が 突發 したので、 それ も 出来 無くて 殘 念でした。 僕 は いろんな とこ 

ろ を 週って. 最後に こ \ に來 ました。 

僕 は 今 最後の まちが ひ を やらう として ゐ ます。 しかし、 これ はどう 考 へて 見ても、 僕に とって 最も 正しく、 

且つ 最も 合理的な 行爲 としか 思 はれない のです。 これ は 行く 可き ものが、 その 行く 可き ところまで 行く 事に 

外なら ない のです。 

入 間 は 一度 まちがって 生涯 を はじめる と、 餘程 えらい 人で ない 限り、 終生と りかへ す 事が 出来ません。 僕 

はしみ <\ その 事 を 感じました。 

僕 は 文 il 者 生活 を はじめた 時分に 二つの 大きな 間違 ひ をし でかしました。 そして、 今尙 ほその 呪咀 から 免 

れる 事が 出来ない のです。 この 三 四 年間、 それ を挽囘 しょうが 爲 めに 僕 は 生きた やうな ものでした。 しかし 

僕に はつひに その 力が ありませんでした。 自分の 間違 ひの 爲 めに 傷ついた もの は、 もはや、 その 間違 ひを訂 

正す る 力 は 無い のです。 いろくの 都合から 長い こと 一日のば しにのば して 來 たやうな ものです が、 今度 丁 

度い 、機 會が惠 まれた ので こちらへ 來 たのです。 今 はもう 體裁 など を 顧慮す る氣も なくなり ましたし、 僕の 

やうな ものに は、 死 だけが 幸福です。 さだめし 腑甲斐ない 奴. エゴ イス テックな 奴ヒ も、 お 思 ひで せう が、 


これ も 蓮 命と し て の 性格の 必然的 結果なら ば 仕方が あり ません" 

僕が 遺族に 遺す もの は， 恥づ かしながら 貧弱な 著作 fl しかありません。 遣 稿の 出版 其 他に 就いて、 又 何 か 

と 御 配慮 を 仰がなければ ならない かと 思 ひます。 一生面 1 を かける ばかりで、 何の 酬い も出來 無かった 僕の 

無力 を どうぞ 偶 れん で 下さい。 終りに の ぞんで 長い間の 深厚な 友情 を 感謝し ます。 兄の 藝術的 生活の 益 々 多 

幸な らんこと を。 

五月 十九 日 

大阪 花屋の 1 室に て -. 

生 田 春 月 


I  二 

〇 

先刻 は失禮 した。 いろく 話したい 事 もあった が、 その 百 分の 一 も 話せなかった。 君が わざく 途 つてく 

れた あの 船で、 僕が 自分の 一身 を 始末しょう など i は、 君 は 想像 もしなかった 事と 思 ふ。 そして、 僕の 腑甲 

斐 なさ を 憤ろ しく 思 ひさへ もす るか も 知れない。 だが、 これ はもう 仕方のない 事 だから、 どうか 惡く思 はな 

いで、 許して 貰 ひたい。 たど 僕 は、 自分の 最も 古い 友人の 君と 最後に 相談ず る をえ た 事に 心からの 滿 足を感 

じて ゐる。 

今日、 君の 話で 二つ 僕の 胸 をう つた 事が あった。 S 公使の 死につ いての 話、 及び 車上での あの 話" 後の 事 

ではい ろく 撲も云 ひたい 事が あった、 聞いた こと もあった。 だが、 今更 そんな 事に 興味 を もっても 始まら 

ない。 終りに 三十 年に あまる 君の 長い 友誼 を 厚く く 感謝す る。 どうか 幸福で 健全で、 ^^會のために、 一層 

カ强く 働いて くれむ こと を。 

すさまじく 流れ 去る 波 を 見て ゐ ると. 不思議な 力 强さを 感ずる。 今の 僕の 恐怖 は、 誰かに 發 見され て、 止 

めら れる こと だけで ある。 

さらば 君よ、 永遠の 別れ だ。 

五月 十九 日 十 時し るす 

生 田 春 月 

田 中 幸 太郞兄  ， 


今、 別府 行の 堇 丸の 船中に ゐる。 今 g! 五 時間で 僕の 生命 は斷 たれる だら うと 思 ふ。 さっき 1^ みに 物 を^に 

投じて みたら、 驚くべき 迅 さで 流れ 去って しまった。 僕の この 肉體も あれと 同じ やうに 流れ 去る の だと 思 ふ。 

何となく 爽快な 氣持 がする。 恐怖 は 殆んど 感じない。 發 見され て 救助され る 恥 だけ は 恐し いが。 

今日は 田 ゆ 幸 太 郎君が 宿に たづね て くれて、 六 時に 今 橋の つる 家と いふうち へ 行って、 晚飯を 食べた。 座 

上、 たまく 佐 分利 公使の 自殺の 話が 出た。 その 表面に 出ない 或る 原因 を いて， 成程とう なづ いた。 僕 は 

詩に も かいた 通り、 女性 關 係で 死ぬ ので はない。 それ は附隨 的な 事に すぎない。 謂 は^ 文舉 者と しての 終り 

を完 うせんが ために 死ぬ やうな もの だ" たしかに、 此上 生きたなら、 どんな 恥辱の 中に くたばる か 分らない 

の だ〕 それ も 然し、 男らしい 事 かも 知れない と は 思 ふ。 が、 僕 は 元来、 男らしい 男で はない。 だから、 これ 

が 僕らし い 最期で、 僕と しての 完成な の だと 思 ふ。 

僕の 生涯 も 愈々 兹 まで 来たの だと 考へ ると， 實に 不思議な 朗らかな 寂し さ を 感ずる。 

今、 祌戶に 船が 着く。 相客の ない うちにと 急いで かく。 

今， 原稿 其 他家 事 上の 箏 などで、 一 寸氣の 付いた 摩 だけ を 記して おく。 大體は 整理して おいた が、 何分 今 

度 は 急いだ もの だから 澤 山仕殘 した 事が ある。 〇 訂正 用臺 本の ある もの は、 それによ つて 改版の 際 訂正す る 

こと。 〇 滿洲郞 の 詩集 は、 第一 書房の 長 谷川 君に たのめば. 或は 引受けて くれる かもしれ ない。 同^ 宛の 手 

紙に は その 事 を 書かなかった けれど、 同 君なら ば義俠 心からで も 相談に 乘 つて くれさう だ" .In 费 出版の 場合、 


IE 

あれ だけで 金が 足りなければ、 どうしても 僕の 遺稿の 方の 收入を さいて ほしい。 僕の 供養 は それだけ だ。 序 

文 を 書く 事が 出来なかった の は殘念 だが、 いっか 文章 俱樂 部に 出した 彼の 詩への 序の 言葉と • いろくの 感 

想 中に かいた 彼に つ いての 言葉と を W ゐて ほしい。 〇 新潮 社の 前借 は、 二 千 六 七百圓 位と 思 ふ" (今度 は 三百 

圓 借りた、 それ も 入れて〕 或 ひ はもつ と尠 いか もしれ ない。 日記 を みれば 大體 わかる だら う。 今度の 近代詩 人 

集、 猫 橋で うまい 工合に 行けば 殆んど 返せる かと 思 ふ。 返せなければ、 ハイネな どのた めに 借りた 六 百圆だ 

け は その 出版され る 迄 保留して 貰 ふこと。 詩の 作り方 も印稅 にして 莨 ふこと" その他 今後の 出版から は、 悉 

く 印^が 入る わけ だから 1 まづ くやって 行ける かと 思 ふ。 これらの 事で は 由 根さん にくれ ぐ もた のんで 

おいた。 加 藤 君に も 配慮 をた のんで おいた から、 面倒な 場合に は、 同 君に たのんで 話 をして 貰 ふこと。 〇 春 

秋 社に は 四百 圓位 借り あり、 小說 ハイネ はつひに 書け ないで しまって すまない の だが、 何 かの 本で かへ せれ 

ば 何より だ。 春秋 社に ハイネの 訂正した 分が 行って ゐ る- 今度 ハイネ を 出す 場合、 それによ つて 多少 訂正が 

できる 箬 だ。 〇 僕の 原稿の 校 K その他、 石 原 君に 萬 事 相談して ほしい。 同 君に もた のんで おいた。 〇 原稿 は 

散逸し ないやう に、 大切に して もら ひたい。 〇 石 川 先生に も 手紙 を かいた。 ことによ つたら 僕の 詩の 伏字 を 

どの 程度に する かにつ いて 先生に 閱覽 を^ はねば ならぬ かもしれ ない。 よくた のんで 下さい。 〇 鳥 取の 自. E 

社の ための 講演に はたう とう 行けなかった。 あのと き は、 行って から、 その かへ りで と 思った の だが、 もう 

それが 堪 へられ なくなった。 第一、 今 講演 するとな ると、 いかに 自分が 破滅し なければ ならぬ か を、 卽ち白 

き 手の インテリの 悲哀に ついて しか 云へ ない の だ。 そんな 事 をい ふの は 無駄な やうな 氣 がする の だ" だが、 


鳥 取の 村 上 氏と 尾 崎さん とに は あざむいた やうです まない。 お詫び を 云 はう かと 思って やめた- よく 誇び て 

貰 ひたい a 〇 西 島 治 子さん に は實に 世話になった。 蔭 日向な くよ く 働いて 盡 して くれたので、 あの 子の 一身 

上の實 仔-を なげうつ の をす まなく 思 ふ。 あなたの よき 助手と して、 面倒 を 見て やってくれ なくて はならない。 

〇 諸 友 入に は 一 々訣別の 言葉 を 書かなかった が、 よろしく/、 皆 樣に傳 へて 下さい。 〇 同封の 百 i はっか ひ 

殘 りの 金 だ。 何 かの 足しに はなる 、たらう U その他い ろく 書きたい がもうよ さう。 

さらば 幸福に、 カ强く 生きて 下さい。 僕 は あなたの 悪い 夫であった。 どうか これまでの 僕の 弱 ii は ゆるし 

て もら ひたい。 今にして、 僕 はや はりあな た を 愛して ゐる事 を 知った。 さらば 幸福に〕 
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